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例 言

１．本書は、柏木川基幹河川改修工事に伴い、財団法人北海道埋蔵文化財センターが平成１２年度から

発掘調査を実施した、恵庭市西島松５遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

本書には、平成１４・１５・１６年度に同遺跡から検出された遺構（住居跡を除く土坑・Tピット・

焼土・小ピット・集石遺構）と、平成１９年度の調査で新たに見つかった西島松３遺跡内の５基の

遺構を掲載する。

２．平成１４・１５・１９年度の発掘調査と整理作業は第２調査部第１調査課が、平成１６年度の発掘調査と

整理作業は第１調査部第２調査課が、平成２０年度の整理作業は第２調査部第３調査課が行った。

３．本書の執筆は土肥研晶が、写真図版は柳瀬由佳が担当した。

４．遺物の分類は、石器を佐藤和雄が、その他は土肥研晶が担当した。

５．現場での写真撮影は、各遺構担当の調査員が、遺物の写真撮影は吉田裕吏洋が行った。

６．出土した遺物のうち、動物遺存体は、金子浩昌氏に、サメの歯については北海道大学水産学部教

授 仲谷一宏氏に、ネズミの歯形については元北海道大学教授 阿部 永氏に鑑定していただい

た。なお、ネズミの歯形の鑑定については北大植物園所蔵の標本を参考にした。また、玉類の石

材鑑定は、㈱アースサイエンスに依頼した。

７．調査にあたっては、下記の諸機関および人々のご協力、ご助言をいただいた（順不同、敬称略）。

北海道教育庁生涯学習部文化・スポーツ課

恵庭市郷土資料館 田嶋弘美・上屋真一・松谷純一・長町章弘・大林千春

北広島市教育委員会 下野直章

札幌市埋蔵文化財センター 上野秀一・羽賀憲二・仙庭伸久・秋山洋司・石井 淳・藤井誠二

千歳市教育委員会 田村俊之・高橋 理・豊田宏良・松田淳子

北海道開拓記念館 右代啓視・鈴木�也・山田悟郎
厚真町教育委員会 乾 哲也・小野哲也・奈良智法・天方直仁・山田和史

新ひだか町静内郷土館 斎藤大朋・藪中剛司 厚沢部町教育委員会 石井淳平

苫小牧市博物館 赤石慎三 七飯町歴史館 山田 央

登別市教育委員会 菅野修広 平取町教育委員会 森岡健治・長田佳宏

富良野市教育委員会 杉浦重信・澤田 健 伊達市教育委員会 大島直行・青野友哉

室蘭市教育委員会 松田宏介 秋田県大館郷土博物館 嶋影壮憲

酪農学園大学 浅川満彦 北海道大学北方生物圏フィールド科学センター植物園・博物館

福島県文化振興事業団 水野一夫 株式会社シン技術コンサル 長谷川徹・大島秀俊

野村 崇、和泉田毅、遠藤龍畝、藤岡智子、鈴木克彦



ベンガラが敷き詰められた状況
（坑底面にベンガラが敷かれた状況）

ベンガラがある状況
（被葬者の上からベンガラを散布した状況）

ベンガラの散布が確認できる状況
（少量のベンガラが散布されたか、埋土にベンガラが混じる状況）

遺体層の範囲と炭化物層については次のパターンで表現した。

遺体層の範囲 炭化物の範囲

記号等の説明

１．遺構の表記は、本文および図表中では次の略号を使用した。また、グリッド番号と区別するた

め、「Ｐ１」「Ｆ１」、のように、アルファベットとアラビア数字の間にはハイフンは入れていな

い。

Ｈ：住居跡 Ｐ：土坑および土坑墓 ＴＰ：Ｔピット Ｆ：焼土 ＳＰ：小ピット Ｍ：盛土遺構

２．実測図、拓影図の縮尺は、原則として次のとおりである。

遺構図（平面図・断面図・エレベーション図）―１：４０ 集石―１：１０

遺物出土状況詳細図―遺構ごとの出土状況に合わせたため、縮尺は異なるが、それぞれにスケー

ルを付している。

土器実測図・土器拓影図―１：３（Ｐ６９２のみ土器を３０％で掲載。また、ミニチュア土器には個々にスケールを付

した。） 土製品―１：２

玉類・石斧・剥片石器―１：２ 石棒・礫石器―１：３（石皿にかぎり３０％に縮小）

骨角器・歯牙製品（サメの歯）―１：１ 漆製品―１：２

なお、写真のスケールはおおむね次のとおりである。

復元土器―任意 拓本―３：１ 剥片石器―１：２ 石鏃―２：３ 玉類・サメの歯―１：１

礫石器―任意 漆・骨角器―３：４（７５％） 土・石製品（石斧）・アスファルト―２：３

３．遺構図中の数字は標高（単位�）を示し、平面図、断面図、エレベーション図は４０分の１で、平
面図の真北方向をページの真上に統一している。表中での遺構の規模は単位�で表記した。な
お、推定事項については、（ ）で示し、不明の部分は―で示した。セクション図中の遺物のう

ち、礫にはＳ、土器にはＰ、石斧、石棒などの製品にはその名称を記している。

４．遺物出土状況詳細図中の番号（青）は、遺物掲載番号（黒色）と統一し、破損などで実測されな

かった未掲載遺物で、表にデータのみを記している遺物には赤で掲載遺物番号の続きの数を記し

ている。土壌水洗で見つかった遺物や出土地点の記録が無いものについては、詳細図に掲載番号

はない。

５．詳細遺物出土状況図中の番号は掲載番号で統一し、ベンガラ層については、その濃淡を次の３段

階のパターンで表現した。

６．土層の色調は、『新版標準土色帖』（小山・竹原１９６７年版）を使用し、カラーチャートの番号を記

し土色を記した。
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Ⅰ 調査の概要

１ 調査要項
事 業 名：柏木川基幹河川改修工事用地内埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：北海道石狩支庁 （札幌土木現業所）

受 託 者：財団法人 北海道埋蔵文化財センター

遺 跡 名：西島松５遺跡（北海道教育委員会登載番号Ａ－０４－３８）

所 在 地：恵庭市西島松３０６番、５０１番地先河川敷地

調査面積：西島松５遺跡 ２１，２１０㎡

発掘期間：平成１２年４月１日～平成１７年１０月３０日

整理期間：平成１２年４月１日～平成２１年３月３１日

２ 調査体制
平成１４年度

理 事 長 大澤 満（平成１４年６月３０日まで） 第２調査部長 西田 茂

理 事 長 森重 楯一（平成１４年７月１日から） 第１調査課長 佐藤 和雄

専務理事 宮崎 勝 主 任 土肥 研晶

常務理事 畑 宏明（第１調査部長兼務） 主 任 佐藤 剛

文化財保護主事 石井 淳平

平成１５年度

理 事 長 森重 楯一 第２調査部長 西田 茂

専務理事 宮崎 勝 第１調査課長 佐藤 和雄

常務理事 畑 宏明（第１調査部長兼務） 主 査 鈴木 信

主 任 土肥 研晶

主 任 佐藤 剛

文化財保護主事 立田 理

平成１６年度

理 事 長 森重 楯一 第１調査部長 千葉 英一

専務理事 宮崎 勝 第２調査課長 佐藤 和雄

常務理事 佐藤 俊和 主 任 土肥 研晶

主 任 立田 理

主 任 吉田裕吏洋

平成２０年度

理 事 長 森重 楯一（平成２０年５月３１日まで） 第２調査部長 西田 茂

理 事 長 坂本 均（平成２０年６月１日から） 第３調査課長 佐藤 和雄

専務理事 佐藤 俊和 主 査 土肥 研晶

常務理事 畑 宏明 主 任 柳瀬 由佳

Ⅰ 調査の概要
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３ 調査に至る経緯
恵庭市内を流れる柏木川は、陸上自衛隊島松演習場内に源を発し、千歳川に流入する長さ約１１㎞の

小河川である。この流域には多くの遺跡が点在し、恵庭市内で最も遺跡分布密度の濃いところの１つ

である。ところで、千歳川本流およびそこに流入する小河川流域は過去に幾度となく洪水に見舞われ

てきた。柏木川もその例外ではなく、とくにその下流の左岸一帯はたびたび洪水被害をこうむってき

た。このため、昭和５８（１９８３）年、柏木川改修計画が策定され、昭和６１（１９８６）年から現河川拡幅の

改修工事が実施され、下流域側から上流側（市道西六線～道々江別・恵庭大通付近）へ進められてき

た。その後平成７年（１９９５）年、柏木川改修工事の延長と遊水池が計画され、平成９（１９９７）年４

月、柏木川改修計画増の区間（道々江別・恵庭線～道央自動車道）と第１・第２遊水池建設が決定さ

れた。工事主体である北海道札幌土木現業所から北海道教育委員会に第２遊水池建設について埋蔵文

化財保護のための事前協議書が提出された。これを受けて北海道教育委員会は平成１０（１９９８）年１０

月、第２遊水池建設予定地内に含まれる西島松５遺跡の範囲確認調査を実施した。さて、西島松５遺

跡では、昭和３６（１９６１当時 西島松南Ｄ遺跡）年、地元の中学生が土偶などを表採し、北海道大学の

大場利夫に持参したことから、翌年、同氏らによる土偶発見地点付近の発掘調査がおこなわれた（こ

の場所は平成１３年の調査で見つかったＭＣ盛土付近）。昭和３９（１９６４）年には、さらに３地点を発掘

し、縄文時代早期～続縄文時代にかけての遺物や、住居址・土坑などを報告した経緯がある（『恵庭

遺跡』恵庭町教育委員会１９６６）。北海道教育委員会による遺跡範囲確認調査によっても、同様な遺構

・遺物が発見され、関係者間での協議の結果、工事の性格上、計画変更はきわめて困難であることか

ら、記録保存のための発掘調査の実施となった。

調査は平成１２（１９９０）年４月から当センターで実施することとなり、西島松５遺跡は平成１６年１０月

で基線南２３号より南側の範囲を、西島松３遺跡、西島松２遺跡は、平成１９年１０月でその包蔵地範囲す

べての調査を終えた。途中遺跡範囲の変更があったが、最終的な調査終了面積は西島松５遺跡が

２１，２１０㎡、西島松３遺跡７，１８０㎡、西島松２遺跡１９，９０４㎡となった。

図Ⅰ－１ 年度別調査範囲図
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遺 構 番 号 欠 番 合 計

土 坑 ３３７号 ～ ８３５号 ６７７・６８６・７２７・７３２号 ４９５ 基

Ｔ ピ ッ ト １１号 ～ １６号 ― ６ 基

焼 土 １６０号 ～ ４５９号 ３１９号 ２９９ ヵ所

小 ピ ッ ト ２５１３号 ～ ３７７４号 ２９９１・３２２４・３３７２・
３４４０・３４６５号 １，２５７ ヵ所

集 石 遺 構 １号 ～ ５号 ― ５ 基

表Ⅰ－１ 西島松５遺跡�掲載遺構

４ 調査結果の概要
西島松２遺跡・西島松３遺跡・西島松５遺跡はそれぞれ境を接しており、元地権者の所有地で、３

遺跡と５遺跡は、南北グリッドの３８ライン付近、２遺跡と３遺跡は７５ライン付近で分けていた。西島

松３遺跡は、後に造成工事で著しく削平を受け、遺構の大半は失われたものとみられた。平成１５年度

の調査で、西島松５遺跡から縄文時代後期後葉の漆製品などを副葬する墓が、墓域を形成して分布す

ることがわかり、同時に墓域の約半分が西島松３遺跡の範囲内に遺存することも確認された。平成１７

年度の調査では、西島松３遺跡の南側より、縄文時代晩期の土坑群が見つかり、この範囲が西島松２

遺跡に広がることがわかった。西島松２・３・５遺跡はもともと一連の遺跡であり、まとまった墓や

土坑群の途中で遺跡名が変わるのは、後の整理・報告・活用に不都合なことから、後に西島松３遺跡

と西島松５遺跡の境を従来の境から約６０�南側の５０ラインに、西島松２遺跡と西島松３遺跡の境を約
５０�北側の７０ラインに変更してほしいむね、恵庭市教育委員会に伝え、平成１７年度に遺跡範囲の変更
を行った。

西島松５遺跡から検出された遺構の中で、本書に掲載されているものは、３３７～８３５号土坑、１１～１６

号のＴピット、焼土は１６０～４５９号、小ピットは、２５１３～３７７４号、集石遺構が１～５号までである。こ

れらの遺構のうち、土坑では６７７、６８６、７２７、７３２号の４基が欠番、焼土では３１９号が、小ピットでは

２９９１・３２２４・３３７２・３４４０・３４６５号の５基が欠番である。よって報告する遺構数は土坑４９５基、Ｔピッ

ト６基、焼土２９９ヵ所、小ピット１，２５７ヵ所、集石遺構５基である。

以下、掲載遺構数を表Ⅰ－１にまとめた。

また、本報告をもって西島松５遺跡の報告はすべて終了するが、これまでに刊行した全６冊で報告

した遺構総数は、住居址７５軒、土坑８２５基、Ｔピット２３基、焼土４５４ヵ所、小ピット３，５１４ヵ所、集石

遺構５基である。

以下報告書に掲載している遺構数を表Ⅰ－２にまとめたが、報告書ごとに表記が異なる「土壙」や

「土壙墓」・「土坑」は、墓と土坑の区別をなくし、一律で土坑として数えた。また、この数のうち、

周溝のある墓Ⅹ２～Ｘ７（北埋調報１７８）は、主体部と周溝部合わせて１基と数えた。周堤墓と考え

られる土坑群（北埋調報２６０）も３ヵ所見られたが、周堤部は失われており、個々の土坑として数え

ている。竪穴状遺構とされるⅩ１（北埋調報１７８）は住居址１軒として換算した。小ピットにおいて

は、平面・断面のいずれかが掲載されていれば報告済みとみなし数えた。

本遺跡から検出された遺構のうち、住居では、縄文時代中期の住居址が２８軒、縄文時代前期前半期

Ⅰ 調査の概要
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遺 構 番 号 欠 番 合 計

住 居 跡 Ｈ１～Ｈ７５・Ｘ１ Ｈ１０ ７５ 軒

土 坑 Ｐ１～Ｐ８３５号・Ｘ２～Ｘ７

Ｐ１２４・Ｐ１４０・Ｐ１４１・Ｐ１４２・
Ｐ１４７・Ｐ１６７・Ｐ２０４・Ｐ２０５・
Ｐ２０６・Ｐ２１５・Ｐ２１６・Ｐ２４３・
Ｐ６７７・Ｐ６８６・Ｐ７２７・Ｐ７３２

８２５ 基

Ｔ ピ ッ ト
ＴＰ１～ＴＰ１６・Ｐ１２４・
Ｐ１４０・Ｐ１４１・Ｐ１４２・
Ｐ１４７・Ｐ２１５・Ｐ２１６

― ２３ 基

焼 土 Ｆ１～Ｆ４５９ Ｆ１０・Ｆ１９・Ｆ３８・Ｆ１５３・Ｆ３１９ ４５４ ヵ所

小 ピ ッ ト ＳＰ１～ＳＰ３７７４
２０１～３３０・４６６・５０１～６２０・
１４８４～１４８７・２９９１・３２４４・３３７２
・３４４０・３４６５

３，５１４ ヵ所

集 石 遺 構 １号 ～ ５号 ― ５ 基

表Ⅰ－２ 西島松５遺跡報告済遺構数

の静内中野式期相当の住居址が２１軒、擦文時代（９～１０世紀）の住居址１０軒、以下、縄文時代早期４

軒、縄文時代後期中葉３軒、同前葉２軒である。このほかに出土遺物から後期後葉や晩期として報告

済みの住居がある。

土坑では、７世紀から９世紀にかけての墓・土坑（周溝のある墓も含む）が１５３基、縄文時代後期

後葉（周堤墓を含む）から晩期前葉にかけての墓２８７基がおもなものである。

７世紀～９世紀にかけての墓は、調査区の北側に分布して検出された。墓域は基線南２３号の道路下

にも広がるようである。これらの墓では遺体は木郭などに収められていた痕跡があり、副葬品として

金属製品１８８点以上、土器６６点などが出土した。なお、北埋調報１７８集で擦文時代の土坑として数えら

れていたＰ１２４・１４２・１４７・２１５・２１６は、長径５０�ほどの小型のＴピットがＬ字に並ぶような遺構で
あるが、同市内の西島松１８遺跡（「西島松１７遺跡・西島松１８遺跡」恵庭市教育委員会１９９２）やユカン

ボシＥ７（北埋調報１３２）・Ｅ１１遺跡（「ユカンボシＥ１１遺跡」２００２恵庭市教育委員会）などで報告され

ている「小形Ｔピット群」と類似する特徴なので、Ｔピットとして数えた。同様にＰ１４０・Ｐ１４１もＴ

ピットとし、土坑数が減少している。

縄文時代後期後葉から晩期前葉にかけての墓は、土器形式で見ると堂林式期から、三ツ谷式、御殿

山式、大洞Ｂ式期相当の墓への変遷がたどれる状況で調査範囲の南西側に分布していた。周堤墓とみ

られる土坑群は３ヵ所あるが、周堤部は失われているため、状況判断による認定である。１号から３

号までのうち、ほぼ確実なものは１・２号で、３号はやや強引な判定だったかもしれない。これら周

堤墓内の墓からは、石棒、ヒスイ製の玉、土器などの副葬品が出土した。

堂林式期以降、周堤墓は大型化し、三ツ谷式期には史跡キウス周堤墓群や、柏木Ｂ遺跡などに大型

の周堤墓が現れるが、本遺跡では、三ツ谷式期以降の墓の周囲に周堤を築いた痕跡は確認できず、堂

林式期以降に周堤墓は造られていないものとみられる。また、副葬される漆塗製品は、三ツ谷式期以

降に出土頻度が増え、御殿山式期の墓で最多になり、大洞Ｂ１式期相当からは数を減らす傾向がみら

れた。出土した主な副葬品には、漆塗製品１４１点（漆塗櫛３９点・環状漆塗製品２７点ほか）、玉・垂飾類

１，５１９点、サメの歯２９３点、石棒６点ほか土器・土製品類がある。
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表にはないが、このほかに縄文時代後期後葉から晩期前葉の遺物を多量に包蔵していた盛土遺構３

ヵ所（ＭＡ･ＭＢ･ＭＣ盛土）や、盛土遺構であった可能性のある斜面包含層から出土した晩期前葉の

一括出土遺物や、低地との境から出土した縄文時代晩期後葉の土器捨て場、縄文時代早期前半のアル

トリ式や前期の静内中野式を伴う生活廃棄とみられる遺物集中がみつかっている。

遺物総数は６年間の調査で、１，６６７，８５６点、そのうち土器は１，３２７，８９３点出土し、その９割が盛土遺

構や斜面包含層から出土した縄文時代後期後葉およびその前後のものであることから、石器などほか

の遺物の大多数も同時期のものとみられる。

次に本報告書で説明する各時期の土坑の特色を以下にまとめる。

縄文時代早期の土坑

早期とした土坑は３９基ある。前半期とみられる土坑８３４号土坑のアルトリ式期相当のものが１基の

みである。これの残存状況は良くないが、住居址の痕跡ともみられ、報告済の同時期の土器捨て場

（北埋調報２４８）と関連する遺構とみられる。早期後半期では、東釧路Ⅳ式や中茶路式の破片が出土す

る土坑はしばしば見られるが、確実に早期後半の土坑といえるものは少ない。

６２５号土坑や６６８号土坑は破片の出土状況から早期後半の土坑とみられる。また、土器片は出土して

いないが、石斧の形態から判断して早期の遺構と考えられるものに７４２号土坑がある。

縄文時代前期の土坑

前半期の中野式期相当の土坑が４１基検出されている。土器がまとまって出土したのは３３７・３８９・

５４０・５４８号土坑である。３３７号と３８９号土坑は、形状がはっきりしないが、遺物がまとまって出土した

ものである。５４０・５４８号土坑は同時期の住居址内に掘られた墓とみられ、５４０の覆土上部からは小形

の土器が、５４８の坑底からはつまみ付きナイフが出土した。同様に、つまみ付きナイフが坑底から出

土する６１１・６２４号土坑なども同時期の墓と考えられる。

縄文時代中期の土坑

縄文時代中期の土坑は４７基を確認しているが、遺物が多数出土する土坑は少ない。円筒上層式の後

半期に相当する破片が６３２号土坑からまとまって出土しているほか、萩ヶ岡１式相当の深鉢が復元さ

れた６４０号土坑、萩ヶ岡２式相当の破片がまとまって出土した７０９号土坑などがある。ただしこれらの

土坑は住居址であった可能性がある。

縄文時代後期の土坑

後期前葉としたのはＰ４９０、Ｐ５９９の２基だけである。Ｐ４９０の輪郭は不明瞭であるが、付近に同時

期の住居址も見つかっており、これと関連する遺構かもしれない。Ｐ５９９は後期後葉の墓に切られ、

覆土から内外面に縄文が施された土器片が出土している。中葉とした土坑は９基である。Ｐ５２２から

は、オロシガネ状土製品が出土し、Ｐ６０９は同時期の住居址床面に掘られたもので、坑底面より中葉

の破片が出土している。後期後葉（堂林式・三ツ谷式～御殿山式古段階）と判断した土坑は１７１基、

後期末葉（御殿山式の新しい段階）としたものが２４基、合計２０６基である。この時期の土坑のほとん

どは墓とみられ、そのうち堂林式期のものには周堤墓だったとみられる土坑群が３ヵ所あり、１号～

３号周堤墓まで設定している。三ツ谷式期以降では周堤墓は造られなくなるが、墓の集合状況は認め

られ、その分布には中心域があり、その外郭に新しい墓が造られるようである。この様子は周堤墓の

Ⅰ 調査の概要
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土器 土製品 石器 石製品 金属製品 漆製品 木製品 骨角器 その他 合計

西島松５ ２０１，０９１ ２０２ ７５，１２３ ３２ ６５ ２７６，５１３

西島松５� ２６，７５５ ７１ ８，２００ ２３ １７５ ３５，２２４

西島松５� ５４２，１８８ ９３８ １００，５０６ １３７ ２ ２ １８ １ ６４３，７９２

西島松５� １０，１１８ １５ ９，２６７ ３ ６ ２ １９，４１１

西島松５� ５１８，２０１ １，０７６ １１９，８２３ ８３ ３ １９ ５４ ６３９，２５９

西島松５� ２９，５７８ １６６ ２１，９２８ １，５２１ １４１ ３２２ １ ５３，６５７

合計 １，３２７，９３１ ２，４６８ ３３４，８４７ １，７９９ ２５１ １４１ ２ ３６１ ５６ １，６６７，８５６

表Ⅰ－３ 報告書別報告済遺物点数一覧

住居 土坑 Ｔピット 焼土 小ピット 集石

西島松５
Ｘ１・Ｈ１～９ Ｘ２～７

Ｐ１～２２１
ＴＰ１～８
Ｐより７基 Ｆ１～５６ ＳＰ１～１０１３ －

１０軒 ２１６基 １５基 ５３ヵ所 ７６２ヵ所 －

西島松５�
Ｈ１１～１９ Ｐ２２２～３３４ ＴＰ９・１０ Ｆ５７～１５９

（一部�へ） ＳＰ１０１４～２５１２ －

９軒 １０８基 ２基 ９５ヵ所 １，４９５ヵ所 －

西島松５�
－ ２３６・２３８・２３９

３１０・３３５・３３６ － Ｆ１０３・１０８・１１８・１５２
Ｆ１５７～１５９ － －

－ ６基 － ７ヵ所 － －

西島松５�
Ｈ２０～７５ － － － － －

５６軒 － － － － －

西島松５�
－ － － － － －

－ － － － － －

西島松５�
－ Ｐ３３７～８３５ ＴＰ１１～１６ １６０～４５９ ＳＰ２５１３～３７７４ １～５

－ ４９５基 ６基 ２９９ヵ所 １，２５７ヵ所 ５ヵ所

合計 ７５軒 ８２５基 ２３基 ４５４ヵ所 ３，５１４ヵ所 ５ヵ所

表Ⅰ－４ 報告書別掲載遺構一覧

竪穴内部の墓と周堤上の墓の関係と類似している。副葬品は、墓の上部に土器、坑底付近からは漆塗

製品や玉・垂飾類、サメ歯穿孔品などの装身具類や、石棒、石斧などが出土する。西島松５遺跡にお

ける、縄文時代後期後葉から末葉にかけての墓は、標高の高い位置から低い場所へ立地が動いてい

る。つまり、柏木川の上流方向から下流に向かって新しい時期になる。

―６―



平成１２年 平成１３年 平成１４年 平成１５年 平成１６年 平成１７年 平成１８年 平成１９年 平成２０年
第２調査部
第２調査課

第２調査部
第２調査課

第２調査部
第１調査課

第２調査部
第１調査課

第１調査部
第２調査課

第１調査部
第２調査課

第１調査部
第２調査課

第２調査部
第１調査課

第２調査部
第３調査課

鬼柳 彰 部長 ○
大沼 忠治 部長 ○
西田 茂 部長 ○ ○ ○ ○
千葉 英一 部長 ○ ○ ○
高橋 和樹 課長 ○
佐藤 和雄 課長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
和泉田 毅 主査 ○ ○
中山 昭大 主任 ○
末光 正卓 主任 ○
石井 淳平 文化財保護主事 ○ ○ ○
新家 水奈 主任 ○
佐藤 剛 主任 ○ ○ ○

土肥 研晶
主任 ○ ○ ○ ○
主査 ○ ○ ○

鈴木 信 主査 ○

立田 理
文化財保護主事 ○
主任 ○ ○

吉田裕吏洋 主任 ○ ○ ○ ○
柳瀬 由佳 主任 ○

表Ⅰ－５ 西島松５遺跡調査体制一覧

縄文時代晩期の土坑

晩期の土坑は９７基ある。このうち前葉としたものが５５基、中葉１５基、後葉２７基、さらに南側の西島

松３遺跡でも後葉の土坑が検出されている。分布は、最も初期とみられるものが後期末葉の墓域の外

郭に分布し、次により東側のＭＣ盛土上にひろがる。中葉の土坑は、２００１年の調査区で柏木川に面す

る台地縁に帯状に分布し、そのつづきの一部がＮ－３５・３６付近にみられる。後葉の土坑はそれより西

側の台地縁から西島松３遺跡側に分布を広げ、その先にあったであろう後葉の土坑が分布する範囲は

耕作等による削平が著しく、遺構が失われている。晩期の土坑は前葉の土坑が後期後葉の続きに作ら

れ、中葉以降は逆に標高の低い場所から高い場所へ立地が動き、遺跡の上流側に位置する西島松３・

２遺跡の範囲にまで広がっていた可能性がある。

続縄文時代の土坑

後北Ｃ２Ｄ式に相当する土坑が２１基検出されている。土器片が入っていることで認定したものがほ

とんどだが、形状や土坑の分布、大型の礫が入るなどの特徴で認定したものもある。まとまった土器

が出土したものは４１９号土坑のみである。また、赤穴式系の土器片が出土しているのが、３８５号・４２７

号である。土坑の分布は晩期中葉の分布より台地の中央に寄るようで、後期の墓域と重なる部分があ

る。まばらな分布ではあるが上流にある西島松２遺跡でも同様な分布をしており、広い範囲に散在す

る分布をしている可能性がある。

擦文時代の土坑

擦文時代の土坑は８０２号土坑の１基である。小型の円形土坑で、青灰色の粘土と炭化物層の上に９

世紀の甕の口縁部がのっている状況で検出された。９世紀代の竪穴住居が床面より下まで削平され、

最も深く掘られた煙出しの竪穴の底だけが残ったものとみられる。これとは別に、北大Ⅲ式相当の土

坑が１基、縄文時代後期後葉の墓の間から検出されている。覆土からは甕の底部片２点が出土してい

る。本遺跡では同時期の墓域が約１００�北東側で調査報告（北埋調報１７８）されており、この土坑だけ
が１基離れて分布している。

Ⅰ 調査の概要
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土坑（基） 擦文時代 続縄文時代
縄文時代

不明 計
晩期 後期 中期 前期 早期

西島松５ １４５ ４ ７ ９ ５１ ２１６

西島松５� １ １０ ６４ ３３ １０８

西島松５� ３ ２ １ ６

西島松５� ２ ２１ ９７ ２０６ ４７ ４１ ３９ ４２ ４９５

計 １４７ ２６ ９５ ３０３ ５８ ３９ ３８ １１９ ８２５

焼土（ヵ所） 擦文時代 続縄文時代
縄文時代

不明 計
晩期 後期 中期 前期 早期

西島松５ ５３ ５３

西島松５� ２４ １ ７０ ９５

西島松５� ７ ７

西島松５� ５ １３８ ８８ １０ ４ ５４ ２９９

計 ５ １３８ １１２ １０ ５ １８４ ４５４

小ピット（ヵ所） 擦文時代 続縄文時代
縄文時代

不明 計
晩期 後期 中期 前期 早期

西島松５ ２ ７６０ ７６２

西島松５� １，４９５ １，４９５

西島松５� １ １ １６５ １４ ９ ６ １，０６１ １，２５７

計 １ １ １６５ １６ ９ ６ ３，３１６ ３，５１４

Ｔピット（基） 擦文時代 続縄文時代
縄文時代

不明 計
晩期 後期 中期 前期 早期

西島松５ １５ １５

西島松５� ２ ２

西島松５� ６ ６

計 ２３ ２３

集石（ヵ所） 擦文時代 続縄文時代
縄文時代

不明 計
晩期 後期 中期 前期 早期

西島松５� ５ ５

計 ５ ５

西島松５ 合計 擦文時代 続縄文時代
縄文時代

不明 計
晩期 後期 中期 前期 早期

住居跡（軒） １０ １ ７ ２９ ２１ ５ ２ ７５

土坑（基） １４７ ２６ ９４ ３０４ ５８ ３９ ３８ １１９ ８２５

焼土（ヵ所） １ １４ ７ ２１８ １４ ５ １９５ ４５４

小ピット（ヵ所） １ １ １６５ １６ ９ ６ ３，３１６ ３，５１４

Ｔピット（基） ２３ ２３

集石（ヵ所） ５ ５

計 １５８ ４１ １０３ ６９４ １４５ ６９ ５４ ３，６３２ ４，８９６

住居（軒） 擦文時代 続縄文時代
縄文時代

不明 計
晩期 後期 中期 前期 早期

西島松５ １ ８ １ １０

西島松５� ３ １ ２ ３ ９

西島松５� １０ ４ ２０ １９ ２ １ ５６

計 １０ １ ７ ２９ ２１ ５ ２ ７５

表Ⅰ－６ 時期別掲載遺構一覧

―８―



包含層 刀子 鉄製
容器 角釘 丸釘 釘 木

ネジ 金輪 蝶番
平
かすが
い

楔 針金 鉤形
製品

刀の
鍔

板状
鉄製
品

古銭 鉄
製品

不明
鉄製品 鉄片 総計 備考

総計 ４ １ ６ １７ ５ ２ １ ２ ４ １ ２ １ １ １ ２ １ ２ ４ ５７

遺構名 報告書
掲載 非掲載

総計 備考
大刀 横刀 蕨手刀 刀子 鉄鏃 鉄斧 鉄鎌 釣針 魚突

鉤？
鉄針
・錐 鑷子 錫製

耳環 鉄環 釘 鉄製品 刀子 鉄製品
木質部 鉄針 鐶 鉄製品 鉄片 錆塊

布付着
Ｐ０１１１７８集 ３ ２ １ １ ７
Ｐ０１２１７８集 １ ３ １ ５
Ｐ０１５１７８集 ３ ２ １ ６
Ｐ０３０１７８集 ２ ２ ２ ３ ９
Ｐ０９６１７８集 １ １ １ １ ４
Ｐ０９８１７８集 １ ３ ４
Ｐ１０１１７８集 １ ５ ５ １ １ １ ２ １６ 曲がり刀子１
Ｐ１１２１７８集 １ １
Ｐ１２８１７８集 ２ １ ２ ５
Ｐ１３１１７８集 ３ １ ４
Ｘ６ １７８集 １ １ １ １ ４
１７８集小計 ２ １６ ２ １９ ６ ５ １ １ １ １ ２ ６ １ １ １ ６５
Ｐ００１１９４集 １ １
Ｐ００２１９４集 １ １
Ｐ００３１９４集 １ １
Ｐ００５１９４集 １ ６ ７
Ｐ００６１９４集 １ １ １ ３
Ｐ００７１９４集 ２ １ １ ４
Ｐ００９１９４集 ２ ２
Ｐ０１４１９４集 ４ ４
Ｐ０１６１９４集 ２ １ １ ４
Ｐ０１７１９４集 １ １
Ｐ０１９１９４集 １ １ ２ 針あるいは錐
Ｐ０２０１９４集 ＞１ ＞１ 脆弱なため詳細不明
Ｐ０２１１９４集 １ １
Ｐ０２２１９４集 １ １ ２ 錐
Ｐ０２３１９４集 ３ １ ４
Ｐ０２４１９４集 １ １
Ｐ０２８１９４集 ２ １ ３
Ｐ０２９１９４集 １ １ ２
Ｐ０３３１９４集 １ １
Ｐ０６８１９４集 １ １
Ｐ０７３１９４集 １ １ １ ４ １ ８
Ｐ０７５１９４集 １ １ １ １ ４
Ｐ０８３１９４集 １ １ １ １ ４ 針
Ｐ０８４１９４集 １ １ ２ 針
Ｐ０８５１９４集 １ １
Ｐ０８９１９４集 １ １
Ｐ０９４１９４集 ２ １ １ ４
Ｐ０９７１９４集 ２ １ １ ３ １ ８
Ｐ１０２１９４集 ７ １ ８ 針
Ｐ１０３１９４集 １ １
Ｐ１１１１９４集 ２ １ ３
Ｐ１１７１９４集 １ １
Ｐ１２０１９４集 １ ２ ３
Ｐ１２１１９４集 ２ １ ３
Ｐ１２５１９４集 １ ５ ６
Ｐ１２７１９４集 １ １
Ｐ１２９１９４集 １ １ ２
Ｐ１３０１９４集 ４ ２ １ ７
Ｐ１４３１９４集 １ １ １ ３
Ｐ１４５１９４集 １ １
Ｐ１４６１９４集 １ １ ２
Ｐ１５０１９４集 １ １
Ｐ２０３１９４集 １ １
Ｐ２０７１９４集 ２ ２
１９４集小計 ８ ５０ １６ ７ ５ ４ ５ １ ３ ２ ６ ２ ７ １ １ ＞１ ２ ２ ＞１２３
Ｈ２０２２４集 ２ １ ３
Ｈ３３２２４集 １ １
Ｈ３４２２４集 １ １
Ｈ４２２２４集 １ １
２２４集小計 ４ １ １ ６
総計 ２ ２４ ２ ７３ ２３ １２ ６ ５ １ ５ ２ ５ ２ １ １２ ３ ８ １ １ ＞１ ３ ２ １９４

表Ⅰ－７ 金属製品出土一覧

Ⅰ 調査の概要
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頁 行 誤 正

１５１ １２ 図Ⅴ－９－１５ 図Ⅴ－１０

１４・１５ 図Ⅴ－１－１～１５ 図Ⅴ－１－１～１７

２９ 図－４３－５ 図－４４－５

３６ ４（北埋調報 第１７８集 図Ⅳ－４３－４） ３（北埋調報 第１７８集 図Ⅳ－４４－４）

４０ ５（北埋調報 第１７８集 図Ⅳ－４８－４） ４（北埋調報 第１７８集 図Ⅳ－４８－４）

１５２ ５ ６（北埋調報 第１７８集 図Ⅳ－４７－３） ５左下（北埋調報 第１７８集 図Ⅳ－４７－３）

９ ７（北埋調報 第１７８集 図Ⅳ－４７－３） ５右下（北埋調報 第１７８集 図Ⅳ－４７－３）

１３ ６・７ ５左下・５右下

１４ ８（北埋調報 第１７８集 図Ⅳ－４７－１） ５左上（北埋調報 第１７８ 図Ⅳ集－４７－１）

１８ ９（北埋調報 第１７８集 図Ⅳ－５５－２） ６右（北埋調報 第１７８集 図Ⅳ－５５－２）

２３ １０（北埋調報 第１７８集 図Ⅳ－５５－２） ６左（北埋調報 第１７８集 図Ⅳ－５５－２）

２９ １１（北埋調報 第１７８集 図Ⅳ－７８－８） ７左（北埋調報 第１７８集 図Ⅳ－７８－８）

３７ １２（北埋調報 第１７８集 図Ⅳ－７８－８） ７右（北埋調報 第１７８集 図Ⅳ－７８－８）

１５３ １ １３（北埋調報 第１７８集 図Ⅳ－１４３－４） ８（北埋調報 第１７８集 図Ⅳ－１４３－４）

７ １４（北埋調報 第１７８集 図Ⅳ－１４２－３） ９（北埋調報 第１７８集 図Ⅳ－１４２－３）

１１ １５（北埋調報 第１７８集 図Ⅳ－１５０－１） １０（北埋調報 第１７８集 図Ⅳ－１５０－１）

１８ １６（北埋調報 第１７８集 図Ⅳ－１６０－１６） １１（北埋調報 第１７８集 図Ⅳ－１６０－１６）

２３ １７（北埋調報 第１７８集 図Ⅳ－１７０－１） １２（北埋調報 第１７８集 図Ⅳ－１７０－１）

２３ Ｐ１０１ P１１２

２９ １８（北埋調報 第１７８集 図Ⅳ－１９０－１） １３（北埋調報 第１７８集 図Ⅳ－１９０－１）

３４ １９（北埋調報 第１７８集 図Ⅳ－２００－１） １４（北埋調報 第１７８集 図Ⅳ－２００－１）

３８ ２０（北埋調報 第１７８集 図Ⅳ－２００－１） １５（北埋調報 第１７８集 図Ⅳ－２００－１）

１５４ ２ ２１（北埋調報 第１７８集 図Ⅳ－２０１－２） １６（北埋調報 第１７８集 図Ⅳ－２０１－２）

６ ２２（北埋調報 第１７８集 図Ⅳ－２０１－３） １７（北埋調報 第１７８集 図Ⅳ－２０１－３）

６ 刀子 横刀

１０・１１ 図Ⅴ－１－１６～２４ 図Ⅴ－１－１８～２６

１２ 刀子・土器は１／６、その他は１／４ 土器は１／６、刀子・その他は１／４

１７ 刀身・柄頭�＋鐶 刀身・柄頭？＋鐶

２１ 刀身・柄頭�＋足金物� 刀身・柄頭？＋足金物？

１５５ ４ Ｐ８ Ｐ９

８ Ｐ４ Ｐ１４

１０ Ｐ１５ Ｐ１２

１６ （図Ⅳ－８） （図Ⅳ－１８）

２６ （供伴大刀より６世紀後葉） （供伴土器より６世紀後葉）

３４ Ⅰa－１はＰ２・１１・３０・３３・７５・１２８・１４３ Ⅰa－１はＰ２・１１・３０・３３・１２８・１４３

１５８ スケール目盛り：０～２０センチメートル スケール目盛り：０～１０センチメートル

～ ～ ～

１６０ スケール目盛り：０～２０センチメートル スケール目盛り：０～１０センチメートル

１６３ スケール目盛り：０～２０センチメートル スケール目盛り：０～１０センチメートル

～ ～ ～

１７０ スケール目盛り：０～２０センチメートル スケール目盛り：０～１０センチメートル

表Ⅰ－８ 北埋調報２２４ 恵庭市 西島松５遺跡�正誤表

＊表Ⅰ－７は報告以降、土壌等の精査・遺物保存処理中に新たに検出された金属製品を示している。
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遺構名 調査区 層位 漆塗櫛 環状
漆塗製品

漆塗
垂飾・玉 漆塗腰飾 漆塗製品 髪針 合計 櫛点数 備考

Ｐ３９８ Ｒ－２８ 覆土 １ １ ２ １
Ｐ３９９ Ｒ－２８ 覆土 １１ ４ ６ ２１ ８
Ｐ４００ Ｒ－２８ 覆土 ３ ３ ３
Ｐ４０１ Ｒ－２８．２９ 覆土 ２ ２ １ ５ １
Ｐ４０２ Ｒ－２９ 覆土 ２０ ２０ 漆塗玉
Ｐ４０３ Ｓ－２８ 覆土 １ １ ２
Ｐ４０４ Ｐ－３４ 覆土 １ １ ２ １
Ｐ４１２ Ｏ－３１ 覆土 １ １ 髪針
Ｐ４３４ Ｎ－３０ 覆土 １ １
Ｐ４３６ Ｏ－３０ 覆土 １ ２ ３ １
Ｐ４３８ Ｎ－３１ 覆土 １ １ １
Ｐ４３９ Ｎ－３１ 覆土 ４ １ ２ ７ ４
Ｐ４４１ Ｎ－３１ 覆土 １ １４ １５ １ 漆塗垂飾
Ｐ４４５ Ｎ－３１ 覆土 ３ ３ ３
Ｐ４４７ Ｏ－３２ 覆土 １ １ １
Ｐ４４８ Ｏ－３２ 覆土 ４ ４ ４
Ｐ４６２ Ｐ．Ｑ－３１ 覆土 ５ ４ ９
Ｐ４７４ Ｐ－３３ 覆土 １ ２ ３ ６ １
Ｐ４７６ Ｑ－３４ 覆土 ２ ２
Ｐ４８２ Ｒ－３４ 覆土 １ ２ ３ １
Ｐ４８６ Ｍ－３２ 覆土 １ １
Ｐ５１１ Ｒ－２７ 覆土 ２ ２
Ｐ５１３ Ｓ－２８ 覆土 １ １
Ｐ５１８ Ｒ－２９ 覆土 １ ２ ３ １
Ｐ５１９ Ｓ－２９ 覆土 １ ４ ５ １
Ｐ５２６ Ｒ－３２ 覆土 ２ ３ ５
Ｐ５５２ Ｓ－３８ 覆土 １ １ １
Ｐ５５４ Ｓ－３９ 覆土 １ １ １
Ｐ６９０ Ｖ－４５ 覆土 １ １
Ｐ７５０ Ｔ－４０ 覆土 ６ ６ １号周堤墓
Ｐ７７７ Ｏ－３２ 覆土 １ １ １
Ｐ７８１ Ｐ－３４ 覆土 ２ ２ ２
Ｐ８０９ Ｏ－３２ 覆土 １ １ １

計 ４５ ２７ ３４ ２ ３２ １ １４１ ３９

遺構 調査区 層位 アオザメ ホホジロ
ザメ

オオメジロ
ザメ イタチザメ 不明 計 備考

Ｐ３９５ １ 覆土 ３ ３
Ｐ４０４ Ｐ－３４ 覆土 １ １
Ｐ４１２ Ｏ－３１ 覆土 ４ １ ５
Ｐ４３１ Ｍ－３０ 覆土 ３ ３
Ｐ４３３ Ｎ－３０ 覆土 ３ ３
Ｐ４３５ Ｏ－３０ 覆土 ５ １ ６
Ｐ４３６ Ｏ－３０ 覆土 ８ ８
Ｐ４４５ Ｎ－３１ 覆土 ４０ ３ ４３
Ｐ４５９ Ｏ－３３ 覆土 １０８ １０８
Ｐ４７４ Ｐ－３３ 覆土 １ １ ２
Ｐ４７６ Ｑ－３４ 覆土 ２ ２
Ｐ４８２ Ｒ－３４ 覆土 １７ １７
Ｐ５０４ Ｐ－３３ 覆土 １ １
Ｐ５０８ Ｒ－２７ 覆土 １ ２ ３
Ｐ５１５ Ｒ－２８ 覆土 １５ １５
Ｐ５１９ Ｓ－２９ 覆土 ３３ ３３
Ｐ５５４ Ｓ－３９ 覆土 １ ５ ６
Ｐ６６６ Ｏ－３１ 覆土 ６ ６
Ｐ７１６ Ｏ－３１ 覆土 １ １
Ｐ７８１ Ｐ－３４ 覆土 １９ １９
Ｐ７９３ Ｏ－３１ 覆土 ６ ６
Ｐ７９９ Ｎ－３２ 覆土 １ １

計 １９ ２６４ ３ ３ ３ ２９２

表Ⅰ－９ 漆塗製品遺構出土一覧

表Ⅰ－１０ サメ歯穿孔品遺構出土一覧

Ⅰ 調査の概要
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遺構 調査区 層位
Ａ型 Ｂ型 Ｃ型 Ｄ型 Ｅ型 不

明 合計 備考
Ａ―１Ａ―２Ａ―３Ａ―４Ａ―５Ａ―６Ａ―７Ｂ―１Ｂ―２Ｂ―３Ｃ―１Ｃ―２Ｃ―３Ｄ―１Ｄ―２Ｄ―３Ｅ―１Ｅ―２Ｅ―３

Ｐ３８６ Ｋ－２３ 坑底 １ １
Ｐ３９５ Ｓ－２６ 坑底 １０ ３ １ １ １ １ １７
Ｐ３９８ Ｒ－２８ 坑底 ６９ １３ ３ ２ ３ ７ ２ ４ １０３
Ｐ３９９ Ｒ－２８ 坑底 １０ ７ １ ４ ２２
Ｐ４０１ Ｒ－２８．２９ 坑底 ４ ２ １ ７
Ｐ４０２ Ｒ－２９ 坑底 １ １ １ １ ４
Ｐ４０４ Ｐ－３４ 坑底 ２ ２ １ ５
Ｐ４１１ Ｏ－３１ 坑底 １ １ １ ２ ５
Ｐ４１２ Ｏ－３１ 坑底 １４ １０ ２ １ ４ １ １ ３３ 連珠
Ｐ４３２ Ｍ－３０ 坑底 １６ １ １ ２ １ １ １ ２３
Ｐ４３３ Ｎ－３０ 坑底 ３ ２ １ １ １ ８
Ｐ４３４ Ｎ－３０ 坑底 ７ １ ８
Ｐ４３５ ２３７ 覆土中 ３ １ ２ １ ７
Ｐ４３６ Ｏ－３０ 坑底 １ ２ ３
Ｐ４３８ Ｎ－３１ 坑底 １７ １ ２ １ １ ２２ 連珠
Ｐ４３９ Ｎ－３１ 坑底 １７ ７ ４ ２ １ １ ３ １ ３６ 連珠
Ｐ４４１ Ｎ－３１ 坑底 ２０ ３ ２３
Ｐ４４４ Ｏ－３１ 坑底 ３２ ７ ４ ２ １ １ ４７
Ｐ４４５ Ｎ－３１ 坑底 １ １ １ ２ ５
Ｐ４４７ Ｏ－３２ 坑底 １ １ １ １ ４
Ｐ４４８ Ｏ－３２ 坑底
Ｐ４６８ Ｏ－３４ 坑底 １ １
Ｐ４７６ Ｑ－３４ 坑底 １８ ４ ４ ２ １ １ ５ ３５
Ｐ４８０ Ｒ－３４ 坑底 ３ ３
Ｐ４８３ Ｒ－３３ 坑底 １０ ５ ４２ １ １ ４ ３ １ ６７ 連珠
Ｐ４８６ Ｍ－３２ 坑底 ５７ ２ ２ ３ ２ ７ ７３
Ｐ４８７ Ｍ－３２ 坑底 １ ６ ７
Ｐ５０３ Ｒ－３３ 坑底 ２ ２
Ｐ５０４ Ｐ－３３ 坑底 １ １
Ｐ５０８ Ｒ－２６．２７ 坑底 １８２ ２ ２ １ ９ １９６
Ｐ５０９ Ｒ－２７ 坑底 １２ １ １ ３ １ １８
Ｐ５１０ Ｒ－２７ 坑底 ３９ １ １ １ ４２
Ｐ５１１ Ｒ－２７ 坑底 １３８ ４２ ３６ １ ４ ８ ２２９ 連珠
Ｐ５１２ Ｓ－２６．２７ 坑底 ５ ５ １ １ １２ 連珠
Ｐ５１３ Ｓ－２８ 坑底 １７ ８ １ ２６
Ｐ５１５ Ｒ－２８ 坑底 ２ ４ １ １ １ ９
Ｐ５１６ Ｒ－２８ 坑底 ４３ ５ ２ １ ５１
Ｐ５１８ Ｒ－２９ 坑底 ２ ２ １ ５
Ｐ５１９ Ｓ－２９ 坑底 ３３ ５ ２ １ ２ １ １ １ ４６
Ｐ５５３ Ｒ－３９ 坑底 ３６ ４ １ ３ ４ １ ２ ２ １ １ ５５
Ｐ５５４ Ｓ－３９ 坑底 ５６ １８ ４ １ ２ ２ ５ ８８
Ｐ５７０ Ｓ－４２ 坑底 ３ ４ ４ ３ １４
Ｐ５８９ Ｕ－３９ 坑底 １ １
Ｐ５９２ Ｕ－３８ 坑底 ３ ３
Ｐ６６６ Ｏ－３１ 覆土上 １１ ２４ ２ １ １ ３ ４２
Ｐ６８９ Ｖ－４６ 坑底 １ １ ３号周堤墓
Ｐ７１３ Ｏ－３１ 坑底 ２ ４ ２ ２ １ １１
Ｐ７５３ Ｑ－３５ 坑底 １ １
Ｐ７５４ Ｔ－４０ 坑底 ４ ４ １号周堤墓
Ｐ７８１ Ｐ－３４ 坑底 １ １ ３ ２ ２ １ １ １１
Ｐ７８７ Ｑ－３３ 坑底 ３１ １２ ５ １ ２ １ １ ４ ５７
Ｐ７９９ Ｎ－３２ 坑底 ２ １ １ １ ５
Ｐ８０６ Ｏ－３２ 坑底 １ １ ２
Ｐ８１５ Ｎ－３２ 坑底 １ ３ ２ １ ７
Ｆ１８９ Ｍ－１９ Ⅱ層 １ １
Ｆ２３１ Ｓ－２２ １ １ フローテーション

西島松５（６）合計 ９３２ ２１５ ２１ １１５ ３ ２８ １５ ２４ ２６ ２ ３４ ３３ ４ ２ １ ３ ４ １ ２ ４４ １，５０９ 北埋調報２６０

遺構 調査区 層位
Ａ型 Ｂ型 Ｃ型 Ｄ型 Ｅ型 不

明 合計 備考
Ａ―１Ａ―２Ａ―３Ａ―４Ａ―５Ａ―６Ａ―７Ｂ―１Ｂ―２Ｂ―３Ｃ―１Ｃ―２Ｃ―３Ｄ―１Ｄ―２Ｄ―３Ｅ―１Ｅ―２Ｅ―３

Ｐ７５ Ｔ－３ 坑底面 １ １ 北埋調報
１７８Ｐ１１９ Ｖ－９ 坑底面 １ １

Ｐ２４６ Ｍ－３６ 覆土 １ １ 北埋調報１９４

小計 １ ２ ３

合計 ９３２ ２１５ ２１ １１５ ３ ２８ １５ ２４ ２６ ２ ３４ ３４ ４ ２ １ ３ ４ ３ ２ ４４ １，５１２

表Ⅰ－１１ 玉・垂飾類遺構出土一覧
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Ⅱ 遺跡の立地と周辺の遺跡

１ 遺跡の位置と環境
遺跡は恵庭市の西方、ＪＲ恵み野駅から北西約８００�、柏木川の左岸、北西をキトウシュメンナイ
川に挟まれた標高約２６�の低い台地上に位置する。柏木川の支流であるキトウシュメンナイ川は、遺
跡より約５００�上流に水源を持ち、およそ５００�下流で柏木川に合流する。流域には、いたるところに
冬でも凍らない湧水があり、調査前まで自衛隊駐屯地の水源にしていたほど澄んだ水が小さな泉を形

成している。米軍撮影の写真を参考にすると、柏木川は、昭和２３年当時はほとんどが蛇行する自然の

姿で、西島松２遺跡の東縁を流れていた様子がわかる。後の昭和３０年代には改修され、調査前の状況

になっている。柏木川のアイヌ語はペケレペッ（pekere-pet）といい、「木立の無い草だけの場所・見

晴らしのよい川」の意で、昭和２０年代まではその姿を留めていた模様である。キトウシュメンナイ

（kitu-ushi-mem-nay）は「蒜のたくさんみられる泉のある沢」の意とされ、現在でもその様相を呈し

ている。柏木川の両岸は濃い密度で遺跡が登録されている。

２ 周辺の縄文時代後期末の遺跡
市内の遺跡は市街地や農地を流れる小河川の流域に分布する。なかでも柏木川流域は市街化される

時期の関係か、市内の遺跡の半数が登録されている。（図Ⅱ－２参照 表には図中の遺跡を記載）

今回報告の西島松５遺跡の内容で主なものは縄文時代後期後葉から晩期前葉の墓であるが、発掘調

査により同時期の墓が検出された遺跡が近隣に２ヵ所ある。

ひとつは柏木Ｂ遺跡（図Ⅱ－２参照）である。遺跡は茂漁川の左岸の標高約６１�の丘陵縁に位置す
る。調査は１９７７年から４年間にわたり、住居址２８軒（縄文時代前期後半２６軒、縄文時代中期２軒）、

環状土籬（周堤墓）５基（内２基は不確定、土坑数７３基）、土坑墓４３３基（縄文時代早期６基、前期１３

基、中期１基、後期５１基、続縄文時代２２３基、不明１３９基）などを報告、これ以降、北海道の縄文時代

後期の墓制を語る上では避けられない調査例となっている。

環状土籬の時期は三ツ谷式期で、出土した副葬品では、石棒１４点が目立っている。そのほかヒスイ

製がほとんどの玉類１４５点、石斧など出土している。土取りで隔絶された第２地点からは、三ツ谷式

期～御殿山式期相当の墓が４０基ほど見つかり、副葬品で漆塗りの櫛７点・蛇紋岩やタルクを主体とす

る玉類１８１点などが出土している。柏木Ｂ遺跡の１・２号環状土籬や御殿山式期相当の４３３号～４３６号

墓には、墓標としての石柱や配石が顕著にみられる。柏木Ｂ遺跡は、このほかに縄文時代前期後半の

植苗式期の住居址群や後北Ｃ２Ｄ式期の土坑群が重なり、遺構密度の濃い遺跡となっている。

もうひとつの遺跡は平成１１年に発掘調査が行われたカリンバ３遺跡（平成１７年３月に調査区の東西

約４２，０００㎡が国指定史跡カリンバ遺跡となる）である。遺跡は旧カリンバ川の右岸、標高は約２６�に
位置し、住居址９軒、建物跡３軒、土坑（墓）３２１基、Ｔピット１基などが調査・報告されている。

このうち御殿山式期とされる墓４８基から漆製品１２８点（櫛５７点、腕輪３５点、紐状製品１６点、腰飾り帯

２点など）玉類１，１４５点、石棒４点などが出土している。縄文時代後期の単一の遺跡から出土した漆

製品の量は国内最多である。中でも１１８・１１９・１２３号墓の３基だけで漆製品出土総数の６割を占める

８０点の製品が出土し、カリンバ遺跡を象徴する遺構となっている。平成１３年には、遺跡保存目的の詳

細分布調査が行われ、環状土籬（周堤墓）と考えられる浅い皿状の落ち込みを確認し、竪穴内部から

墓標とみられる柱状節理の安山岩や後半期の堂林式土器などが出土している。このことから環状土籬

Ⅱ 遺跡の立地と周辺の遺跡
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（周堤墓）は堂林式後半期のものとみられ、報告された墓出土の土器には、三ツ谷式から御殿山式ま

での幅があるようである。カリンバ３遺跡は西島松５遺跡と同様に、堂林式期以降に周堤墓が造られ

ていない可能性がある。

西島松５遺跡・柏木Ｂ遺跡・カリンバ３遺跡の３遺跡では、共通して周堤墓（環状土籬）から後期

末葉の墓があることから、同時期に存在し、生活の場も墓の近くにあったと考えられる。

これらの遺跡はそれぞれ市内を南西から北東方向に並んで流れる柏木川、茂漁川、旧カリンバ川に

面し、直線距離で西島松５遺跡からカリンバ３遺跡が約３�、カリンバ３遺跡から柏木Ｂ遺跡まで約
４�、柏木Ｂ遺跡から西島松５遺跡までは約３．３�の距離にあり、分布の中間にある柏木Ｂ遺跡がほ
かの遺跡より約３０�高い上流域に立地している。ただし、周堤墓は生活域より標高の高い場所に造ら
れる例がキウス４遺跡や美沢川流域の遺跡にあるため、柏木Ｂ遺跡における生活域は、より下流側に

あった可能性はある。この３つの遺跡の分布は、集落の規模も関係するが、石狩低地帯南部における

中小の河川に挟まれた地域では、隣り合う河川沿いでの集落間の距離がおよそ３～４�だったことを
示す例で、この位置関係は当時の集落の生活基盤の範囲を探る材料にもなろう。また、同様に近隣を

流れるルルマップ川や、ユカンボシ川流域にも同様の距離を保ち同時期の集落があった可能性もある

わけである。同一河川の例でみると、千歳市キウス４遺跡の堂林式期の生業の痕跡が、上流約２�キ
ウス５遺跡の低地に見つかっている。河川に沿った上・下流への移動は日常的に広い範囲で行われて

いた可能性がある。

なお、本報告に千歳市キウス５遺跡の低地部の後期末葉の御殿山式期の泥炭層から出土した漆塗り

縦櫛を掲載する。これは発掘の際に粉々に壊れてしまったものを保存、接合したものだが、時間的に

報告書に間に合わず、報告の機会を待っていたものである。

さて、同時期に存在しているこれらの遺跡ではあるが、その墓の形態と副葬品の内容に違いがある。

北海道の後期後葉を代表する墓の形態に周堤墓があり、その８割が石狩低地帯南部に集中している。

周堤墓は堂林式古段階に住居址ほどの規模で生じ、御殿山式期に至るまで、規模の大型化・土坑数の

増加、副葬品の多様化・多量化が進み、大型化のある段階で終焉を迎えるという指摘がなされている。

柏木Ｂ遺跡は、石柱や積石、副葬品の多様化・多量化などの特徴から周堤墓末期の典型的な姿とい

えよう。しかし、西島松５遺跡では堂林式後半期を最後に周堤墓は造らなくなる。本遺跡における１

号周堤墓とした、密集分布する墓からは堂林式後半期の土器が出土し、周堤上に掘られたとみられる

墓も５基みつかっている。また、本遺跡で縄文時代後期後葉から晩期前葉にかけての墓は、調査区の

西側（柏木川上流側）が古く、東側（柏木川下流側）に向かって新しい墓が分布しており、１号周堤

墓より東には堂林式後半期以降の墓が分布している。しかし、その区域には縄文時代後期以前の竪穴

住居が残り、後期の墓はそれらと重なり検出される例もある。墓の埋土も黒色土面から掘られた様相

であり、このような事例から１号周堤墓から東側に周堤墓は無いとみられる。

また、副葬品にもそれぞれ特色がある。柏木Ｂ遺跡の周堤墓の副葬品には石棒が多く、玉類はヒス

イ製のものがほとんどである。これに対し、西島松５遺跡の玉類は、ほとんどが緑泥石（蛇紋岩が緑

泥石化したもの）製で、漆製品の数も増え始める。玉類の分析では、緑泥石の玉類も道外からの搬入

品である可能性が大きく、良品が多量に柏木Ｂ遺跡に流入したとも考えられる。西島松５遺跡のよう

に周堤墓を一足先に造らなく（造れなく）なるのは集落の力（規模）の差なのかもしれない。しか

し、一方で周堤墓を造り続けることが集落の力の失速につながり、御殿山式期に至り豊富な漆塗製品

が副葬された墓がカリンバ３遺跡や西島松５遺跡で出現することにつながった可能性もある。これだ

け近隣の遺跡で周堤墓の終焉に時間差があることは問題点が残る。
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図Ⅱ－１ 遺跡位置図

Ⅱ 遺跡の立地と周辺の遺跡
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図Ⅱ－２ 西島松５遺跡と周辺の遺跡
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番号 遺跡名 種別 時期 文献（多数ある場合は新しいもの）

９ 柏 木 Ａ 遺 物 包 含 地 擦文

１０ 柏 木 Ｂ 集 落 跡 、 墳 墓 縄文（早～晩）、続縄（北大） １９８１『北海道恵庭市 柏木Ｂ遺跡発掘調査報告書』

１１ 柏 木 Ｃ 遺 物 包 含 地

１２ 柏 木 沢 遺 物 包 含 地 縄文（晩期）

１３ 茂 漁 チ ャ シ チ ャ シ 跡 アイヌ １９８０『「日本城郭大系Ⅰ」 北海道』

１４ 柏木東（茂漁古墳群） 墳 墓 擦文 １９６６『恵庭遺跡』

１５ 茂 漁 １ 遺 物 包 含 地 縄文（晩期）、続縄（後北）、擦文（北大） １９７９『続千歳遺跡』

１６ 茂 漁 ２ 遺 物 包 含 地 擦文

１７ 柏 木 水 源 地 墳 墓 縄文（中・後期）、続縄、擦文

１８ 柏 木 川 １ 集 落 跡 、 墳 墓 縄文（中・晩期）、擦文 １９７１『柏木川』

１９ 柏 木 川 ２ 遺 物 包 含 地 縄文（中・晩期）

２０ 柏 木 川 ３ 遺 物 包 含 地 縄文（中・晩期）

２１ 柏 木 川 ４ 遺 物 包 含 地 縄文（後期） ２００４『柏木川４・柏木川１３遺跡�』北埋調報２１１ ２００６『柏木川４�』北埋調報２２９ ２００７『柏木川４�』北埋調報２４９

２２ 柏 木 川 ５ 遺 物 包 含 地 縄文（早・中・後期）

２３ 柏 木 川 ６ 遺 物 包 含 地

２４ 柏 木 川 ７ 集 落 跡 縄文（早・前・中期） ２００９『柏木川７遺跡』

２５ 柏 木 川 ８ 遺 物 包 含 地 縄文（中期） １９８８『「柏木川８遺跡」「柏木川１３遺跡」』

２６ 柏 木 川 ９ 遺 物 包 含 地 縄文（中期）

２７ 柏 木 川 １０ 遺 物 包 含 地 縄文（中期）

２８ 柏 木 川 １１ 遺 物 包 含 地 縄文（中期） １９９４『柏木川１１遺跡（Ⅱ）』

２９ 柏 木 川 １２ 遺 物 包 含 地

３０ 柏木工業団地１ 集 落 跡 縄文（中・後・晩期）

３１ 柏木工業団地２ 集 落 跡 縄文（後期）、続縄、擦文

３２ 柏木工業団地３ 集 落 跡 縄文

３３ 柏木工業団地４ 遺 物 包 含 地 縄文

３４ 西 島 松 １ 遺 物 包 含 地 縄文（前期）

３５ 西 島 松 ２ 遺 物 包 含 地 縄文（晩期）、擦文 平成２１年度「西島松２遺跡」刊行予定

３６ 西 島 松 ３ 集 落 跡 縄文（前～晩期）、擦文 １９６６『恵庭遺跡』 ２００７『西島松３・西島松５遺跡�』北埋調報２４８

３７ 西 島 松 ４ 遺 物 包 含 地 縄文（後期）

３８ 西 島 松 ５ 集 落 跡 縄文（早～晩期）、続縄、擦文 １９６６『恵庭遺跡』 「西島松５遺跡・」�・�・�・�

３９ 西 島 松 ６ 遺 物 包 含 地 縄文（前～晩期）、擦文

４０ 西 島 松 ７ 遺 物 包 含 地 縄文（早・中・後期）、擦文

４１ 西 島 松 ８ 遺 物 包 含 地 縄文

４２ 西 島 松 ９ 遺 物 包 含 地 縄文（早・中・後期）、続縄 ２００２『西島松遺跡』 ２００２『西島松９遺跡』１７９集

４３ 西 島 松 １０ 集 落 跡 縄文（晩期）、擦文

４４ 西 島 松 １１ 遺 物 包 含 地 縄文

４５ 西 島 松 １２ 遺 物 包 含 地 縄文（中期）

４６ 西 島 松 １３ 遺 物 包 含 地 縄文

４７ 西 島 松 １４ 遺 物 包 含 地 縄文（中・後・晩期） １９９３『「西島松１４遺跡」「西島松１５遺跡」』

４８ 西 島 松 １５ 遺 物 包 含 地 縄文（中期） １９９４『「島松仲町遺跡」「西島松１５遺跡Ｂ地点」』

４９ 西 島 松 １６ 遺 物 包 含 地 擦文

５０ 西 島 松 １７ 遺 物 包 含 地 縄文（中期） １９９２『西島松１７遺跡・西島松１８遺跡』

５１ 西 島 松 １８ 遺 物 包 含 地 縄文（中期） １９９２『西島松１７遺跡・西島松１８遺跡』

５２ 島 松 寿 町 １ 遺 物 包 含 地 縄文（後期）

５３ 島 松 寿 町 ２ 遺 物 包 含 地 縄文（後・晩期）、擦文 １９６６『「恵庭遺跡』

５４ 島 松 仲 町 遺 物 包 含 地 縄文（中期）、擦文 １９９４『島松仲町遺跡・西島松１５遺跡Ｂ地点』

５５ 島 松 東 町 遺 物 包 含 地 縄文

５６ 島 松 旭 町 １ 遺 物 包 含 地

５７ 島 松 旭 町 ２ 集 落 跡 擦文 １９６６『「恵庭遺跡』

５８ 島 松 旭 町 ３ 遺 物 包 含 地

表Ⅱ－１ 周辺遺跡一覧

Ⅱ 遺跡の立地と周辺の遺跡
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番号 遺跡名 種別 時期 文献（多数ある場合は新しいもの）

５９ 南 島 松 １ 遺 物 包 含 地 縄文（早・中期） １９９１『南島松１遺跡・南島松４遺跡』

６０ 南 島 松 ２ 遺 物 包 含 地 縄文（早・中・後期）、擦文 １９９２『中島松１遺跡・南島松４遺跡・南島松３遺跡・南島松２遺跡』

６１ 南 島 松 ３ 遺 物 包 含 地 縄文（中・後期）、擦文 １９９２『中島松１遺跡・南島松４遺跡・南島松３遺跡・南島松２遺跡』

６２ 南 島 松 ４ 集 落 跡 縄文、擦文 １９９２『中島松１遺跡・南島松４遺跡・南島松３遺跡・南島松２遺跡』

６３ 南 島 松 ５ 遺 物 包 含 地 縄文、擦文

６４ 中 島 松 １ 遺 物 包 含 地 縄文（早・中・後期）、擦文 １９９２『中島松１遺跡・南島松４遺跡・南島松３遺跡・南島松２遺跡』

６５ 中 島 松 ２ 遺 物 包 含 地 縄文

６６ 中 島 松 ３ 遺 物 包 含 地 縄文

６７ 中 島 松 ４ 遺 物 包 含 地

６８ 中 島 松 ５ 集 落 跡 縄文（中期）、擦文 １９９０『中島松５遺跡Ｂ地点・中島松７遺跡Ｃ地点』 １９８９Ａ地点

６９ 中 島 松 ６ 集 落 跡 縄文（中・後・晩期）、擦文 １９８８『中島松６・７遺跡』

７０ 中 島 松 ７ 集 落 跡 縄文（早・後期）、続縄、擦文 １９９０『中島松５遺跡Ｂ地点・中島松７遺跡Ｃ地点』

７１ 下 島 松 １ 遺 物 包 含 地 縄文

７２ 下 島 松 ２ 遺 物 包 含 地 縄文、擦文

７３ 下 島 松 ３ 遺 物 包 含 地 縄文

７４ 下 島 松 ４ 遺 物 包 含 地 縄文

７６ ルルマップ川１ 遺 物 包 含 地 縄文

７７ ルルマップ川２ 遺 物 包 含 地 縄文

７８ ルルマップ川３ 遺 物 包 含 地 縄文

７９ ルルマップ川４ 遺 物 包 含 地 縄文

８０ ルルマップ川５ 遺 物 包 含 地 縄文

８１ ルルマップ川６ 遺 物 包 含 地 縄文

８２ ルルマップ川７ 遺 物 包 含 地 縄文

８３ ルルマップ川８ 遺 物 包 含 地 縄文

８４ ルルマップ川９ 遺 物 包 含 地 縄文

８５ ルルマップ川１０ 遺 物 包 含 地 縄文、続縄

８６ ルルマップ川１１ 遺 物 包 含 地

８７ ルルマップ川１２ 遺 物 包 含 地 縄文

８８ ルルマップ川１３ 遺 物 包 含 地 縄文

８９ ルルマップ川１４ 集 落 跡 縄文

９０ ルルマップ川１５ 遺 物 包 含 地 縄文

９１ 下 島 松 ５ 遺 物 包 含 地 縄文

９２ 下 島 松 ６ 遺 物 包 含 地 縄文、続縄、擦文

９３ 島 松 チ ャ シ Ｂ チ ャ シ 跡

９４ 島 松 チ ャ シ Ｃ チ ャ シ 跡

９５ 漁 川 １ 遺 物 包 含 地 縄文、擦文

９６ カ リ ン バ ３ 墳 墓 ・ 集 落 跡 縄文（後・晩期）、擦文、近世 ２００３『カリンバ３遺跡�』

１０４ カ リ ン バ １ 遺 物 包 含 地 縄文（中期）、近世（アイヌ期） カリンバ１遺跡Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ地点

１０５ カ リ ン バ ２ 遺 物 包 含 地 縄文（早・中・後期） カリンバ２遺跡第Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ・Ⅶ Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ地点

１０６ カ リ ン バ ４ 遺 物 包 含 地 縄文（後・晩期）、擦文、アイヌ ２００１ １９９９ １９９７ １９７９ 「カリンバ４遺跡」

１０７ 柏 木 川 １３ 遺 物 包 含 地 縄文（早・中・晩期）、続縄、擦文 ２００５『柏木川１３遺跡（Ⅲ）』 ２００３『柏木川１３遺跡�』北埋調報２０３

１１１ 茂 漁 ３ 集 落 跡 縄文（中期）、続縄（後北Ｃ２・Ｄ）、擦文（前期）

１１２ 茂 漁 ４ 遺 物 包 含 地 先土器、縄文（前～晩期）、続縄（北大）、擦文（前期） １９７７『茂漁４遺跡』

１１３ 茂 漁 ５ 遺 物 包 含 地 擦文（北大Ⅲ） １９９７『茂漁５遺跡』

１１４ ル ル マ ッ プ１５ 遺 物 包 含 地 縄文 １９９６『ルルマップ１５遺跡』北埋調報１１８

１１６ 茂 漁 ６ 遺 物 包 含 地 続縄、アイヌ

１１９ 茂 漁 ７

１２０ 茂 漁 ８

史跡 カリンバ遺跡 墳 墓 ・ 住 居 跡 縄文（後・晩期）、続縄、擦文、近世 ２００４『カリンバ３遺跡（３）』
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Ⅲ 調査の方法

１ 調査区の設定
柏木川基幹河川改修工事におけるＵＳＰラインを基軸に設定した。真北に対して２６°５１′１″東偏

するＵＳＰラインをＲラインとし、北西から南東方向に５�ごとにアルファベットを付し、同様にＵ
ＳＰ０を０とし、北東から南西方向に５�ごとにアラビア数字を付した。５�×５�の区画（グリッ
ド）の名称は、北東側交点をその名称とし、「Ｂ－２５」のようにアルファベットとアラビア数字の間

にハイフォンをもうけ、遺構名と区別した。したがって、ＵＳＰ１００はＲ－２０、ＵＳＰ２００がＲ－４０と

なる（図Ⅲ－２グリッド設定図参照）。一連の遺跡である西島松２・３遺跡と柏木川の右岸にある西

島松９遺跡もそのままこの調査区を用いているが、アルファベットのＺを超える地域は、小文字のア

ルファベットを使用している。なお、基準杭の平面直角座標系第Ⅱ系による座標値は以下のとおりで

ある。

ＵＳＰ０ （Ｒ－０） ：Ⅹ＝－１２１２９２．６３８ Ｙ＝－５５３４５．２７９

ＵＳＰ１００ （Ｒ－２０） ：Ⅹ＝－１２１３８１．８５７ Ｙ＝－５５３９０．４４５

２ 掘削
平成１４年度の西島松５遺跡の調査区は、住宅基礎の撹乱を受けるが、耕作はされていないため、包

含層の残りが比較的よく、縄文時代後期末葉の盛土遺構も広がっていることから、掘り下げはすべて

人力で行った。平成１５・１６年度の調査区は、遺構確認区で調査区内の立木を伐採したのち、様々な撹

乱の及んだⅠ層は、重機で除去した。包含層から出土した遺物はグリッド、層位ごとに取り上げ、遺

構の遺物は、出土状況や遺物の性格により、記録したものと、遺構内の層位でまとめて取り上げたも

のがある。

３ 土層
基本土層は、平成１２年度の西島松５遺跡の調査における観察結果

と基本的に同じであり、観察項目、観察手順とも前報告書（北埋調

報１７８ Ⅲ、調査の方法 ３．土層）に準拠している。ただ、竪穴住

居の窪みや、調査区縁の一部には、Ｔａ－ａが残り、Ⅱ層も良好な

状態で堆積していた。良好な堆積のⅡ層観察の結果、次の３層に分

層されることが判明し、上層からⅡＡ層、ⅡＢ層、ⅡＣ層と区分し

て、調査し、遺物の取り上げを行った。なお、土層の観察には『標

準土色帖』（小山・竹原１９６７）および『土壌調査ハンドブック』（ペド

ロジスト懇談会１９８４）を用いている。

Ⅰ 層：耕作土 地表土、Ｔａ－ａ、Ⅱ層、Ⅲ層、Ⅳ層が

耕作などで混ぜられた撹乱層。

樽前ａ降下軽石層（Ｔａ－ａ Ａ．Ｄ．１７３９年降下）

Ⅱ 層：黒色腐植土

ⅡＡ層：黒色土層で乾燥すると白っぽくなる。Ｂ－Ｔｍ苫小

図Ⅲ－１ 基本土層模式図
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―１９―



図Ⅲ－２ グリッド設定図

―２０―



牧火山灰層が微量混入する。主に続縄文時代～擦文時代の遺物が含まれる。

ⅡＢ層：暗褐色土層で、Ｔａ－ｃ（樽前Ｃ降下軽石。ＢＰ２，３００～２，５００年降下）が微量混入す

る。主に縄文時代後期～晩期の遺物が混入する。

ⅡＣ層：黒褐色土層で、粒子が細かく、軟質土である。主に縄文時代早期～後期の遺物が含ま

れる。

Ⅲ 層：暗褐色～暗黄褐色土 Ⅱ層とⅣ層の漸移層

Ⅳ 層：支笏軽石（約３２，０００年前降下）が、恵庭ａ降下軽石（Ｅｎ－ａ１５，０００～１７，０００年前降

下）を取り込んで二次堆積し、土壌化した層。

４ 整理の方法
取り上げた遺物は、現地では原則として以下の作業工程で整理を行った。遺構・包含層それぞれの

「遺物取り上げ台帳」、および「土壌水洗サンプル取り上げ台帳」を作成し、これをもとに水洗、乾

燥、分類、注記、点数集計等の作業を進めた。注記の内容は、西島松５遺跡を「西５」と略記し、そ

の後に遺構名あるいはグリッド名、層位、遺物番号の順に記した。注記するスペースのない、小さな

遺物については省略した。

遺物の出土グリッド、層位、点数、分類名、日付などの情報は「遺物カード」に記録し、遺物とと

もにビニール袋へ入れ、収納した。カードの情報は遺構ごと、分類ごとの情報を集計し、最終的な遺

物台帳を作成した。

５ 記録と保管
現地での実測図・土器・石器などの実測図、写真などの記録は当センターにおいて保管する。遺物

は報告書刊行の後、恵庭市教育委員会が保管予定である。

６ 遺物の分類
� 土器

土器は大きな区分である時期ごとの特徴から、便宜的に縄文時代早期に属する資料をⅠ群とし、以

下順に前期をⅡ群、中期をⅢ群、後期をⅣ群、晩期をⅤ群、続縄文時代をⅥ群、擦文時代相当のもの

をⅦ群、その他土製品とし、各群にアルファベットの小文字を組み合わせ、前半（ａ類）、後半（ｂ

類）、あるいは前葉（ａ類）、中葉（ｂ類）、後葉（ｃ類）に分類した。また、必要に応じて細分類

（例 ａ－１類など）を行っている。

Ⅰ群 縄文時代早期に属する土器

ａ類：貝殻条痕文、貝殻文、組紐圧痕文、などが施される、虎杖浜式、アルトリ式などに相

当するもの

ｂ類：撚糸文、組紐圧痕文、絡条体圧痕文、貼付文、縄文等の施されるもの

Ⅰ群ｂ類は、ｂ－３類：コッタロ式、中茶路式に相当するもの、ｂ－４類：東釧路Ⅳ

式に相当するものに細分

Ⅱ群 縄文時代前期に属する土器

ａ類：厚みがあり、縄文原体（０段多縄が多い）は条の幅が広く、地文の縄文が器面に深く

施文される、丸底、尖底を特色とするもの。本遺跡では静内中野式前後に相当するも

のが出土

Ⅲ 調査の方法
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ｂ類：円筒土器下層式に相当する土器で、植苗式相当とみられるものが出土

Ⅲ群 縄文時代中期に属する土器（中葉前後の破片が多く、分類はⅢ群で行っているものが多い）

ａ類：貼付文及び沈線文で文様帯が構成される、円筒土器上層式に相当、もしくはその系譜

を引くと考えられるもの、および萩ヶ岡１・２式に相当するもの

ｂ類：天神山式、柏木川式、北筒式（トコロ６類）、煉瓦台式に相当するもの

Ⅳ群 縄文時代後期に属する土器

ａ類：余市式、タプコプ式、入江式に相当するもの

ｂ類：ウサクマイＣ式、手稲式、ホッケマ式に相当するもの

ｃ類：堂林式、三ツ谷式、御殿山式に相当するもの

Ⅴ群 縄文時代晩期に属する土器

ａ類：大洞Ｂ式、大洞ＢＣ式、及び主に半截竹管状工具による器表面への垂直な刺突（爪形

文と呼称）が施される上ノ国式に相当するもの。遺跡出土の本類とみられる土器と、

Ⅳ群ｃ類後葉の土器との識別が困難なことから、復元などで確実なものをのぞきⅣ群

ｃ類に分類、詳細は一覧表で示した

ｂ類：大洞Ｃ１式、大洞Ｃ２式に相当するもの

ｃ類：大洞Ａ式、大洞Ａ′式に相当するもの

Ⅵ群 続縄文時代に属する土器群

Ⅶ群 擦文時代に属する土器群（北大Ⅲ式土器群も含めた）

� 土製品

土偶、土玉、垂飾、耳栓、環状土製品、ミニチュア土器、焼成粘土などに分類している

� 石器等

石器等は昨年度の本遺跡の報告（北埋調報第２０９集）の分類項目に加え、恵庭市を始め近隣の市町

村の調査報告を参考に以下のように分類した。分類は素材の状態から剥片石器、磨製石器、礫石器、

石製品に大別し、定型的な器種について分類した。器種は大分類にとどめ、記号などを用いた細分は

行っていない。なお本文中の記載順も以下のとおりである。

剥片石器

・石鏃・石槍またはナイフ・石錐・つまみ付きナイフ・スクレイパー類・Ｒフレイク

・Ｕフレイク・楔型石器（剥片の上下両端に加撃痕と摩滅痕があるもの）・石核

・フレイク

・原石（主に頁岩、珪岩、メノウなど、石器素材として持ち込まれたとみられる礫）

磨製石器

・石斧（明瞭な刃部が作出されず、打欠きなど粗く調整されるものを未製品として区分した。また

概ね２分の１以下の破片を石斧片とした。）

・石斧原石（緑色泥岩、緑色片岩を素材とし、ほとんど加工が認められないもの）

礫石器

・たたき石、砥石、すり石、石皿、扁平打製石器、台石、石鋸、石錘、その他（上記の分類に含ま

れないもので、礫を素材とする石器）

石製品

・異形石器、石棒、石刀、のほか、玉・垂飾類、ツノガイ化石やしずく石に穿孔をくわえたものが

みられた。石棒と石刀の区別は、製品の最も太い部分の短径を長径で割った比率が６割以下のも
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のを石刀とし、それより割合が大きいものを石棒とした。この結果石刀となったのはＰ４３３出土

の１例であった。遺構から出土した玉・垂飾類は、かぎられた時期の遺物であるうえ、点数も

１，５００点を超える量が出土しており、縄文時代後期後葉の玉類を分類するには良い機会と考え、

さらに次のように細分を試みた。

７ 玉・垂飾類の分類
玉・垂飾類を分類するにあたり、まず、穿孔のある方向から個々の製品の観察を行い、ほぼ円形の

ものをＡ型、長軸を縦にして左右対称形のものをＢ型、長軸を縦にして左右非対称形のものをＣ型、

穿孔が２ヵ所以上あるものをＤ型、化石や自然石（雫石など）を利用したものをＥ型とした。なお、

Ａ型としたほぼ円形の玉の範囲は、厳密な円形のものは存在しないため、その長径と短径の差を１５パ

ーセント以内と緩やかな設定とし、これからはみ出るものはＢ型とした。なお、穿孔が中心をそれて

いるものや、穿孔しなおしのあるものもＡ型とした。結果としては出土した玉類の約９割がＡ型に大

別された。次に、Ａ型とされた玉類の厚み（ｂ）を長径（ａ）で割った値で玉の長短の割合を、穿孔

面の径（ｃ）を長径（ａ）で割った値でおおよその側面の湾曲度を数値化した。これらの数値の前者

を縦軸に、後者を横軸にし、玉の側面観を模式的に図化したものが下の模式図である。これをもと側

面観からＡ型の玉を数値的に次のように分類した。また、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ型の細分についても以下の

ように設定した。

図Ⅲ－３ 玉類分類模式図
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Ａ－１型 ：厚さが１００％より小さく屈曲度が８０％より大きいもの、ただし厚さが７５％以上１００％未満

のものは屈曲度７０％までのもの。模式図では１、２、６、７、８を指し、おおむね臼玉

状の玉が該当する。

Ａ－２型 ：厚さが７５％未満で屈曲度が７０％より小さいもの、模式図では３、４、５を指し、角が丸

い臼玉状の玉が該当する。

Ａ－３型 ：厚さが１００％以上２００％未満、屈曲度が８０％以上のもの。模式図では１２、１３、１８、１９をさ

し、臼玉と管玉の中間的な形状の玉類が該当する。

Ａ－４型 ：厚さが７５％以上１００％以下で、屈曲度が５０％以下のもの、厚みが７５％以上１００％未満のも

のは屈曲度６０％までのもの、模式図では９、１０、１１、１６、１７を指し、おおむね丸玉状の

玉が該当する。

Ａ－５型 ：厚さが２００以上で、屈曲度が６０％以上のもの、模式図では２４、２５、２６、２７を指し、おお

むね管玉状の玉が該当する。

Ａ－６型 ：厚さが１００％以上２００％未満、屈曲度が７０％以下６０％以上のものと、厚さが１５０％以上

２５０％以下で、屈曲度が５０％以下のもの、模式図では１４、１５、２０、２１、２２、２３、２８、２９

を指し、おおむね棗玉状の玉が該当する。

Ａ－７型 ：模式図では両方向から穿孔された玉類を対象としており、これとは別に片側穿孔で側面

観がおわん形の玉、主にヒスイ製の硬い素材を用いた玉が該当する。

Ｂ－１型 ：長軸と短軸の差が１５％以上の玉で、厚さを短軸で割った値が１００％以下のもの。

Ｂ－１ｂ型：Ｂ－１型の表面に文様が刻まれたもの。

Ｂ－２型 ：上記の玉で、厚さを短軸で割った値が１００％以上２００％以下のもの。

Ｂ－３型 ：上記の玉で、厚さを短軸で割った値が２００％以上のもの。

Ｃ－１型 ：長軸を縦に左右非対称形の玉類のうち、抉りが無く、短軸より厚みが薄いものをさす。

Ｃ－１ｂ型：Ｃ－１型の表面に文様が刻まれたもの。

Ｃ－２型 ：長軸を縦に左右非対称形の玉類のうち、片側に抉りがある主に勾玉状の玉類。

Ｃ－２ｂ型：Ｃ－２型の表面に文様が刻まれたもの。

Ｃ－３型 ：長軸を縦に左右非対称形の玉類のうち、厚さを短軸で割った数値が１００％以上のもの。

Ｄ－１型 ：交差する２ヵ所の穿孔が施されるもの。

Ｄ－２型 ：並んだ２ヵ所の穿孔が施されるもの。

Ｄ－３型 ：３ヵ所以上の穿孔が施されるもの。

Ｅ－１型 ：化石を利用したもの。本遺跡ではツノガイ化石に穿孔を加え利用したものが出土。

Ｅ－２型 ：化石以外の自然石に穿孔などの加工を加え装身具としたもの。

Ｅ－３型 ：自然石をそのまま装身具としたもの。

以上が出土した玉類・垂飾類の分類基準である（図Ⅲ－４玉・垂飾類分類図参照）。基本的には、

ある形状に分類された玉に文様が刻まれれば、ｂ類を追加する。なお、この分類には、計測点により

データ誤差が生じること、左右対称形の基準が必要なこと、Ａ分類の模式図のカーブを一律弧線状に

したが、現状にはより多様性があり、さらに細分の余地があること、Ｃ－３分類も側面観の形状より

細分が可能なことなど、玉どうしの擦り減り（以下玉ズレ）が激しいものの扱いなど、問題点は多い

が、荒削りではあるがこの分類で分けた結果をグラフ化したものが図Ⅲ－５である。
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図Ⅲ－４ 玉・垂飾類分類図
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図Ⅲ－５ 玉・垂飾類集計グラフ
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図Ⅲ－６ 遺構位置全体図



図Ⅲ－７ 遺構位置分割図
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図Ⅲ－８ 分割図Ａ
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図Ⅲ－９ 分割図Ｂ
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図Ⅲ－１０ 分割図Ｃ
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図Ⅲ－１１ 分割図Ｄ
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図Ⅲ－１２ 分割図Ｅ
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図Ⅲ－１３ 分割図Ｆ
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図Ⅲ－１４ 分割図Ｇ
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図Ⅲ－１５ 分割図Ｈ
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図Ⅲ－１６ 分割図Ｉ
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図Ⅲ－１７ 分割図Ｊ
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図Ⅲ－１８ 分割図Ｋ
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図Ⅲ－１９ 分割図Ｌ
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図Ⅲ－２０ 分割図Ｍ
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図Ⅲ－２１ 分割図Ｎ
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図Ⅲ－２２ 分割図Ｏ
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図Ⅲ－２３ 分割図Ｐ

Ⅲ 調査の方法

―４５―



図Ⅲ－２４ 分割図Ｑ
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図Ⅲ－２５ 分割図Ｒ
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図Ⅲ－２６ 分割図Ｓ
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図Ⅲ－２７ 分割図Ｔ
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図Ⅲ－２８ 分割図Ｕ・Ｖ
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Ⅳ 遺構と遺物

１ 概要
平成１４・１５・１６年度に調査した土坑４９５基、Ｔピット６基、焼土２９９ヵ所、小ピット１，２５７基、集石

遺構５基について報告する。調査区内のうち、もと西島松３遺跡側は造成によりⅣ層深部まで削平を

受け、多くの遺構が失われている。一方、平成１４年度の調査範囲は元地権者の家屋敷地であり、建物

跡や防空壕の跡などの局地的な撹乱を受けてはいるが、それ以外の場所は包含層の残りが良好だっ

た。この地域は、縄文時代後期後葉の遺物を多量に含む盛土遺構（ＭＣ盛土）の範囲と重なり遺構の

確認が難しい状況であった。結果として遺構分布図上でも遺構の密度に差が生じたが、調査区境に

は、縄文時代前期・中期・後期の住居址やＭＣ盛土層を掘りぬく円形土坑が続いていたとみられる。

また、本報告の遺構図は、なるべく番号順の掲載に努めたが、遺物の量により土坑番号が前後してい

る部分がある。

２ 土坑
第一分冊では、平成１４年度に調査した土坑Ｐ３３７からＰ３９４、平成１５・１６年度に調査した土坑Ｐ３９５

からＰ８３５合計４９５基の土坑を報告する。

Ｐ３３７ （図２ 図版８）

遺構 Ⅲ層で確認された長径約２２０�の不整形の浅い土坑で

ある。平面形の西側は撹乱層につられ掘りすぎたもの。覆土

下位には少量のⅣ層起源のパミスが少量混じる黒色土が堆積

し、Ⅳ層との境は明瞭である。坑底部中央より縄文時代前期

前半の静内中野式相当の破片が出土、破片の大半は４の個体

になった。本土坑周辺から西側のキトウシュメンナイ川縁に

かけて、同時期の遺物がまとまって出土していることから、

本土坑は住居址の窪みの一部であった可能性もある。同時期

の柱穴とみられるＰ３４２が隣のグリッドで検出されており、

両遺構は関係があるのかもしれない。

遺物 出土した土器片には中・後期の破片がわずかに入る

が、圧倒的に静内中野式相当の破片が多い。１は覆土中出土

の黒曜石製のスクレイパー、２～４は静内中野式相当の土

器。いずれも胎土には繊維を含み、４に施された縄文は斜行

であるが、一部の節が摩り消されており、より古い綱文式に

似る特徴を持つ。同じように節をつぶした資料が５６号住居

（北埋調報２２４）や包含層出土の資料（北埋調報２４８）にみら

れる。

Ｐ３３８（図３ 図版９）

遺構 Ⅲ層面で確認した小判型を呈する土坑。覆土にはⅡ層

起源の黒色土が入る。接するように位置するＰ３３９をわずか

に切る。Ⅲ層からの調査なので深さは約１０㎝しか確認できな

かった。出土遺物から後期後葉以降の土坑とみられる。

遺物 覆土中から中期・後期後葉の土器片少量と、フレイク

３点が出土している。

Ｐ３３９（図３ 図版９）

遺構 Ⅲ層面で確認した楕円形を呈する土坑。隣接するＰ

３３８に切られている。覆土にはⅡ層起源の黒色土が入る。深

さは約８㎝しか確認できなかった。

遺構 覆土から遺物は出土していない。土坑の特徴が隣に位

置するＰ３３８に類似することから、縄文時代後期後葉と推定

した。

Ｐ３４０（図３ 図版９）

遺構 Ⅲ層面で確認した楕円形の土坑。覆土下位にはⅣ層起

源の暗褐色土が入り、上位にはⅡ層起源の黒褐色土が落ち込

む。検出面にはやや大きな礫が入る。深さは７０㎝を超えてお

り、断面図太線部分で柱穴と推定している。

遺物 覆土中からは中期の土器片２１点のほか、礫が５点出

土。土器から判断すると縄文時代中期のものとみられる。

Ｐ３４１（図３ 図版８・９）

遺構 Ⅲ層面で確認した楕円形の土坑。覆土下位はⅢ層・Ⅳ

層が混じる暗褐色土層が入り、最上層にはⅡ層が皿状に落ち

込む。検出面付近はやや不整形だが、土坑の中位ぐらいから

下は隅丸方形に掘られている。坑底付近の南東壁面には長径

３０㎝を超える礫が長軸にそって１点ある。土坑の深さは約８０

㎝あり、形状からも墓の可能性がある。

遺物 覆土中からは中期の円筒上層式とみられる破片が１点

Ⅳ 遺構と遺物
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（掲載№１）、一部被熱した（トーン表現）すり石（掲載№

２）１点が出土した。出土遺物から判断すると、縄文時代中

期の墓と考えられる。

Ｐ３４２（図４ 図版８・９）

遺構 Ⅲ層面で確認したほぼ円形の土坑。覆土上位にはⅡ層

の落ち込み、覆土下位はⅢ・Ⅳ層が混じる暗褐色土層が入

る。平面形は小さいが深さがあり、柱穴状である。

遺物 覆土から静内中野式相当の破片１点出土したほかに遺

物はない。遺構の時期も縄文時代前期前半とみられる。Ｐ

３３７との関連が考えられる遺構である。

Ｐ３４３（図４ 図版８・９）

遺構 Ⅲ層面で確認したやや隅丸方形の土坑。覆土上位には

Ⅱ層が落ち込み、覆土下位はⅢ・Ⅳ層が混じる暗褐色土層が

入る。出土遺物から縄文時代中期の土坑とみられる。

遺物 覆土からは少量のフレイクのほか、縄文時代中期の土

器片のみが４３点出土した。１は口縁部片で、胎土に繊維を含

み、内面はみがかれている。口縁部の貼り付けは地紋を施文

後に貼付し、縄の圧痕を施している。２は胴下部片で、胎土

には砂粒を含み、内面はみがかれていない。

Ｐ３４４（図４ 図版１０）

遺構 Ⅲ層面で確認したほぼ円形で坑底面も平らに掘られた

土坑。覆土上位はⅡ層起源の黒褐色土、覆土下位はⅡ・Ⅲ・

Ⅳ層が混じる黒褐色土層が入る。出土遺物から縄文時代後期

後葉としているが、同時期の土坑はまとまって検出されてお

り、このような形状で、単体で存在する土坑は後北Ｃ２Ｄ式

期のものと推測する。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片１点、後期後葉の破片

３点が検出されている。

Ｐ３４５（図４ 図版１０）

遺構 Ⅲ層面で確認した楕円形の土坑。覆土上位にはⅡ層が

落ち込み、覆土下位はⅢ・Ⅳ層が混じる暗褐色土層が入る。

出土遺物から縄文時代中期とみられる。

遺物 覆土から縄文時代中期の破片１２点出土したほかフレイ

クが６点出土している。

Ｐ３４６（図５ 図版１０）

遺構 Ⅲ層面で確認した楕円形の土坑。覆土最上位にはロー

ム粒を含むⅡ層が落ち込み、覆土下位はⅢ・Ⅳ層が混じる黄

褐色土層が厚く入る。坑底も平らに調整され、土層は埋め戻

しの様相を呈する。出土遺物から判断すると縄文時代中期の

墓とみられる。

遺物 覆土からは礫１点のほか、縄文時代中期の破片２１点が

出土した。

Ｐ３４７（図５ 図版１０・１１）

遺構 Ⅲ層面で確認した不整形の土坑。坑底面も凹凸があ

り、覆土は全般にⅡ層が主な黒色土層である。覆土中には遺

物が多数含まれる。出土遺物の新しいもので縄文時代晩期中

葉の土坑とみているが、近現代の撹乱の可能性がある。

遺物 覆土からはスクレイパー１点（掲載№１）のほか縄文

時代後期後葉の土器片が７６点、これにまぎれるように晩期中

葉の破片が２点出土した。掲載２は晩期中葉の口縁部片、器

形は浅鉢の可能性がある。３は後期後葉の無紋の鉢口縁部片

で、突き瘤がある。４は沈線文が施された鉢の破片である。

Ｐ３４８（図５ 図版１０・１１）

遺構 撹乱の穴を抜いた時点で壁面に断面が目視でき確認し

た土坑。平面形は円形に近かったものとみられる。覆土上部

には焼土があり、焼骨もみられる。焼土下にはⅡ層が混じる

黒褐色土層がはいり、断面に礫や土器が見える状況であっ

た。出土遺物から判断すると後北Ｃ２Ｄ式期の土坑とみられ

る。

遺物 覆土からは礫３点のほか土器は後期後葉の破片が１１

点、後北Ｃ２Ｄ式の破片が２点出土している。掲載１は、後

北Ｃ２式の口縁部片で、口縁部の添付帯は１本で、微隆起線

紋には本体と異なる白色の粘土が利用されている。

Ｐ３４９（図６ 図版１１）

遺構 Ⅲ層面で確認した小判型の土坑。覆土はローム粒をわ

ずかに含むⅡ層の落ち込みで、坑底面は皿状に窪む。出土遺

物から縄文時代晩期中葉の土坑とみられる。

遺物 覆土からは後期後葉の破片が３２点、晩期中葉の破片２

点が出土。掲載１は後期後葉の深鉢口縁部片で、沈線文の間

を棒状工具で連続刺突したもので、三ツ谷式期相当とみられ

る破片。２は口唇部に棒状工具による刻みが施された晩期中

葉とみられる破片である。

Ｐ３５０（図６ 図版１１）

遺構 撹乱下のⅣ層面で検出した円形の土坑。覆土は黒色の

Ⅱ層の落ち込みで、坑底面は平らである。出土遺物から後期

後葉のものとしたが、形状は後北Ｃ２Ｄ式期の土坑である可

能性がある。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片４点と後期後葉の破片

１点が出土している。

Ｐ３５１（図６ 図版１１）

遺構 Ⅲ層面で検出した直径１５０㎝ほどの円形の土坑。覆土

にはパミスを含む黒色土層がはいる。

出土遺物は後期後葉の破片も入るが、坑底に木根痕も見られ

るため中期の土坑とした。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片１８点と後期後葉の破片

２点が出土。１は天神山式期相当の口縁部片で、口唇に半截
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竹管による押し引き文が施される。

Ｐ３５２（図７ 図版１１・１２）

遺構 Ⅳ層面で検出した長径約９０㎝の楕円形の土坑。覆土は

全般にローム粒を含む黒色土層が堆積する。遺構の残りは悪

いが、覆土から出土した多数の土器片には後北Ｃ２Ｄ式期の

破片が含まれており、同時期の土坑とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片２点と後期後葉から晩

期前葉の破片９１点、後北Ｃ２Ｄ式の破片４点が出土。１は御

殿山式相当の復元個体であるが、本土坑からは破片２点のみ

接合し、あとは包含層の遺物である。爪形文で区画された文

様帯には曲線文が施される。２～５は胴部にくびれを持つ深

鉢片。２には遺構から１片が接合している。小波状の口縁部

に沈線文が施される。３～５は同一個体、これも遺構からは

１点が接合したのみで、文様帯の境目に、竹管状工具による

三日月形の細かな刺突が施される。２～５は破片の厚さから

三ツ谷式相当と見られる。６は鉢形土器片、文様には三叉文

もみられる。７は後北Ｃ２Ｄ式の底部片。本土坑から３点と

隣に位置するＰ３５３から１点接合した。

Ｐ３５３（図８ 図版１１・１２）

遺構 Ⅳ層面で検出した直径約９０㎝のほぼ円形の土坑。覆土

はローム粒を含む黒色土層がはいる。隣にあるＰ３５２と同様

にＭＣ盛土層を掘りぬく土坑で、覆土からは後期後葉の破片

が多数検出された。出土遺物から判断すると後北Ｃ２Ｄ式期

の土坑と考えられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片１点と後期後葉から晩

期前葉の破片８２点、後北Ｃ２Ｄ式の破片５点のほか石器が少

量出土。１は黒曜石製で、縄文時代中期の石槍か。２～４は

三ツ谷式～御殿山式に相当する小形の鉢の破片で、２は口縁

部に沈線文がめぐる。このほかＰ３５２－７に掲載した底部片

に本土坑の破片が含まれている。

Ｐ３５４（図８ 図版１３）

遺構 Ⅳ層面で検出した長径約４�の楕円形の大型土坑。覆

土上位にはパミス混じりのⅡ層が皿状に落ち込み、覆土下位

にはⅢ・Ⅳ層の混じる暗褐色土層がはいる。出土遺物から早

期の東釧路Ⅳ式相当の時期とみられるが、土坑の規模から住

居址の可能性もある。

遺物 覆土上位からは縄文時代後期後葉の破片５点が、覆土

下位からは縄文時代早期の東釧路Ⅳ式相当の破片が１６点出土

している。１は東釧路Ⅳ式相当の深鉢口縁部片で、接合破片

のすべてが本遺構から出土したもの。２は三ツ谷式相当の口

縁部片で、口縁部には突瘤文、編み紐の圧痕文が施される。

Ｐ３５５（図９ 図版１２・１３）

遺構 Ⅲ層面で検出した直径約７０㎝の円形土坑。覆土にはパ

ミス混じりのⅡ層が落ち込む。覆土からは縄文時代後期後葉

の破片が多数出土した。本遺構の位置に盛土遺構は分布して

いないとされるが、出土遺物の状況は盛土遺構を掘りぬいた

土坑に類似している。本土坑と特徴が似るＰ３５７が並んで分

布することから、後北Ｃ２Ｄ式期の土坑かもしれない。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片２点、後期後葉の破片

１２８点が出土。１、２は同一個体とみられる深鉢片で、口縁

部の突起下と胴部に貼瘤文があり、口縁部の突瘤文と同じ工

具で刺突される。３は小形の土器底部片で、器面に０段の縄

文が施される。底部は上げ底である。いずれも三ツ谷式相当

の破片とみられる。

Ｐ３５６（図９ 図版１２）

遺構 Ⅲ層面で検出した長径約９０㎝短径７５㎝の楕円形の土

坑。覆土は最上層にⅡ層が落ち込むほかはⅢ・Ⅳ層が混じる

埋め戻しの様相を呈する。遺構の位置は盛土遺構の範囲と重

なり、それを掘りぬいているとみられるが、覆土中の遺物が

少ない。遺物や遺構の状況から縄文時代晩期前葉の墓とみて

いる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片２点、後期後葉の破片

４点が出土している。

Ｐ３５７（図９ 図版１５）

遺構 直径約６５㎝の円形の土坑。覆土にはパミス混じりのⅡ

層が落ち込む。確認が遅く深さも浅いが、土器片は多かっ

た。出土遺物の傾向から判断して晩期前葉の土坑としたが、

約１�離れて位置するＰ３５５と特徴が似ており、後北Ｃ２Ｄ式

期の土坑である可能性がある。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片１点、後期後葉の破片

２７点、のほか礫、石鏃などが出土している。１は五角形の黒

曜石製の石鏃で、縄文時代早期の流れ込みとみられる。

Ｐ３５８（図９ 図版１３・１５）

遺構 キトウシュメンナイ川に面する斜面縁のⅣ層面で検出

した長径約１９０㎝、短径１７０㎝のほぼ円形の大型土坑。覆土上

位にはⅡ層が落ち込み、覆土下位にはⅢ層が混じる黒褐色土

層が入る。Ⅳ層で確認したため深さは平面の規模のわりに浅

い土坑である。出土遺物から判断して縄文時代中期の土坑と

みている。約１�離れて並ぶＰ３６０と特徴が似ており、同時

の土坑とみられる。

遺物 覆土下位から縄文時代中期の破片のみ３２点が検出され

ている。１は中期の胴部片で、貼付帯上に半截竹管による押

引文、胴部には腹面を利用した沈線文が施される。

Ｐ３５９（図１０ 図版１３・１５）

遺構 Ⅳ層面で検出した長径約８０㎝の長円形の土坑。覆土上

位にはパミスやブロック状のⅣ層が混じる黒褐色土、下位に

はⅢ・Ⅳ層の混土が入り、埋め戻しの様相である。出土遺物

から、縄文時代晩期中葉の墓と考えられる。

Ⅳ 遺構と遺物
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遺物 覆土からは後期後葉の破片４点、晩期中葉の破片８点

出、スクレイパーなどが検出されている。１は頁岩製のスク

レイパー、２、３は同一個体片とみられる晩期中葉の胴部、

底部片である。

Ｐ３６０（図１０ 図版１４）

遺構 キトウシュメンナイ川に面する斜面縁のⅣ層面で検出

した、ほぼ円形の大型土坑である。覆土上位にはⅡ層が落ち

込み、覆土下位にはⅢ・Ⅳ層が混じる黒褐色土層が入る。Ⅳ

層で確認したため深さは浅い。出土遺物から縄文時代中期の

土坑とみている。約１�離れて並ぶＰ３５８と特徴が類似して

おり、ほぼ同時期の土坑とみられる。

遺物 覆土下位からは縄文時代中期の破片のみ２２点が検出さ

れている。

Ｐ３６１（図１０ 図版１４・１５）

遺構 Ⅳ層面で検出した長径約１００㎝、短径約６５㎝の小判型

の土坑。坑底面は平らであり、覆土は全般にパミスやⅣ層を

含み、埋め戻しの様相を呈する。土坑長軸南東側では人歯を

確認しており、墓とみられる。出土遺物から判断すると縄文

時代晩期前葉の墓とみている。

遺物 覆土から縄文時代中期の破片１３点、後期後葉の破片２

点が検出されている。１は縄文時代中期中葉の突起片で、半

截竹管による施文が施される。包含層からの流れ込みとみら

れる。

Ｐ３６２（図１１ 図版１４）

遺構 Ⅳ層面で検出した長径約１００㎝、短径約７０㎝のほぼ小

判型の土坑。覆土は全般にローム粒を含み、埋め戻しの様相

を呈する。本土坑はＰ３５６とＰ３６１の間に２～３�の間隔をと

り、長軸を揃えた形状で検出されている。このような状況か

ら縄文時代晩期前葉の墓とみている。

遺物 遺構の覆土からは遺物は検出されていない。

Ｐ３６３（図１１ 図版１４・１５）

遺構 Ｐ３６２の長軸東側に検出され、直径約６０㎝の円形であ

る。覆土はローム粒がふくまれるⅡ層で、土坑の状況から判

断すると縄文時代晩期前葉の土坑とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片が６点検出されてい

る。１は縄文時代中期中葉の口縁部片で、口縁部の貼付帯に

は半截竹管による押引文が施される。

Ｐ３６４（図１１ 図版１４）

遺構 キトウシュメンナイ川に面する斜面縁のⅣ層面で検出

した長径約９０㎝の楕円形の土坑と推測される。覆土にはⅡ層

が落ち込む。土坑特徴から縄文時代中期の土坑と考える。

遺物 覆土からは後期後葉の破片３点が出土している。

Ｐ３６５（図１１ 図版１４）

遺構 ⅣⅡ層下位で検出した長径約８０㎝の楕円形の土坑であ

る。覆土上位はパミスが混じるⅡ層が、下位にはさらにⅢ・

Ⅳ層が混じる黒褐色土が入る。出土遺物から判断すると縄文

時代中期の土坑と考えられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片６点が出土している。

Ｐ３６６（図１２ 図版１５）

遺構 Ⅱ層中位で検出した長径約１８０㎝短径約７０㎝の長円形

の土坑。覆土は全般にⅡ層にパミスとⅣ層が混じった黒褐色

土層で埋め戻しの状況である。土坑の状況から時期は縄文時

代晩期前葉と考える。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片が６点、後期後葉の破

片３点、礫１点などが出土している。

Ｐ３６７（図１２ 図版１５）

遺構 Ⅲ層面で検出した長径約１１０㎝の長円形の土坑。覆土

は最上層にⅡ層が落ち込み、下位にはⅢ・Ⅳ層が混じる黒褐

色土がはいる。土坑の状況から判断すると縄文時代晩期前葉

と考えられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片が９点、後期後葉の破

片１点が出土している。

Ｐ３６８（図１２ 図版１５）

遺構 Ⅲ層面で検出した直径約７０㎝の円形土坑。覆土にはロ

ーム粒混じりのⅡ層が落ち込む。土坑の状況から判断すると

縄文時代晩期前葉と考えられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片が２点、後期後葉の破

片７点が出土している。

Ｐ３６９（図１２ 図版１６・１７）

遺構 Ⅲ層面で検出した長径約１１０㎝短径約８０㎝の楕円形土

坑。覆土上位にはⅡ層起源の黒色土が落ち込み、覆土下位に

はⅢ・Ⅳ層がブロック状に混じる黒褐色土層が入る。覆土に

は後期後葉の破片が多数含まれ、後期後葉の包含層を掘り抜

いた縄文時代晩期前葉の土坑と考えられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の土器片が１１点、後期中葉１

点、後期後葉１５９点が出土している。１～３は深鉢口縁部片

で、口縁部は細かい刻みか小波状の口縁部で、器壁も薄く、

堂林式新段階から三ツ谷式期に相当する。

Ｐ３７０（図１３ 図版１６）

遺構 Ⅱ層からⅢ層にかかる斜面で検出した長径約１８０㎝短

径約１３０㎝の小判型の土坑である。斜面に掘られているため

坑底面には一部Ⅱ層の面が残る。覆土はパミスやローム粒が

混じるⅡ層で、出土遺物から判断すると縄文時代後期中葉と

考えられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片が３点、後期中葉の破
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片１点が出土している。

Ｐ３７１（図１３ 図版１６・１７）

遺構 Ⅲ層で検出した長径約８０㎝短径約６５㎝の小判型の土坑

である。覆土は全般にパミス混じりのⅡ層で、覆土には縄文

時代後期後葉の土器片が比較的多く含まれ、ＭＣ盛土を掘り

ぬいているものとみられる。このような状況から、縄文時代

晩期前葉の土坑と考えている。

遺物 覆土からは後期後葉の破片２８点や石鏃などが出土して

いる。１は黒曜石製の石鏃で、形状の特徴から判断すると縄

文時代後期後葉のものとみられる。２は深鉢口縁部片で、小

波状の口縁部とその下位に爪形文が施される御殿山式期相当

の破片である。

Ｐ３７２（図１３ 図版１６）

遺構 Ⅲ層で検出した直径約１２０～１３０㎝のおおよそ円形の土

坑である。覆土はパミス混じりのⅡ層で黒褐色土である。覆

土からは縄文時代中期の土器片１点のみが出土、遺物量は少

ないが、このような状況はＰ３５８やＰ３６０の特徴と似ており、

時期も縄文時代中期の土坑と考えられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片１点のほかは剥片が１

点出土している。

Ｐ３７３（図１３ 図版１６・１７）

遺構 Ⅲ層で検出した長径約１６０㎝短径約１００㎝の小判型の土

坑である。覆土にはローム粒の混じるⅡ層が入る。遺物は縄

文時代後期後葉の土器片が少数出土しているが、樹の根穴も

多く混入とみられる。時期は最も多く出土した縄文時代中期

と考えられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片７０点、後期後葉の破片

４点が出土している。１は胴部片で、内面は磨かれ器面の貼

付帯は半截竹管による押引きが施される。２は底部片で、胎

土に繊維を含む。

Ｐ３７４（図１４ 図版１６）

遺構 Ⅳ層で検出した直径約１００～１１０㎝のほぼ円形の土坑で

ある。覆土上位にはⅡ層、下位にはパミスやⅢ層の混じる黒

褐色土層である。覆土からは縄文時代後期後葉の破片が出土

していることから、縄文時代晩期前葉の土坑と考えている。

遺物 覆土からは後期後葉の破片が２点出土している。

Ｐ３７５（図１４ 図版１７）

遺構 Ⅲ層で検出した長径約１００㎝短径約８０㎝の楕円形の土

坑である。覆土上位にはⅡ層が落ち込み、下位はⅣ層やⅡ層

が薄く互層に堆積しており、埋め戻しの様相を呈する。覆土

中と坑底付近には長径約２０㎝の円礫が２点入る。出土遺物か

ら判断して縄文時代中期の墓とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片が１０点出土しているほ

か、礫２点などが出土している。

Ｐ３７６（図１４ 図版１７）

遺構 Ⅲ層で検出した直径約１１０㎝の円形土坑である。覆土

にはⅡ層にローム粒やⅢ・Ⅳ層が混じった黒褐色土が入る。

覆土中には縄文時代後期後葉の遺物が多数入ることから、Ｍ

Ｃ盛土を掘りぬいた縄文時代晩期前葉の土坑とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片が４点、後期後葉の破

片１０８点が出土しているほか、石鏃２点やスクレイパー、剥

片などが出土している。１、２は黒曜石製の石鏃で、１は破

損品である。３、４は深鉢片で、３は小波状口縁に突瘤文が

施される。４の口縁部にある爪形文より下は無紋である。

５、６は壷あるいは注口土器の胴部・頚部片である。７は小

形の土器の底部片。

Ｐ３７７（図１５ 図版１８・１９）

遺構 Ⅲ層で検出した長径約１３０㎝短径約１１０㎝の長円形の土

坑である。覆土は上位と下位に比較的Ⅱ層を多く含む土が入

り、そのほかはⅣ層主体の黄褐色土層により埋め戻されてい

る。覆土中には縄文時代後期後葉の遺物が多数入ることか

ら、同時期の包含層を掘りぬいているとみられ、この状況か

ら縄文時代晩期前葉の土坑とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代前期の破片が３点、中期の破片が

３点、後期後葉の破片１４２点のほか、スクレイパー類や砥石

などが出土している。１、２、５は堂林式新段階から三ツ谷

式期に相当する深鉢とみられる。地文には羽状縄文が施さ

れ、１、２の口縁部は小波状である。３、４は同一個体片で

ある。胴部にゆるやかなくびれをもつ無紋の深鉢とみられ、

頚部には３条の沈線文にＡ状の突起が付される。御殿山式か

ら大洞Ｂ１式相当の土器とみられる。６は黒曜石製のつまみ

付きナイフである。

Ｐ３７８（図１５ 図版１７）

遺構 Ⅳ層で検出した長径約２００㎝短径約１７０㎝の土坑であ

る。覆土上位には縄文時代後期後葉の遺物を多量に含む黒色

土が入り、覆土下位には遺物は少ない。断面から、縄文時代

中期の土坑と晩期前葉の土坑が重なったものとみられる。

遺物 覆土からは縄文時代早期の破片が１点、中期の破片が

２６点、後期後葉の破片５６点が出土しているほか、台石片など

も出土している。１は堂林式から御殿山式に相当する鉢形土

器の口縁部片で、器壁は薄い。

Ｐ３７９（図１６ 図版１９・２０）

遺構 Ⅳ層で検出した長径約８５㎝短径約８０㎝のほぼ円形の土

坑である。覆土はⅡ層にローム粒やパミスを含む黒褐色土層

で、覆土下位には特に炭化物が多く含まれる。包含層を下げ

た後に調査したため確認面からの深さは浅いが、縄文時代後

期後葉の遺物を多く含むことから、ＭＣ盛土を掘りぬいた晩

Ⅳ 遺構と遺物
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期前葉の土坑とみられる。

遺物 覆土からは後期後葉の破片６３点が出土している。１～

３は壷形あるいは注口土器の破片で、２、３は同一個体であ

る。口縁部は開かず、すぼまった胴部端を若干直立させて口

縁部を作り出している。文様は口縁部付近にのみ施される。

盛土と土坑の破片が接合したものである。文様から三ツ谷式

期に相当するものとみられる。

Ｐ３８０（図１６ 図版１８・１９）

遺構 Ⅳ層で検出した長径約１５０㎝短径約１４０㎝のほぼ円形の

土坑である。覆土は上部にⅡ層が多く含まれる黒色土、下位

にはⅣ層を多く含む黒褐色土層になっている。包含層を下げ

た後に調査したため確認面からの深さは浅いが、後期後葉の

遺物を多量に含むことから、ＭＣ盛土を掘りぬいた縄文時代

晩期前葉の土坑とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片が２点、後期後葉の破

片３７２点が出土しているほか、礫などが出土している。１～

７は深鉢片である。１、２は口縁部に突瘤文が施され、１は

無紋のやや小ぶりな深鉢片２は小波状の口縁部をもち、突瘤

文の下位には２列の爪形文が施される。３～８は口縁部に無

文帯があることや玉抱き三叉文の存在などから晩期前葉の資

料とみられ、本土坑にはそのような時期の破片が多くみられ

る。３は突起上面に三叉文その下には玉抱き三叉文が施され

る。口縁部には爪形文が退化したとみられる刻み目が施され

玉抱き三叉文の中心には補修孔が空けられる。８の口唇部は

爪形文により斜めに刻まれ、口縁部には２列の刺突文が施さ

れる。器形は浅鉢の可能性がある。９は壷形あるいは注口土

器の破片である。器面には竹管状工具による刺突列が施され

る。掲載遺物のなかには、ある程度接合している資料もある

が、遺構出土の破片どうしで接合したものではなく、周辺の

盛土遺構中の破片に土坑中の破片が接合したものである。

Ｐ３８１（図１７ 図版－）

遺構 Ⅳ層で検出した長径約９０㎝短径約６５㎝の長円形の土坑

である。覆土はパミス混じりのⅡ層である。Ⅳ層面で確認し

ているため、残りは浅い。覆土からは縄文時代後期後葉の土

器片が出土していることから、晩期前葉の土坑とみられる。

遺物 覆土からは後期後葉の破片２２点が出土している。

Ｐ３８２（図１７ 図版－）

遺構 Ⅳ層で検出した長径約７５㎝短径約６０㎝の小判型の土坑

である。覆土はⅣ層とパミス混じりのⅡ層である。包含層を

下げた後に確認しているため、浅い土坑となっている。残り

の悪い土坑ではあるが、覆土からは縄文時代後期後葉の土器

片が出土していることから、晩期前葉の土坑とみられる。

遺物 覆土からは後期後葉の破片１０点が出土している。

Ｐ３８３（図１７ 図版１８・１９）

遺構 Ⅳ層で検出した長径約１１０㎝短径約８５㎝の小判型の土

坑である。覆土は全般にパミスが混じるⅡ層が主体である。

包含層を下げた後に確認・調査したため浅いが、縄文時代後

期後葉の遺物を多量に含むことから、ＭＣ盛土層を掘りぬい

た縄文時代晩期前葉の土坑とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片が１点、後期後葉の破

片２０３点、石鏃やスクレイパー類、土製品などが出土してい

る。１は黒曜石製の石鏃で、形状の特徴から縄文時代後期の

もとみられる。２は頁岩製の石錐である。３は土製垂飾品片

で、上部の突起に孔が空けられ、形状は環状だったと推測さ

れる。表面には縄文・沈線文が施される。４、５は深鉢口縁

部片で、５は口縁部の突瘤文を施文した後に内面の調整が施

されている。６は壷形あるいは注口土器の無文の口縁部片。

７は壷形とみられる復元個体である。復元に使用した４５片の

うち、本土坑の破片は１点のみで、ほかは周辺の包含層から

出土した。口縁部は無紋で細かい縄文が施された胴部との境

には刻みが施される。底部は上げ底で肩部の文様には三叉文

が施される。８、９は大きさから見て深鉢の底部片とみられ

る。８の底部中央には焼成前に貫通孔が空けられている。こ

のように底部に焼成前に穿孔される例は、恵庭市カリンバ３

遺跡や本遺跡で時折みられるが、大型底部片の例は少ない。

６、７は御殿山式から晩期前葉にまで相当しそうである。

Ｐ３８４（図１７ 図版２０・２１）

遺構 Ⅳ層で検出した長径約１００㎝短径約８５㎝の小判型の土

坑である。覆土はパミス混じりのⅡ層である。包含層を下げ

た後に確認しているため、残りは浅いが、覆土からは縄文時

代後期後葉の土器片が多数出土していることから、ＭＣ盛土

を掘りぬいた晩期前葉の土坑とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片が１点、後期後葉の破

片９４点が出土しているほか、石鏃やスクレイパー類が検出さ

れている。１～３は黒曜石製の石鏃で、形状の特徴から判断

すると縄文時代後期の所産とみられる。４は鉢形の口縁部片

とみられる。

Ｐ３８５（図１８ 図版２０・２１）

遺構 Ⅲ層で検出した直径約１３０㎝のほぼ円形の土坑であ

る。覆土上部はⅣ層主体の黒褐色土層で、坑底付近に黒色土

が入る。残りは浅いが、覆土からは後期後葉の破片が多量に

出土したほか、続縄文期（赤穴式）の破片が出土している。

このことより後北Ｃ２Ｄ式期の土坑とみられる。

遺物 覆土からは少量の縄文時代早期・中期の破片のほか、

後期後葉の破片１４８点、続縄文期の破片１１点などが出土して

いる。１～４は同一個体片で、いずれも赤穴式に相当する。

底部は平らに調整され、胴部には絡縄体やあやくり文が施さ

れる。

―５６―



Ｐ３８６（図１８ 図版２０・２１）

遺構 Ⅲ層で検出した長径約６５㎝短径約５５㎝のほぼ円形の土

坑である。土坑の中央には長径３０㎝を越える大型の礫が入

り、覆土上部はⅣ層主体の黒褐色土層、坑底付近にⅡ層主体

の黒色土が入る。包含層を下げた後に確認しているため、残

りは浅いが、覆土からは縄文時代後期後葉の土器片が多く出

土しているほか、土坑内から後北Ｃ２Ｄ式期の破片が少量出

土していることから同時期の土坑とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代後期後葉の破片４１点、続縄文期の

破片４点などのほか耳栓の破片などが出土している。１は凝

灰岩製の玉の破片で、土壌水洗で見つかったもの。２～４は

縄文時代後期後葉～晩期前葉の破片である。５は後北Ｃ２Ｄ

式期の口縁部片である。

Ｐ３８７（図１８ 図版２０・２１）

遺構 Ⅳ層で検出した長径約１００㎝短径約８０㎝の不整形であ

る。覆土にはⅡ層主体の黒色土が入る。残存する土坑の深さ

は８㎝と浅いが、覆土からは後期後葉の土器片が出土してい

ることから、ＭＣ盛土層を掘りぬいた晩期前葉の土坑とみら

れる。

遺物 覆土からは縄文時代後期後葉の破片２９点、石斧片など

が出土している。１～３は深鉢片１、２には突瘤文、２には

爪形文、３は口縁部の摩消し下位に１条の沈線文があり、剥

離しているがＡ状の突起があったとみられる。４は無紋の鉢

の底部片とみられる。これらの土器も御殿山式から晩期前葉

のものとみられる。

Ｐ３８８（図１９ 図版２０）

遺構 Ⅳ層で検出した直径約７０㎝のほぼ円形の土坑である。

覆土にはⅡ層主体の黒色土が入る。包含層調査後に検出して

いるため残りは浅いが、覆土からは多数の縄文時代後期後葉

の土器片と後北Ｃ２Ｄ式期の破片が出土しているため、時期

は後北Ｃ２Ｄ式期とみられる。

遺物 覆土からは後期後葉の破片４２点、後北Ｃ２Ｄ式期の破

片４点、スクレイパー、台石片などが出土している。

Ｐ３８９（図２０～２３ 図版２１～２３）

遺構 Ⅲ層で検出した長径約１５０㎝短径約８５㎝の長円形の土

坑である。覆土にはパミス混じりのⅡ層が入る。本土坑は平

成１３年度と１４年度の調査区の境に検出されたもので、平成１３

年度では土坑扱いではなく、一括遺物４として調査され、遺

物検出も同年にほぼ終了していた。また、土坑の南半分の遺

物はこの時点で取り上げ、出土した土器と石皿片は『西島松

５遺跡（２）北埋調報１９４』に報告済である。平成２０年度の

整理のさいに本土坑の一部が報告されていることに気付き、

割れた石皿９と報告済みの破片が接合するのではと確認した

ところ、土坑の中央付近から出土したと石皿片がまとまり、

ほぼ完形品の石皿となった。風倒木の窪みに落ち込んだ縄文

時代前期の遺物である可能性もあったが、半分以上が掘り終

えている遺構から、その確認も出来なかった。出土遺物から

判断して、縄文時代前期前葉の静内中野式期相当の土坑とみ

られる。

遺物 遺構覆土からは縄文時代前期の破片１９３点、後期後葉

の破片３点、凝灰岩製の石皿片１０２点が出土した。１、２は

静内中野式相当の土器で、口径が約４０㎝ある大型の鉢であ

る。１は内面が無紋で、２は内面にも縄文が施される。３～

７のうち、内面が無紋の３、４、５は１と同一個体片とみら

れ、内面に縄文のある７は２と同一個体片とみられる。６は

底部付近の破片であるが、どの個体のものかは不明である。

８は砂岩製の砥石、９は安山岩製の石皿である。１０は凝灰岩

製の石皿で、両面が利用されている。また、表面は被熱して

おり、赤く変色している部分がみられる。

Ｐ３９０（図１９ 図版２３）

遺構 Ⅲ層で検出した長円形の土坑である。覆土にはⅡ層主

体の黒色土が入る。包含層調査中に後期後葉の破片が集中し

て出土することから確認した土坑である。断面は遺物を取り

上げ後に調査しているため浅い。遺物のほとんどは断面より

高い位置で出土した。ＭＣ盛土層を掘りぬいた縄文時代晩期

前葉のものとみられる。

遺物 遺構上からは後期後葉の破片１５７点、石鏃２点、スク

レイパー類１点などが出土した。１は黒曜石製の石鏃。２、

３は同一個体片で、包含層と接合したもの。４は注口土器の

口縁部片とみられ、５は鉢の胴部片である。

Ｐ３９１（図１９ 図版２３）

遺構 Ⅳ層で検出した長径約１００㎝短径約８０㎝の小判型の土

坑。覆土にはⅣ層を含む黒褐色土が主体で、埋め戻しの状況

である。時期は不明である。

遺物 土坑覆土からは遺物は出土していない。

Ｐ３９２（図１９ 図版２４）

遺構 Ⅳ層で検出した長径約８０㎝短径約５０㎝の長円形の土坑

である。覆土上位にはⅡ層にローム粒を含む黒色土が主体

で、下位にⅣ層を主体とする黄褐色土が入る埋め戻しの状況

である。遺物が出土しなかったが、付近には形態が類似する

土坑が１列に並ぶ様子があるため、それらの時期と同じ晩期

中葉の墓ではないかと考えている。

遺物 土坑覆土からは遺物は出土していない。

Ｐ３９３（図２４ 図版２４）

遺構 Ⅳ層で検出した長径約６０㎝短径４５㎝の楕円形の土坑で

ある。覆土にはⅣ層が混じりのⅡ層が入る。覆土からは後期

後葉の破片が出土しており、検出された位置とあわせ晩期前

葉の土坑とみている。

遺物 覆土から後期後葉の土器片が１点出土している。

Ⅳ 遺構と遺物
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Ｐ３９４（図２４ 図版２４）

遺構 Ⅳ層で検出した長径約７５㎝短径約７０㎝のほぼ円形の土

坑である。覆土にはパミスを含むⅡ層が入る。土器片が出土

していないため土坑の時期は不明である。

遺物 １は土坑中央から出土した凹み石である。

Ｐ３９５（図２５・２６ 図版２４～２７）

遺構 平成１４年度と１５年度の調査区境付近で検出され、平成

１５年最初に手がけた土坑である。ⅡＣ層上面で検出し、長径

約１３５㎝短径約１２０㎝の楕円形の土坑である。平成１４年度の調

査範囲は本来２６ラインであったが、擦文時代の住居址Ｈ２０

（全体図参照）の煙道を調査するため、幅１５�奥行き２�

で、調査範囲を拡張した。付近はＭＣ盛土が堆積し、遺物も

多い場所である。平成１５年度の調査は、年度境の断面を記録

することから始め、最初に２�の突出している部分を調査し

た。包含層を下げはじめ、まもなく１３の「お猪口」形ともみ

なせる土製品を検出した。包含層から土製品が出土すること

は珍しくもなかったため、これを取り上げるよう指示する。

しばらくすると、また同形の土製品１４が出土した。土製品が

立て続けに出土することもあり得るほどの包含層の濃さであ

ったため、再びこれも取り上げるよう指示した。まもなく同

形の土製品１２が出土する。さすがに３個の同形の土製品がま

とまって出土するのは人為的と考え、周囲の精査をおこなっ

た。その結果Ⅱ層の黒色土面にⅣ層が混じる黒褐色土の落ち

込んでいるのを確認した。落ち込みの中央は黒色土で、土器

片が多数入っているのが解った。一見これらの土器片にまと

まりはなく、あるいは包含層の落ち込ともみえたが、ある程

度掘り下げてみると、土器がまとまって検出される。付近に

拡がるＭＣ盛土内の遺物出土状況とは異なるため、このよう

な状況は遺構に伴うものと判断できた。

土器が集中して出土したのは覆土上位の層までで、覆土中

位からはⅣ層がブロック状に入る褐色土となる。坑底ではベ

ンガラ層が南西側に片寄って認められ、ベンガラ層よりサメ

歯穿孔品や玉類、ナイフなどが出土した。復元された土器か

ら、本土坑は縄文時代晩期初頭期の墓とみられる。

遺物 １は無紋の注口土器で、底部と注口部先端が欠損す

る。外面は磨かれているが、内面の調整はやや雑である。頚

部にはＡ状の突起を付した粘土が貼付される。注口の付け根

には二重の沈線が付され、注口下は三叉文状に刻まれてい

る。底部は欠損し、尖底か乳房状突起が付されていたかは不

明であるが、胴部の最大径が胴部の中心より下にくること

や、底部の平たい立ち上がりなどに晩期初頭期の要素があ

り、本個体を晩期初頭期とみた。２の壷形土器は底部を欠損

するが、上げ底であったとみられる。器面には縄文が施され

頚部にはＡ状の突起が施される。胴部上半分には沈線で渦巻

きなどの不規則な文様が施され、その間に三叉文状の沈線文

が施される。内面は丁寧になでられる。１、２は覆土上部に

口縁部を上にした状態で並んで検出された。３は小形で無紋

のキャリパー形土器である。口縁部は楕円で、長径９．２㎝短

径８．１㎝である。（実測図は長径側から）頚部と底部の器台に

１条の沈線文が施され、頚部内面にも稜線を作り出してい

る。２０は３の器形をミニチュアにしたものとみられ、破片の

下位に括れがある。また、口縁部には１対の穿孔が施され

る。４は３の器形の口縁部を除いた形で、胴部はゆるやかに

内反する。器台部との境に沈線文が施され胴部には縄文、台

部は無紋である。口縁部に一ヵ所、焼成前に孔が空けられて

いるが、反対側の破片が無いため対の孔かどうかは不明であ

るが、２０の例から対であったとみられる。これも土坑の上部

出土だが、破片が細かく取り上げ時の記録がない。５、６も

土坑上部から出土した破片の接合を試みたところ、包含層の

破片も合わせて形になった小形の深鉢である。５の口縁部に

はＡ状の突起に沈線文が、６の口縁部にはＡ状の突起のみが

付される。破片の残存率が低いが、包含層のと接合でここま

で復元されるのは、やはり土坑に伴っていたと考えられる。

７～１１は無紋の台付ミニチュア土器で、底部片の１６作りと砂

粒を多く含む胎土から同じものである。１２～１４の「お猪口

形」のミニチュア土器は上下が不明であるが、台付ミニチュ

ア土器と比べると胎土の砂粒は少なく割れ口が黒い特徴があ

る。同グリッドから出土した１５はお猪口形と同じものとみら

れ、本土坑に伴うものと考えた。１７～２０は土坑上部から出土

した、別のミニチュア土器の破片である。断片的なため器形

は不明であるが、胎土や焼成の特徴はお猪口形に似る。ミニ

チュア土器の焼成の違いは、同じ墓の副葬品の製作者が異な

る可能性もある。２１は覆土上部の破片と包含層の接合資料

で、文様の特徴から判断して晩期前葉のものとみられる。２２

～２４はアオザメ上顎歯を利用したサメ歯穿孔品である。いず

れも歯根部は腐食して失われているが、歯根側に穿孔の痕跡

が認められる２５はツノガイ化石である。貝殻に詰まった泥に

穿孔しようとした痕跡はあるが、貫通していない。２６～４１は

玉類である。出土した１６点すべてが緑泥石岩製で、多くが土

壌水洗で見つかった。２６は棗玉状で破損している。４２は黒曜

石製の石鏃、４３は坑底部出土の頁岩製のナイフである。

Ｐ３９６（図２４ 図版－）

遺構 平成１４年度と１５年度の調査区の境を土層観察するため

掘り下げたところ半分が検出された。本土坑上には後期後葉

の焼土が重なることから、それより下位から掘られている。

出土遺物から判断すると縄文時代中期とみられる。

遺物 覆土より縄文時代中期の破片５点が出土している。

Ｐ３９７（図２４ 図版２３・２８・２９）

遺構 ⅡＣ層面でパミスやローム粒の混じる黄褐色土が長円

形に落ち込む状況で検出した、長径約１２０㎝短径約５０㎝の長

円形の土坑である。本土坑周囲では同時にＰ３９８～Ｐ４０２を検

出、どの土坑も黒色のⅡＣ層面に黄褐色土が落ち込む状況で

検出された。覆土はパミスやローム粒が混じる、埋め戻し
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で、周囲の土坑と同時期の御殿山式期相当の墓とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片２５点、後期後葉の破片

１８点などが出土している。１は後期後葉の深鉢胴部片で、羽

状縄文が施される。

Ｐ３９８（図２７～３０ 図版２８～３２）

遺構 重機による表土除去の際に本土坑とＰ３９９が黒色土中

に認められ、同時に土坑上に土器片１０４が確認された。周辺

を精査したところＰ３９７～Ｐ４０２の６基の土坑を検出したの

で、このうちの３基に着手した。後に、これらの土坑は御殿

山式期の墓域の中心に位置するものと判断した。その根拠の

ひとつは、６基のうち５基から漆製品や玉類などの副葬品が

検出されたからである。Ｐ３９８は６基のうち最も規模の大き

なもので、ⅡＣ層面にⅣ層の黄褐色土層、Ⅱ層とⅣ層の混土

である黒褐色土、包含層のⅡ層の落ち込みが同心円状に重な

り検出された。断面を観察すると、中央のⅡ層の落ち込みは

浅く、その直下の黒褐色土層から注口土器１０５と、台付鉢と

みられる１０４の破片がまとまって検出され、断面残り側から

は、ばらばらに割れた漆製品１０３が検出される。自然層の落

ち込みであるⅡ層の直下から検出されているため、これらの

遺物は地表面付近に置かれたものとみられる。覆土下位の南

側には炭化物層が入り、櫛や玉類はその上面から出土してい

る。北側には炭化物層は無く、坑底面にはベンガラ層が検出

され、玉の一部はその上面より検出した。覆土外側に堆積す

るⅣ層の埋土は坑底縁を取り囲むように堆積し、黒褐色土層

は土坑の中央に隅丸方形に落ち込む。炭化物層やベンガラは

こく黒褐色土層の下位に添って堆積することから、本土坑の

被葬者は何かに包まれて埋葬されている可能性があり、１１１

の石斧は炭化物範囲の外側に位置しすることから直接坑底に

置かれたものと考えられる。復元された注口土器は御殿山式

期のものである。

遺物 １～１０１は玉類である。坑底面付近から検出された玉

類には、まとまって出土したものと散らばって出土するもの

があった。玉類の図示にあたっては、玉の連なりをある程度

復元している。本土坑では、出土状況をもとにから３つの分

布域ごとに示した。１～２８は坑底面の櫛より南側からまとま

って検出されたもので、本土坑出土の琥珀玉４点すべてが含

まれている。４点の内、出土状況図の赤番１１２が破損のため

未実測である。残りは７、１９、２１が琥珀製である。７は勾玉

状であったが、劣化が著しく、２つに割れた玉の下側のみを

実測したものである。２９～７０は連なった状況で出土した。玉

の脇には人歯があることから、首にかけていたものとみられ

る。この連珠には勾玉状の玉は含まれない。７１～１０１は坑底

面付近で散らばって出土したものである。当初から坑底付近

に散布した状況であった可能性もある。９３、９５はツノガイ化

石を利用したもの。この２点はもともと別物で、９５は両端か

ら穿孔され、９３は自然の孔を利用したものである。１０２は結

歯式の竪櫛（以下櫛とよぶ）である。色調は赤系で、透かし

がある。歯は１２本で、幅９．７㎝、高さ５．４㎝ある。四隅に三角

形、中央には工字とそれをかこみ「（ ）」形の透かしが施さ

れる。１０３～１０５は覆土上部から出土した。１０３は漆製品だ

が、小片に砕けているため、形状は不明である。１０４は鉢形

土器である。底部は剥離しており、造りは不明だが残存状況

から台部の径は４㎝以下で、高さのある台が付いていた可能

性がある。１０５は注口土器である。注口下部には３つの貼瘤

があり、ほとんど剥離しており図では解りにくいが、口縁部

と肩部の境と胴部最大径の付近に連続するＡ状の突起が貼付

されていた。底部は丸く調整された後に径約５㎝の台が付け

られる。文様は肩部のみで、連続する入り組み文の間に刻み

や三叉文が施される。１０６～１１０は覆土中の遺物で、包含層か

らの流れ込みとみられる。１０６、１０７は堂林～三ツ谷式期相当

の深鉢口縁部、１０８、１１０は黒曜石製、１０９は頁岩製のつまみ

付きナイフ。１１１は坑底部西側から出土した泥岩製の石斧で

ある。全面敲打による調整がなされ、刃部と側面を研摩す

る。

Ｐ３９９（図３１～３５ 図版２９・３２～３６）

遺構 重機による表土除去の際にⅡＣ層面で、Ⅳ層と黒褐色

土（Ⅱ層とⅣ層の混土）が円形に落ち込むのが認められた。

周辺を精査したところＰ３９７～Ｐ４０２の６基の土坑が検出さ

れ、このうち３基を同時に着手した。本土坑は縄文時代後期

中葉ころの焼土を切っている。検出面の中央にはⅡ層が薄く

落ち込み、直下の黒褐色土から深鉢胴部片（５１ほか）が出

土、当初は包含層の流れ込みと見ていた。

断面側を下げる際に注口土器（４６）などがまとまって検出

され、その周りからも同じ深鉢の胴部片が出土し、注口土器

と深鉢が副葬されていたものとみている。覆土中位には主に

Ⅳ層起源の褐色の土層で埋め戻され、覆土下位にはベンガラ

を含む黒褐色の土層が堆積し、この層から漆製品の破片や玉

類が散らばった状況で検出された。櫛はすべて透かしのある

もので、出土位置は坑底の北西側にかたよっている。破片の

ため厳密な点数ではないが、部位の重複を考えると出土した

櫛は８点である。これらの櫛の位置と櫛の下から人歯が出土

したことから判断して、頭位は北西とした。櫛のほかには環

状漆塗製品とみられる破片がおもに坑底南側に散布してい

た。破片の観察から、耳栓ほどの小形のものから、色調では

オレンジ系のもの、赤系のものがあり、最低でも３個はあ

る。玉類も坑底全域に散在して２１点が出土した。本土坑は規

模が小さく、装身具は大きく落ち込み、ばらばらになったと

みられる。

遺物 １～１１は櫛を示した。番号に（ ）が付いたものは、

復元想定図である。現地調査では漆製品は土ごと取り上げて

いるが、後に土から分離できたのは１のみである。四隅に三

角形、中央には工字状とそれをかこむ「（ ）」形の透かしが

施される櫛は１、２、３、４、５の５点で、それらの破片と

みられるものが１０、１１である。なお、７の破片は５の復元に

Ⅳ 遺構と遺物
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利用している。これら８点のうち、１には頂部の突起下にも

三角形の透かしがあけられており、カリンバ３遺跡の出土品

例では、頂部の両突起の間の形状は、弧線状ではなく、方形

あるいは円形に切り込まれたものだったと考えられる。中央

に円形あるいはひし形の孔を空け、その両端にそれぞれ三つ

の三角形の透かしをあけた、合計７ヵ所の透かしもつ櫛が

６、８、９の３点である。１２～２１は環状漆製品の破片であ

る。遺物の状態から復元は困難であり、想定図はないが、１７

は直径３㎝ほどの小形の環状漆製品とみられ、１６は環状漆製

品の装飾部の破片で、厚みのある破片には円形の突出部が付

いている。色調は、１２、１３の右側にある小片群、１４の右下の

破片、１５の右下側の破片がオレンジ系の破片で同一製品とみ

られる。のこりの破片は赤系の色を呈する。２２～４３はばらば

らに出土した玉類である。２２～２５はいわゆる勾玉で、長径が

１．５㎝以下のものは本遺跡では最小の部類に含まれる。同様

の製品は隣に位置するＰ３９８内から散らばって出土した玉に

もみられる。Ａ類に分類される玉類には緑泥石岩製３６～４３と

緑色凝灰岩製２６～３５があり、後者のほうが大きい。４４、４５は

覆土から出土した黒曜石製の石鏃と砂岩の砥石片である。４６

は覆土上位で倒れた状態でつぶれて出土した御殿山式相当の

注口土器である。上げ底で、胴部は丸く、口の大きい注口

で、口唇部には幅広で上に出る突起と斜め横に突出する突起

が交互に並び、口縁部と胴部の境にはＡ状の突起が並ぶ。胴

部の文様は注口部を中心に胴部真横付近まで施されている。

沈線文による入組文系の文様のあいだには切り込まれた三叉

文が施される。４７の破片の一部は注口土器の上から出土し

た。注口土器の４６より４７の破片は散らばっていたが、覆土上

位や同グリッドの包含層片が接合し、復元できた小形の深鉢

である。底部は丁寧な作りの上げ底で、口縁部に突起はない

とみられる。口縁部と胴部下位、底部の境に２条の沈線が施

され、口縁部と胴部の沈線の間には刻みが施される。胴部上

位には入組文系の文様が施される。４８～５０は深鉢口縁部片、

５１は胴部片で、５０と同一個体である。本土坑からはほかにも

同一個体の胴部片が出土している。５２は深鉢底部片で上げ底

である。５０、５１は同一個体片かは不明である。

Ｐ４００（図３６ 図版２９・３７）

遺構 ⅡＣ層面で、黒褐色土（Ⅱ層とⅣ層の混土）が小判型

に落ち込むのが認められた。周辺には縄文時代後期中葉以前

の焼土Ｆ４０２があり、土坑はこれを切っている。覆土上位に

はⅡ層が多く含まれる黒色土が落ち込み、中位にはⅣ層やⅢ

層、焼土などが混じる暗褐色土、坑底付近には、ベンガラを

わずかに含む黒色土で埋められている。覆土中からは中期の

破片１０点、後期後葉の破片６１点、石鏃、石錐などが出土して

いる。土坑上面は削平されている。坑底の西側にはわずかに

ベンガラが散布され、壁際から櫛３点が重なって検出され

た。いずれの櫛も透かしのあるタイプであるが、この３点を

土から分離することは出来なかった。そのため重なった下位

にある櫛の詳細は不明である。

遺物 １～２は櫛である。１の色調は朱色で、中央に円形の

孔を空け、その両端にそれぞれ三つの三角形の透かしを空け

た、合計７ヵ所の透かしもつ櫛である。２は四隅に三角形、

中央には工字とそれをかこみ「（ ）」形の透かしが施される

櫛である。色調は黒ずんでいるが、表面の赤い塗膜が剥がれ

ているようである。出土状況に赤の８で示した位置に残りも

う１点の櫛がある。図上でも詳細を確認するのは困難である

が、数ヵ所に透かしがあることが認められる。色調は朱色で

ある。３つの櫛の出土位置は、１と赤の８が並んでいる上に

２の櫛が乗っている。３、４は石錐である。３は頁岩製で先

端部にアスファルトが付着したように黒ずんでいる。４は黒

曜石製で、刃先と側縁は使用痕で丸く摩滅している。５は石

槍またはナイフと分類されている。黒曜石製で全体に被熱

し、光沢を失っている。６、７は覆土に流れ込んだ土器片と

みられる。堂林式の新しい段階から御殿山式に相当するもの

とみられる。６は深鉢口縁部片で、波状の沈線文が施されて

いる。７は３点が接合した鉢形土器の破片である。６、７の

破片はいずれも被熱している。

Ｐ４０１（図３７・３８ 図版３８・３９）

遺構 ⅡＣ層面で、Ｐ３９８、Ｐ３９９と並ぶ位置で黄褐色土が小

判型に落ち込む状況で確認した。Ｐ３９８、３９９とともに着手

し、本遺跡で最初に漆製品が発掘された土坑である。覆土は

中位と下位には黒色土層が筋状に入るが、ほかはⅢ層やⅣ層

などがブロック状に混ざり合う、埋め戻しの土層である。土

層断面を頭位側である西側から切ったため、土坑の壁出しを

行っている際、１の櫛左側に移植の先端が当たり破損させた

が、そのことで、漆製品が存在することが判明した。周囲の

土坑からも漆製品の検出があいついだので土坑の分布範囲の

確認を優先した。そして、このあと７グリッドほど離れた場

所で確認されている土坑４基（Ｐ４０４～４０７）の調査に着手し

た。Ｐ４０１は覆土中からまとまった遺物は出土しなかった

が、坑底面から別な櫛の破片３と環状漆塗製品２点、玉類が

検出された。南側の環状漆塗製品は完形で出土したが取り上

げ時に破損した。

遺物 １～５は漆製品である。１、３は櫛で、１は土から分

離できなかった。四隅に三角形、中央には工字が上下に分か

れたような、十字形と三角形の透かしを空け、下位の十字形

のまわりに「（ ）」形の透かしが施される櫛である。３は櫛

の中央部分の破片で、工字と周りの「（ ）」形の透かし部分

の破片である。観察する限り１と部分的に重複ヵ所があるの

で別な櫛と考えている。２の環状漆製品は土坑の南側から出

土し、推定で外径約１２㎝、内径約７．８㎝あるもので、出土時

には完形だったが、取り上げ時に破損させた。実測図は推定

で破片を並べたものであり、右下の破片が土から外れず、図

の展開をしていない。出土時に裏側だった部分に４、５はも

ともと１点の環状漆製品だったとみられるものである。二つ
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に分かれて検出されたが、取り上げ前に雨水が流入したので

状態を悪くした。これら漆塗製品の色調はいずれも朱色であ

る。６～１２は玉類である。石質は、すべて緑泥石岩製で６、

８は２の環状漆製品の横から、７は５の環状漆製品の下から

出土し、９～１２は２の取り上げ後に漆製品の下から出土した

ものである。６の垂珠は頂部に２ヵ所、背面に１ヵ所の刻み

が施される。７はいわゆる棗玉であるが、本遺跡出中もっと

もの厚みがある。１３は頁岩製の小形のつまみ付きナイフ１４は

堂林式新段階～三ツ谷式相当の深鉢口縁部。

Ｐ４０２（図３９ 図版４０・４１）

遺構 ⅡＣ層面で、Ⅲ・Ⅳ層が混じる黄褐色土が小判型に落

ち込む状況で確認された。覆土上位はⅣ層主体の黄褐色土、

覆土下位はⅡ層主体の黒色土層で埋められた、土色による埋

め分けがなされている土坑である。本遺跡ではこのような埋

土の土坑が多数あり、縄文時代後期後葉～末葉の土坑である

こと手がかりの１つと考えている。覆土下位の黒色土中から

は後期後葉の土器片が２００点出土しているが、これは流れ込

みのものと見られる。坑底部中央付近からは、木芯の玉に漆

を塗ったとみられる漆塗玉が２０点、玉類４点が検出された。

この付近には人歯の痕跡もあったことから一連の首飾りだっ

たとみられる。

遺物 １～２０は漆塗玉である。色調はいずれも朱色で、１～

３は土から分離することが出来た。その内１が唯一の完品

で、発掘時に土から分離できた。漆塗玉の芯の木質部は消失

し空洞になっており、形状は棗玉状で径約１２�、厚さ１９�で

ある。穿孔面は平らに削り、表面には５条の刻みを縦方向や

斜めに施す。ほかの漆塗玉もほぼ同形同大だったとみられる

が、つぶれた状況で重なって出土したものはそのまま固めて

いる。２１～２４は玉類で、木製の玉の間からややまとまって出

土している。２５は黒曜石製の石鏃、２６～２８は堂林式の新段階

～三ツ谷式相当の深鉢口縁部片である。これら土器片は包含

層から混入したものとみられる。

Ｐ４０３（図４０ 図版４１・４２）

遺構 ６基並んだＰ３９７～４０２の土坑の東側約２�のⅡＣ層面

で、Ⅱ・Ⅳ層が混じる黒褐色土が小判型に落ち込む状況で確

認された。６基並ぶ土坑のうちＰ３９７からは副葬品がみつか

らないため、これらの土坑の分布の外側に位置する土坑を調

査したものである。覆土上位と下位は、Ⅱ層にⅢ・Ⅳ層が混

入する黒褐色土、中位はパミス混じりのⅡ層で埋められてお

り、上部は削平されるが、土色による埋め分けをしたものと

みられる。坑底部北側壁際の覆土下位から漆製品の破片が出

土した。さらに、坑底面西側からは頭部の痕跡と人歯が検出

され、頭部わきからも漆の塗膜片が検出された。覆土下位か

ら出土した漆製品片は副葬品であった可能性が高い。

遺物 １は漆製品片である。環状漆塗製品としては形状的に

整合しない部分があり、容器片の可能性もある。２も漆片で

あり、幅の広さから櫛の破片かもしれない。色調はどちらも

朱色である。覆土からは縄文時代後期後葉の土器片が１５２

点、石器類が４８点、銛頭片が検出されているが、これらは包

含層からの混入とみられる。３は焼けた銛頭の破片とみら

れ、尾部には穿孔があり、側面には刻みが施される。４は黒

曜石製の石鏃、５、６は、珪質頁岩製のスクレイパー類、７

は砂岩製の砥石片である。８～１１は堂林式の新段階～三ツ谷

式相当の深鉢口縁部片である。

Ｐ４０４（図４１・４２ 図版４２～４４）

遺構 Ⅲ層近くまで削平された面で、Ⅲ・Ⅳ層が混じる黄褐

色土が長円形に落ち込む状況で検出された。本土坑周辺では

約１０基の土坑が確認され、このうちの隣接する４基にＰ４０４

～４０７までの番号を付け調査した。本土坑の覆土は黒褐色土

層と褐色土層が互層に入る埋め戻しの様相である。西側の壁

際、覆土中からは小形の環状漆塗製品の破片が検出され、坑

底面からは被葬者の頭部跡にベンガラが検出された。このこ

とは被葬者の上にベンガラが散布されたものとみられる。頭

部の周辺からは、頭上のベンガラ中からサメの歯が１点、頭

頂部から三角形の石製品１点、頭部左側から櫛が１点、頭部

左下からは刃部を体側に向けて小形の石斧１点が出土した。

坑底面の胸上付近からは動物意匠のある勾玉ほか３点の玉類

が、坑底中央付近では勾玉と小形の石斧が出土している。

遺物 １は櫛である。頂部の突起下には前後交互に６ヵ所の

四角い突起を有するが、これは１４本の櫛歯を束ねる際に太い

繊維を用い、両脇の２本には巻きつけ、間の１２本には交互に

縄を掛けて作り出した突出部に、下地の黒漆で形を整えたも

のとみられる。色調は朱色で、幅は９．３㎝、高さ５．５㎝ある大

型の櫛である。２は小形の環状漆塗製品片であったものだ

が、取り上げ前に乾燥のため形がくずれてしまった。Ｐ３９９

－１７に図示した漆製品と類似するものとみられる。３は体長

２�前後のホホジロザメの上顎右側の歯を用いたサメ歯穿孔

品とみられる。４～８は玉類である。４は二等辺三角形に加

工した素材の短片に３ヵ所の穿孔を加えたもので、サメ歯穿

孔品を模したともみられる石製品である。本土坑では、頭頂

付近で出土しているが、Ｐ４１１では被葬者の両耳付近から２

点、包含層から１点（北埋調報２０９）の出土例がある。５、

６は勾玉である。６の勾玉の上部には動物意匠とみられる加

工が施される。９、１０は緑色片岩製の石斧である。全面を敲

打による調整で形状を整えたのちに刃部や基部を作出したも

のである。長さが１０㎝前後の９ほどのサイズの石斧はしばし

ばみられるが、１０の長さ６㎝ほどのサイズのものはかなり小

型である。これらの石斧は刃部の傷などの使用痕がみられな

いことから、もともと副葬品として作られたものとみられ

る。覆土からは縄文時代後期後葉の破片６７点が出土してい

る。１１は堂林式の古手の壷形あるいは注口土器片で、頚部に

２段の刻みが施される。

Ⅳ 遺構と遺物
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Ｐ４０５（図４２ 図版４２・４４）

遺構 Ⅲ層近くまで削平された面で、Ⅲ・Ⅳ層が混じる黄褐

色土が小判型に落ち込む状況で検出された。本土坑の覆土は

黒褐色土層や褐色土層、黄褐色土層が交互に入る埋め戻しの

様相であるが、Ⅳ層を多く含む褐色土層は覆土の上位に多

い。坑底は平らで、西側には頭部らしき痕跡もあったが図示

するには至らなかった。埋土の状況と出土遺物から判断する

と縄文時代後期後葉の墓とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片４点、後期後葉の破片

４４点のほかフレイク１９点が出土した。１、２は堂林式の新段

階の深鉢口縁部片である。

Ｐ４０６（図４３～４５ 図版４２・４５・４６）

遺構 Ⅱ層下位まで削平された面で、Ⅳ層主体の黄褐色土が

小判型に落ち込む状況で検出された。覆土上位には、一部黒

色土が落ち込むが、そのほかは主に掘り返されたⅣ層が堆積

し、覆土下位は黒色土や黒褐色土層が交互に入る埋め戻しの

様相であるが、全体に黒色系の土で埋められていることか

ら、土色による埋め分けが行われている。上部は削平されて

いるにもかかわらず深さ約９０㎝あり、最も深い墓のひとつで

ある。坑底の南西側からは、被葬者の頭部とみられる有機質

な黒色土層の高まりがみつかり、付近から歯の痕跡も検出さ

れた。被葬者の左側からは、アスファルト塊とその下から石

器、フレイク類、が出土した。石鏃や石錐の出土位置や向き

がそろっている点から、石器類、フレイク類、を置いた後、

アスファルト塊、石斧、ナイフを置いたとみられる。アスフ

ァルト塊の端は石斧３４とつまみ付きナイフ１３に接する位置で

途切れ、下部はフレイクがささる状況だった。副葬品付近に

はベンガラ粒も観察された。

遺物 １～８は黒曜石製の有茎鏃である。１～６、８は副葬

品で、形状もほぼそろっているが、７は覆土中の遺物で、形

状も異なる。覆土出土の縄文時代中期の破片と同時期の石器

である可能性がある。９は頁岩製の石錐である。つまみの両

端には抉りが入り、装飾的な基部を持つ。この形態は縄文時

代後期後葉の特徴を示すものである。１０～２０はスクレイパー

類である。つまみ付きナイフとしたものは１１、１３、２０であ

る。１３はスクレイパー類中唯一頁岩製で、副葬品中最大の剥

片石器である。石斧３４と並んでアスファルト塊の端から出土

した。１２は破損しているがつまみ付きナイフであった可能性

はある。２１～３２はフレイク類である。副葬されたスクレイパ

ー類やフレイクは、ほとんどが赤井川産の黒曜石と見られる

が、２８は頁岩製、１７、２９は十勝産の黒曜石のようである。ま

た、赤井川産とみられるものも、白色に近いものから透明に

ちかい黒色のものまでその質感には幅があり、一つの母岩か

ら作られたものではないようである。これは遺跡に持ち込ま

れる赤井川産の黒曜石が小さいことに起因するのかもしれな

い。後に説明するＰ５９６は、縄文時代中期頃とみられる赤井

川産黒曜石の原石や剥片で埋まった小ピットだが、最大の原

石でもこぶし大ぐらいである。３３、３４は泥岩製の石斧であ

る。全面を敲打によって形状を整えたのちに刃部や基部を作

出したものである。３３の長さが８．８㎝、３４の長さが１０．２㎝で

ある。長さが１０㎝前後のサイズの石斧はしばしばみられる

が、これらの石斧は刃部の傷などの使用痕もないことから、

もともと副葬品として作られた小型の石斧とみられる。３５は

石器の上に置かれたアスファルト塊である。表面には土器片

が付いており、もともと土器に収められていたのかもしれな

い。３６は覆土の遺物で堂林式の新段階の深鉢口縁部片であ

る。

Ｐ４０７（図４６ 図版４２・４６・４７）

遺構 Ⅱ層下位まで削平された面で、黄褐色土が小判型に落

ち込む状況で検出された。本土坑の覆土上位はⅣ層主体の

土、覆土下位はⅡ層主体の黒色土層で埋められた、土色によ

る埋め分けがなされている土坑である。坑底付近にはベンガ

ラ粒がわずかに混じる褐色土層が堆積し、坑底部南西側より

被葬者の頭部とみられる有機質な黒色土層の高まりと歯の痕

跡が検出された。

遺物 覆土からは縄文時代早期２点、前期２点、中期１０点、

後期後葉２７点の土器片などが出土している。１は堂林式新段

階の深鉢口縁部片である。

Ｐ４０８（図４６ 図版４７）

遺構 Ⅲ層まで削平された面で、Ⅱ層主体の黒色土が小判型

に落ち込む状況で検出された。本土坑は、墓域の広がりと内

容をつかむために広い範囲の調査を進めていた際、先に説明

したＰ４０４～４０７の分布から約２０ｍ西側のⅢ層面で確認した２

基の土坑（Ｐ４０８、Ｐ４０９）の一つである。削平がはげしい地

域に位置するため浅い土坑である。覆土の上位にはⅡＢ層が

主な黒色土、中位は褐色土、坑底直上には黒色土が堆積す

る。土坑南東から円礫が出土したほか目立った遺物は出土し

ていない。隣に位置するＰ４０９と特徴が似ていることから縄

文時代晩期中葉のものとした。

遺物 覆土からは縄文時代中期６点、後期後葉１点の土器片

が出土しているほかつまみ付きナイフや点が出土した。１覆

土から出土した頁岩製のつまみ付きナイフである。

Ｐ４０９（図４６ 図版４７）

遺構 Ⅲ層下位まで削平された面で、黒褐色土が小判型に落

ち込む状況で検出された。本土坑の覆土下位にはⅡ層主体の

黒色土層が入り、その直上より縄文時代晩期中葉の土器片が

まとまって出土した。覆土からも同時期の土器片が出土して

おり、縄文時代晩期中葉の土坑と考えられる。

遺物 覆土からは縄文時代早期３点、後期後葉３点、晩期中

葉４２点土器片のほか石鏃、スクレイパー類などが出土してい

る。１は覆土下位からまとまって出土した縄文時代晩期中葉

の浅鉢である。底部はまるみをもち、口唇部はおおむね角型
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で縄文が施される。口縁部は全体の４割近く残るが、その範

囲に突起は無い。２は浅鉢口縁部片で、口唇部に交差する刻

みが施される。３、４は深鉢口縁部片とみられ、口縁部には

縄線文が施される。器壁は深鉢としては薄いため、小型の鉢

かもしれない。図示した土器のうち１は出土状況から土坑に

伴っているものとみられ、ほかの３点よりやや新しいものと

みられる。

Ｐ４１０（図４７ 図版４８）

遺構 本土坑は縄文時代前期の住居と重なっており、住居の

覆土上部に落ち込んだⅡ層面で、Ⅳ層主体の黄褐色土が長円

形に落ち込む状況で検出された。覆土上位は、Ⅳ層で埋めら

れ、その下位はⅡ層主体の黒色土層や黒褐色土で埋められて

り、土色による埋め分けがなされている。坑底付近の北西壁

よりベンガラ層がみつかったことから、頭位はこの付近だっ

たとみられる。形状や覆土の特徴から縄文時代後期後葉の墓

と考えられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期２６点、後期前葉４点、後期後

葉１１２点の土器片が出土しているほか石鏃、スクレイパー類

が出土した。１は黒曜石製の石鏃、形状の特徴から判断する

と遺構より古いとみられる。２～６は堂林式新段階から三ツ

谷式相当の破片で、５、６は壷または注口土器破片である。

二条の沈線文の間に円形の刺突が施されることから同一個体

かもしれない。

Ｐ４１１（図４８～５０ 図版４８～５０）

遺構 Ⅱ層下位まで削平された面で、長円形の礫を土坑の縁

に沿って並べた配石と副葬品とみられる壷形土器複数が、長

円形に落ち込む褐色土層上に重なっている状況で検出され

た。遺物出土状況を観察すると、検出面には褐色土層上に灰

褐色の土層、その上に暗褐色土層が重なり、配石や副葬品の

土器は最上位に堆積する暗褐色土層の範囲にのみ分布してい

た。この範囲は被葬者のほぼ真上で、覆土の落ち込みが最も

大きかった場所である。そのため遺体が朽ちたあとの窪みに

落ち込んだ遺物のみ削平を免れて残った可能性が高く、土坑

の南西側のみに残る配石は、本来土坑全体の縁を放射状に長

円形の礫で囲み、配石の中央に副葬品の土器が置かれていた

可能性もある。検出面付近からは副葬品の壷形土器６点と配

石に利用された礫２３点が出土した。覆土は、上位にⅣ層が主

体の褐色土層が入り、下位にはⅡ層主体の黒色土層で埋めら

れ、土色による埋め分けがなされている。坑底面にはベンガ

ラが混じる層が堆積し、被葬者の頭部付近はベンガラ層の盛

り上がりがあり、やや離れて歯の痕跡、坑底中央付近には足

の痕跡が検出された。頭部の左右からは、被葬者の耳あるい

は頭の両側に装着していたものとみられる三角形の石製品と

玉がそれぞれ対になって出土し、その中間のやや足側から

は、胸につけていたとみられる垂珠１点が出土した。副葬品

の土器は三ツ谷式期の新段階とみられ、墓も同時期と考えら

れる。

なお、調査区は全体に削平されていたためか、検出面上に

配石が確認された例は少なく、中でも複数の礫が検出された

のは本例が唯一である。

遺物 １～４の玉類のうち、１は３とついになって被葬者の

右耳付近から、２と４は左耳付近から、それぞれ玉を外側、

石製品を内側にして出土した。３、４は二等辺三角形に加工

した石材の短片に沿って三ヵ所の穿孔を加えたもので、サメ

歯穿孔品を模したともみられる石製品である。本土坑では、

両耳付近で出土しているが、Ｐ４０４被葬者の頭頂部付近から

１点、このほかに包含層から１点（北埋調報２０９）の出土例

がある。３は穿孔部周辺が肥厚する。孔は１ヵ所が破損して

いることから、中央の孔に玉を連ねて装着していたとみられ

る。４は本遺跡最大の大珠で、厚さが５４．５�あり、両端から

穿孔している。形状は平たい棗玉状である。被葬者の頭部周

辺からは、炭化したクルミの殻が出土したが、人為的な痕跡

かどうかは判断できない。６は黒曜石製の石鏃で、包含層か

らの流れ込みとみられる。７～１２は墓の上部に副葬されてい

たとみられる６点の壷形の土器である。ほぼ復元出来たのは

８、９、１０、の３点で、７は口縁部から胴部の一部が、１１は

胴部のみ、１２は口縁部のみである。７～１０、１２は密集してい

た上面が削平されたものだが、１１はほかの土器より少し離れ

た下の層中から一括出土したが、ベンガラが付着し、口縁部

や胴部の一部を欠くことから当初から壊されて副葬されたも

のと見られる。７、１０、１２の胴部や頚部には貼瘤文が施さ

れ、７と１２は、肥厚させた口縁部に縄文を施し、頚部に刻み

をくわえた垂下貼付けを施すなどの特徴が類似する。８は検

出面で倒れて出土した。口唇部には縄文が施され、口唇直下

と頚部、胴部文腰帯の上下には連続する爪形文が施される。

口縁部から肩部、胴下部は無文である。連続する爪形文が見

られる点で、本土坑出土の土器の中では最も新しい要素をも

つものである。９の口縁部には半截竹管による押し引き風の

文様が施されるが、これ以外の文様には半截竹管や棒状工具

による連続刺突文が施される。７、９には沈線文による入組

文が施されている。１３～１５は覆土から出土した堂林式新段階

から三ツ谷式相当の深鉢片で、１５は無紋で、の波状口縁で、

突起とその中間の口唇部に粘土を貼り付け刻みをいれたもの

である。

Ｐ４１２（図５１～５３ 図版５１～５３）

遺構 Ⅱ層下位で、Ⅳ層が小判型に落ち込む状況で検出され

た。本遺跡では大型の土坑である。覆土上位はⅣ層主体の褐

色土、下位はⅡ層主体の黒褐色土層で埋められており、土色

による埋め分けがみられる。坑底面西側からは被葬者の頭部

の痕跡が２ヵ所みつかり、南側の被葬者からは首飾りが、北

側の被葬者の胸部付近からは玉１点、頭部右側からは髪飾と

みられる漆片と、サメの歯５点が検出された。それぞれの被

葬者の頭部右側には１点の石斧が、柄の部分が頭部と重なる

Ⅳ 遺構と遺物
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ような位置で出土した。北側の被葬者の下から南側の被葬者

の頭部付近にはベンガラが敷かれ、遺体と重なった部分のベ

ンガラは茶褐色に変色している。また、南側の被葬者の足元

付近からは石斧がもう１点検出されている。周りに遺体の痕

跡は見つからなかったが、坑底面にはもう一人分の広さが残

っており、頭部と重ねて置かれた石斧の出土状況や被葬者の

位置から、３人の合葬墓である可能性もある。覆土中の土器

や周囲の墓の状況から三ツ谷式期の墓とみられる。

遺物 １は髪針とみられる漆製品である。器体の頂部付近の

装飾加工部分とみられ、横向きに図示しているが、図の上下

には３ヵ所の突起がある。２～６はサメ歯穿孔品とみられ

る。ホホジロザメの歯を用いたものがほとんどだが、４は鋸

歯の状況や歯根部の欠損状況からメジロザメ科の上顎歯を利

用したものとみられる。７～３８は南側の被葬者が装着してい

た首飾りを玉の配列順に示した。連珠の中心には最大の垂珠

状の玉２１が、ところどころに棗玉状の１３、１６、３１が入る。１０

は唯一勾玉状に加工されたものである。石材は本遺跡では少

ないタルク化蛇紋岩が使用されたものが多く含まれる。３９は

北側の被葬者の胸付近から出土した垂珠状の玉である。４０～

４２は坑底部に副葬された石斧である。いずれも泥岩製で、刃

部が摩滅している。覆土からは縄文時代早期５点、前期１

点、中期５点、後期後葉７０点の土器片が出土している。４３・

４４は堂林式新段階から三ツ谷式相当の破片で、４３は深鉢口縁

部、４４は注口土器あるいは壷形土器の胴下部片である。

Ｐ４１３（図４７ 図版５３）

遺構 Ⅱ層下位で、Ⅳ層が小判型に落ち込む状況で検出され

た。覆土上位はⅣ層、その下位はⅡ層主体の黒褐色土層で埋

められており、土色による埋め分けがなされている。坑底部

北西側より被葬者の頭部とみられる痕跡みつかった。土坑の

形状や覆土の特徴から判断すると縄文時代後期後葉の墓と考

えられる。

遺物 覆土からは縄文時代早期１６点、中期６点、後期後葉３４

点の土器片が出土している。１は堂林式に相当する深鉢口縁

部、２は堂林式新段階から三ツ谷式期相当の壷または注口土

器頚部片である。

Ｐ４１４（図４７ 図版５３・５５）

遺構 Ⅱ層下位で、土器片を多量に含むＭＣ盛土とみられる

層が丸く落ち込む状況で検出された。覆土上位は、ローム粒

や土器片を多量に含む盛土層そのものが堆積し、下位には黒

褐色土層が堆積している。上部にあったＭＣ盛土を掘りぬい

たか、あるいは同時期のものとみられ、覆土上部の盛土層は

埋め戻しではない可能性もある。覆土の特徴から縄文時代晩

期前葉の土坑とした。

遺物 削平された浅い土坑だが、覆土からは縄文時代早期１

点、前期１点、中期３点、後期後葉３３９点の土器片のほか、

石鏃やスクレイパー類、４００点近いフレイクなどが出土して

いる。１は黒曜石製の石鏃、２～６は御殿山式～大洞Ｂ１式

に相当する破片である。２口縁部にはＡ状の突起があり、３

の口縁部には３列の爪形文が施される。４は片口土器の破片

で、片口わきには三叉文と貼瘤が施される。６は無紋の鉢

で、５と同一個体の可能性もある。７は堂林式新段階から御

殿山式相当の小形の鉢底部片である。

Ｐ４１５（図５４ 図版５４・５５）

遺構 Ⅱ層下位で、土器片を多量に含むＭＣ盛土が丸く落ち

込む状況で検出された。覆土上位は、骨片や土器片を多量に

含む盛土層そのものが堆積し、下位には遺物量がやや少ない

黒褐色土層が堆積している。上部にあった縄文時代晩期前葉

のＭＣ盛土を掘りぬいたか、あるいは盛土と同時期に埋めら

れたものとみられる。覆土の特徴から縄文時代晩期前葉の土

坑とした。

遺物 覆土からは縄文時代後期後葉の破片８４点が出土してい

る。１～３は堂林式新段階から御殿山式相当の破片で、１は

小波状の口縁部をもつ深鉢片で、貼瘤文が施される。２は壷

あるいは注口土器の無文の口縁部で、焼成前に貫通孔が空け

られる。３は深鉢胴部片である。

Ｐ４１６（図５５ 図版５４・５５）

遺構 縄文時代前期の住居Ｈ２９の覆土上部で、多量の土器片

やローム粒を含むＭＣ盛土とみられる黒色土が円形に落ち込

む状況で検出された。上部にあった縄文時代晩期前葉のＭＣ

盛土を掘りぬいたか、あるいは同時期のものとみられ、覆土

は埋め戻しではない可能性もある。覆土の特徴から縄文時代

晩期前葉の土坑とした。

遺物 覆土からは縄文時代前期１点、中期２９点、後期後葉

６６６点の土器片が出土している。覆土からは縄文時代中期３

点、後期後葉５５点の土器片が出土しているほか、石鏃３点、

つまみ付きナイフ、スクレイパー類、石斧、剥片類など多数

の石器もみつかっている。１は環状土製品の破片で、図右側

の貼付け左側にはスリットが入れられ、右側には穿孔されて

いる痕跡がある。製品全体にベンガラが塗られている。２～

１３は堂林式新段階から御殿山式相当の土器片である。２、３

は鉢形土器口縁部片で、２は沈線で施文される。４は斜行縄

文が施された深鉢片で、本土坑からは左側のまとまった破

片、右側の口縁部片はⅠ層から見つかったもの。５は羽状縄

文が施される大型の深鉢口縁部片、６～１１は胴部に括れを持

つ深鉢片で、磨消文、沈線文が施される。８～１１は周囲の包

含層や遺構覆土から集められた同一個体片で、胴部には貼瘤

文が施される。１２は三叉文、入組文の施された片口あるいは

舟形と見られる器形の土器。１３は深鉢底部片である土器片は

まとまりがなく、復元できた土器は遺構に入っていたものの

可能性がたかいため、４は削平された土坑としてはまとまり

のある出土状況で、ＭＣ盛土からの流れ込みではなく土坑に

伴っていたものなのかもしれない。

―６４―



Ｐ４１７（図５４ 図版５４・５５）

遺構 縄文時代前期の住居Ｈ２９の覆土上部に黒色土が長円形

に落ち込む状況で検出された。覆土は黒褐色土の単層だが、

完掘時に縄文時代晩期前葉の土坑Ｐ４２６に切られていること

が判明した。縄文時代後期後葉の土器片１３点が出土している

が、これはＰ４２６からの遺物とみられる。時期は出土遺物か

ら縄文時代中期とした。

遺物 １は黒曜石製の石鏃で、形状の特徴から判断すると縄

文時代後期後葉よりは古いとみられる。２は堂林式新段階か

ら三ツ谷式相当の鉢の口縁部片であり、Ｐ４２６からの流れ込

みとみられる。

Ｐ４１８（図５４ 図版５６・５７）

遺構 Ⅲ層上面で、ローム粒や土器片を多量に含むＭＣ盛土

とみられる黒色土が円形に落ち込む状況で検出された。上部

にあった縄文時代晩期前葉のＭＣ盛土を掘りぬいたか、ある

いは同時期のものとみられ、土坑覆土は埋め戻しではないか

もしれない。覆土の特徴から縄文時代晩期前葉の土坑とし

た。

遺物 覆土からは縄文時代中期３点、後期後葉５５点の土器片

が出土している。１、２は堂林式新段階から御殿山式相当の

鉢の口縁部片である。

Ｐ４１９（図５６ 図版５６・５７）

遺構 Ⅲ層上面で、ローム粒を含んだⅡ層が円形に落ち込む

状況で検出された。覆土は土器片をしばしば含むが、坑底ま

で黒色土が変化なく堆積している。掘り進むと坑底面付近

で、一個体が割れた状態の深鉢を検出した。出土遺物から判

断すると後北Ｃ２Ｄ式期の土坑と考えられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期３点、後期後葉２５点、続縄文

期６５点の土器片が出土。１は坑底面付近で割れて出土した後

北Ｄ式の深鉢である。口縁部には１対の補修孔、内面には炭

化物の付着も見られ、煮炊きに使用された土器とみられる。

破片は１ヵ所の突起を除きすべてがそろっている。２、３は

同一個体の小形の注口土器片で、坑底面付近から１点が出土

したほかは覆土から出土したものである。

Ｐ４２０（図５６ 図版５６）

遺構 グリッドの境に位置し、片側の包含層をⅢ層まで下げ

た時点で、Ⅱ層が円形に落ち込む状況を確認した。覆土は

時々土器片を含むが、坑底まで変化なく、土坑の北西側覆土

中よりやや大きな円礫片が出土した。土坑の形状などから後

北Ｃ２Ｄ式期の土坑と考えられる。

遺物 覆土からは縄文時代前期１点、後期後葉１０点の土器片

と礫１点などが出土している。

Ｐ４２１（図５７ 図版５７）

遺構 Ⅲ層面で、土器片を多量に含むＭＣ盛土とみられる土

層が円形に落ち込む状況で検出された。覆土上位には、ロー

ム粒や土器片を多量に含む盛土層が堆積し、下位にはⅣ層が

混じる黒褐色土層が堆積している。本土坑は上部にあった縄

文時代晩期前葉のＭＣ盛土を掘りぬいたか、あるいは同時期

のものとみられ、覆土上部の盛土層は埋め戻しではないかも

しれない。覆土の特徴から縄文時代晩期前葉の土坑とした。

遺物 覆土からは縄文時代前期１点、中期５点、後期後葉

１１７点の土器片が出土した。１、２は御殿山式から大洞Ｂ１

式期相当の破片とみられる。１の口唇部外側は爪形文状に刻

まれ、口縁部には突瘤文と口縁に併行して三列の爪形文が施

される。

Ｐ４２２（図５７ 図版５８）

遺構 Ⅲ層上面で、土器片を多量に含むＭＣ盛土とみられる

黒色土とそれを囲むⅣ層混じりの黒褐色土層が円形に重なる

状況で検出された。覆土上位には、ローム粒や土器片を含む

盛土層が堆積し、下位にはⅣ層が混じる黒褐色土層が、覆土

下位にはさらにⅣ層を多く含んだ黒褐色土層が堆積してい

る。本土坑は上部にあった縄文時代晩期前葉のＭＣ盛土を掘

りぬいたか、あるいは同時期のものとみられ、覆土上部の盛

土層は埋め戻しではないかもしれない。覆土の特徴から縄文

時代晩期前葉の土坑とした。

遺物 覆土からは縄文時代中期４点、後期後葉２５８点の土器

片ほか石鏃、スクレイパー類、剥片などの遺物が出土した。

１は黒曜石製の楔形石器、２～７は堂林式新段階から大洞Ｂ

１式相当の深鉢口縁部片である。２～４は沈線文が施された

もので、堂林式相当と見られる３は沈線施文後に縄文が付さ

れている。４には貼瘤文が施される。５は口縁部に１列の爪

形文が施されることから御殿山式以降のものとみられる。６

は口縁部の無紋帯にＡ状突起が付される大洞Ｂ式相当の破片

である。７は無紋で口縁部に突瘤文が施される。８～１１は鉢

形土器の口縁部である。８は胴部の括れがやや強いことや突

起の形状から、大型の注口土器口縁部片の可能性もある。

１２、１３は壷あるいは注口土器の破片である。１２の頚部には爪

形文が施され、無紋の口縁部は急角度に立ち上がる。器形か

ら大洞Ｂ式相当とみられる。１３は文様から堂林式新段階～御

殿山式相当のもの。

Ｐ４２３（図５８ 図版５８）

遺構 Ⅲ層面で、黒褐色土層と黒色土が円形に重なり落ち込

む状況で検出された。覆土上位には、Ⅳ層を多く含む黒褐色

土が堆積し、下位には黒色土層が堆積している。本土坑から

は上部にあった後期後葉の包含層からの遺物の流入が無く、

出土した遺物から縄文時代中期の土坑とした。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片１０点が出土。１はその

半数が接合した萩ヶ岡２式相当の胴部片である。

Ⅳ 遺構と遺物
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Ｐ４２４（図５８ 図版５７）

遺構 道跡の轍下の踏み固められたⅢ層から検出された土坑

である。土坑の壁は圧力のためかゆがんでいた。北東壁から

はやや大きな礫２点が重なって出土した。土坑の特徴から判

断すると後北Ｃ２Ｄ式期のものと考えられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期１点、後期後葉２５点の土器片

や礫２点などが出土している。

Ｐ４２５（図５８ 図版５９）

遺構 Ⅲ層上面で、土器片を多量に含むＭＣ盛土とみられる

黒色土層が長円形に落ち込む状況で検出された。覆土は土器

片を含む盛土層が坑底まで堆積する。本土坑は縄文時代晩期

前葉のＭＣ盛土を掘りぬいたか、あるいは同時期のものとみ

られる。覆土の特徴から縄文時代晩期前葉のものとした。

遺物 覆土からは縄文時代中期３０点、後期後葉７９点の土器片

やつまみ付きナイフやスクレイパー類などが出土している。

１は口縁部に併行する沈線の間に爪形文を施した三ツ谷式以

降の深鉢片とみられる。

Ｐ４２６（図５９ 図版５９）

遺構 縄文時代前期の住居Ｈ２９の覆土上部に位置する縄文時

代中期の土坑Ｐ４１７を完掘した際、本土坑がＰ４１７を切って存

在していることに気付いた。そのため、図面では平面は欠け

ているが、本来は円形の土坑であったとみられる。覆土には

土器片やパミスが混じるＭＣ盛土層が落ち込んだ状況で、縄

文時代晩期前葉のＭＣ盛土を掘りぬいたか、あるいは同時期

のものとみられる。覆土の盛土層は埋め戻しではないかもし

れない。これらの特徴から縄文時代晩期前葉の土坑とした。

遺物 覆土からは縄文時代中期１２点、後期後葉７３点の土器片

や石鏃、スクレイパー類などが出土している。１～３は器壁

の薄さから御殿山式から大洞Ｂ式相当の深鉢口縁部片とみら

れる。１の口縁部には１条の爪形文が施される。３は無紋土

器で、口唇部外側に爪形文が施される。

Ｐ４２７（図５９ 図版５９・６０）

遺構 Ⅲ層上面で、黒褐色土と黒色土が円形に重なる状況で

確認された。覆土上位には黒褐色土、下位には黒色土がはい

り、検出面上には石皿が１点、覆土中には多数の土器片が含

まれていた。出土遺物から後北Ｃ２Ｄ式期と考えられる。

遺物 覆土からは縄文時代後期後葉４７点、続縄文期１０点の土

器片が出土した。１は赤穴式の深鉢口縁部片である。口唇は

ゆるやかな波状で、口縁部に１条の縄線文、胴部には絡縄体

が施され、原体の端部のあたりが口縁部に併行して巡る。内

面には炭化物が付着し、土器のつくりは在地の後北Ｃ２Ｄ式

と類似する。２は後北Ｄ式の深鉢胴部片で、これも内面に炭

化物が付着する。

Ｐ４２８（図６０ 図版６０・６１）

遺構 平成１３年度調査範囲との境目のＭライン付近でＰ４２９

と並んで検出された。Ⅱ層の緩斜面で、中央に黒色土、外側

に褐色土が円形に落ち込む状況で検出された。土層断面をみ

ると、覆土上位に黒色土、中間にⅣ層を多く含む暗褐色土、

下位に黒褐色土がはいり、いずれの層もパミスが含まれ、埋

め戻しの様相を呈する。坑底面の北東側にはわずかにベンガ

ラの散布が確認された。覆土には後期後葉（晩期前葉の破片

も含む）の土器片が含まれ、出土遺物や土坑の位置を勘案し

て縄文時代晩期前葉の墓と考えた。小形の深鉢や大洞Ｂ式相

当の注口土器片がややまとまって出土しており、覆土上部の

副葬品である可能性がある。

遺物 １は黒曜石製の石鏃である。２～１２は堂林式新段階～

大洞Ｂ式相当の破片である。２は、のちに本土坑に接して検

出されるＰ４８６の覆土上部の破片と接合し、復元された小型

の深鉢で、御殿山式以降のものとみられる。口唇部は細かく

刻み小波状に作られ、底部は上げ底である。３は口縁部の突

起片で幅広の突起口唇部には３条の沈線文が施される。突起

の形状から晩期前葉とみられる。４、５は堂林式新段階から

三ツ谷式相当の破片とみられ、４は小型の深鉢片、５は鉢形

土器の破片である。６から１２は大洞Ｂ式相当の壷あるいは注

口土器の破片である。６、７は鉢形土器の口縁部かもしれな

い。８は無紋の頚部片、９～１２は胴部片である。１０の胴上部

は沈線で施文されるが、注口部周辺にのみ文様が施される例

があるため、８～１２は同一個体である可能性がある。

Ｐ４２９（図５９ 図版６１）

遺構 平成１３年度調査範囲との境目のＭライン付近でＰ４２８

と並んで検出された。この付近の包含層は、二年間風雨にさ

らされたため崩れやすくなっていた。本土坑は、それらを取

り除いたⅡ層からⅣ層にかけての緩斜面で、中央に黒色土、

外側に褐色土が円形に落ち込む状況で検出された。断面は覆

土上位に黒色土、中間にⅣ層を多く含む暗褐色土、下位に黒

褐色土がはいり、いずれの層もパミスが含まれ、埋め戻しの

様相を呈する。覆土中には後期後葉の土器片が含まれ、出土

遺物や土坑の特徴から縄文時代晩期前葉の墓と考えた。

遺物 覆土からは縄文時代早期２点、中期２点、後期後葉３８

点の土器片が出土。石器類の出土量も少ないため、この付近

に縄文時代後期後葉の遺物を含む盛土遺構はなかったとみら

れる。１～３は堂林式新段階から三ツ谷式相当の破片で、

１、２は深鉢口縁部、３は壷あるいは注口土器の口縁片であ

る。口唇には突起があり、口縁部に併行した２条の沈線の間

を棒状工具でハの字状に刺突している。

Ｐ４３０（図６０ 図版６２）

遺構 Ⅲ層上面で、黒色土が小判型に落ち込む状況で検出し

た。遺構の確認が遅かったため、残りも浅く、覆土から遺物

は検出されなかった。
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遺物 遺物は出土していない。

Ｐ４３１（図６１・６２ 図版６２・６３）

遺構 Ⅱ層下位で、Ⅳ層が混じる黒褐色土層が小判型に落ち

込む状況で検出された。検出面上に遺物はほとんど見えなか

ったが、掘りはじめるとすぐに土器片や礫が多数検出され

た。破片のほとんどは水平に出土したが、その中に口縁部を

欠損する以外ほぼ完品の注口土器１点が礫とともに坑底面に

置かれた状況で検出された。同時期の副葬品は墓の上部に置

かれる傾向があることから、墓以外の遺構の可能性もあると

考えたが、坑底面の南西壁際よりサメ歯穿孔品３点が検出さ

れたことから、御殿山式期の墓と考え、同時に頭位も南西付

近にあると推測した。覆土は、図ではパミスが混じる黒色土

１層になっているが、検出面上には薄く黒褐色土があり、本

来は土色による埋め分けがなされていた可能性がある。

遺物 １～３は坑底面から出土したホホジロザメ下顎歯を用

いたサメ歯穿孔品とみられる。４は覆土上位から出土した砂

岩製の砥石片である。この砥石には割れた後も使用されてい

た痕跡が残る。覆土からは縄文時代後期後葉の土器片２７３点

が出土。５は口縁部と注口部を欠損する以外は原形をとどめ

る。文様は注口の周りにのみ施され、ひとつは剥離している

が、注口下には２個の貼瘤があり、それを三叉文が囲む。注

口より上にはＡ状の突起が繰り返される貼付帯が１条施さ

れ、底部には中央に刺突のある乳房状突起が付く。６には地

紋がなく、口縁部に２条の平行沈線、胴部には矢羽状の沈線

が施される鉢形土器である。口唇部は角型で器壁は薄く、上

げ底の底部を持つ。未接合の破片をあわせると、９割以上の

破片が遺構覆土から出土している。７の器面には縄文が施さ

れ、口唇は丸く上げ底である。未接合の破片をあわせると７

割以上の破片が遺構覆土から出土している。８の大型の深鉢

は、底部周辺の破片が覆土上部から出土した。胴部中央から

口縁部にかけては、隣のＰ４３２覆土や周辺の包含層の破片が

接合したものである。遺構の残り悪いため包含層からの出土

量が多いのかもしれないが、となりの遺構覆土からも出土す

るのは、本土坑が作られた時点であるていど破片が散らばっ

ていた可能性もある。底部は上げ底で、口唇部外側には、親

指と人差し指でつまむように刻んだ縦方向の親指の爪痕と上

から人差し指の爪先による刻みが連続する。９、１０は覆土出

土の深鉢口縁部片、１１～１３は注口土器の破片である。１１の口

縁部は大小の突起が交互に付されるもので、大きな突起の下

には三叉文が施される。１２は注口部の破片、１３は無紋の注口

土器あるいは壷の胴部上半の破片で、Ｐ５０８－２１３に図示した

注口土器に似たものとみられる。

Ｐ４３２（図６３～６５ 図版６４・６５）

遺構 平ⅡＢ層面で中央にパミス混じりの黒褐色土、外側に

褐色土が円形に重なり落ち込む状況で検出された。直径約

１４０㎝の本遺跡中では大型の円形土坑である。断面は覆土上

位に黒褐色土、中間にⅣ層を多く含む褐色土、下位に黒褐色

土がはいり、いずれの層もパミスが含まれ、埋め戻しの様相

を呈する。覆土上位の黒褐色土層中からは、副葬品とみられ

る縄文時代晩期前葉の土器５点が出土、このうち注口土器と

片口土器は、口縁を落ち込みの中央に向けた状態で倒れて出

土した。これらの土器は埋め戻しの際、並べて置かれていた

のかもしれない。また、坑底付近より装身具とみられる玉類

２３点や人歯の痕跡が出土した。副葬された土器から縄文時代

晩期前葉の墓と考えられる。出土土器には隣に位置するＰ

４３１に伴う大型の深鉢口縁部片が十数点出土しているが、本

遺構のほうがＰ４３１より新しいため、埋め戻しの際に流れ込

んだ破片とみられる。

遺物 １～２３は坑底付近から出土した玉類である。１は蛇紋

岩製の本遺構最大の玉である。これは高いレベルでほかの玉

類からやや離れた高い位置で出土したが、ネズミの咬み跡が

見られることから、埋葬地より後世に動いた可能性がある。

２は勾玉状の玉で、線刻が施される。３は丸玉状、８、９は

棗玉状である。石材は６がジャスパー製、２３がヒスイ製、残

りはすべて緑泥石岩製である。２４～２８は覆土上部に副葬され

ていた縄文時代晩期前葉の土器である。２４の口唇は平らに調

整され、頚部と注口付近に縄文が、頚部と肩部の境には爪に

よる刻みが施される。胴部の張り出し付近に１条の沈線をめ

ぐらせ、注口下部の貼り付けは左右非対称で、三叉文が施さ

れる。底部は平らに調整される。２５は胴部の一部が欠落する

ため、厳密には壷型か注口土器かは不明である。胴部の形状

は２４と類似し、底部は平らに調整される。２６はキャリパー型

の土器とみられ、これらの類例であるＰ３９５・Ｐ４６２・Ｐ５０８

からの出土資料と比較すると口縁部と頚部の境にあるくびれ

が無くなるなど、最も新しい要素が見られる。底部は上げ底

である。２７はやや小ぶりの浅鉢で、器面になでた痕跡が残

る。底部の大きさは２６、２８に匹敵する。２８無紋の片口土器で

ある。墓の上面で倒立した状況で出土し、一部欠損する口縁

部は検出面側のため、削平されたものとみられる。無紋の浅

鉢形土器の口縁の一部をつまみ出したような調整で、口唇部

は平らに調整される。この５点の土器は器面調整や焼成が類

似しており、同時に作られたものとみられる。２９から３２は覆

土中の破片である。２９は口唇を爪で刻み、口縁部に２列の爪

形文が並ぶ。３０の口縁部は棒状工具で斜めに刻まれ、口縁部

には突瘤文と爪形文が施される。３１は浅鉢とみられ、三叉文

が施される。３２は口縁部が無紋で地紋との境に沈線文が施さ

れる。

Ｐ４３３（図６６・６７ 図版６６・６７）

遺構 Ⅱ層下位で、Ⅱ層とⅣ層の混土である黒褐色土層とⅣ

層の褐色土が小判型に落ち込む状況で検出された。検出面西

側を占める黒褐色土層上には副葬品と見られる土器片が認め

られた。覆土上部からは注口土器１点、注口あるいは壷形と

みられる底部片１点、ミニチュア土器３点が割れた状態で出

Ⅳ 遺構と遺物
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土した。覆土は、全体に褐色土と黒褐色土が互層に堆積した

埋め戻しである。坑底面西側には頭部の痕跡がわずかにみら

れ、付近から歯が検出された。頭部の南側からは折られた石

刀が置かれ、その周辺からはサメ歯穿孔品３点と玉類８点が

散らばって出土した。出土した注口土器から縄文時代晩期前

葉の墓とみられる。

遺物 １～３はサメ歯穿孔品とみられる。１、２はホホジロ

ザメ下顎歯、３は同上顎歯を利用したもの。４から１１の玉類

のうち、４は線刻の施された勾玉状の玉、５は扁平な棗玉状

の玉である。石材は５が赤色変質岩、６がコハク、そのほか

は緑泥石岩である。１２は緑色凝灰岩製の石刀片である。最も

幅のある部分での長軸と短軸の比率は５５．８％であり、数値的

に石刀とした。断面は楕円形で片方の側面には面取りが施さ

れる。図の上部は破損面が新しく、副葬するさいに折ったも

のとみられ、尖っていたとみられる図下部の破損面はつぶれ

て磨耗している。１３は注口土器である。底部は丸く、口縁部

には１０ヵ所の貼付けがあり、その上面に沈線が施される。口

縁部と肩部の境には６ヵ所の突起がある貼付帯が付され、突

起間に沈線が付される。１４は口縁部に１対の孔が空けられ、

底部は丸底である。１５は半球状、１６の底部は剥離し、口縁部

は内湾する。１４～１６はミニチュア土器である。１７は乳房状の

底部をもつ壷または注口土器の胴下部片で、底部の貼付けは

破損している。１８、１９は堂林式新段階から御殿山式期相当の

破片で覆土の遺物で、１８は深鉢口縁部、１９は壷または注口土

器の肩部片である。

Ｐ４３４（図６８ 図版６７・６８）

遺構 Ⅱ層下位で、Ⅳ層が混じる黒褐色土層が小判型に落ち

込む状況で検出された。覆土は上部にⅣ層にⅡ層の混じる黒

褐色土が落ち込み、覆土下位は主にⅣ層起源の土で埋まる。

坑底面中央付近からは環状漆塗製品と玉６点が、北側壁際か

らは玉３点（このうち２点が接合し、玉の合計は８点とな

る）が出土した。覆土上部は削平のせいか遺物は出土しなか

った。墓の位置や覆土の状況から縄文時代後期末葉の墓とみ

ている。

遺物 １は環状漆塗製品とみられる。表面には矢羽状の文様

がみられる。２～９は緑泥石岩のおもに臼玉状の玉である。

１０は黒曜石製の石鏃である。１１は堂林式新段階から三ツ谷式

期相当の深鉢胴部片である。

Ｐ４３５（図６９・７０ 図版６８・６９）

遺構 縄文時代前期の４０号住居の黒褐色土の覆土層で、中央

にⅡ層の黒色土、外側にⅣ層が混じる黒褐色土層が重なり小

判型に落ち込む状況で検出された。覆土上部には包含層のⅡ

層が落ち込みその周りは主にパミスを含むⅡ層とⅣ層の混土

により埋められている。土層断面図に示した６層の黒褐色土

層中からは７点の玉類が出土した。本層は覆土上位の包含層

の落ち込みとの間に埋め戻しの褐色土層が挟まることから、

埋葬時に半分近く埋め戻したおりに埋められたものとみられ

る。覆土中位から玉類が見つかった墓は本遺構のみである。

坑底面北西側からは６点のサメ歯穿孔品がまとまって出土し

たことから、被葬者の頭位もこの付近と考えた。なお、出土

したサメ歯穿孔品のうち２点は破損のため図示しなかった。

坑底の中央付近からはつまみ付きナイフ１点が出土した。遺

構の形態的な特徴から判断すると縄文時代後期後葉の墓と考

える。

遺物 １から４はサメ歯穿孔品とみられる。歯根部は失われ

ている。１はホホジロザメ下顎歯、２、４は同上顎歯を利用

したもの。３は破損品だが、下顎歯を利用したものとみられ

る。５から１１は覆土中位からばらばらで出土した玉・垂飾類

である。５は縦長の垂飾とみられ、頂部には装飾が施され、

下部は欠損する。６は扁平な丸玉状である。石材はすべて緑

泥石岩である。１２は坑底面から出土した黒曜石製のつまみ付

きナイフである。１３から１８は覆土中の土器片である。１の口

縁部には突瘤文と爪形文が付される。口唇部の細かい刻みの

間には幅のある突起が付くようである。１４は無紋の口縁部に

文様が刻まれ、口縁部の下位には爪形文が施される。１３、１４

は縄文時代晩期前葉の破片である。１５、１６は堂林式新段階か

ら三ツ谷式期に相当する破片で、１５は深鉢、１６は壷または注

口土器の胴部片である。１７、１８は三ツ谷式から御殿山式期相

当の壷または注口土器の底部片で、内面の様子をみると未使

用の個体片である。副葬された土器の一部である可能性もあ

る。

Ｐ４３６（図７０・７１ 図版６９・７０）

遺構 縄文時代後期中葉の５５号住居の覆土面で、Ⅳ層とⅣ層

混じりの黒褐色土層が小判型に落ち込む状況で検出された。

覆土最上部にはⅡ層の落ち込みがあり、その下位は黒褐色土

層が検出面から南側に落ち込み、褐色土層がその下位、坑底

面付近には黒色土堆積し、断面南側には副葬品と見られる石

斧が北側には玉（勾玉状）が２点入っているのが観察され

た。断面で見えた遺物はそれ以外に出土しなかったが、坑底

付近の北西側からは頭の痕跡と見られる黒褐色土の高まりが

見つかり、その顎側からは人歯が、あたまの北側からは櫛が

立った状態で出土（検出の際に移植が当たり、角を欠損す

る）した。頭部と見られる黒褐色土は調査のさい掘り下げた

が、そのおり頭頂部付近からサメ歯穿孔品歯８点が検出され

た。また、坑底部中央付近からは環状漆塗製品が２点ひとつ

は横につぶれ、ひとつは環状に出土、また、人歯とほぼ重な

る位置で１点の勾玉状の玉が出土した。北側壁中央付近から

２点の勾玉状の玉が重なるように出土した。覆土上部は削平

のせいか遺物は出土しなかった。墓の位置や覆土の状況から

縄文時代後期後葉の墓とみている。

遺物 １～３には漆製品を掲載した。色調はいずれも朱色で

ある。１は櫛である。透かしはなく、欠損箇所は発見の際に

移植が当たったもの。２、３は環状漆塗製品である。２は立
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った状態で埋まり、つぶれたものとみられる、３は環状に出

土した。直径はおよそ８㎝前後とみられ、被葬者が両腕に装

着していたものとみられる。４～１１はサメ歯穿孔品である。

いずれもホホジロザメの歯を利用したもので、４、１１は上顎

歯を利用したもの、５～８、１０は半分欠損品、９は下顎歯と

みられる。１２は頭部と重なる位置で見つかった勾玉状の玉

で、１３はＥ字状、１４は表面に文様が刻まれたもので、いずれ

も緑泥石岩である。１５は断面でみえていた石斧である。基部

は前面敲打による調整である。石斧の下位にはベンガラ層が

あり、石斧にも付着していた。１６は堂林式新段階から三ツ谷

式期相当の深鉢口縁部片である。

Ｐ４３７（図７２ 図版７１）

遺構 Ⅱ層下位で、褐色土層が円形に落ち込む状況で検出さ

れた。検出状況からＰ４３８に一部切られていることがわかっ

た。覆土上部にはⅣ層主体の褐色土層が皿状に落ち込み、下

位にⅡ層が混じる黒褐色土層で、土色による埋め分けがされ

たものとみられる。坑底北西寄りからは頭部の痕跡と見られ

る黒褐色の高まりが見つかった。出土遺物から縄文時代後期

後葉の墓とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代前期の破片が３点、中期の破片が

９点、後期後葉の破片１１１点が出土しているほか、石鏃、ス

クレイパー類なども出土している。出土した遺物はすべて流

れ込みとみられる。１は黒曜石製の石鏃、２はメノウ製のス

クレイパー類、３から６は堂林式新段階から三ツ谷式期に相

当する破片である。

Ｐ４３８（図７２・７３ 図版７１・７２）

遺構 Ⅱ層下位で黒褐色土層が円形にお落ち込む状況で検出

された土坑である。検出状況からＰ４３７を切ることがわかっ

た。覆土は上部に黒褐色土、中位にⅣ層が混じるにぶい黄褐

色土、下位には黒褐色土が堆積する。坑底の北東寄りから頭

蓋骨の痕跡、中央からは大腿骨の痕跡がみつかり、首の位置

からはコハク玉を含む首飾りが出土、被葬者の西側、膝付近

から透かしのある櫛１点が検出された。櫛の位置は頭からは

離れており、被葬者のわきに置かれたものとみられる。

遺物 １は櫛である。表面の赤彩は検出の際に水洗で流れた

が、色調はオレンジ系である。四隅に三角形、中央には工字

状の透かしを空け、その下位に「（ ）」形の透かしが施され

る櫛である。櫛歯は１２本、幅８．８㎝、高さ６．５㎝である。２、

３は堂林式新段階から三ツ谷式期に相当する破片で覆土の遺

物である。４から２５は玉類である。１４は棗玉状で、１７、２５が

厚みのあるもの、あとは臼玉状のものである。石材はほとん

どが緑泥石岩製であるが、１２、１３、２３がコハク製である。

Ｐ４３９（図７４～７７ 図版７２～７７）

遺構 検出面は撹乱が激しく受けるが、Ⅲ層面で褐色土層が

小判型に落ち込む状況で確認された土坑である。覆土は全般

にⅣ層主体の褐色土層とⅡ層を含む黒褐色土層が互層に堆積

する。土坑の東側を掘ったさいに坑底付近から１０点の玉が並

んで出土した。全体を坑底付近まで下げると、細長い土坑に

もかかわらず２体分の頭部の痕跡と人歯が認められ、合葬墓

であることがわかった。それぞれの被葬者頭上には櫛が１点

ずつ、南側の頭上には透かしのある櫛が、北側の頭上からは

透かしの無い櫛が検出された。さらに二人の頭の間には倒立

した状態で１点、その櫛の下である被葬者の頭の下にはもう

１点の櫛がみとめられ、合計４点の櫛が確認された。頭の間

と下から検出された櫛は、どちらの被葬者が装着していたか

はっきりしないが、櫛歯の方向は南側の被葬者頭部に向いて

いた。またそれぞれの被葬者の頭部の下からは首飾りが検出

された。北側の被葬者の顎の下からは２２点の連なった土玉

と、それと重なるように勾玉状の玉２点が出土し、南側の被

葬者からは棗玉状の玉を中心に勾玉状の玉やコハク製の玉な

ど２４点が連なった状況で検出された。被葬者の歯冠の残りが

良く、それぞれ上顎と下顎の歯が確認できた。特に北側の被

葬者は歯列のまま出土した。北側の被葬者上顎の歯列の上に

は動物犬歯（大きさから推測するとヒグマであった可能性が

ある）を利用した歯牙製品らしき痕跡も認められたが、取り

上げるには至らなかった。二人の頭部の中間から約１０㎝離れ

た胸元付近からは環状漆塗製品２点が重なって検出された。

出土位置から北側の被葬者が二連で腕に装着していた可能性

が高いとみられる。坑底面中央付近からは、被葬者がそれぞ

れ腰に付けていたと考えられる位置で漆塗腰飾２点が坑底を

横切るように検出された。先に見つかった１０点の玉は腰飾よ

りも足側に位置することから、足首に装着されていた可能性

もある。

遺物 １～４には櫛を示した。４点出土した櫛のうち透かし

が施されるのは２だけである。２は土から分離することが出

来なかった。四隅に三角形、中央には工字が上下に分かれた

ような、十字形と三角形の透かしを空け、下位の十字形のま

わりに「（ ）」形の透かしが施される櫛である。１、２、４

は透かしのない櫛である。１は北側の被葬者頭上から出土し

たもので、櫛歯は１２本で、体部の上部に５ヵ所、下部に２ヵ

所の瘤が作られる。残存する幅は８２�、高さ５６�である。３

は被葬者の頭の間に横向きに立って出土したものである。突

起部は方形に切り込まれた状態で、体部の上部に１ヵ所、下

部に２ヵ所の瘤が作られる。櫛歯は１０本と推測され、残存す

る幅は６９．５�である。４は被葬者の頭の下から出土したも

の。櫛歯は１２本で、現存する幅は８７�である。発見時３と重

なる部分を水洗した際、その部分の顔料が流れたことから、

表面の赤彩に使われた漆が少ないのかもしれない。色調は赤

系で、体部の上部に３ヵ所、下部に２ヵ所の瘤が作られる。

５は２点重なったまま取り上げ、土から分離することが出来

なかった環状漆塗製品である。表面は滑らかで張り出した装

飾は無いとみられる。６、７は漆塗腰飾である。本遺跡では

Ｐ４３９が唯一の出土例である。６は北側の被葬者上から検出

Ⅳ 遺構と遺物
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されたもので全長約６０㎝、幅約２�の細長い繊維５条を平行

に合わせて約１５�の幅に加工されている。７は南側の被葬者

上から検出されたもので、残存する長さは約３６㎝、幅約１５�

で、細い繊維をまとめ状況にない。８～６４は玉類である。８

～３０は南側の被葬者の首飾りで、棗玉状の２０を中心に勾玉状

の玉２点などを連ねたもの。１０、１１、１４、１５、１８、１９、２１、

２２、２４、２５はコハク製で、２点並べて大きな玉の両側などや

連の途中に配している。３１～５４は北側の被葬者の首飾りであ

る。３１～５２は土玉で、球状に丸めた粘土に穿孔したものであ

る。５３、５４の勾玉状の２点は土玉の連珠からはみ出してお

り、土玉の連から飛び出した位置に配されていたとみられ

る。５５～６４は北側の被葬者の足付近から出土した連珠であ

る。棗玉状の６０を中心に１０点を連ねたもので、すべて緑泥石

岩製である。６５は覆土中の土器片で、御殿山式期相当の鉢の

口縁部である。

Ｐ４４０（図７７ 図版７８）

遺構 Ⅱ層下位で、褐色土層が長円形に落ち込む状況で検出

された。覆土上部にはⅣ層主体の褐色土層が皿状に落ち込

み、下位にⅡ層主体の黒褐色土層が堆積しており、土色によ

る埋め分けがされたものとみられる。坑底北西寄りからは頭

部の痕跡と見られる黒褐色の高まりがみつかった。出土遺物

から縄文時代後期後葉の墓と考える。

遺物 覆土からは縄文時代晩期中葉の破片も出土している

が、土坑の上面は撹乱にまぎれたものと見られる。１、２は

三ツ谷式の鉢の破片である。

Ｐ４４１（図７８・７９ 図７８～８０）

遺構 Ⅱ層下位で、褐色土層が小判型に落ち込む状況で検出

された。覆土上部には比較的Ⅳ層主体の褐色土層が皿状に落

ち込み、下位にⅡ層主体の黒褐色土層が堆積していることか

ら、土色による埋め分けがされたものとみられる。坑底北西

寄りからは頭部の痕跡と見られる黒褐色の高まりと人歯がみ

つかり、その頭上には櫛が１点と複数の漆塗垂飾とみられる

製品がみつかった。漆塗垂飾はその後、被葬者の首や肩、胸

元付近からも玉類とともに出土し、合計１４点まで確認でき

た。形状は宮城県の沼津貝塚から出土した骨製の環状垂飾に

似るもので、楕円形に空けた穴の長短の軸方向に複雑な突起

を配したもので、同様の骨角器がＦ３１２からもみつかってい

る。漆塗垂飾は形状の複雑さから壊れやすく、検出作業の時

点で破損したものがあり、確認した点数よりも実際には多く

あったとみられる。また、処理後の状態から形状がわかりに

くいため、出土位置図に写真と復元想定図を掲載した。覆土

の出土遺物から縄文時代後期後葉の墓と考える。

遺物 １には櫛を示した。透かしは無く、破損が激しいため

体部の瘤の有無や櫛歯の数は不明である。２～１５は漆塗垂飾

である。全体に崩れており図では形状はわからない。１６～３８

は胸元付近から出土した玉類３３点である。ほとんどが緑泥石

岩製だが、１８、２０、３８は凝灰岩とみられる。３９は黒曜石製の

石鏃４０は覆土出土の石斧である。４１～４８は堂林式新段階から

三ツ谷式期に相当する破片である。

Ｐ４４２（図８０ 図版８０）

遺構 Ⅲ層面で、黒褐色土層が小判型に落ち込む状況で検出

された。覆土上部には比較的Ⅳ層主体の褐色土層が混じり、

下位にⅡ層主体の黒褐色土層が堆積しているが、上面の削平

が深いため、土色による埋め分けがされているかは不明であ

る。坑底北西寄りからは北東向きの頭蓋骨、坑底中央からは

左右大腿骨と左脛骨の痕跡が検出された。覆土中の遺物から

縄文時代後期後葉の墓と考える。

遺物 １、２は堂林式新段階から三ツ谷式期に相当する土器

片で、３は晩期中葉とみられる破片で、おそらく覆土上位の

撹乱にまぎれていたものとみられる。

Ｐ４４３（図８１・８２ 図版８１・８２）

遺構 Ⅲ層面で、黒褐色土層が小判型に落ち込む状況で検出

された。覆土上部には比較的Ⅳ層主体の褐色土層が混じり、

下位にⅡ層主体の黒褐色土層が堆積していることから、土色

による埋め分けがされていた可能性はある。覆土上位から

は、北東側で台石（１０）が、中央から南西側で深鉢片（９）

がまとまって出土した。坑底面南西側からは北西向きの頭蓋

骨の痕跡が検出された。顎の周囲や頭の下にはベンガラが散

布され、黒曜石の剥片やスクレイパー類、石鏃が出土してい

る。これらは被葬者の頭に下に故意に置かれたものとみられ

る。北東側では左右の大腿骨と脛骨の痕跡が残り、被葬者の

腰付近からは赤彩された環状土製品が出土している。土坑の

特徴から縄文時代後期後葉の墓と考える。

遺物 １、２は黒曜石製の有茎鏃である。どちらも破損して

おり、１は頭骨下から、２は頭骨脇から出土したもの。３、

４は黒曜石製のスクレイパー類である。３は顎の脇から、４

は頭の下から出土した。５は赤彩された環状土製品で、図の

縦方向に貫通孔が空けられている。側面には１条の沈線文を

巡らせている。６～９は堂林式新段階から三ツ谷式期に相当

する土器片で、６は深鉢口縁部、７は沈線文が施される鉢の

口縁部、８は小形の土器の底部である。９は覆土上部に副葬

された土器の口縁部片で、小波状口縁と突瘤文をもつ。１０は

覆土上部出土の安山岩製の台石である。

Ｐ４４４（図８３・８４ 図版８２・８３）

遺構 Ⅲ層面で、黒褐色土層で落ち込むＰ４４４とＰ７９３の２基

の土坑がＬ字状に重なって検出された。Ｐ４４４の長軸で断面

を設定し、観察したところ、土坑の上部で本土坑がＰ７９３に

切られているのがわかった。また、この時点でＰ７９３の半分

が失われた。Ｐ４４４の覆土は全体にⅡ層・Ⅳ層の混じる黒褐

色土で、埋め戻しの様相を呈している。覆土上位には１片の

深鉢胴部片がみとめられ、Ｐ４４３の例から副葬品の可能性が
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あると考え図化した。坑底部北西側からは南西を向く頭部の

痕跡が出土し、被葬者の歯の付近から後頭部にかけて、４７点

の玉を連ねた首飾りが出土した。また、坑底部南東側からは

左右の大腿骨と脛骨の痕跡が出土した。土坑の特徴から縄文

時代後期後葉の墓と考える。

遺物 １～４７は玉類である。このうち勾玉状の玉が１７と２７の

２点、棗玉状のものが４と９などで、のこりのほとんどは臼

玉状のものである。石材はすべて緑泥石岩製である。４８は三

ツ谷式期に相当する壷あるいは注口土器胴部片である。４９は

堂林式新段階から三ツ谷式期に相当する深鉢口縁部片。５０は

覆土上部で検出した深鉢胴部片である。

Ｐ４４５（図８５～８７ 図版８３～８５）

遺構 Ⅲ層面で、黒褐色土層と暗褐色土層が小判型に重なっ

て落ち込む状況で検出された。検出面上では上部副葬品の三

ツ谷式期の片口土器５５が口縁部を上に見えていたが、口唇の

一部は破損していた。断面はこの土器をとおる長軸で設定し

た。覆土は上位にはⅣ層とⅡ層の混土である黒褐色土層が堆

積し、下位にはⅡ層が主な黒色土で埋められている。また、

坑底面には薄くベンガラがしかれていた。坑底部西側の土器

の真下付近には被葬者の頭部があり、櫛３点とサメの歯の集

中や人歯が検出された。これらの遺物集中域から離れた坑底

部東側にも、玉類、サメの歯、土製品のまとまりがあり、有

機質な遺物（図では歯としている）もみられた。サメの歯は

被葬者の頭部付近から出土する例が多いことから、この位置

にもう一人の被葬者の頭部があった可能性があり、本土坑は

縄文時代後期後葉の三ツ谷式期の合葬墓であったとみられ

る。

遺物 １～３は櫛である。１の体部には、対向する２対の三

角形を横に並べ、中心が菱形になった形の透かしが施され

る。突起部は方形に切り込まれ、体部の上部に１ヵ所、透か

しの間に２ヵ所、下部に２ヵ所の瘤が付される。櫛歯は推定

１０本である。２は１の下から同じ向きで検出された透かしの

ない櫛である。突起部は弧線状に加工され、体部の上部に５

ヵ所、下部に２ヵ所の瘤が付される。３は１と２の横に倒立

して出土した半円形の体部をもつ櫛である。取り上げは２と

３を一緒に固め、分離は出来なかった。体部の文様帯は完全

に崩れているが、紐状の心材を塑型材（漆）で固め、半円形

の文様に仕上げたものとみられ、恵庭市カリンバ３遺跡１１９

号土坑墓の出土例に似たものと考えられる。４～４６はサメ歯

穿孔品である。このうち４～２１と出土地点の記録が無いが、

櫛の取り上げのさいに出土した４６が坑底部西側のまとまり

で、２２～４５は東側のまとまりである。西側と東側を比較する

と、前者にはイタチザメの歯３点（１１、１４、２１）が含まれて

いる。イタチザメは秋田県の定置網に入った記録があるそう

だが、通常はもっと南海の種である。上顎、下顎かは不明で

あるが、最大の２１が第１歯だとしても全長４�前後はあると

推測される大きさである。（北海道大学教授 仲谷一宏氏ご教

示による）本種を用いたサメ歯穿孔品は東北地方の遺跡から

も出土例はあるが、明確な出土例は北海道では初である。西

側から出土した歯はホホジロザメの下顎歯が多く、東側のも

のより大型の歯を利用している。東側出土のものにはホホジ

ロザメ上顎歯の８番目以降の歯が目立つ。４７～５２は玉類と土

製品である。すべて坑底部東側からの出土で、サメの歯の集

中域の外側に散らばる状況で少数が出土した。５２は赤彩のあ

る分銅形土製品である。頂部付近には穿孔があり、表面には

縄文が施され一条の沈線を螺旋状に施す。出土状況からこれ

らの玉・土製品は一緒に連ねられた可能性もある。５３、５４は

覆土出土の土器片である。５５は覆土上部に副葬されて片口土

器である。沈線文の一部にはベンガラがみられ、口縁部と文

様帯の下には棒状工具による刺突が施され、無紋の底部は上

げ底である。口唇部の片口脇には２ヵ所の突起が施される。

Ｐ４４６（図８０ 図版８６）

遺構 Ⅱ層下面で、褐色土層が小判型に落ち込む状況で検出

された。覆土上部にはⅣ層主体の褐色土層が混じり、下位に

Ⅱ層主体の黒褐色土層が堆積しており、土色による埋め分け

がされている。坑底面西側からはベンガラが混じる頭部の高

まりと人歯が検出された。出土遺物から縄文時代後期後葉の

墓と考える。

遺物 １は頁岩製のつまみ付きナイフ、２～４は堂林式新段

階から三ツ谷式期に相当する土器片である。

Ｐ４４７（図８８ 図版８６・８７）

遺構 耕作跡の残るⅢ層面で、褐色土層が黒褐色土層に囲ま

れて楕円形に落ち込む状況で検出された。覆土は上位にⅣ層

主体の褐色土、下位にⅡ層主体の黒色土層が堆積しているこ

とから、土色による埋め分けがされたものとみられる。坑底

面には薄くベンガラが敷かれ、坑底西側から頭部の痕跡がみ

つかり、歯の周囲からは４点の玉が出土した。また、被葬者

の頭上北側の坑底面より高い位置で櫛が１点検出された。出

土遺物の特徴から縄文時代後期後葉の墓と考える。

遺物 １は透かしのない櫛である。突起部は弧線状に加工さ

れ、体部の上部に５ヵ所、下部に２ヵ所の瘤が付される。櫛

歯は１２本で、幅は８８�である。２～５は玉類である。このう

ち２は勾玉状で、３は棗玉状である。石材は２、３が緑泥石

岩製、４、５が緑色凝灰岩製である。６は東側の壁際覆土出

土の石斧である。全面が磨かれ、後期後葉より古いものとみ

られる。７、８は覆土から出土した堂林式新段階から三ツ谷

式期に相当する土器片である。

Ｐ４４８（図８９・９０ 図版８７～８９）

遺構 耕作跡の残るⅢ層面で、暗褐色土層が黒褐色土層に囲

まれて円形に落ち込む状況で検出された。覆土は上位にⅣ層

主体の暗褐色土、下位にⅡ層主体の黒色土層が堆積している

ことから、土色による埋め分けがされたものとみられる。坑

Ⅳ 遺構と遺物
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底部の長軸が７０㎝を切る小形の土坑だが、底には薄くベンガ

ラが敷かれ、坑底部南東側の黒褐色土層中からは４点の櫛

（透かしのあるもの２点、無いもの２点）と櫛の下から５点

の環状土製品が検出された。土製品は５点のうち２点が櫛の

真下に位置し、後の保存処理時に見つかったものである。土

製品のそばに人歯も検出されたことから、これら土製品と櫛

は被葬者の頭に装着していたものとみられる。出土遺物から

縄文時代後期後葉の墓と考える。

遺物 １～４は櫛である。１は四隅に三角形、中央には工字

状の透かしを空け、そのまわりに「（ ）」形の透かしを施し

た櫛である。色調は朱色で、体部の下位には２ヵ所の瘤が造

られる。櫛歯は１２本で、幅８６�である。２は中央に工字状と

まわりに「（ ）」形の透かしを空け、体部の端には三角形の

透かしを３ヵ所空けている。櫛歯は１２本で幅は８７�である。

３は透かしのない櫛である。突起部は弧線状に加工され、体

部の上部に５ヵ所、下部に１ヵ所の瘤が付される。櫛歯は１３

本で、幅は９２．５�である。４は透かしのない櫛である。突起

部は弧線状に加工され、体部の上部に６ヵ所、下部に１ヵ所

の瘤が付される。櫛歯は１１本で、幅は６９�である。５～８は

環状土製品である。５点のうち、５～７は櫛２を取り上げる

さい、まわりから検出されたもので、８、９が櫛２を土から

分離した際に見つかったものである。出土位置は発見時の状

況から復元した。これら環状土製品に文様は無い。

Ｐ４４９（図８４ 図版８９）

遺構 耕作の激しいⅡ層面で、褐色土層が楕円形に落ち込む

状況で検出された。覆土は上位にⅣ層主体の褐色土、下位に

Ⅱ層主体の黒色土層が堆積していることから、土色による埋

め分けがされたものとみられる。本土坑を半最中に、同時期

の７７７号土坑を確認し、これを切っているとみたが、深く撹

乱を受けた場所のため確実ではない。坑底部の北西端から頭

部の痕跡である黒色土の高まりと歯がみつかった。土坑の特

徴から縄文時代後期後葉の墓と考える。

遺物 覆土からは縄文時代前期の破片が２点、中期の破片９

点、後期後葉の破片１０６点が出土した。１～３は覆土出土の

堂林式新段階から三ツ谷式期に相当する深鉢片である。

Ｐ４５０（図９１ 図版８９・９０）

遺構 Ⅱ層下面で、パミス混じりの黒褐色土層が楕円形に落

ち込む状況で検出された。土坑の位置はＰ－３３の杭と重な

る。覆土上位にはⅣ層がやや多く混じる黒褐色土が皿状に落

ち込み、下位には比較的Ⅱ層主体の黒褐色土層が堆積してい

る。覆土は全般にパミス混じりで、埋め戻しの様相を呈す

る。坑底部の南西側からは人歯が検出された。土坑の特徴か

ら縄文時代後期後葉の墓と考える。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片２３点、後期後葉の破片

３５点が出土した。１～３は覆土から出土した堂林式新段階か

ら三ツ谷式期に相当する深鉢片である。

Ｐ４５１（図９１ 図版９０・９１）

遺構 Ⅱ層下面で、一部大きく撹乱を受けるが褐色土層が小

判型に落ち込む状況で確認された。覆土上位にはⅣ層の褐色

土層、その下にⅣ層主体の暗褐色土層、下位にはⅡ層主体の

黒色土層が堆積していることから、土色による埋め分けがな

されたものとみられる。坑底部西側にはベンガラの散布が確

認された。頭位も同じ方向とみられる。土坑の特徴から縄文

時代後期後葉の墓と考える。

遺物 覆土からは縄文時代前期の破片が１点、中期の破片２２

点、後期後葉の破片３９点が出土した。１は頁岩製の石錐、

２、３は堂林式新段階から三ツ谷式期の破片である。

Ｐ４５２（図９１ 図版９０・９１）

遺構 耕作跡の残るⅢ層面で、暗褐色土層が黒褐色土層に囲

まれて楕円形に落ち込む状況で検出された。覆土上位にはⅣ

層主体の暗褐色土層、下位にはⅡ層主体の黒色土層が堆積し

ていることから、土色による埋め分けがされたものとみられ

る。坑底部西側からは人歯が検出された。土坑の特徴から縄

文時代後期後葉の墓と考える。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片９点、後期後葉の破片

１５点が出土した。１、２は堂林式新段階から三ツ谷式期に相

当する深鉢口縁部片である。

Ｐ４５３（図９２ 図版９１）

遺構 H６５の覆土上で、褐色土層が焼土を切って小判型に落

ち込む状況で確認された。覆土上位はⅣ層主体の褐色土層、

下位にはⅡ層主体の黒褐色土層が堆積していることから、土

色による埋め分けがされたとみられる。坑底部の西側からは

頭骨と歯、東側からは左右の大腿骨の痕跡が検出された。土

坑の特徴から縄文時代後期後葉の墓と考える。

遺物 覆土からは縄文時代早期の破片１点、前期の破片２

点、中期の破片７点、後期後葉の破片３４点が出土した。１、

２は堂林式新段階から三ツ谷式期に相当する深鉢口縁部片で

ある。

Ｐ４５４（図９２ 図版９１）

遺構 Ⅱ層下面で、褐色土層が小判型に落ち込む状況で確認

された。覆土上位はⅣ層主体の褐色土層、下位にはⅡ層主体

の黒褐色土層が堆積していることから、土色による埋め分け

がされたものとみられる。坑底部の南西側からはベンガラの

散布と頭部の痕跡が、北東側からは大腿部とみられる痕跡が

検出された。土坑の特徴から縄文時代後期後葉の墓と考え

る。

遺物 覆土からは縄文時代早期の破片２２点、前期の破片５

点、中期の破片５点、後期後葉の破片３９点が出土した。１～

３は堂林式新段階から三ツ谷式期の深鉢片である。
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Ｐ４５５（図９３・９４ 図版９２）

遺構 耕作跡の残るⅢ層面で、暗褐色土層が円形に落ち込む

状況で検出された。検出面上に土器片の集中がみられ、注口

土器が復元された。覆土は全般にパミス混がまじり、Ⅱ層と

Ⅳ層の混土である暗褐色土層と褐色土層がスジ状に互層に堆

積し、埋め戻しの様相を呈する。坑底部の中央から東側にか

けてベンガラの散布がみられ、歯の痕跡も２ヵ所確認され

た。また、坑底面には刃部を南に向けた石斧２点が約３５㎝は

なれて並び検出された。このような状況から、被葬者は頭を

北向きに、南北方向に体をそろえて２体ならんでいた合葬墓

とみられる。時期は、上部に副葬された注口土器より三ツ谷

式期とみられる。

遺物 １、２は坑底部に副葬された石斧である。１は東側、

２は西側から出土したもので敲打による形状調整の後に刃部

をつけたものである。３は検出面の注口土器である。口縁部

と胴部上半には直線の区画内に弧線を重ねる文様を施し、文

様の区画部に刻みを付した貼瘤を施す。注口部下には円形の

貼付け上に小さな貼瘤を付す。胴下部と頚部は無紋で、図示

していないが器面全面にベンガラが塗布された痕跡がみられ

る。大きいほうの底径は３６�で、底径１８�の小さな底と二重

の構造に加工される。４～８は覆土出土の堂林式新段階から

三ツ谷式期に相当する破片である。４、５は深鉢口縁部、６

は片口土器、７、８は注口または壷形土器である。６と８に

はベンガラが付着する。

Ｐ４５６（図９２ 図版９３・９４）

遺構 Ⅲ層面で、パミス混じりの黒褐色土層が小判型に落ち

込む状況で検出された。検出面上の西寄りには長径約３０㎝の

石皿１点が乗っていた。覆土は全般にパミス混じりのⅡ層と

Ⅳ層の混土で、埋め戻しの様相を呈する。坑底面からはベン

ガラの厚い堆積が確認された。ベンガラ面の西寄りでは頭部

の痕跡とみられる暗赤褐色の範囲がみられた。土坑の特徴か

ら縄文時代後期後葉の墓と考える。

遺物 覆土からは縄文時代後期後葉の破片１７点が出土した。

１は三ツ谷式期に相当する鉢の口縁部片である。

Ｐ４５７（図９５ 図版９３・９４）

遺構 耕作跡の残るⅣ層上面で、褐色土層が黒褐色土層に囲

まれて小判型に落ち込む状況で検出された。覆土上位にはⅣ

層主体の褐色土層、下位にはⅡ層主体の黒色土層が堆積して

いることから、土色による埋め分けがされたものとみられ

る。坑底部から遺体の痕跡などは見つからなかったが、土坑

の特徴から縄文時代後期後葉の墓と考える。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片９点、後期後葉の破片

２５点が出土した。１は三ツ谷式期に相当する深鉢の口縁部片

である。

Ｐ４５８（図９５ 図版９３・９４）

遺構 耕作跡の残るⅣ層上面で、暗褐色土層が楕円形に落ち

込む状況で検出された。覆土は全般にパミス混がまじり、Ⅲ

層とⅣ層の混土である暗褐色土層と褐色土層がスジ状に互層

に堆積し、埋め戻しの様相を呈する。坑底部西側のから南側

縁にそってベンガラの散布がみられ、西側には頭部の痕跡と

歯が確認された。また、頭部の北側には石斧が１点添えられ

ていた。土坑の特徴から縄文時代後期後葉の墓と考える。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片３点、後期後葉の破片

８点が出土している。１は覆土中から出土した堂林式新段階

から三ツ谷式期に相当する注口土器または壷の破片である。

２は被葬者の頭部北側に添えられていた石斧である。敲打に

よる形状調整の後に刃部をつけたものである。

Ｐ４５９（図９６・９７ 図版９４）

遺構 耕作跡の残るⅣ層上面で、褐色土層が暗褐色土層にか

こまれて円形に落ち込む状況で検出された。覆土上位はⅣ層

主体の褐色土層、下位にはⅡ層主体の黒褐色土層が堆積して

いることから、土色による埋め分けがされたものとみられ

る。坑底部西側を中心にベンガラ層が厚く堆積しており、西

側壁付近には２体分の人歯がみとめられた。また、北側の被

葬者の頭部付近にサメ歯穿孔品とみられるホホジロザメの上

顎歯が１点検出され、その北側の壁際では、ホホジロザメの

胎児とみられる（北海道大学教授 仲谷一宏氏ご教示によ

る）歯１０８点がまとまって出土した。このような出土状況

は、加工されたサメ歯穿孔品が集中しているのではなく、小

形のサメの顎が置かれていた可能性もある。土坑の特徴から

縄文時代後期後葉の合葬墓とみられる。

遺物 １～８０にはサメ歯穿孔品ともられるものを示した。１

は北側の被葬者頭部付近から出土したホホジロザメの上顎歯

（推定全長は２�を下回る小さな個体）を利用したもの。２

～８０は１０８点出土したサメの歯のうち実測出来た７９点であ

る。図では見えないが、縁には鋸歯状の構造がみられるもの

が多く、細長い歯では観察できないが、同じ個体の歯である

とすれば、上顎と下顎のセットと考えられる。８１、８２は堂林

式新段階から三ツ谷式期に相当する口縁部片である。

Ｐ４６０（図９８ 図版９５）

遺構 耕作跡の残るⅣ層上面で、褐色土層が暗褐色土層にか

こまれて長円形に落ち込む状況で検出された。覆土上位はⅣ

層主体の褐色土層、下位にはⅡ層主体の黒褐色土層が堆積

し、坑底部にはⅢ層とⅣ層の混土が堆積しているが、土色に

よる埋め分けがされたものとみられる。坑底部にはベンガラ

の散布がみられ、坑底部西側からは２ヵ所の頭部と歯の痕跡

が確認された。土坑の特徴から縄文時代後期後葉の合葬墓と

みられる。

遺物 覆土からは縄文時代早期の破片１点、前期の破片２

点、中期の破片１９点、後期後葉の破片１８点が出土した。

Ⅳ 遺構と遺物
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Ｐ４６１（図９８ 図版９５）

遺構 Ⅲ層面で、パミス混じりの暗褐色土層が小判型に落ち

込む状況で検出された。覆土上位はⅡ層にⅣ層とパミスが混

じる黒褐色土層であり、下位にはⅡ層主体の比較的上層と比

べると黒色土層が堆積している。ある程度は土色による埋め

分けをしたものとみられる。坑底部の西側からは頭部の痕跡

と見られる黒褐色の高まりがみつかった。土坑の特徴から縄

文時代後期後葉の合葬墓とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片５点、後期後葉の破片

１０１点が出土している。１、２は堂林式新段階から三ツ谷式

期に相当する口縁部片である。

Ｐ４６２（図９９～１０１ 図版９６～９８）

遺構 擦文時代の住居址Ｈ３４の北角のⅣ層上面で、Ⅲ層が混

じる褐色土層が円形に落ち込む状況で検出された。検出面に

は耕作の撹乱があるが、土坑の中央には灰白色の層とそれを

囲む黒褐色土層が認められ、上部は削平されているのがわか

った。残る覆土は坑底部までⅢ層とⅣ層の混土で、埋め戻し

の様相を呈する。覆土上部の灰白色層と黒褐色土層を下げる

と土坑の中央に４の注口土器が倒れて出土し、周辺からは複

数の土器がつぶれた状態で検出され、これらの土器は副葬品

と考えられた。坑底部中央にはベンガラの散布があり、その

上から環状漆塗り製品１点が壊れた状態で見つかった。

また、土坑の北西側からは頭部の痕跡と見られる黒褐色の

高まりもみつかった。上部に副葬された土器から縄文時代晩

期前葉の墓とみられる。

遺物 １（１－１～１－９）は環状漆塗製品である。図は１

－１と１－２を合わせ図上で全体像を復元したものである。

掲載した９点すべてが同じ環状漆塗製品の破片とみられる。

製品には環状に張り出す装飾が１ヵ所付けられるが、１－

１、１－２とも土からの分離が出来なかったため、詳細は推

定である。色調は朱色である。２～１４には墓の上部から出土

した一括性の高い土器を示した。２は丸底で、胴部は張り出

し、そろばん玉に近い形状をなす。頚部は胴部の張り出しの

直上で弱くくびれ、口縁部は失われている。胎土には小石が

含まれているのが観察できる。３の胴部は丸く張り出し頚部

は胴部の張り出しのから近い位置でくびれる。底部と口縁部

を欠くが、丸底であったと推測される。注口部の根元はふく

らみ、下部には抉りの入る突起とそれを囲み三叉文が施され

る。４は土坑の中央に横向きで出土した注口土器である。胴

部の張り出しは弱く縦長の器形で、底部は剥離するが、乳房

状突起が付されていとみられる。口縁部は無紋で頚部には４

条１組の弧線文が、胴部には２条から３条一組の渦巻き文や

三叉文が施される。５は小形の注口土器で、胴部は丸く張り

出し、頚部には明瞭な段を有する。底部には沈線文が施され

中央は丸く窪ませる。口縁部と注口部は欠損する。６は注口

土器の胴部片である。外面は丁寧に磨かれ胴部の張り出し直

上に頚部の括れを有する。７は注口土器か鉢形土器の口縁部

片、８はキャリパー形の口縁部を有する鉢である。無紋の口

縁部は内反し、胴部には斜行縄文が施される。底部は上げ底

で無紋である。９は深鉢の口縁部～胴部片である。口縁部は

無紋帯があり、縄文が施される胴部の境には爪形文が施され

る。１０～１４は小形の鉢形土器である。いずれも上げ底で、焼

成前から底部中央が穿孔される。１１は器面に菱形の文様が施

され、１０以外は台部と胴部の境に沈線文が施される。１４は口

縁部の開きが弱い、ミニチュア土器である。

Ｐ４６３（図１０２ 図版９９）

遺構 耕作跡に切られるが、Ⅱ層下位で、褐色土層が小判型

に落ち込む状況がかろうじて確認できた土坑である。上部に

は撹乱層が入るが、覆土上位にはⅣ層主体の褐色土層、下位

にはⅡ層主体の黒褐色土層が堆積していることから、土色に

よる埋め分けがされたものとみられる。坑底面にはベンガラ

が散布され、坑底部南西からは頭部の痕跡と見られるベンガ

ラの高まりがみつかり、被葬者の南脇には石棒が１点、柄頭

を頭側に向けて置かれていた。土坑の特徴から縄文時代後期

後葉の墓とみられる。

遺物 １～２は覆土出土の堂林式新段階から三ツ谷式期に相

当する口縁部片である。３は砂岩製の砥石である。４は被葬

者の南脇に置かれていた単頭の石棒である。長さ５４．８㎝で、

柄頭には１条の線刻とその下に細く菱形の刻みが施され、端

部は細身に加工し先端は平らに調整される。柄頭より下位に

は２条の線刻とその下に細い線刻が２条みられる。両側には

敲打痕がのこり、全面磨かれている。

Ｐ４６４（図１０３ 図版１００・１０１）

遺構 縄文時代前期の住居址Ｈ５２上で、褐色土層が小判型に

落ち込む状況で検出した。覆土上位にはⅣ層が混じる黒褐色

土層、下位にはⅡ層主体の黒色土層が堆積していることか

ら、土色による埋め分けがされたものとみられる。坑底部南

西からは頭部の痕跡と見られる黒褐色土層の高まりと人歯が

みつかり、北東側ではベンガラの散布と足の痕跡が認められ

た。土坑の特徴から縄文時代後期後葉の墓とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代早期の破片１６点、中期の破片４

点、後期後葉の破片５７点が出土している。１～２は覆土出土

の堂林式新段階から三ツ谷式期に相当する土器片である。３

は東釧路Ⅳ式の底部片である。

Ｐ４６５（図１０３ 図版１００・１０１）

遺構 Ⅱ層下面で、褐色土層が楕円形に落ち込む状況で検出

された。覆土上位にはⅢ層とⅣ層の混土である褐色土層、下

位にはⅡ層主体の黒色土層が堆積していることから、土色に

よる埋め分けがされたものとみられる。土坑の特徴から縄文

時代後期後葉の墓とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代早期の破片２０点、中期の破片４

点、後期後葉の破片２２点が出土している。１～３は覆土出土
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の堂林式新段階から三ツ谷式期に相当する土器片である。

２、３は壷または注口土器の同一個体片で、口縁部は広がら

ず、胴部の張り出しから狭まったまま口縁部となる。

Ｐ４６６（図１０３ 図版１００・１０１）

遺構 耕作跡の残るⅡ層下面で、暗褐色土層が楕円形に落ち

込む状況で検出された。覆土はパミス混がまじり、Ⅱ層とⅣ

層の混土である暗褐色土層と褐色土層がスジ状に互層に堆積

し、埋め戻しの様相を呈する。土坑の特徴から縄文時代後期

後葉の墓とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片２点、後期後葉の破片

２０点が出土している。１は覆土出土の堂林式新段階から三ツ

谷式期に相当する深鉢口縁部片である。

Ｐ４６７（図１０４ 図版１０１）

遺構 Ⅲ層面で褐色土層が楕円形に落ち込む状況で検出され

た。一部黒褐色土層が入るが、覆土上位にはⅢ層とⅣ層の混

土である褐色土層、下位にはⅡ層主体の黒色土層が堆積して

いることから、土色による埋め分けがされたものとみられ

る。坑底部には有機質な黒褐色土があり、その西側には頭部

の痕跡と見られる黒褐色土層の高まりがみとめられた。土坑

の特徴から縄文時代後期後葉の墓とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代早期の破片１点、中期の破片４

点、後期後葉の破片３６点が出土している。１、２は覆土出土

の堂林式新段階から三ツ谷式期に相当する破片で、１は深鉢

口縁部片、２は無紋の片口土器片とみられる。

Ｐ４６８（図１０４ 図版１０１）

遺構 耕作跡の残るⅢ層面で褐色土層に黒褐色土層が重なり

小判型に落ち込む状況で検出された。覆土上位にはⅢ層とⅣ

層の混土である褐色土層、下位にはⅡ層主体の黒色土層が堆

積していることから、土色による埋め分けがされたものとみ

られる。土坑の特徴から縄文時代後期後葉の墓とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代早期の破片２点、中期の破片４

点、後期後葉の破片４３点などが出土している。また、出土地

点が確認できなかったが玉が１点出土している。１は緑泥石

岩製の玉、２は堂林式新段階から三ツ谷式期に相当する深鉢

口縁部片である。

Ｐ４６９（図１０４ 図版１０２・１０３）

遺構 耕作跡の残るⅢ層面で暗褐色土層が小判型に落ち込む

状況で検出された。覆土上位にはⅢ層とⅣ層の混土である暗

褐色土層、下位にはⅡ層主体の黒色土層が堆積していること

から、土色による埋め分けがされたものとみられる。坑底面

の一部にはベンガラの散布がみとめられた。土坑の特徴から

縄文時代後期後葉の墓とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片６点、後期後葉の破片

１４０点などが出土している。１～３は堂林式新段階から三ツ

谷式期に相当する深鉢片である。

Ｐ４７０（図１０５ 図版１０２・１０３）

遺構 耕作跡の残るⅢ層面で暗褐色土層が小判型に落ち込む

状況で検出された。覆土上位にはⅢ層とⅣ層の混土である暗

褐色土層、下位にはⅡ層主体の黒褐色土層が堆積しているこ

とから、土色による埋め分けがされたものとみられる。坑底

部北西縁には頭部の痕跡と見られる有機質な黒褐色土層がみ

とめられた。土坑の特徴から縄文時代後期後葉の墓とみられ

る。

遺物 覆土からは縄文時代前期の破片１点、中期の破片７

点、後期後葉の破片４０点などが出土している。１～３は堂林

式新段階から三ツ谷式期に相当する。１はミニチュア土器で

ある。頚部はくびれ、口縁部に３条の細い沈線文が施され

る。２、３は深鉢口縁部片である。

Ｐ４７１（図１０５ 図版１０２・１０３）

遺構 耕作跡の残るⅢ層面で暗褐色土層が楕円形に落ち込む

状況で検出された。覆土上位にはⅢ層とⅣ層の混土である暗

褐色土層、下位にはⅡ層主体の黒褐色土層が堆積しているこ

とから、土色による埋め分けがされたものとみられる。土坑

の特徴から縄文時代後期後葉の墓とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片８点、後期後葉の破片

４６点などが出土している。１～３は堂林式新段階から三ツ谷

式期に相当する土器片である。１は深鉢口縁部、２は鉢形で

刻みが施される突起の下には穿孔が施される。３は壷または

注口土器の頚部片である。

Ｐ４７２（図１０５ 図版１０３）

遺構 耕作跡の残るⅢ層面で褐色土層が小判型に落ち込む状

況で検出された。覆土上位にはⅢ層とⅣ層の混土である褐色

土層、下位にはⅡ層主体の黒褐色土層が堆積していることか

ら、土色による埋め分けがされたものとみられる。坑底部に

は遺体の痕跡とみられる有機質な黒褐色土層がみとめられ

た。土坑の特徴から縄文時代後期後葉の墓とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代早期の破片１点、前期の破片４

点、中期の破片７点、後期後葉の破片１８点などが出土してい

る。１、２は堂林式新段階から三ツ谷式期に相当する破片で

ある。

Ｐ４７３（図１０５ 図版１０３）

遺構 耕作跡の残るⅢ層面で黒褐色土層が小判型に落ち込む

状況で検出された。覆土上位にはパミスが混じるⅡ層とⅣ層

の混土である黒褐色土層、下位にはⅡ層主体の黒褐色土層が

堆積している。土坑の特徴から縄文時代後期後葉の墓とみら

れる。

遺物 覆土からは縄文時代前期の破片１点、中期の破片２５

点、後期後葉の破片７点などが出土している。１は堂林式新

Ⅳ 遺構と遺物
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段階から三ツ谷式期に相当する深鉢口縁部片である。

Ｐ４７４（図１０６・１０７ 図版１０４）

遺構 耕作跡の残るⅢ層面で褐色土層が円形に落ち込む状況

で検出された。上部に少量の黒褐色土層の落ち込みがみられ

たが、覆土はⅣ層主体の褐色土層が坑底付近まで堆積してい

た。坑底部は全体に厚くベンガラが堆積し、坑底部北西側に

は頭部の痕跡と見られるくすんだベンガラ層の高まりがみと

められ、その北側横からは２点のサメ歯穿孔品と透かしのな

い櫛１点が検出された。また、坑底部南側には環状漆塗製品

１点分の破片が散らばって検出された。土坑の特徴から縄文

時代後期後葉の墓とみられる。

遺物 １、２はサメ歯穿孔品とみられるもので、１は全長２

�前後のホホジロザメ上顎歯、２は鋸歯の状況と歯根部の欠

損状況からオオメジロザメの歯を利用した可能性がある。３

は透かしのない櫛である。色調は朱色で、状態が悪いため細

部の特徴は不明である。４、５は同一の環状漆塗製品の破片

である。これらの漆塗製品はいずれも土から分離することが

出来なかった。

Ｐ４７５（図１０７ 図版１０５）

遺構 耕作跡の残るⅣ層面で黒褐色土層に暗褐色土層が重な

り小判型に落ち込む状況で検出された。覆土上位にはⅢ層と

Ⅳ層の混土である暗褐色土層、下位にはⅡ層主体の黒褐色土

層が堆積していることから、土色による埋め分けがされたも

のとみられる。坑底部東縁ではわずかにベンガラの痕跡がみ

られた。土坑の特徴から縄文時代後期後葉の墓とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代早期の破片１点、中期の破片１

点、後期後葉の破片１１点などが出土している。１は堂林式新

段階から三ツ谷式期に相当する深鉢胴部片である。

Ｐ４７６（図１０８・１０９ 図版１０５～１０７）

遺構 耕作跡の残るⅣ層面で黒褐色土層に褐色土層が重なる

ように小判型に落ち込む状況で検出された。覆土上位にはⅡ

層がＵ字状に落込み、そのまわりにⅣ層主体の褐色土層、下

位にはⅢ層とⅣ層の混土である暗褐色土層が堆積する。坑底

面南半分にはベンガラが散布され、ベンガラ上の南西側には

環状漆塗製品２点が壊れた状況で出土し、その東横には人歯

の痕跡がみられたことからこれら漆製品は頭部に装着されて

いたものとみられる。さらに頭部付近ではサメの歯２点も出

土している。頭部の南側壁際には刃部を足側に向けた石斧が

１点おかれ、ベンガラの無い坑底部北側には玉類の集中が２

ヵ所みられた。出土遺物や土坑の特徴から縄文時代後期後葉

の墓とみられる。

遺物 １は環状漆塗製品である。取り上げの際に１－２、１

－３が外れたため、両面展開させている。色調は朱色で、装

飾などの突起はみとめられない。２、３はサメ歯穿孔品とみ

られる。ホホジロザメ上顎歯が用いられている。４～３８は玉

類である。４～１５が坑底部中央付近から出土したもので、１６

～３８が頭部に近い坑底部南西側で出土したものである。それ

ぞれ連なっていた順を想定した掲載としている。いずれも緑

泥石岩製で、９、１２は深い刻み見で立体的な装飾が施され

る。３１、３８の縁には刻みが施される。３９は頭部の脇に置かれ

ていた石斧である。全面敲打により形を整えたのちに刃部の

加工が施される。

Ｐ４７７（図１１０ 図版１０８・１０９）

遺構 Ⅳ層面で黒褐色土層に暗褐色土層が重なるように小判

型に落ち込む状況で検出された。覆土上位にはⅢ層とⅣ層の

混土である暗褐色土層、下位にはⅡ層主体の黒褐色土層が堆

積していることから、土色による埋め分けがされたものとみ

られる。本土坑は縄文時代中期の住居址Ｈ５９を切っている

が、住居址を先に調査し、断面の一部が失われている。土坑

の特徴から縄文時代後期後葉の墓とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片１１点、後期後葉の破片

２９点などが出土している。１は堂林式新段階から三ツ谷式期

に相当する深鉢口縁部片である。

Ｐ４７８（図１１０ 図版１０８・１０９）

遺構 Ⅲ層面で黒褐色土層に褐色土層が重なり小判型に落ち

込む状況で検出された。覆土上位にはⅢ層とⅣ層の混土であ

る褐色土層、下位にはⅡ層主体の黒褐色土層が堆積している

ことから、土色による埋め分けがされたものとみられる。坑

底部北東側からは頭部の痕跡と見られるベンガラ層の高まり

がみとめられた。土坑の特徴から縄文時代後期後葉の墓とみ

られる。

遺物 覆土からは縄文時代前期の破片１点、中期の破片１９

点、後期後葉の破片２６点などが出土している。１は堂林式新

段階から三ツ谷式期に相当する壷または注口土器の胴部片で

ある。

Ｐ４７９（図１１０ 図版１０８）

遺構 Ⅳ層面で黒褐色土層に暗褐色土層と褐色土層が混ざり

合い小判型に落ち込む状況で検出された。覆土は下位にはⅡ

層主体の黒褐色土層が、上位はⅣ層主体の褐色土とⅡ層主体

の黒褐色土層が堆積している。坑底部中央付近にはベンガラ

の散布がみとめられた。土坑の特徴から縄文時代後期後葉の

墓とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片１７点、後期後葉の破片

８点などが出土している。

Ｐ４８０（図１１１ 図版１０９）

遺構 耕作跡の残るⅣ層面で黒褐色土層に黒褐色土、褐色土

層が重なり小判型に落ち込む状況で検出された。覆土上位に

はⅢ層とⅣ層の混土である黒褐色土層、下位にはⅡ層主体の

黒褐色土層が堆積していることから、土色による埋め分けが
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されたものとみられる。坑底部西側からは玉が３点検出され

たことから、頭位もこの方向とみられる。土坑の特徴から縄

文時代後期後葉の墓とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代前期の破片２点、中期の破片２

点、後期後葉の破片８点などが出土している。１は堂林式新

段階から三ツ谷式期に相当する注口土器あるいは特殊な器形

の土器の装飾部の破片とみられる。２～３は緑泥石岩製の玉

類である。

Ｐ４８１（図１１０ 図版１０９）

遺構 Ⅳ層面で黒褐色土層が小判型に落ち込む状況で検出さ

れた。遺存する深さは１７㎝で、覆土は坑底付近に堆積するⅡ

層主体の黒褐色土層のみである。土坑の特徴から縄文時代後

期後葉の墓とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片３点、後期後葉の破片

１点などが出土している。

Ｐ４８２（図１１２ 図版１１０）

遺構 Ⅳ層面で黒色土層が小判型に落ち込む状況で検出され

た。遺存する深さは１０㎝で、覆土は坑底付近に堆積するⅡ層

主体の黒色土層のみである。土坑の西側、検出面直下から透

かしのない櫛が１点検出され、櫛の西側からはサメの歯１７点

が検出、櫛の下位からは、漆塗製品の破片がみつかった。こ

のような状況から被葬者の頭位は西南西側で、土坑の特徴か

ら縄文時代後期後葉の墓とみられる。

遺物 １は櫛である。透かしはなく体部上位には６ヵ所、下

位には２ヵ所の瘤が施されていると推測する。２は櫛の下か

ら見つかった漆塗製品の破片で、詳細は不明である。３～１８

はサメ歯穿孔品とみられる１７点出土したうちの１点が破損の

ため実測できなかったが、出土状況から並び順を復元し掲載

した。全長２�前後のホホジロザメ上顎歯を用いたものが多

く、中央に大き目の歯を、両端には小さめの歯が並ぶ。

Ｐ４８３（図１１３・１１４ 図版１１１・１１２）

遺構 Ⅳ層面で黒褐色土層が楕円形に落ち込む状況で検出さ

れた。遺存する深さは１８㎝で、覆土は坑底付近に堆積するⅡ

層主体の黒褐色土層のみである。土坑の南西側では頭部の痕

跡と見られるベンガラ層が薄く乗る、有機質な黒褐色土層の

高まりがみとめられた。頭部の痕跡の北側からは６７点の玉類

を用いた首飾りが、連なったままの状況で出土した。土坑の

特徴から縄文時代後期後葉の墓とみられる。

遺物 １～６７は玉類である。連珠を復元すると、大きめの重

い玉が中央に集まり、端には小形の玉を連ね、両端付近には

小形の勾玉状の玉が配置されている。石材は８がジャスパ

ー、５７がタルク製であるほかは緑泥石岩製である。

Ｐ４８４（図１１１ 図版１１３）

遺構 耕作跡の残るⅣ層面でⅢ層とⅣ層の混土である暗褐色

土層が小判型に落ち込む状況で検出された。覆土上位には暗

褐色土層、下位には黒褐色土層やⅣ層がブロック状に混じる

Ⅱ層が堆積している。土坑の特徴から縄文時代後期後葉の墓

とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代前期の破片１点、中期の破片１

点、後期後葉の破片３点が出土している。１は堂林式新段階

から三ツ谷式期に相当する深鉢口縁部片である。

Ｐ４８５（図１１１ 図版１１３）

遺構 耕作跡の残るⅣ層面で黒褐色土層が小判型に落ち込む

状況で検出された。覆土は全般にⅡ層とⅢ層の混土にⅣ層が

混じる状況である。坑底部北西側には頭部の痕跡とみられる

有機質な黒褐色土層の高まりがみとめられた。土坑の特徴か

ら縄文時代後期後葉の墓とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代早期の破片１点、中期の破片１

点、後期後葉の破片３５点などが出土している。１は堂林式新

段階から三ツ谷式期に相当する深鉢口縁部片である。

Ｐ４８６（図１１５・１１６ 図版１１３・１１４）

遺構 Ⅱ層下位で黒褐色土層が小判型に落ち込む状況で検出

された。覆土は上位にⅡ層とⅣ層が混じる黒褐色土層が堆積

し、下位には上位の層よりも比較的Ⅱ層が多く混じる黒褐色

土層が堆積する。土坑は一部縄文時代晩期前葉の墓Ｐ４２９と

重なっている。坑底部西側寄りから人歯と、その横に玉類７３

点を用いた首飾りが出土した。また、首飾りの南側からは環

状漆塗製品が１点検出された。環状漆塗製品は頭部付近から

出土していることから頭に装着されていたものとみられる。

首飾りには緑泥石岩製の玉とコハク製の玉が利用され、棗玉

状に加工された深緑色の玉の脇にコハク玉製の赤い玉を連ね

る傾向がみられ、玉の色調を意識した配列がなされていると

みられる。覆土上部から出土した無紋の注口土器から、本土

坑は縄文時代後期末葉の御殿山式期の墓とみられる。

遺物 １は被葬者の頭部に装着されていたものとみられる環

状漆塗製品である。芯材に幅のある樹皮あるいは草皮を縦に

巻きつけ、２ヵ所の肥厚する丸い装飾が付けられる。色調は

朱色である。２～６８は玉類である。７３点出土したもののうち

６点が破損のため未実測である。石材は２、４、９、１０、

１３、１８～２０、２３、２４、２８、３４の１２点がコハク玉である。６９は

覆土上部の破片と一部付近の晩期前葉の土坑上部から出土し

た破片と合わせてある程度の形状を復元できた御殿山式期相

当の無紋の注口土器胴部から底部である。底径１７�前後で上

げ底である。７０～７２は覆土出土の堂林式新段階から三ツ谷式

期に相当する深鉢口縁部片である。

Ｐ４８７（図１１７ 図版１１５）

遺構 Ⅱ層下位に遺物混じりのⅣ層が広がっている状況から

土坑と判断したものである。Ⅳ層下の黒色土からは７点の玉

が集中して検出されるなど、遺物包含層とは異なる状況がみ

Ⅳ 遺構と遺物
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られ、本時期にみられる盛土墓であった可能性があるとみて

いる。覆土上位のⅣ層主体の褐色土層は図では撹乱層として

いるが、本層中から出土した遺物はまとまっていることか

ら、撹乱ではなく覆土であったとみられる。

覆土上部から出土した無紋の注口土器から、本土坑は縄文

時代後期末葉の御殿山式期の墓とみられる。

遺物 １～７はまとまって出土した玉類である。ヒスイ製で

片側穿孔のものが６点で、残り１点は緑泥石岩製である。８

～１１は覆土上部の褐色土層中の土器片である。８は覆土上部

の破片と、一部付近の晩期前葉の土坑上部から出土した破片

と合わせて復元できた御殿山式期相当の無紋の注口土器であ

る。底径２２．５�で上げ底である。口縁部と頚部の境には１条

の沈線文が施される。９は覆土上部の破片と、一部付近の晩

期前葉の土坑上部から出土し復元できた御殿山式期相当の鉢

形土器である。口縁部と胴下部には細かい縄文が施され、胴

中央部には、沈線文で区画された無紋帯が施される。１０、１１

は三ツ谷式期～御殿山式期に相当する深鉢口縁部片である。

１１の口縁部には突瘤文の上下に爪形文が施される。

Ｐ４８８（図１１６ 図版１１６）

遺構 耕作跡の残るⅣ層面でパミスの混じる黒色土層が黒褐

色土層に重なり長円形に落ち込む状況で検出された。遺存す

る深さは５㎝で、覆土上位にはパミスの混じるⅡ層が堆積

し、下位にはⅢ層とⅣ層の混土である黒褐色土層が堆積す

る。土坑の特徴から縄文時代後期後葉の墓とみられる。

遺物 覆土からはフレイク２点が出土した。

Ｐ４８９（図１１８ 図版１１６・１１７）

遺構 Ⅲ層面で黒褐色土層が円形に落ち込む状況で検出され

た。覆土はⅡ層とⅢ層の混土である黒褐色土層である。覆土

から敲き石１点が検出された。出土遺物から縄文時代前期の

土坑とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代前期の破片４点、敲き石１点など

が出土している。１は安山岩製の敲き石で、端部の角２ヵ所

に敲打痕がのこる。

Ｐ４９０（図１１８ 図版１１６・１１７）

遺構 Ⅲ層面で黒褐色土層が不整形に落ち込む状況で検出さ

れた。覆土はⅡ層とⅢ層の混土である黒褐色土層である。覆

土からは後期前葉の破片が出土していることと、付近に同時

期の住居址Ｈ２８があることなどから縄文時代後期前葉の土坑

とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片３点、後期前葉の破片

１９点などが出土している。１は中期中葉の口縁部片で、２～

４は縄文時代後期前葉のタプコプ式に相当する破片である。

Ｐ４９１（図１１８ 図版１１７）

遺構 Ⅲ層面でパミス混じりの黒色土層が小判型に落ち込む

状況で検出された。覆土は上部にパミスが混じるⅡ層が、下

位にはⅢ層とⅣ層の混土である褐色土層が堆積する。覆土か

らは縄文時代後期前葉の破片も出土しているが、上位から後

北Ｃ２Ｄ式の破片が出土したため、同時期の土坑とみられる。

遺物 １、２は同一個体と見られる後北Ｃ２Ｄ式の口縁部片

である。口唇部は刻まれ、口縁部には１条の貼付帯貼が施さ

れる。

Ｐ４９２（図１１９ 図版１１７）

遺構 Ⅲ層面で黒色土が黒褐色土層と重なり円形に落ち込む

状況で検出された。検出地点はＱ－２８の杭と重なる。覆土は

上位にⅡ層の落込みがあり、下位はⅢ層とⅣ層の混土である

黒褐色土層が堆積する。覆土からは多数の縄文時代後期後葉

の破片が出土しており、この付近に広がっていたＭＣ盛土か

らの流れ込みとみられる。遺構の特徴から縄文時代晩期前葉

の土坑とみられる。

遺物 １は縄文時代晩期前葉の口縁部片とみられる。無紋の

口縁部の下には爪形文が施される。２～４は御殿山式～晩期

前葉期に相当する破片である。２の口縁部には無紋帯があ

る。３は無紋の浅鉢の口縁部片、４は爪形文が施される胴部

片である。

Ｐ４９３（図１１９ 図版１１８）

遺構 Ⅲ層面で黒色土が黒褐色土層と重なり楕円形に落ち込

む状況で検出された。覆土は上位にパミス混じりのⅡ層の落

込みがあり、下位はⅢ層とⅣ層の混土である黒褐色土層が堆

積する。覆土から遺物は目立って出土していないが、盛土と

の位置に関連するのかもしれない。遺構の特徴から縄文時代

晩期前葉の土坑とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代早期の破片２点、中期の破片１２

点、後期後葉の破片６点などが出土している。

Ｐ４９４（図１１９ 図版１１８）

遺構 Ⅲ層面で黒色土が楕円形に落ち込む状況で検出され

た。覆土は上位にパミス混じりのⅡ層の落込みがあり、下位

はⅢ層とⅣ層の混土である黒褐色土層が堆積する。覆土は上

位に黒色土、下位にパミス混りの黒褐色土層が堆積する。遺

構の特徴から縄文時代前期の土坑と考えた。

遺物 覆土から遺物は出土していない。

Ｐ４９５（図１１９ 図版１１８）

遺構 Ⅱ層下面で黒色土と黒褐色土が円形に落ち込む状況で

確認された。検出面上には扁平な円礫が１点乗っていた。覆

土は黒色土や黒褐色土層が皿状に堆積している。覆土から遺

物はほとんど出土しなかったが、遺構の特徴から後北Ｃ２Ｄ

式期の土坑とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代後期前葉の破片１点、後期後葉の

破片１点などが出土している。
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Ｐ４９６（図１２０ 図版１１９）

遺構 Ⅱ層下面で、パミスの混じる黒色土層が小判型に落ち

込み、褐色土層の落込みを切る状況で確認された。断面か

ら、本土坑は縄文時代後期後葉の墓であるＰ６５５を切ること

が確認された。覆土は上位にパミスの混じる黒色土層が、下

位には黒褐色土層が堆積する。覆土上位から後北Ｃ２Ｄ式の

注口土器の破片が出土したことから、同時期の土坑とみられ

る。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片１４点、後期後葉の破片

５９点、後北Ｃ２Ｄ式の破片２点などが出土している。１は後

北Ｃ２Ｄ式の注口土器の破片である。器高は１０㎝以下の小形

のものとみられる。２は晩期前葉の口縁部片、３、４は後期

後葉の破片である。

Ｐ４９７（図１２１・１２２ 図版１１９・１２０）

遺構 耕作跡の残るⅡ層下面で黒褐色土層が小判型に落ち込

む状況で検出された。検出面上の一部明褐色シルト層が堆積

しており、シルト層の下からは黒褐色土層を挟んで、２個体

の深鉢片や礫が出土した。覆土はⅡ層主体の黒色土層や黒褐

色土層、Ⅲ層、Ⅳ層の混土である暗褐色土層が互層で堆積

し、埋め戻しの様相を呈する。坑底面には薄いベンガラの散

布がみとめられ、坑底部西側からは、頭部の痕跡と見られる

有機質な黒褐色土層の高まり２ヵ所が歯とともにみつかり、

東側からは２体分の足の痕跡がみとめられた。出土遺物から

三ツ谷式期の合葬墓とみられる。

遺物 １は胴下部片である。２、３の土器は底部が欠ける

が、別個体とみられる。２、３は三ツ谷式期の深鉢である。

２の口唇には爪形文が施された突起が５ヵ所あり、突起の間

には指などで口唇をつぶした窪みが付される。口縁部の文様

には対向する三叉文とその間に、上下交互に向く三叉文を中

心に沈線文で文様を描き、充填縄文が施される。３は小波状

の口唇部をもつ深鉢で、口縁部には突瘤文が施される。

Ｐ４９８（図１２０ 図版１２０・１２１）

遺構 Ⅳ層面で暗褐色土層が黒色土層に重なり円形に落ち込

む状況で検出された。覆土は上位にⅣ層が混じる暗褐色土

層、下位にはパミスの混じるⅡ層主体の黒褐色土層が堆積す

る。坑底部西側からは、後北Ｃ２Ｄ式の底部片が出土したこ

とから、同時期の土坑とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代後期後葉の破片１４点、後北Ｃ２Ｄ

式の破片６点などが出土している。１は後北Ｃ２Ｄ式の底部

片である。底は平らに調整され、縞縄文が施される。

Ｐ４９９（図１２０ 図版１２０・１２１）

遺構 Ⅳ層面でパミス混じりの黒色土層が円形に落ち込む状

況で検出された。覆土は全般にパミスの混じる黒色土層が堆

積する。付近にはＰ４９８、Ｐ５００の３基の土坑が並び、残り２

基とも後北Ｃ２Ｄ式期の土坑で、覆土も特徴が似ていること

から、本土坑も後北Ｃ２Ｄ式期とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代後期後葉の破片４点が出土した。

Ｐ５００（図１２０ 図版１２１）

遺構 Ⅳ層面で暗褐色土層が円形に落ち込む状況で検出され

た。検出面上には礫が１点乗っていた。残りは悪いが出土遺

物か、後北Ｃ２Ｄ式期の土坑とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代後期後葉の破片４点、後北Ｃ２Ｄ

式の破片６点などが出土している。

Ｐ５０１（図１２３ 図版１２２・１２３）

遺構 Ⅲ層面で、Ⅲ層とⅣ層の混土である褐色土層が黒色土

層と重なり小判型に落ち込む状況で検出された。覆土上位に

はⅢ層とⅣ層の混土である褐色土層、下位にはⅡ層主体の黒

褐色土層が堆積していることから、土色による埋め分けがさ

れたものとみられる。坑底面にはわずかにベンガラの痕跡が

みとめられ、坑底部西側壁には頭部の痕跡と見られる有機質

な黒褐色土層の高まりがみとめられた。土坑の特徴から縄文

時代後期後葉の墓とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片５点、後期後葉の破片

３４点などが出土している。１は堂林式新段階から三ツ谷式期

に相当する深鉢口縁部片である。

Ｐ５０２（図１２３ 図版１２２・１２３）

遺構 耕作跡の残るⅣ層面で、Ⅲ層面で、Ⅲ層とⅣ層の混土

である暗褐色土層が黒色土層と重なり小判型に落ち込む状況

で検出された。覆土上位にはⅢ層とⅣ層の混土である暗褐色

土層、下位にはⅡ層主体の黒褐色土層が堆積していることか

ら、土色による埋め分けがされたものとみられる。坑底面に

はわずかにベンガラの痕跡がみとめられ、坑底面にはベンガ

ラの散布がみとめられ、坑底部南西側には頭部の痕跡と見ら

れる有機質な黒褐色土層の高まりと、はっきりしたベンガラ

の散布がみとめられた。土坑の特徴から縄文時代後期後葉の

墓とみられる。

遺物 １は堂林式新段階から三ツ谷式期に相当する無紋の深

鉢口縁部片である。２は覆土出土の石斧である。特徴が同時

期の石斧の形態と異なることから流れ込みとみられる。

Ｐ５０３（図１２３ 図版１２２）

遺構 耕作跡の残るⅣ層面で、パミスが混じるⅡ層が小判型

に落ち込む状況で検出された。遺存する深さは１０㎝で、覆土

は上位に黒色土層が堆積し、下位にⅢ層とⅣ層の混土である

暗褐色土層が堆積している。坑底部より浮いた位置の西側と

東側から２点の玉が出土した。出土位置が異なるが、東側か

ら出土した玉にはネズミのかじり跡が付いており、原位置か

ら移動しているものと考えられる。被葬者の頭位は西側出土

の玉付近とみられ、土坑の特徴から縄文時代後期後葉の墓と

みられる。

Ⅳ 遺構と遺物
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遺物 １、２玉である。２の表面にはネズミのかじり跡が付

いている。いずれも緑泥石岩製である。３は堂林式新段階か

ら三ツ谷式期に相当する深鉢口縁部片である。

Ｐ５０４（図１２４ 図版１２３）

遺構 耕作跡の残るⅣ層面で褐色土層が円形に落ち込む状況

で検出された。覆土の中央に薄く黒褐色土層の堆積がみられ

たが、そのほかはⅣ層主体の褐色土層が坑底付近まで堆積し

ていた。坑底部は全体に厚くベンガラが堆積し、坑底部北西

側には歯の痕跡が、南東側には足の痕跡がみとめられた。北

側壁際の覆土中からはベンガラが付着した石皿が縦向きに出

土し、坑底部中央にはツノガイ化石が１点、被葬者の足付近

からはサメの歯が１点検出された。土坑の特徴から縄文時代

後期後葉の墓とみられる。

遺物 １サメ歯穿孔品とみられる。鋸歯部両端は接着時に狭

まってしまったが、全長２�前後のホホジロザメ上顎歯を用

いている。２はツノガイ化石を利用した垂飾である。３は覆

土出土の頁岩製の石鏃である。４、５は覆土出土の堂林式新

段階から三ツ谷式期に相当する破片である。４は深鉢口縁

部、５は壷または注口土器の胴部片である。６は壁際から縦

向きに出土した安山岩製の石皿である。片面にはベンガラの

付着がみられ、坑底部に敷かれるベンガラの制作に関係する

遺物かもしれない。

Ｐ５０５（図１２５ 図版１２４・１２５）

遺構 Ⅱ層下位で、暗褐色土層に黒褐色土層が重なり小判型

に落ち込む状況で検出された。本土坑は縄文時代晩期前葉の

墓、Ｐ４３２の隣に位置するが、覆土上位に黒褐色土層が堆積

するため、確認面がＰ４３２より１０㎝前後低い面となった。覆

土は上位にⅡ層とⅣ層の混土である黒褐色土層が堆積し、下

位にはⅡ層主体の黒色土層が堆積する。坑底部からは遺体の

痕跡などはみつからなかったが、土坑の状況から縄文時代後

期末葉の墓とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片８点、後期後葉の破片

７４点などが出土している。１～３は堂林式新段階から三ツ谷

式期に相当する深鉢口縁部片である。

Ｐ５０６（図１２６・１２７ 図版１２４・１２５）

遺構 Ｐ５０５の南側Ⅱ層下位で、暗褐色土層が小判型に落ち

込む状況で検出された。検出面上には少量の土器片が散らば

っていた。覆土は上位にパミスが混じる黒褐色土層、下位に

はⅡ層にⅣ層がブロック状に混じる比較的黒色土層が堆積す

る。また、上位の層中からは比較的大きな土器片が検出され

たが、南西側からは、注口土器と深鉢の破片がまとまって出

土した。坑底部からは遺体の痕跡などはみつからなかった

が、土坑の状況と出土遺物から縄文時代晩期前葉の墓とみら

れる。

遺物 覆土からは縄文時代後期後葉の破片５７２点、晩期前葉

の破片８８点など大量の土器片が出土している。１～８は堂林

式新段階から晩期前葉に相当する土器である。１は堂林式の

深鉢口縁部片、２は御殿山式～大洞Ｂ１式期相当の破片であ

る。３は覆土上位から一括で出土した注口土器である。底部

と注口部、口縁部の大半を欠き、頚部にのみ沈線による文様

が施される。口縁部と胴部の境には連続する瘤を貼付け、貼

瘤の稜に沿って１条の沈線文を施す。頚部には玉抱き三叉文

が施されることから大洞Ｂ１式期相当とみられる。４は上げ

底の深鉢底部片、５は無紋の浅鉢口縁部、６は壷（注口）形

土器の胴部片である。７は破片のほとんどが遺構確認以前の

包含層からみつかっている。胴部は張り出し、そろばん玉状

に近い形状をなす。胴部上半に文様が施される。大洞Ｂ１式

期相当の壷（注口）形土器とみられる。８は小波状の口縁部

を持つ深鉢である。底部を欠き、口唇は指先で刻まれる。

Ｐ５０７（図１２５ 図版１２５・１２６）

遺構 Ｈ３８の確認作業のためⅣ層上面精査していたところ、

黒褐色土の落ち込みを確認した。長軸にあわせて南東側を半

截すると、不明瞭ながらも壁、坑底を確認することができ

た。覆土は黒褐色土で、坑底は緩やかで平坦であるが、北東

壁際に小さなくぼみがある。重複する遺構の可能性があった

が、覆土が区別できなかったため、土坑内に形成されたくぼ

みと判断した。壁は坑底と緩やかに連続している。出土遺物

から縄文時代中期の土坑とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片６６点が出土している。

１は萩ヶ岡２式相当の胴部片である。

Ｐ５０８（図１２８～１３２ 図版１２６～１３０）

遺構 Ⅱ層面で、黒色土層が暗褐色土層に重なり円形に落ち

込む状況で検出された。覆土は上位にⅡ層の落込みと見られ

る黒色土、その下にⅡ層とⅣ層の混土である黒褐色土層、覆

土下位はⅣ層主体の褐色土層が堆積する。Ⅱ層の落込みには

割れた円礫がみとめられ、その下の黒褐色土層中からは上部

に副葬されたと見られる土器類９点がつぶれた状態で出土し

た。坑底部の中央から西側にはベンガラの散布かみとめら

れ、ベンガラ範囲の南側、壁際には黒曜石製の剥片や石鏃、

石錐、石斧などが直線状に並んで出土、またベンガラ上から

はサメの歯と臼玉状の玉１９６点が検出された。上部に副葬さ

れた土器から縄文時代晩期前葉の墓とみられる。

遺物 １、２は黒曜石製の石鏃で、１は坑底部剥片の下から

出土したもの、２は覆土上位から出土したもの。３、４は頁

岩製の石錐で、どちらも坑底部の剥片の下から出土したもの

である。５は坑底部の剥片上から出土した泥岩製の小形の石

斧である。側面と端部に敲打痕がある。６～８は黒曜石製の

剥片である。赤井川産とみられる。１４～１６はサメ歯穿孔品と

みられる。１４はホホジロザメ上顎歯の１～２番目を利用した

もので、全長３�ほどの個体のものとみられる。本遺跡から

出土した最大のサメの歯である。１５、１６は坑底部の土壌水洗
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で見つかったもの。鋸歯のない小形の歯で、種は不明であ

る。１７～２１２は坑底部にまとまって出土した玉類である。こ

れらのうち４点は土壌水洗で見つかったものである。石材は

すべて緑泥石岩製で、１１９が勾玉状に近い形態であるが、そ

のほかの玉の形態はほとんどが臼玉状である。２１３～２２２には

土器を示した。これらのうち２１３は坑底部に副葬されたフレ

イク類の上に乗っていた注口土器底部片で、包含層からの流

れ込みの可能性がある。時期は御殿山式期とみられ、乳房状

突起を有する。そのほかの土器類は覆土上部から出土した一

括遺物である。文様の無いものがほとんどである。２１３は胴

部と頚部の境がわずかに括れ、１条の沈線が施される。底部

は剥離しているが、乳房状突起があったとみられる。２１５の

胴部上半は粘土の輪積みがはがれた状態で、アスファルトに

よる補修が行われている。注口部を欠損し、口縁部に１条の

細い沈線、底部には乳房状突起が施される。胴部は張り出

し、底部は半球状でそろばん玉状にちかい形態である。この

ような器形は晩期初頭期にみられる新しい要素であるため、

これらの土器は大洞Ｂ１式相当とみている。２１６はキャリパ

ー型の鉢である。底部は上げ底で、口縁部は強く括れ内反す

る。２１７、２１８口縁部にＡ状の突起を連続して施し、２１８には

上げ底の台部が付く。２１７は底部との境に１条の沈線が施さ

れ、台部は欠ける。底の状況から欠損部は開くとみられ、あ

るいは上下逆で、より大きい口縁部が付く可能性もある。

２１９～２２２はワイングラス状とも言うべきか、細長い台部を有

する縦長の器形である。２２０、２２１は台部を欠損するが、２１９

や２２２に類似する器形であったとみられる。２１９の台部の破片

は土坑西側の壁際覆土中位ほどから出土したが、口縁部は覆

土上位から出土している。口縁部のＡ状の突起は２１９が１２ヵ

所、２２０が７ヵ所あったと推測され、２２１には無い。２２２は２１９

などのミニチュアともみられる。口縁部にはＡ状の突起を貼

付し、突起の間と下位に沈線を施す。また底部の境に沈線が

施され、胴部下の細い台部との境にも一部沈線がある。

Ｐ５０９（図１３３ 図版１３０・１３１）

遺構 Ⅱ層下面で、Ⅲ層とⅣ層の混土である暗褐色土層が小

判型に落ち込む状況で検出された。覆土は全般にパミスが混

じる暗褐色土層で、埋め戻しの様相を呈する。坑底面の東側

にはベンガラの散布があり、ベンガラ範囲と重なり玉類と漆

の小片などが検出された。土坑の特徴から縄文時代晩期前葉

の墓とみられる。

遺物 １～１８は玉類である。いずれも緑泥石岩製で、９、

１６、１８が勾玉状のもの、１１は勾玉状だが２ヵ所の穿孔があ

る。１２は縁に刻みを施した三角形の形状で、Ｐ４７６から類例

２点がみつかっている。残りの玉はほとんどが臼玉状であ

る。１９、２０は覆土から出土した堂林式新段階から御殿山式期

に相当する深鉢口縁部片である。

Ｐ５１０（図１３４・１３５ 図版１３１～１３３）

遺構 Ⅱ層下面で、Ⅲ層とⅣ層の混土である暗褐色土層が小

判型に落ち込む状況で検出された。検出面上の北西側には、

鉢形土器２個体の破片がまとまって出土した。覆土は上部に

Ⅲ層とⅣ層の混土である暗褐色土層が落込み、検出面上の土

器も本層中にあったとみられる。覆土中位から下位にかけて

は、坑底部直上にⅣ層がブロック状に堆積するほかは、パミ

スが混じるⅡ層主体の覆土である。土坑中央の覆土中からは

交差する穿孔が施された垂飾１点が検出された。覆土中位に

玉類を副葬した例にはＰ４３５がある。坑底部中央の北側壁際

からは雨だれ石を利用した垂飾が２点、坑底部北西側からは

臼玉状の玉類３９点を利用した首飾りが出土した。土坑上部か

ら出土した土器から縄文時代後期末葉の御殿山式期の墓とみ

られる。

遺物 １は覆土中位から出土した交差する穿孔が施された玉

である。２、３は泥岩製の雨だれ石を利用した垂飾である。

２は割れた雨だれ石に２ヵ所の穿孔を加えたもので、穿孔部

内面にはベンガラの付着がみられる。３は雨だれ石そのもの

で、孔の内側にはベンガラが付着する。４～４２首飾りに利用

されていた臼玉状の玉類である。すべて緑泥石岩製で、玉ず

れがはげすく、穿孔面が皿状に窪むものや、ゆるやかに膨ら

むものが多い。４３、４４は検出面上で一括出土した御殿山式期

の鉢形土器である。４３の口唇には幅のある突起と、２個１組

の小さな突起が交互に付される。文様は胴上部に施され、上

下に間に刻みを加えた２条の沈線が施され、その間には対向

する三叉文を中心に文様が施される。４４は口縁部、胴部中

央、胴下部、台部に分けて縄文を施す。４５～４７は覆土から出

土した三ツ谷式～御殿山式期に相当する深鉢片である。

Ｐ５１１（図１３６～１３８ 図版１３３～１３５）

遺構 Ⅲ層面で、Ⅱ層とⅢ層の混土である黒褐色土層が小判

型に落ち込む状況で検出された。覆土はパミス混じりの黒褐

色土層が上位に落込み、下位には範囲を記録するには至らな

かったが、ベンガラが混じるとみられる赤味を帯びたⅡ層が

堆積する。坑底部西側からは、状態が悪いが透かしのある櫛

２点が出土し、その東横からは主に臼玉状の玉１７６点が検出

された（土壌水洗も含む）。出土した櫛との位置から首飾り

とみられる。坑底部東側では臼玉状の玉５２点の玉が検出され

た。玉類の集中する場所は土壌水洗をおこない、その結果９

点の玉が出土した。出土状況は不明であるが、玉の大きさか

ら、櫛の東側から出土した首飾りのものとみられる。土坑の

特徴から縄文時代後期末葉の御殿山式期の墓とみられる。

遺物 １、２には櫛を示した。状態が悪く、２点を同時に取

り上げ、土から分離することは出来なかったが、２点とも四

隅に三角形、中央には工字状の透かしを空け、そのまわりに

「（ ）」形の透かしを施した櫛であるとみられる。残りの良

い部分で観察すると、色調は朱色である。３～５４は坑底部東

側から出土した首飾りである。形状はほとんどが臼玉状で、

Ⅳ 遺構と遺物
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石材は２２がヒスイ、２５、２７がジャスパー、のこりはすべて緑

泥石岩製である。５５～２２２は櫛の東側から出土した。径の小

さい玉が増えるためか丸みのある玉が増える傾向がある。石

材は１４９が凝灰岩、２０９が蛇紋岩製であるほかはすべて緑泥石

岩製である。２２３～２３１は土壌水洗でみつかった玉類である。

大きさから後者の首飾りに属するものとみられる。

Ｐ５１２（図１２５ 図版１３５）

遺構 Ⅱ層面で、黒褐色土層が小判型に落ち込む状況で検出

された。覆土上位にⅡ層とⅣ層の混土である黒褐色土層が堆

積し、覆土下位にはⅡ層主体の黒色土が堆積する。坑底面に

は少量のベンガラの散布がみとめられ、坑底部北西側で、玉

類１２個を連ねた首飾りが出土した。土坑の状況から縄文時代

晩期前葉の墓とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片２点、後期後葉の破片

４７点などが出土している。１～１２は緑泥石岩製の玉類で、中

央に大きな玉、端には小形の玉が連なる。１３は御殿山式期～

晩期前葉の深鉢口縁部片である。

Ｐ５１３（図１３９・１４０ 図版１３６・１３７）

遺構 Ⅱ層下面で、黒色土層が黒褐色土層と重なり小判型に

落ち込む状況で検出された。検出面には割れた礫の一部が見

えていた。覆土はローム粒が混じるⅡ層が坑底面まで堆積し

ていた。土坑の西側に頭位がある例が多いため、東側半分を

掘り始めると、検出面に見えていた礫は石皿で、土坑の中位

まで落ち込み、石皿の上に口縁部を下向きに鉢形土器１点が

つぶれて検出された。土坑の北側壁際には頁岩製のフレイク

がまとまって出土するのもみとめられた。上位出土の遺物を

取り上げ、坑底まで下げると、玉類２５個を連ねた首飾りが出

土し、その西側からは環状漆塗製品が１点検出された。

この状況から石皿が被葬者の頭部と重なる位置にあること

がわかった。完掘時に頁岩製のフレイクの続きと玉１点が検

出された。そのほかは目立って遺物は出土していない。覆土

上部の遺物から縄文時代後期末葉の御殿山式期の墓とみられ

る。

遺物 １は環状漆塗製品である。残りは悪く土から切り離す

ことは出来なかった。色調は朱色である。２は石皿の上から

出土した鉢である。底部は上げ底で、端部は波状で、５ヵ所

波打つ。口縁部には２条の沈線が施され、間を竹管状工具で

刻む。台部との境には浅く沈線が施される。３は覆土に散在

した破片が接合したもので、壷または注口土器の口縁部片で

ある。４は３と同一個体の可能性がある無紋の胴部片であ

る。５～３０は玉類である。５は離れて１点出土した玉で、緑

色凝灰岩製である。６～２６までは連なって出土した。並び順

は中央に凝灰岩製の１６が位置し、両側に向かって徐々に小さ

い玉が連なる。２７～３０は連なった玉の途切れた場所に散らば

った４点でやはり同じ首飾りのものと見られる。やや大きい

３０は琥珀製である。３１～４５は覆土上部で検出された頁岩製の

フレイクである。頁岩の質から母岩は２つ以上あるとみられ

る。４６は安山岩製の石皿である。

Ｐ５１４（図１４１ 図版１３８）

遺構 縄文時代後期末葉の墓が集まる場所の包含層調査時

に、Ⅱ層下位で土器や礫が出土し始め、Ⅲ層面で、黒色土層

が円形に落ち込む状況で確認した。覆土はⅡ層で埋まり、土

器の底部片２個体や礫などが出土した。出土遺物から北大Ⅱ

～Ⅲ式期の土坑とみられる。

遺物 １、２は北大Ⅱ～Ⅲ式期の底部片である。本土坑周辺

は包含層の残りはよいが、破片は土坑からのみ接合した。当

初から土坑に底部片を入れたものとみられる。内外面とも縦

方向に磨かれ、底部には笹葉の圧痕がのこる。

Ｐ５１５（図１４２・１４３ 図版１３８～１４０）

遺構 Ⅱ層下位で黒色土層がⅢ層とⅣ層の混土である暗褐色

土層と重なり楕円形に落ち込む状況で検出された。本土坑は

縄文時代中期の深い住居址Ｈ５７と重なる。覆土はⅡ層主体の

黒色土層とⅢ層とⅣ層の混土である暗褐色土層が互層で堆積

する。覆土上位の東壁付近からは黒曜石と頁岩のフレイクが

まとまって出土した。坑底部にはベンガラの散布がみとめら

れ、南西壁際からは頭部の痕跡と見られるベンガラ層が薄く

乗る、有機質な黒褐色土層の高まりがみとめられ、付近には

歯の痕跡もみとめられた。歯の周辺には９点の玉類が散在

し、被葬者の体と重なる位置からは、柄頭をもたない石棒

が、尖った端部を頭に向け出土した。また、頭部の高まりの

中からはサメ歯穿孔品とみられるアオザメの歯１５点が検出さ

れた。土坑の特徴から御殿山式期の墓とみられる。

遺物 １は片岩製の石棒である。長さ５６．３㎝で、柄頭は無

く、柄尻に穿孔が施される。柄部には２条１組の線刻が２ヵ

所施され、その中間にも弱い１条の線刻が施される。端部は

尖らせ、貫通しない穿孔が１ヵ所施される。２～１０は玉類で

ある。棗玉状や丸味のある臼玉状のものが多く、石材すべて

は緑泥石岩製である。１１～２５はサメ歯穿孔品とみられる。全

長２�前後のアオザメの歯を利用したもので、上顎左の歯を

利用したものが１６、２２、２５、そのほかは下顎歯を利用してい

る。２０と２３は互いに半分欠けるが、接合しなかった。２６～３６

は覆土上位に副葬されたとみられるフレイクである。石材は

３５、３６が黒曜石製で、のこりは頁岩製である。頁岩の母岩は

３３以外同じである。３７～４０は覆土から出土した三ツ谷式～御

殿山式期に相当する破片である。

Ｐ５１６（図１４４ 図版１４１）

遺構 Ⅱ層下位で、黒褐色土層が暗褐色土層に重なり小判型

に落ち込む状況で検出された。覆土上位にⅡ層主体の黒褐色

土、下位にはⅡ層とⅣ層の混じる暗褐色土が堆積する。坑底

部の南寄りからは、５１点の玉を連ねた首飾りが出土し、その

南脇からは黒曜石製の石鏃１点が出土した。石鏃の出土位置

―８２―



は被葬者の頭部と重なると考えられる。この遺物は包含層か

らの流れ込みともみられるが石器類を頭部の下に副葬した例

がＰ４４３にあることから、副葬品である可能性もある。土坑

の特徴から御殿山式期の墓とみられる。

遺物 １～５１は坑底部から連なる状況で出土した玉類であ

る。石材には１２がヒスイ、１３、１７、１９、３１が緑色凝灰岩、そ

のほかは緑泥石岩がつかわれている。出土状況から玉の並び

を考慮した掲載としているが、縦長の深緑色の玉の両側に緑

色凝灰岩製の薄い緑の玉を並べるなど、色にも配慮した並び

がみられる。５２は首飾りのわきから出土した黒曜石製の石鏃

である。

Ｐ５１７（図１４５ 図版１４２・１４３）

遺構 Ⅱ層下位で、パミスが混じる暗褐色土層が小判型に落

ち込む状況で検出された。覆土はⅡ層主体の黒色土層とⅢ層

とⅣ層の混土である暗褐色土層が互層に堆積する。坑底部西

側からは頭部の痕跡とみられる有機質な土層がみられた。土

坑の状況から縄文時代後期末葉の墓とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代後期後葉の破片６点などが出土し

ている。１は堂林式新段階から御殿山式期に相当する深鉢頚

部片である。

Ｐ５１８（図１４６ 図版１４２・１４３）

遺構 Ⅱ層下位で、褐色土層が円形に落ち込む状況で検出さ

れた。覆土上位にはⅢ層とⅣ層の混土である褐色土層、下位

にはⅡ層主体の黒色土層が堆積していることから、土色によ

る埋め分けがされたものとみられる。坑底部南西からは透か

しのある櫛１点と、玉類５点が出土し、北寄りにはベンガラ

の散布がみとめられ、環状漆塗製品２点が並んで検出され

た。土坑の状況から御殿山式期の墓とみられる。

遺物 １は土から分離することは出来なかったが、四隅に三

角形、中央には工字状の透かしを空け、そのまわりに

「（ ）」形の透かしを施した櫛である。色調は朱色で、体部

の上位に１ヵ所、下位には２ヵ所の瘤が造られる。２、３は

環状漆塗製品である。２は芯材に編み物を巻き付け漆で固定

したもの、２は樹皮あるいは草皮を縦に巻きつけたものとみ

られる。出土状況での幅は２が２０�前後、３は９�前後であ

る。ともに装飾的な突起は無く、色調は小豆色である。４～

８は玉類である。４、５は勾玉状の玉で、４は長軸が最大で

４４�あり、本遺跡出土最大のコハク製の勾玉である。５は表

面に線刻が施される。９、１０は堂林式新段階から御殿山式期

に相当する破片である。

Ｐ５１９（図１４７～１４９ 図版１４４・１４５）

遺構 Ⅱ層下位で、パミス混じりの黒褐色土層と褐色土層が

重なり合い小判型に落ち込む状況で検出された。覆土上位に

はⅢ層とⅣ層の混土である褐色土層が比較的多く入り、下位

にはパミスやロームブロックが混じるⅡ層が堆積している。

坑底部にはベンガラの散布がみとめられ、南西側からは頭部

の痕跡と見られる有機質な黒褐色土層の高まりがみとめら

れ、付近には歯の痕跡もみとめられた。被葬者の体上にはサ

メ歯穿孔品とみられるはサメの歯が３３点出土、このうちの１６

点は基部を揃えた状態で並んで出土した。サメの歯の分布の

外側には、部分的には連をなすが、遺体を取り囲むように玉

類が土坑の壁際に散在して出土した。坑底部東側からは透か

しのある櫛が１点と、同一個体の環状漆塗製品の破片が玉類

と同様に南側壁際と西側壁際などに散らばって出土した。土

坑の状況から御殿山式期の墓とみられる。

遺物 １は土から分離することは出来なかったが、四隅に三

角形、中央には工字状の透かしを空け、そのまわりに

「（ ）」形の透かしを施した櫛である。色調は朱色で、体部

の上位に１ヵ所、下位には２ヵ所の瘤が造られる。２～５は

同一個体の環状漆塗製品の破片である。芯材に編み物を巻き

つけ漆で固定したものとみられ、出土状況での幅は１９�前後

である。Ｐ５１８出土のものと似た製品とみられる。６～２３に

は、サメ歯穿孔品とみられる。６～１７まで基部を揃えて並ん

で出土したものだが、間の４点が破損している。小さな歯で

もホホジロザメの歯を利用しているものが多く、１８～２３はア

オザメの歯を利用したものである。最も大きい歯は３で、ホ

ホジロザメの下顎歯を利用したもので、４～５番の歯だとし

ても２．５�前後の個体とみられる。２４～６９には玉類を示し

た。このうち６５はヒスイ、２４、６９は凝灰質泥岩、６１、６３は緑

色凝灰岩、２６、２８、３２、３６、４３～４５、４８、６７がコハク、のこ

りは緑泥石岩製である。形状では２４は丸玉状、６２は左右非対

称形で刻みを施すもの、６９は雨だれ石を利用したものであ

る。７０～７２は三ツ谷式から御殿山式期に相当する破片であ

る。

Ｐ５２０・５２１（図１５０ 図版１４６・１４７）

遺構 Ⅱ層面でⅣ層混じりの暗褐色土層が落ち込む状況で確

認したが、予想以上に大きな遺構であったため、途中をⅣ層

まで下げた時点で並んで分布する全体を確認した。平面形は

互いの方向にやや括れた長円形で、長径約２７０㎝あり、Ｐ５２０

は縄文時代後期後葉の土坑Ｐ７８４に一部切られる。２基の土

坑はその形状と配列から同時に存在したとみられ、約８０㎝離

れる２基の間には特に遺構は見当たらなかった。断面は、遺

構の中央にⅡ層が落込み、遺構の両端や下位にはⅢ層とⅣ層

が混じる暗褐色土層が堆積し、埋め戻しの様相を呈する。出

土遺物の最も新しい遺物から縄文時代後期末葉たが、覆土か

らは後期中葉や中期の遺物が多く出土しており、縄文時代後

期中葉の遺構とみられる。

遺物 １～３はＰ５２０から出土した遺物である。１は御殿山

式期相当の無紋の鉢で、２、３は黒曜石製の石鏃である。４

～７はＰ５２１から出土いたもので、４は縄文時代後期中葉の

底部片、５は黒曜石製の石鏃で、６、７はすり石である。

Ⅳ 遺構と遺物
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Ｐ５２２（図１４５ 図版１４８）

遺構 Ⅳ層面で、パミスが混じる黒色土層が小判型に落ち込

む状況で検出された。覆土は主にⅡ層主体の黒色土層で、下

位に一部Ⅲ層とⅣ層の混土である暗褐色土層が堆積する。検

出面北側には土器片の集中がみられ、接合した結果、底部片

とオロシガネ状土製品であることがわかった。出土遺物から

縄文時代後期中葉の墓とみられる。

遺物 １は縄文時代後期中葉の底部片である。底は平らで底

部付近は無紋である。２はオロシガネ状土製品である。皿状

に窪む円盤状で、表には縄文を施し、裏は無紋である。

Ｐ５２３（図１５１ 図版１４７）

遺構 Ⅳ層面で、パミスが混じる黒褐色土層が長円形に落ち

込む状況で検出された。覆土は主にパミスが混じるⅡ層主体

の黒褐色土層である。土器片は出土しなかったが、土坑の特

徴から縄文時代晩期前葉の土坑と考えた。

遺物 覆土からは石斧未成品が１点出土した。

Ｐ５２４（図１５１ 図版１４７）

遺構 Ⅲ層面で、パミスが混じる黒褐色土層が円形に落ち込

む状況で検出した。覆土は主にパミスが混じるⅡ層主体の黒

褐色土層である。遺構の特徴から縄文時代晩期前葉の土坑と

みられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片３点、後期後葉の破片

１２点などが出土している。

Ｐ５２５（図１５１ 図版１４８）

遺構 Ⅲ層面で、パミスが混じる黒褐色土層が円形に落ち込

む状況で検出した。覆土は上位には炭化材やパミスを含む黒

褐色土層が堆積し、坑底部にはⅡ層が多く混じる黒褐色土層

が堆積する。遺構の特徴から縄文時代晩期前葉の土坑とみら

れる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片２点、後期後葉の破片

１１点などが出土している。

Ｐ５２６（図１５２・１５３ 図版１４９・１５０）

遺構 縄文時代後期中葉のホッケマ式期の住居址Ｈ３９の床面

から検出された。住居址を先に調査したが、確認時の土坑上

部には黒曜石の剥片や土器片が散在していた。覆土は全般に

ローム粒やパミスを含む黒褐色土層や暗褐色土層で、埋め戻

しの様相を呈する。坑底面には部分的にベンガラの散布がみ

られた。坑底部の東側からは透かしのある櫛とみられる製品

１点と、壊れた状態でばらばらな環状漆塗製品１点、ミニチ

ュアの石皿１点が出土した。出土遺物から縄文時代晩期前葉

の墓とみられる。

遺物 １は透かしのある櫛とみられるが、歪んだ状態で出土

しているため、推測ではあるが、四隅に三角形、中央には工

字状の透かしを空け、そのまわりに「（ ）」形の透かしを施

しているものとみられる。２、３は同じ環状漆塗製品の破片

と見られ、４、５もその小片と推測される。破損の状況から

装飾の突起などが付されていた可能性がある。出土した漆塗

製品の色調は朱色である。６は上部から出土した無紋の浅鉢

で、７も同一個体片とみられる。８は縄文の施された口縁部

片で、破片の曲がり具合からキャリパー型土器の口縁部片と

みられる。９はミニチュアの壷または注口土器とみられる。

口縁部は無紋で、頚部には貼瘤があり、丸底の底部をもつ胴

部には全面細い沈線による文様が施される。１０、１１はともに

頁岩製のスクレイパー類である。１２はミニチュアの石皿であ

る。扁平な安山岩の円礫の片面を敲打し皿状に窪めたもので

ある。

Ｐ５２７（図１５１ 図版１５１）

遺構 縄文時代中期の住居址Ｈ４２の床面から検出された。覆

土は主にⅢ層とⅣ層が混じる暗褐色土層で、埋め戻しの様相

を呈する。坑底面の南東側にはベンガラの散布がみられた。

Ｈ４２を切る状況はなかったことから、住居の床面に掘られた

縄文時代中期の墓とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片６点などが出土してい

る。１は頁岩製の石錐で、ベンガラ層中から出土した。

Ｐ５２８（図１５４ 図版１５１）

遺構 縄文時代前期とみられる住居址Ｈ４４を切る状況で検出

された。平面形は長円形で、覆土は主にⅡ層主体の黒色土が

堆積する。遺構の特徴から縄文時代中期の土坑とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片８点、後期後葉の破片

２点などが出土している。１は砂岩製の砥石である。

Ｐ５２９（図１５４ 図版１５０）

遺構 Ｔ―３３区において遺構確認のためⅣ層上面を調査中に

黒色土の落ち込みを確認した。落ち込みは不明瞭で自然攪乱

の可能性もあったため、長軸にあわせたトレンチを落ち込み

の範囲を超えて設定し、Ⅳ層まで掘り下げた。その結果明瞭

な壁、坑底を確認した。覆土にはパミスを含む黒褐色土層が

堆積し、縄文時代中期の破片が出土した。時期は不明であ

る。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片８点などが出土した。

Ｐ５３０（図１５４ 図版１５１）

遺構 擦文時代の住居址Ｈ３３の壁に断面がみとめられた。覆

土は上部にⅡ層、中位にパミスを含む黒褐色土層が、下位に

Ⅱ層主体の黒色土層が水平に堆積する。擦文住居の壁面の崩

落ともみられるが、坑底部出土の遺物から縄文時代中期の土

坑とした。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片２５点、後期後葉の破片

１０１点などが出土している。１は縄文時代中期の胴部片であ

る。２は御殿山式期相当の底部片である。
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Ｐ５３１（図１５５ 図版１５２・１５３）

遺構 Ⅳ層面で、パミスが混じる黒褐色土層が暗褐色土層と

重なり円形に落ち込む状況で検出された。覆土は上部にⅡ層

とⅢ層の混土が落ち込み、下位にはⅣ層主体の暗褐色土層が

堆積し、坑底部にはやや黒ずんだ層が薄く堆積する。坑底面

北側にはベンガラの散布がみとめられ、付近から縄文時代前

期の土器片が出土した。出土遺物から縄文時代前期前葉の静

内中野式期相当の墓とみられる。

遺物 １は坑底面のベンガラ付近から出土した静内中野式期

相当の胴部片である。

Ｐ５３２（図１５５ 図版１５２・１５３）

遺構 Ⅲ層面で、パミスが混じる黒褐色土層が円形に落ち込

む状況で検出された。覆土は主にⅡ層とⅢ層の混土である黒

褐色土層が堆積する。遺構の特徴から縄文時代晩期前葉の土

坑とみられる。

遺物 １は縄文時代早期の東釧路Ⅳ式の胴部片。２は御殿山

式期～晩期前葉の深鉢片である。

Ｐ５３３（図１５５ 図版１５２）

遺構 Ⅲ層面で、パミスが混じる黒褐色土層が小判型に落ち

込む状況で検出された。覆土はⅡ層とⅢ層の混土である黒褐

色土層である。覆土からは後北Ｃ２Ｄ式の破片が出土してお

り、土坑の時期も後北Ｃ２Ｄ式期とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代早期の破片１点、後期後葉の破片

３点、後北Ｃ２Ｄ式の破片１点などが出土している。

Ｐ５３４（図１５５ 図版１５２・１５３）

遺構 Ｕ―３４区において、Ⅲ層上面を精査中、黒褐色土の落

ち込みを確認した。長軸に合わせて南西側を半截すると、不

明瞭ではあるが壁、坑底を確認することができた。土層は暗

褐色から黒褐色土の様相を呈し、パミスブロックが混じる。

埋め戻しの様相を呈する。出土遺物から縄文時代中期の土坑

と考える。

遺物 １は縄文時代中期の深鉢口縁部片である。

Ｐ５３５（図１５６ 図版１５３）

遺構 Ｕ―３４区においてⅢ層上面を精査中、黒色土の落ち込

みを確認した。落ち込みは北東側に自然攪乱とみられる落ち

込みを伴っていたため、自然攪乱と重複する部分を避けて東

側を半截した。その結果、壁、坑底を確認することができ

た。土層は３層に区分した。上位２層はレンズ状を呈する自

然堆積である。３層はパミスブロックが混じる人為的堆積と

みられる層である。出土遺物から縄文時代中期の土坑とみら

れる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片３点が出土している。

Ｐ５３６（図１５６ 図版１５３）

遺構 Ⅲ層面で、黒褐色土層が小判型に落ち込む状況で検出

された。覆土はⅡ層とⅢ層の混土である黒褐色土層が堆積す

る。土器片は出土していないが、隣に位置するＰ５３７と似た

特徴から縄文時代前期の土坑と考える。

遺物 覆土からはフレイク１点が出土している。

Ｐ５３７（図１５７・１５８ 図版１５３・１５４）

遺構 縄文時代中期の住居址Ｈ４２に切られて検出された長円

形の土坑である。覆土は主にⅢ層とⅣ層が混じる暗褐色土層

である。坑底部からはか各種の石器類が検出され、その分布

は主に土坑の北西側に偏っていた。付近には根穴などによる

落込みがあり、その中からも石器が検出された。出土した石

器類の特徴から縄文時代前期の墓とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代早期の破片２点、前期の破片２点

のほか５５点の石器類が出土している。

１、２は燕尾形の基部をもつ石鏃で、石材には１は黒曜

石、２は頁岩が利用されている。３～７は頁岩製で、３、

６、７はスクレイパー類、４、５はつまみ付きナイフであ

る。８～１１は泥岩製の石斧である。形状の近い自然石を用い

たとみられ、９の側面には茶色、１１は刃部を除く全面に黒色

の付着物がみられる。１２～１５は砥石である。いずれも薄い砂

岩製で、縁辺部に顕著な使用痕が残る。

Ｐ５３８（図１５６ 図版１５５）

遺構 縄文時代中期の住居址Ｈ４２を切って検出された長円形

の土坑である。覆土にはパミス混じりのⅢ層とⅣ層の混土が

堆積する。出土遺物から縄文時代後期末葉の土坑としたが、

特徴はとなりにあるＰ５２７と似ており、中期の墓である可能

性もある。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片３点、後期後葉の破片

５点などが出土している。１は三ツ谷式から御殿山式期に相

当する深鉢胴部片である。

Ｐ５３９（図１５６ 図版１５５）

遺構 Ｕ―３４区においてⅢ層上面を精査中、黒色土の落ち込

みを確認した。落ち込みの形状が不明瞭であったため、短軸

方向にトレンチを設定してⅣ層まで掘り下げた。その結果明

瞭な壁、坑底を確認した。出土遺物から縄文時代早期の土坑

と考える。

遺物 覆土からは縄文時代早期の破片７点などが出土してい

る。１は東釧路Ⅳ式の胴下部片である。

Ｐ５４０（図１５９ 図版１５５）

遺構 縄文時代前期の住居址Ｈ４１の床面で暗褐色土層が楕円

形に落ち込む状況で検出された。覆土は主にⅢ層とⅣ層が混

じる暗褐色土層である。覆土上位からは小形の土器や石器類

が検出され、坑底面の一部にはベンガラの散布もみとめられ

Ⅳ 遺構と遺物
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た。出土遺物から住居址の床面に掘られた縄文時代前期の墓

とみられる。

遺物 １は縄文時代前期の静内中野式期に相当する小形の尖

底土器である。底部を欠き、胎土には石英を含み、内面の口

縁部付近にも縄文が施される。２～４は黒曜石製の石錐であ

る。５は頁岩製のスクレイパー類である。

Ｐ５４１（図１６０ 図版１５６・１５７）

遺構 Ｕ―３６区においてⅣ層上面を遺構確認作業中、黒褐色

土の落ち込みを確認した。短軸方向にあわせて南東側を半截

すると、やや明瞭な壁、坑底を確認できた。覆土は上位にレ

ンズ状に黒色土が堆積し、下位にはパミスが混じるⅢ層とⅣ

層が混じる暗褐色土層である。出土遺物から縄文時代早期の

土坑と考える。

遺物 覆土からは縄文時代早期の破片１点が出土している。

１は東釧路Ⅳ式の胴下片である。

Ｐ５４２（図１６０ 図版１５６・１５７）

遺構 Ｕ―３６区においてⅣ層上面を遺構確認作業中、黒褐色

土の落ち込みを確認した。短軸にあわせて南西側を半截する

と、明瞭な壁、坑底を確認した。覆土は上位にレンズ状に黒

色土が堆積し、下位にはパミスが混じるⅢ層とⅣ層が混じる

暗褐色土層である。出土遺物から縄文時代後期中葉の土坑と

した。

遺物 覆土からは縄文時代後期中葉の破片１点が出土してい

る。１は後期中葉の無紋の破片である。

Ｐ５４３（図１６０ 図版１５６・１５７）

遺構 Ｕ―３６区においてⅣ層上面を遺構確認作業中、黒色土

の落ち込みを確認した。短軸にあわせて半截すると、明瞭な

壁、坑底を確認することができた。覆土は上位に黒色土が堆

積し、下位にはパミスが混じる黒褐色土層が堆積する。出土

遺物から縄文時代中期の土坑とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代前期の破片１点、中期の破片２点

が出土している。１は静内中野式相当の口縁部片である。

Ｐ５４４（図１６０ 図版１５７）

遺構 Ｖ―３８の杭付近のⅣ層上面で、ローム粒が混じる黒褐

色土層が小判型に落ち込むのを確認した。覆土は、全体にパ

ミスブロックが混じる褐色土と黒褐色土が互層に堆積する。

坑底面から黒曜石の剥片が散在して出土した。土坑の特徴か

ら縄文時代後期後葉の墓とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代早期の破片４点、中期の破片７

点、後期後葉の破片２点などが出土している。１は堂林式期

に相当する深鉢口縁部片である。

Ｐ５４５（図１６１ 図版１５６）

遺構 ⅣⅢ層上面において黒褐色土層が円形に落ち込むのを

確認した。覆土にはⅡ層とⅣ層の混土である黒褐色土層が堆

積する。遺物は出土していないが、検出された場所から縄文

時代後期後葉の土坑である可能性があると考える。

遺物 遺物は出土していない。

Ｐ５４６（図１６１ 図版１５７）

遺構 Ｕ―３７区においてパミス混じりの黒色土層が長円形に

落ち込むのを確認した。覆土はパミス混じりのⅡ層である。

出土遺物から縄文時代前期の土坑とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代前期の破片１３点などが出土してい

る。１は胎土に砂粒や繊維を含む静内中野式期相当の胴部片

である。

Ｐ５４７（図１６１ 図版１５８）

遺構 Ⅲ層上面を精査中に黒褐色土層が円形に落ち込むのを

確認した。土坑の南東側には木の根とみられる自然攪乱が２

ヵ所みられる。覆土は全般にパミスが混じる黒褐色土が堆積

する。出土遺物から縄文時代前期の墓とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代前期の破片１点などが出土してい

る。１は内外面に縄文が施される静内中野式期相当の胴部片

である。２は覆土下位から出土した頁岩製のつまみ付きナイ

フである。

Ｐ５４８（（図１６１ 図版１５８）

遺構 縄文時代前期の住居址Ｈ４１の壁際で暗褐色土層が円形

に落ち込む状況で検出された。覆土は主にⅢ層とⅣ層が混じ

る暗褐色土層である。覆土には縄文時代前期の土器片が混じ

り、坑底面からは、つまみ付きナイフが出土。土坑の状況か

ら住居址の床面に掘られた縄文時代前期の墓とみられる。

遺物 １は縄文時代前期の静内中野式期に相当する破片であ

る。２は坑底面出土の頁岩製のつまみ付きナイフである。

Ｐ５４９（図１６２ 図版１５８）

遺構 Ｖ―３８杭付近のⅢ層上面において遺構確認作業中、黒

褐色土の落ち込みを確認した。落ち込みの短軸にあわせて南

側を半截すると、覆土は上位にはレンズ状に堆積する黒色

土、下位にはパミスが混じる黒褐色土層が堆積している。出

土遺物から縄文時代早期の土坑とみられる。

遺物 １は縄文時代早期の東釧路Ⅳ式相当の胴部片である。

器面には絡縄体圧痕文が施される。

Ｐ５５０（図１６２ 図版－）

遺構 Ⅳ層面で、黒色土層の円形の落込みが、黒褐色土層の

楕円形の落込みと重なる状況で検出された。前者をＰ５５０、

後者をＰ６０４として調査した。土坑は浅く、黒色土層が薄く

堆積する。出土遺物から縄文時代晩期前葉の土坑とした。

遺物 覆土からは縄文時代後期後葉の破片１点が出土した。

―８６―



Ｐ５５１（図１６２ 図版１５９）

遺構 削平を受けたⅣ層面においてローム粒やパミスが混じ

る黒褐色土層が小判型に落ち込む状況で確認した。全体にパ

ミスが混じる褐色土と黒褐色土が互層に堆積した埋め戻しで

ある。坑底部の西側からは頭部の痕跡と見られる有機質な黒

褐色土層の高まりがみとめられた。土器は出土していないが

土坑の特徴から縄文時代後期後葉の墓とみられる。

遺物 覆土からは石鏃１点が出土している。

Ｐ５５２（図１６２ 図版１５９）

遺構 削平を受けたⅣ層面において黒色土層が小判型に落ち

込む状況で確認した。遺存する深さは１４㎝で、Ⅱ層の黒色土

が坑底面まで堆積する。坑底部の中央から透かしの無い櫛１

点が検出された。出土遺物から縄文時代後期後葉の墓とみら

れる。

遺物 １は透かしの無い櫛である。残りは悪く検出の際に上

面は失われている。わずかに残る表面の破片から色調は朱色

であったとみられる。

Ｐ５５３（図１６３・１６４ 図版１６０・１６１）

遺構 削平を受けたⅣ層面においてローム粒が混じる黒色土

層が小判型に落ち込む状況で検出した。本土坑は１号周堤墓

の周堤上にほられた土坑とみられる。遺存する深さは１１㎝

で、坑底まで同層が堆積する。坑底面には粒状のベンガラの

散布がみられ、土坑北側には石棒が１点頭部を土坑の中央に

向けて出土した。石棒の北側には６点の玉が出土し、石棒の

南横からは人歯の痕跡と３５点の玉を連ねた首飾りが検出され

た。石棒を挟んで出土したこれらの玉類は一連のものとみら

れ、石棒脇の被葬者が身に付けていたものとみられる。土坑

の北西側でもわずかに人歯と見られる痕跡が見つかり、付近

には長径１８�前後の丸玉状の玉５点などが出土した。また、

土坑中央からは石斧が１点検出され、石斧の南からは８点の

玉類が検出され、このうち３点は、大きな玉は中心に並んで

検出された。本土坑は長軸が１３０㎝あるため付近に３人目の

被葬者がいた可能性もある。土坑の特徴や出土遺物から縄文

時代後期後葉の合葬墓とみられる。

遺物 １～５５には玉類を示した。このうち１～４１までが土坑

の北側の被葬者が身に付けていたとみられる首飾りである。

石材は２２、２５、２６がタルク製、そのほかは緑泥石岩製であ

る。１３、１９の人の臼歯状の玉類を境に大きめの玉を連ね、周

りに臼玉状の玉を配した首飾りである。なお、１９には交差し

た特殊な穿孔が施される。４２～４７は土坑の北西側の被葬者の

首飾りとみられ、１点の厚みのある小さな玉以外はやや大型

の丸玉状の玉である。石材は４３が赤色変質岩製であるほかは

緑泥石岩製である。４８～５５は土坑の南東側から出土したもの

である。５４の断面が半球状の垂珠の両側に大き目の玉を連ね

た３点は並んで出土し、残りの臼玉状の玉５点は散らばる状

況で出土した。石材はすべて緑泥石岩製である。５６は泥岩製

の石斧である。敲打により形状が整えられ、刃部が施され

る。５７は緑色凝灰岩製の石棒である。長さ３７９�あり、断面

は楕円形である。頭部は無紋で、頭頂部の溝は自然の亀裂と

みられる。端部は破損している。

Ｐ５５４（図１６５・１６６ 図版１６２・１６３）

遺構 削平を受けたⅣ層面においてⅡ層とⅣ層の混土である

黒褐色土層とローム粒が混じる暗褐色土層が小判型に落ち込

む状況で検出した。本土坑は１号周堤墓の周堤上にほられた

土坑とみられる。遺存する深さは２７㎝で、坑底まで同層が堆

積する。坑底面にはベンガラの散布がみられ、土坑北側から

人歯の痕跡と、それと重なりサメの歯１点が出土した。ま

た、頭部とみられる位置から透かしのない櫛１点が出土し

た。土坑の北西側でも人歯と見られる痕跡が見つかり、この

周辺には玉類９点とサメの歯１点が散在して検出される。さ

らに、土坑南東側からも人歯の痕跡とサメの歯４点、さらに

玉類４７点が連なる首飾りと、やや離れて径の大きい玉２３点が

集中して出土する。また、周囲から３点の隅丸方形の平玉３

点がみつかった。土坑の壁際からは、このほかにも玉類６点

が散在して検出された。土坑の特徴や出土遺物から縄文時代

後期後葉の３人の合葬墓とみられる。

遺物 １は透かしの無い櫛である。細かく割れており土から

の分離が出来なかったが、幅は８４�で、体部上部に１ヵ所の

瘤が付される。色調は朱色である。２～７はサメ歯穿孔品と

みられる。２は全長２．５�前後のアオザメ右上顎２番目の歯

を利用したもの。３はホホジロザメ右上顎の歯を利用したも

ので、４～７はホホジロザメ下顎歯を利用したものである。

８～９５は玉類である。このうち３３～７９が南西側の被葬者の首

飾りとみられる４７点の連珠で、８～１０はその付近から出土し

た平玉状の大きな玉、１１～３２、９５はやや大きめの玉の連なり

である。８１～８９は北西側の被葬者周辺から出土した玉類であ

る。出土した玉類８８点の石材は８１、８２、８５、９４がタルク製

で、残りは緑泥石岩製である。

Ｐ５５５（図１６７ 図版１６３）

遺構 削平を受けたⅣ層面において黒色土層が円形に落ち込

む状況で確認した。本土坑は１号周堤墓の周堤上にほられた

土坑とみられる。遺存する深さは１３㎝で、ローム粒を含むⅡ

層の黒色土が坑底面まで堆積する。坑底部の北西側にはベン

ガラの散布が認められた。出土遺物から縄文時代後期後葉の

墓とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代早期の破片１点、中期の破片２

点、後期後葉の破片１点などが出土した。

Ｐ５５６（図１６７ 図版１６４）

遺構 削平を受けたⅣ層面において黒色土層が小判型に落ち

込む状況で確認した。本土坑は１号周堤墓の周堤上にほられ

た土坑とみられる。覆土はローム粒を含むⅡ層の黒色土が坑

Ⅳ 遺構と遺物

―８７―



底面まで堆積する。土坑の坑底面からは小ピットが確認さ

れ、本土坑はこれを切ることがみとめられた。出土遺物は少

ないが、土坑の特徴から縄文時代後期後葉の墓とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代早期の破片１点、中期の破片４点

などが出土した。

Ｐ５５７（図１６７ 図版１６４・１６５）

遺構 削平を受けたⅣ層面においてⅢ層とⅣ層の混土である

暗褐色土層が小判型に落ち込む状況で確認した。本土坑は１

号周堤墓の周堤内にほられた土坑とみられる。遺存する深さ

は４２㎝で、覆土上位にはⅣ層主体の暗褐色土層が堆積し、覆

土下位にはローム粒を含むⅡ層の黒褐色土層が堆積する。土

坑西側の覆土上位からは堂林式期の小形の鉢がつぶれて検出

された。出土遺物から縄文時代後期後葉の堂林式期の墓とみ

られる。

遺物 １は堂林式期の鉢である。口径は９３�で、器面には縄

文が施され、口唇は平らに調整され、底部は円形に窪ませた

状態である。

Ｐ５５８（図１６８ 図版１６４・１６５）

遺構 削平を受けたⅣ層面において黒褐色土層がⅢ層とⅣ層

の混土である暗褐色土層と重なり小判型に落ち込む状況で確

認した。本土坑は１号周堤墓の周堤内にほられた土坑とみら

れる。遺存する深さは６０㎝で、覆土は最上部に黒褐色土層が

落ち込み、そのほかはⅣ層主体の暗褐色土層が坑底部まで堆

積する。土坑北西側の覆土上位からは堂林式期の小形の深鉢

が口縁部を上に傾いて検出された。出土遺物から縄文時代後

期後葉の堂林式期の墓とみられる。

遺物 １は堂林式期の小形の深鉢である。切り出し状の口唇

部は小波状に調整され、胴部には沈線化された入組文と充填

縄文が施される。口径は１３．７�で、底部は無紋である。２は

切り出し状の口縁部を持つ堂林式期の深鉢口縁部片である。

Ｐ５５９（図１６８ 図版１６５）

遺構 削平を受けたⅣ層面においてパミス混じりの黒褐色土

層がⅢ層とⅣ層の混土である暗褐色土層と重なり小判型に落

ち込む状況で確認した。本土坑は１号周堤墓の周堤内にほら

れた土坑とみられる。遺存する深さは６０㎝で、覆土は最上部

に黒褐色土層が落ち込み、そのほかはⅣ層主体の暗褐色土層

が坑底まで堆積する。坑底面にはベンガラが散布される。土

坑の特徴から縄文時代後期後葉の堂林式期の墓とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代後期後葉の破片３点などが出土し

た。

Ｐ５６０（図１６９ 図版１６５）

遺構 削平を受けたⅣ層面においてパミスやローム粒混じり

の黒褐色土層がⅣ層主体の暗褐色土層と重なり小判型に落ち

込む状況で確認した。本土坑は１号周堤墓の周堤内にほられ

た土坑とみられる。遺存する深さは７３㎝で、覆土は最上部に

黒褐色土層が落ち込み、そのほかはⅣ層主体の暗褐色土層が

坑底まで堆積する。坑底面にはわずかにベンガラの散布もみ

とめられた。土坑の特徴から縄文時代後期後葉の堂林式期の

墓とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代後期後葉の破片１点が出土した。

Ｐ５６１（図１６９ 図版１６６・１６７）

遺構 削平を受けたⅣ層面においてパミスやローム粒混じり

の黒褐色土層がⅣ層主体の暗褐色土層と重なり長円形に落ち

込む状況で確認した。本土坑は１号周堤墓の周堤内にほられ

た土坑とみられる。遺存する深さは３２㎝で、覆土は最上部に

黒褐色土層が落ち込み、そのほかはⅣ層主体の暗褐色土層が

坑底部まで堆積する。土坑の特徴から縄文時代後期後葉の堂

林式期の墓とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代前期の破片２点が出土した。

Ｐ５６２（図１６９ 図版１６６・１６７）

遺構 削平を受けたⅣ層面においてパミス混じりの黒褐色土

層がⅢ層とⅣ層の混土である暗褐色土層と重なり小判型に落

ち込む状況で確認した。本土坑は１号周堤墓の周堤内にほら

れた土坑とみられる。遺存する深さは５９㎝で、覆土は最上部

に黒褐色土層が落ち込み、そのほかはⅣ層主体の暗褐色土層

が坑底部まで堆積する。坑底面には厚くベンガラが散布され

る。土坑の特徴から縄文時代後期後葉の堂林式期の墓とみら

れる。

遺物 覆土からは縄文時代後期後葉の破片３点が出土した。

Ｐ５６３（図１７０ 図版１６７）

遺構 付近の家屋の跡とみられる深い撹乱の壁に断面で確認

した。本土坑は１号周堤墓の周堤内にほられた土坑とみられ

る。遺存する深さは５３㎝で、覆土は最上部に黒色土層が落ち

込み、そのほかはⅣ層主体の暗褐色土層が坑底部まで堆積す

る。遺体の痕跡と見られる有機質な層とベンガラそうの散布

がみられた。土坑の特徴から縄文時代後期後葉の堂林式期の

墓とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代後期前葉の破片が１点、後期後葉

の破片３点などが出土した。

Ｐ５６４（図１７０ 図版１６８）

遺構 削平を受けたⅣ層面においてパミス混じりの黒色土層

が小判型に落ち込む状況で確認した。遺存する深さは２３㎝

で、覆土は上位にパミス混じりの黒色土層が落ち込み、下位

にⅡ層とⅣ層の混土である黒褐色土層が堆積する。坑底部か

らは頭部の痕跡とみられる有機質な黒褐色土層から人の臼歯

が咬み合せの状態で７点出土した。土坑の特徴から縄文時代

晩期後葉の墓とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片２点などが出土した。

―８８―



Ｐ５６５（図１７１ 図版１６８）

遺構 削平を受けたⅣ層面においてパミス混じりの黒褐色土

層がⅢ層とⅣ層の混土である暗褐色土層と重なり小判型に落

ち込む状況で確認した。遺存する深さは４０㎝で、覆土は最上

位にパミス混じりの黒色土層が少量落ち込み、下位には主に

Ⅲ層とⅣ層の混土である黒褐色土層が堆積する。坑底部から

は被葬者の頭部と大腿骨の痕跡がみつかった。被葬者の頭部

東側には砥石が１点検出された。土坑の特徴から縄文時代晩

期後葉の墓とみられる。

遺物 １は縄文時代晩期後葉の壷あるいは鉢の底部片であ

る。底は平らに調整され、底部縁には２条の沈線文と縦に縄

文が施される。２は砂岩製の砥石である。被熱した痕跡がみ

られ、裏面は表面が剥離する。

Ｐ５６６（図１７０ 図版１６９）

遺構 削平を受けたⅣ層面においてパミス混じりの黒色土層

が円形に落ち込む状況で検出した。遺存する深さは８㎝で、

覆土は黒色土層が坑底部まで堆積する。遺構の特徴から縄文

時代晩期後葉の土坑とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代早期の破片１点などが出土した。

Ｐ５６７（図１７０ 図版１６９）

遺構 削平を受けたⅣ層面において黒色土層が小判型に落ち

込む状況で検出した。遺存する深さは１３㎝で、覆土は黒色土

層が坑底部まで堆積する。土坑の特徴から縄文時代後期後葉

の墓とみられる。

遺物 遺物は出土していない。

Ｐ５６８（図１７２ 図版１６９）

遺構 削平を受けたⅣ層面においてローム粒混じりの黒色土

層が長円形に落ち込む状況で検出した。遺存する深さは８㎝

で、覆土は黒色土層が坑底部まで堆積する。土坑の特徴から

縄文時代後期後葉の墓とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片３点などが出土した。

Ｐ５６９（図１７２ 図版１７０）

遺構 削平を受けたⅣ層面においてⅢ層とⅣ層の混土である

暗褐色土層が小判型に落ち込む状況で検出した。覆土上位に

はⅢ層とⅣ層の混土である暗褐色土層が堆積し、下位にはⅡ

層主体の黒色土層が堆積していることから、土色による埋め

分けがされた可能性がある。覆土南東側からはベンガラの痕

跡もみつかった。土坑の特徴から縄文時代後期後葉の墓とみ

られる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片７点、後期前葉の破片

２点などが出土した。

Ｐ５７０（図１７３ 図版１７０）

遺構 削平を受けたⅣ層面においてⅢ層とⅣ層の混土である

暗褐色土層が黒色土層と重なり円形に落ち込む状況で検出し

た。覆土上位にはⅢ層とⅣ層の混土である暗褐色土層が薄く

堆積し、下位にはⅡ層主体の黒色土層が堆積していることか

ら、土色による埋め分けがされた可能性がある。土坑北側の

坑底部からは、１２点の玉類がまとまって検出され、やや東側

に離れた壁際からも２点の玉が出土した。土坑の特徴から縄

文時代後期後葉の墓とみられる。出土した玉類の３点にはネ

ズミのかじり跡がみられた。出土位置からみて、離れて見つ

かった２点と、まとまって出土した玉類の中でも離れた位置

にある１点にその痕跡がみられ、ネズミが巣穴を掘った際に

後天的に玉の位置をずらしたものと見られる。玉類にネズミ

のかじり痕がみられる土坑は複数あるが、いずれも上部が削

平された土坑であり、これらのかじり痕も、本地域が造成さ

れた昭和４０年代以降に受けたものとみられる。

遺物 １、２は覆土から出土した石器類である。１は黒曜石

製の石鏃で燕尾形の基部をもつ。２は頁岩製のつまみ付きナ

イフである。これらの石器は遺構の時期とは異なる可能性が

ある。３～１６は土坑に副葬された玉類１４点である。石材はす

べて緑泥石岩製で、丸玉状のものが目立つ。６～８にはネズ

ミのかじり痕がみられる。かじり痕は穿孔面の縁に集中し、

棗玉状の長さのある玉では側面の中央にもみられる。

Ｐ５７１（図１７２ 図版１７１）

遺構 削平を受けたⅣ層面においてⅣ層主体の暗褐色土層が

パミス混じりのⅡ層と重なり長円形に落ち込む状況で検出し

た。覆土上位にはⅣ層主体の暗褐色土層が落ち込み、下位に

はⅡ層主体の黒色土層が堆積していることから、土色による

埋め分けがされたものとみられる。坑底部西側からは遺体頭

部の痕跡とみられる有機質な黒色土層の堆積もみつかった。

土坑の特徴から縄文時代後期後葉の墓とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代前期の破片２点、中期の破片１０点

のほか、多数のフレイクが出土した。

Ｐ５７２（図１７２ 図版１７１）

遺構 削平を受けたⅣ層面においてⅣ層主体の暗褐色土層が

パミス混じりのⅡ層と重なり円形に落ち込む状況で検出し

た。覆土上位にはⅣ層主体の暗褐色土層がわずかに落ち込

み、下位にはⅡ層主体の黒褐色土層が堆積していることか

ら、土色による埋め分けがされた可能性もあるとみられる。

土坑の特徴から縄文時代後期後葉の墓とみられる。

遺物 １は黒曜石製の石鏃である。２は縄文時代中期の円筒

上層式に相当する口縁部片である。いずれも土坑の時期とは

異なるものとみられる。

Ｐ５７３（図１７４ 図版１７１）

遺構 削平を受けたⅣ層面においてⅢ層とⅣ層の混土である

暗褐色土層がパミス混じりのⅡ層と混じり小判型に落ち込む

状況で検出した。遺存する深さは８㎝で、覆土にはパミス混

Ⅳ 遺構と遺物

―８９―



じりのⅡ層主体の黒褐色土層とⅣ層主体の暗褐色土層が重な

って堆積する。土坑の特徴から縄文時代後期後葉の墓とみら

れる。

遺物 遺物は出土していない。

Ｐ５７４（図１７４ 図版１７２・１７７）

遺構 削平を受けたⅣ層面において、土坑の坑底面に散布さ

れたとみられるベンガラ層が撹乱層直下に広がることで土坑

の痕跡とした。平面形は失われ、断面にはベンガラ層とⅢ層

とⅣ層の混土である暗褐色土層がみられる。縄文時代後期後

葉の墓の痕跡とみられる。

遺物 １は縄文時代中期の胴部片である。

Ｐ５７５（図１７４ 図版１７２）

遺構 遺構の一部は撹乱を受け、削平されたⅣ層面におい

て、パミス混じりのⅡ層の下位にベンガラ層が堆積するのが

みとめられた。遺存する深さは８㎝で、覆土はパミス混じり

のⅡ層とベンガラ層が重なって堆積する。土坑の特徴から縄

文時代後期後葉の墓とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片３点などが出土した。

Ｐ５７６（図１７４ 図版１７２）

遺構 削平を受けたⅣ層面においてⅢ層とⅣ層の混土である

暗褐色土層がパミス混じりのⅡ層とⅢ層の混土である黒褐色

土層と重なり長円形に落ち込む状況で検出した。遺存する深

さは８㎝で、覆土上部に少量の暗褐色土層が落ち込み、下位

にはパミスを含む黒褐色土層が堆積する。坑底面にはベンガ

ラの散布がみとめられた。土坑の特徴から縄文時代後期後葉

の墓とみられる。

遺物 遺物は出土していない。

Ｐ５７７（図１７５ 図版１７３）

遺構 削平を受けたⅣ層面において、パミス混じりのⅡ層主

体の黒色土層がⅡ層とⅢ層の混土である黒褐色土層と重な

り、長円形に落ち込む状況で検出した。遺存する深さは１８㎝

で、覆土上部に黒色土層が落ち込み、下位にはパミスを含む

黒褐色土層が堆積する。坑底部にはベンガラの散布もわずか

にみとめられ、坑底西側には遺体の痕跡とみられる有機質な

黒褐色土層の堆積もみつかった。土坑の特徴から縄文時代後

期後葉の墓とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代前期の破片７点、後期後葉の破片

２点などが出土した。

Ｐ５７８（図１７５ 図版１７３）

遺構 削平を受けたⅣ層面においてⅣ層主体の褐色土層が長

円形に落ち込む状況で検出した。遺存する深さは２１㎝で、覆

土は部分的にⅡ層の混じる黒褐色土層がスジ状に堆積するほ

かは、褐色土層が坑底面まで堆積する。坑底面からは遺体の

痕跡とみられる有機質な土層と、一部骨の遺存もみつかっ

た。土坑の特徴から縄文時代後期後葉の墓とみられる。

遺物 遺物は出土していない。

Ｐ５７９（図１７５ 図版１７３）

遺構 削平を受けたⅣ層面において、Ⅱ層とⅣ層の混土であ

る暗褐色土層が長円形に落ち込む状況で検出した。遺存する

深さは１７㎝で、覆土は坑底部付近まで暗褐色土層が堆積し、

坑底面直上には黒色土が薄く堆積するのがみとめられた。坑

底面からは被葬者の頭部と足の痕跡が検出された。土坑の特

徴から縄文時代後期後葉の墓とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片１点などが出土した。

Ｐ５８０（図１７５ 図版１７４）

遺構 削平を受けたⅣ層面において、パミスの混じるⅡ層が

長円形に落ち込む状況で検出した。遺存する深さは９㎝で、

覆土は坑底までパミス混じりの黒褐色土層が堆積する。土坑

の特徴から縄文時代後期後葉の墓とみられる。

遺物 遺物は出土していない。

Ｐ５８１（図１７６ 図版１７４・１７５・１７７）

遺構 削平を受けたⅣ層面において、パミス混じりのⅡ層が

長円形に落ち込む状況で検出した。検出場所付近には、本遺

構を含め６基の土坑が１列に並ぶ状況が確認でき、同時に古

い土坑との切り合いも確認した。６基の土坑の最も南側に位

置し、縄文時代早期とみられるＰ７６７を切って検出されたの

が本土坑である。遺存する深さは３０㎝で、覆土には主にⅡ層

主体の黒色土が堆積する。坑底面からは遺体の痕跡とみられ

る有機質な黒色土層と歯が検出された。土坑の特徴から縄文

時代後期後葉の墓とみられる。

遺物 １は焼けた骨製の装飾品の破片である。シカの四肢骨

を利用したものとみられ、平らに加工された骨片端部に７ヵ

所の円形の窪みが付される。２は燕尾形の基部をもつ黒曜石

製の石鏃である。どちらの遺物も包含層からの流れ込みの可

能性がある。

Ｐ５８２（図１７６ 図版１７４・１７５・１７７）

遺構 本土坑は１列に並ぶ６基の土坑のうち、南から２番目

に位置し、縄文時代早期とみられるＰ７６８を切る。削平を受

けたⅣ層面において、Ⅱ層とⅣ層の混土である黒褐色土層が

小判型に落ち込む状況で検出した。遺存する深さは３６㎝で、

覆土上位にはⅡ層とⅣ層の混土である黒色土が堆積し、下位

にはⅡ層主体の黒色土層が堆積する。坑底部西側からは遺体

の痕跡とみられる有機質な黒色土層と歯が検出された。土坑

の特徴から縄文時代後期後葉の墓とみられる。

遺物 １は燕尾形の基部をもつ黒曜石製の石鏃で包含層から

の流れ込みの可能性がある。
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Ｐ５８３（図１７６ 図版１７５・１７７）

遺構 本土坑は１列に並ぶ６基の土坑のうち、南から３番目

に位置し、縄文時代早期とみられるＰ７６８と縄文時代後期前

葉とみられるＰ５９９の一部を切る。削平を受けたⅣ層面にお

いて、Ⅱ層とⅣ層の混土である黒褐色土層が黒色土層と重な

り長円形に落ち込む状況で検出した。遺存する深さは３４㎝

で、覆土上位にはⅡ層とⅣ層の混土である黒褐色土がわずか

に落ち込み、下位にはⅡ層主体の黒色土層が堆積する。坑底

部からは頭部と足の痕跡である有機質な黒色土層と歯が検出

された。遺体の上部からはやや浮いた位置で石鏃とつまみ付

きナイフが検出されたが、包含層の流れ込みとみられる。土

坑の特徴から縄文時代後期後葉の墓とみられる。

遺物 １、２は遺体の上から浮いて出土した石器である。１

は燕尾形の基部をもつ黒曜石製の石鏃、２は頁岩製のつまみ

付きナイフである。

Ｐ５８４（図１７６ 図版１７５～１７７）

遺構 本土坑は１列に並ぶ６基の土坑のうち、北から３番目

に位置し、縄文時代後期前葉とみられるＰ５９９を切る。削平

を受けたⅣ層面において、Ⅱ層とⅣ層の混土である暗褐色土

層が黒色土層と重なり小判型に落ち込む状況で検出した。遺

存する深さは５０㎝で、覆土上位にはⅡ層とⅣ層の混土である

黒褐色土がわずかに落ち込み、下位にはⅡ層主体の黒色土層

が堆積する。坑底部西側からは歯が検出された。土坑の特徴

から縄文時代後期後葉の墓とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代前期の破片３点、中期の破片２９

点、晩期中葉の破片２点などが出土した。

Ｐ５８５（図１７７ 図版１７５～１７７）

遺構 本土坑は１列に並ぶ６基の土坑のうち、北から２番目

に位置する。削平を受けたⅣ層面において、パミスの混じる

Ⅱ層が小判型に落ち込む状況で検出した。遺存する深さは１６

㎝で、覆土は坑底部までⅡ層主体の黒色土層が堆積する。坑

底部からは遺体の痕跡とみられる有機質な層が検出され、西

側壁際には頭部とみられる痕跡も見つかった。土坑の特徴か

ら縄文時代後期後葉の墓とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片２点などが出土した。

Ｐ５８６（図１７７ 図版１７６～１７７）

遺構 本土坑は１列に並ぶ６基の土坑のうち、最も北側に位

置する。削平を受けたⅣ層面において、Ⅱ層が小判型に落ち

込む状況で検出した。遺存する深さは３８㎝で、覆土は坑底部

までⅡ層主体の黒色土層が堆積する。坑底部からは遺体の痕

跡とみられる有機質な層が検出され、西側からは頭部とみら

れる痕跡も見つかった。土坑の特徴から縄文時代後期後葉の

墓とみられる。

遺物 覆土からはフレイクと礫が１点ずつ出土した。

Ｐ５８７（図１７７ 図版１７７）

遺構 削平を受けたⅣ層面において、Ⅳ層主体の褐色土層が

パミス混じりのⅡ層主体の黒褐色土層と重なり小判型に落ち

込む状況で検出した。覆土上位にはⅣ層主体の褐色土層が落

ち込み、下位にはⅡ層主体の黒色土層が堆積していることか

ら、土色による埋め分けがされたものとみられる。坑底部北

西側から歯の痕跡も見つかった。土坑の特徴から縄文時代後

期後葉の墓とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代前期の破片２点、中期の破片７点

などが出土した。

Ｐ５８８（図１７７ 図版１７８）

遺構 削平を受けたⅣ層面において、ローム粒の混じる黒色

土層が円型に落ち込む状況で検出した。覆土はⅡ層主体の黒

色土層が堆積する。遺構の特徴から縄文時代後期後葉の土坑

とみられる。

遺物 遺物は出土していない。

Ｐ５８９（図１７８ 図版１７８・１７９）

遺構 削平を受けたⅣ層面において、Ⅲ層とⅣ層の混土であ

る暗褐色土層が、黒褐色土層と重なり小判型に落ち込む状況

で検出した。覆土はパミスやロームブロックの混じる暗褐色

土層がスジ状に堆積し、埋め戻しの様相を呈する。坑底部北

西側からは頭部の痕跡とみられる有機質な黒色土層の高まり

がみられ、付近から歯の痕跡と玉１点が検出された。土坑の

特徴から縄文時代後期後葉の墓とみられる。

遺物 １は緑泥石岩製の棗玉状の玉で、厚さは１７�あり、こ

の１点を首飾りにしていたものとみられる。

Ｐ５９０（図１７８ 図版１７８・１７９）

遺構 削平を受けたⅣ層面において、ローム粒の混じる黒褐

色土層が円型に落ち込む状況で検出した。覆土はⅡ層とⅣ層

の混土である黒褐色土層が堆積する。坑底面には石斧などの

堀具の痕跡がわずかにみられる。遺構の特徴から縄文時代晩

期後葉の土坑とみられる。

遺物 １は縄文時代晩期後葉の胴部片とみられる。

Ｐ５９１（図１７８ 図版１７９）

遺構 削平を受けたⅣ層面において、Ⅲ層とⅣ層の混土であ

る暗褐色土層が、黒褐色土層と混じり小判型に落ち込む状況

で検出した。覆土は上位にロームブロックの混じるⅡ層が堆

積し、坑底部直上によりロームブロックを含む黒褐色土層が

堆積する。坑底部南西側からは頭部の痕跡とみられる有機質

な黒色土層の高まりが検出された。土坑の特徴から縄文時代

後期後葉の墓とみられる。

遺物 １は縄文時代前期の静内中野式相当の口縁部片であ

る。２は縄文時代早期の東釧路Ⅲ式相当の底部片である。い

ずれも包含層からの流れ込みとみられる。
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Ｐ５９２（図１７９ 図版１７９）

遺構 削平を受けたⅣ層面において、Ⅳ層がⅡ層とⅣ層の混

土である黒褐色土層と重なり小判型に落ち込む状況で検出さ

れた。覆土は上位と下位にⅣ層主体の褐色土層が堆積し、中

位の断面北西側にロームブロックやパミスを含む黒褐色土層

が堆積する。坑底部南西側からは頭部の痕跡とみられる有機

質な層が検出され、その付近からは首飾りとみられる３点の

玉類が検出された。土坑の特徴から縄文時代後期後葉の墓と

みられる。

遺物 １～３は緑泥石岩製の玉である。形状はすべて臼玉状

である。４、５は同一個体とみられる。覆土出土の破片が接

合したもので、無紋の片口土器とみられる。

Ｐ５９３（図１７９ 図版１８０）

遺構 Ｖ―３８、３９のⅣ層上面でⅡ層とⅣ層の混土である黒褐

色土層が小判型に落ち込むのを確認した。覆土は上位にⅡ層

とⅣ層の混土である黒褐色土層が堆積し、坑底付近にはⅡ層

が多く含まれる黒色土が堆積する。坑底部の北東寄りからは

頭部の痕跡とみられる有機質な黒色土が見つかった。土坑の

特徴から縄文時代後期後葉の墓とみられる。

遺物 １は頁岩製のつまみ付きナイフである。

Ｐ５９４（図１７９ 図版１８０）

遺構 Ｖ―３８、３９のⅣ層上面でⅡ層とⅣ層の混土である黒褐

色土層が小判型に落ち込むのを確認した。覆土は上位にⅡ層

とⅣ層の混土である黒褐色土層が堆積し、下位にはローム粒

を含む黒色土が堆積する。坑底部のからは遺体の痕跡とみら

れる有機質な層が見つかった。土坑の特徴から縄文時代後期

後葉の墓とみられる。

遺物 １は黒曜石製の石鏃で、先端部を欠く。２は堂林式期

に相当する胴下部片である。

Ｐ５９５（図１８０ 図版１８０）

遺構 削平を受けたⅣ層面においてⅡ層の黒色土層が小判型

に落ち込むのを確認した。遺存する深さは４㎝で、覆土には

Ⅱ層の黒色土層が堆積する。土坑の特徴から縄文時代後期後

葉の墓とみられる。

遺物 遺物は出土していない。

Ｐ５９６（図１８０ 図版１８１）

遺構 Ⅱ層下位で、黒曜石のフレイクが直径約２０㎝の円形の

範囲に集中して検出された。この状態を半截し、断面を図化

したのちに、遺物を回収した。本遺構は袋状の入れ物に剥片

類を詰め、小ピットに収めたものとみられる。検出面の状況

から縄文時代中期頃の遺構とみられる。

遺物 遺構からは、スクレイパー類や原石を含め、８９５点の

フレイク類が出土した。黒曜石はすべて赤井川産である。

Ｐ５９７（図１８０ 図版１８３）

遺構 削平を受けたⅣ層面において、Ⅲ層とⅣ層の混土であ

る黒褐色土層がⅡ層主体の黒色土層と重なり小判型に落ち込

む状況で検出された。覆土は上位と下位東側にⅣ層主体の褐

色土層が堆積し、中位にはローム粒を含む黒色土層が堆積す

る。土坑の特徴から縄文時代後期後葉の墓とみられる。

遺物 １は安山岩製の台石である。

Ｐ５９８（図１８０ 図版１８２）

遺構 削平を受けたⅣ層面において、Ⅱ層主体の黒色土層が

円形に落ち込む状況で検出された。検出面上には礫が１点乗

っていた。覆土は上位にⅡ層主体の黒色土層が堆積し、下位

にⅣ層主体の褐色土層が堆積する。出土遺物から縄文時代中

期以降の土坑とみられるが詳細は不明である。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片１点などが出土した。

Ｐ５９９（図１８１ 図版１８２・１８３）

遺構 削平を受けたⅣ層面において、パミスの混じる黒褐色

土層が小判型に落ち込む状況で検出した。本土坑は縄文時代

後期後葉の墓Ｐ５８３、Ｐ５８４に切られる。遺存する深さは５㎝

で、覆土は坑底部まで黒褐色土層が堆積する。出土遺物から

縄文時代後期前葉の土坑とみられる。

遺物 １は縄文時代後期前葉の胴部片で、内外面に縄文が施

される。

Ｐ６００（図１８１ 図版１８２）

遺構 付近の深い撹乱を除去した際、壁に現れた断面で確認

した。平面は削平を受けたⅣ層面のⅤ－４１の杭と重なる位置

で、パミス混じりの黒色土層がⅢ層とⅣ層の混土である暗褐

色土層と重なり小判型に落ち込む。本土坑は２号周堤墓の周

堤内にほられた土坑とみられる。遺存する深さは７２㎝で、覆

土主にⅢ層とⅣ層の混土である黒褐色土層が坑底部まで堆積

する。土坑の特徴から縄文時代後期後葉の堂林式期の墓とみ

られる。

遺物 遺物は出土していない。

Ｐ６０１（図１８１ 図版１８３）

遺構 削平を受けたⅣ層面においてⅢ層とⅣ層の混土である

暗褐色土層が小判型に落ち込む状況で確認した。遺存する深

さは３８㎝で、覆土は上位に暗褐色土層が落ち込み、下位には

パミス混じりの黒色土層が堆積する。土色による埋め分けが

なされている可能性のある土坑である。坑底部西側からは頭

部との痕跡とみられる有機質な層が検出された。土坑の特徴

から縄文時代後期後葉の堂林式期の墓とみられる。

遺物 １は頁岩製のスクレイパーである。

Ｐ６０２（図１８２ 図版１８３）

遺構 削平を受けたⅣ層面においてⅡ層とⅣ層の混土である
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黒褐色土層が小判型に落ち込む状況で確認した。遺存する深

さは５２㎝で、覆土は黒褐色土層とⅣ層主体の褐色土層が互層

に堆積する。埋め戻しの様相を呈する。平面の西側は一部撹

乱され掘りすぎで、本来は小判型の平面形である。坑底部西

側からは頭部の痕跡とみられる有機質な層が検出された。土

坑の特徴から縄文時代後期後葉の堂林式期の墓とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片１点などが出土した。

Ｐ６０３（図１８２ 図版１８４・１８５）

遺構 Ⅳ層面において黒色土の撹乱を受けるⅡ層とⅣ層の混

土である黒褐色土層が、小判型に落ち込む状況で確認した。

遺存する深さは６㎝で、黒褐色土層が坑底面まで堆積する。

出土遺物から縄文時代中期の土坑とみられる。

遺物 １は縄文時代中期の北筒式相当の口縁部片である。

Ｐ６０４（図１８２ 図版１８４）

遺構 Ⅳ層面においてⅡ層とⅣ層の混土である黒褐色土層

が、小判型に落ち込む状況で確認した。本土坑は縄文時代晩

期前葉のＰ５５０に切られる。覆土はパミスを含む黒褐色土層

が坑底面に堆積する。出土遺物から縄文時代中期の土坑とみ

られる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片３点が出土した。

Ｐ６０５（図１８２ 図版１８４・１８５）

遺構 Ⅲ層面においてⅡ層の黒色土層が、円形に落ち込む状

況で確認した。覆土は下位にパミスを含むが、Ⅱ層主体の層

が堆積する。出土遺物から縄文時代中期の土坑とみられる。

遺物 １は縄文時代中期の萩ヶ岡２式相当の胴部片である。

Ｐ６０６（図１８３ 図版１８５）

遺構 Ｔ―３４区のⅣ層面で、Ⅱ層とⅣ層の混土である暗褐色

土が小判型に落ち込むのを検出した。

覆土はパミスを含む暗褐色土層が坑底面まで堆積する。土

坑の特徴から縄文期の墓とみられるが、時期は不明である。

遺物 遺物は出土していない。

Ｐ６０７（図１８３ 図版１８５）

遺構 Ⅲ層面においてⅡ層とⅣ層の混土である黒褐色土層が

円形に落ち込む状況で確認した。覆土は上位にパミスを含む

黒褐色土層が堆積し中位に土器片を含む黒色土層、下位は上

位と似た層が堆積し、坑底部に小ピットが重なる。出土遺物

から縄文時代中期の土坑とみられる。

遺物 覆土中位からは縄文時代中期の破片２９点が出土した。

１は珪岩製のスクレイパーである。２、３は円筒上層式期の

口縁部片である。

Ｐ６０８（図１８３ 図版１８６・１８７）

遺構 Ⅲ層面においてパミスが混じるⅡ層が円形に落ち込む

状況で確認した。全般にⅡ層起源の黒色土層が堆積する。覆

土出土遺物から縄文時代後期中葉の土坑とみられる。

遺物 覆土中位からは縄文時代中期の破片２９点が出土した。

１は黒曜石製のスクレイパーである。２、３は縄文時代後期

中葉の胴部片である。

Ｐ６０９（図１８４ 図版１８６・１８７）

遺構 縄文時代後期中葉の住居址Ｈ４７の床面に掘られた土坑

である。覆土はⅡ層起源の黒色土層の間にⅣ層混じりの褐色

土層や茶褐色土層がスジ状に堆積する。覆土上位は住居址の

覆土が落ち込んだ状態である。土坑の上位には住居が埋まる

際に流れ込んだ縄文時代後期後葉の破片がまとまって出土し

た。この破片は、周囲の包含層と接合し復元に至った。坑底

部からは縄文時代後期中葉の破片が出土した。坑底部から出

土した遺物から縄文時代後期中葉の土坑とみられる。

遺物 １、２は、覆土上位に落ち込んだ破片が包含層の破片

と接合し、復元された堂林式期の深鉢である。１は比較的多

くの破片が出土し、２は口縁部片の１点が接合したもので、

土坑の時期より新しい遺物である。３～５は坑底部より出土

した縄文時代後期中葉の破片である。このうち４は先に記し

たＰ６０８の破片と同一個体である可能性がある。６は黒曜石

製の石鏃である。

Ｐ６１０（図１８５ 図版１８６・１８７）

遺構 縄文時代中期後葉の北筒式の住居址Ｈ４８を調査中、断

面で見つかった土坑である。本土坑は住居址が完全に埋まっ

た後に掘られた土坑である。覆土は、上部にパミス混じりの

Ⅱ層が落ち込み、中位から下にはパミスやローム粒の混じる

黒色土とⅢ層とⅣ層の混土である黒褐色土層が互層に堆積す

る。遺構の特徴から縄文時代晩期前葉の土坑とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片３９点、後期後葉の破片

２点などが出土した。１は縄文時代中期の萩ヶ岡２式相当の

胴部片である。

Ｐ６１１（図１８５ 図版１８８・１８９）

遺構 耕作跡の残るⅣ層面でⅢ層とⅣ層の混土である暗褐色

土層が円形に落ち込む状況で検出された。覆土は全般にパミ

スやローム粒を含む暗褐色土層が坑底付近まで堆積する。坑

底部中央付近からは、つまみ付きナイフが１点検出された。

土坑の特徴から縄文時代前期の墓とみられる。

遺物 １は坑底部出土の頁岩製のつまみ付きナイフである。

Ｐ６１２（図１８５ 図版１８８）

遺構 Ｕ－３６区においてⅢ層上面を遺構確認調査中、黒色土

層がⅢ層とⅣ層の混土である黒褐色土層と重なり楕円形に落

ち込むのを確認した。覆土は上位にレンズ状に堆積する黒色

土層、下位に黒褐色土層が堆積する。縄文時代の土坑とみら

れるが具体的な時期は不明である。

Ⅳ 遺構と遺物
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遺物 遺物は出土していない。

Ｐ６１３（図１８６ 図版１８９）

遺構 Ⅲ層面で、パミス混りのⅡ層が不整形に落ち込むこと

で確認した。本土坑の北東側はＴＰ１４に切られるが、長軸で

２�ほどの規模があったと推測される。覆土は上位に黒色土

層、下位にⅡ層とⅣ層の混土である黒褐色土層が堆積する。

坑底部は平らに掘られることから、小規模の住居址であった

可能性もある。遺構の特徴と出土遺物から縄文時代中期の土

坑とみられる。

遺物 覆土から縄文時代中期の破片５８点、後期後葉の破片１

点などが出土した。１は縄文時代中期の底部片である。

Ｐ６１４（図１８６ 図版１８９）

遺構 耕作跡の残るⅣ層面でローム粒を含む黒色土層が円形

に落ち込む状況で検出された。覆土は黒色土層が坑底付近ま

で堆積する。出土遺物から縄文時代晩期中葉の土坑とみられ

る。

遺物 １は黒曜石製の石鏃である。２、３は縄文時代晩期中

葉の破片である。２は口縁部に無紋帯があり、口唇部に棒状

工具による刻みが施される。３の口縁部には縄線文が３条施

される。

Ｐ６１５（図１８６ 図版１８８・１８９）

遺構 Ⅲ層面でパミスを含む黒色土層が円形に落ち込む状況

で検出された。覆土は黒色土層が坑底付近まで堆積する。出

土遺物から縄文時代晩期中葉の土坑とみられる。

遺物 １は黒曜石製の石鏃である。２は後期後葉の深鉢片

３、４は縄文時代晩期中葉の底部片である。

Ｐ６１６（図１８７ 図版１９０・１９１）

遺構 Ⅳ層面においてパミスを含む黒色土層が長円形に落ち

込む状況で検出された。土坑の中央付近で断面を切ったとこ

ろ、坑底面が立ち上がりはじめ、柱穴状の土坑２基が重なる

遺構であると確認した。断面は土坑の中心から外れた。土坑

は深いもので８０㎝あり、覆土はパミスやローム粒を含むⅡ層

主体の黒色土層が坑底付近まで堆積する。土坑の特徴から、

縄文時代晩期前葉の柱穴であったとみられる。

遺物 １は黒曜石製のつまみ付きナイフである。２は縄文時

代中期の口縁部片である。

Ｐ６１７（図１８７ 図版１９０・１９１）

遺構 Ⅲ層面において少量のパミスを含むⅡ層が円形に落ち

込むことで検出した。覆土は上位に黒色土層、下位にはⅡ層

とⅢ層との混土である黒褐色土層が堆積する。坑底面の南側

は一部窪みがある。遺構の特徴から縄文時代前期の土坑とみ

られる。

遺物 １、２は東釧路Ⅳ式の破片で、３は静内中野式期相当

の胴部片である。

Ｐ６１８（図１８７ 図版１９０・１９１）

遺構 耕作跡の残るⅣ層面でⅡ層とⅢ層との混土である黒褐

色土層が楕円形に落ち込む状況で検出した。覆土は黒褐色土

層が坑底まで堆積する。遺構の特徴から縄文時代晩期前葉の

土坑とみられる。

遺物 １は黒曜石製の石鏃である。２は縄文時代後期後葉縄

の破片である。３は前期の静内中野式期の口縁部片である。

Ｐ６１９（図１８８ 図版１９１）

遺構 Ⅲ層面で少量のパミスを含むⅡ層が円形に落ち込むこ

とで検出した。本土坑は縄文時代前期の住居址Ｈ５２を切る。

覆土は上位にⅡ層が落ち込み、下位にⅢ層とⅣ層との混土で

ある黒褐色土層が堆積する。遺構の特徴から縄文時代後期後

葉の土坑とみられる。

遺物 １、２は堂林式新段階から御殿山式相当の深鉢底部片

と注口土器胴下部片である。

Ｐ６２０（図１８８ 図版１９１）

遺構 Ｔ－３４区のⅣ層上面で黒色土層が小判型の落ち込むこ

とで検出した。土層は黒色土が坑底面まで堆積する。出土遺

物から縄文時代中期以降の土坑とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代前期の破片１点、中期の破片２点

が出土した。

Ｐ６２１（図１８８ 図版１９２）

遺構 Ｔ－３４区のⅣ層上面でⅢ層とⅣ層の混土である暗褐色

土層が小判型に落ち込むことで検出した。覆土は坑底部まで

暗褐色土層が堆積でする。墓とみられるが、時期の決め手と

なる遺物が出土しなかった。

遺物 覆土からはフレイク１点が出土した。

Ｐ６２２（図１８８ 図版１９２・１９３）

遺構 Ｓ－３６区のⅣ層上面で黒色土層が円形に落ち込むこと

で検出された。土層は黒色土が坑底面まで堆積する。遺構の

特徴から縄文時代晩期後葉の土坑とみられる。

遺物 １は覆土から出土した天神山式相当の胴部片である。

Ｐ６２３（図１８９ 図版１９２・１９３）

遺構 Ⅳ層面においてⅡ層とⅣ層の混土である黒褐色土層が

円形に落ち込むことで確認した。本土坑は縄文時代後期中葉

の住居址Ｈ５５を一部切る。覆土は黒褐色土層が坑底まで堆積

する。出土遺物から、縄文時代後期後葉の土坑とみられる。

遺物 １は黒曜石製の石鏃である。２は御殿山式期の口縁部

片、３、４は静内中野式相当の破片である。

―９４―



Ｐ６２４（図１８９ 図版１９２・１９３）

遺構 Ⅳ層面においてⅡ層とⅣ層の混土である黒褐色土層が

小判型に落ち込むことで確認した。本土坑は縄文時代後期中

葉の住居址Ｈ５５を一部切る。覆土は黒褐色土層が坑底まで堆

積する土坑の特徴から縄文時代前期の土坑とみられる。

遺物 １は覆土下位から出土した頁岩製のつまみ付きナイフ

である。

Ｐ６２５（図１８９ 図版１９３）

遺構 Ⅲ層下位においてパミスの混じるⅡ層が黒褐色土層と

重なり小判型に落ち込むことで確認した。本土坑の検出面よ

り上位の包含層からは縄文時代中期の破片がまとまって出土

した。覆土は上位にⅡ層が落ち込み中位にⅣ層が混じる黒褐

色土層、下位に黒色土層が堆積する。覆土中位から出土した

破片から、縄文時代早期の東釧路Ⅳ式期の土坑とみられる。

遺物 １は、覆土中位から出土した東釧路Ⅳ式期の口縁部か

ら胴下部にかけての破片である。

Ｐ６２６（図１８９ 図版１９３）

遺構 Ⅲ層下位においてパミスが少量混じる黒褐色土層が円

形に落ち込むことで確認した。覆土は坑底部まで、ほぼ同質

の黒褐色土層が堆積する。出土遺物から、縄文時代前期の静

内中野式相当の土坑とみられる。

遺物 １、２は静内中野式相当の胴部片である。いずれも胎

土に繊維を含む。

Ｐ６２７（図１９０ 図版１９４）

遺構 Ⅲ層下位においてパミスの混じる黒色土層が円形に落

ち込むことで確認した。覆土は上位にパミスの混じるⅡ層が

落ち込み下位に暗褐色土層が堆積する。縄文時代の土坑とみ

られるが、決め手となる遺物は出土しなかった。

遺物 覆土からは礫が１点出土した。

Ｐ６２８（図１８９ 図版１９４）

遺構 Ⅳ層面において、少量のパミスの混じる黒色土層が黒

褐色土層と重なり円形に落ち込むことで確認した。覆土は上

位にパミスの混じるⅡ層が落ち込み、下位にⅡ層とⅣ層の混

土である黒褐色土層が堆積する。縄文時代の土坑とみられる

が、時期の決め手となる遺物が出土しなかった。

遺物 遺物は出土していない。

Ｐ６２９（図１９０ 図版１９４・１９５）

遺構 Ⅳ層面において、少量のパミスの混じる黒色土層が黒

褐色土層と重なり小判型に落ち込むことで確認した。覆土は

上位にパミスの混じるⅡ層が落ち込み、下位にⅡ層とⅣ層の

混土である黒褐色土層が堆積する。縄文時代の土坑とみられ

るが、時期の決め手となる遺物が出土しなかった。

遺物 覆土からは東釧路Ⅳ式の破片８点などが出土した。１

は東釧路Ⅳ式の胴部片である。

Ｐ６３０（図１９０ 図版１９５）

遺構 Ⅲ層下位においてパミスの混じる黒色土層が円形に小

判型に落ち込むことで確認された。覆土は上位にパミスの混

じるⅡ層が落ち込み、下位にはⅡ層とⅣ層の混土である黒褐

色土層が堆積する。出土遺物から縄文時代の早期の土坑とみ

られる。

遺物 覆土からは東釧路Ⅳ式の破片４点などが出土した。

Ｐ６３１（図１９０ 図版－）

遺構 縄文時代前期の住居址Ｈ３８の調査中、住居址の覆土を

切って構築される土坑があるのを確認した。覆土は上位にパ

ミスが混じる黒色土層が堆積し、下位にはⅡ層とⅣ層の混土

である暗褐色土層が堆積する。住居を切ることから、縄文時

代前期以降の遺構であるとみられるが、時期の決め手となる

遺物が出土しなかった。

遺物 遺物は出土していない。

Ｐ６３２（図１９１ 図版１９５・２２１）

遺構 Ｒ－３６区のⅣ層上面で、黒褐色土の大きな落ち込みを

確認した。トレンチで確認したところ、付近には、土坑３基

が重複していることがわかった。それらの重複関係の中で最

も新しいのが本土坑である。覆土は上部にⅡ層が落ち込み、

中位にⅡ層とⅣ層の混土である黒褐色土層が、下位には炭化

物や土器片を多数含む黒色土層が堆積していた。また本遺構

の北東端の壁斜面には、フレイク・チップの集中域１ヶ所が

検出されている。坑底部付近から出土した遺物から、縄文時

代中期の土坑（あるいは小形の住居址）とみられる。

遺物 坑底直上から縄文時代中期の破片４６１点のほか、石器

類９５４点が出土した。１～４は坑底部から出土した黒曜石製

の石鏃である。木葉形のものと基部を持つものがみられる。

５～１５は坑底部から出土した土器片で、円筒上層式期に相当

する破片である。

Ｐ６３３（図１９２ 図版－）

遺構 Ⅲ層上面で黒褐色土層が円形に落ち込むのを確認し

た。短軸方向に断面を設定した結果、覆土は炭化物混じりの

Ⅱ層が堆積する。縄文時代の遺構とみられるが、時期の決め

手となる遺物が出土しなかった。

遺物 遺物は出土していない。

Ｐ６３４（図１９２ 図版１９６・１９７）

遺構 Ⅲ層上面で黒褐色土層が小判型に落ち込むのを確認し

た。本遺構はＰ６４７を切る。覆土は上位にパミスが混じるⅡ

層が堆積し、下位にはⅡ層とⅢ層の混土である黒褐色土層が

堆積する。遺構の特徴から縄文時代後期後葉の土坑とみられ

る。

Ⅳ 遺構と遺物

―９５―



遺物 覆土から縄文時代中期の破片１点などが出土してい

る。１は覆土出土の円筒上層式の口縁部片である。

Ｐ６３５（図１９３ 図版１９６・１９７）

遺構 包含層調査中に、出土した石皿を置いた状態でⅢ層ま

で下げると黒色土が円形に落ち込むのを確認した。石皿が断

面を通るように断面を設定した。覆土は全般にⅡ層主体の黒

色土が落ち込み、土坑の坑底部北西側には、石皿と黄橙色の

粘土も検出された。出土遺物から縄文時代後期中葉の遺構と

みられる。

遺物 遺物１は覆土出土した珪岩製のスクレイパーである。

２は全面を敲打し形を整えた、多孔質な安山岩製の石皿であ

る。形状から縄文時代後期中葉である可能性がある。３は覆

土上位から出土した石皿である。出土位置から包含層の流れ

込みである可能性もある

Ｐ６３６（図１９２ 図版１９６・１９７）

遺構 Ⅲ層下位でパミスの混じる黒褐色土層が円形に落ち込

む状態で確認した。覆土は上位にパミスが混じるⅡ層とⅣ層

の混土である黒褐色土層が堆積し、下位にはⅡ層とⅢ層の混

土である暗褐色土層が堆積する。遺構の特徴から縄文時代前

期の墓とみられる。

遺物 覆土から縄文時代前期の破片１６点などが出土してい

る。１は安山岩製のすり石である。２は静内中野式相当の胴

部片である。

Ｐ６３７（図１９４ 図版１９７）

遺構 Ⅳ層面でパミスの混じる暗褐色土層が円形に落ち込む

状態で確認した。覆土は主にⅢ層とⅣ層の混土である暗褐色

土層が坑底部まで堆積する。縄文時代の遺構とみられるが、

決め手となる遺物が出土しなかった。

遺物 覆土から縄文時代後期後葉の破片１点が出土した。

Ｐ６３８（図１９４ 図版１９７）

遺構 Ⅲ層下位で黒色土層が楕円形に落ち込む状態で確認し

た。覆土は主にⅡとⅢ層の混土である黒色土層が坑底まで堆

積する。出土遺物から縄文時代晩期中葉の土坑とみられる。

遺物 １はから縄文時代晩期中葉の浅鉢底部片とみられる。

Ｐ６３９（図１９４ 図版１９７～１９９）

遺構 Ⅲ層下位で黒色土層が小判型に落ち込む状態で確認し

た。覆土上位にはパミス混じりのⅡ層が落ち込み、下位には

主にパミス混じりのⅡ層とⅢ層の混土である黒褐色土層が堆

積する。出土遺物から縄文時代晩期中葉の土坑とみられる。

遺物 １～３から縄文時代晩期中葉の破片である。１の口唇

は棒状工具で刻まれ、口縁部に縄線文が施される。２は底部

片で、底部にも縄文が施される。３は鉢の口縁部片である。

４は縄文時代後期後葉の破片である。

Ｐ６４０（図１９５・１９６ 図版１９８・１９９）

遺構 縄文時代前期の住居址Ｈ５６覆土を掘り下げていたとこ

ろ、南東壁に遺構の重複を確認した。精査すると、Ｈ５６を切

って掘られた土坑を確認した。覆土は上位にパミスを含む黒

褐色土層が堆積し、下位には黒色土層が堆積する。上位の層

には縄文時代中期の破片がまとまって出土する。覆土から出

土遺物から、縄文時代中期の土坑とみられる。

遺物 １は黒曜石製のスクレイパー類である。２～４は覆土

上位から出土した縄文時代中期の破片である。２は柏木川式

に相当するとみられる。３、４は萩ヶ岡２式相当の土器であ

る。胴部の貼付帯上には半截竹管による押引文が施される。

４は底部にも結束の縄文が施される。

Ｐ６４１（図１９４ 図版１９９）

遺構 Ⅳ層面で、パミスの混じる暗褐色土層と褐色土層が混

ざり円形に落ち込む状態で確認した。覆土は主にⅣ層主体の

暗褐色土層が堆積する。土坑の特徴から縄文時代前期の遺構

と考えた。

遺物 遺物は出土していない。

Ｐ６４２（図１９７ 図版１９８・１９９）

遺構 Ⅲ層下位で黒色土層が円形に落ち込む状況で検出され

た。覆土は上位にⅡ層とⅢ層の混土である黒褐色土層が円形

に落ち込み、下位にはⅡ層の黒色土層が堆積する。出土遺物

から後期末葉の土坑と考えたが、検出面上にはわずかＴａ－

ａらしき堆積も見られたため、より新しい土坑である可能性

もある。

遺物 １、２は御殿山式期相当の破片である。

Ｐ６４３（図１９７ 図版２００）

遺構 Ⅲ層上面でⅢ層とⅣ層が混じる褐色土が不鮮明ながら

円形に落ち込む状況で確認した。覆土は上位に褐色土層が堆

積し、下位には黒褐色土層が堆積する。また、この土坑は柱

穴１ヵ所を切る。縄文時代の遺構とみられるが、時期の決め

手となる遺物が出土しなかった。

遺物 覆土から礫１点が出土している。

Ｐ６４４（図１９７ 図版２００・２０１）

遺構 Ⅲ層下位でⅢ層とⅣ層が混じる褐色土が円形に落ち込

む状況で確認した。覆土は上位に褐色土層が堆積し、下位に

は暗褐色土層が堆積する。出土遺物から縄文時代中期の土坑

と考える。

遺物 １は萩ヶ岡２式相当の胴部片である。

Ｐ６４５（図１９７ 図版２００・２０１）

遺構 Ⅲ層下位でⅢ層主体の暗褐色土層が円形に落ち込む状

況で確認した。覆土は暗褐色土層が薄く堆積する。出土遺物

から縄文時代早期の土坑と考える。

―９６―



遺物 １は中茶路式の胴部片である。

Ｐ６４６（図１９８ 図版２０１）

遺構 Ⅲ層下位で、Ⅲ層とⅣ層が混じる暗褐色土が円形に落

ち込む状況で確認した。覆土は暗褐色土層が坑底まで堆積す

る。また、この土坑は柱穴１ヵ所を切る。縄文時代の遺構と

みられるが、決め手となる遺物が出土しなかった。

遺物 覆土からフレイク１点が出土している。

Ｐ６４７（図１９８ 図版２０１）

遺構 Ⅲ層下位で、黒色土層が落ち込む状況で検出された。

Ｐ６３４に切られ、覆土は上位にパミスを含むⅡ層が落込み、

下位にはⅢ層とⅣ層の混土である黒褐色土層が堆積する。出

土遺物から縄文時代前期の土坑とかんがえる。

遺物 覆土からは縄文時代前期の破片５点などが出土してい

る。１は静内中野式相当の胴部片である。

Ｐ６４８（図１９８ 図版２０１）

遺構 Ⅲ層下位で、黒褐色土層が落ち込む状況で検出され

た。Ｐ６４７に切られる。覆土はⅢ層とⅣ層の混土である黒褐

色土層が堆積する。出土遺物からＰ６４７とほぼ同時期の縄文

時代前期の土坑とかんがえる。

遺物 覆土からは縄文時代前期の破片１点、フレイク３点が

出土している。１は静内中野式相当の口縁部片である。

Ｐ６４９（図１９９ 図版－）

遺構 Ⅲ層下位で、黒褐色土層が落ち込む状況で検出され

た。本土坑は縄文時代前期の住居址Ｈ５４に切られる。覆土は

Ⅱ層とⅢ層の混土である黒褐色土層が堆積する。遺構の状況

からＨ５４とほぼ同時期の縄文時代前期の土坑とかんがえる。

遺物 覆土からはフレイク１点が出土している。

Ｐ６５０（図１９９ 図版２０２・２０３）

遺構 Ⅲ層下位で、黒褐色土層が円形に落ち込む状況で検出

された。覆土にはパミスが少量混じるⅡ層が堆積する。縄文

時代後期後葉の土坑Ｐ６６１を切ることから後北Ｃ２Ｄ式の土坑

とかんがえる。

遺物 覆土からは縄文時代後期後葉の破片２点などが出土し

た。１は堂林式新段階から三ツ谷式期の口縁部片である。

Ｐ６５１（図１９９ 図版２０２・２０３）

遺構 Ⅲ層下位で、暗褐色土層が円形に落ち込む状況で検出

された。検出面には礫が１点見えていた。覆土はパミスが少

量混じるⅢ層が堆積する。出土遺物から縄文時代早期の土坑

とかんがえる。

遺物 １は東釧路Ⅳ式相当の胴部片である。

Ｐ６５２（図１９９ 図版２０２・２０３）

遺構 Ⅲ層下位で、黒色土層が不整形に落ち込む状況で検出

された。覆土にはパミスが少量混じるⅡ層が堆積する。遺構

の状況から縄文時代晩期前葉の土坑とかんがえる。

遺物 １、２は堂林式新段階から三ツ谷式期の胴部片。

Ｐ６５３（図２００ 図版２０３）

遺構 Ⅳ層面で、黒褐色土層が円形に落ち込む状況で検出さ

れた。覆土にはパミスが少量混じるⅡ層が堆積する。遺構の

状況から縄文時代後期後葉の土坑とかんがえる。

遺物 １は萩ヶ岡２式相当の口縁部片である。

Ｐ６５４（図２００ 図版２０２・２０３）

遺構 Ⅲ層下位で黒褐色土層が円形に落ち込む状況で検出さ

れた。覆土にはパミスが少量混じるⅡ層が堆積する。出土遺

物から縄文時代早期の土坑とみられる。

遺物 １は東釧路Ⅳ式の胴部片である。

Ｐ６５５（図２００ 図版２０３）

遺構 Ⅱ層下面で、褐色土層の落ち込みで検出された。検出

面では、小判型に落ち込む新しい土坑に切られる状況が確認

された。断面から、本土坑は後北Ｃ２Ｄ式期の土坑Ｐ４９６に上

部の一部を切られることがわかった。覆土は上位にはⅣ層主

体の褐色土層、下位にはⅡ層主体の黒褐色土層が堆積してい

ることから、土色による埋め分けがなされたものとみられ

る。遺構の状況から縄文時代後期後葉の墓とかんがえる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片５１点、後期後葉の破片

６７点などが出土している。１～３は堂林式新段階から三ツ谷

式期に相当する破片である。

Ｐ６５６（図２０１ 図版２０４・２０５）

遺構 Ⅳ層面で、暗褐色土層が、小判型に落ち込むれる状況

で確認された。覆土は上位に少量の黒色土が落ち込み、ほか

はⅣ層主体の暗褐色土層が堆積する。出土遺物から縄文時代

早期の土坑とかんがえる。

遺物 覆土からは縄文時代早期の破片５７点などが出土してい

る。１は東釧路Ⅳ式に相当する口縁部片である。

Ｐ６５７（図２０１ 図版２０４）

遺構 Ⅳ層上面でパミス混じりの黒色土層が円形に落ち込む

状況で確認した。覆土は坑底面まで黒色土層が堆積する。遺

構の特徴から、後北Ｃ２Ｄ式期の土坑と考える。

遺物 遺物は出土していない。

Ｐ６５８（図２０１ 図版２０４・２０５）

遺構 Ⅳ層上面でパミス混じりの黒色土層が円形に落ち込む

状況で確認した。覆土は坑底まで土器片を含む黒色土層が堆

積する。遺構の特徴から、後北Ｃ２Ｄ式期の土坑と考える。

Ⅳ 遺構と遺物
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遺物 １は堂林式新段階から御殿山式期に相当する口縁部片

である。

Ｐ６５９（図２０１ 図版２０４）

遺構 Ⅳ層上面で炭化物粒を含む褐色土が長円形に落ち込む

状況で確認した。覆土は褐色土層が坑底まで堆積する。遺構

の特徴から、縄文時代早期の土坑と考える。

遺物 遺物は出土していない。

Ｐ６６０（図２０２ 図版２０５）

遺構 縄文時代前期の住居址Ｈ６１の床面上でパミス混じりの

黒色土層が小判型に形に落ち込む状況で確認した。覆土は上

部にⅡ層を多く含む黒色土層が薄く堆積し、下位は黒褐色土

層が坑底まで堆積する。出土遺物から縄文時代中期の土坑と

考える。

遺物 １は円筒上層式期の胴部片である。

Ｐ６６１（図２０２ 図版２０５）

遺構 Ⅳ層上面でⅡ層の黒色土のⅣ層の褐色土が重なり小判

型に落ち込む状況で確認した。検出面で円形の土坑Ｐ６５０に

切られるのがみとめられた。覆土は上位にはⅣ層主体の褐色

土層、下位にはⅡ層主体の黒褐色土層が堆積していることか

ら、土色による埋め分けがなされ可能性がある。遺構の特徴

から縄文時代後期後洋の墓と考える。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片１点が出土している。

Ｐ６６２（図２０２ 図版２０５）

遺構 Ⅳ層上面でパミス混じりの黒褐色土層が小判型に落ち

込む状況で検出された。覆土は主にⅡ層とⅢ層が混じる黒褐

色土層の堆積である。縄文時代の遺構とみられるが、時期の

決め手となる遺物が出土しなかった。

遺物 遺物は出土していない。

Ｐ６６３（図２０２ 図版２０６・２０７）

遺構 Ⅳ層上面でパミスが混じる暗褐色土層が円形に落ち込

む状況で確認した。本土坑は縄文時代地後期中葉の住居址Ｈ

５５に切られる。覆土は上位に一部Ⅱ層の混じる黒褐色土層が

落ち込むが、他は主にⅢ層とⅣ層の混土である暗褐色土層が

堆積する。出土遺物から縄文時代前期の土坑と考える。

遺物 １は静内中野式相当の胴部片である。２は泥岩製の石

斧で、縁辺を荒割りした状態のもの。

Ｐ６６４（図２０３ 図版２０６）

遺構 Ⅲ層下位でパミスが混じるⅡ層が円形に落ち込むこと

から確認した。覆土は上位にⅡ層が落ち込み、下位には全般

にⅢ層とⅣ層の混土である暗褐色土層が堆積する。土坑の特

徴から縄文時代前期の土坑と考える。

遺物 遺物は出土していない。

Ｐ６６５（図２０４ 図版２０６・２０７）

遺構 Ⅳ層上面で、黒褐色土層が楕円形に落ち込むことで確

認した。検出面には副葬品とみられる石器類が確認できた。

覆土は主にⅢ層とⅣ層の混土である暗褐色土層が堆積し、覆

土上位や中位から、副葬品と見られる石器類１６点が検出され

た。土坑の特徴や出土遺物から縄文時代前期の墓とみられる。

遺物 １～４はつまみ付きナイフ、５～９はスクレイパー

類、１０は石槍またはナイフである。石材は７、８が黒曜石製

でほかは頁岩製である。１１は泥岩製の石斧で、器面全体に磨

かれる。

Ｐ６６６（図２０５・２０６ 図版２０８・２０９）

遺構 縄文時代前期の住居址Ｈ４０を調査中に、黒色土が落ち

込み、住居址を切ることから確認した。覆土は上部にⅡ層主

体の黒色土層が落ち込み、下位にⅢ層とⅣ層の混土である暗

褐色土層が堆積する。覆土上位には一部Ⅳ層が落ち込み、そ

の上部に堆積する黒褐色土層中からは４２点の玉類と６点のサ

メの歯が散在した状態で出土した。覆土下位の暗褐色土層か

らはほとんど遺物は出土していない。出土遺物から縄文時代

後期後葉の墓とみられるが、覆土上位の黒色土層と下位の暗

褐色土層の重なりが自然な堆積であることから、黒色土中に

坑底部をもつ盛土墓状の墓と、前期の土坑が重なったものと

もみられる。

遺物 １は刃部を破損した石斧である。基部は研摩され、後

期後葉の石斧とは特徴が異なる。２～７サメ歯穿孔品とみら

れる。全長２�以下のホホジロザメの上顎歯を利用したも

の。８～４９は玉類である。石材はすべて緑泥石岩製である。

これらのうち勾玉状のものが１４、３４、４５で１４の縁には刻みが

施される。２６、２７は厚みのある玉類で、４４は棗玉状である。

そのほかの玉類は丸みのある臼玉状のものが目立つ。

Ｐ６６７（図２０３ 図版２０７）

遺構 耕作跡の残るⅣ層面で黒褐色土層が楕円形に落ち込む

状況で検出した。覆土はⅢ層とⅣ層の混土である黒褐色土層

が坑底まで堆積する。縄文時代の遺構とみられるが、時期の

決め手となる遺物が出土しなかった。

遺物 遺物は出土していない。

Ｐ６６８（図２０７ 図版２０９・２１０）

遺構 Ⅳ層上面で、黒褐色土層が楕円形に落ち込むことで確

認した。覆土には主にパミスが混じる黒褐色土層が堆積し、

土坑の南東側には一部落込みがみられた。落込みの上位から

は土器片がまとまって出土した。出土遺物から縄文時代早期

の土坑とみられる。

遺物 １は一括で出土した破片を復元したもので、東釧路Ⅳ

式の口縁部である、山形の突起が４ヵ所付くとみられる。

―９８―



Ｐ６６９（図２０３ 図版２１０・２１１）

遺構 Ⅲ層面でパミスが混じるⅡ層が円形に落ち込むことか

ら確認した。覆土は上位にⅡ層の黒色土層が堆積し、下位に

はⅡ層とⅢ層とⅣ層の混土である黒暗褐色土層が堆積する。

遺構の特徴から、後北Ｃ２Ｄ式期の土坑と考える。

遺物 １は黒曜石製のつまみ付きナイフである。２は堂林式

新段階から三ツ谷式期に相当する胴部片である。

Ｐ６７０（図２０３ 図版２１０・２１１）

遺構 Ⅲ層下位でパミスが混じる黒褐色土層が円形に落ち込

むことから確認した。覆土は上位にⅡ層が混じる黒色土層が

堆積し、下位にはⅡ層とⅢ層との混土である黒暗褐色土層が

堆積する。出土遺物から、縄文時代中期の土坑と考える。

遺物 １は円筒上層式期の胴部片である。

Ｐ６７１（図２０８ 図版２１１）

遺構 縄文時代前期の住居址Ｈ７０の床面上でパミス混じりの

黒褐色土層が小判型に形に落ち込む状況で確認した。覆土は

主にⅢ層とⅣ層の混土である黒褐色土層である。遺構の特徴

から縄文時代中期の土坑とした。

遺物 １は黒曜石製の石鏃である。２は静内中野式相当の破

片で、口縁部に縄端部の圧痕が施される。

Ｐ６７２（図２０８ 図版２１１）

遺構 Ⅲ層下位でパミスが混じる黒色土層が円形に落ち込む

ことから確認した。覆土は上位に少量に焼土が落ち込むが、

ほかはⅡ層主体の黒色土層が堆積する。出土遺物から縄文時

代中期の土坑下位にはⅡ層とⅢ層との混土である黒暗褐色土

層が堆積する。遺構の特徴から、縄文時代後期後葉の土坑と

考える。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片１点が出土している。

Ｐ６７３（図２０８ 図版２１１）

遺構 耕作跡の残るⅣ層面で黒褐色土層が楕円形に落ち込む

状況で検出した。覆土はパミスが混じるⅢ層とⅣ層の混土が

堆積する。遺構の特徴から、縄文時代早期の土坑と考える。

遺物 遺物は出土していない。

Ｐ６７４（図２０８ 図版２１２）

遺構 Ⅳ層上面で黒褐色土層が円形に落ち込む状況で検出し

た。覆土にはパミスが混じるⅡ層とⅢ層の混土が堆積する。

縄文時代の遺構とみられるが、時期の決め手となる遺物が出

土しなかった。

遺物 覆土からは礫４点が出土している。

Ｐ６７５（図２０８ 図版２１２）

遺構 Ⅲ層下位でパミスが混じる黒色土層が円形に落ち込む

ことから確認した。覆土はパミスが混じるⅡ層とⅣ層の混土

が堆積する。遺構の特徴から、縄文時代中期の土坑と考える。

遺物 遺物は出土していない。

Ｐ６７６（図２０９ 図版２１３）

遺構 縄文時代前期の住居址Ｈ７０の覆土面で黒色土層が円形

に落ち込むことで確認した。覆土は黒色土が坑底まで堆積す

る。出土遺物から縄文時代晩期中葉の土坑とみられる。

遺物 １は黒曜石製の石鏃である。２～４は縄文時代晩期中

葉の底部片である。いずれも底部に縄文が施される。４の器

面には複節の縄文がと沈線文が付される。

Ｐ６７７（欠 番）

Ｐ６７８（図２０９ 図版２１３）

遺構 Ⅲ層下位で黒色土層が黒褐色土層に重なり円形に落ち

込むことから確認した。検出面は撹乱を受けるが、覆土上位

には少量のパミスを含むⅡ層が落込み、下位にはⅡ層とⅣ層

の混土である黒褐色土層が堆積する。土坑の北側が深く落ち

込むことから、浅い土坑との重なりだったとみられる。出土

遺物から縄文時代前期の土坑と考える。

遺物 １は黒曜石製のスクレイパー類である。２は静内中野

式相当の胴部片である。

Ｐ６７９（図２０９ 図版２１３・２２１）

遺構 Ⅳ層上面で、黒褐色土層の大きく落ち込むことから確

認した。本土坑は縄文時代中期の土坑Ｐ６３２に切られる。覆

土はⅡ層が薄く堆積し、坑底はⅣ層を若干掘り下げてほぼ平

坦に作られている。

出土遺物から、縄文時代中期の土坑とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片１８点などが出土した。

Ｐ６８０（図２１０ 図版２１５・２１５）

遺構 Ⅲ層下位で黒色土層が小判型に落ち込むことから確認

した。覆土は全般に少量のパミスを含むⅡ層が堆積する。出

土遺物から縄文時代前期の土坑と考える。

遺物 覆土からは縄文時代前期の破片３８点などが出土してい

る。１安山岩製のすり石で、半分近くが欠損する。２は静内

中野式相当の口縁部片である。

Ｐ６８１（図２１０ 図版２１４・２１５）

遺構 縄文時代前期の住居址Ｈ６８を調査中に住居址を切る黒

褐色土層が円形に落ち込み検出された。土層は上位に少量の

パミスを含むⅡ層が堆積し、下位にはⅡ層とⅣ層の混土であ

る黒褐色土層が堆積する。出土遺物から縄文時代晩期中葉の

土坑と考える。

遺物 覆土からは縄文時代後期後葉の破片８６点、晩期中葉の

破片２点などが出土している。１は黒曜石製の石鏃である。

２～４は御殿山式期相当の口縁部片である。

Ⅳ 遺構と遺物
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Ｐ６８２（図２１０ 図版２１４・２１５）

遺構 縄文時代後期中葉の住居址Ｈ５５に切られた状態で検出

された土坑である。覆土上位にはパミス混じりのⅡ層が落ち

込み、下位にはⅡ層とⅢ層の混土が堆積する。出土遺物から

縄文時代前期の土坑と考える。

遺物 覆土からは縄文時代前期の破片９点が出土している。

１は静内中野式相当の胴部片である。

Ｐ６８３（図２１１ 図版２１４・２１５）

遺構 Ⅳ層上面で、黒褐色土層が円形に落ち込むことから確

認した。土層はロームブロックが混じる黒色土である。遺構

の特徴から縄文時代晩期中葉の土坑とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片７点、後期後葉の破片

１８点などが出土した。１は堂林式新段階から御殿山式期に相

当する口縁部片である。

Ｐ６８４（図２１１ 図版２１４・２１５）

遺構 縄文時代中期の土坑Ｐ６３２に切られて検出された。土

層はロームブロックが混じる黒色土である。覆土から出土し

た遺物から、縄文時代中期の土坑とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片３４点などが出土した。

１、２は円筒上層式期の破片である。１は口縁部片、２は底

部片である。

Ｐ６８５（図２１１ 図版２１４）

遺構 Ⅲ層下位から黒褐色土層が楕円形に落ち込むことで確

認した。覆土は上位に少量のパミスを含むⅡ層が堆積し、下

位にはⅡ層とⅣ層の混土である黒褐色土層が堆積する。縄文

時代の遺構とみられるが、時期の決め手となる遺物が出土し

なかった。

遺物 遺物は出土していない。

Ｐ６８６（欠 番）

Ｐ６８７（図２１２ 図版２１５）

遺構 柏木川に面する斜面際の、削平を受けたⅣ層面でパミ

ス混じりの黒色土が、暗褐色土層と重なり小判型に落ち込む

状況で確認した。遺存する深さは２１㎝で、覆土は上位にⅡ層

とⅣ層の混土である黒色土層が堆積し、下位の東側にⅢ層と

Ⅳ層の混土である暗褐色土層が堆積する。坑底面の北西側か

らは遺体の頭部の痕跡とみられるベンガラ混じりの層が検出

された。土坑の特徴から縄文時代後期後葉の墓とみられる。

遺物 覆土から縄文時代中期の破片４点などが出土た。

Ｐ６８８（図２１２ 図版２１６・２１８）

遺構 柏木川に面する斜面際の、削平を受けたⅣ層面でパミ

ス混じりの黒色土層が不整形に落ち込むことで検出した。遺

存する深さは１０㎝で、全般にパミスが混じるⅡ層が堆積す

る。出土遺物から縄文時代中期の土坑とみられる。

遺物 １は縄文時代中期の胴部片である。

Ｐ６８９（図２１２ 図版２１６・２１７・２１８）

遺構 削平を受けたⅣ層面において褐色土層がⅡ層とⅣ層の

混土である暗褐色土層と重なり小判型に落ち込む状況で確認

した。本土坑は３号周堤墓の周堤内にほられた土坑とみられ

る。遺存する深さは４１㎝で、覆土は上部にⅣ層が落ち込み下

位にはⅣ層がブロック状に混じるⅡ層が堆積する。坑底面の

北西側からは頭部の痕跡と見られる有機質な黒褐色土層の高

まりがみとめられた。土坑の特徴から縄文時代後期後葉の墓

とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片１３点などが出土してい

る。１は坑底部から出土したコハクの破片である。玉に加工

されていたものとみられる。

Ｐ６９０（図２１３ 図版２１６・２１７・２１８）

遺構 削平を受けたⅣ層面において褐色土層がⅡ層とⅣ層の

混土である暗褐色土層が長円形に落ち込む状況で確認した。

本土坑は３号周堤墓の周堤内にほられた土坑とみられる。遺

存する深さは４８㎝で、覆土は上部にⅢ層とⅣ層の混土である

暗褐色土層が堆積し、下位には比較的Ⅱ層が含まれる黒色土

が薄く堆積する。坑底部の北西側からは漆製品の破片が検出

され、付近にはベンガラの散布も確認された。坑底部中央か

らは土坑の長軸に沿って片岩製の石棒が１点出土した。石棒

は部分的に砂質で、節理面から崩れた状態で出土した。ま

は、坑底面の南東側からは足の痕跡と坑底部から浮いた位置

で石鏃が１点検出された。土坑の特徴から縄文時代後期後葉

の墓とみられる。なお、３号周堤墓の設定には本土坑から石

棒が出土していることも意識しているが、周堤墓とする根拠

はやや弱い。

遺物 １は漆片である。断片的な遺存で詳細は不明だが、出

土位置から櫛であった可能性もある。２は頁岩製の石鏃で、

包含層からの流れ込みとみられる。３は石棒である。頭部の

縁には瘤状の突起を６ヵ所作り出し、×字の刻みを施す。風

化のため脆く、半対面の文様は、調査時に削ってしまった可

能性がある。節理面から崩れた状態を、土ごと取り上げ、樹

脂で固めたものである。

Ｐ６９１（図２１４ 図版２１６・２１７・２１８）

遺構 削平を受けたⅣ層面においてパミスやローム粒を含む

黒褐色土層が長円形に落ち込む状況で確認した。本土坑は３

号周堤墓の周堤内にほられた土坑とみられる。遺存する深さ

は５２㎝で、検出面で、一部接する縄文時代晩期後葉の土坑で

あるＰ６９２に切られる。覆土は上部にⅡ層とⅣ層の混土であ

る黒褐色土層が堆積し、下位にはⅣ層主体の褐色土層が堆積

する。坑底部の西側からは少量のベンガラがブロック状に出

土した。土坑の特徴から縄文時代後期後葉の墓とみられる。
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遺物 １は静内中野式相当の破片で、包含層からの流れ込み

とみられる。

Ｐ６９２（図２１５・２１６ 図版２１９・２２０）

遺構 削平を受けたⅣ層面においてパミスを含む黒色土層が

小判型に落ち込む状況で確認した。本土坑は一部接する縄文

時代後期後葉の土坑Ｐ６９１を切る。上部の黒色土を１０㎝前後

掘り下げると、長軸８０㎝、幅３８㎝の長円形の落ち込みとな

り、上面には複数の土器がつぶれて検出された。出土した破

片のほとんどは接合し、土器３個体が復元された。土器片の

下位の土層も上部の土層とほぼ同じパミスを含むⅡ層が堆積

していた。出土遺物から縄文時代晩期後葉の墓とみられる。

遺物 紙面都合から、図２１６に掲載した土器実測図の縮尺を

３０％としている。復元された３個体の土器には内部にも使用

痕がなく、副葬品として造られたものとみられ、器面にわず

かながらベンガラの塗付された痕跡がみられる。ほんらいは

完形品で収められたとみられるが、上面が削平されているた

め定かでない。縄文時代晩期中葉以降に在地系土器に現れ

る、口縁部に１対の向かい合う突起（穿孔を伴う）を持つ器

形は、末葉になると舟形土器や壷形土器に分化するとみられ

るが、本土坑から出土した３個体は舟形や壷形に分化する直

前の器形とみられる。１は口縁部を欠くが（未接合の破片が

一部ある）、口縁部に向かい合う突起を有する器形とみら

れ、胴部の無紋帯は内側に強く括れ、その上下に櫛歯状工具

による沈線を下地とし文様が施される。底部中央の割れ口は

穿孔されたものである可能性がある。このような器形は後に

壷形土器に変化するものとみられる。２の口縁部は４分の１

ほどしか残っていないが、器形は浅鉢形だったとみられる。

器面の無紋帯や沈線文にはベンガラが塗付された痕跡がみら

れる。３は底部の一部を欠く。胴部は２段の無紋帯を挟んで

括れ、口縁部には櫛歯状工具による沈線文を施したのち工字

文状の文様を施す。口縁部は突起の方向に広がる楕円形で、

突起は２列の粘土の貼り付けの間に貫通穴が施される。この

ような器形は後に船形土器になるとみられ、器形を分化させ

る意図はこのような時期から始まっていたのかもしれない。

４は頁岩製の石鏃で破損する基部にはアスファルトの付着が

みられる。５は黒曜石製のスクレイパー類である。これらの

石器は集中する土器片と同じ層位から出土しており、副葬品

である可能性がある。

Ｐ６９３（図２１４ 図版２２０）

遺構 縄文時代前期の住居址Ｈ７０を調査中に住居址を切る黒

色土層が円形に落ち込み検出された。土層はいずれもローム

ブロックが多く混じるⅡ層主体の黒色土層で埋め戻しとみら

れる。遺構の特徴から縄文時代晩期中葉の土坑とみられる。

遺物 １は堂林式新段階から三ツ谷式期に相当する口縁部片

である。２は静内中野式相当の胴部片である。

Ｐ６９４（図２１４ 図版２２１）

遺構 縄文時代前期の住居址Ｈ７０を調査中に住居址を切る黒

色土層が小判型に落ち込み検出された。覆土にはローム粒と

ベンガラを少量含むⅡ層主体の黒色土層である。出土遺物か

ら縄文時代中期の土坑とみられる。

遺物 覆土から縄文時代早期の破片２点、前期の破片が１

点、中期の破片が１点出土している。

Ｐ６９５（図２１４ 図版２２０・２２１）

遺構 Ⅳ層上面で、黒褐色土層の大きく落ち込むことから確

認した。本土坑は縄文時代中期の土坑Ｐ６７９に切られる。覆

土はⅡ層とⅢ層の混土である暗褐色土層が薄く堆積し、坑底

はⅣ層を若干掘り下げて平坦に作られている。出土遺物か

ら、縄文時代中期の土坑とみられる。

遺物 覆土から縄文時代中期の破片が３点、後期後葉の破片

３点などが出土している。

Ｐ６９６（図２１４ 図版２２１）

遺構 縄文時代中期の住居址Ｈ７１を調査中に住居址の一部を

切る円形の土坑が検出された。検出面はパミスを含む黒褐色

土層が黒色土と重なり落ち込み、覆土は全般にパミスを含む

Ⅱ層主体の黒褐色土層の堆積である。坑底面には掘り具の痕

跡が明瞭にみられた。遺構の特徴から縄文時代晩期後葉の土

坑とみられる。

遺物 １は珪岩製のつまみ付きナイフである。２は天神山式

相当の口縁部片である。

Ｐ６９７（図２１８ 図版２２２・２２３）

遺構 縄文時代早期の住居址Ｈ６７の床面付近に黒曜石のフレ

イク類が集中している状況がみられ、これを精査したところ

楕円形の土坑が検出された。覆土は全般にパミスを含むⅡ層

とⅢ層の混土で、覆土中から７７点の石器類が出土した。坑底

部には一部ベンガラの散布もみられた。遺構の特徴から縄文

時代早期の土坑とみられる。

遺物 １～３は頁岩製のつまみ付きナイフである。４は黒曜

石製の石鏃片で、５～７はスクレイパー類で、５、６は黒曜

石製、７は砂岩製である。

Ｐ６９８（図２１７ 図版２２１）

遺構 Ⅳ層上面で、後北Ｃ２Ｄ式期の土坑Ｐ４９６と縄文時代後

期後葉の土坑Ｐ６５５に切られて落ち込む黒褐色土層の落込み

が確認された。覆土は上位にパミスを含むⅡ層が落ち込み下

位にⅡ層とⅢ層の混土である黒褐色土層が堆積する。出土遺

物から縄文時代中期の土坑とみられる。

遺物 覆土から縄文時代中期の破片などが出土している。

Ｐ６９９（図２１９ 図版２２２）

遺構 削平を受けたⅣ層面においてⅣ層主体の褐色土層が不

Ⅳ 遺構と遺物

―１０１―



整形に落ち込み検出された。覆土は上位と下位にパミスを含

むⅡ層とⅣ層の混土である黒褐色土層が堆積し、中位にⅣ層

主体の褐色土層が堆積する。坑底部南西側からは歯と頭部の

痕跡が検出された。土坑の特徴から縄文時代晩期後葉の墓と

みられる。

遺物 覆土からはフレイク１点などが出土している。

Ｐ７００（図２１９ 図版２２２・２２３）

遺構 削平を受けたⅣ層面より黒色土層が円形に落ち込む状

況で検出された。覆土は主にローム粒が混じるⅡ層の黒色～

黒褐色土層が坑底部まで堆積する。遺構の特徴から縄文時代

晩期後葉の土坑とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片４点などが出土した。

Ｐ７０１（図２１９ 図版２２２・２２３）

遺構 削平を受けたⅣ層面より黒色土層が円形に落ち込む状

況で検出された。覆土は主にローム粒が混じるⅡ層の黒色～

黒褐色土層が坑底部まで堆積する。遺構の特徴から縄文時代

晩期後葉の土坑とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片３点、晩期後葉の破片

１点出土している。１は縄文時代晩期後葉の胴部片である。

Ｐ７０２（図２２０ 図版２２２・２２３）

遺構 削平を受けたⅣ層面より黄褐色土層が楕円形に落ち込

む状況で検出された。覆土は主にⅣ層主体の黄褐色土層が堆

積する。坑底部南西側からは土器片とつまみ付きナイフが検

出された。出土遺物から縄文時代早期の土坑とみられる。

遺物 １は黒曜石製のつまみ付きナイフである。２は東釧路

Ⅲ式相当の底部片とみられる。

Ｐ７０３（図２２０）

遺構 削平を受けたⅣ層面より黒色土層が円形に落ち込む状

況で検出された。覆土は主にパミスを含むⅡ層の黒色土層が

坑底部まで堆積する。遺構の特徴から縄文時代晩期後葉の土

坑とみられる。

遺物 遺物は出土していない。

Ｐ７０４（図２２０）

遺構 削平を受けたⅣ層面より黒褐色土層が円形に落ち込む

状況で検出された。覆土は上部には赤色顔料、炭化物の混じ

るⅡ層が堆積し、下位にはローム粒が混じる黒褐色土が堆積

する。遺構の特徴から縄文時代晩期後葉の土坑とみられる。

遺物 遺物は出土していない。

Ｐ７０５（図２２０ 図版２２３）

遺構 縄文時代中期の住居址Ｈ７１を調査中に住居址を切る小

判型の土坑が検出された。検出面はパミスを含む黒色土がⅢ

層とⅣ層の混土である黒褐色土層がと重なり落ち込んでい

た。覆土は上位にⅡ層が落ち込み、下位にⅢ層とⅣ層の混土

である黒褐色土層が堆積し、埋め戻しの様相を呈する。坑底

面直上には薄く黒褐色土層が堆積し、平らに掘られた坑底面

には、掘り具の痕跡がみられた。遺構の特徴から縄文時代晩

期後葉の墓とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片５点などが出土した。

Ｐ７０６（図２２０ 図版２２４）

遺構 縄文時代中期の住居址Ｈ７１を調査中に住居址と接する

位置から住居を切る円形の土坑が検出された。検出面はパミ

スを含む黒褐色土層が落ち込み、覆土も主にパミス混じりの

Ⅱ層が坑底面まで堆積する状況であった。また、坑底面に

は、掘り具の痕跡がみられた。遺構の特徴から縄文時代晩期

後葉の土坑とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片１点が出土している。

Ｐ７０７（図２２１ 図版２２４）

遺構 削平されたⅣ層面より黒褐色土層が円形に落ち込む状

況で検出された。覆土は、上部に赤色顔料や炭化物の混じる

黒色土、下位にはローム粒の混じる黒褐色土が堆積する。遺

構の特徴から縄文時代晩期後葉の土坑とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片１点が出土している。

Ｐ７０８（図２２１ 図版２２４・２２５）

遺構 柏木川に面する斜面際の、削平を受けたⅣ層面でパミ

スⅢ層とⅣ層の混土である褐色土層が長円形に落ち込む状況

で確認した。遺存する深さは１５㎝で、覆土は褐色土層が坑底

面まで堆積する。坑底面の南西端からは無頭の石棒が１点、

坑底面を横切るように出土した。土坑の特徴から縄文時代後

期後葉の墓とみられる。

遺物 覆土からは石棒１点のほかフレイク２点が出土した。

１は石英片岩製の石棒である。形状は縄文時代中期に形状の

似た製品が出土しているが、土坑の形態からみても、この石

棒は後期後葉の遺物とみいいと考える。ある程度磨耗した形

状の近い自然石に調整を加えたものとみられ、表面にはわず

かに敲打や研摩の痕跡がみられる。

Ｐ７０９（図２２２ 図版２２５）

遺構 Ⅲ層下面でローム粒の混じるⅡ層が円形に落ち込むの

を確認した。覆土は上部にⅡ層が落ち込み、下位にはⅡ層と

Ⅳ層の混土である黒褐色土層が堆積する。また、覆土中位か

らは縄文時代中期の破片が多数出土した。出土遺物から縄文

時代中期の土坑とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片１５２点、フレイク２５２点

などが出土した。１は黒曜石製の石鏃である。２～５は萩ヶ

岡２式相当の破片である。２は厚みがある口縁部片で、胎土

には繊維を含む。３の突起下には垂下する瘤を貼付し、胴部

や口縁部の添付帯上には半截竹管による押し引きが施され
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る。また、胴部には半截竹管による沈線文が施される。４は

突起部の破片で、貼付帯上に半截竹管による押し引き文が施

される。５はやや上げ底の底部片で、底にも縄文が施される。

Ｐ７１０（図２２１ 図版２２６）

遺構 削平を受けたⅣ層面より黒色土層が円形に落ち込む状

況で検出された。覆土はローム粒や炭化物を含む黒色土が堆

積する。特徴から縄文時代晩期後葉の土坑とみられる。

遺物 遺物は出土していない。

Ｐ７１１（図２２３ 図版２２６）

遺構 縄文時代前期の住居址Ｈ６６の北壁を確認していた際、

壁面に住居の輪郭から少しはみ出た黒褐色土の落ち込みを確

認した。検出面にはＦ４４０が重なり、覆土にはパミス混じり

のⅡ層が坑底面まで堆積する。住居址との新旧関係は不明で

あるが、覆土の色調が類似していることから、ほぼ同じ時期

の土坑とみられる。

遺物 遺物は出土していない。

Ｐ７１２（図２２３ 図版２２６）

遺構 縄文時代早期の住居址Ｈ６７の床面から暗褐色土層が円

形に落ち込む状況で検出した。覆土にはパミスを含む黒褐色

土層が堆積する。状況から縄文時代早期の土坑とみられる。

遺物 遺物は出土していない。

Ｐ７１３（図２２４ 図版２２７）

遺構 Ⅲ層上面でⅡ層とⅢ層の混土である黒褐色土層が小判

型に落ち込む状況を確認した。遺存する深さは１８㎝で、覆土

は全般に少量のパミスを含む黒褐色土層が堆積する。坑底部

北西側にはベンガラ層が厚く堆積し、ベンガラ層中からは人

歯が出土した。歯の位置からみて被葬者の胸付近からは１１点

の玉類が出土した。土坑の特徴から縄文時代後期後葉の墓と

みられるが、付近にある同時期の墓と比較すると、土坑の深

さが極端に浅いため、盛土墓のような構造をしていた可能性

もある。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片５点、後期後葉の破片

１８点のほか１１点の玉類などが出土している。１～１１はすべて

緑泥石岩製の玉類である。頭位に近い順に並べたもので、こ

れらのうち９、１０は勾玉状で並んで出土した。６は臼玉に装

飾的な突起が２ヵ所付されたものである。

Ｐ７１４（図２２４ 図版２２７）

遺構 耕作跡の残るⅣ層面でⅣ層主体の褐色土層がⅡ層主体

の黒色土層に重なり小判型に落ち込む状況で検出された。覆

土は上位に褐色土層が落ち込み、下位にⅡ層主体の黒色土層

が堆積していることから、土色による埋め分けがされたもの

とみられる。坑底面には薄くベンガラが敷かれ、坑底西北西

側から頭部の痕跡とみられる有機質な黒色土層の高まりがみ

つかり、付近から人歯も検出された。また、土坑の南東側か

らは足の痕跡も出土した。土坑の特徴から、縄文時代後期後

葉の墓とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片２点、後期後葉の破片

１８点などが出土している。

Ｐ７１５（図２２５ 図版２２８・２２９）

遺構 縄文時代前期の住居址Ｈ７５を調査中に住居址を切る黒

色土層が大きく落ち込むのを確認した。平面形は方形に近

く、縄文時代後期後葉の墓であるＰ４１０に切られる状況であ

る。土層は上位に少量のパミスを含むⅡ層が落ち込み、下位

にはＨ７５の下位の土層が流れ込んで堆積する。遺構の状況か

らＨ７５に近い時期の土坑と考える。

遺物 １は砂岩製の断面が三角形のすり石である。２、３は

頁岩製のつまみ付きナイフである。４は泥岩製の石斧で、全

面敲打による調整がほどこされ、刃部はまだ付されていない

ことから未製品とみられる。この石斧は黒色土中から出土し

ており、縄文時代後期後葉の遺物とみられる。５は黒曜石製

の石鏃である。６は黒曜石製のスクレイパー類である。７、

８は静内中野式相当の胴部片である。

Ｐ７１６（図２２３ 図版２２８・２２９）

遺構 三ツ谷式期の墓であるＰ４１１の南西側に重なって検出

した土坑である。Ｐ４１１の調査終了時に存在に気付き調査し

たため、土層で前後関係を捉えることが出来なかった。しか

し、Ｐ４１１の東隣に位置するＰ４４４にも同様に小さな墓が重な

り、その前後関係も捉えられていることから、大きな墓を意

識した小さな墓が、上部に追葬されたものとみられる。覆土

は上位にⅡ層とⅣ層の混土である黒褐色土層が落ち込み、下

位には黒色土層が堆積する。坑底面には薄くベンガラが敷か

れ、南西側から人歯とサメの歯が１点検出された。時期は三

ツ谷式期に近いものとみられる。

遺物 １はサメ歯穿孔品とみられる。ホホジロザメの上顎右

の歯を利用したものである。２、３は三ツ谷式から御殿山式

期に相当する破片で、２は小形の鉢の口縁部片、３は壷また

は注口土器の胴部片である。

Ｐ７１７（図２２６ 図版２２９）

遺構 Ⅳ層上面で薄い暗褐色土の落ち込みを確認した。落ち

込みはかなり不明瞭なものであったが、坑底、壁が明瞭に確

認できたため、土坑として記録した。時期は不明であるが、

覆土の色調、検出した状態からすると、縄文時代の比較的古

い段階のものとみられる。

遺物 遺物は出土していない。

Ｐ７１８（図２２６ 図版２２９）

遺構 Ⅳ層上面において黒色土が円形に落ち込むことから確

認した。土層はⅡ層主体にパミス、炭化物、赤色顔料が混じ

Ⅳ 遺構と遺物
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る黒褐色土である。坑底はⅣ層を１０㎝掘り込む。出土遺物か

ら縄文時代早期の土坑とみられる。

遺物 遺物１は黒曜石製のつまみ付きナイフである。２は中

茶路式相当の胴部片である。

Ｐ７１９（図２２６ 図版２３０・２３１）

遺構 Ⅳ層上面において黒褐色土が明瞭な楕円形に落ち込む

のを確認した。土層はすべてがローム粒、炭化物が混じる黒

褐色土を基調とした、人為的堆積である。坑底は中心がくぼ

んでおり、壁は急である。出土遺物から縄文時代早期の土坑

とみられる。

遺物 遺物１は黒曜石製の石鏃である。

Ｐ７２０（図２２６ 図版２３０）

遺構 Ⅳ層上面において黒色土が楕円形に落ち込むのを確認

した。土層は径にして２㎝以下のパミスが混じる黒色土で人

為的な堆積とみられる。坑底は平坦、壁は緩やかであるが、

坑底の北東端には土坑の中心に向かった張り出しがある。遺

構の特徴から縄文時代早期の土坑とみられる。

遺物 遺物は出土していない。

Ｐ７２１（図２２７ 図版２３０・２３１）

遺構 Ⅳ層上面においてⅣ層主体の褐色土が円形に落ち込む

のを確認した。覆土は上位にⅣ層主体の褐色土層が堆積し、

下位には炭化物が混じる黒色土層が堆積する。出土遺物か

ら、縄文時代早期の土坑とみられる。

遺物 １は東釧路Ⅳ式の口縁部片である。

Ｐ７２２（図２２７ 図版２３０・２３１）

遺構 Ⅳ層上面において黒色土が楕円形に落ち込むのを確認

した。土層はいずれも黄褐色土ブロックが混じる黒色土で、

人為的な堆積とみられる。出土遺物から、縄文時代早期の土

坑とみられる。

遺物 １は頁岩製のつまみ付きナイフである。２は東釧路Ⅳ

式の口縁部片である。

Ｐ７２３（図２２７ 図版２３０）

遺構 Ⅲ層下位で黒色土が円形に落ち込むのを確認した。土

層はⅡ層主体の黒色土である。坑底と壁は緩やかな曲線を呈

する。遺構の特徴から、縄文時代早期の土坑とみられる。

遺物 遺物は出土していない。

Ｐ７２４（図２２７ 図版２３１）

遺構 Ⅳ層上面で黒褐色土が楕円形に落ち込むのを確認し

た。土層は黄褐色土ブロックや炭化物が混じる人為的堆積で

ある。坑底は概ね平坦で、遺構の特徴から、縄文時代早期の

土坑とみられる。

遺物 遺物は出土していない。

Ｐ７２５（図２２８ 図版２３１）

遺構 Ⅳ層上面で暗褐色土が楕円形に落ち込むのを確認し

た。土層はパミスが混じるⅡ層が落ち込み、壁際にはパミス

混じりの黒褐色土が堆積する。出土遺物から縄文時代早期の

土坑とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代早期の破片が１６点出土している。

１は東釧路Ⅳ式の口縁部片、２は中茶路式の胴部片である。

Ｐ７２６（図２２８ 図版２３１）

遺構 縄文時代前期の住居址Ｈ７５の床面で、暗褐色土が楕円

形に落ち込むのを確認した。土層は主にパミスが混じるⅡ層

とⅢ層の混土が堆積する。遺構の状況から住居址と同じ時期

の土坑とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代前期の破片が１点や礫などが出土

している。１は静内中野式相当の胴部片である。

Ｐ７２７（欠番）

Ｐ７２８（図２２８ 図版２３２）

遺構 Ⅳ層上面で黄褐色土ブロックが混じる黒褐色土が楕円

形に落ち込むのを確認した。覆土は黄褐色土ブロックや炭化

物が混じる人為的な堆積である。遺構の状況から縄文時代晩

期後葉の墓である可能性が高い。

遺物 覆土からはフレイクが１点出土している。

Ｐ７２９（図２２８ 図版２３２）

遺構 Ⅳ層上面で黒色土が小判型に落ち込むのを確認した。

覆土は黄褐色土ブロックや炭化物、骨片が混じる人為的な堆

積である。遺構の状況から縄文時代晩期後葉の墓と考える。

遺物 覆土からはスクレイパーが１点、フレイクが１点出土

している。

Ｐ７３０（図２２９ 図版２３２）

遺構 Ⅳ層上面で黒色土が長円形に落ち込むのを確認した。

覆土には骨片、炭化物の混じる黒色土層が堆積する。遺構の

状況から縄文時代晩期後葉の墓である可能性が高い。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片が３点出土している。

Ｐ７３１（図２２９ 図版２３２）

遺構 Ⅳ層上面で黒色土が長円形に落ち込むのを確認した。

覆土にはパミス混じりの黒色土層が堆積する。坑底は概ね平

坦で、壁の立ち上がりは急である。遺構の状況から縄文時代

後期後葉の土坑である可能性が高い。

遺物 覆土から縄文時代中期の破片４点などが出土した。

Ｐ７３２（欠番）
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Ｐ７３３（図２２９ 図版２３３）

遺構 Ⅳ層上面で黒褐色土層が楕円形に落ち込むのを確認し

た。土層は上位に黒色土層が堆積し、下位に炭化物、パミス

が混じる暗褐色土が堆積し、人為的である。坑底はⅣ層を掘

り込んで作られ概ね平坦である。遺構の状況から縄文時代晩

期中葉の土坑である可能性が高い。

遺物 覆土から縄文時代後期後葉の破片６点などが出土して

いる。１は堂林式新段階から御殿山式期に相当する深鉢胴部

片である。

Ｐ７３４（図２２９ 図版２３３）

遺構 Ⅳ層上面で黒褐色土層が円形に落ち込むのを確認し

た。土層はパミス混じりの黒色土層が堆積する。坑底はⅣ層

を掘り込み概ね平坦である。時期は不明である。

遺物 遺物は出土していない。

Ｐ７３５（図２３０ 図版２３３）

遺構 Ⅳ層上面で黒褐色土層が楕円形に落ち込むのを確認し

た。覆土は炭化物、黄褐色土ブロックなどを含むⅡ層主体の

黒褐色土で、人為的な堆積とみられる。坑底はⅣ層を掘り込

んで作られ、凹凸が多い。壁は比較的緩やかに立ち上がる。

出土遺物から、縄文時代中期の土坑とみられる。

遺物 １は黒曜石製の石鏃である。

Ｐ７３６（図２３０ 図版２３４・２３５）

遺構 Ⅳ層上面で黒色土層が楕円形に落ち込むのを確認し

た。覆土は上位にパミスの混じるⅡ層が堆積し、中位に炭化

物、パミスが混じる暗褐色土層、下位に黒色土層が堆積す

る。時期は不明である。

遺物 １は中茶路式の胴部片である。

Ｐ７３７（図２３０ 図版２３４・２３５）

遺構 縄文時代中期の土坑Ｐ６７１の下位から暗褐色土層が楕

円形に落ち込むのを確認した。土層は上位には暗褐色土が堆

積し、下位にはにぶい黄褐色土と黒色土が堆積する。出土遺

物と遺構の前後関係から縄文時代早期の土坑とみられる。

遺物 １は東釧路Ⅳ式相当の胴部片である。

Ｐ７３８（図２３１ 図版２３４・２３５）

遺構 Ⅳ層上面において黒色土層が楕円形に落ち込むことか

ら確認した。覆土は上位にパミスが混じるⅡ層が落ち込み、

中位にはⅣ層がブロック状に堆積し、坑底部にはロームブロ

ックを含むⅡ層が堆積する。出土遺物から、縄文時代早期の

土坑とみられる。

遺物 １は中茶路式相当の胴部片である。２、３は東釧路Ⅳ

式相当の破片で、２は突起のある口縁部片、３は胴下部の破

片である。４は安山岩製の石皿である。

Ｐ７３９（図２３０ 図版２３５）

遺構 Ⅲ層下位において黒色土層が不整形に落ち込むことか

ら確認した。覆土はパミスが混じるⅡ層主体の黒色土層が坑

底部まで堆積し、壁際にⅣ層主体の黄褐色土が堆積する。坑

底は概ね平坦で、壁は急激に立ち上がっている。出土遺物か

ら、縄文時代早期の土坑とみられる。

遺物 １は頁岩製のつまみ付きナイフである。２は東釧路Ⅳ

式相当の胴部片である。

Ｐ７４０（図２３１ 図版２３４）

遺構 Ⅳ層上面において暗褐色土層が楕円形に落ち込むこと

から確認した。覆土はローム粒が混じる暗褐色土である。縄

文時代の遺構とみられるが、時期の決め手となる遺物が出土

しなかった。

遺物 遺物は出土していない。

Ｐ７４１（図２３２ 図版２３５）

遺構 Ⅳ層上面において黒色土層が暗褐色土層と重なり楕円

形に落ち込むことから確認した。覆土は上部にⅡ層が少量落

ち込み、中位にはロームブロックが混じる暗褐色土層が堆積

し、坑底面には黒褐色土層が薄く堆積する。時期は不明であ

るが、付近で検出される遺構から、縄文時代前期前半のもの

である可能性がある。

遺物 遺物は出土していない。

Ｐ７４２（図２３２ 図版２３６）

遺構 Ⅳ層上面において黒褐色土層が長円形に落ち込むこと

から確認した。覆土は主にローム粒を含むⅡ層とⅢ層の混土

である。坑底面の南東壁際からは蛇紋岩製の石斧１点が出土

し、北西側の坑底部中央からは、砥石が１点出土した。検出

された遺物から、縄文時代早期の土坑とみられる。

遺物 １は砂岩製の砥石である。２は蛇紋岩製の石斧で、体

部は黒色に変色した、使い込まれた石斧である。

Ｐ７４３（図２３２ 図版２３６）

遺構 削平を受けたⅣ層面よりⅢ層とⅣ層の混土である暗褐

色土層が小判型に落ち込む状況で検出された。覆土は上部に

Ⅳ層を多く含む暗褐色土層が落ち込み、下位にⅡ層主体の黒

褐色土層が堆積することから、土色による埋め分けがされた

ものとみられる。坑底部の南西側からは被葬者の頭部の痕

跡、坑底中央付近には足の痕跡が検出された。土坑の特徴か

ら縄文時代後期後葉の墓とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代早期の破片１点、後期後葉の破片

１点が出土した。１は東釧路Ⅲ式相当の口縁部片である。

Ｐ７４４（図２３３ 図版２３６）

遺構 削平を受けたⅣ層面より黒褐色土層が不整形に落ち込

む状況で検出された。覆土は少量のパミスを含む黒褐色土層

Ⅳ 遺構と遺物
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が坑底面まで堆積する。縄文時代の遺構とみられるが、時期

の決め手となる遺物が出土しなかった。

遺物 遺物は出土していない。

Ｐ７４５（図２３３ 図版２３７）

遺構 削平を受けたⅣ層面よりⅢ層とⅣ層の混土である褐色

土層が小判型に落ち込む状況で検出された。覆土は上部にⅣ

層主体の褐色土層が落ち込み、下位にⅡ層主体の黒色土層が

堆積することから、土色による埋め分けがされたものとみら

れる。坑底面には厚くベンガラが敷かれていたが、遺体の痕

跡は見つけられなかった。土坑の特徴から縄文時代後期後葉

の墓とみられる。なお、本遺構の覆土はⅡ層面から掘り込ま

れたものであることや、近隣に分布する同時期の土坑の遺存

する深さの比較から、１号周堤墓の周堤の範囲を推測する材

料とした。

遺物 覆土からは縄文時代早期の破片１点、前期の破片４

点、中期の破片８点などが出土している。

Ｐ７４６（図２３３ 図版２３７）

遺構 削平を受けたⅣ層面よりパミスが混じる黒色土層が楕

円形に落ち込むことから確認した。覆土には全般にⅡ層主体

の黒色土が堆積する。坑底は平坦で、壁の立ち上がりは急角

度である。遺構の時期は不明である。

遺物 覆土からはフレイク１点が出土した。

Ｐ７４７（図２３３ 図版１６６・２３７）

遺構 削平を受けたⅣ層面よりⅢ層とⅣ層の混土である暗褐

色土層が小判型に落ち込む状況で確認した。本土坑は１号周

堤墓の周堤内にほられた土坑とみられる。遺存する深さは３４

㎝で、覆土は全般に暗褐色土層の堆積で、埋め戻しの様相を

呈する。坑底面は平坦で土坑の特徴から縄文時代後期後葉の

墓とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片６点、後期後葉の破片

１点が出土した。

Ｐ７４８（図２３４ 図版２３８）

遺構 削平を受けたⅣ層面よりパミスを含むⅡ層が褐色土層

と重なり小判型に落ち込む状況で確認した。本土坑は１号周

堤墓の周堤内にほられた土坑とみられる。遺存する深さは６８

㎝で、覆土は最上位にパミスやローム粒を含む黒褐色土層が

薄く落ち込み、残りは全般にⅣ層主体の褐色土層が堆積し、

埋め戻しの様相を呈する。坑底面西側からはベンガラ層が厚

く堆積しているのが検出された。土坑の特徴から縄文時代後

期後葉の墓とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代後期後葉の破片７点が出土した。

１は堂林式新段階の鉢形土器口縁部片である。

Ｐ７４９（図２３４ 図版２３８）

遺構 削平を受けたⅣ層面において暗褐色土層が小判型に落

ち込む状況で確認した。本土坑は１号周堤墓の周堤内にほら

れた土坑とみられる。小判型に落ち込む状況で検出された。

遺存する深さは６２㎝で、覆土は最上部にわずかにⅡ層が混じ

るが、主にⅣ層主体の褐色土層で坑底部まで埋まり、坑底面

直上に、薄くベンガラ混じりの堆積していた。土坑の特徴か

ら縄文時代後期後葉の堂林式期の墓とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片１点が出土した。

Ｐ７５０（図２３５ 図版２３８・２３９）

遺構 削平を受けたⅣ層面より黒褐色土層が褐色土層と重な

り楕円形に落ち込む状況で確認した。検出面上の黒褐色土層

中には土器片のまとまりがみられた。本土坑は１号周堤墓の

周堤内にほられた土坑とみられる。遺存する深さは４０㎝で、

覆土は最上部にⅡ層が混じる黒褐色土層が落ち込み、下位は

主にⅣ層主体の褐色土層で埋まる。覆土上位からは注口土器

１点や深鉢土器が複数出土する破片の間に漆製品の破片が検

出された。出土遺物から縄文時代後期後葉の堂林式期の墓と

みられる。

遺物 １は漆製品片である。出土時点で破片に砕けた状況

で、詳細は不明だが、環状漆塗製品であった可能性がある。

色調は朱色である。２は注口土器である。底部は上げ底で、

口縁部や胴部に施された沈線文の間には充填縄文が施され

る。口唇は平らで突起はない。３は胴部に括れをもつ深鉢胴

部片である。口縁部と底部の破片はなく、胴部には羽状縄文

が施される。４は最も低い位置で出土した深鉢口縁部片であ

る。これらの土器は堂林式の新段階とみられる。

Ｐ７５１（図２３４ 図版２３９）

遺構 削平を受けたⅣ層面において褐色土層が小判型に落ち

込む状況で確認した。本土坑は１号周堤墓の周堤内にほられ

た土坑とみられる。遺存する深さは７２㎝で、覆土はⅣ層にわ

ずかにⅢ層が混じる褐色土層で埋まり、坑底面には遺体の痕

跡とみられる黒褐色土層が薄く堆積する。土坑の状況から縄

文時代後期後葉の堂林式期の墓とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代後期前葉の破片１点が出土した。

Ｐ７５２（図２３６ 図版２４０・２４１）

遺構 Ⅳ層上面よりパミス混じりのⅡ層がⅡ層とⅣ層の混土

である黒褐色土層に重なり不整形に落ち込む状況で検出され

た。覆土は上部に黒色土層、下位にⅣ層を含む黒褐色土層が

堆積する。坑底部面は平坦で壁の立ち上がりはゆるやかであ

る。下位の層中から出土した遺物から縄文時代前期の土坑と

みられる。

遺物 覆土からは縄文時代前期の破片７点、後期後葉の破片

１点が出土した。１は静内中野式相当の口縁部片である。
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Ｐ７５３（図２３６ 図版２４０・２４１）

遺構 Ⅳ層面でローム粒の混じる黒色土層が楕円形に落ち込

む状況で検出された。断面から黒褐色土層が堆積する浅い土

坑を、小判型の土坑が切る状態で重なっていることが判明し

た。小判型の土坑は上位にローム粒の混じる黒色土層、下位

にⅡ層とⅣ層の混土である黒褐色土層が堆積する。坑底部の

中央付近にはわずかに有機質な層が堆積し、その層中から勾

玉状の玉１点が検出された。遺構の状況と出土遺物から、縄

文時代中期の土坑を縄文時代後期後葉の墓が切っているもの

とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片１点、後期後葉の破片

１９点が出土した。１は緑泥石岩製の勾玉状の玉で、上部に欠

損がある。

Ｐ７５４（図２３６ 図版２４０・２４１）

遺構 １号周堤墓内の撹乱層を掘り抜いている際に、褐色土

の落ち込みを確認した。本土坑は周堤内にほられた土坑とみ

られる。遺存する深さは４２㎝で、覆土は坑底面まで掘削され

たⅣ層が堆積し、坑底面付近に黒ずんだ層が薄く堆積する。

坑底面北西側からはヒスイ製の小玉が４点検出された。土坑

の特徴から縄文時代後期後葉の堂林式期の墓とみられる。

遺物 覆土からは玉類以外の遺物は出土しなかった。１～４

はヒスイ製の玉である。径は６～８．８�で小さい玉が多く、

すべて片側穿孔である。

Ｐ７５５（図２３７ 図版２４１）

遺構 削平を受けたⅣ層面において暗褐色土層が小判型に落

ち込む状況で確認した。本土坑は直線状に６基並ぶ墓の東側

に位置し、覆土は掘削されたⅢ層とⅣ層の混土が堆積する。

遺構の状況から縄文時代早期の土坑とみられる。

遺物 遺物は出土していない。

Ｐ７５６（図２３７ 図版２４１）

遺構 削平を受けたⅣ層面よりⅢ層とⅣ層の混土である褐色

土層が小判型に落ち込む状況で検出された。本土坑は２号周

堤墓の周堤内にほられた土坑とみられる。遺存する深さは７０

㎝で、覆土は坑底部よりやや上部に黒色土層が薄く堆積する

ほかは、Ⅲ層とⅣ層の混土である褐色土層で埋まる。坑底面

の西側からは被葬者の頭部の痕跡と見られる有機質な高まり

が検出された。土坑の特徴から縄文時代後期後葉の堂林式期

の墓とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代早期の破片１点、中期の破片１点

などが出土している。

Ｐ７５７（図２３７ 図版２４２）

遺構 削平を受けたⅣ層面において、黒褐色土層がおおむね

円形に落ち込む状況で確認した。覆土は上位にⅢ層とⅣ層の

混土である黒褐色土層が、下位にはⅢ層がやや多く混じる土

層が堆積する。遺構の特徴から縄文時代晩期後葉の土坑とみ

られる。

遺物 覆土からは縄文時代後期中期の破片などが出土した。

Ｐ７５８（図２３７ 図版２４２）

遺構 １号周堤墓内の撹乱層を掘り抜いている際に、褐色土

の落ち込みを確認した。本土坑は周堤内にほられた土坑とみ

られる。遺存する深さは５１㎝で、覆土は坑底面まで掘削され

たⅣ層が堆積する。また、同じ周堤墓内の土坑Ｐ７５１と接す

るほど近くに位置する。土坑の特徴から縄文時代後期後葉の

堂林式期の墓とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代後期中期の破片１点が出土した。

Ｐ７５９（図２３８ 図版２４２・２４３）

遺構 削平を受けたⅣ層面より、Ⅳ層の褐色土がⅢ層とⅣ層

の混土である褐色土層と重なり、小判型に落ち込む状況で検

出された。本土坑は２号周堤墓の周堤内にほられた土坑とみ

られる。遺存する深さは４７㎝で、覆土は上部にⅣ層の落ち込

みが堆積し、そのほかの覆土は、Ⅲ層とⅣ層の混土である暗

褐色土層で坑底面まで埋まる。坑底面の中央付近からは副葬

品とみられる石斧が刃部を頭位側に向けて出土、また、坑底

部西側からは、被葬者の頭部の痕跡と見られる有機質な高ま

りと人歯が検出された。土坑の特徴から縄文時代後期後葉の

堂林式期の墓とみられる。

遺物 土坑からは副葬品とみられる石斧１点が出土した。１

は泥岩製の石斧で、縁辺には敲打による調整痕がみられ、最

後に刃部を付している。

Ｐ７６０（図２３９ 図版２４３）

遺構 柏木川に面する斜面際の、削平を受けたⅣ層面でパミ

ス混じりの黒色土が不整形に落ち込む状況で確認した。覆土

は上位にパミス混じりのⅡ層が落ち込み、下位にはⅢ層とⅣ

層の混土が堆積する。坑底面は平坦で、壁の立ち上がりは緩

やかである。出土遺物から縄文時代前期の土坑とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代前期の破片３６点などが出土した。

１～４は縄文時代前期前半の静内中野式に相当する破片であ

る。１は内外面に縄文が施される。４の口縁部片には補修孔

が空けられた痕跡がみられる。いずれの破片も胎土に繊維を

含む。

Ｐ７６１（図２３８ 図版２４３）

遺構 Ⅲ層面において、ローム粒を含むⅡ層が黒褐色土層に

重なり小判型に落ち込む状況で検出された。覆土は上位にロ

ーム粒やⅣ層ブロックを含む黒褐色土層が、下位にはⅡ層と

Ⅲ層がやや多く混じる土層が堆積する。Ⅳ層起源の褐色土層

は覆土の上位に堆積していることから、土色による埋め分け

がなされている可能性がある。遺構の特徴から縄文時代後期

後葉の墓とみられる。

Ⅳ 遺構と遺物
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遺物 覆土からは縄文時代後期後葉の破片２点などが出土し

た。１は堂林式新段階から三ツ谷式期に相当する深鉢口縁部

片である。

Ｐ７６２（図２３９ 図版２４４）

遺構 Ⅳ層上面において、パミスを含む黒褐色土層が円形に

落ち込む状況で検出された。覆土は上位にパミスを含むⅢ層

とⅣ層の混土が堆積し、下位にはローム粒ブロックが混じる

黒色土層が堆積する。出土遺物から縄文時代後期後葉以降の

土坑とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代前期の破片１点、後期後葉の破片

１点が出土した。１は堂林式新段階から三ツ谷式期に相当す

る深鉢口縁部片である。

Ｐ７６３（図２３９ 図版２４４）

遺構 Ⅳ層上面において、黒褐色土層が円形に落ち込む状況

で検出された。覆土はローム粒を含むⅡ層とⅢ層の混土が坑

底面まで堆積する。出土遺物から縄文時代後期後葉以降の土

坑とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代早期の破片４点、後期後葉の破片

４点が出土した。１は堂林式新段階から三ツ谷式期に相当す

る鉢形土器の口縁部片である。

Ｐ７６４（図２４０ 図版２４４）

遺構 耕作跡の残るⅣ層面で黒褐色土層が小判型に落ち込む

状況で検出された。覆土はパミスを含むⅡ層とⅢ層の混土

で、ローム粒を含むⅡ層とⅢ層の混土が坑底面まで堆積す

る。周辺の遺構との特徴の比較から縄文時代後期後葉以降の

土坑とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代早期の破片４点、前期の破片４点

などが出土した。

Ｐ７６５（図２４０ 図版２４５）

遺構 Ⅳ層上面において、黒褐色土層が小判型に落ち込む状

況で検出された。覆土はパミスを含むⅡ層とⅢ層の混土が坑

底面まで堆積する。周辺の遺構との特徴の比較から縄文時代

後期後葉の土坑とみられる。

遺物 覆土からは石斧未成品１点が出土した。

Ｐ７６６（図２４０ 図版２４５）

遺構 Ⅳ層面で黒色土層が黒褐色土層と重なり小判型に落ち

込む状況で検出された。覆土は上位にパミスを含むⅡ層が落

ち込み、下位にはⅡ層とⅢ層の混土が堆積する。周辺の遺構

との比較から縄文時代後期後葉の土坑と考える。

遺物 遺物は出土していない。

Ｐ７６７（図２４０ 図版２４５）

遺構 削平を受けたⅣ層面において暗褐色土層の円形の落ち

込みが、直線状に６基並ぶ墓の南端に位置する、縄文時代後

期後葉の墓Ｐ５８１に切られる状況で検出した。覆土は掘削さ

れたⅢ層とⅣ層の混土が坑底面まで堆積する。周辺の遺構と

の比較から縄文時代早期の土坑とみられる。

遺物 遺物は出土していない。

Ｐ７６８（図２４１ 図版２４６）

遺構 削平を受けたⅣ層面において、暗褐色土層の円形の落

ち込みが、直線状に６基並ぶ墓の中央に位置する、縄文時代

後期後葉の墓Ｐ５８２とＰ５８３に南北方向を切られる状況で検出

した。覆土は掘削されたⅢ層とⅣ層の混土が坑底面まで堆積

する。周辺の遺構との特徴の比較から縄文時代早期の土坑と

みられる。

遺物 遺物は出土していない。

Ｐ７６９（図２４１ 図版２４６）

遺構 削平を受けたⅣ層面において、暗褐色土層が楕円形に

落ち込むことから確認した。本土坑は直線状に６基並ぶ墓の

西側に位置する。覆土は掘削されたⅢ層とⅣ層の混土が坑底

面まで堆積する。周辺の遺構との特徴の比較から縄文時代早

期の土坑とみられる。

遺物 覆土からはフレイク１点が出土した。

Ｐ７７０（図２４１ 図版２４６・２４７）

遺構 Ⅲ層下面において、黒色土層が円形に落ち込むことか

ら確認した。土層は上位にⅡ層が落ち込み、下位にローム粒

の混じるⅡ層が堆積する円形の土坑が、パミス混じりの黒褐

色土層で埋まる小土坑を切る状況であった。坑底面からは炭

化物が出土した。遺構の特徴から縄文時代中期の土坑が早期

の小土坑を切っているものとみられる。

遺物 覆土からは縄文時代早期の破片３点などが出土した。

１は東釧路Ⅳ式相当の胴下部片である。

Ｐ７７１（図２４１ 図版２４７）

遺構 耕作痕の残るⅢ層下面において、黒褐色土層が落ち込

むことから確認した。本土坑は試掘穴とみられる長方形の穴

に切られ、推定円形とみられる平面の半分は失われていた。

土層は全般にⅢ層とⅣ層が混じる黒褐色土層が坑底まで堆積

する。出土遺物から縄文時代後期後葉の土坑とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片９点、後期前葉の破片

１点、後期後葉の破片２点などが出土した。１は余市式相当

の胴部片である。

Ｐ７７２（図２４２ 図版２４７）

遺構 耕作痕の残るⅢ層下面において、黒褐色土層が小判型

に落ち込むことから確認した。本土坑は試掘穴とみられる長

方形の穴に切られ、Ｐ７７１との前後関係も不明である。覆土

は全般にロームブロックを含むⅡ層とⅢ層とが混じる黒褐色
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土層が坑底まで堆積する。坑底面の南西側からは被葬者の頭

部の痕跡とみられる、有機質な黒色土層がみられ、付近から

人歯の痕跡もみつかった。また、調査中は意識していなかっ

たが、覆土から出土した土器片には、壷または注口土器の同

一個体片含まれ、復元に至った。おそらく覆土上位に副葬さ

れたものとみられる。出土遺物から本土坑は縄文時代後期後

葉の三ツ谷式期の墓とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代早期の破片１点、中期の破片１６

点、後期前葉の破片５８点などが出土した。１は三ツ谷式期の

壷または注口土器で、器面全面にベンガラが塗られた痕跡が

のこる。大きいほうの底径は４０�で、底径１８�の小さな底と

二重の構造に加工される。胴部の張り出しと頚部に沈線によ

る文様が施され、縄文が充填される。また頚部には５ヵ所の

円い貼り付けが施されるとみられる。２～４は堂林式新段階

から三ツ谷式期に相当する破片で、２は鉢形土器の口縁部

片、３は深鉢胴部片、４は鉢形時底部片である。

Ｐ７７３（図２４２ 図版２４８）

遺構 縄文時代後期後葉の墓Ｐ４１４の壁面に断面が現れ確認

した土坑である。Ⅲ層下位において、黒褐色土層が円形に落

ち込む土坑で、縄文時代後期後葉の墓Ｐ４１４とＰ７７５に南北方

向を切られる状況で検出した。覆土はパミスを含む黒褐色土

層が堆積する。状況から縄文時代前期の土坑とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代後期後葉の破片３点が出土した。

Ｐ７７４（図２４３ 図版２４８・２４９）

遺構 Ⅲ層下面において、ローム粒を含む黒色土層が小判型

に落ち込むことから確認した。土層は全般にローム粒を含む

Ⅱ層主体の黒色土層で埋まる。坑底面からは遺体の痕跡など

発見出来なかったが、遺構の特徴から縄文時後期後葉の墓と

みられる。

遺物 覆土からは縄文時代前期の破片１点、中期の破片１３

点、後期後葉の破片４０点などが出土した。１は堂林式新段階

から三ツ谷式期の深鉢胴部片で羽状縄文が施される。

Ｐ７７５（図２４３ 図版２４８・２４９）

遺構 Ⅲ層下面において、パミスを含む黒色土層が小判型に

落ち込むことから確認した。土層はパミスを含むⅡ層主体の

黒色土層で埋まる。坑底面は平坦で立ち上がりは急である。

遺構の特徴から縄文時後期後葉の土坑とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代後期後葉の破片６点などが出土し

た。１は堂林式新段階から三ツ谷式期に相当する鉢形土器の

口縁部片である。

Ｐ７７６（図２４３ 図版２４８・２４９）

遺構 Ⅲ層下面において、パミスを含む黒褐色土層が円形に

落ち込むことから確認した。土層は主にパミスを含むⅡ層主

体の黒色土層で埋まる。覆土からは土器片が多く出土した。

遺構の特徴から縄文時後期後葉の土坑とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代前期の破片３点、中期の破片５

点、後期後葉の破片６４点などが出土した。１～４は堂林式新

段階から三ツ谷式期に相当する破片である。１～３は深鉢口

縁部片で、４は壷または注口土器の胴部片である。

Ｐ７７７（図２４４ 図版２４９）

遺構 Ⅱ層下位において、縄文時代後期後葉の墓であるＰ

４４９の断面をトレンチ状に調査している際に、同時に発見さ

れた土坑がＰ７７７とＰ７８２である。付近は撹乱を激しく受け、

Ｐ４４９以外の土坑が見えない状況であった。断面から、Ｐ７７７

はＰ４４９とＰ７８２の両方に切られていることがわかった。わず

かに残った断面から、覆土はパミスⅡ層とⅢ層の混土である

黒褐色土層が坑底付近まで堆積していたものと推測できる。

坑底面の南東側からは櫛が１点出土した。頭位もこの付近で

あったと考えられる。遺構の特徴から縄文時後期後葉の墓と

みられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片９点、後期前葉の破片

２点、後期中葉の破片１点、後期後葉の破片５９点などが出土

した。１は透かしのある櫛である。木の根による穴が空いて

おり、詳細は不明であるが、四隅に三角形、中央にはおそら

く工字状の透かしを空け、そのまわりに「（ ）」形が上下に

分かれたような透かしが施されたいたものみられる。色調は

朱色で、体部の下位には２ヵ所の瘤が造られる。２は三ツ谷

式期に相当する深鉢口縁部片である。３は手稲式に相当する

胴部片である。

Ｐ７７８（図２４４ 図版２５０）

遺構 耕作痕の残るⅣ層上面において、パミスを含む黒褐色

土層が円形に落ち込むことから確認した。土層は主にパミス

を含むⅡ層主体の黒褐色土層で埋まる。出土遺物から縄文時

後期後葉の土坑とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片３点、後期後葉の破片

３点などが出土した。

Ｐ７７９（図２４５ 図版２５０）

遺構 耕作痕の残るⅣ層上面において、パミスを含む黒色土

層が黒褐色土層と重なり長円形に落ち込むことから確認し

た。土層は上位にパミスを含むⅡ層主が落ち込み、下位にⅡ

層とⅢ層の混土である黒褐色土層が堆積する。縄文時代の遺

構とみられるが、時期の決め手となる遺物が出土しなかっ

た。

遺物 遺物は出土していない。

Ｐ７８０（図２４５ 図版２５０・２５１）

遺構 耕作痕の残るⅣ層上面において、パミスを含む黒褐色

土層が楕円形に落ち込むことから確認した。土層はパミスを

含むⅡ層とⅢ層の混土である。坑底面にはやや起伏があり、

Ⅳ 遺構と遺物
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北東側からつまみ付きナイフが１点出土した。出土遺物から

縄文時代前期の土坑とみられる。

遺物 １は頁岩製のつまみ付きナイフである。

Ｐ７８１（図２４６・２４７ 図版２５１・２５２）

遺構 耕作痕の残るⅣ層上面において、パミスを含む黒褐色

土層が長円形に落ち込むことから確認した。覆土は主にパミ

スを含むⅡ層主体の黒褐色土層で、上位は黒色土、下位は黒

褐色土で埋まる。坑底面にはベンガラが散布され、坑底部北

西側からは櫛が２点と玉類１１点、サメの歯１９点がまとまって

出土した。これらの遺物が集中出土しているまわりは、やや

有機質な層が堆積し、人歯の痕跡もみとめられたことから、

被葬者の頭部周辺だったとみられる。土坑の特徴から縄文時

後期後葉の墓とみられる。

遺物 １、２は透かしのない櫛である。突起部は弧線状に加

工され、１は体部の上部に１ヵ所、下部に２ヵ所の瘤が付さ

れる。２は体部の上部に１ヵ所の瘤が付される。いずれも破

損して出土したため詳細は不明である。色調は朱色である。

３～２０はサメ歯穿孔品とみられる。１９点出土したもののうち

１点は破損のため未実測である。すべて全長２�前後のホホ

ジロザメの下顎歯を利用したものである。２１～３１は玉類です

べて緑泥石岩製である。２１は玉類のまとまりから離れて出土

した、ネズミの齧り痕がみられる玉である。本遺構付近はⅣ

層上面まで削平されており、ネズミが墓遺内に進入したのも

上部が削平された以降とみられる。同様にネズミの齧り痕の

ある玉類が出土した墓にはＰ４３２、Ｐ５０３、Ｐ５７０の３基があ

るが、いずれも上部が削平されるか、道と重なり墓の上部が

露出していた環境にある。２７はもっとも大きな垂飾で、縦長

の体部には深い刻みが施される。そのほかの玉類には扁平な

棗玉状のもの２２、２９、や棗玉状のもの２３、２５、丸玉状のもの

２４、２６、２８、３０などがある。本土坑出土の玉類には側面の最

大径部分に稜線を造り出すもの目立つ。

Ｐ７８２（図２４５ 図版２５２）

遺構 Ⅱ層下位において、縄文時代後期後葉の墓であるＰ

４４９の断面をトレンチ状に調査している際に、同時に発見さ

れた土坑である。付近は撹乱を激しく受け、Ｐ４４９以外の土

坑が見えない状況であった。断面から、Ｐ７８２は縄文時代後

期後葉の墓Ｐ７７７を切ることがわかった。土坑は柱穴状で坑

底面は平坦で直径約４０㎝の円形に掘られ、深さは１�を超え

る。覆土は上部にⅡ層とⅣ層の混土である黒色土が堆積し、

坑底部にⅡ層のみの黒色土が堆積する。出土遺物から縄文時

代後期後葉の単独の柱穴とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代前期の破片２点、中期の破片１３

点、後期後葉の破片２４点などが出土した。１、２は三ツ谷式

から御殿山式期相当の深鉢片で、１は胴部、２は上げ底の底

部片である。

Ｐ７８３（図２４７ 図版２５２）

遺構 耕作痕の残るⅣ層上面において、黒色土層が黒褐色土

層と重なり円形に落ち込むのを確認した。土層はパミスを含

むⅡ層が上位に堆積し下位にはⅡ層とⅢ層の混土が堆積す

る。出土遺物から縄文時代中期の土坑とみられる。

遺物 １は黒曜石製の石鏃である。

Ｐ７８４（図２４７ 図版２５３）

遺構 Ⅱ層面においてパミス混じりの黒褐色土層が円形に落

ち込むことから確認した。本土坑は縄文時代後期中葉の土坑

Ｐ５２０を切る。覆土はパミスを含むⅡ層層とⅢ層の混土が堆

積する。坑底面はⅢ層上面で平坦である。出土遺物から縄文

時代後期中葉以降の土坑とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代早期の破片２点、中期の破片２

点、後期後葉の破片１点などが出土した。１は東釧路Ⅳ式相

当の破片である。

Ｐ７８５（図２４８ 図版２５３）

遺構 柏木川に面する斜面際のⅢ層面でパミス混じりの黒褐

色土層が円形に落ち込む状況で確認した。覆土は上部にパミ

スを含むⅡ層、坑底面にはⅡ層とⅢ層の混土である暗褐色土

層が堆積する。遺構の特徴から縄文時代晩期後葉の土坑とみ

られる。

遺物 覆土からは縄文時代後期中葉の破片２点、後期後葉の

破片１点などが出土した。

Ｐ７８６（図２４８ 図版２５３）

遺構 柏木川に面する斜面際のⅡ層下面でパミス混じりの黒

色土層が円形に落ち込む状況で確認した。覆土はパミスを含

むⅡ層が坑底まで堆積する。遺構の特徴から縄文時代晩期後

葉の土坑と考える。

遺物 覆土から縄文時代後期中葉の破片などが出土した。

Ｐ７８７（図２４９ 図版２５４・２５５）

遺構 耕作痕の残るⅣ層上面において、パミスを含む黒色土

層が長円形に落ち込む状況で確認した。覆土は全般にⅡ層の

黒色土層が堆積する。坑底面の西側からは玉類５７点が連なっ

た状況で出土した。被葬者の頭位も付近にあったようで、遺

構の特徴から縄文時代後期後葉の墓とみられる。

遺物 覆土からは玉類５７点のほか縄文時代後期後葉の破片５

点のどが出土した。１～５７には玉類である。石材は１３、３８、

４２がタルク製で、それ以外は緑泥石岩製である。１、２は扁

平な棗玉状であり、連珠とは離れた位置で出土した。首飾り

とは別な装飾なのかもしれない。勾玉状の玉は９、１２である

が、破損しているが１０も勾玉状であったとみられる。表面に

は先刻がみられる。そのほかは臼玉状、丸玉状の玉が多い。
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Ｐ７８８（図２４８ 図版２５５）

遺構 削平を受けたⅣ層面において、暗褐色土層が長円形に

落ち込むことから確認した。覆土はローム粒を含むⅢ層が堆

積し、坑底面は平坦に掘られる。縄文時代の遺構とみられる

が、時期の決め手となる遺物が出土しなかった。

遺物 遺物は出土していない。

Ｐ７８９（図２４８ 図版２５４）

遺構 削平を受けたⅣ層面のＱ－３３の杭の位置において、黒

褐色土層が円形に落ち込むことから確認した。覆土はおもに

パミスを含むⅡ層とⅢ層の混土が堆積する。出土遺物から縄

文時代後期後葉以降の土坑とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代早期の破片２点、前期の破片２

点、後期中葉の破片９点などが出土している。１は堂林式か

ら三ツ谷式期の深鉢口縁部片である。

Ｐ７９０（図２５０ 図版２５６）

遺構 耕作痕の残るⅣ層面において、黒色土層が暗褐色土層

と重なり円形に落ち込むことから確認した。覆土は上位にパ

ミスを含むⅡ層が堆積し、下位はⅡ層とⅢ層の混土が堆積す

る。縄文時代の遺構とみられるが、決め手となる遺物が出土

しなかった。出土遺物から縄文時代後期後葉以降の土坑とみ

られる。

遺物 覆土からは縄文時代早期の破片１点、中期の破片１

点、後期中葉の破片１２点などが出土している。

Ｐ７９１（図２５０ 図版２５６）

遺構 柏木川に面する斜面際のⅢ層面でローム粒混じりの黒

褐色土層が楕円形に落ち込む状況で確認した。覆土はローム

粒を含むⅡ層とⅢ層の混土が堆積する。坑底面はやや傾斜す

る。遺構の特徴から縄文時代晩期後葉の土坑とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代後期中葉の破片２点などが出土し

ている。

Ｐ７９２（図２５０ 図版２５６）

遺構 柏木川に面する斜面際のⅢ層面でローム粒混じりの暗

褐色土層が円形に落ち込む状況で確認した。覆土はローム粒

を含むⅡ層とⅢ層の混土が堆積する。遺構の特徴から縄文時

代晩期後葉の土坑とみられる。

遺物 遺物は出土していない。

Ｐ７９３（図２５１ 図版２５７）

遺構 Ⅲ層面で、黒褐色土層で落ち込むＰ４４４とＰ７９３の２基

の土坑がＬ字状に重なって検出された。Ｐ４４４の長軸で断面

を設定し、観察したところ、土坑の上部で本土坑がＰ４４４を

切っていのがわかった。また、この時点でＰ７９３は一部が失

われた。覆土は上位にⅡ層・Ⅳ層の混じる黒褐色土層が堆積

し、下位にパミスを含むⅡ層が堆積する。坑底部南西側から

は人歯の痕跡とサメの歯６点が検出された。土坑の特徴から

縄文時代後期後葉の墓とみられ、さらに、隣の墓Ｐ４１１とＰ

７１６の重複と同様に本土坑はP４４４上に追葬されたものとみら

れる。

遺物 １～６はサメ歯穿孔品とみられる。すべてホホジロザ

メの上顎歯を利用したもの。なかでも最大の４は全長２．５�

前後の個体の上顎歯左４～６番目を利用したとみられる。

Ｐ７９４（図２５０ 図版２５４）

遺構 Ⅲ層上面で、ローム粒を含む黒色土層が黒褐色土層と

重なり円形に落ち込む状況で確認した。覆土は上位にローム

粒を含むⅡ層が落ち込み、下位にⅡ層とⅢ層の混土が堆積す

る。坑底面は平坦である。出土遺物から縄文時代中期の土坑

とみられる。

遺物 １は黒曜石製の石鏃である。２は天神山式相当の深鉢

の突起片である。

Ｐ７９５（図２５１ 図版２５５）

遺構 Ⅲ層上面で、黒色土層が円形に落ち込む状況で確認し

た。覆土は上位にローム粒を含むⅡ層、下位にⅡ層とⅢ層の

混土である黒褐色土層が堆積する。出土遺物から縄文時代前

期の土坑とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代早期の破片１点、前期の破片５点

が出土している。

Ｐ７９６（図２５２ 図版２５５）

遺構 削平を受けたⅣ層面において暗褐色土層の長円形の落

ち込みが、縄文時代後期後葉の墓Ｐ５５３に切られる状況で検

出された。覆土はパミスを含む黒褐色土層が堆積し、坑底面

は平坦である。縄文時代後期後葉以前の土坑であるが、具体

的な時期を示す遺物は出土していない。

遺物 遺物は出土していない。

Ｐ７９７（図２５２ 図版２５５）

遺構 Ⅲ層上面で、パミスを含む黒色土層が小判型に円形に

落ち込む状況で確認した。土坑の一部はⅡ層下位から残る。

覆土は上位にⅡ層が堆積し、下位にはⅡ層とⅢ層の混土であ

る黒褐色土層が堆積する、埋め戻しの様相を呈する。土坑の

状況から、縄文時代晩期前葉の墓とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代後期後葉の破片２点が出土してい

る。１は御殿山式期相当の壷または注口土器の底部の貼り付

けが剥離したものである。

Ｐ７９８（図２５２ 図版２５６）

遺構 耕作痕の残るⅣ層面において、Ⅱ層とⅣ層の混じる黒

褐色土層が長円形に落ち込むことから確認した。覆土にはパ

ミスを含む黒褐色土層が平坦な坑底面まで堆積する。土坑の

状況から縄文時代後期後葉の墓とみられる。

Ⅳ 遺構と遺物
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遺物 覆土からは縄文時代後期後葉の破片７点などが出土し

ている。１は三ツ谷式から御殿山式期に相当する壷または注

口土器の頚部片で、貼り瘤は横に貫通穴が空けられる。

Ｐ７９９（図２５２ 図版２５６・２５７）

遺構 耕作痕の残るⅣ層上面において、検出面は全体に撹乱

を受けるが、覆土にベンガラを含む黒褐色土層が小判型に落

ち込むことから確認した。土坑は浅く、覆土にはパミス、ベ

ンガラ、炭化物を含むⅡ層が堆積する。坑底面の西側と中央

付近にはベンガラ層がブロック状に堆積するのがみられたが

その間は撹乱層が底面まで達していた。また、撹乱を受けて

いない坑底部中央付近からはコハク玉２点が検出された。撹

乱層中からはコハク玉２点とコハク玉の破片２０点、サメの歯

が出土した。土坑の状況から縄文時代後期後葉の墓とみられ

る。本土坑はＰ４１２とＰ４３９の間に位置し、深さ７０㎝の差があ

ることから盛土墓であった可能性もある。

遺物 １はサメ歯穿孔品とみられる。ホホジロザメ上顎右の

歯を利用したものである。２～５はコハク玉である。このう

ち坑底面で検出されたものが２の破損した勾玉状の玉と臼玉

状の３で、４と５は撹乱層中から出土したものである。これ

以外にも複数のコハク玉片が出土しており、その中には棗玉

状の玉なども含まれているとみられる。

Ｐ８００（図２５３ 図版２５６）

遺構 耕作痕の残るⅣ層面において、パミスを含む黒褐色土

層が小判型に落ち込むことから確認した。覆土は全般にパミ

スやローム粒を含む黒褐色土層が坑底面まで堆積する。坑底

面は平坦で、遺構の状況から縄文時代後期後葉の土坑とみら

れる。

遺物 覆土からは縄文時代早期の破片６点、中期の破片３

点、後期後葉の破片１２点などが出土している。１はアルトリ

式相当の胴部片である。２は東釧路Ⅳ式相当の口縁部片、３

は堂林式新段階から三ツ谷式期に相当する底部片である。

Ｐ８０１（図２５３ 図版２５６）

遺構 縄文時代晩期前葉の墓であるＰ４３２調査後の東側壁面

から断面が現れ確認した。覆土は上位にローム粒を含む黒色

土層が堆積し、中位にⅢ層とⅣ層の混土である暗褐色土層

が、下位には黒褐色土層が堆積する。坑底面は平坦で、中央

付近からやや大型の礫が１点検出された。遺構の状況と出土

遺物から縄文時代後期後葉の土坑とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代早期の破片２点、前期の破片１７

点、中期の破片２点、後期後葉の破片４点などが出土した。

Ｐ８０２（図２５３ 図版２５７）

遺構 削平を受けたⅣ層面において擦文土器の口縁部片や炭

化物を含む灰と黒色土の混土層が直径３５㎝前後の円形に落ち

込むことから確認した。覆土には黄褐色や褐灰色を呈する灰

層に擦文土器が混じる状況であった。土坑の状況から完全に

削平された擦文時代の竪穴住居址の煙道の竪穴の底のみが残

ったものとみられる。

遺物 １は９世紀前半期ほどの擦文土器の口縁部片で、口縁

部には横走沈線が施される。２は同時期の胴部片で、外面は

縦方向、内面は横方向にハケメの調整痕が付く。

Ｐ８０３（図２５４ 図版２５７）

遺構 縄文時代後期末葉の墓であるＰ４４１の調査後に北側壁

面から断面が現れ確認した。覆土は黒色土層と暗褐色土層が

互層に堆積する。平面は楕円形とみられ、坑底面は平坦であ

る。遺構の状況から縄文時代前期の土坑とみられる。

遺物 遺物は出土していない。

Ｐ８０４（図２５４ 図版２５７）

遺構 縄文時代後期末葉の墓であるＰ４３４の調査後に南壁面

から断面が現れ確認した。覆土は上位にローム粒を含む黒色

土層が、中位にⅢ層とⅣ層の混土である暗褐色土層が、下位

には黒褐色土層が堆積する。遺構の状況から縄文時代早期の

土坑とみられる。

遺物 １は黒曜石製の石鏃である。２は東釧路Ⅳ式相当の胴

部片である。

Ｐ８０５（図２５４ 図版２５８）

遺構 縄文時代晩期前用の墓であるＰ５０６の調査後に北側壁

面から断面が現れ確認した。覆土は全般にローム粒とパミス

を含むⅡ層とⅢ層の混土である黒褐色土層が堆積する。平面

は楕円形とみられ、坑底面は平坦である。遺構の状況から縄

文時代前期の土坑とみられる。

遺物 覆土からは礫が１点出土した。

Ｐ８０６（図２５５ 図版２５９）

遺構 耕作痕の残るⅣ層面において、黒色土やパミスを含む

黒褐色土層が入り乱れ円形に落ち込むことから確認した。覆

土は上位にパミス混じりの黒褐色土層、下位にⅢ層とⅣ層の

混土である褐色土層が堆積したものに、後天的に根穴とみら

れる１の層が入り込んだものとみられる。坑底面は平坦で、

坑底部北側からはヒスイ製の玉類２点が出土し、坑底部中央

付近からは、石斧が１点出土した。土坑の状況と出土遺物か

ら、縄文時代後期後葉の墓とみられる。

遺物 １はヒスイ製の勾玉状の玉、２は垂珠状で、穿孔は主

に片側から空けられ、最後に反対側から調整が加わってい

る。２の穿孔面とは反対側の穴の周りには敲打痕が残り、側

面から穿孔部にかけて緩やかな窪みを施す。３は泥岩製の石

斧である。体部にはわずかに敲打による調整痕が残るが、全

面を研摩した石斧である。後期後葉のほかの石斧とはやや異

なる特徴である。
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Ｐ８０７（図２５４ 図版２５８）

遺構 耕作痕の残るⅣ層面において、パミス混じりの黒色土

層が楕円形に落ち込むことから確認した。覆土はパミスを含

むⅡ層とⅢ層の混土である。遺構の状況から縄文時代前期の

土坑とみられる。

遺物 覆土からは楔形石器３点が出土した。

Ｐ８０８（図２５６ 図版２５８・２６０）

遺構 耕作痕の残るⅣ層面において、パミス混じりの黒色土

層が長円形に落ち込みⅢ層とⅣ層の混土が落ち込むＰ８１９を

切る状況で確認した。出土遺物から縄文時代後期後葉以降の

土坑とみられるが、性格は不明である。

遺物 覆土からは縄文時代後期後葉の破片１５点などが出土し

た。１、２は堂林式新段階から三ツ谷式期相当の深鉢口縁部

片である。

Ｐ８０９（図２５６ 図版２６０）

遺構 耕作痕の残るⅢ層面において、パミス混じりのⅡ層が

長円形に落ち込む状況で確認した。覆土は坑底面まで黒色土

層が堆積し、坑底面は平坦である。坑底部南西側からは透か

しのない櫛１点が検出された。出土遺物から縄文時代後期後

葉の墓とみられる。

遺物 １は透かしのない櫛である。突起部は破損するが弧線

状に加工され、体部の上部に１ヵ所、下部に２ヵ所の瘤が付

される。破損して出土したため詳細は不明であるが、幅は８３

�で色調は朱色である。２は堂林式新段階から三ツ谷式期相

当の深鉢口胴部片である。

Ｐ８１０（図２５６ 図版２６０）

遺構 縄文時代後期後葉の墓であるＰ４７４の調査後に南壁面

から断面が現れ確認した。覆土は主にⅡ層とⅢ層の混土であ

る黒褐色土層が堆積する。平面は小判型とみられ、坑底面は

平坦である。遺構の状況から縄文時代早期の土坑とみられる。

遺物 覆土からはフレイク１点が出土した。

Ｐ８１１（図２５７ 図版２６１）

遺構 削平を受けたⅣ層面においてパミス混じりの黒褐色土

層が円形に落ち込むことから確認した。覆土は主にパミスの

混じるⅡ層が堆積する。本土坑はＰ７６１と接する。出土遺物

から縄文時代後期後葉以降の土坑とかんがえる。

遺物 覆土からは縄文時代後期後葉の破片１点が出土した。

Ｐ８１２（図２５７ 図版２６１）

遺構 縄文時代中期の住居址Ｈ６０に切られ、半分が失われて

いる。覆土は上位にⅢ層とⅣ層の混土である暗褐色土層が、

下位にはパミス混りのⅡ層が堆積する。平面は小判型だった

とみられ、坑底面は平坦である。遺構の状況から縄文時代前

期の土坑とみられる。

遺物 覆土からはフレイク１点が出土した。

Ｐ８１３（図２５７ 図版２６１）

遺構 耕作痕の残るⅣ層面において、パミス混じりの黒褐色

土層が楕円形に落ち込む状況で確認した。覆土は全般にⅡ層

とⅣ層の混土が堆積するが、比較的上位にⅣ層が多く混じ

り、下位はⅡ層が多く混じるようである。遺構の状況から縄

文時代後期後葉の土坑とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代早期の破片２点、前期の破片１

点、中期の破片１３点などが出土した。

Ｐ８１４（図２５７ 図版２６２・２６３）

遺構 耕作痕の残るⅣ層面において、パミス混じりの黒褐色

土層が小判型に落ち込む状況で確認した。覆土は全般にロー

ム粒やパミスを含む、Ⅱ層とⅢ層の混土が堆積するが、比較

的上位にⅣ層が多く混じり、下位はⅡ層が多く混じる。遺構

の状況から縄文時代後期後葉の土坑とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代早期の破片３点、前期の破片２

点、中期の破片５点などが出土した。１は東釧路Ⅳ式相当の

口縁部片。２は萩ヶ岡２式相当の口縁部片である。

Ｐ８１５（図２５８ 図版２６２・２６３）

遺構 耕作痕の残るⅣ層面において、Ⅳ層の暗褐色土層が小

判型に落ち込む状況で確認した。覆土は上位にパミスが混じ

る黒褐色土層が堆積し、下位にはⅢ層とⅣ層の混土が堆積す

る。坑底部西側から人歯と玉類７点が検出された。遺構の状

況から縄文時代後期後葉の墓とみられる。

遺物 覆土からは玉類７点が出土した。１～３は管玉状の玉

である。石材は緑泥石岩製で、両端から穿孔した棗玉状の玉

などの表面を磨いて管玉状までに加工したものである。本遺

跡で、管玉状の玉に分類されたものはこの３点のみである。

残りの石材は、３が緑色凝灰岩製、４、５がヒスイ製、６が

緑泥石岩製である。ヒスイ製の玉は片側穿孔である。

Ｐ８１６（図２５８ 図版２６２）

遺構 縄文時代後期後葉の墓であるＰ４６３の北東壁に断面の

一部が現れ、確認したものである。覆土は上位Ⅲ層とⅣ層の

混土である暗褐色土層が堆積し、下位にはⅡ層とⅢ層の混土

である黒褐色土層が堆積する。平面は小判型だったとみら

れ、坑底面は丸みがある。遺構の状況と出土遺物から縄文時

代後期後葉の土坑とかんがえる。

遺物 覆土からは縄文時代前期の破片１２点、後期後葉の破片

１点などが出土した。

Ｐ８１７（図２５９ 図版２６３）

遺構 縄文時代晩期前葉の墓であるＰ４２８の北壁に断面の一

部が現れ、確認したものである。主にⅡ層とⅢ層の混土であ

る黒色土層が覆土は上位堆積し、下位には褐色土層が薄く堆
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積する。平面は円形で、坑底面は平坦である。縄文時代の遺

構とみられるが、決め手となる遺物が出土しなかった。

遺物 １は唯一の出土遺物である、黒曜石製のつまみ付きナ

イフである。

Ｐ８１８（図２５９ 図版２６３）

遺構 Ⅳ層上面において、パミスの混じるⅡ層が円形に落ち

込むことから確認した。本土坑は、縄文時代後期後葉の墓で

あるＰ４１２に切られる。覆土は上位にパミスを含む、黒色土

層、下位にはⅡ層とⅢ層の混土である黒褐色土層が堆積す

る。出土遺物から縄文時代早期の土坑とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代早期の破片などが出土した。１は

黒曜石製の石錐、２は東釧路Ⅳ式相当の口縁部片である。

Ｐ８１９（図２５９ 図版２６３）

遺構 耕作痕の残るⅣ層面において、縄文時代後期後葉以降

の土坑であるＰ８０８に切られる状況で、Ⅲ層とⅣ層の混土が

円形に落ち込むのを確認した。覆土はⅡ層とⅣ層が混じる黒

褐色土層が堆積し、坑底面は丸みがある。縄文時代後期後葉

以前の土坑とみられるが、詳細は不明である。

遺物 遺物は出土していない。

Ｐ８２０（図２５９ 図版２６３）

遺構 Ⅳ層上面において、パミスの混じる黒褐色土層が楕円

形に落ち込むことから確認した。覆土は全般にパミスを含む

Ⅱ層の堆積で、下位には薄く褐色土層が堆積する。自然の落

込みである可能性のある土坑である。

遺物 遺物は出土していない。

Ｐ８２１（図２６０ 図版２６４）

遺構 Ⅲ層下面において、パミスの混じる黒色土層が円形に

落ち込むことから確認した。覆土は上位にパミスを含むⅡ層

が堆積し、下位にはⅢ層とⅣ層の混土である暗褐色土層が堆

積する。坑底面は平坦であるが、自然の落込の可能性がある

土坑である。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片１点、後期後葉の破片

１点が出土した。

Ｐ８２２（図２６０ 図版２６４）

遺構 Ⅲ層下面において、パミスの混じる黒褐色土層が円形

に落ち込むことから確認した。覆土は全般にパミスを含むⅡ

層とⅢ層の混土である黒褐色土層が堆積する。坑底面は丸

く、自然の落込の可能性がある土坑である。

遺物 遺物は出土していない。

Ｐ８２３（図２６０ 図版２６４）

遺構 Ⅲ層下面において、パミスの混じる黒色土層が不整形

に落ち込むことから確認した。覆土は上位にパミスを含むⅡ

層、下位にⅢ層とⅣ層の混土である暗褐色土層が堆積する。

自然の落込の可能性がある土坑である。

遺物 遺物は出土していない。

Ｐ８２４（図２６０ 図版２６４）

遺構 Ⅲ層下面において、パミスの混じる黒褐色土層が円形

に落ち込むことから確認した。覆土は全般にⅡ層とⅢ層との

混土である黒褐色土層が堆積し、根穴と見られる黒色土層が

重なる。自然の落込の可能性がある土坑である。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片１点、後期後葉の破片

４点が出土した。

Ｐ８２５（図２６１ 図版２６４・２６５）

遺構 Ⅲ層下面において、パミスの混じる黒色土層が円形に

落ち込むことから確認した。検出面からは、すり石が１点出

土した。覆土は全般にⅡ層の黒褐色土層が堆積し、坑底面は

平坦である。縄文時代の遺構とみられるが、時期の決め手と

なる遺物が出土しなかった。

遺物 覆土からはすり石１点が出土した。１は唯一の遺物で

ある安山岩製のすり石である。

Ｐ８２６（図２６１ 図版２６４）

遺構 削平を受けたⅣ層下面において、パミスの混じる黒褐

色土層が楕円形に落ち込むことから確認した。覆土は全般に

Ⅱ層とⅢ層の混土である黒褐色土層が堆積する。縄文時代の

遺構とみられるが、決め手となる遺物が出土しなかった。

遺物 覆土からはフレイク１点が出土した。

Ｐ８２７（図２６１ 図版２６４・２６５）

遺構 削平を受けたⅣ層下面において、ロームブロックの混

じる黒褐色土層が円形に落ち込むことから確認した。覆土は

全般にⅡ層とⅣ層の混土である黒褐色土層が堆積する。出土

遺物から縄文時代の早期の土坑とした。

遺物 覆土からは縄文時代早期の破片１点が出土した。１は

中茶路式相当の胴部片である。

Ｐ８２８（図２６１ 図版２６５）

遺構 削平を受けたⅣ層下面において、ロームブロックの混

じる黒褐色土層が円形に落ち込むことから確認した。覆土は

全般にⅡ層とⅣ層の混土である黒褐色土層が堆積する。縄文

時代の遺構とみられるが、時期の決め手となる遺物が出土し

なかった。

遺物 遺物は出土していない。

Ｐ８２９（図２６２ 図版２６５）

遺構 耕作痕の残るⅣ層面において、ローム粒の混じる黒色

土層が円形に落ち込むことから確認した。覆土は全般にⅡ層

とⅢ層の混土である黒色土層が堆積する。縄文時代の遺構と
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みられるが、決め手となる遺物が出土しなかった。

遺物 遺物は出土していない。

Ｐ８３０（図２６２ 図版２６５）

遺構 Ⅳ上層面において、ローム粒の混じる黒色土層が円形

に落ち込むことから確認した。一部切り損じ、断面の上部が

失われるが、覆土は全般にⅡ層とⅣ層の混土である黒色土層

が堆積していた。縄文時代の遺構とみられるが、時期の決め

手となる遺物が出土しなかった。

遺物 遺物は出土していない。

Ｐ８３１（図２６２ 図版２６６）

遺構 柏木川に面する斜面際のⅣ層面でパミス混じりの黒褐

色土層と掘り返されたⅣ層がほぼ円形に落ち込む状況で確認

した。覆土はローム粒を含むⅡ層とⅣ層ブロックがスジ状に

堆積し、埋め戻しの様相を呈する。遺構の状況から縄文時代

晩期後葉の土坑とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代早期の破片１点、前期の破片１点

などが出土した。

Ｐ８３２（図２６２ 図版２６５）

遺構 Ⅳ上層面において、パミスの混じる黒褐色土層が楕円

形に落ち込むことから確認した。覆土は全般にパミス混じり

のⅡ層が堆積する。坑底面は平坦で壁の立ち上がりは急であ

る。出土遺物から縄文時代早期の土坑とかんがえた。

遺物 覆土からは縄文時代早期の破片７点が出土した。

Ｐ８３３（図２６３ 図版２６５）

遺構 削平を受けたⅣ層面において、ローム粒の混じる黒色

土層が円形に落ち込むことから確認した。覆土は全般にⅣ層

混じりのⅡ層が堆積する。坑底面は平坦で壁は緩やかに立ち

上がる。縄文時代の遺構とみられるが、時期の決め手となる

遺物が出土しなかった。

遺物 遺物は出土していない。

Ｐ８３４（図２６３ 図版２６６）

遺構 削平を受けたⅣ層面において、パミスの混じる黒色土

層が不整形に落ち込むことから確認した。覆土はパミスやロ

ーム粒を含むⅡ層が上位に落ち込み、下位にはⅢ層とⅣ層が

混じる暗褐色土層が堆積する。坑底面はやや起伏がみられ、

壁は緩やかに立ち上がる。坑底面北側からはアルトリ式期の

底部片が底を上向きに出土した。遺構の状況から周堤墓を造

る際に削平された、縄文時代早期の住居址の痕跡とみられ

る。なお、２０�ほど南の柏木川に面する斜面下からは、同時

期の遺物や土砂を送ったとみられる土器、石器の集中が見つ

かっている（北埋調報２４８参照）。

遺物 覆土からは縄文時代早期のアルトリ式相当の破片１３点

が出土した。１は床面出土の底部片で器面には貝殻条痕文に

よる調整が施される。２は口縁部片である。口縁部には１条

の貼付帯が施され、口唇部外側と貼付帯上には貝殻腹縁文に

よる刻みが施される。なお、１と２は別個体と見られる。

Ｐ８３５（図２６３ 図版２６７）

遺構 削平を受けたⅣ層面で、深い撹乱の穴を掘りぬいてい

る際に、壁面にⅣ層の落ち込みで検出された土坑である。本

土坑は２号周堤墓の周堤内にほられた土坑とみられる。検出

面は掘り返されたⅣ層で、平面からは存在に気付かなかっ

た。平面は小判型で、覆土は上位に掘り返されたⅣ層の褐色

土層が堆積し、下位にはⅡ層とⅣ層の混土が堆積する。遺存

する深さは６８㎝で、坑底面被葬者の足の痕跡がみつかった。

特徴から縄文時代後期後葉の堂林式期の墓とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片１点が出土している。

３．周堤墓の設定（図２６４～２６６ 図版２６７）

土坑の報告中には、１号周堤墓から３号周堤墓まで設定し

ているが、ここでは、その設定の経緯について記す。最初に

設定したのは１号周堤墓である。平成１５年度の調査時点で、

確認できた土坑については番号を付し、平成１６年度の調査時

点で新たに見つかった土坑については、最終番号のつづきの

番号を付したため、１号周堤墓の周堤内には、Ｐ５５７からＰ

５６３までの７基、Ｐ７４７からＰ７５１までの５基、およびさいご

に発見されたＰ７５４、Ｐ７５８と番号の離れた１４基の墓がある。

そもそも当初は周堤墓が存在している意識が無いまま、調査

を進めたため周堤墓内の墓にも、通常の土坑番号が付されて

いる。１号周堤墓が位置する地所は、昭和３８年に北海道大学

の大場利夫らにより擦文時代の竪穴住居２軒の調査がおこな

われた遺跡（当時 西島松南Ｂ遺跡）である。当時は付近に

１０ヵ所の竪穴の窪みが確認され、そのうちの南端の２軒を調

査し、報告（恵庭遺跡１９６６）されている。当時調査した竪穴

住居があったとみられる地点はグリッド番号のｅ～ｉ－６５～

６８といったところである。今回の報告範囲で、当時みられた

１０軒の竪穴住居跡とみられるものは、Ｈ４６（Ⅹ－４０）とＰ

８０２（Ｕ－４２）の２ヵ所だけで、Ｈ４６は削平が一部床面まで

達し、Ｐ８０２は、住居址とは言えないところまで削平されて

いた。土坑は竪穴住居より深く掘られる可能性はあるが、削

平はⅣ層の２０～３０㎝下まで達し、１号周堤墓内の土坑の依存

する深さから、削平は東側ほど深いとみられる。１号周堤墓

とした土坑群の検出状況は、削平を受けたⅣ層面で暗褐色土

層が小判型に落ち込み、上部に黒色土層が重なる９基の比較

的小さな土坑が密集した状態であった。調査を始めると、遺

存する深さは、６０㎝前後のものが多く、周辺の土坑より深さ

があることが判明する。これに対し、土坑群の北側にある、

石棒や櫛などが出土した大型土坑のＰ５５３、Ｐ５５４は、遺存す

る深さがそれぞれ、１１㎝、２７㎝と浅い。このことから、土坑

の掘込み面が異なることが考えられ、周堤墓が存在していた

ものと考えた。また、周堤墓内にある土坑の覆土は、Ⅳ層起
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源の土層が主なもので、覆土上位に黒色土が落ち込む状況で

あることも根拠の一つであった。次に、周堤の規模について

考える。Ｐ５５３、Ｐ５５４の付近の土坑をさらに比較すると、Ｐ

７４５が比較的深い土坑で、その覆土は黒色土に褐色土が重な

る状態の、土色による埋め分けがされたものであった。この

ような土坑は黒色土層面から掘られたものであり、本土坑は

周堤の外側に位置するものとみられた。近くの同規模の土坑

Ｐ５５６とＰ５９１で深さを比較すると、Ｐ５５６、Ｐ５９１、Ｐ７４５は

それぞれ２５㎝、４３㎝、６２㎝であった。位置関係から削平の度

合いに差は無いとみられ、深さの差は、掘り込み面が周堤部

と重なるかどうかの差だと考えた。周堤内の１４基の土坑がす

べて入り、Ｐ７４５まで達しない条件で規模を当てはめると、

幅約２．５�、内径７．５�、直径１２．６�の規模の周堤部が想定で

きた（図２６４・２６５）。１号周堤墓からはＰ５５７から出土した小

波状の口縁部をもつ小形の深鉢や、Ｐ７５０から出土した胴部

最大径が張り出す形状の注口土器や、胴部の括れに広い無紋

帯をもつ深鉢などが出土していることから堂林式新段階の周

堤墓とみられる。１号周堤墓の西側には、１列に並ぶ６基の

土坑が検出された。これらの土坑の覆土には、下位に黒色土

層が堆積し、削平されているが覆土上位には、褐色土層が堆

積していた痕跡が部分的にあり、周堤の外側に掘られた土坑

とみられる。しかし、１列に並ぶのはなぜなのか疑問に思

い、周堤墓に挟まれている可能性があるのではと考え、これ

ら６基の土坑より西側に位置するＰ６００、Ｐ７５６、Ｐ７５９、Ｐ

８３５に注目した。これら４基の土坑は平均で深さ６４㎝が遺存

し、その覆土にはⅣ層起源の褐色土層が堆積し、周堤墓内の

墓であった可能性はあると考え、２号周堤墓を設定した。周

堤内の墓で、Ｐ８３５の覆土上位はきれいにⅣ層で埋められ、

上面からは存在に気付かず、調査終了間際に、近くの撹乱の

穴を掘っているときに断面に現れ、確認した本遺跡で最後に

調査した墓である。近隣には後期後葉とみられる土坑Ｐ６０１

があるが、その覆土は上部にⅣ層が多く混じる暗褐色土層、

下位にはⅡ層の黒色土が堆積する、黒色土から掘り込まれた

土坑であった。そのことを踏まえ周堤の規模を考えると、長

径約９�、内径約５�の周堤が想定される。副葬品として出

土したものはＰ７５９の坑底から出土した石斧が１点だけであ

る。時期は１号周堤墓とほぼ同時期の堂林式の後半期とみら

れる。これら１、２号周堤墓より古い周堤墓があるとみて設

定したのが３号周堤墓である。包含層の遺物では、堂林前半

期の遺物がＲ・Ｓ－５３・５４付近に集中するのが確認され、１

号周堤墓より南側にも、堂林式前半期の墓が存在するものと

みられた。Ⅴ－４５・４６に３基の長円形の土坑が２～２．５�の

間隔で並んで検出された。中央に位置するＰ６９０からは石棒

や漆製品の破片が出土し、最も北側に位置するＰ６９１は一部

縄文時代晩期後葉の土坑Ｐ６９２に切られる。この３基の土坑

が周堤墓だった可能性があると設定したのが３号周堤墓（図

２６６）である。推定される規模は、周堤の内径で約９�、外

径で１４～１５�ほどだったと考える。ただ、これらの土坑の覆

土は黒色土が比較的多く含まれ、中期の破片が混じっている

ことなど、黒色土層から掘り込まれた状況がみられることか

ら、３号周堤墓の設定はやや強引だったかもしれない。

４．Ｔピット（図２６７～２７３ 図版２６８・２６９）

６年間の調査で西島松５遺跡からは合計２３基のＴピットが

検出された。この数の中には、北埋調報１７８集で擦文時代の

土坑されていたＰ１２４・１４２・１４７・２１５・２１６も含まれる。こ

れらの土坑は、長径５０㎝ほどの小型のＴピットがＬ字に並ぶ

状況で、同市内の西島松１８遺跡（「西島松１７遺跡・西島松１８

遺跡」恵庭市教育委員会１９９２）やユカンボシＥ７（北埋調報

１３２）・Ｅ１１遺跡（「ユカンボシＥ１１遺跡」２００２恵庭市教育委員

会）などで報告されている「小形Ｔピット群」と類似する特

徴なので、Ｔピットとして数えた。これと類似するものとし

てＰ１４０・１４１もＴピットとして数えている。Ｔピットの配列

は、平成１２年度に調査した５基と本報告範囲にあるＴＰ１２の

６基や段丘の縁に列状に並ぶ状況がみられ、残りは調査区内

に散在する（図２６７参照）。本報告範囲には６基のＴピットが

存在する。その土層は、いずれも掘られた後に壁面の崩落を

繰り返し、最後の窪みに厚くⅡ層が堆積する、自然堆積の土

層を呈する。上位の黒色土中には後期後葉の遺物が含まれる

が、時期は縄文時代中期とみられる。

５．焼土（図２６７～２７３ 図版２７１～２７７）

本報告範囲では２９９基の焼土が調査されている。その分布

範囲は包含層の残る地域に偏り、縄文時代晩期前葉のＭＣ盛

土範囲にあるものは、ほとんどが盛土と同時期の焼土とみら

れる。また、削平された範囲で検出された焼土には、住居址

の炉跡とみられるものが含まれる。焼土には多量の焼骨など

を含むものが多いため、その土壌はすべて回収、水洗し、な

かから炭化種子、焼骨、その他の遺物を回収している。その

ため、通常の包含層調査では回収が難しい、小形の土製品や

骨角器などの遺物が出土している。特に直径５�前後の土玉

は、そのほとんどが土壌水洗から見つかったものである。形

状は丸めた粘土に穴を空けたものが多いが、中には平玉状や

垂飾状の形のものもみられる。Ｆ１６８からは土偶の肩部分の

破片とみられるもが出土している。耳栓や環状土製品は包含

層中から大量に出土しており、同様にＦ２９４、３１１、３１４から

も出土した。包含層中のものがたまたま焼土と位置が重なっ

たものとみられる。なお、これらの耳栓を身に付けた同時期

の墓は無く、耳栓は埋葬とは別な用途があったとみられる。

出土した骨角器は、ほとんどが骨針の破片であるが、Ｆ３２５

からユハズ型製品の破片が、また、Ｆ３１２からは骨製垂飾品

の破片が出土している。本製品の形状は宮城県沼津貝塚から

出土した骨角製の装飾品に類似するものとみられる。Ｆ３１２

はＭＣ盛土上の焼土で、付近からは一括性のある土器片も出

土している。
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遺 構 番 号 欠 番 合 計

土 坑 １号～１８号 ― １８基

Ｔ ピ ッ ト １号～３号 ― ３基

焼 土 １号～２４号 ― ２４ヵ所

小 ピ ッ ト １号～１９号 ― １９カ所

西島松３遺跡遺構数

６．集石遺構（図２６７～２７３ 図版２６９・２７０）

西島松５遺跡から検出された集石遺構は５ヵ所である。い

ずれも低位の段丘上のほぼまとまった位置に検出された。周

囲から出土した遺物より、時期は縄文時代中期のものとみら

れる。集石１から出土している礫は、材料として持ち込まれ

たものとみられる。石材は泥岩や頁岩が多く、たたき石とし

て利用されているものも含まれる。集石２、３は皿状に窪ま

せた場所に安山岩製の礫や石皿片を集めたものである。集石

２は他の集石よりやや離れて検出された。集石３、４は礫や

礫石器の破片がまとまって出土した状況である。これは集石

２、３のようにまとまった状況のものから、礫が抜き取られ

るか、あるいは、散らされた状況のものとみられる。

７．小ピット（図３１０～３６１・３７０・３７１ 図版２８１～２８３）

本報告範囲では１，２５７ヵ所の小ピットが検出されている。

その分布範囲は調査区の東側、柏木川に面する台地の縁から

やや離れた位置に多くみられる。柱穴状のものや小土坑がみ

られるが、分布する範囲は縄文時代の住居址の分布と重な

り、関係する遺構ともみられる。検出された小ピットで配列

が確認されたものは、図３６１に示したＳＰ３５２７～３５３２、３７７０

の７基が並ぶ１ヵ所だけである。６ヵ所の柱穴が１００～１２０㎝

間隔で並び、そこから約２８０㎝離れた位置に１ヵ所の柱穴が

位置するもので、図示しなかったが、離れた１ヵ所の柱穴と

の間には、Ⅳ層面が焼けたＦ４５９がある。この焼土と柱穴は

住居址の痕跡とみられる。この配列は、１号周堤墓の位置と

重なっており、縄文時代後期後葉にはすでに竪穴は削平され

ていたとみられる。目立った遺物が検出された小ピットには

摩り切り痕のある石斧未成品が刺さった状態で１点出土した

ＳＰ３３５０、堂林式から三ツ谷式期相当の鉢が復元されたＳＰ

３３５３などがある。

８．キウス５遺跡出土の漆塗櫛（図３７２ 図版２８３）

ここに掲載する遺物は平成８年度に調査した千歳市キウス

５遺跡Ａ地区から出土した漆塗櫛である。出土地点は斜面下

のⅤ－３層（縄文時代後期後葉の面）で、その層中の泥炭層

の溜まりで、多量の流木とともに出土したものである。流木

以外ほとんど遺物が検出されない中、唯一出土した土器片が

図３７２の下部に示した、壷または注口土器の底部片である。

土器片はすでに報告済み（北埋調報１２５）だが、この破片か

ら、流木溜の時期も御殿山式期相当と判明し、同層中から出

土した透かしのある櫛も同時期のものとみられる。残念なが

ら出土時点で破損してしまったため、修復に時間を要し、報

告に間に合わなかったものである。中央に楕円形の透かしを

空け、その左右に３ヵ所の三角形の透かしを施した櫛であ

る。色調はにぶい朱色で、体部上位に１ヵ所、下位に２ヵ所

の瘤が造られる。櫛歯は１０本で、幅８０�である。櫛歯の先端

まで残るものとみられたが、破損のため接合出来なかった。

９．西島松３遺跡追加の遺構（図３７３～３７６ 図版２６７）

西島松３遺跡の平成１５年度までの調査区からは土坑１４基、

Ｔピット２基、焼土２４ヵ所、小ピット１９ヵ所を検出し、報告

済（北埋調報２４８号）ではあるが、平成１９年度の調査中、当

該地に遺物水洗場所を設置する際に、撹乱土層の下から新た

に土坑が検出された。急ぎ周辺の撹乱土層を掘りぬいたとこ

ろ、全部で土坑４基、Ｔピット１基が検出された。これらを

合わせた遺構数は土坑１８基、Ｔピット３基、焼土２４ヵ所、小

ピット１９ヵ所となった（表記）。新たに見つかった５基の遺

構は本報告書に掲載した。また、新たに見つかった遺構出土

の遺物や、縄文時代前期前半の漆塗繊維製品４点も含め、計

４２，３９５点が出土した。

Ｐ１５（図３７５ 図版２８１）

遺構 撹乱層を取り除いたⅣ層面において、パミスの混じる

黒色土層が楕円形に落ち込むことから確認した。検出面には

土器片が集中しているのがみとめられた。覆土は全般にⅡ層

主体の黒色土層が堆積する。覆土上位の土器は接合し壷形の

土器が復元された。出土遺物から西島松５遺跡のＰ６９２と同

時期の縄文時代晩期後葉の土坑とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代晩期後葉の破片６０点などが出土し

ている。１は縄文時代後期後葉の壷形に近い器形の深鉢であ

る。底部にはわずかに縄文が施され、器面は櫛歯状工具によ

る細い条痕文が施された後、沈線文と刺突による文様が付さ

れる。器面にはベンガラが塗付される。

Ｐ１６（図３７５ 図版２８１）

遺構 撹乱層を取り除いたⅣ層面において、黒色土層にロー

ムブロックが混じり、長円形に落ち込むことから確認した。

覆土は、砕かれたⅣ層にⅡ層が混じるもので、埋め戻しの様

相を呈する。検出面から、土坑の南東端には、黒色土層で埋

まる小ピットが重なることを確認した。この小ピットが遺構

に伴うものかは不明である。出土遺物から縄文時代晩期後葉

の墓とみられる。

遺物 覆土からは縄文時代前期の破片２点、中期の破片３

点、後期後葉の破片７点、晩期後葉の破片５点などが出土し

ている。

Ｐ１７（図３７６ 図版２８２）

遺構 削平を受けたⅣ層面において、ロームブロックの混じ

る黒色土層がＴＰ３を切り、小判型に落ち込むことから確認

Ⅳ 遺構と遺物
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した。覆土は上位にⅡ層が多く混じり、下位は砕かれたⅣ層

がブロック状に堆積する、埋め戻しの様相を呈するものであ

った。坑底面は平らで、Ｔピットより３０㎝深い。また、坑底

面は検出面よりやや広がり、断面はフラスコ状である。Ｔピ

ットが埋まってから掘られることや形状から、縄文時代晩期

後葉の墓とみられる。ただし、切られているＴＰ３の深さは

本来１�近くあったと考えられ、これが埋まったのちに掘ら

れたものとたら。深さ１３０㎝以上の柱穴状の土坑であったこ

とになる。あるいは周堤墓のように、掘り下げた面から掘り

込んだものか、近現代の土坑の可能性もあるかもしれない。

遺物 覆土からは縄文時代中期の破片３点などが出土した。

Ｐ１８（図３７６ 図版２８２）

遺構 削平を受けたⅣ層面において、ロームブロックの混じ

る黒色土層が円形に落ち込むことから確認した。覆土は上位

と下位にⅡ層が多く混じり、中位に砕かれたⅣ層がブロック

状に堆積する埋め戻しの様相を呈する。土坑の特徴から縄文

時代晩期後葉の墓とみられる。

遺物 覆土から縄文時代前期の破片１点などが出土した。

ＴＰ３（図３７６ 図版２８２・２８３）

遺構 削平を受けたⅣ層面において、ロームブロックの混じ

る黒色土層がＰ１７に切られ、細長く落ち込むことから確認し

た。遺存する深さは４８㎝で、重なる土坑Ｐ１７より浅い。覆土

は通常のＴピット下位の状況に類似するもので、坑底付近は

黒色土が堆積し、あとは崩落した壁面のⅣ層やⅡ層が混じる

堆積である。長軸は約４�あり、深さは１�以上あったとみ

られる。縄文時代中期の遺構とみられる。

遺物 覆土からは礫やフレイクが出土した。

１０．考察（図３７７～３７９）
ここでは縄文時代後期後葉から晩期前葉にかけての墓域の

変遷について若干の考察を加える。図３７７は副葬された土器

をまとめたものである。代表的な出土土器をまとめたもの

で、出土遺物のすべては掲載していない。本遺跡では、包含

層からも大量の土器が出土しているが、まとまって出土する

例はほとんど無いことからも、覆土の上部から一括で出土

し、復元された土器は副葬品と考えられる。なお、本遺跡は

南側ほど深く削平されているため、周堤墓を除いて上部の副

葬品が残っていた墓は、検出された墓の中でも北側に偏って

分布している。図３７８には、副葬された土器を時期別に分け

たものである。最も古いものは、すべて１号周堤墓から検出

された。鉢の口縁部は小波状で、沈線化した入組文が施さ

れ、底部は丸く窪ませ小さいことから堂林式期新段階に相当

するものである。次いで三ツ谷式期に相当する土器がＰ

４１１、４４５、４５５、４９７、７７２から出土している。図では深鉢を

載せていない。このうち、隣り合うＰ４５５、７７２から出土した

注口土器（壷形土器）は、太い頚部をもち、底部が２重に加

工されるなど特徴が類似しており、時期も近いものとみられ

る。Ｐ４１１、４４５から出土した土器は器面に爪形文や、棒状工

具による爪形文風な施文が施され、底部は上げ底である。Ｐ

４９７から出土した深鉢にも爪形文や三叉文がみられ、のちの

御殿山式にみられる文様の特徴が現れることから、三ツ谷式

期のなかでも新段階に相当するものとみられる。なお、本時

期の墓からは、透かしのある櫛と無い櫛が混じって出土する

傾向がみられた。御殿山式期の土器はＰ３９８、３９９、４３１、

５１０、５１３から出土している。注口土器の頚部には貼付帯が施

され、文様には三叉文が施される。Ｐ４３１は底部に乳房状突

起が施され、そのほかの土器の底部は上げ底である。鉢には

爪形文ではなく２条の沈線の間に刻みが施される。本時期の

墓からは透かしのある櫛のみが出土している。縄文時代晩期

前葉の大洞Ｂ１式併行の土器はＰ３９５、４３２、４３３、４６２、

５０６、５０８から出土している。Ｐ５０６の注口土器には玉抱き三

叉紋が施される。図示していないがＰ４３３の注口土器は丸底

の底部である。Ｐ５０８の注口土器には乳房状の突起を有する

が、Ｐ３９５の注口土器と同様に、胴部の張り出しが胴部中央

より下位にあり、底部が緩やかな角度で立ち上がることな

ど、のちの大洞Ｂ１式にみられる新しい要素が見られる。ま

た、Ｐ３９５、４３２、５０８からは多数の個体が副葬され、その器

種にはミニチュア土器やキャリパー形の口縁部をもつ鉢が含

まれている特徴がみられる。Ｐ４３２はもっとも新しい土器の

セットとみられ、その中にもキャリパー形の鉢が出土してい

るが、内面の括れは無く、口縁部が内反する鉢になる。以上

の土器の時期区分から考察した墓の変遷を示したのが図３７９

である。最も古い段階は堂林式期の３号周堤墓としたもの

で、そこから堂林式新段階の１、２号の周堤墓と周堤上の墓

に移る。次に三ツ谷式期に相当する墓域が周堤墓周辺の墓か

ら１５�ほどはなれたО～Ｒ－３３～３６に分布する。この地域の

墓は削平を激しく受けており、副葬された土器は出土してい

ない。墓域は東西方向に広がりがあることから２つの墓域が

近接しているものとみられる。その後、三ツ谷式の新段階の

範囲と御殿山式期の西側の墓域に別れ、それぞれ墓域の外郭

北側に後の大洞Ｂ１式併行の墓や御殿山式期の墓が造られ

る。東西に離れた墓域の中央には、ＭＣ盛土と大洞Ｂ１式併

行の土坑群が造られてゆく。

１、２号周堤墓には、規模に大小があるが、墓域の規模は

そのまま続いてゆくものとみられる。三ツ谷式新段階の墓域

の外郭には御殿山式期の墓がみられることから、西側にある

御殿山式期の墓域は時期的にやや遅れて造られたものとみら

れる。本遺跡で周堤墓が造られるのは堂林式新段階までで、

それ以降の墓は、縄文時代前期や中期の住居址と重なってい

ることや、墓の覆土の状況から周堤は無いとみられる。しか

し、三ツ谷式期以降の墓には、各時期とも墓域に中心域があ

り、新しい墓はその周辺に造られてゆく傾向がみられるが、

これは周堤墓において新しい墓が周堤上やまわりに造られる

状況と類似する。

―１１８―



遺構 図番号
図
版
番
号

接合遺構．
グリッド

層位
※
分
類
Ⅰ

分類Ⅱ 点
数

（土器）／器種（部位） 土器形式 口径
（�）

器高
（�）

底径
（�） －

備考
（玉類）／器種 石材 長径

（�）
短径
（�）

厚さ
（�）

重さ
（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（土製品）／名称 －

（骨角器）／種名 部位 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

Ｐ３３７ 図２－１ ８ Ｔ－１６ 覆土 ３ 剥片 １ スクレイパー obs ４．２０ ３．３１ １．２９ １６．２７
図２－２ ８ Ｔ－１６ 覆土 ５ Ⅱａ ２ 深鉢（口） 静内中野式相当 － － － －
図２－３ ８ Ｔ－１６ 覆土 ５ Ⅱａ １ 深鉢（胴） 静内中野式相当 － － － －
図２－４ ８ Ｔ－１６ 覆土下 ５ Ⅱａ ５９ 尖底土器（完） 静内中野式相当 ３１．９ ３３．６（尖底） － 一括土器

Ｐ３４１ 図３－１ ８ Ｓ－１６ 覆土 ５ Ⅲａ １ 深鉢（胴） 円筒上層式相当 － － － －
図３－２ ９ Ｓ－１６ 覆土 ３ 礫石器 １ 北海道式石冠 砂岩 ７．２０ １３．４０ ６．５９ ９０９．０

Ｐ３４２ 図４－１ ８ Ｓ－１６ 覆土 ５ Ⅱａ １ 深鉢（胴） 静内中野式相当 － － － －
Ｐ３４３ 図４－１ ８

Ｑ－１６
覆土１ ５ Ⅲｂ １ 深鉢（口） － － － － －

図４－２ ８ 覆土１ ５ Ⅲｂ ２ 深鉢（胴） － － － － －
Ｐ３４７ 図５－１ １１ Ｐ－１８ 覆土 ３ 剥片 １ スクレイパー obs ３．００ ３．９８ ０．２８ ４．９９

図５－２ １１ Ｐ－１８
覆土

５ Ⅴｂ
１

鉢（口） 晩期中葉 － － － －
ＭＣ層 １

図５－３ １１ Ｐ－１８ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 御殿山式相当 － － － －

図５－４ １１ Ｐ－１８
覆土

５ Ⅴｂ
１

深鉢（口） 晩期中葉 － － － －
Ⅰ層 １

Ｐ３４８
図５－１ １１ Ｏ－１６

覆土
５ Ⅵ

１
深鉢（口） 後北Ｃ２Ｄ － － － －

Ⅰ層 １
Ｐ３４９

図６－１ １１

Ｏ－１８
覆土

５ Ⅳｃ～Ⅴａ

１

深鉢（口） 御殿山式～大洞式相当 － － － －
Ⅰ・ＭＣ層 ２

Ｐ－１８ ⅡＢ・ＭＣ層 ５
Ｐ－１７ ⅡＢ層 １
Ｑ－１９ Ⅰ層 １

図６－２ １１ Ｏ－１８ 覆土 ５ Ⅴｂ １ 鉢（口） 晩期中葉 － － － －
Ｐ３５１ 図６－１ １１ Ｐ－１７ 覆土 ５ Ⅲ １ 深鉢（口） 天神山式相当 － － － －
Ｐ３５２

図７－１ １２

Ｍ－１９ 覆土

５ Ⅳｃ

７

深鉢（口） 御殿山式相当 １７．５ － － －

Ｆ１８８ － ３
Ｋ－２０ Ⅰ・ＭＣ層 ２
Ｌ－１８ Ⅱ層 １
Ｌ－１９ Ⅰ・Ⅱ層 １０
Ｍ－１８ Ⅱ層 １

Ｍ－１９ Ⅰ・ⅡＢ
ＭＣ層 ２６

図７－２ １２

Ｍ－１９ 覆土

５ Ⅳｃ

１

深鉢（口） 御殿山式相当 ３３．０ － － －
Ｍ－１８ Ⅰ・Ⅱ層 ３
Ｍ－１９ Ⅰ・ⅡＢ層 １１
Ｍ－２１ ＭＣ層 １

図７－３ １２ Ｍ－１９ Ⅱ層 ５ Ⅳｃ ３ 深鉢（口）

御殿山式相当

－ － － －

同一個体
図７－４ １２

Ｍ－１９ 覆土

５ Ⅳｃ

１

深鉢（胴） － － － －
Ｆ１９８ － １
Ｏ－１７ ⅡＢ層 ２
Ｐ－２２ ＭＣ層 １

図７－５ １２
Ｌ－２２ Ⅰ層

５ Ⅳｃ
１

深鉢（胴） － － － －
Ｍ－２２ ⅡＢ層 １

図７－６ １２ Ｍ－１９
覆土

５ Ⅳｃ
１

浅鉢（口～底） 御殿山式相当 － － － －
ⅡＢ層 ７

図７－７ １２

Ｍ－１９ 覆土
５ Ⅵ

３

深鉢（底） 後北Ｃ２Ｄ － － ９．７ －
Ｐ３５３ １
Ｍ－１９ ⅡＢ層 ５
Ｎ－１８ Ⅰ層 ２

Ｐ３５３ 図８－１ １２ Ｍ－１９ 覆土 ３ 剥片 １ 石槍 obs ５．９１ ２．８０ １．０３ ９．３４

図８－２ １２
Ｍ－１９ 覆土

５ Ⅳｃ
１

深鉢（口） 御殿山式相当 １１．８ － － －
Ｌ－１９ Ⅱ層 １

図８－３ １２ Ｍ－１９
覆土

５ Ⅳｃ
２

鉢（口） 御殿山式相当 － － － －
ⅡＢ層 １

図８－４ １２ Ｍ－１９
覆土

５ Ⅳｃ
５

浅鉢（口） 御殿山式相当 １３．８ － － －
ＭＣ層 ２

Ｐ３５４ 図８－１ １３ Ｎ－１８．１９ 覆土 ５ Ⅰｂ－４ ７ 深鉢（口） 東釧路Ⅳ式相当 － － － －

図８－２ １３
Ｎ－１８．１９ 覆土

５ Ⅳｃ
３

深鉢（口） 御殿山式相当 － － － －
Ｎ－１９ ＭＣ層 ４

表Ⅳ－１ 土坑掲載遺物一覧�

※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他

Ⅳ 遺構と遺物

―１１９―



遺構 図番号
図
版
番
号

接合遺構．
グリッド

層位
※
分
類
Ⅰ

分類Ⅱ 点
数

（土器）／器種（部位） 土器形式 口径
（�）

器高
（�）

底径
（�） －

備考
（玉類）／器種 石材 長径

（�）
短径
（�）

厚さ
（�）

重さ
（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（土製品）／名称 －

（骨角器）／種名 部位 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

Ｐ３５５
図９－１ １３ Ｑ－２０

覆土
５ Ⅳｃ

１
深鉢（口）

御殿山式相当
－ － － －

同一個体Ⅰ・Ⅱ層 ２
図９－２ １３ Ｑ－２０ 覆土 ５ Ⅳｃ ２ 深鉢（胴） － － － －
図９－３ １３ Ｑ－２０ － ５ Ⅳｃ １ ミニチュア（底） 御殿山式相当 － － ２．５ －

Ｐ３５７ 図９－１ １５ Ｑ－２０ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 obs １．８０ ０．９０ ０．１４ ０．１９
Ｐ３５８

図９－１ １５ Ｒ－２０
覆土

５ Ⅲｂ
１

深鉢（胴） 天神山式相当 － － － －
覆土２ １

Ｐ３５９ 図１０－１ １５ Ｌ－１９ 覆土 ３ 剥片 １ スクレイパー 頁岩 ５．２２ ４．７０ １．８３ ４１．１６
図１０－２ １５ Ｌ－１９ 覆土 ５ Ⅴｂ ４ 浅鉢（胴）

晩期中葉
－ － － －

同一個体
図１０－３ １５ Ｌ－１９ 覆土 ５ Ⅴｂ ３ 深鉢（底） － － － －

Ｐ３６１ 図１０－１ １５ Ｐ－２１ 覆土 ５ Ⅲｂ １ 深鉢（口） 萩ヶ岡２式相当 － － － －
Ｐ３６３ 図１１－１ １５ Ｐ－２１ 覆土 ５ Ⅲａ １ 深鉢（口） － － － － －
Ｐ３６９ 図１２－１ １７ Ｑ－２３ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 御殿山式相当 － － － －

図１２－２ １７ Ｑ－２３ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 御殿山式相当 － － － －
図１２－３ １７ Ｑ－２３ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 御殿山式相当 － － － －

Ｐ３７１ 図１３－１ １７ Ｏ－２３ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 obs ２．３５ １．２５ ０．５１ ０．９２
図１３－２ １７ Ｏ－２３ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 御殿山式相当 － － － －

Ｐ３７３ 図１３－１ １７ Ｍ－１９．２０ 覆土 ５ Ⅲ ２ 深鉢（胴） 萩ヶ岡２式相当 － － － －
図１３－２ １７ Ｍ－１９．２０ 覆土 ５ Ⅲ １０ 深鉢（底） 萩ヶ岡２式相当 － － １５．４ －

Ｐ３７６ 図１４－１ １７ Ｎ－２３ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 obs ２．００ １．５０ ０．３６ ０．７９
図１４－２ １７ Ｎ－２３ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 obs ２．２１ １．４０ ０．３１ ０．７２

図１４－３ １７ Ｎ－２３
覆土

５ Ⅳｃ
２

深鉢（口） 御殿山式相当 － － － －
Ⅱ層 ３

図１４－４ １７ Ｎ－２３ 覆土 ５ Ⅴａ １ 深鉢（口） 大洞Ｂ式相当 － － － －
図１４－５ １７ Ｎ－２３ 覆土 ５ Ⅳｃ １ ツボ・注口（胴） 御殿山式相当 － － － －

図１４－６ １７
Ｎ－２３ 覆土

５ Ⅳｃ
１

ツボ・注口（胴） 御殿山式相当 － － － －
Ｎ－２２ Ⅰ層 １

図１４－７ １７ Ｎ－２３ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 鉢（底） 御殿山式相当 － － ４．０ －
Ｐ３７７ 図１５－１ １９ Ｒ－２６ 覆土 ５ Ⅳｃ ３ 深鉢（口） 三ツ谷式相当 － － － －

図１５－２ １９ Ｒ－２６ 覆土 ５ Ⅳｃ ３ 深鉢（口） 三ツ谷式相当 － － － －
図１５－３ １９ Ｒ－２６ 覆土 ５

Ⅳｃ
３ 鉢（口）

御殿山式相当
－ － － －

同一個体
図１５－４ １９ Ｒ－２６ 覆土 ５ ９ 鉢（胴） － － － －
図１５－５ １８ Ｒ－２６ 覆土 ５ Ⅳｃ １１ 深鉢（胴） 三ツ谷式相当 － － － －
図１５－６ １９ Ｒ－２６ 覆土 ３ 剥片 １ つまみ付きナイフ obs ５．４８ １．９８ ０．７４ ６．６６

Ｐ３７８ 図１５－１ １７ Ｍ－２３ 覆土 ５ Ⅳｃ ３ 深鉢（口） 御殿山式相当 － － － －
Ｐ３７９ 図１６－１ １９ Ｏ－２４ 覆土 ５ Ⅳｃ １ ツボ・注口（胴） 三ツ谷式相当 － － － －

図１６－２ １９
Ｐ－２４

ＭＣ層 ５ Ⅳｃ
４

ツボ・注口（口）
三ツ谷式相当

６．０ － － －
同一個体

Ｐ－２５ １

図１６－３ １９ Ｏ－２４
覆土

５ Ⅳｃ
１

ツボ・注口（胴） － － － －
ＭＣ層 ２

Ｐ３８０
図１６－１ １９ Ｎ－２３

覆土
５ Ⅳｃ

１
深鉢（口） 御殿山式相当 １６．２ － － －

ＭＣ層 ２

図１６－２ １９
Ｎ－２３ 覆土

５ Ⅳｃ
２

深鉢（口） 御殿山式相当 － － － －Ｎ－２２
ⅡＢ層

３
Ｎ－２４ １

図１６－３ １９
Ｎ－２３ 覆土

５ Ⅴａ
１

鉢（口） 大洞Ｂ式相当 － － － －
Ｋ－２２ Ⅱ層 １

図１６－４ １９
Ｎ－２３ 覆土

５ Ⅴａ
１

深鉢（口） 大洞Ｂ式相当 － － － －
Ｎ－２４ ⅡＢ層 １

図１６－５ １９ Ｎ－２３
覆土

５ Ⅴａ
１

深鉢（口） 大洞Ｂ式相当 － － － －
ＭＣ層 １

図１６－６ １９ Ｎ－２３ 覆土 ５ Ⅴａ １ 深鉢（口） 大洞Ｂ式相当 － － － －
図１６－７ １９ Ｎ－２３ 覆土 ５ Ⅴａ １ 深鉢（口） 大洞Ｂ式相当 － － － －

図１６－８ １９ Ｎ－２３
覆土

５ Ⅴａ
１

鉢（口） 大洞Ｂ式相当 － － － －
ＭＣ層 １

図１６－９ １８ Ｎ－２３
覆土

５ Ⅳｃ
２

ツボ・注口（頚部） 御殿山式相当 － － － －
ＭＣ層 ３

Ｐ３８３ 図１７－１ １９ Ｌ－２１ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 obs ２．１８ １．９３ ０．３７ ０．６３
図１７－２ １９ Ｌ－２１ 覆土 ３ 剥片 １ 石錐 頁岩 ３．０９ ２．７１ ０．６９ ４．２３
図１７－３ １９ Ｌ－２１ 覆土 ６ 土製品 １ 土製垂飾 － （２．５０）（２．７５） ０．７５ ２．５４

表Ⅳ－１ 土坑掲載遺物一覧�

※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他
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図
版
番
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層位
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分
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分類Ⅱ 点
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（�）

器高
（�）

底径
（�） －

備考
（玉類）／器種 石材 長径

（�）
短径
（�）

厚さ
（�）

重さ
（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（土製品）／名称 －

（骨角器）／種名 部位 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

Ｐ３８３
図１７－４ １９ Ｌ－２１

覆土
５ Ⅳｃ

１
深鉢（口） 御殿山式相当 － － － －

Ⅰ・ＭＣ層 ２
図１７－５ １９ Ｌ－２１ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 御殿山式相当 － － － －
図１７－６ １９ Ｌ－２１ 覆土 ５ Ⅴａ １ ツボ・注口（口） 大洞Ｂ式相当 １１．０ － － －

図１７－７ １８
Ｌ－２１

覆土

５ Ⅴａ

１

ツボ（完） 大洞Ｂ式相当 １１．７ １７．１ ６．９ －Ⅰ・ⅡＢ
ＭＣ層 ４３

Ｍ－２１ Ⅰ層 １
図１７－８ １９ Ｌ－２１ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（底） 御殿山～大洞Ｂ式相当 － － － － 底部穿孔

図１７－９ １９ Ｌ－２１
覆土

５ Ⅳｃ
１

深鉢（底） 御殿山～大洞Ｂ式相当 － － ７．２ －Ⅰ・ⅡＢ
ＭＣ層 ４

Ｐ３８４ 図１７－１ ２１ Ｌ－２１ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 obs ２．４０ １．５０ ０．２６ ０．５９
図１７－２ ２１ Ｌ－２１ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 obs ２．２３ １．２０ ０．３３ ０．５３
図１７－３ ２１ Ｌ－２１ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 obs ２．２０ １．５０ ０．４２ ０．８２
図１７－４ ２１ Ｌ－２１ 覆土 ５ Ⅴａ １ 浅鉢（口） 大洞Ｂ式相当 － － － －

Ｐ３８５ 図１８－１ ２１ Ｍ－２５ 覆土 ５ Ⅵ ２ 深鉢（口）

赤穴式相当

－ － － －

同一個体
図１８－２ ２１

Ｌ－２５
Ⅰ層 ５ Ⅵ

２
深鉢（胴） － － － －

Ｍ－２５ ２

図１８－３ ２１ Ｍ－２５
覆土

５ Ⅵ
３

深鉢（胴） － － － －
ⅡＢ層 １

図１８－４ ２１ Ｍ－２５ 覆土 ５ Ⅵ １ 深鉢（底） － － － －
Ｐ３８６ 図１８－１ ２１ Ｋ－２３ 坑底部 ４ 玉 １ － 緑色凝灰岩 ５．０ ３．５ ２．４ ０．０４フローテーション 割れ

図１８－２ ２１ Ｋ－２３ 覆土 ５ Ⅳｃ ２ 深鉢（口） 御殿山式相当 － － － －
図１８－３ ２１ Ｋ－２３ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 鉢（口） 御殿山式相当 － － － －
図１８－４ ２１ Ｋ－２３ 覆土 ５ Ⅳｃ ２ 鉢（口） 大洞Ｂ式相当 － － － －
図１８－５ ２１ Ｋ－２３ 覆土 ５ Ⅵ １ 深鉢（口） 後北Ｃ２Ｄ － － － －

Ｐ３８７ 図１８－１ ２１ Ｋ－２１ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 御殿山式相当 － － － －
図１８－２ ２１ Ｋ－２１ 覆土 ５ Ⅴｃ １ 深鉢（口） 大洞Ｂ式相当 － － － －

図１８－３ ２１ Ｋ－２１
覆土

５ Ⅴｃ
１

深鉢（口） 大洞Ｂ式相当 － － － －
ⅡＢ層 １

図１８－４ ２１ Ｋ－２１ 覆土 ５ Ⅴｃ １ 浅鉢（底） 大洞Ｂ式相当 － － － －
Ｐ３８９

図２１－１ ２２ Ｊ．Ｋ－２０
（点取り） 覆土 ５ Ⅱａ ２８ 尖底土器（口～胴） 静内中野式相当 ４２．６ ３５．４ － －

図２１－２ ２２ Ｊ．Ｋ－２０
（点取り） 覆土 ５ Ⅱａ ５６ 尖底土器（口～胴） 静内中野式相当 ３９．５ ２３．４ － －

図２２－３ ２２ Ｋ－２０
（点取り） 覆土 ５ Ⅱａ １ 尖底土器（口） 静内中野式相当 － － － －

図２２－４ ２２ Ｋ－２０
（点取り） 覆土 ５ Ⅱａ １ 尖底土器（胴） 静内中野式相当 － － － －

図２２－５ ２２ Ｋ－２０
覆土

５ Ⅱａ
１

尖底土器（胴） 静内中野式相当 － － － －
（点取り） ９

図２２－６ ２２ Ｋ－２０
覆土

５ Ⅱａ
２

尖底土器（胴） 静内中野式相当 － － － －
（点取り） １

図２２－７ ２３ Ｋ－２０ 覆土 ３ 礫石器 １ 砥石 砂岩 ２８．１０ １２．００ ８．８０ ３４６０
図２２－８ ２２ Ｊ．Ｋ－２０ 覆土 ３ 礫石器 １ 石皿 安山岩 （２６．７０）（３５．３０）（８．３０）１０．９�

図２３－９ ２２
Ｊ．Ｋ－２０ 覆土

３ 礫石器
５６

石皿 安山岩 ４８．８ ３４．６ １０．６１５．１㎏
一括４ － � 北埋調報１９４集

報告済 一括４．４－７．４－１１
Ｐ３９０ 図１９－１ ２３ Ｋ－２２ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 obs ２．００ １．２０ ０．４４ ０．７６

図１９－２ ２３ Ｋ－２２ 覆土 ５ Ⅳｃ ４ 深鉢（口）

御殿山式相当

－ － － －

同一個体
図１９－３ ２３

Ｋ－２２ 覆土
５ Ⅳｃ

１
深鉢（口） － － － －Ｋ－２０ ＭＣ層 １

Ｋ－２２ Ⅱ層 １
図１９－４ ２３ Ｋ－２２ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 注口（口） 御殿山式相当 － － － －
図１９－５ ２３ Ｋ－２２ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 鉢（胴） 御殿山式相当 － － － －

Ｐ３９４ 図２４－１ ２４ Ｓ－２２ 覆土 ３ 礫石器 １ 凹み石 泥岩 （１２．４０）（６．９０）（３．２０）（３０６）
Ｐ３９５

図２６－１ ２６ Ｓ－２６

覆土
（点取り）

５ Ⅴａ

１６

注口 大洞Ｂ式相当 ９．７（２０．３） － －覆土上 ６
覆土２層 ５７
Ⅱ層 １

表Ⅳ－１ 土坑掲載遺物一覧�

※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他

Ⅳ 遺構と遺物

―１２１―



遺構 図番号
図
版
番
号

接合遺構．
グリッド

層位
※
分
類
Ⅰ

分類Ⅱ 点
数

（土器）／器種（部位） 土器形式 口径
（�）

器高
（�）

底径
（�） －

備考
（玉類）／器種 石材 長径

（�）
短径
（�）

厚さ
（�）

重さ
（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（土製品）／名称 －

（骨角器）／種名 部位 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

Ｐ３９５

図２６－２ ２６ Ｓ－２６

覆土
（点取り）

５ Ⅴａ
１

ツボ 大洞Ｂ式相当 ９．７（１４．８） － －
覆土２層 １０
Ⅱ層 ４３

図２６－３ ２６ Ｓ－２６

覆土１層

５ Ⅴａ

２５

キャリパー 大洞Ｂ式相当 ８．５ ８．７ ６．０ －
覆土２層 ２
覆土 １
上 １

図２６－４ ２６ Ｓ－２６
覆土

５ Ⅴａ
４０

キャリパー 大洞Ｂ式相当 ９．３ １０．２ ５．０ －
Ⅱ層 １

図２６－５ ２６ Ｓ－２６
覆土上

５ Ⅴａ
５

深鉢 大洞Ｂ式相当 １５．５ １２．０ － －
Ⅱ層 １９

図２６－６ ２６ Ｓ－２６
覆土１層

５ Ⅴａ
２３

深鉢 大洞Ｂ式相当 １５．９ １２．７ － －Ⅱ層 ６
ⅡＢ層 １

図２６－７ ２７ Ｓ－２６ 覆土
（点取り） ５ Ⅴａ １ ミニチュア 大洞Ｂ式相当 ６．６ ７．２ ３．１ －

図２６－８ ２７ Ｓ－２６
覆土

（点取り） ５ Ⅴａ
１

ミニチュア 大洞Ｂ式相当 ５．６ ７．７ ２．８ －
覆土上 ２

図２６－９ ２７ Ｓ－２６ 覆土 ５ Ⅴａ ５ ミニチュア 大洞Ｂ式相当 ５．６ ８．３ ２．９ －

図２６－１０ ２７ Ｓ－２６
覆土

（点取り） ５ Ⅴａ １ ミニチュア 大洞Ｂ式相当 ５．７ ７．５ ２．７ －

図２６－１１ ２７ Ｓ－２６

覆土
（点取り）

５ Ⅴａ

１

ミニチュア 大洞Ｂ式相当 ６．２ ７．６ ３．２ －覆土 ５
覆土２層 ３
Ⅱ層 ２

図２６－１２ ２７ Ｓ－２６ 覆土
（点取り） ５ Ⅴａ １ ミニチュア 大洞Ｂ式相当 ３．８ ５．６ ３．４ －

図２６－１３ ２７ Ｓ－２６ 覆土 ５ Ⅴａ １ ミニチュア 大洞Ｂ式相当 ４．０（５．０） － －
図２６－１４ ２７ Ｓ－２６ 覆土 ５ Ⅴａ １ ミニチュア 大洞Ｂ式相当 （４．６） ５．９（３．６） －
図２６－１５ ２７ Ｓ－２６ － ５ Ⅴａ １ ミニチュア 大洞Ｂ式相当 － ３．８ ３．６ －

図２６－１６ ２７ Ｓ－２６
覆土

５ Ⅴａ
１

ミニチュア 大洞Ｂ式相当 － ２．２ ３．３ －
Ⅱ層 １

図２６－１７ ２７ Ｓ－２６ 覆土 ５ Ⅴａ １ ミニチュア 大洞Ｂ式相当 － １．６ ２．９ －
図２６－１８ ２７ Ｓ－２６ 覆土１ ５ Ⅴａ １ ミニチュア 大洞Ｂ式相当 － １．３ ２．７ －
図２６－１９ ２７ Ｓ－２６ 覆土 ５ Ⅴａ １ ミニチュア 大洞Ｂ式相当 － １．５ ２．３ －
図２６－２０ ２７ Ｓ－２６ 覆土 ５ Ⅴａ ３ ミニチュア 大洞Ｂ式相当 － － － －

図２６－２１ ２５ Ｓ－２６
覆土１

５ Ⅴａ
６

深鉢（口） 大洞Ｂ式相当 － － － －
Ⅱ層 １

図２６－２２ ２５ Ｓ－２６ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ アオザメ Ｌ上１or２ ２．４０ １．１０ ０．５０ ０．１７
図２６－２３ ２５ Ｓ－２６ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ アオザメ Ｌ４～５ １．４０ １．１０ ０．４５ ０．１０
図２６－２４ ２５ Ｓ－２６ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ アオザメ Ｒ４～５ １．４０ ０．９５ ０．３３ ０．０８
図２６－２５ ２５ Ｓ－２６ 坑底部 ４ 石製品 １ Ｅ－１ ツノ貝化石 １９．０ １０．０ ９．０ ０．８６割れ 穿孔しようとした
図２６－２６ ２５ Ｓ－２６ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－３ 緑泥石岩 １２．５ １２．４ １６．５ ２．４５破片３
図２６－２７ ２５ Ｓ－２６ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ９．６ ８．５ ６．１ ０．６８
図２６－２８ ２５ Ｓ－２６ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ８．１ ７．９ ５．１ ０．４３
図２６－２９ ２５ Ｓ－２６ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．０ ５．９ ３．０ ０．１５
図２６－３０ ２５ Ｓ－２６ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．８ ５．２ ３．１ ０．１３
図２６－３１ ２５ Ｓ－２６ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．８ ８．３ ５．６ ０．５５
図２６－３２ ２５ Ｓ－２６ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．０ ７．１ ４．５ ０．３６
図２６－３３ ２５ Ｓ－２６ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－７ ヒスイ ８．４ ８．２ ５．６ ０．４６
図２６－３４ ２５ Ｓ－２６ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．３ ７．９ ４．５ ０．３９
図２６－３５ ２５ Ｓ－２６ 坑底部 ４ 玉 １ － 緑泥石岩 ８．３ ６．９ ３．９ ０．２４割れ
図２６－３６ ２５ Ｓ－２６ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．９ ７．７ ５．２ ０．３６
図２６－３７ ２５ Ｓ－２６ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．６ ６．４ ４．４ ０．２３
図２６－３８ ２５ Ｓ－２６ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．３ ９．２ ４．４ ０．５３フローテーション
図２６－３９ ２５ Ｓ－２６ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．８ ７．５ ３．６ ０．３０フローテーション
図２６－４０ ２５ Ｓ－２６ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ６．３ ６．０ ４．０ ０．２０フローテーション
図２６－４１ ２５ Ｓ－２６ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．４ ７．７ ５．３ ０．４７フローテーション
図２６－４２ ２５ Ｓ－２６ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 obs （２．３）（１．４５）（０．４５） ０．８５
図２６－４３ ２５ Ｓ－２６ 覆土 ３ 剥片 １ つまみ付きナイフ 頁岩 ８．３ ４．３５ １．５ ５６．８０

表Ⅳ－１ 土坑掲載遺物一覧�

※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他
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遺構 図番号
図
版
番
号

接合遺構．
グリッド

層位
※
分
類
Ⅰ

分類Ⅱ 点
数

（土器）／器種（部位） 土器形式 口径
（�）

器高
（�）

底径
（�） －

備考
（玉類）／器種 石材 長径

（�）
短径
（�）

厚さ
（�）

重さ
（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（土製品）／名称 －

（骨角器）／種名 部位 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

Ｐ３９７ 図２４－１ ２３ Ｒ．Ｓ－２８ 覆土 ５ Ⅳｃ ２ 深鉢（胴） 堂林～御殿山式相当 － － － －
Ｐ３９８ 図２９－１ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．９ ８．２ ４．７ ０．５１

図２９－２ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．６ ９．４ ５．０ ０．６７
図２９－３ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．３ ８．３ ３．４ ０．４０
図２９－４ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．８ ９．３ ６．４ ０．９０
図２９－５ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．０ ７．８ ４．５ ０．４９
図２９－６ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．２ ８．１ ３．５ ０．３９
図２９－７ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－２ コハク （１５．０） １０．０ ６．７ ０．４２割れ 破片２
図２９－８ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．５ ９．２ ４．５ ０．６２
図２９－９ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－２ｂ 緑泥石岩 ２４．０ １５．５ ８．５ ２．７０割れ ２個接合
図２９－１０ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．９ ７．９ ４．１ ０．４２
図２９－１１ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．７ ９．５ ５．３ ０．７３
図２９－１２ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．９ ９．６ ６．６ １．０５
図２９－１３ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．９ １０．１ ７．２ １．０９
図２９－１４ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．９ ８．５ ７．４ ０．６７
図２９－１５ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．８ ７．７ ３．７ ０．４０
図２９－１６ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．６ ７．５ ４．３ ０．４０
図２９－１７ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．９ ７．８ ３．７ ０．３６
図２９－１８ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．９ ７．６ ４．８ ０．４７
図２９－１９ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ コハク ９．３ ９．３ ７．１ ０．３３剥片
図２９－２０ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－２ｂ 緑泥石岩 １９．０ １０．５ ５．５ １．０７
図２９－２１ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－３ コハク １０．９ １０．１ １２．６ ０．７４破片３
図２９－２２ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．３ ８．１ ３．９ ０．３９
図２９－２３ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．４ ７．２ ２．３ ０．１８
図２９－２４ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．９ ７．５ ４．３ ０．３４
図２９－２５ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．６ ７．６ ４．６ ０．４２
図２９－２６ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．１ ７．７ ４．１ ０．３７
図２９－２７ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．６ ７．３ ３．８ ０．３２
図２９－２８ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．４ ７．９ ４．２ ０．４５
図２９－２９ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 凝灰岩 １０．０ ９．４ ４．６ ０．６９
図２９－３０ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．０ ９．７ ５．０ ０．６９
図２９－３１ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．１ ９．０ ４．５ ０．５０
図２９－３２ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．０ ８．６ ３．７ ０．４１
図２９－３３ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １０．０ ９．５ ５．６ ０．６５
図２９－３４ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．５ ９．３ ４．９ ０．５１割れ
図２９－３５ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．１ ９．７ ４．４ ０．６１
図２９－３６ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 凝灰岩 ９．４ ９．３ ４．３ ０．５５
図２９－３７ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ９．６ ９．４ ５．０ ０．７４
図２９－３８ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 凝灰岩 ９．９ ９．７ ５．３ ０．７１
図２９－３９ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－３ 緑泥石岩 １０．７ ９．９ １１．７ １．７９
図２９－４０ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １１．７ １０．６ ７．４ １．２９
図２９－４１ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．０ ９．６ ６．０ ０．６６
図２９－４２ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．９ ８．６ ３．７ ０．４５
図２９－４３ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．１ ８．１ ３．６ ０．３５
図２９－４４ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．６ ８．１ ４．１ ０．４１
図２９－４５ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．４ ８．８ ４．４ ０．５２
図２９－４６ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．４ ８．７ ４．４ ０．５１
図２９－４７ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ｂ－１ 緑泥石岩 ９．４ ７．７ ３．６ ０．４１破片２接合
図２９－４８ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．６ ９．１ ５．１ ０．６１
図２９－４９ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．０ ８．３ ２．９ ０．３０
図２９－５０ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．５ ８．７ ４．２ ０．４９
図２９－５１ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ９．３ ８．９ ５．３ ０．５７
図２９－５２ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．８ ９．２ ３．８ ０．５６
図２９－５３ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．７ ９．２ ３．６ ０．５６
図２９－５４ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．８ ９．７ ４．６ ０．５９
図２９－５５ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １１．３ １０．８ ６．４ １．１１破片５接合
図２９－５６ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １１．７ １０．５ ７．１ １．２７
図２９－５７ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １２．４ １１．１ ９．４ １．８０
図２９－５８ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－３ 緑泥石岩 １１．１ １０．６ １２．０ １．４９

表Ⅳ－１ 土坑掲載遺物一覧�

※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他

Ⅳ 遺構と遺物

―１２３―
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（�）

厚さ
（�）

重さ
（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
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Ｐ３９８ 図２９－５９ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １２．６ １１．０ ７．２ １．５０
図２９－６０ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．９ ８．７ ３．９ ０．４８
図２９－６１ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １０．０ ９．３ ４．２ ０．５６
図２９－６２ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．９ ８．３ ３．１ ０．３４
図２９－６３ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．２ ８．４ ４．８ ０．４６
図２９－６４ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ － 緑泥石岩 ９．９ － ４．７ ０．２８割れ
図２９－６５ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．９ ７．０ ３．１ ０．２４
図２９－６６ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ ロジン岩？ １０．５ ９．５ ４．３ ０．７０
図２９－６７ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．７ ８．８ ５．４ ０．６２
図２９－６８ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．７ ９．６ ３．９ ０．５３
図２９－６９ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．６ ９．３ ４．７ ０．６８
図２９－７０ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ｂ－１ 緑色凝灰岩 ８．５ ７．１ ５．５ ０．３３
図２９－７１ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－２ 緑泥石岩 ２１．０ １３．０ ５．４ １．４９
図２９－７２ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．８ ８．６ ５．５ ０．６２
図２９－７３ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １３．１ １２．９ ７．４ １．８０
図２９－７４ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．４ ９．６ ５．７ ０．８４
図２９－７５ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．１ ６．１ ４．２ ０．２０
図２９－７６ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．１ ６．９ ２．７ ０．１８（裏面全て欠損）
図２９－７７ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．２ ７．２ ２．２ ０．１６
図２９－７８ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １４．７ １４．３ ８．１ ２．５７
図２９－７９ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑色凝灰岩 ８．７ ８．３ ５．８ ０．３０
図２９－８０ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－１ｂ 緑泥石岩 ９．１ ９．０ ３．５ ０．２７割れ
図２９－８１ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．１ ５．０ ２．８ ０．０９
図２９－８２ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－１ 緑泥石岩 １４．０ ８．１ ４．５ ０．６５
図２９－８３ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ － 緑泥石岩 （１６．０） ５．９ ４．９ ０．５５割れ
図２９－８４ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．３ ６．２ ２．７ ０．１５
図２９－８５ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－２ 緑泥石岩 ２５．０ １２．５ ６．５ １．９４
図２９－８６ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ６．８ ６．４ ４．５ ０．２５破片３接合
図２９－８７ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ９．２ ８．６ ６．５ ０．６３破片３接合
図２９－８８ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １０．３ ９．９ ５．９ ０．８２
図２９－８９ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－１ 緑泥石岩 １２．５ ７．５ ５．６ ０．７０
図２９－９０ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ５．７ ５．７ ３．４ ０．１６
図２９－９１ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ７．０ ６．２ ４．７ ０．２６
図２９－９２ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．２ ８．１ ６．６ ０．５１
図２９－９３ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 石製品 １ Ｅ－１ ツノ貝化石 １９．５ ７．０ １２．５ ０．３５割れ 自然ツノ貝化石
図２９－９４ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．１ ７．５ ３．５ ０．３４
図２９－９５ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 石製品 １ Ｅ－１ ツノ貝化石 １２．０ １１．０ １．０ １．１３割れ 加工ツノ貝化石
図２９－９６ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．６ ９．６ ５．０ ０．６８
図２９－９７ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－２ 緑泥石岩 １６．２ １１．０ ３．９ ０．７５
図２９－９８ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．２ ８．９ ４．３ ０．５５
図２９－９９ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．４ １０．０ ５．１ ０．８４
図２９－１００ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ７．４ ６．４ ５．５ ０．２８
図２９－１０１ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－２ 緑泥石岩 １５．８ ９．０ ４．２ ０．６３
図３０－１０２ ３２ Ｒ－２８ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗櫛 － ５８．０ ９７．０ ２３．０ １１．３３
図３０－１０３ ３１ Ｒ－２８ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗製品 － － － － －

図３０－１０４ ３２ Ｒ－２８
覆土

５ Ⅳｃ
４

鉢 御殿山式相当 － － － －
（点取り） ６

図３０－１０５ ３２ Ｒ－２８ 覆土 ５ Ⅳｃ ３２ 注口（完） 御殿山式相当 ６．７ １４．３ ５．２ －
図３０－１０６ ３１ Ｒ－２８ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～御殿山式相当 － － － －
図３０－１０７ ３１ Ｒ－２８ 覆土 ５ Ⅳｃ ２ 深鉢（口） 堂林～御殿山式相当 － － － －
図３０－１０８ ３１ Ｒ－２８ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 obs ２．３９ １．６０ ０．２８ ０．７７
図３０－１０９ ３１ Ｒ－２８ 覆土 ３ 剥片 １ つまみ付きナイフ 頁岩 ３．３４ １．５２ ０．５０ ３．０５
図３０－１１０ ３１ Ｒ－２８ 覆土 ３ 剥片 １ スクレイパー obs ２．００ ３．２５ ０．４６ ２．３７
図３０－１１１ ３０ Ｒ－２８ 覆土 ３ 礫石器 １ 石斧 泥岩 １３．５ ５．２ ２．７５ ２７１．１
図２８－１１２ － Ｒ－２８ 坑底部 ３ 玉 １ － コハク － － － ０．０９未実測 割れ 破片９
図２８－１１３ － Ｒ－２８ 坑底部 ３ 玉 １ － 緑泥石岩 － － － ０．２１未実測 割れ１２点

Ｐ３９９ 図３３－１ ３４ Ｒ－２８ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗櫛 － ６８．５ ９０．０ １１．０ １３．２７
図３３－２ ３４ Ｒ－２８ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗櫛片 － ３９．５ ４５．５ － － 櫛片？
図３３－３ ３３ Ｒ－２８ 覆土中 １ 漆 １ 漆塗櫛片 － ６０．０ ８６．５ － － 櫛片？

表Ⅳ－１ 土坑掲載遺物一覧�

※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他
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遺構 図番号
図
版
番
号

接合遺構．
グリッド

層位
※
分
類
Ⅰ

分類Ⅱ 点
数

（土器）／器種（部位） 土器形式 口径
（�）

器高
（�）

底径
（�） －

備考
（玉類）／器種 石材 長径

（�）
短径
（�）

厚さ
（�）

重さ
（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（土製品）／名称 －

（骨角器）／種名 部位 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

Ｐ３９９ 図３３－４ ３４ Ｒ－２８ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗櫛 － ５９．５ ８７．５ － － （４）
図３３－５ ３４ Ｒ－２８ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗櫛 － ５７．０ ８９．０ － － （５）
図３３－６ ３４ Ｒ－２８ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗櫛片 － ２８．５ ２６．５ － － （６）
図３３－７ ３４ Ｒ－２８ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗櫛 － ５７．５ ８１．０ － － （７）
図３３－８ ３４ Ｒ－２８ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗櫛片 － ４２．０ ５５．５ － － （８）
図３３－９ ３４ Ｒ－２８ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗櫛 － ６１．０ ８３．５ － －
図３４－１０ ３４ Ｒ－２８ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗櫛片 － ２３．５ ２１．０ ４．５ ０．５５
図３４－１１ ３４ Ｒ－２８ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗櫛片 － １６．５ １３．０ ５．５ ０．２７櫛片？
図３４－１２ ３５ Ｒ－２８ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗製品 － ６７．０ ２２．０ － －
図３４－１３ ３５ Ｒ－２８ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗製品 － － － － －
図３４－１４ ３５ Ｒ－２８ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗製品 － － － － －
図３４－１５ ３５ Ｒ－２８ 坑底部 １ 漆 １ 環状漆塗製品 － － １１ － － 腕輪片？
図３４－１６ ３５ Ｒ－２８ 坑底部 １ 漆 １ 環状漆塗製品 － ４５．０２１．５／１３．５ － － 腕輪片？
図３４－１７ ３５ Ｒ－２８ 坑底部 １ 漆 １ 環状漆塗製品 － ２９．５ － － －
図３４－１８ ３５ Ｒ－２８ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗製品 － ４５．５ １７．０ － －
図３４－１９ ３５ Ｒ－２８ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗製品 － ２８．０ １７．０ － －
図３４－２０ ３４ Ｒ－２８ 坑底部 １ 漆 １ 環状漆塗製品 － ７７ － － － 腕輪片？
図３４－２１ ３５ Ｒ－２８ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗製品 － － － － －
図３４－２２ ３６ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－２ 緑泥石岩 １６．０ ８．５ ４．０ ０．４９
図３４－２３ ３６ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－２ 緑泥石岩 １５．０ ９．５ ４．０ ０．５１
図３４－２４ ３６ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－２ 緑泥石岩 １７．０ １１．０ ５．０ ０．８１
図３４－２５ ３６ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－２ 緑泥石岩 １４．０ ８．５ ３．５ ０．３８
図３４－２６ ３６ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑色凝灰岩 １２．５ １２．０ ９．０ １．３５
図３４－２７ ３６ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑色凝灰岩 １０．７ １０．２ ７．１ ０．７７
図３４－２８ ３６ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑色凝灰岩 １０．８ １０．４ ６．５ ０．６６
図３４－２９ ３６ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑色凝灰岩 １０．２ ９．９ ７．９ ０．７７
図３４－３０ ３６ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑色凝灰岩 １０．４ ８．９ ７．９ ０．８０
図３４－３１ ３６ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑色凝灰岩 １０．０ ９．２ ６．７ ０．６４
図３４－３２ ３６ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑色凝灰岩 ９．３ ８．９ ６．４ ０．４９
図３４－３３ ３６ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ｂ－１ 緑色凝灰岩 １１．１ ９．４ ６．７ ０．７６
図３４－３４ ３６ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑色凝灰岩 ９．９ ９．２ ６．５ ０．５５
図３４－３５ ３６ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑色凝灰岩 ９．５ ９．１ ４．８ ０．３６
図３４－３６ ３６ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．９ ８．７ ５．５ ０．６０
図３４－３７ ３６ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．８ ８．５ ５．４ ０．５９
図３４－３８ ３６ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．５ ８．５ ５．１ ０．５４
図３４－３９ ３６ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．７ ８．４ ４．８ ０．５３
図３４－４０ ３６ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．１ ９．０ ６．４ ０．７２
図３４－４１ ３６ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．７ ８．７ ５．３ ０．５７
図３４－４２ ３６ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ８．９ ８．６ ５．７ ０．６４
図３４－４３ ３６ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．１ ５．９ ３．７ ０．１８
図３４－４４ ３６ Ｒ－２８ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 obs ３．１５ １．８２ ０．４０ １．５５
図３４－４５ ３６ Ｒ－２８ 覆土 ３ 礫石器 １ 砥石 砂岩 ６．２６ ６．２２ １．３６ ４５．３６

図３５－４６ ３６ Ｒ－２８
覆土

５ Ⅳｃ
５

注口 御殿山式相当 ８．６ ５．３ １５．７ －
（点取り） ２８

図３５－４７ ３６ Ｒ－２８
覆土

５ Ⅳｃ
１５

深鉢 御殿山式相当 １３．２ １４．９ ６．０ －
（点取り） ６

図３５－４８ ３６ Ｒ－２８ 覆土 ５ Ⅳｃ ２ 深鉢（口） 堂林～御殿山式相当 － － － －
図３５－４９ ３６ Ｒ－２８ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～御殿山式相当 － － － －
図３５－５０ ３６ Ｒ－２８ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口）

堂林～御殿山式相当
－ － － －

同一個体
図３５－５１ ３６ Ｒ－２８

覆土
５ Ⅳｃ

３
深鉢（胴） － － － －

（点取り） １０
図３５－５２ ３６ Ｒ－２８ 覆土 ５ Ⅳｃ 深鉢（底） 堂林～御殿山式相当 － － ８．６ －

Ｐ４００ 図３６－１ ３７ Ｒ－２８ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗櫛 － ５７．０ ８２．５ － －
図３６－２ ３７ Ｒ－２８ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗櫛 － ７８．５ ７７．０ － －
図３６－３ ３７ Ｒ－２８ 覆土 ３ 剥片 １ 石錐 頁岩 ３．７１ １．９８ ０．５６ １．６２
図３６－４ ３７ Ｒ－２８ 覆土 ３ 剥片 １ 石錐 obs ４．４０ １．７１ ０．７０ ４．６２
図３６－５ ３７ Ｒ－２８ 覆土 ３ 剥片 １ 石槍ナイフ obs ４．７０ ２．１０ ０．７０ ５．９６

表Ⅳ－１ 土坑掲載遺物一覧�

※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他
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遺構 図番号
図
版
番
号

接合遺構．
グリッド

層位
※
分
類
Ⅰ

分類Ⅱ 点
数

（土器）／器種（部位） 土器形式 口径
（�）

器高
（�）

底径
（�） －

備考
（玉類）／器種 石材 長径

（�）
短径
（�）

厚さ
（�）

重さ
（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（土製品）／名称 －

（骨角器）／種名 部位 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

Ｐ４００ 図３６－６ ３７ Ｒ－２８ 覆土上面 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～御殿山式相当 － － － －

図３６－７ ３７ Ｒ－２８
覆土上面

５ Ⅳｃ
１

鉢（口） 堂林～御殿山式相当 － － － －
覆土 ２

図３６－８ ３７ Ｒ－２８ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗櫛 － － － － －
Ｐ４０１ 図３８－１ ３９ Ｒ－２９ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗櫛 － ７０．０ ９９．５ － －

図３８－２

３９ Ｒ－２９

坑底部 １ 漆 １ 環状漆塗製品 －

２４．０ ９．０
３９ Ｒ－２９ １０４．０ ２９．５ １１．５ ５．２４
３９ Ｒ－２９ ５９．５ ２７．５ ６．５ ０．８７
３９ Ｒ－２９ ６２．５ ２３．０ ４．５ ０．８８
３９ Ｒ－２９ １０３．０ ２８．５ － －

図３８－３ ３９ Ｒ－２９ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗櫛片 － － － － －
図３８－４ ３９ Ｒ－２８ 坑底部 １ 漆 １ 環状漆塗製品 － ５３．５ － － － 製品（腕輪？）
図３８－５ ３９ Ｒ－２８ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗製品 － － － － －
図３８－６ ３９ Ｒ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－３ｂ 緑泥石岩 ４３．６ １７．０ ２３．５ ２３．３９
図３８－７ ３９ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－６ 緑泥石岩 １６．０ １５．１ ３１．３ １０．６５漆から外した物
図３８－８ ３９ Ｒ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－６ 緑泥石岩 １０．１ ９．３ １１．６ １．３７
図３８－９ ３９ Ｒ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．３ １０．２ ４．８ ０．６８腕輪の下から出土
図３８－１０ ３９ Ｒ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．３ ７．０ ３．７ ０．２４腕輪の下から出土
図３８－１１ ３９ Ｒ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．０ ６．７ ３．６ ０．１４腕輪の下から出土
図３８－１２ ３９ Ｒ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．０ ６．７ ４．２ ０．１９
図３８－１３ ３９ Ｒ－２９ 坑底近く ３ 剥片 １ つまみ付きナイフ 頁岩 ２．７８ １．６０ ０．４４ １．７１フローテーション
図３８－１４ ３９ Ｒ－２９ 覆土 ５ Ⅳｃ ３ 深鉢（口） 堂林～御殿山式相当 － － － －

Ｐ４０２ 図３９－１ ４０ Ｒ－２９ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗玉 － １９．０ １４．０ １３．０ ０．２２
図３９－２ ４０ Ｒ－２９ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗玉 － ２０．０ １７．０ １０．０ ０．６８
図３９－３ ４０ Ｒ－２９ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗玉 － １８．０ １８．５ １０．０ ０．２６
図３９－４ ４１ Ｒ－２９ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗玉 － １７．５ １７．５ － －
図３９－５ ４１ Ｒ－２９ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗玉 － １９．５ １４．５ － －
図３９－６ ４１ Ｒ－２９ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗玉 － １８．０ ２１．０ － －
図３９－７ ４１ Ｒ－２９ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗玉 － ２１．０（１４．０） － －
図３９－８ ４１ Ｒ－２９ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗玉 － １９．０ １５．５ － －
図３９－９ ４１ Ｒ－２９ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗玉 － － － － －
図３９－１０ ４１ Ｒ－２９ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗玉 － － － － －
図３９－１１ ４１ Ｒ－２９ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗玉 － － － － －
図３９－１２ ４１ Ｒ－２９ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗玉 － － － － －
図３９－１３ ４１ Ｒ－２９ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗玉 － ２２．５ １６．０ － －
図３９－１４ ４１ Ｒ－２９ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗玉 － － － － －
図３９－１５ ４１ Ｒ－２９ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗玉 － － － － －
図３９－１６ ４１ Ｒ－２９ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗玉 － ２０．０ １７．０ － －
図３９－１７ ４１ Ｒ－２９ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗玉 － ２１．５ １６．５ － －
図３９－１８ ４１ Ｒ－２９ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗玉 － － － － －
図３９－１９ ４１ Ｒ－２９ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗玉 － ２５．０ １６．５ － －
図３９－２０ ４１ Ｒ－２９ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗玉 － － － － －
図３９－２１ ４０ Ｒ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－３ 緑泥石岩 １９．０ １４．１ １２．８ ３．７６
図３９－２２ ４０ Ｒ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １１．０ １０．２ ８．０ １．２５
図３９－２３ ４０ Ｒ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １０．０ ９．０ ６．６ ０．７６
図３９－２４ ４０ Ｒ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ Ｂ－１ 緑泥石岩 ８．５ ６．６ ４．９ ０．３７
図３９－２５ ４０ Ｒ－２９ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 obs ２．５２ １．４０ ０．３６ ０．９５
図３９－２６ ４０ Ｒ－２９ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図３９－２７ ４０ Ｒ－２９ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図３９－２８ ４０ Ｒ－２９ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

Ｐ４０３ 図４０－１ ４２ Ｓ－２８ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗製品 － ３４．０ ２９．０ － －
図４０－２ ４２ Ｓ－２８ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗製品 － ６６．５ ２９．５ － － 漆製品？
図４０－３ ４２ Ｓ－２８ 坑底部 ２ 骨角器 １ 銛頭 － １．１ ０．６５ ０．４５ ０．２７
図４０－４ ４２ Ｓ－２８ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 obs １．８０ １．５５ ０．３４ ０．７３
図４０－５ ４２ Ｓ－２８ 覆土 ３ 剥片 １ スクレイパー 珪岩 ４．６１ ３．３８ １．０１ １７．２６
図４０－６ ４２ Ｓ－２８ 覆土 ３ 剥片 １ スクレイパー 珪岩 ６．００ ３．４０ １．２０ ２８．２８
図４０－７ ４２ Ｓ－２８ 覆土 ３ 礫石器 １ 砥石 砂岩 ７．１０ ７．００ ９．００ ５５
図４０－８ ４２ Ｓ－２８ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図４０－９ ４２ Ｓ－２８ 覆土 ５ Ⅳｃ ２ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

表Ⅳ－１ 土坑掲載遺物一覧�
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※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他
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遺構 図番号
図
版
番
号

接合遺構．
グリッド

層位
※
分
類
Ⅰ

分類Ⅱ 点
数

（土器）／器種（部位） 土器形式 口径
（�）

器高
（�）

底径
（�） －

備考
（玉類）／器種 石材 長径

（�）
短径
（�）

厚さ
（�）

重さ
（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（土製品）／名称 －

（骨角器）／種名 部位 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

Ｐ４０３ 図４０－１０ ４２ Ｓ－２８ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図４０－１１ ４２ Ｓ－２８ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

Ｐ４０４ 図４２－１ ４４ Ｐ－３４ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗櫛 － ５７．０ ９３．５ １４．０ １０．７６
図４２－２ ４４ Ｐ－３４ 覆土中 １ 漆 １ 環状漆塗製品 － － － － －
図４２－３ ４３ Ｐ－３４ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎Ｒ３～５ １．５０ １．８０ ０．４２ ０．１４
図４２－４ ４３ Ｐ－３４ 坑底部 ４ 玉類 １ Ｄ－３ 緑泥石岩 ５３．５ ３３．０ ６．０ ８．９０
図４２－５ ４３ Ｐ－３４ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－２ 緑泥石岩 ３１．０ ２０．０ １３．０ １０．４２
図４２－６ ４３ Ｐ－３４ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－２ｂ 緑泥石岩 ３４．０ １９．５ １０．５ ６．６６
図４２－７ ４３ Ｐ－３４ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．２ １０．１ ９．９ １．６３
図４２－８ ４３ Ｐ－３４ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．６ １０．０ ９．２ １．５０
図４２－９ ４４ Ｐ－３４ 覆土 ３ 礫石器 １ 石斧 泥岩 ９．８ ３．９ １．７５１０５．１５
図４２－１０ ４４ Ｐ－３４ 覆土 ３ 礫石器 １ 石斧 泥岩 ６．３５ ３．４ １．３５ ３８．５６
図４２－１１ ４３ Ｐ－３４ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 注口（胴） 堂林式相当 － － － －

Ｐ４０５ 図４２－１ ４４ Ｐ－３５ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林式相当 － － － －
図４２－２ ４４ Ｐ－３５ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林式相当 － － － －

Ｐ４０６ 図４４－１ ４６ Ｐ－３５ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 obs （３．１） １．４ ０．４５ １．２３
図４４－２ ４６ Ｐ－３５ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 obs ３．２（１．７５） ０．４５ １．３５
図４４－３ ４６ Ｐ－３５ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 obs ３．４５（１．５） ０．３５ １．０４
図４４－４ ４６ Ｐ－３５ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 obs ３．４５（１．３） ０．３５ ０．９９
図４４－５ ４６ Ｐ－３５ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 obs ３．６ １．５ ０．４ １．６１
図４４－６ ４６ Ｐ－３５ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 obs ３．９ １．８ ０．４５ １．５７
図４４－７ ４６ Ｐ－３５ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 obs （３．６５） １．８ ０．５ １．９５
図４４－８ ４６ Ｐ－３５ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 obs （２．０） １．３ ０．３ ０．７０
図４４－９ ４６ Ｐ－３５ 覆土 ３ 剥片 １ 石錐 頁岩 ４．５５ ２．５０．５／０．２ ２．３１
図４４－１０ ４６ Ｐ－３５ 覆土 ３ 剥片 １ スクレイパー obs ４．１ ２．４ ０．９ ８．３９
図４４－１１ ４６ Ｐ－３５ 覆土 ３ 剥片 １ つまみ付きナイフ obs ４．８ ３．１ ０．６ ６．４５
図４４－１２ ４６ Ｐ－３５ 覆土 ３ 剥片 １ スクレイパー obs （４．３）（２．２）（０．７） ７．７４
図４４－１３ ４６ Ｐ－３５ 覆土 ３ 剥片 １ つまみ付きナイフ 頁岩 ７．４ ４．６ １．５ ３９．２１
図４４－１４ ４６ Ｐ－３５ 覆土 ３ 剥片 １ スクレイパー obs ７．４ ４．１５ １．５ ２７．３５
図４４－１５ ４６ Ｐ－３５ 覆土 ３ 剥片 １ スクレイパー obs ５．８ ２．９ １．０ １５．１３
図４４－１６ ４６ Ｐ－３５ 覆土 ３ 剥片 １ スクレイパー obs ４．５ ３．６ １．０ １３．２８
図４４－１７ ４６ Ｐ－３５ 覆土 ３ 剥片 １ スクレイパー obs ３．０ ４．６ ０．９ ９．５１
図４４－１８ ４６ Ｐ－３５ 覆土 ３ 剥片 １ スクレイパー obs ２．５ ４．２ ０．８ ７．６７
図４４－１９ ４６ Ｐ－３５ 覆土 ３ 剥片 １ スクレイパー obs ３．０ ４．７ ０．９ ９．１４
図４４－２０ ４６ Ｐ－３５ 覆土 ３ 剥片 １ つまみ付きナイフ obs ４．２５ ３．６ １．０５ ８．２１
図４４－２１ ４６ Ｐ－３５ 覆土 ３ 剥片 １ フレイク obs ４．６０ ２．８０ ０．９０ ８．０６
図４４－２２ ４６ Ｐ－３５ 覆土 ３ 剥片 １ フレイク obs ５．４０ ２．４０ ０．７０ ７．１３
図４４－２３ ４６ Ｐ－３５ 覆土 ３ 剥片 １ フレイク obs ５．４５ ２．９０ ０．９０ １０．０９

図４４－２４ ４６ Ｐ－３５ 覆土 ３ 剥片 １ フレイク
（スクレイパー） obs ４．４０ ２．７５ １．００ ８．２８アスファルトより外れたもの

図４４－２５ ４６ Ｐ－３５ 覆土 ３ 剥片 １ フレイク obs ３．４５ ３．３０ ０．９０ ７．８０
図４４－２６ ４６ Ｐ－３５ 覆土 ３ 剥片 １ フレイク obs ３．３５ ４．６５ ０．８５ １０．５５
図４４－２７ ４６ Ｐ－３５ 覆土 ３ 剥片 １ フレイク obs ４．００ ４．４０ ０．９５ １４．７０
図４５－２８ ４６ Ｐ－３５ 覆土 ３ 剥片 １ フレイク 頁岩 ４．８０ ３．６５ １．１０ １４．２２
図４５－２９ ４６ Ｐ－３５ 覆土 ３ 剥片 １ フレイク obs ５．１５ ３．３０ １．２０ １６．６５
図４５－３０ ４６ Ｐ－３５ 覆土 ３ 剥片 １ フレイク obs ４．２０ ４．７０ １．００ ２０．９８

図４５－３１ ４６ Ｐ－３５ 覆土 ３ 剥片 １ フレイク
（スクレイパー） obs ４．１０ ６．０５ １．１０ １６．６５

図４５－３２ ４６ Ｐ－３５ 覆土 ３ 剥片 １ フレイク obs ４．５０ ４．９５ １．００ １８．４０
図４５－３３ ４５ Ｐ－３５ 覆土 ３ 礫石器 １ 石斧 泥岩 ９．０ ４．１ １．４５ ６５．９５
図４５－３４ ４５ Ｐ－３５ 覆土 ３ 礫石器 １ 石斧 泥岩 １０．２３ ４．２５ １．６５ ９１．６２
図４５－３５ ４５ Ｐ－３５ 覆土 ７ その他 － アスファルト － － － －１０２．５２５点接合
図４５－３６ ４６ Ｐ－３５ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林式相当 － － － －

Ｐ４０７ 図４６－１ ４７ Ｑ－３５ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林式相当 － － － －
Ｐ４０８ 図４６－１ ４７ Ｒ－３７ 覆土 ３ 剥片 １ つまみ付きナイフ 頁岩 ６．８３ １．９０ ０．９５ １０．７８
Ｐ４０９

図４６－１ ４７ Ｓ－３７ 覆土
（点取り） ５ Ⅴｂ １４ 浅鉢 晩期中葉 ２３．０ １０．０ １２．０ － 底部拓本

図４６－２ ４７ Ｓ－３７ 覆土 ５ Ⅴｂ １ 浅鉢（口） 晩期中葉 － － － －
図４６－３ ４７ Ｓ－３７ 覆土 ５ Ⅴｂ １ 鉢（口） 晩期中葉 － － － －
図４６－４ ４７ Ｓ－３７ 覆土 ５ Ⅴｂ １ 鉢（口） 晩期中葉 － － － －

表Ⅳ－１ 土坑掲載遺物一覧�

※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他

Ⅳ 遺構と遺物
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遺構 図番号
図
版
番
号

接合遺構．
グリッド

層位
※
分
類
Ⅰ

分類Ⅱ 点
数

（土器）／器種（部位） 土器形式 口径
（�）

器高
（�）

底径
（�） －

備考
（玉類）／器種 石材 長径

（�）
短径
（�）

厚さ
（�）

重さ
（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（土製品）／名称 －

（骨角器）／種名 部位 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

Ｐ４１０ 図４７－１ ４６ Ｏ－３２ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 obs ４．４０ １．７０ ０．５６ ２．３６
図４７－２ ４６ Ｏ－３２ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図４７－３ ４６ Ｏ－３２ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図４７－４ ４６ Ｏ－３２ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図４７－５ ４６ Ｏ－３２ 覆土 ５ Ⅳｃ １ ツボ・注口（頚部）

堂林～三ツ谷式相当
－ － － －

同一個体
図４７－６ ４６ Ｏ－３２ 覆土上面 ５ Ⅳｃ １ ツボ・注口（胴） － － － －

Ｐ４１１ 図４８－１ ５０ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １０．５ ９．６ ６．６ １．１２
図４８－２ ５０ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ８．９ ８．８ ４．９ ０．５９
図４８－３ ５０ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉類 １ Ｄ－３ 緑泥石岩 ５２．０ ３１．５ ４．０ ６．９８
図４８－４ ５０ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉類 １ Ｄ－３ 緑泥石岩 ４０．０ ２７．５ ６．０ ５．０１
図４８－５ ５０ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ｂ－３ 緑泥石岩 ３２．３ １８．３ ５３．６ ５２．２９
図４８－６ ５０ Ｏ－３１ 覆土 ３ 剥片石器 １ 石鏃 obs ２．９５ １．５４ ０．３１ ０．９７

図４８－７ ４９ Ｏ－３１
覆土

（点取り） ５ Ⅳｃ
１１

ツボ 三ツ谷式相当 ７．２ － － －
検出面 ５

図４８－８ ４９ Ｏ－３１ （点取り） ５ Ⅳｃ １０ ツボ 三ツ谷式相当 ６．５ １７．７ ５．２ － 内面ベンガラ付着

図４８－９ ５０ Ｏ－３１
覆土

（点取り） ５ Ⅳｃ
３７

ツボ 三ツ谷式相当 ２．５ １３．３ ４．０ － 保留
覆土 ５

図４８－１０ ５０ Ｏ－３１ 覆土
（点取り） ５ Ⅳｃ ２３ ツボ 三ツ谷式相当 － １０．３ － － ベンガラ付着

図４８－１１ ５０ Ｏ－３１ （点取り） ５ Ⅳｃ １８ ツボ 三ツ谷式相当 － （６．１） ２．８ － ベンガラ付着

図４８－１２ ５０ Ｏ－３１
（点取り）

５ Ⅳｃ
５

ツボ 三ツ谷式相当 ４．８ － － －
覆土 １

図４８－１３ ５０ Ｏ－３１ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図４８－１４ ５０ Ｏ－３１ 壙底面 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図４８－１５ ５０ Ｏ－３１ ５ Ⅳｃ ３ 鉢（口） 三ツ谷式相当 － － － － ベンガラ付着
図５０－１６ － Ｏ－３１ 覆土 ３ 礫石器 １ 礫 安山岩 １１．８ ５．２ ３．８ ３７７．５
図５０－１７ － Ｏ－３１ 覆土 ３ 礫石器 １ 礫 安山岩 １４．２ ７．８ ４．５ ６５２．７
図５０－１８ － Ｏ－３１ 覆土 ３ 礫石器 １ 礫 安山岩 １９．０ ８．５ ７．９１６０２．３
図５０－１９ － Ｏ－３１ 覆土 ３ 礫石器 １ 礫 安山岩 １６．４ ４．８ ４．６ ４６９．０
図５０－２０ － Ｏ－３１ 覆土 ３ 礫石器 １ 礫 安山岩 １７．０ ７．３ ４．５ ７３２．２石皿？
図５０－２１ － Ｏ－３１ 覆土 ３ 礫石器 １ 礫 安山岩 １６．２ ６．７ ４．９ ９１２．２すり石？
図５０－２２ － Ｏ－３１ 覆土 ３ 礫石器 １ 礫 安山岩 １４．７ ６．２ ４．９ ６４０．４
図５０－２３ － Ｏ－３１ 覆土 ３ 礫石器 １ 礫 安山岩 １６．８ ９．０ ６．５１２８４．７
図５０－２４ － Ｏ－３１ 覆土 ３ 礫石器 １ 礫 安山岩 １４．８ ８．０ ５．５ ９２５．３
図５０－２５ － Ｏ－３１ 覆土 ３ 礫石器 １ 礫 安山岩 １８．０ ９．５ ３．８ ９１１．８
図５０－２６ － Ｏ－３１ 覆土 ３ 礫石器 １ 礫 安山岩 １２．９ ６．８ ６．５ ７８３．２
図５０－２７ － Ｏ－３１ 覆土 ３ 礫石器 １ 礫 安山岩 １３．９ １０．０ ６．５１２７９．７
図５０－２８ － Ｏ－３１ 覆土 ３ 礫石器 １ 礫 安山岩 （８．０）（６．０）（２．５）１５３．０
図５０－２９ － Ｏ－３１ 覆土 ３ 礫石器 １ 礫 安山岩 １１．８ ９．０ ８．２１１００．９
図５０－３０ － Ｏ－３１ 覆土 ３ 礫石器 １ 礫 安山岩 １２．０ ８．０ ７．５１０５２．６
図５０－３１ － Ｏ－３１ 覆土 ３ 礫石器 １ 礫 安山岩 １０．２ ６．４ ４．８ ３９８．４
図５０－３２ － Ｏ－３１ 覆土 ３ 礫石器 １ 礫 安山岩 １２．５ ６．５ ５．３ ７０５．０
図５０－３３ － Ｏ－３１ 覆土 ３ 礫石器 １ 礫 安山岩 １４．６ ７．８ ４．１ ７７４．７
図５０－３４ － Ｏ－３１ 覆土 ３ 礫石器 １ 礫 安山岩 １１．８ １０．２ ５．２ ７９９．０
図５０－３５ － Ｏ－３１ 覆土 ３ 礫石器 １ 礫 安山岩 １３．１ ６．６ ４．９ ５６７．７
図５０－３６ － Ｏ－３１ 覆土 ３ 礫石器 １ 礫 安山岩 １２．１ ９．５ ８．２１３７５．８
図５０－３７ － Ｏ－３１ 覆土 ３ 礫石器 １ 礫 安山岩 １２．８ ７．１ ４．５ ５６９．２
図５０－３８ － Ｏ－３１ 覆土 ３ 礫石器 １ 礫 安山岩 １４．９ ７．８ ５．９ ９１３．２
図５０－３９ － Ｏ－３１ 覆土 ３ 礫石器 １ 礫 安山岩 １５．３ ９．８ ９．８２１９０．０石皿？
図５０－４０ － Ｏ－３１ 覆土 ３ 礫石器 １ 礫 安山岩 １１．６ ８．６ ６．４ ７６３．１

Ｐ４１２ 図５３－１ ５２ Ｏ－３１ 坑底部 １ 漆 １ 髪針？ － ５９．０ ６．５ － －
図５３－２ ５２ Ｏ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎Ｌ１or２ １．９０ １．５０ ０．３３ ０．１８
図５３－３ ５２ Ｏ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎Ｌ １．７０ １．３５ ０．２２ ０．１１

図５３－４ ５２ Ｏ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ （オオメジロザメ） 上顎Ｌ １．６０ １．６０ ０．３０ ０．０８
個体差の可能性もあるが、
歯根の風化の状況からオオ
メジロザメの可能性がある

図５３－５ ５２ Ｏ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎Ｌ １．４０ １．３０ ０．２５ ０．０６
図５３－６ ５２ Ｏ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 １．１５ ０．８５ ０．２８ ０．０５
図５３－７ ５２ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ タルク化蛇紋岩 １５．２ １４．７ ９．８ ３．０２
図５３－８ ５２ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ タルク化蛇紋岩 １２．６ １２．６ １１．７ １．９８

表Ⅳ－１ 土坑掲載遺物一覧�

※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他
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遺構 図番号
図
版
番
号

接合遺構．
グリッド

層位
※
分
類
Ⅰ

分類Ⅱ 点
数

（土器）／器種（部位） 土器形式 口径
（�）

器高
（�）

底径
（�） －

備考
（玉類）／器種 石材 長径

（�）
短径
（�）

厚さ
（�）

重さ
（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（土製品）／名称 －

（骨角器）／種名 部位 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

Ｐ４１２ 図５３－９ ５２ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ タルク化蛇紋岩 １３．２ １２．９ ９．５ ２．２４
図５３－１０ ５２ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－２ タルク化蛇紋岩 １６．０ １１．８ ５．０ １．２５
図５３－１１ ５２ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ タルク化蛇紋岩 １０．８ １０．６ ７．４ １．０８
図５３－１２ ５２ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ｂ－１ 緑泥石岩 １０．４ ８．３ ５．４ ０．７８
図５３－１３ ５２ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ｂ－２ タルク化蛇紋岩 １１．９ ９．９ １５．０ ２．７８
図５３－１４ ５２ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ タルク化蛇紋岩 １４．４ １３．４ １０．３ ２．３２
図５３－１５ ５２ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １１．７ １０．９ ９．８ １．７７
図５３－１６ ５２ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ｂ－２ タルク化蛇紋岩 １３．２ １０．９ １６．４ ２．８８
図５３－１７ ５２ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ タルク化蛇紋岩 １４．０ １３．０ ８．７ ２．０５
図５３－１８ ５２ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ タルク化蛇紋岩 １１．６ １１．５ ９．５ １．３０
図５３－１９ ５２ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ タルク化蛇紋岩 １１．４ １１．０ ９．２ １．５２
図５３－２０ ５２ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １１．３ １１．０ ８．６ １．７０
図５３－２１ ５２ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ｂ－３ タルク化蛇紋岩 １７．７ １３．２ ２７．１ ９．６４
図５３－２２ ５２ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ タルク化蛇紋岩 １３．４ １３．１ １１．２ ２．０８
図５３－２３ ５２ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １３．１ １３．０ ８．７ １．８１
図５３－２４ ５２ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １３．９ １３．７ ７．６ ２．１０
図５３－２５ ５２ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ タルク化蛇紋岩 １２．８ １２．３ ８．６ １．３５
図５３－２６ ５２ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １２．２ １１．８ １０．１ ２．２２
図５３－２７ ５２ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １１．４ １１．１ ８．７ １．５５
図５３－２８ ５２ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ タルク化蛇紋岩 １４．３ １４．２ ９．２ ２．５０
図５３－２９ ５２ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ タルク化蛇紋岩 １３．８ １２．９ ６．１ １．６９
図５３－３０ ５２ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．０ ９．０ ７．５ ０．８９
図５３－３１ ５２ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ｂ－２ タルク化蛇紋岩 １０．２ ８．０ １４．８ １．５３
図５３－３２ ５２ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ タルク化蛇紋岩 １３．２ １２．４ ７．７ １．４３
図５３－３３ ５２ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ タルク化蛇紋岩 １３．２ １２．５ ７．４ １．５７
図５３－３４ ５２ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ タルク化蛇紋岩 １１．１ １０．８ ７．７ １．３３
図５３－３５ ５２ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ タルク化蛇紋岩 １３．４ １３．２ １０．２ ２．１２
図５３－３６ ５２ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １２．６ １２．１ ７．９ １．５０
図５３－３７ ５２ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ タルク化蛇紋岩 １１．６ １１．１ ５．７ ０．９１
図５３－３８ ５２ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ タルク化蛇紋岩 １２．１ １１．８ ８．０ １．２７
図５３－３９ ５２ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ｂ－２ 緑泥石岩 １６．６ １０．６ １８．７ ４．９４
図５３－４０ ５２ Ｏ－３１ 覆土上面 ３ 礫石器 １ 石斧 泥岩 １５．９ ５．０ ３．０ ３４９．７壙底面にベンガラ
図５３－４１ ５２ Ｏ－３１ 覆土 ３ 礫石器 １ 石斧 泥岩 １２．５ ４．９ ２．３ ２２２．７
図５３－４２ ５２ Ｏ－３１ 覆土 ３ 礫石器 １ 石斧 泥岩 １３．７ ５．０ ２．０ ２０７．７
図５３－４３ ５３ Ｏ－３１ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

図５３－４４ ５３
Ｏ－３１ 覆土

５ Ⅳｃ
１

ツボ・注口（胴） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
Ｐ４１１ － １

Ｐ４１３ 図４７－１ ５３ Ｏ－３２ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林式相当 － － － －
図４７－２ ５３ Ｏ－３２ 覆土 ５ Ⅳｃ １ ツボ・注口（頚） 堂林～三ツ谷式相当 － － － － ベンガラ付着

Ｐ４１４ 図４７－１ ５５ Ｐ－２７ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 obs ２．１５ １．３９ ０．３１ ０．５７３点中１点
図４７－２ ５５ Ｐ－２７ 覆土 ５ Ⅳｃ～Ⅴａ １ 鉢（口） 御殿山～大洞式相当 － － － －

図４７－３ ５５
Ｐ－２７ 覆土 ５

Ⅳｃ
１

深鉢（口） 大洞Ｂ式相当 － － － －
Ｐ－２６ ＭＣ層 ５ １

図４７－４ ５５ Ｐ－２７ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 御殿山式相当 － － － －
図４７－５ ５５ Ｐ－２７ 覆土 ５ Ⅴａ １ 片口（口） 大洞Ｂ式相当 － － － －
図４７－６ ５５ Ｐ－２７ 覆土 ５ Ⅴａ ３ 浅鉢（口～底） 大洞Ｂ式相当 － － － －
図４７－７ ５５ Ｐ－２７ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 鉢（底） 堂林～御殿山式相当 － － ２．８ －

Ｐ４１５ 図５４－１ ５５ Ｐ－２６ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～御殿山式相当 － － － －
図５４－２ ５５ Ｐ－２６ 覆土 ５ Ⅳｃ １ ツボ・注口（口） 堂林～御殿山式相当 － － － － 貫通孔
図５４－３ ５５ Ｐ－２６ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（胴） 堂林～御殿山式相当 － － － －

Ｐ４１６ 図５５－１ ５５ Ｏ－２６ 覆土 ６ 土製品 １ 環状土製品 （スリット有） （２．２）（３．２） １．７ ６．４４ベンガラ付着
図５５－２ ５５ Ｏ－２６ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 鉢（口） 堂林～御殿山式相当 － － － －
図５５－３ ５５ Ｏ－２６ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 鉢（口） 堂林～御殿山式相当 － － － －

図５５－４ ５５ Ｏ－２６
覆土

５ Ⅳｃ
９

深鉢（口） 堂林～御殿山式相当 － － － －
Ⅰ・ⅡＢ層 ４

図５５－５ ５５ Ｏ－２６ 覆土 ５ Ⅳｃ ２ 深鉢（口） 堂林～御殿山式相当 － － － －
図５５－６ ５５ Ｏ－２６ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～御殿山式相当 － － － －
図５５－７ ５５ Ｏ－２６ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～御殿山式相当 － － － －

表Ⅳ－１ 土坑掲載遺物一覧�

※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他

Ⅳ 遺構と遺物

―１２９―



遺構 図番号
図
版
番
号

接合遺構．
グリッド

層位
※
分
類
Ⅰ

分類Ⅱ 点
数

（土器）／器種（部位） 土器形式 口径
（�）

器高
（�）

底径
（�） －

備考
（玉類）／器種 石材 長径

（�）
短径
（�）

厚さ
（�）

重さ
（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（土製品）／名称 －

（骨角器）／種名 部位 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

Ｐ４１６ 図５５－８ ５５ Ｐ－２２ ＭＣ層 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口）

三ツ谷式相当

－ － － －

１１．１２と同一個体

図５５－９ ５５ Ｐ－２２ Ⅰ層 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（胴） － － － －

図５５－１０ ５５
Ｏ－２６

覆土

５ Ⅳｃ

４

深鉢（胴） － － － －Ⅰ・ⅡＢ・
ＭＣ層 ４

Ｐ－２５ Ⅰ層 １

図５５－１１ ５５

Ｈ２０ 覆土９

５ Ⅳｃ

２

深鉢（胴） 三ツ谷式相当 － － － －８．９．１０と同一個体
Ｎ－２５ ＭＣ層 １
Ｏ－２５ ＭＣ層 １
Ｐ－２４ ＭＣ層 １

図５５－１２ ５５ Ｏ－２６
覆土

５ Ⅳｃ
４

片口（胴） 御殿山式相当 － － － －
ⅡＢ層 ２

図５５－１３ ５５ Ｏ－２６ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（底） 堂林～御殿山式相当 － － ５．４ －
Ｐ４１７ 図５４－１ ５５ Ｏ－２６ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 obs １．６７ １．４０ ０．３１ ０．４９

図５４－２ ５５ Ｏ－２６ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
Ｐ４１８ 図５４－１ ５７ Ｐ－２７ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～御殿山式相当 － － － －

図５４－２ ５７ Ｐ－２７ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～御殿山式相当 － － － －
Ｐ４１９

図５６－１ ５７ Ｎ－２７ 覆土
（点取り） ５ Ⅵ ４４ 深鉢 後北Ｃ２Ｄ ２０．６ １９．７ ８．０ －

図５６－２
５７

Ｎ－２７
覆土

５ Ⅵ
２

注口
後北Ｃ２Ｄ

－ － － －
同一個体

ⅡＢ １

図５６－３ Ｎ－２７
覆土

５ Ⅵ
３

注口胴部 － － － －
（点取り） １

Ｐ４２１ 図５７－１ ５７ Ｐ－２７ 覆土 ５ Ⅳｃ～Ⅴａ ２ 深鉢（口） 御殿山～大洞式相当 － － － －
図５７－２ ５７ Ｐ－２７ 覆土 ５ Ⅳｃ～Ⅴａ ２ 深鉢（口） 御殿山～大洞式相当 － － － －

Ｐ４２２ 図５７－１ ５８ Ｐ－２７ 覆土 ３ 剥片 １ 楔形石器 obs ２．５０ ２．３０ ０．７７ ４．２７２点中１点
図５７－２ ５８ Ｐ－２７ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～大洞式相当 － － － －

図５７－３ ５８ Ｐ－２７
覆土

５ Ⅳｃ
１

深鉢（口） 堂林式相当 － － － －
ＭＣ層 １

図５７－４ ５８ Ｐ－２７ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林式相当 － － － －
図５７－５ ５８ Ｐ－２７ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 御殿山式相当 － － － －
図５７－６ ５８ Ｐ－２７ 覆土 ５ Ⅴａ １ 深鉢（口） 大洞Ｂ式相当 － － － －
図５７－７ ５８ Ｐ－２７ 覆土 ５ Ⅳｃ ２ 深鉢（口） 堂林～大洞式相当 － － － －
図５７－８ ５８ Ｐ－２７ 覆土 ５ Ⅴａ ２ 鉢（口） 大洞Ｂ式相当 － － － －
図５７－９ ５８ Ｐ－２７ 覆土 ５ Ⅴａ ２ 鉢（口） 大洞Ｂ式相当 － － － －
図５７－１０ ５８ Ｐ－２７ 覆土 ５ Ⅴａ １ 鉢（口） 大洞Ｂ式相当 － － － －
図５７－１１ ５８ Ｐ－２７ 覆土 ５ Ⅴａ ２ 鉢（口） 大洞Ｂ式相当 － － － －
図５７－１２ ５８ Ｐ－２７ 覆土 ５ Ⅴａ １ ツボ・注口（頚） 大洞Ｂ式相当 － － － －
図５７－１３ ５８ Ｐ－２７ 覆土 ５ Ⅳｃ １ ツボ・注口（胴） 堂林～御殿山式相当 － － － －

Ｐ４２３ 図５８－１ ５８ Ｐ－２７ 覆土 ５ Ⅲ ５ 深鉢（胴） 萩ヶ岡２式相当 － － － －
Ｐ４２５ 図５８－１ ５９ Ｏ－２６ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 三ツ谷～大洞Ｂ式相当 － － － －
Ｐ４２６

図５９－１ ５９ Ｐ－２６
覆土

５ Ⅳｃ
１

深鉢（口） 御殿山～大洞式相当 － － － －
ＭＣ層 １

図５９－２ ５９ Ｐ－２６
覆土

５ Ⅳｃ
１

深鉢（口） 御殿山～大洞式相当 － － － －
Ⅰ層 １

図５９－３ ５９
Ｐ－２６ 覆土

５ Ⅴｂ
２

深鉢（口） 大洞Ｂ式相当 － － － －
Ｐ４１７ 覆土 １

Ｐ４２７
図５９－１ ５９ Ｌ－２７ 覆土

（点取り） ５ Ⅵ ３ 深鉢（口） 赤穴式相当 － － － －

図５９－２ ５９ Ｌ－２７ 覆土 ５ Ⅵ ３ 深鉢（胴） 後北Ｃ２Ｄ － － － －
Ｐ４２８ 図６０－１ ６１ Ｍ－３２ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 obs ２．４０ １．１０ ０．３０ ０．５６

図６０－２ ６０
Ｍ－３２

覆土

５ Ⅳｃ

８

鉢 御殿山～大洞Ｂ式相当 １３．２ １０．４ ５．４ －
Ⅱ層 ４

Ｐ４８６ 覆土 ７
Ｍ－３２ 覆土上 ２

図６０－３ ６１ Ｍ－３２ 覆土 ５ Ⅴａ １ 鉢（口） 大洞Ｂ式相当 － － － －
図６０－４ ６１ Ｍ－３２ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図６０－５ ６１ Ｍ－３２ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図６０－６ ６１ Ｍ－３２ 覆土 ５ Ⅴａ ４ ツボ・注口（口） 大洞Ｂ式相当 － － － －
図６０－７ ６１ Ｍ－３２ 覆土 ５ Ⅴａ ４ ツボ・注口（口）

大洞Ｂ式相当
－ － － －

同一個体図６０－８ ６１ Ｍ－３２ 覆土 ５ Ⅴａ ２ ツボ・注口（頚） － － － －
図６０－９ ６１ Ｍ－３２ 覆土 ５ Ⅴａ ２ ツボ・注口（胴） － － － －

表Ⅳ－１ 土坑掲載遺物一覧�

※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他
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遺構 図番号
図
版
番
号

接合遺構．
グリッド

層位
※
分
類
Ⅰ

分類Ⅱ 点
数

（土器）／器種（部位） 土器形式 口径
（�）

器高
（�）

底径
（�） －

備考
（玉類）／器種 石材 長径

（�）
短径
（�）

厚さ
（�）

重さ
（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（土製品）／名称 －

（骨角器）／種名 部位 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

Ｐ４２８
図６０－１０ ６１

Ｍ－３２ 覆土
５ Ⅴａ

２
ツボ・注口（胴） 大洞Ｂ式相当 － － － －

Ｐ４２９ Ｐ４２９ ２
図６０－１１ ６１ Ｍ－３２ 覆土 ５ Ⅴａ ４ ツボ・注口（胴） 大洞Ｂ式相当 － － － －

同一個体
図６０－１２ ６１ Ｍ－３２ 覆土 ５ Ⅴａ ５ ツボ・注口（胴） － － － －

Ｐ４２９ 図５９－１ ６１ Ｍ－３２ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図５９－２ ６１ Ｍ－３２ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図５９－３ ６１ Ｍ－３２ 覆土 ５ Ⅳｃ １ ツボ・注口（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

Ｐ４３１ 図６２－１ ６２ Ｍ－３０ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 １．７５ １．１５ ０．４５ ０．１１
図６２－２ ６２ Ｍ－３０ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 １．３０ ０．９５ ０．３５ ０．０７
図６２－３ ６２ Ｍ－３０ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 １．３０ ０．８５ ０．４０ ０．０７
図６２－４ ６３ Ｍ－３０ 覆土 ３ 礫石器 １ 砥石 砂岩 １０．１０ １０．６０ ２．６５ ２９５
図６２－５ ６３ Ｍ－３０ ５ Ⅳｃ ３ 注口 御殿山式相当 －（１２．２） １．２ －

図６２－６ ６３
Ｍ－３０

覆土
５ Ⅳｃ

３３
鉢 御殿山式相当 １７．０ １１．４ ８．０ －Ⅱ層 １

Ｍ－３１ Ⅰ層 ２
図６２－７ ６３ Ｍ－３０ 覆土 ５ Ⅳｃ ３７ 鉢 御殿山式相当 １７．０ １１．４ ８．０ －

図６２－８ ６３

Ｍ－３０ 覆土

５ Ⅳｃ

９

深鉢 御殿山式相当 ３５．９ ３７．８ ９．０ －
Ｐ４３２

覆土 ６
覆土上面 １５

Ｍ－３０ Ⅱ・ＭＣ層 ７
Ｍ－３１ Ⅱ・ＭＣ層 １１４
Ｎ－３１ Ⅱ層 １

図６２－９ ６３ Ｍ－３０ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 鉢（口） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －
図６２－１０ ６３ Ｍ－３０ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －
図６２－１１ ６３ Ｍ－３０ ５ Ⅳｃ １ ツボ・注口（口） 御殿山式相当 － － － －
図６２－１２ ６３ Ｍ－３０ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 注口 御殿山式相当 － － － －
図６２－１３ ６３ Ｍ－３０ 覆土 ５ Ⅳｃ ３ ツボ・注口（胴） 御殿山～大洞Ｂ式相当 － － － －

Ｐ４３２ 図６４－１ ６５ Ｍ－３０ 覆土中 ４ 玉 １ Ｃ－３ 蛇紋岩 ４７．５ １７．０ ２２．０ ３２．３３ネズミにかじられている
図６４－２ ６５ Ｍ－３０ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－２ｂ 緑泥石岩 ３２．５ ２０．０ １２．０ １０．６８
図６４－３ ６５ Ｍ－３０ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 １６．３ １５．９ １２．５ ４．４７
図６４－４ ６５ Ｍ－３０ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １１．４ １１．４ ９．５ １．７６
図６４－５ ６５ Ｍ－３０ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．８ ６．６ ４．９ ０．２１
図６４－６ ６５ Ｍ－３０ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ ジャスパー ９．５ ９．４ ６．９ ０．７９
図６４－７ ６５ Ｍ－３０ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．４ ８．４ ７．４ ０．６８
図６４－８ ６５ Ｍ－３０ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－６ 緑泥石岩 １０．６ １０．６ １２．６ ２．１８
図６４－９ ６５ Ｍ－３０ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－６ 緑泥石岩 １４．３ １３．７ １６．２ ４．６８
図６４－１０ ６５ Ｍ－３０ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １４．９ １４．６ １２．９ ３．８８
図６４－１１ ６５ Ｍ－３０ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １２．２ １１．７ ８．５ １．９５
図６４－１２ ６５ Ｍ－３０ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．７ １０．５ ７．５ １．２６
図６４－１３ ６５ Ｍ－３０ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．６ ９．２ ７．３ ０．８３
図６４－１４ ６５ Ｍ－３０ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．７ ７．９ ５．８ ０．５５
図６４－１５ ６５ Ｍ－３０ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．０ ８．４ ５．５ ０．５８
図６４－１６ ６５ Ｍ－３０ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．２ １０．０ ７．７ １．１０
図６４－１７ ６５ Ｍ－３０ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １５．３ １４．５ １１．３ ３．８１
図６４－１８ ６５ Ｍ－３０ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １２．４ １２．１ １１．５ ２．４９
図６４－１９ ６５ Ｍ－３０ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．２ ７．８ ５．９ ０．５１
図６４－２０ ６５ Ｍ－３０ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．２ ９．５ ７．６ １．０１
図６４－２１ ６５ Ｍ－３０ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．６ ８．５ ５．４ ０．３３割れ
図６４－２２ ６５ Ｍ－３０ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．２ ８．９ ４．７ ０．５０
図６４－２３ ６５ Ｍ－３０ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－１ ヒスイ １５．８ ８．０ ５．５ １．１９

図６５－２４ ６４ Ｍ－３０
（一括）

５ Ⅴａ
７６

注口 大洞Ｂ式相当 ９．０ １５．０ ６．０ －
覆土 １４

図６５－２５ ６４
Ｍ－３０

覆土
５ Ⅴａ

２４
ツボ 大洞Ｂ式相当 ８．３ ９．０ ６．０ －Ⅱ層 ２

Ｍ－３１ Ⅰ層 １

図６５－２６ ６４ Ｍ－３０
覆土

５ Ⅴａ
２５

鉢 大洞Ｂ式相当 １６．８ １２．０ ８．０ －
Ⅱ層 ２

図６５－２７ ６４
Ｍ－３０ 覆土

５ Ⅴａ
２２

浅鉢 大洞Ｂ式相当 １２．５ ５．５５ ７．０ －
Ｍ－３１ Ⅰ層 ２

表Ⅳ－１ 土坑掲載遺物一覧�

※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他
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遺構 図番号
図
版
番
号

接合遺構．
グリッド

層位
※
分
類
Ⅰ

分類Ⅱ 点
数

（土器）／器種（部位） 土器形式 口径
（�）

器高
（�）

底径
（�） －

備考
（玉類）／器種 石材 長径

（�）
短径
（�）

厚さ
（�）

重さ
（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（土製品）／名称 －

（骨角器）／種名 部位 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

Ｐ４３２ 図６５－２８ ６４ Ｍ－３０ （一括） ５ Ⅴａ ２５ 片口 大洞Ｂ式相当 ２１．０ ９．０ ８．３ －
図６５－２９ ６５ Ｍ－３０ 覆土 ５ Ⅴａ ２ 深鉢（口） 大洞Ｂ式相当 － － － －
図６５－３０ ６５ Ｍ－３０ 覆土 ５ Ⅴａ １ 深鉢（口） 大洞Ｂ式相当 － － － －
図６５－３１ ６５ Ｍ－３０ 覆土 ５ Ⅴａ ２ 鉢（口） 大洞Ｂ式相当 － － － －
図６５－３２ ６５ Ｍ－３０ 覆土 ５ Ⅴａ １ 深鉢（口） 大洞Ｂ式相当 － － － －

Ｐ４３３ 図６７－１ ６６ Ｎ－３０ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 １．１５ ０．６０ ０．２８ ０．０３
図６７－２ ６６ Ｎ－３０ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 １．３５ ０．７５ ０．３０ ０．０６破片４
図６７－３ ６６ Ｎ－３０ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ － ０．７ ０．４５ ０．１５ ０．０１＋破片２接合
図６７－４ ６６ Ｎ－３０ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－２ｂ 緑泥石岩 ３０．１ ２０．０ １０．４ ６．９０
図６７－５ ６６ Ｎ－３０ 坑底部 ４ 玉 １ Ｂ－２ 赤色変質岩 １５．８ １２．７ ２４．４ ７．４７
図６７－６ ６６ Ｎ－３０ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ コハク ８．２ ７．７ ５．３ ０．１７
図６７－７ ６６ Ｎ－３０ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－１ 緑泥石岩 １３．５ ８．０ ３．２ ０．４３
図６７－８ ６６ Ｎ－３０ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．６ １０．２ ５．６ ０．７６
図６７－９ ６６ Ｎ－３０ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １１．４ １０．５ ８．６ １．３２
図６７－１０ ６６ Ｎ－３０ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １１．３ １０．０ ８．３ １．２７
図６７－１１ ６６ Ｎ－３０ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．７ １０．３ ８．６ １．２３
図６７－１２ ６６ Ｎ－３０ 坑底部 ４ 石製品 １ 石刀 緑色凝灰岩 （２２．３） ３．７ ２．０ －
図６７－１３ ６７ Ｎ－３０ 覆土 ５ Ⅴａ ４９ 注口 大洞Ｂ式相当 － １３．０ － －
図６７－１４ ６７ Ｎ－３０ 覆土 ５ Ⅴａ ６ ミニチュア 大洞Ｂ式相当 － － － －
図６７－１５ ６７ Ｎ－３０ － ５ Ⅴａ ２ ミニチュア 大洞Ｂ式相当 － － － －
図６７－１６ ６７ Ｎ－３０ 覆土 ５ Ⅴａ ３０ ミニチュア 大洞Ｂ式相当 （４．０）（５．６） － －
図６７－１７ ６７ Ｎ－３０ － ５ Ⅴａ １ － 大洞Ｂ式相当 － ３．２ － －
図６７－１８ ６７ Ｎ－３０ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 御殿山～大洞Ｂ式相当 － － － －
図６７－１９ ６７ Ｎ－３０ 覆土 ５ Ⅳｃ １ ツボ・注口（胴） 御殿山～大洞Ｂ式相当 － － － －

Ｐ４３４ 図６８－１ ６８ Ｎ－３０ 坑底部 １ 漆 １ 環状漆塗製品 － － － － －
図６８－２ ６８ Ｎ－３０ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．７ ７．６ ５．８ ０．５６
図６８－３ ６８ Ｎ－３０ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 １０．５ １０．２ ５．８ ０．９３
図６８－４ ６８ Ｎ－３０ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．４ ７．９ ３．３ ０．２８
図６８－５ ６８ Ｎ－３０ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．３ ７．９ ４．４ ０．３０
図６８－６ ６８ Ｎ－３０ 坑底部 ４ 玉 １ Ｂ－１ 緑泥石岩 ９．４ ７．７ ５．４ ０．４５
図６８－７ ６８ Ｎ－３０ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．９ ７．８ ４．４ ０．４１
図６８－８ ６８ Ｎ－３０ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．６ ９．０ ３．３ ０．２５割れ
図６８－９ ６８ Ｎ－３０ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．６ ９．２ ４．８ ０．６２
図６８－１０ ６８ Ｎ－３０ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 obs ３．００ １．２０ ０．５０ １．４２
図６８－１１ ６８ Ｎ－３０ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（胴） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

Ｐ４３５ 図７０－１ ６９ Ｏ－３０ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 １．０５ ０．７０ ０．３０ ０．０４
図７０－２ ６９ Ｏ－３０ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎Ｒ １．１５ ０．９０ ０．２２ ０．０４
図７０－３ ６９ Ｏ－３０ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ 不明 下顎 １．００ ０．６０（０．２０） ０．０３破片資料
図７０－４ ６９ Ｏ－３０ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎Ｒ ０．６５ ０．５０ ０．２０ ０．０１
図７０－５ ６９ Ｏ－３０ 覆土中 ４ 玉 １ Ｃ－１ｂ 緑泥石岩 ２４．５ ８．０ ７．０ １．３７割れ
図７０－６ ６９ Ｏ－３０ 覆土中 ４ 玉 １ Ｂ－２ 緑泥石岩 ２１．３ １７．２ ２２．７ １３．８６
図７０－７ ６９ Ｏ－３０ 覆土中 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １１．５ １１．０ ６．３ １．２１
図７０－８ ６９ Ｏ－３０ 覆土中 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 １０．８ ９．４ ９．７ １．３４
図７０－９ ６９ Ｏ－３０ 覆土中 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １０．９ １０．６ ８．１ １．３６
図７０－１０ ６９ Ｏ－３０ 覆土中 ４ 玉 １ Ｂ－２ 緑泥石岩 １１．３ ８．９ １３．３ １．８７
図７０－１１ ６９ Ｏ－３０ 覆土中 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １４．２ １４．１ ９．１ ２．７５
図７０－１２ ６９ Ｏ－３０ 覆土 ３ 剥片 １ つまみ付きナイフ obs ８．０ ２．２５ １．１５ １６．９４
図７０－１３ ６９ Ｏ－３０ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 御殿山式相当 － － － －
図７０－１４ ６９ Ｏ－３０ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 御殿山式相当 － － － －
図７０－１５ ６９ Ｏ－３０ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（胴） 堂林～御殿山式相当 － － － －
図７０－１６ ６９ Ｏ－３０ 覆土 ５ Ⅳｃ １ ツボ・注口（胴） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －
図７０－１７ ６９ Ｏ－３０ 覆土 ５ Ⅳｃ １ ツボ・注口（底） 三ツ谷～御殿山式相当 － － ３．２ －
図７０－１８ ６９ Ｏ－３０ 覆土 ５ Ⅳｃ ２ ツボ・注口（底） 三ツ谷～御殿山式相当 － － ４．０ －
図６９－１９ － Ｏ－３０ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 破片（３） － － － ＜０．０１未実測
図６９－２０ － Ｏ－３０ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 破片（２） － － － ＜０．０１未実測

Ｐ４３６ 図７１－１ ７０ Ｏ－３０ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗櫛 － ５６．０ ６４．０ １０．０ ７．０９
図７１－２ ７０ Ｏ－３０ 坑底部 １ 漆 １ 環状漆塗製品 － ９１．０ ２５．０ － －
図７１－３ ７０ Ｏ－３０ 坑底部 １ 漆 １ 環状漆塗製品 － － － － －
図７１－４ ６９ Ｏ－３０ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎１or２ １．５０ １．１５ ０．３０ ０．１７１．５～２�の小型の個体

表Ⅳ－１ 土坑掲載遺物一覧�

※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他
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遺構 図番号
図
版
番
号

接合遺構．
グリッド

層位
※
分
類
Ⅰ

分類Ⅱ 点
数

（土器）／器種（部位） 土器形式 口径
（�）

器高
（�）

底径
（�） －

備考
（玉類）／器種 石材 長径

（�）
短径
（�）

厚さ
（�）

重さ
（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（土製品）／名称 －

（骨角器）／種名 部位 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

Ｐ４３６ 図７１－５ ６９ Ｏ－３０ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎の可能性あり ０．６５ ０．４５ ０．１７ ０．０１破片資料
図７１－６ ６９ Ｏ－３０ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ － ０．７０ ０．５５ ０．２０ ０．０２破片資料
図７１－７ ６９ Ｏ－３０ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎の可能性あり ０．６５ ０．２５ ０．２３ ０．０１破片資料
図７１－８ ６９ Ｏ－３０ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ － ０．６５ ０．５０ ０．２７ ０．０１破片資料
図７１－９ ６９ Ｏ－３０ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎の可能性あり ０．７０ ０．６０ ０．２０ ０．０２
図７１－１０ ６９ Ｏ－３０ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎の可能性あり ０．６５ ０．５０ ０．２０ ０．０１
図７１－１１ ６９ Ｏ－３０ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎の可能性あり ０．６０ ０．６０ ０．１８ ０．０３
図７１－１２ ７０ Ｏ－３０ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－２ 緑泥石岩 ３７．０ ２３．５ １２．０ １２．３１
図７１－１３ ７０ Ｏ－３０ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－１ 緑泥石岩 ３０．０ １８．５ ９．０ ５．５６
図７１－１４ ７０ Ｏ－３０ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－２ｂ 緑泥石岩 ２９．０ １８．０ １０．５ ６．８７
図７１－１５ ７０ Ｏ－３０ 覆土 ３ － １ 石斧 泥岩 １７．０ ５．７ ３．０５ ４６５．７赤彩あり
図７１－１６ ６９ Ｏ－３０ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

Ｐ４３７ 図７２－１ ７１ Ｍ－３１ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 obs ３．６０ １．５９ ０．５３ １．６９
図７２－２ ７１ Ｍ－３１ 覆土 ３ 剥片 １ スクレイパー メノウ ６．５０ ４．４０ １．５８ ３７．７４
図７２－３ ７１ Ｍ－３１ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図７２－４ ７１ Ｍ－３１ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（胴） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図７２－５ ７１ Ｍ－３１ 覆土 ５ Ⅳｃ ２ 深鉢（胴） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図７２－６ ７１ Ｍ－３１ 覆土 ５ Ⅳｃ １ ツボ・注口（胴） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

Ｐ４３８ 図７２－１ ７２ Ｎ－３１ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗櫛 － ７３．５ ８９ － －
図７２－２ ７２ Ｎ－３１ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～御殿山式相当 － － － －
図７２－３ ７２ Ｎ－３１ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 鉢（口） 御殿山式相当 － － － －
図７２－４ ７２ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．６ ８．５ ４．７ ０．５２
図７２－５ ７２ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ｂ－１ 緑泥石岩 ９．５ ７．９ ５．０ ０．４８
図７２－６ ７２ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．９ ９．４ ４．９ ０．０９
図７２－７ ７２ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．５ ９．１ ４．３ ０．２０
図７２－８ ７２ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．２ ７．８ ３．９ ０．３４
図７２－９ ７２ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．２ ７．１ ５．８ ０．８０
図７２－１０ ７２ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．５ ９．２ ４．０ ０．７７
図７２－１１ ７２ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．７ ９．７ ３．３ ０．６０
図７２－１２ ７２ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ コハク ９．５ ９．２ ７．７ ０．４５
図７２－１３ ７２ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ コハク ８．５ ８．４ ５．４ ０．７０
図７２－１４ ７２ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－６ 緑泥石岩 １０．３ １０．０ １１．８ ０．６７
図７２－１５ ７２ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．３ ８．１ ７．６ ０．５４
図７２－１６ ７２ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．０ ８．６ ８．０ ０．５２
図７２－１７ ７２ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－３ 緑泥石岩 ８．３ ８．３ ８．５ ０．７３
図７２－１８ ７２ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．２ ９．２ ４．３ ０．５９
図７２－１９ ７２ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．９ ９．７ ４．７ ０．３７
図７２－２０ ７２ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．３ ９．４ ５．２ ０．４３
図７２－２１ ７２ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．１ ８．０ ３．４ ０．５７
図７２－２２ ７２ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．６ ６．３ ３．４ ０．５４
図７２－２３ ７２ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ コハク ６．３ ６．０ ４．８ ０．３５
図７２－２４ ７２ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．２ ６．７ ６．６ ０．２２
図７２－２５ ７２ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－３ 緑泥石岩 ７．９ ７．５ ８．０ １．３３

Ｐ４３９ 図７６－１ ７６ Ｎ－３１ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗櫛 － ５６．０ ８２．０ １０．０ １１．０５
図７６－２ ７６ Ｎ－３１ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗櫛 － ６４．５ ８３．５ － －
図７６－３ ７６ Ｎ－３１ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗櫛 － ５５．０ ６９．５ １６．５ ６．９３
図７６－４ ７６ Ｎ－３１ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗櫛 － ５５．５ ８７．０ １０．０ １１．０７
図７６－５ ７６ Ｎ－３１ 坑底部 １ 漆 １ 環状漆塗製品 － １１２．０ ９４．０ － －
図７６－６ ７７ Ｎ－３１ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗腰飾 － ２４７．０ ４２．０ － －
図７６－７ ７６ Ｎ－３１ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗腰飾 － － － － －
図７７－８ ７７ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．２ ７．７ ５．２ ０．４１
図７７－９ ７７ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．７ ７．５ ４．３ ０．２５
図７７－１０ ７７ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ コハク ７．３ ７．１ ４．６ ０．１５
図７７－１１ ７７ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ コハク ７．４ ６．６ ６．４ ０．２０
図７７－１２ ７７ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．９ ７．３ ５．５ ０．４３
図７７－１３ ７７ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．８ ７．５ ３．４ ０．２８
図７７－１４ ７７ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ コハク ８．４ ７．８ ７．２ ０．２５
図７７－１５ ７７ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ コハク ７．６ ７．４ ６．２ ０．２１
図７７－１６ ７７ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－１ 緑泥石岩 ２０．０ １２．０ ６．７ １．７２

表Ⅳ－１ 土坑掲載遺物一覧�

※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他

Ⅳ 遺構と遺物
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遺構 図番号
図
版
番
号

接合遺構．
グリッド

層位
※
分
類
Ⅰ

分類Ⅱ 点
数

（土器）／器種（部位） 土器形式 口径
（�）

器高
（�）

底径
（�） －

備考
（玉類）／器種 石材 長径

（�）
短径
（�）

厚さ
（�）

重さ
（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（土製品）／名称 －

（骨角器）／種名 部位 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

Ｐ４３９ 図７７－１７ ７７ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．２ ６．９ ４．１ ０．２８
図７７－１８ ７７ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ コハク ７．１ ７．０ ５．７ ０．１５
図７７－１９ ７７ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ コハク ８．２ ７．９ ５．２ ０．１９
図７７－２０ ７７ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－６ 緑泥石岩 １５．９ １３．９ ２７．９ ９．２１
図７７－２１ ７７ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ コハク ８．５ ８．２ ５．５ ０．２５
図７７－２２ ７７ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ コハク ８．８ ８．４ ５．５ ０．２１破片５
図７７－２３ ７７ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－２ｂ 緑泥石岩 ３７．５ ２２．０ ９．５ ８．６６
図７７－２４ ７７ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ コハク ８．４ ７．７ ６．０ ０．２１
図７７－２５ ７７ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ コハク ９．０ ８．４ ５．６ ０．１９割れ
図７７－２６ ７７ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－６ 緑泥石岩 ８．８ ８．８ １０．６ １．１９
図７７－２７ ７７ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．４ ６．８ ３．７ ０．２４
図７７－２８ ７７ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．７ ７．４ ４．０ ０．３６
図７７－２９ ７７ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．１ ９．９ ５．８ ０．８８
図７７－３０ ７７ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．８ ９．８ ６．１ ０．８４
図７７－３１ ７７ Ｎ－３１ 坑底部 ６ 土製品 １ 土玉 － １．２０ １．１８ １．１１ １．３７
図７７－３２ ７７ Ｎ－３１ 坑底部 ６ 土製品 １ 土玉 － １．０８ １．００ ０．９４ ０．９３
図７７－３３ ７７ Ｎ－３１ 坑底部 ６ 土製品 １ 土玉 － １．０８ １．０８ ０．９８ １．１２
図７７－３４ ７７ Ｎ－３１ 坑底部 ６ 土製品 １ 土玉 － １．１０ １．０５ ０．９８ １．１１
図７７－３５ ７７ Ｎ－３１ 坑底部 ６ 土製品 １ 土玉 － １．００ １．０９ １．００ １．０３
図７７－３６ ７７ Ｎ－３１ 坑底部 ６ 土製品 １ 土玉 － ０．９９ ０．９０ ０．８７ ０．７９
図７７－３７ ７７ Ｎ－３１ 坑底部 ６ 土製品 １ 土玉 － １．０４ １．０５ ０．９３ ０．９３
図７７－３８ ７７ Ｎ－３１ 坑底部 ６ 土製品 １ 土玉 － １．１０ １．１０ ０．９８ １．１３
図７７－３９ ７７ Ｎ－３１ 坑底部 ６ 土製品 １ 土玉 － １．２０ １．２０ ０．９８ １．２７
図７７－４０ ７７ Ｎ－３１ 坑底部 ６ 土製品 １ 土玉 － １．１０ １．００ ０．９１ ０．９９
図７７－４１ ７７ Ｎ－３１ 坑底部 ６ 土製品 １ 土玉 － １．０６ １．０９ ０．９３ ０．９３
図７７－４２ ７７ Ｎ－３１ 坑底部 ６ 土製品 １ 土玉 － １．１０ １．００ ０．９５ １．０１
図７７－４３ ７７ Ｎ－３１ 坑底部 ６ 土製品 １ 土玉 － ０．９９ ０．９９ ０．９３ ０．８５
図７７－４４ ７７ Ｎ－３１ 坑底部 ６ 土製品 １ 土玉 － １．１０ １．１０ １．０１ １．１８
図７７－４５ ７７ Ｎ－３１ 坑底部 ６ 土製品 １ 土玉 － １．００ １．００ ０．９８ ０．８８
図７７－４６ ７７ Ｎ－３１ 坑底部 ６ 土製品 １ 土玉 － １．０１ １．００ ０．９９ ０．９８
図７７－４７ ７７ Ｎ－３１ 坑底部 ６ 土製品 １ 土玉 － １．１０ １．０１ ０．９３ ０．９２
図７７－４８ ７７ Ｎ－３１ 坑底部 ６ 土製品 １ 土玉 － １．１０ １．００ ０．８１ ０．８６
図７７－４９ ７７ Ｎ－３１ 坑底部 ６ 土製品 １ 土玉 － １．２０ １．１０ ０．９６ １．０６
図７７－５０ ７７ Ｎ－３１ 坑底部 ６ 土製品 １ 土玉 － １．１０ １．１０ ０．９４ ０．９０
図７７－５１ ７７ Ｎ－３１ 坑底部 ６ 土製品 １ 土玉 － １．１０ １．００ ０．９９ １．０１
図７７－５２ ７７ Ｎ－３１ 坑底部 ６ 土製品 １ 土玉 － １．１５ １．０９ １．０６ １．２１
図７７－５３ ７７ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－２ 緑泥石岩 ３８．１ ２０．０ １０．３ ９．０９
図７７－５４ ７７ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－２ 緑泥石岩 ３２．０ １８．５ １０．０ ６．６３
図７７－５５ ７７ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．６ ５．３ ５．０ ０．１９
図７７－５６ ７７ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ８．６ ８．２ ６．４ ０．５８
図７７－５７ ７７ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ８．６ ８．２ ６．５ ０．５６
図７７－５８ ７７ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ９．０ ８．８ ６．５ ０．７１
図７７－５９ ７７ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 １０．０ ９．５ ８．３ １．０１
図７７－６０ ７７ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ｂ－２ 緑泥石岩 １４．６ １１．７ ２２．１ ４．７７
図７７－６１ ７７ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ９．５ ９．３ ７．５ ０．８３
図７７－６２ ７７ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ８．８ ８．８ ８．７ ０．７９
図７７－６３ ７７ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ９．５ ９．１ ６．９ ０．５５破片２接合 割れ
図７７－６４ ７７ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．２ ９．２ ７．８ ０．７９
図７７－６５ ７７ Ｎ－３１ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 鉢（口） 御殿山式相当 － － － －
図７５－６６ － Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ － コハク － － － ０．０５破片７

Ｐ４４０ 図７７－１ ７８ Ｎ－３１ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 鉢（胴） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －
図７７－２ ７８ Ｎ－３１ 覆土 ５ Ⅴｂ ４ 浅鉢（口） 晩期中葉 － － － －

Ｐ４４１ 図７９－１ ７９ Ｎ－３１ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗櫛 － ５６．０ ７３．０ － －
図７９－２ ７９ Ｎ－３１ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗玉 － － － － －
図７９－３ ７９ Ｎ－３１ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗玉 － － － － －
図７９－４ ７９ Ｎ－３１ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗玉 － － － － －
図７９－５ ７９ Ｎ－３１ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗玉 － － － － －
図７９－６ ７９ Ｎ－３１ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗玉 － － － － －
図７９－７ ７９ Ｎ－３１ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗玉 － － － － －

表Ⅳ－１ 土坑掲載遺物一覧�

※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他
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遺構 図番号
図
版
番
号

接合遺構．
グリッド

層位
※
分
類
Ⅰ

分類Ⅱ 点
数

（土器）／器種（部位） 土器形式 口径
（�）

器高
（�）

底径
（�） －

備考
（玉類）／器種 石材 長径

（�）
短径
（�）

厚さ
（�）

重さ
（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（土製品）／名称 －

（骨角器）／種名 部位 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

Ｐ４４１ 図７９－８ ７９ Ｎ－３１ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗玉 － － － － －
図７９－９ ７９ Ｎ－３１ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗玉 － － － － －
図７９－１０ ７９ Ｎ－３１ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗玉 － － － － －
図７９－１１ ７９ Ｎ－３１ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗玉 － － － － －
図７９－１２ ７９ Ｎ－３１ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗玉 － １６．０ １４．５ － －
図７９－１３ ７９ Ｎ－３１ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗玉 － － － － －
図７９－１４ ７９ Ｎ－３１ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗玉 － － － － －
図７９－１５ ７９ Ｎ－３１ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗玉 － － － － －
図７９－１６ ８０ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．０ ８．２ ５．０ ０．６０
図７９－１７ ８０ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．０ ７．９ ４．９ ０．４８
図７９－１８ ８０ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 凝灰岩？ ８．３ ７．９ ５．２ ０．４９
図７９－１９ ８０ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．９ ７．７ ４．５ ０．４６
図７９－２０ ８０ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 凝灰岩 ７．７ ７．３ ４．４ ０．３１
図７９－２１ ８０ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．１ ７．８ ４．７ ０．４３
図７９－２２ ８０ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．６ ８．４ ５．５ ０．７２
図７９－２３ ８０ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．７ ７．５ ４．１ ０．３４
図７９－２４ ８０ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．４ ７．２ ４．３ ０．３１
図７９－２５ ８０ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．５ １０．０ ６．１ ０．９４
図７９－２６ ８０ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．８ １０．３ ５．８ １．１０
図７９－２７ ８０ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．３ ７．０ ３．９ ０．２９
図７９－２８ ８０ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １０．７ １０．３ ７．１ １．２５
図７９－２９ ８０ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １１．１ １０．５ ６．８ １．４０
図７９－３０ ８０ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．０ ９．８ ６．４ ０．９４
図７９－３１ ８０ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．５ ７．１ ３．９ ０．３３
図７９－３２ ８０ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．６ ９．９ ６．３ １．０８
図７９－３３ ８０ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １０．６ ９．５ ７．３ １．２３
図７９－３４ ８０ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．２ ６．８ ３．３ ０．２２
図７９－３５ ８０ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 凝灰岩？ ８．９ ８．８ ６．６ ０．６７
図７９－３６ ８０ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．３ ８．１ ４．７ ０．５４
図７９－３７ ８０ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １１．７ １０．４ ７．６ １．４５
図７９－３８ ８０ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．１ ７．１ ４．６ ０．３３
図７９－３９ ８０ Ｎ－３１ 覆土 ３ 剥片 １ 石槍 obs ５．１０ ２．００ ０．６１ ４．０１
図７９－４０ ８０ Ｎ－３１ 覆土 ３ 礫石器 １ 石斧 泥岩 （８．１０） ３．８５ １．３０ ５５
図７９－４１ ８０ Ｎ－３１ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図７９－４２ ８０ Ｎ－３１ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図７９－４３ ８０ Ｎ－３１ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図７９－４４ ８０ Ｎ－３１ 覆土 ５ Ⅳｃ １ ミニチュア（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図７９－４５ ８０ Ｎ－３１ 覆土 ５ Ⅳｃ １ ミニチュア（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － － 朱塗
図７９－４６ ８０ Ｎ－３１ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図７９－４７ ８０ Ｎ－３１ 覆土 ５ Ⅳｃ １ ツボ・注口？（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図７９－４８ ８０ Ｎ－３１ 覆土 ５ Ⅳｃ ４ ツボ・注口（口） 堂林～三ツ谷式相当 － ー － － ベンガラ付着

Ｐ４４２ 図８０－１ ８０ Ｎ－３１ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図８０－２ ８０ Ｎ－３１ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 鉢（胴） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図８０－３ ８０ Ｎ－３１ 覆土 ５ Ⅴｂ １ 浅鉢（口） 晩期中葉 － － － －

Ｐ４４３ 図８２－１ ８１ Ｏ－３１ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 obs （２．７） １．４ ０．５ １．３７
図８２－２ ８１ Ｏ－３１ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 obs （２．５）（１．４）（０．３５） ０．９７
図８２－３ ８１ Ｏ－３１ 覆土 ３ 剥片 １ スクレイパー 頁岩 ４．２ ３．５ １．１ １５．９３
図８２－４ ８１ Ｏ－３１ 覆土 ３ 剥片 １ スクレイパー 頁岩 ７．４ ４．２ １．４ ４０．８２
図８２－５ ８２ Ｎ－３１ 覆土 ６ 土製品 １ 環状土製品 － ５．４２ ５．４０ １．４３ ２９．８７ベンガラ
図８２－６ ８１ Ｎ－３１ 覆土 ５ Ⅳｃ ４ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 －
図８２－７ ８１ Ｎ－３１ 覆土 ５ Ⅳｃ ２ ミニチュア（口） 堂林～三ツ谷式相当 －
図８２－８ ８１ Ｎ－３１ 覆土 ５ Ⅳｃ １ ミニチュア（底） 堂林～三ツ谷式相当 ２．０ －
図８２－９ ８１ Ｏ－３１ 覆土 ５ Ⅳｃ １３ 深鉢（口） 三ツ谷式相当 －
図８２－１０ ８２ Ｎ．Ｏ－３１ 覆土 ３ 礫石器 １ 台石 安山岩 ３２．２０ ２０．７０ １０．４０ ９２００

Ｐ４４４ 図８４－１ ８３ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．２ １０．０ ６．４ １．１８
図８４－２ ８３ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １１．６ １０．９ ９．７ １．８８
図８４－３ ８３ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ９．６ ９．２ ６．０ ０．８５

表Ⅳ－１ 土坑掲載遺物一覧�

※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他

Ⅳ 遺構と遺物
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遺構 図番号
図
版
番
号

接合遺構．
グリッド

層位
※
分
類
Ⅰ

分類Ⅱ 点
数

（土器）／器種（部位） 土器形式 口径
（�）

器高
（�）

底径
（�） －

備考
（玉類）／器種 石材 長径

（�）
短径
（�）

厚さ
（�）

重さ
（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（土製品）／名称 －

（骨角器）／種名 部位 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

Ｐ４４４ 図８４－４ ８３ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－６ 緑泥石岩 １１．３ １１．２ １１．６ １．９８
図８４－５ ８３ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．９ １０．１ ７．８ １．３５
図８４－６ ８３ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １１．９ １１．８ ８．３ １．７１
図８４－７ ８３ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ９．９ ９．１ ８．９ １．１４
図８４－８ ８３ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．７ １０．０ ８．７ １．４８
図８４－９ ８３ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－６ 緑泥石岩 １２．１ １１．６ １４．０ ３．０１
図８４－１０ ８３ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．５ ９．２ ４．９ ０．６１
図８４－１１ ８３ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．１ ７．４ ４．８ ０．４６
図８４－１２ ８３ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ９．７ ９．４ ５．９ ０．７７
図８４－１３ ８３ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．８ ７．２ ３．４ ０．２６
図８４－１４ ８３ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．２ ９．５ ８．５ １．２７
図８４－１５ ８３ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ９．５ ９．２ ８．１ ０．９７
図８４－１６ ８３ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ９．８ ９．６ ７．５ １．０４
図８４－１７ ８３ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－２ｂ 緑泥石岩 ３０．０ １５．０ １０．５ ６．８５
図８４－１８ ８３ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ８．５ ７．９ ４．９ ０．４７
図８４－１９ ８３ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ９．８ ９．６ ７．２ ０．８９
図８４－２０ ８３ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．５ ９．５ ５．６ ０．７７
図８４－２１ ８３ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．８ ８．６ ７．１ ０．８８
図８４－２２ ８３ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．８ ８．３ ７．０ ０．６８
図８４－２３ ８３ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．６ １０．１ ５．１ ０．９５
図８４－２４ ８３ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ７．４ ７．０ ４．５ ０．３３
図８４－２５ ８３ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ９．３ ９．１ ４．９ ０．７２
図８４－２６ ８３ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．３ ８．０ ４．３ ０．４５
図８４－２７ ８３ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－１ｂ 緑泥石岩 ２３．０ １７．９ １１．１ ５．３７
図８４－２８ ８３ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １１．６ １１．１ ８．７ １．８７
図８４－２９ ８３ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 １３．１ １３．０ ９．９ ２．８０
図８４－３０ ８３ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．６ ９．４ ７．２ ０．９７
図８４－３１ ８３ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．２ ８．８ ４．７ ０．６４
図８４－３２ ８３ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．０ ９．０ ６．７ ０．８８
図８４－３３ ８３ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．４ ８．９ ５．８ ０．６９
図８４－３４ ８３ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．１ ９．０ ８．７ １．０９
図８４－３５ ８３ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．４ ８．１ ７．３ ０．７３
図８４－３６ ８３ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．１ ８．７ ５．４ ０．６４
図８４－３７ ８３ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．６ ８．５ ４．０ ０．４９
図８４－３８ ８３ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．１ ８．８ ６．３ ０．８２
図８４－３９ ８３ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．０ ７．７ ５．２ ０．４９
図８４－４０ ８３ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．２ ７．９ ６．３ ０．６１
図８４－４１ ８３ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．９ ９．６ ７．１ ０．９７
図８４－４２ ８３ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．９ ８．１ ５．２ ０．５５
図８４－４３ ８３ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．３ ８．９ ６．４ ０．８５
図８４－４４ ８３ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．５ １０．２ ５．０ ０．９１
図８４－４５ ８３ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．３ ９．４ ５．８ ０．９２
図８４－４６ ８３ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．５ ８．１ ４．８ ０．５２
図８４－４７ ８３ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．１ ７．１ ４．７ ０．３８

図８４－４８ ８３

Ｏ－３１ 覆土

５ Ⅳｃ

２

ツボ・注口（胴） 三ツ谷式相当 － － － － 最大径１４．２㎝
Ｎ－３１

Ｐ４３８ １
Ｐ４３９ １
Ｐ４４０ ２
Ｐ４４１ １

図８４－４９ ８３ Ｏ－３１ 覆土 ５ Ⅳｃ ２ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図８４－５０ ８３ Ｏ－３１ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（胴） 三ツ谷式相当 － － － －

Ｐ４４５ 図８６－１ ８４ Ｎ－３１ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗櫛 － ６０．０ ８３．５ － －
図８６－２ ８４ Ｎ－３１ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗櫛 － ５７．０ ６７．５ － －
図８６－３ ８４ Ｎ－３１ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗櫛 － ３６．０ ７３．５ － －
図８７－４ ８５ Ｎ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 １．２５ ０．９０ ０．３８ ０．０６
図８７－５ ８５ Ｎ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 １．２５ １．１０ ０．３５ ０．０６
図８７－６ ８５ Ｎ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 １．２５ １．１５ ０．４０ ０．０６

表Ⅳ－１ 土坑掲載遺物一覧�

※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他
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遺構 図番号
図
版
番
号

接合遺構．
グリッド

層位
※
分
類
Ⅰ

分類Ⅱ 点
数

（土器）／器種（部位） 土器形式 口径
（�）

器高
（�）

底径
（�） －

備考
（玉類）／器種 石材 長径

（�）
短径
（�）

厚さ
（�）

重さ
（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（土製品）／名称 －

（骨角器）／種名 部位 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

Ｐ４４５ 図８７－７ ８５ Ｎ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 １．３０ １．００ ０．３５ ０．０７
図８７－８ ８５ Ｎ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 １．３５ １．２０ ０．４０ ０．０８
図８７－９ ８５ Ｎ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 １．３５ １．１０ ０．４０ ０．０７
図８７－１０ ８５ Ｎ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 １．４０ １．２０ ０．４５ ０．０６
図８７－１１ ８５ Ｎ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ イタチザメ － １．８５ ２．８５ ０．４３ ０．１７
図８７－１２ ８５ Ｎ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 １．４３ １．２３ ０．４３ ０．０８
図８７－１３ ８５ Ｎ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎Ｌ １．５０ １．６５ ０．４０ ０．１７
図８７－１４ ８５ Ｎ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ イタチザメ － １．２５ ２．５３ ０．３８ ０．１１
図８７－１５ ８５ Ｎ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎Ｒ １．５２ １．５７ ０．３５ ０．１２
図８７－１６ ８５ Ｎ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎Ｒ １．４３ １．１５ ０．３７ ０．０９
図８７－１７ ８５ Ｎ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎Ｌ １．３０ １．２０ ０．３５ ０．０７
図８７－１８ ８５ Ｎ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎Ｌ １．３３ １．２０ ０．３８ ０．０７
図８７－１９ ８５ Ｎ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎 １．９３ １．５０ ０．３７ ０．１５
図８７－２０ ８５ Ｎ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 １．４５ ０．９５ ０．４５ ０．０９
図８７－２１ ８５ Ｎ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ イタチザメ － ２．００ ２．９０ ０．５０ ０．２０１番だと４�前後の個体
図８７－２２ ８５ Ｎ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎Ｌ ０．５０ ０．７０ ０．２０ ０．０１
図８７－２３ ８５ Ｎ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎 ０．７５ ０．８５ ０．２５ ０．０３
図８７－２４ ８５ Ｎ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎Ｒ ０．９５ ０．７０ ０．２５ ０．０４
図８７－２５ ８５ Ｎ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 １．０５ ０．６０ ０．３０ ０．０４
図８７－２６ ８５ Ｎ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎Ｌ ０．９５ ０．８５ ０．２５ ０．０３
図８７－２７ ８５ Ｎ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎Ｌ ０．７５ ０．６５ ０．２２ ０．０２
図８７－２８ ８５ Ｎ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎Ｌ １．３０ ０．９０ ０．３２ ０．０８
図８７－２９ ８５ Ｎ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎Ｒ ０．９０ １．６３ ０．３０ ０．０５
図８７－３０ ８５ Ｎ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎Ｌ ０．９５ １．７３ ０．３０ ０．０５
図８７－３１ ８５ Ｎ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎Ｌ １．３０ １．１８ ０．３０ ０．０６
図８７－３２ ８５ Ｎ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎Ｒ １．００ １．８５ ０．２５ ０．０５
図８７－３３ ８５ Ｎ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 １．０５ ０．６５ ０．３０ ０．０４
図８７－３４ ８５ Ｎ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 ０．９５ ０．９０ ０．２５ ０．０４
図８７－３５ ８５ Ｎ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎Ｒ ０．６５ １．２０ ０．２５ ０．０３
図８７－３６ ８５ Ｎ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎Ｌ ０．８０ ０．７０ ０．２５ ０．０２
図８７－３７ ８５ Ｎ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 １．１５ ０．８０ ０．３０ ０．０５
図８７－３８ ８５ Ｎ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎Ｌ９～ ０．７５ １．３２ ０．２５ ０．０３
図８７－３９ ８５ Ｎ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎 ０．７５ ０．６５ ０．２５ ０．０２
図８７－４０ ８５ Ｎ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 １．００ ０．６０ ０．２８ ０．０４
図８７－４１ ８５ Ｎ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎Ｒ ０．８０ １．３０ ０．２８ ０．０４
図８７－４２ ８５ Ｎ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎Ｌ９～ ０．７５ １．６０ ０．２５ ０．０３
図８７－４３ ８５ Ｎ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎 ０．８０ ０．７５ ０．２２ ０．０３
図８７－４４ ８５ Ｎ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 １．００ ０．６０ ０．３０ ０．０４
図８７－４５ ８５ Ｎ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎 １．００ ０．７５ ０．２８ ０．０５
図８７－４６ ８５ Ｎ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎Ｒ １．０５ １．４０ ０．３０ ０．０８
図８７－４７ ８５ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－２ 緑泥石岩 ２９．９ １４．０ ７．０ ３．６４
図８７－４８ ８５ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－２ 緑泥石岩 １７．９ １１．０ ６．１ １．５１
図８７－４９ ８５ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－６ 緑泥石岩 １０．１ ９．７ １０．６ １．５９
図８７－５０ ８５ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ｂ－２ 緑泥石岩 １２．８ ９．１ １２．８ ２．２０
図８７－５１ ８５ Ｎ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ４．７ ４．７ ４．０ ０．１２
図８７－５２ ８５ Ｎ－３１ 坑底部 ６ 土製品 １ 分銅形土製品 － ２．７０ １．６０ １．６０ ４．９６ベンガラ付着
図８７－５３ ８５ Ｎ－３１ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 鉢（口） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －
図８７－５４ ８５ Ｎ－３１ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

図８７－５５ ８５ Ｎ－３１
覆土

５ Ⅳｃ
１０

片口 三ツ谷式相当 １２．０ ６．７ ４．０ － 赤彩あり
覆土上面 １

Ｐ４４６ 図８０－１ ８６ Ｎ－３２ 覆土 ３ 剥片 １ つまみ付きナイフ 頁岩 ５．７１ ５．７３ １．１５ ２４．６２
図８０－２ ８６ Ｎ－３２ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － － 朱塗
図８０－３ ８６ Ｎ－３２ 覆土 ５ Ⅳｃ ２ 鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － － 朱塗
図８０－４ ８６ Ｎ－３２ 覆土 ５ Ⅳｃ ６ 鉢（胴） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

Ｐ４４７ 図８８－１ ８７ Ｏ－３２ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗櫛 － ５９．０ ８８．０ １０．０ ６．２０
図８８－２ ８７ Ｏ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－１ 緑泥石岩 ２１．０ １５．０ ６．６ ３．０７
図８８－３ ８７ Ｏ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－６ 緑泥石岩 １２．０ １１．９ １２．５ ２．４２
図８８－４ ８７ Ｏ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑色凝灰岩 ６．２ ６．１ ５．３ ０．２５
図８８－５ ８７ Ｏ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－３ 緑色凝灰岩 ５．７ ５．５ ６．３ ０．２２

表Ⅳ－１ 土坑掲載遺物一覧�

※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他

Ⅳ 遺構と遺物

―１３７―



遺構 図番号
図
版
番
号

接合遺構．
グリッド

層位
※
分
類
Ⅰ

分類Ⅱ 点
数

（土器）／器種（部位） 土器形式 口径
（�）

器高
（�）

底径
（�） －

備考
（玉類）／器種 石材 長径

（�）
短径
（�）

厚さ
（�）

重さ
（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（土製品）／名称 －

（骨角器）／種名 部位 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

Ｐ４４７ 図８８－６ ８７ Ｏ－３２ 覆土 ３ 礫石器 １ 石斧 泥岩 ６．２５ ２．１５ １．０ ２３
図８８－７ ８７ Ｏ－３２ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図８８－８ ８７ Ｏ－３２ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

Ｐ４４８ 図９０－１ ８８ Ｏ－３２ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗櫛 － ５８．５ ８６．０ １３．０ ９．６４
図９０－２ ８８ Ｏ－３２ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗櫛 － ６４．０ ８７．０ ２３．５ １１．０９
図９０－３ ８８ Ｏ－３２ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗櫛 － ６７．０ ９２．５ ９．５ ９．５９
図９０－４ ８９ Ｏ－３２ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗櫛 － ４８．０ ６９．０ １０．０ ７．１３
図９０－５ ８９ Ｏ－３２ 坑底部 ６ 土製品 １ 環状土製品 － ２．７２ ２．７０ ０．８２ ６．４４
図９０－６ ８９ Ｏ－３２ 坑底部 ６ 土製品 １ 環状土製品 － ３．００ ３．００ ０．８４ ４．５０
図９０－７ ８９ Ｏ－３２ 坑底部 ６ 土製品 １ 環状土製品 － ２．８２ ２．７１ ０．７８ ４．９１
図９０－８ ８９ Ｏ－３２ 坑底部 ６ 土製品 １ 環状土製品 － ２．７０ ２．６０ ０．７７ ３．８１
図９０－９ ８９ Ｏ－３２ 坑底部 ６ 土製品 １ 環状土製品 － ２．６０ ２．５０ ０．９２ ４．８２

Ｐ４４９ 図８４－１ ８９ Ｏ－３２ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図８４－２ ８９ Ｏ－３２ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（胴）

堂林～三ツ谷式相当
－ － － －

同一個体
図８４－３ ８９ Ｏ－３２ 覆土 ５ Ⅳｃ ３ 深鉢（胴） － － － －

Ｐ４５０ 図９１－１ ８９ Ｐ－３３ 覆土 ５ Ⅳｃ ５ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図９１－２ ８９ Ｐ－３３ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図９１－３ ８９ Ｐ－３３ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 鉢（胴） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

Ｐ４５１ 図９１－１ ９１ Ｏ－３３ 覆土 ３ 剥片 １ 石錐 頁岩 ３．２０ １．０５ ０．４７ １．７９
図９１－２ ９１ Ｏ－３３ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図９１－３ ９１ Ｏ－３３ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

Ｐ４５２ 図９１－１ ９１ Ｎ－３３ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図９１－２ ９１ Ｎ－３３ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

Ｐ４５３ 図９２－１ ９１ Ｎ－３３ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図９２－２ ９１ Ｎ－３３ 覆土 ５ Ⅳｃ ３ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

Ｐ４５４ 図９２－１ ９１ Ｎ－３３ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図９２－２ ９１ Ｎ－３３ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（胴） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図９２－３ ９１ Ｎ－３３ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（胴） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

Ｐ４５５ 図９４－１ ９２ Ｎ－３３ 覆土 ３ 礫石器 １ 石斧 泥岩 １１．６ ４．６ ２．２ １９９．６
図９４－２ ９２ Ｏ－３３ 覆土 ３ 礫石器 １ 石斧 泥岩 １３．８ ４．８ １．５ １７８．５

図９４－３ ９２

Ｎ－３３
覆土上

５ Ⅳｃ

１３

注口 三ツ谷式相当 １１．７ １８．３ ３．５ －
覆土 ３５

Ｍ－３４ Ⅱ層 １
Ｎ－３３ Ⅱ層 １
Ｏ－３３ Ⅱ層 １６

図９４－４ ９２
Ｎ－３３ 覆土 ５

Ⅳｃ
４

深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
Ｎ－３４ Ｐ４６９ ５ １

図９４－５ ９２ Ｎ－３３ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図９５－６ ９２ Ｎ－３３ 覆土 ５ Ⅳｃ ３ 片口（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図９４－７ ９２ Ｎ－３３ 覆土 ５ Ⅳｃ １ ツボ・注口（胴） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図９４－８ ９２ Ｎ－３３ 覆土 ５ Ⅳｃ １ ツボ・注口（胴） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

Ｐ４５６ 図９２－１ ９４ Ｏ－３４ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 鉢（口） 三ツ谷式相当 － － － －
Ｐ４５７ 図９５－１ ９４ Ｏ－３３ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 三ツ谷式相当 － － － －
Ｐ４５８ 図９５－１ ９２ Ｏ－３３ 覆土 ５ Ⅳｃ １ ツボ・注口（頚） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

図９５－２ ９２ Ｏ－３３ 覆土 ３ 礫石器 １ 石斧 泥岩 １４．９ ５．８ ２．８ ３８３．８
Ｐ４５９ 図９７－１ ９４ Ｐ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎Ｌ５～６ １．６０ １．６０ ０．３０ ０．０７

図９７－２ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 ０．６０ ０．２５ ０．１８＜０．０１
図９７－３ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎 ０．６５ ０．４０ ０．２０ ０．０１
図９７－４ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎 ０．７０ ０．５０ ０．２０ ０．０１
図９７－５ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎 ０．６５ ０．４５ ０．１５ ０．０１
図９７－６ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎 ０．６５ ０．５０ ０．１５ ０．０１
図９７－７ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 ０．６５ ０．２５ ０．１５ ０．０１
図９７－８ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 ０．６５ ０．４０ ０．１５ ０．０１
図９７－９ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎 ０．７０ ０．３０ ０．２０ ０．０１
図９７－１０ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎 ０．７５ ０．５０ ０．１５ ０．０１
図９７－１１ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎 ０．５０ ０．４０ ０．１５＜０．０１
図９７－１２ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎 ０．７０ ０．４０ ０．１５＜０．０１破片２
図９７－１３ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎 ０．５５ ０．２２ ０．１５＜０．０１
図９７－１４ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 ０．７０ ０．４５ ０．２０＜０．０１

表Ⅳ－１ 土坑掲載遺物一覧�

※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他
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遺構 図番号
図
版
番
号

接合遺構．
グリッド

層位
※
分
類
Ⅰ

分類Ⅱ 点
数

（土器）／器種（部位） 土器形式 口径
（�）

器高
（�）

底径
（�） －

備考
（玉類）／器種 石材 長径

（�）
短径
（�）

厚さ
（�）

重さ
（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（土製品）／名称 －

（骨角器）／種名 部位 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

Ｐ４５９ 図９７－１５ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 ０．６５ ０．４０ ０．２０＜０．０１
図９７－１６ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎 ０．６０ ０．５０ ０．１５ ０．０１
図９７－１７ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎 ０．５５ ０．５０ ０．１５ ０．０１
図９７－１８ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 ０．６０ ０．４０ ０．１８ ０．０１
図９７－１９ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎 ０．４０ ０．３５ ０．１２ ０．０１
図９７－２０ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 ０．６５ ０．３０ ０．２０ ０．０１
図９７－２１ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 ０．６５ ０．４０ ０．１５ ０．０１
図９７－２２ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 ０．７０ ０．５０ ０．１８ ０．０１
図９７－２３ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 ０．５０ ０．３０ ０．１８ ０．０１
図９７－２４ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 ０．６０ ０．４０ ０．１５ ０．０１
図９７－２５ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 ０．７０ ０．４５ ０．１８ ０．０１
図９７－２６ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 ０．７０ ０．４５ ０．１７ ０．０１
図９７－２７ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 ０．６０ ０．３０ ０．２０ ０．０１
図９７－２８ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 ０．７０ ０．５０ ０．１８ ０．０１
図９７－２９ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎 ０．３５ ０．３５ ０．１２ ０．０１
図９７－３０ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎 ０．３５ ０．３５ ０．１２ ０．０１
図９７－３１ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 ０．７０ ０．４５ ０．２０＜０．０１
図９７－３２ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎 ０．５０ ０．５０ ０．１５ ０．０１
図９７－３３ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 ０．６０ ０．２５ ０．１５ ０．０１
図９７－３４ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 ０．６０ ０．３５ ０．１５ ０．０１
図９７－３５ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎 ０．５０ ０．４５ ０．１５ ０．０１
図９７－３６ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 ０．５５ ０．２５ ０．１５ ０．０１
図９７－３７ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎 ０．２５ ０．３０ ０．１０ ０．０１
図９７－３８ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 ０．６０ ０．２５ ０．１８ ０．０１
図９７－３９ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎 ０．６０ ０．４５ ０．１５ ０．０１
図９７－４０ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎 ０．６０ ０．５０ ０．１７ ０．０１
図９７－４１ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 ０．５５ ０．３０ ０．１５ ０．０１
図９７－４２ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 ０．３５ ０．１８ ０．１０ ０．０１
図９７－４３ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎 ０．７０ ０．５０ ０．１５ ０．０１
図９７－４４ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎の可能性あり ０．５５ ０．２５ ０．１５ ０．０１破片２
図９７－４５ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎 ０．６０ ０．４０ ０．１７ ０．０１
図９７－４６ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 ０．６５ ０．２５ ０．２０ ０．０１
図９７－４７ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎 ０．７０ ０．５０ ０．２０ ０．０１
図９７－４８ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎 ０．６５ ０．４５ ０．１７ ０．０１
図９７－４９ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 ０．７５ ０．５０ ０．１７ ０．０１
図９７－５０ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎 ０．７０ ０．４５ ０．１７ ０．０１
図９７－５１ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎 ０．７０ ０．５０ ０．１７ ０．０１
図９７－５２ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎 ０．６５ ０．５０ ０．１７ ０．０１
図９７－５３ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎 ０．６０ ０．５０ ０．１７ ０．０１
図９７－５４ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎Ｒ ０．７０ ０．５５ ０．１７ ０．０１
図９７－５５ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 ０．６５ ０．２５ ０．１７ ０．０１
図９７－５６ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 ０．６０ ０．３０ ０．１７ ０．０１
図９７－５７ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 ０．５０ ０．３５ ０．１５ ０．０１
図９７－５８ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 ０．４０ ０．２５ ０．１５ ０．０１破片２
図９７－５９ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎 ０．５５ ０．５０ ０．１５ ０．０１
図９７－６０ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 ０．６０ ０．３０ ０．１７ ０．０１
図９７－６１ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎 ０．６０ ０．４０ ０．１５ ０．０１
図９７－６２ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 ０．６５ ０．４５ ０．１５ ０．０１
図９７－６３ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 ０．６５ ０．４０ ０．１７ ０．０１
図９７－６４ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 ０．５０ ０．２８ ０．１５ ０．０１
図９７－６５ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 ０．６０ ０．４５ ０．１５ ０．０１
図９７－６６ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎 ０．５０ ０．４０ ０．１５ ０．０１破片２
図９７－６７ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 ０．６０ ０．３０ ０．１７ ０．０１
図９７－６８ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎 ０．７０ ０．４５ ０．２０ ０．０１
図９７－６９ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 ０．６０ ０．３０ ０．１５ ０．０１
図９７－７０ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎 ０．６０ ０．４０ ０．１５ ０．０１
図９７－７１ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎 ０．３５ ０．４０ ０．１２ ０．０１
図９７－７２ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎 ０．６０ ０．４０ ０．１７ ０．０１
図９７－７３ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎 ０．６５ ０．４５ ０．１７ ０．０１

表Ⅳ－１ 土坑掲載遺物一覧�

※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他
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遺構 図番号
図
版
番
号

接合遺構．
グリッド

層位
※
分
類
Ⅰ

分類Ⅱ 点
数

（土器）／器種（部位） 土器形式 口径
（�）

器高
（�）

底径
（�） －

備考
（玉類）／器種 石材 長径

（�）
短径
（�）

厚さ
（�）

重さ
（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（土製品）／名称 －

（骨角器）／種名 部位 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

Ｐ４５９ 図９７－７４ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎 ０．６５ ０．４５ ０．１７ ０．０１
図９７－７５ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 ０．６０ ０．３０ ０．１７ ０．０１
図９７－７６ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 ０．４５ ０．２０ ０．１５ ０．０１
図９７－７７ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 ０．６０ ０．２５ ０．１５ ０．０１
図９７－７８ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 ０．５０ ０．２０ ０．１５ ０．０１
図９７－７９ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 ０．５０ ０．３０ ０．１７ ０．０１

図９７－８０ ９４ Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎 ０．６５ ０．５０ ０．１５ ０．０１１�ほどの小型の個体の顎が入ったいたものと見られる
図９７－８１ ９４ Ｏ－３３ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図９７－８２ ９４ Ｏ－３３ 覆土 ５ Ⅳｃ １ ツボ・注口（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － － 台付底部かも？
図９７－８３ － Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 破片（２） － － － ＜０．０１未実測
図９７－８４ － Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 破片 － － － ＜０．０１未実測
図９７－８５ － Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 破片（３） － － － ＜０．０１未実測
図９７－８６ － Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 破片（２） － － － ＜０．０１未実測
図９７－８７ － Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 破片 － － － ＜０．０１未実測
図９７－８８ － Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 破片（３） － － － ＜０．０１未実測
図９７－８９ － Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 破片 － － － ＜０．０１未実測
図９７－９０ － Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 破片 － － － ＜０．０１未実測
図９７－９１ － Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 破片（４） － － － ＜０．０１未実測
図９７－９２ － Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 破片（２） ０．３５ ０．２０ ０．０７ ０．０１
図９７－９３ － Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 破片（６） － － － ＜０．０１未実測
図９７－９４ － Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 破片 － － － ＜０．０１未実測
図９７－９５ － Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 破片（２） － － － ＜０．０１未実測
図９７－９６ － Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 破片（４） － － － ＜０．０１未実測
図９７－９７ － Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 破片 － － － ＜０．０１未実測
図９７－９８ － Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 破片 － － － ＜０．０１未実測
図９７－９９ － Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 破片 － － － ＜０．０１未実測
図９７－１００ － Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 破片 － － － ＜０．０１未実測
図９７－１０１ － Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 破片 － － － ＜０．０１未実測
図９７－１０２ － Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 破片（３） － － － ＜０．０１未実測
図９７－１０３ － Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 破片 － － － ＜０．０１未実測
図９７－１０４ － Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 破片 － － － ＜０．０１未実測
図９７－１０５ － Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 破片 － － － ＜０．０１未実測
図９７－１０６ － Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 破片 － － － ＜０．０１未実測
図９７－１０７ － Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 破片（３） － － － ＜０．０１未実測
図９７－１０８ － Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 破片（２） － － － ＜０．０１未実測
図９７－１０９ － Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 破片 － － － ＜０．０１未実測
図９７－１１０ － Ｏ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 破片（２） － － － ＜０．０１未実測

Ｐ４６１ 図９８－１ ９５ Ｌ－３１ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図９８－２ ９５ Ｌ－３１ 覆土 ５ Ⅳｃ ２ 鉢（口～底） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

Ｐ４６２ 図１００－１－１ ９７ Ｑ－３１ 坑底部 １ 漆 １
環状漆塗製品

－ １１３．５ １０８．０ － － 環状漆片へ
（接合）図１００－１－２ ９７ Ｑ－３１ 坑底部 １ 漆 １ － － １７．５ － －

図１００－１－３ ９７ Ｑ－３１ 坑底部 １ 漆 １ 環状漆塗製品 － ２２．５ １５．５ １１．５ ０．４４
図１００－１－４ ９７ Ｑ－３１ 坑底部 １ 漆 ２ 環状漆塗製品 － ８．０ １４．５ １２．５ ０．１９
図１００－１－５ ９７ Ｑ－３１ 坑底部 １ 漆 － 環状漆塗製品 － １０．０ １２．０ ９．０ ０．１６
図１００－１－６ ９７ Ｑ－３１ 坑底部 １ 漆 １ 環状漆塗製品 － １６．０ １７．０ － －
図１００－１－７ ９７ Ｑ－３１ 坑底部 １ 漆 １ 環状漆塗製品 － ２１．０ １２．０ － －
図１００－１－８ ９７ Ｑ－３１ 坑底部 １ 漆 １ 環状漆塗製品 － ２２．０ １８．０ － －
図１００－１－９ ９７ Ｐ－３１ 坑底部 １ 漆 １ 環状漆塗製品 － － － － －
図１０１－２ ９８ Ｑ－３１ （点取り） ５ Ⅴａ ７６ 注口 大洞Ｂ式相当 －（１１．１） １．３ －

図１０１－３ ９８
Ｑ－３１

（点取り）
５ Ⅴａ

１０
注口 大洞Ｂ式相当 － ９．４５ － －覆土 ２

Ｐ－３１ Ⅰ層 ５

図１０１－４ ９８
Ｑ－３１

（点取り）
５ Ⅴａ

３３
注口 大洞Ｂ式相当

７．１
１５．２ － －覆土 ３ ７．４

Ｐ－３１ Ⅰ層 ２

図１０１－５ ９８
Ｑ－３１

（点取り）
５ Ⅴａ

８
注口 大洞Ｂ式相当 － （７．０）（２．０） －覆土 １１

Ｑ－３１ Ⅱ層 １

図１０１－６ ９８ Ｑ－３１ ５ Ⅴａ
１

ツボ・注口（胴） 大洞Ｂ式相当 － － － －
Ⅱ層 ２

表Ⅳ－１ 土坑掲載遺物一覧�

※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他
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遺構 図番号
図
版
番
号

接合遺構．
グリッド

層位
※
分
類
Ⅰ

分類Ⅱ 点
数

（土器）／器種（部位） 土器形式 口径
（�）

器高
（�）

底径
（�） －

備考
（玉類）／器種 石材 長径

（�）
短径
（�）

厚さ
（�）

重さ
（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（土製品）／名称 －

（骨角器）／種名 部位 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

Ｐ４６２ 図１０１－７ ９８ Ｑ－３１ ５ Ⅴａ １ ツボ・注口（口） 大洞Ｂ式相当 － － － －

図１０１－８ ９８ Ｐ－３１
（点取り）

５ Ⅴａ
７６

キャリパー形 大洞Ｂ式相当 （１５．３） １３．１ ５．４ －
覆土 ９

図１０１－９ ９８ Ｑ－３１ ５ Ⅴａ １０ 深鉢（口） 大洞Ｂ式相当 － － － －
図１０１－１０ ９７ Ｐ－３１ （点取り） ５ Ⅴａ １５ 浅鉢 大洞Ｂ式相当 （８．９） ５．１（４．２） － 底部穿孔

図１０１－１１ ９７ Ｑ－３１
（点取り）

５ Ⅴａ
２

浅鉢 大洞Ｂ式相当 ８．４ ４．４ ３．９ － 底部穿孔覆土 ２
Ｈ３４ １

図１０１－１２ ９７ Ｑ－３１ （点取り） ５ Ⅴａ ５ 浅鉢 大洞Ｂ式相当 ７．９ ４．５（４．０） － 底部穿孔
図１０１－１３ ９７ Ｑ－３１ 覆土 ５ Ⅴａ ２ 浅鉢 大洞Ｂ式相当 （７．３）（３．７）（４．０） － 底部穿孔

図１０１－１４ ９７
Ｑ－３１ （点取り）

５ Ⅴａ
６

浅鉢 大洞Ｂ式相当 （４．３） ３．８５（２．７） － 底部穿孔
Ｐ－３１ Ⅰ層 １

Ｐ４６３ 図１０２－１ ９９ Ｐ－３２ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図１０２－２ ９９ Ｐ－３２ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図１０２－３ ９９ Ｐ－３２ 覆土 ３ 礫石器 １ 砥石 砂岩 （８．００）（５．５０）（２．２５） （７８）
図１０２－４ ９９ Ｐ－３２ 覆土 ４ 石製品 １ 泥質ホルンフェルス 石棒 ５４．８ ３．２ ２．９ －

Ｐ４６４ 図１０３－１ １０１ Ｍ－３４ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図１０３－２ １０１ Ｍ－３４ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 鉢（胴） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

図１０３－３ １０１ Ｍ－３４
壙底

５ Ⅰｂ－４
１

深鉢（底） 東釧路Ⅳ式相当 － － － －
覆土 ６

Ｐ４６５ 図１０３－１ １０１ Ｎ－３４ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図１０３－２ １０１ Ｎ－３４ 覆土 ５ Ⅳｃ ５ ツボ・注口（口）

堂林～三ツ谷式相当 － － － － 同一個体
図１０３－３ １０１ Ｎ－３４ 覆土 ５ Ⅳｃ ３ ツボ・注口（胴）

Ｐ４６６ 図１０３－１ １０１ Ｏ－３５ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
Ｐ４６７ 図１０４－１ １０１ Ｎ－３４ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

図１０４－２ １０１ Ｎ－３４ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 片口（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
Ｐ４６８ 図１０４－１ １０１ Ｏ－３４ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．９ １０．８ ７．７ １．３９

図１０４－２ １０１ Ｏ－３４ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
Ｐ４６９

図１０４－１ １０３ Ｎ－３３ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － － 突起部分つぶしていてわからない

図１０４－２ １０３ Ｎ－３３
覆土上

５ Ⅳｃ
１

深鉢（口）
堂林～三ツ谷式相当 － － － － 同一個体Ｐ４５５ ２

図１０４－３ １０３ Ｎ－３３ 覆土 ５ Ⅳｃ ３ 深鉢（胴）
Ｐ４７０ 図１０５－１ １０３ Ｏ－３４ 覆土 ５ Ⅳｃ ６ ミニチュア 堂林～三ツ谷式相当 ３．９ ５．０５ １．５ －

図１０５－２ １０３ Ｏ－３４ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図１０５－３ １０３ Ｏ－３４ 覆土 ５ Ⅳｃ ２ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

Ｐ４７１ 図１０５－１ １０３ Ｏ－３４ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図１０５－２ １０３ Ｏ－３４ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図１０５－３ １０３ Ｏ－３４ 覆土 ５ Ⅳｃ １ ツボ・注口（頚） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

Ｐ４７２ 図１０５－１ １０３ Ｏ－３４ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図１０５－２ １０３ Ｏ－３４ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（胴） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

Ｐ４７３ 図１０５－１ １０３ Ｐ－３５ 覆土 Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
Ｐ４７４ 図１０７－１ １０４ Ｐ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎 １．７０ １．５５ ０．３０ ０．０６

図１０７－２ １０４ Ｐ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ （オオメジロザメ） 上顎Ｒ３～ １．５０ １．５０ ０．３３ ０．０７
個体差の可能性もあるが、
歯根の風化の状況からオオ
メジロザメの可能性がある

図１０７－３ １０４ Ｐ－３３ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗櫛 － ５１．０ ７９．０ － －
図１０７－４ １０４ Ｐ－３３ 坑底部 １ 漆 １ 環状漆塗製品 － － － － －
図１０７－５ １０４ Ｐ－３３ 坑底部 １ 漆 １ 環状漆塗製品 － － － － －

Ｐ４７５ 図１０７－１ １０５ Ｑ－３４ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（胴） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
Ｐ４７６

図１０９－１

１０６

Ｑ－３４ 坑底部
１

漆
２

環状漆塗製品

－ ６８．０ １８．０ ７．０ ２．２１
１０６ － － － － －
１０６ １ １ － ５０．０ １８．０ ４．０ １．０６１－２
１０６ １ １ － ４２．０ １１．５ ２．５ ０．３５１－３

図１０９－２ １０７ Ｑ－３４ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメの可能性 上顎Ｌ ０．８０ ０．８０ ０．２０ ０．０２
図１０９－３ １０７ Ｑ－３４ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメの可能性 上顎Ｌ ０．７５ ０．７５ ０．２０ ０．０２
図１０９－４ １０７ Ｑ－３４ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．６ ９．４ ６．６ ０．９１
図１０９－５ １０７ Ｑ－３４ 坑底部 ４ 玉 １ Ｂ－２ 緑泥石岩 １２．３ １０．３ １０．４ ２．３０
図１０９－６ １０７ Ｑ－３４ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．５ １０．３ ６．４ １．０９
図１０９－７ １０７ Ｑ－３４ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １１．７ １０．６ １０．５ ２．１８

表Ⅳ－１ 土坑掲載遺物一覧�

※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他

Ⅳ 遺構と遺物

―１４１―



遺構 図番号
図
版
番
号

接合遺構．
グリッド

層位
※
分
類
Ⅰ

分類Ⅱ 点
数

（土器）／器種（部位） 土器形式 口径
（�）

器高
（�）

底径
（�） －

備考
（玉類）／器種 石材 長径

（�）
短径
（�）

厚さ
（�）

重さ
（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（土製品）／名称 －

（骨角器）／種名 部位 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

Ｐ４７６ 図１０９－８ １０７ Ｑ－３４ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－６ 緑泥石岩 １４．７ １３．７ １９．７ ６．０４
図１０９－９ １０７ Ｑ－３４ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－１ｂ 緑泥石岩 ２６．０ １２．０ １０．５ ４．７１
図１０９－１０１０７ Ｑ－３４ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １１．０ １０．７ ５．１ ０．９８
図１０９－１１１０７ Ｑ－３４ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－３ 緑泥石岩 １１．３ １０．０ １１．４ １．９０
図１０９－１２１０７ Ｑ－３４ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－１ｂ 緑泥石岩 ２４．０ １６．０ ８．８ ５．０９
図１０９－１３１０７ Ｑ－３４ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １４．８ １３．８ １０．７ ３．０２
図１０９－１４１０７ Ｑ－３４ 坑底部 ４ 玉 １ Ｂ－１ 緑泥石岩 １６．４ １３．４ １２．７ ３．４４
図１０９－１５１０７ Ｑ－３４ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １２．３ １２．２ ９．８ ２．０４
図１０９－１６１０７ Ｑ－３４ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．０ ９．７ ４．３ ０．７１
図１０９－１７１０７ Ｑ－３４ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．６ ８．９ ６．４ ０．８０
図１０９－１８１０７ Ｑ－３４ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １１．０ １０．９ ８．６ １．８４
図１０９－１９１０７ Ｑ－３４ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １１．３ １１．２ ７．５ １．４８
図１０９－２０１０７ Ｑ－３４ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－６ 緑泥石岩 １２．２ １１．７ １５．１ ３．３７
図１０９－２１１０７ Ｑ－３４ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．５ ８．２ ５．０ ０．６８
図１０９－２２１０７ Ｑ－３４ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １１．３ ９．９ １０．８ １．９９
図１０９－２３１０７ Ｑ－３４ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．１ １０．０ ８．４ １．４１
図１０９－２４１０７ Ｑ－３４ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．４ ９．１ ５．６ ０．７２
図１０９－２５１０７ Ｑ－３４ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １０．３ ９．１ ５．３ ０．８０
図１０９－２６１０７ Ｑ－３４ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １２．２ １１．７ ８．５ １．９３
図１０９－２７１０７ Ｑ－３４ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １０．７ １０．５ ６．３ １．１２
図１０９－２８１０７ Ｑ－３４ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．９ １０．６ ９．３ １．７３
図１０９－２９１０７ Ｑ－３４ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．９ １０．２ ５．６ １．０２
図１０９－３０１０７ Ｑ－３４ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－３ 緑泥石岩 １０．２ ９．９ １１．７ １．８８
図１０９－３１１０７ Ｑ－３４ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－１ｂ 緑泥石岩 １４．０ １１．０ ４．４ ０．７７
図１０９－３２１０７ Ｑ－３４ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．５ ７．９ ５．２ ０．５６
図１０９－３３１０７ Ｑ－３４ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－３ 緑泥石岩 １０．３ ９．３ １１．０ １．６９
図１０９－３４１０７ Ｑ－３４ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－１ 緑泥石岩 ２９．５ １２．０ １０．０ ５．００
図１０９－３５１０７ Ｑ－３４ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－３ 緑泥石岩 １１．５ １１．１ １３．６ ２．９４
図１０９－３６１０７ Ｑ－３４ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．０ ８．９ ７．２ １．０７
図１０９－３７１０７ Ｑ－３４ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．９ １０．５ ６．８ １．１４
図１０９－３８１０７ Ｑ－３４ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－１ｂ 緑泥石岩 １６．２ １２．０ ５．３ １．２８
図１０９－３９１０６ Ｑ－３４ 覆土 ３ 礫石器 １ 石斧 泥岩 １３．５ ５．２ ２．５ ２４５．４

Ｐ４７７ 図１１０－１ １０９ Ｒ－３５ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
Ｐ４７８ 図１１０－１ １０９ Ｑ－３５ 覆土上面 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（胴） 三ツ谷式相当 － － － －
Ｐ４８０ 図１１１－１ １０９ Ｒ－３４ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 装飾部 三ツ谷～御殿山式相当 － － － － 貫通孔があけられている

図１１１－２ １０９ Ｒ－３４ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．９ ７．９ ６．３ ０．４５
図１１１－３ １０９ Ｒ－３４ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ タルク １１．２ １０．９ ５．４ １．０５
図１１１－４ １０９ Ｒ－３４ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ タルク ９．７ ９．５ ６．２ ０．９０

Ｐ４８２ 図１１２－１ １１０ Ｒ－３４ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗櫛 － ４９．５ ７３．５ － －
図１１２－２ １１０ Ｒ－３４ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗製品 － － － － －
図１１２－３ １１０ Ｒ－３４ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎Ｌ １．１０ ０．９５ ０．３０ ０．０４
図１１２－４ １１０ Ｒ－３４ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎Ｌ １．００ ０．９５ ０．２５ ０．０３
図１１２－５ １１０ Ｒ－３４ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎Ｌ ０．９０ ０．７０ ０．２０ ０．０２
図１１２－６ １１０ Ｒ－３４ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎Ｌ １．３０ １．２０ ０．３０ ０．０６破片２
図１１２－７ １１０ Ｒ－３４ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎Ｒ １．１０ ０．９５ ０．２５ ０．０３破片２
図１１２－８ １１０ Ｒ－３４ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎Ｒ １．２５ １．１５ ０．２５ ０．０６破片２
図１１２－９ １１０ Ｒ－３４ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎Ｌ １．８０ １．４０ ０．３５ ０．１２破片２
図１１２－１０１１０ Ｒ－３４ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎Ｒ １．５５ １．３０ ０．３２ ０．０７
図１１２－１１１１０ Ｒ－３４ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎Ｌ １．６５ １．３０ ０．４０ ０．０９破片２
図１１２－１２１１０ Ｒ－３４ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎Ｌ １．７５ １．６０ ０．３５ ０．１３破片２
図１１２－１３１１０ Ｒ－３４ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎Ｒ １．８０ １．２５ ０．３５ ０．２５
図１１２－１４１１０ Ｒ－３４ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎Ｒ １．４２ １．３５ ０．２７ ０．１３
図１１２－１５１１０ Ｒ－３４ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 １．７０ １．４０ ０．３５ ０．２０
図１１２－１６１１０ Ｒ－３４ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 １．２０ １．００ ０．３０ ０．０４
図１１２－１７１１０ Ｒ－３４ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎Ｒ １．１０ １．１０ ０．３５ ０．０５
図１１２－１８１１０ Ｒ－３４ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎Ｌ １．００ ０．９５ ０．２５ ０．０３破片３
図１１２－１９ － Ｒ－３４ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 破片（５） ０．０２未実測

Ｐ４８３ 図１１４－１ １１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－１ 緑泥石岩 １９．０ ８．５ ５．５ ０．９１
図１１４－２ １１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．６ ６．５ ５．４ ０．３４

表Ⅳ－１ 土坑掲載遺物一覧�

※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他
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遺構 図番号
図
版
番
号

接合遺構．
グリッド

層位
※
分
類
Ⅰ

分類Ⅱ 点
数

（土器）／器種（部位） 土器形式 口径
（�）

器高
（�）

底径
（�） －

備考
（玉類）／器種 石材 長径

（�）
短径
（�）

厚さ
（�）

重さ
（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（土製品）／名称 －

（骨角器）／種名 部位 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

Ｐ４８３ 図１１４－３ １１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ７．４ ７．３ ４．９ ０．３７
図１１４－４ １１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．３ ５．７ ３．９ ０．２３
図１１４－５ １１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．９ ５．４ ４．０ ０．１８
図１１４－６ １１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．７ ６．３ ３．５ ０．２１
図１１４－７ １１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－１ 緑泥石岩 １８．０ ９．５ ５．５ １．１０
図１１４－８ １１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ ジャスパー？ ６．０ ６．０ ４．８ ０．２４
図１１４－９ １１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．０ ７．７ ４．３ ０．４１
図１１４－１０１１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．１ ７．７ ６．１ ０．５３
図１１４－１１１１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ８．３ ８．２ ５．７ ０．５６
図１１４－１２１１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ８．４ ８．２ ６．４ ０．６１
図１１４－１３１１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ９．０ ８．２ ８．６ ０．９３
図１１４－１４１１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ８．６ ８．５ ８．１ ０．７９
図１１４－１５１１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ８．９ ８．９ ６．９ ０．８３
図１１４－１６１１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ８．７ ７．８ ７．８ ０．７７
図１１４－１７１１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－６ 緑泥石岩 ８．８ ８．８ ８．８ １．０８
図１１４－１８１１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ９．１ ８．４ ８．５ ０．９７
図１１４－１９１１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ８．８ ８．０ ８．３ ０．８３
図１１４－２０１１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ９．８ ９．４ ８．４ ０．９５
図１１４－２１１１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ９．４ ８．２ ８．６ ０．９９
図１１４－２２１１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ９．６ ９．５ ７．９ １．０６
図１１４－２３１１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ９．９ ９．１ ７．３ １．０１
図１１４－２４１１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 １１．３ １０．０ ９．９ １．５８
図１１４－２５１１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ８．８ ８．５ ８．３ ０．９１
図１１４－２６１１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ９．３ ８．４ ７．８ ０．９８
図１１４－２７１１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 １０．０ ９．４ ８．０ １．１０
図１１４－２８１１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 １０．５ ９．６ ８．７ １．０６
図１１４－２９１１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 １２．８ １２．５ １２．２ ２．５９
図１１４－３０１１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 １２．９ １２．７ １２．６ ２．８７
図１１４－３１１１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 １０．８ １０．６ ８．７ １．２８
図１１４－３２１１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 １２．９ １１．９ １１．２ ２．５６
図１１４－３３１１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １１．６ １１．５ ８．６ １．６９
図１１４－３４１１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 １１．９ １１．５ ９．３ １．７９
図１１４－３５１１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 １２．９ １２．７ １０．５ ２．４４
図１１４－３６１１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 １１．１ １０．９ ８．３ １．５７
図１１４－３７１１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 １２．２ １２．０ １０．２ ２．０７
図１１４－３８１１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 １１．４ １０．９ １０．７ １．７１
図１１４－３９１１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 １０．１ ８．７ ７．８ １．０１
図１１４－４０１１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ９．４ ８．７ ８．９ １．０４
図１１４－４１１１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ８．７ ７．５ ８．６ ０．８４
図１１４－４２１１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 １０．１ １０．０ ８．０ １．０５
図１１４－４３１１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ｂ－２ 緑泥石岩 ９．８ ８．１ ９．３ １．０６
図１１４－４４１１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ９．９ ９．８ ７．７ ０．９７
図１１４－４５１１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ９．６ ８．６ ９．４ １．１０
図１１４－４６１１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ｂ－２ 緑泥石岩 ９．１ ７．６ ８．０ ０．８７
図１１４－４７１１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ９．１ ８．６ ６．９ ０．７４
図１１４－４８１１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ９．４ ９．３ ９．１ １．１４
図１１４－４９１１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ｂ－２ 緑泥石岩 ８．６ ７．１ ８．１ ０．６９
図１１４－５０１１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ８．１ ８．１ ７．７ ０．６９
図１１４－５１１１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ８．６ ７．９ ７．９ ０．７８
図１１４－５２１１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ｂ－２ 緑泥石岩 ９．２ ７．０ ７．５ ０．７２
図１１４－５３１１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ８．８ ８．２ ７．９ ０．７８
図１１４－５４１１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ８．４ ８．２ ５．３ ０．５７
図１１４－５５１１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ８．７ ８．０ ７．５ ０．７６
図１１４－５６１１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ｂ－１ 緑泥石岩 ８．２ ６．８ ７．０ ０．５４
図１１４－５７１１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ８．３ ７．４ ７．５ ０．６３
図１１４－５８１１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ９．２ ８．８ ７．８ ０．９４
図１１４－５９１１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ タルク ９．４ ８．３ ８．４ ０．９９
図１１４－６０１１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ８．２ ８．２ ７．４ ０．７４
図１１４－６１１１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ８．９ ８．１ ６．７ ０．５９

表Ⅳ－１ 土坑掲載遺物一覧�

※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他

Ⅳ 遺構と遺物
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遺構 図番号
図
版
番
号

接合遺構．
グリッド

層位
※
分
類
Ⅰ

分類Ⅱ 点
数

（土器）／器種（部位） 土器形式 口径
（�）

器高
（�）

底径
（�） －
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（玉類）／器種 石材 長径

（�）
短径
（�）

厚さ
（�）
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（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）
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（�）（土製品）／名称 －

（骨角器）／種名 部位 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

Ｐ４８３ 図１１４－６２１１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．９ ５．２ ４．８ ０．１９
図１１４－６３１１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．２ ６．０ ５．６ ０．２６
図１１４－６４１１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－１ 緑泥石岩 １４．０ ８．５ ６．５ ０．８７
図１１４－６５１１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ ジャスパー ６．４ ６．４ ３．５ ０．２０
図１１４－６６１１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－２ タルク化蛇紋岩 １３．５ １０．０ ６．０ １．３５
図１１４－６７１１２ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 １０．８ １０．１ ９．５ １．６３

Ｐ４８４ 図１１１－１ １１３ Ｒ－３４ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
Ｐ４８５ 図１１１－１ １１３ Ｑ－３４ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
Ｐ４８６ 図１１６－１ １１４ Ｍ－３２ 坑底部 １ 漆 １ 環状漆塗製品 － １４６．５ ９３．０ － －

図１１６－２ １１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ コハク ９．０ ９．０ ６．４ ０．２８
図１１６－３ １１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－３ 緑泥石岩 ９．７ ９．７ １０．４ ０．８３割れ
図１１６－４ １１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ コハク ８．２ ８．１ ６．１ ０．２３
図１１６－５ １１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－６ 緑泥石岩 １１．６ １１．０ １５．４ ２．１１
図１１６－６ １１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．６ ８．４ ５．３ ０．４１
図１１６－７ １１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．１ ９．０ ５．４ ０．５４
図１１６－８ １１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．８ ９．１ ８．２ １．０８
図１１６－９ １１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ コハク １０．６ ９．７ ８．５ ０．５６
図１１６－１０１１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ コハク １１．５ １１．１ ８．９ ０．７５
図１１６－１１１１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．４ ８．０ ４．７ ０．４８
図１１６－１２１１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．４ ８．１ ４．２ ０．３８
図１１６－１３１１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ コハク ８．６ ８．２ ７．５ ０．２４
図１１６－１４１１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．８ ８．７ ５．６ ０．４８
図１１６－１５１１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．９ ８．５ ４．８ ０．４７
図１１６－１６１１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．０ ８．８ ５．０ ０．５１
図１１６－１７１１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．２ ９．０ ６．４ ０．６０
図１１６－１８１１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ コハク ９．３ ９．０ ７．３ ０．３５
図１１６－１９１１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ コハク ７．２ ７．０ ４．７ ０．１４破片２
図１１６－２０１１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ コハク １１．１ １０．５ １１．０ ０．８１
図１１６－２１１１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－６ 緑泥石岩 １１．９ １０．８ １６．９ ３．０４
図１１６－２２１１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－３ 緑泥石岩 １２．２ １１．３ １７．１ ２．８１
図１１６－２３１１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ コハク １１．１ １０．８ ８．０ ０．５８
図１１６－２４１１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ コハク １０．４ ９．６ ８．５ ０．４８
図１１６－２５１１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．１ ８．６ ５．７ ０．５２
図１１６－２６１１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．５ ８．９ ５．６ ０．５９
図１１６－２７１１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ － 緑泥石岩 ８．０ ７．０ ８．５ ０．３５割れ
図１１６－２８１１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ コハク ８．７ ７．６ ７．１ ０．２６
図１１６－２９１１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．４ ８．０ ５．１ ０．４２
図１１６－３０１１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．１ ７．０ ４．４ ０．３９
図１１６－３１１１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．４ ８．１ ５．２ ０．３８接合
図１１６－３２１１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．２ ８．１ ４．３ ０．４１
図１１６－３３１１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．５ ６．９ ４．４ ０．３６
図１１６－３４１１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ コハク ９．３ ９．１ ６．５ ０．３２
図１１６－３５１１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．８ ８．８ ５．２ ０．５６
図１１６－３６１１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．６ ８．６ ４．８ ０．４３
図１１６－３７１１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．６ ８．０ ７．３ ０．６３
図１１６－３８１１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．８ ７．７ ３．２ ０．２７
図１１６－３９１１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．１ ７．０ ２．３ ０．１９
図１１６－４０１１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．１ ６．６ ２．０ ０．１５
図１１６－４１１１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．７ ６．６ １．７ ０．０８
図１１６－４２１１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．９ ７．４ ３．９ ０．３１
図１１６－４３１１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．５ ７．７ ４．７ ０．４１
図１１６－４４１１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．３ ７．４ ３．２ ０．２９
図１１６－４５１１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．２ ７．１ ４．１ ０．２８
図１１６－４６１１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．４ ６．１ ２．８ ０．１６
図１１６－４７１１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．６ ７．２ ３．７ ０．３２
図１１６－４８１１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．２ ７．４ ４．０ ０．３２
図１１６－４９１１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．５ ６．４ ２．８ ０．１９
図１１６－５０１１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．８ ６．８ ２．９ ０．１８
図１１６－５１１１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．４ ７．１ ３．８ ０．２２

表Ⅳ－１ 土坑掲載遺物一覧�

※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他
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遺構 図番号
図
版
番
号

接合遺構．
グリッド

層位
※
分
類
Ⅰ

分類Ⅱ 点
数

（土器）／器種（部位） 土器形式 口径
（�）

器高
（�）

底径
（�） －

備考
（玉類）／器種 石材 長径

（�）
短径
（�）

厚さ
（�）

重さ
（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（土製品）／名称 －

（骨角器）／種名 部位 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

Ｐ４８６ 図１１６－５２１１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．５ ７．１ ４．０ ０．３１
図１１６－５３１１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．０ ７．４ ３．９ ０．３７接合
図１１６－５４１１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．７ ６．５ ２．９ ０．１８
図１１６－５５１１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．６ ７．６ ２．２ ０．１８
図１１６－５６１１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．０ ６．９ ２．９ ０．２３
図１１６－５７１１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．２ ６．７ ２．４ ０．１６
図１１６－５８１１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．８ ６．６ ２．２ ０．１７
図１１６－５９１１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．３ ６．１ ２．６ ０．１０
図１１６－６０１１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．５ ８．１ ６．２ ０．５０
図１１６－６１１１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．１ ７．６ ４．３ ０．４３
図１１６－６２１１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．８ ７．３ ２．８ ０．２３
図１１６－６３１１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．１ ８．０ ３．５ ０．３３
図１１６－６４１１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．５ ７．０ ３．０ ０．２３
図１１６－６５１１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．５ ７．５ ３．２ ０．２７
図１１６－６６１１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．８ ９．２ ５．９ ０．６６
図１１６－６７１１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．８ ８．７ ５．０ ０．４５
図１１６－６８１１４ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．２ ８．７ ５．７ ０．５０

図１１６－６９１１４
Ｍ－３２

覆土

５ Ⅳｃ

５

注口（底） 御殿山式相当 － － １．６ －
覆土上面 １

Ｐ４２８ 覆土 ２
Ｍ－３２ Ⅱ層 １

図１１６－７０１１４
Ｍ－３２ 覆土上面

５ Ⅳｃ
１

鉢（口） 堂林～御殿山式相当 － － － －
Ｐ４８７ 覆土 １

図１１６－７１１１４ Ｍ－３２ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～御殿山式相当 － － － －

図１１６－７２１１４
Ｍ－３２

覆土
５ Ⅳｃ

２
鉢（口） 堂林～御殿山式相当 １１．６ － － －覆土上面 ２

Ｐ４８７ 覆土 ２
図１１５－７３ － Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ － 緑泥石岩 － － － ０．１２破片４
図１１５－７４ － Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ － 緑泥石岩 － － － ０．５５破片４
図１１５－７５ － Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ － 緑泥石岩 － － － ０．２８破片２
図１１５－７６ － Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ － 緑泥石岩 － － － ０．９６破片２２
図１１５－７７ － Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ － 緑泥石岩 － － － ０．５０破片１２
図１１５－７８ － Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ － 緑泥石岩 － － － ０．１７破片５

Ｐ４８７ 図１１７－１ １１５ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－７ ヒスイ ７．１ ７．１ ５．９ ０．４２
図１１７－２ １１５ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．１ ６．７ ５．２ ０．３３
図１１７－３ １１５ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－７ ヒスイ １０．３ １０．１ ７．７ １．２８
図１１７－４ １１５ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－７ ヒスイ ９．６ ９．３ ７．９ １．０９
図１１７－５ １１５ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－７ ヒスイ ８．６ ８．４ ６．９ ０．８１
図１１７－６ １１５ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－７ ヒスイ ９．９ ９．９ ８．１ １．１８
図１１７－７ １１５ Ｍ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－７ ヒスイ ７．３ ７．３ ５．０ ０．３８

図１１７－８ １１５
Ｍ－３２

覆土
５ Ⅳｃ

３４
注口 御殿山式相当 ４．８ １０．３ ２．０ － 一括Ｐ４８６ １

Ｍ－３２ Ⅱ・ＭＣ層 ２

図１１７－９ １１５
Ｍ－３２

覆土
５ Ⅳｃ

９
鉢（口） 御殿山式相当 － － － －Ｐ４２８ ２

Ｍ－３２ Ⅱ層 ３
図１１７－１０１１５ Ｍ－３２ 覆土 ５ Ⅳｃ ４ 深鉢（口） 堂林～御殿山式相当 － － － －
図１１７－１１１１５ Ｍ－３２ 覆土 ５ Ⅳｃ ２５ 深鉢（口） 御殿山式相当 － － － －

Ｐ４８９ 図１１８－１ １１７ Ｎ－２７ 覆土 ３ 礫石器 １ 敲き石 安山岩 １１．６０ ８．２０ ６．００ ６９２
Ｐ４９０ 図１１８－１ １１７ Ｎ－２７ 覆土 ５ Ⅲ １ 深鉢（口） － － － － －

図１１８－２ １１７ Ｎ－２７ 覆土 ５ Ⅳａ １ 深鉢（口） タプコプ式 － － － －
図１１８－３ １１７ Ｎ－２７ 覆土 ５ Ⅳａ １ 深鉢（口）

タプコプ式
－ － － －

同一個体
図１１８－４ １１７ Ｎ－２７ 覆土 ５ Ⅳａ ３ 深鉢（胴） － － － －

Ｐ４９１
図１１８－１ １１７

Ｍ－３２
覆土 ５ Ⅵ

１
深鉢（口）

後北Ｃ２Ｄ
－ － － －

同一個体Ｐ６０９ １
図１１８－２ １１７ Ｍ－３２ 覆土 ５ Ⅵ １ 深鉢（口） － － － －

Ｐ４９２ 図１１９－１ １１７ Ｑ－２８ 覆土 ５ Ⅴａ １ 深鉢（口） 大洞Ｂ式相当 － － － － 補修孔作ろうとしたアト有
図１１９－２ １１７ Ｑ－２８ 覆土 ５ Ⅳｃ～Ⅴａ １ 鉢（口） 御殿山～大洞Ｂ式相当 － － － －
図１１９－３ １１７ Ｑ－２８ 覆土 ５ Ⅳｃ～Ⅴａ １ 浅鉢（口） 御殿山～大洞Ｂ式相当 － － － －
図１１９－４ １１７ Ｑ－２８ 覆土 ５ Ⅳｃ～Ⅴａ １ 深鉢（胴） 御殿山～大洞Ｂ式相当 － － － －

表Ⅳ－１ 土坑掲載遺物一覧�

※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他

Ⅳ 遺構と遺物
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遺構 図番号
図
版
番
号

接合遺構．
グリッド

層位
※
分
類
Ⅰ

分類Ⅱ 点
数

（土器）／器種（部位） 土器形式 口径
（�）

器高
（�）

底径
（�） －

備考
（玉類）／器種 石材 長径

（�）
短径
（�）

厚さ
（�）

重さ
（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（土製品）／名称 －

（骨角器）／種名 部位 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

Ｐ４９６ 図１２０－１ １１９ Ｎ－３３ （点取り） ５ Ⅵ １ 注口 後北Ｃ２Ｄ － － － －
図１２０－２ １１９ Ｎ－３３ 覆土 ５ Ⅴａ １ 深鉢（口） 大洞Ｂ式相当 － － － －
図１２０－３ １１９ Ｎ－３３ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図１２０－４ １１９ Ｎ－３３ 覆土 ５ Ⅳｃ １ ツボ・注口（底） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

Ｐ４９７ 図１２２－１ １２０ Ｏ－３２ （点取り） ５ Ⅳｃ １ 深鉢（底） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

図１２２－２ １２０ Ｏ－３２
（点取り）

５ Ⅳｃ
２４

深鉢 三ツ谷式相当 ２４．６（２０．５） － －
覆土 １

図１２２－３ １２０ Ｏ－３２
（点取り）

５ Ⅳｃ
４２

深鉢 三ツ谷式相当 ２２．０（２７．７） － －
覆土 ３

Ｐ４９８
図１２０－１ １２０ Ｌ－２８

（点取り）
５ Ⅵ

３
鉢（底） 後北Ｃ２Ｄ － － ７．６ －

覆土 １
Ｐ４９９ 図１２０－１ １２０ Ｌ－２８ 覆土 ５ Ⅴｂ １ 浅鉢（口～底） 晩期中葉 － ３．４ － －
Ｐ５０１ 図１２３－１ １２３ Ｐ－３５ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
Ｐ５０２ 図１２３－１ １２３ Ｐ－３５ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

図１２３－２ １２３ Ｐ－３５ 覆土 ３ 礫石器 １ 石斧 片岩 ８．７０ ３．５０ １．４０ ７１ベンガラ付着
Ｐ５０３ 図１２３－１ １２３ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ｂ－１ 緑泥石岩 １３．８ １１．９ １０．２ ２．５５

図１２３－２ １２３ Ｒ－３３ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ 緑泥石岩 １１．３ － ７．８ １．１５ネズミにかじられている
図１２３－３ １２３ Ｒ－３３ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

Ｐ５０４ 図１２４－１ １２３ Ｐ－３３ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎 ２．１０ １．４５ ０．３２ ０．０８
図１２４－２ １２３ Ｐ－３３ 坑底部 ４ 石製品 １ Ｅ－１ ツノ貝化石 ２９．０ ９．５ ９．５ ０．７２割れ 自然ツノ貝化石
図１２４－３ １２３ Ｐ－３３ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 頁岩 ２．８１ １．１０ ０．４３ １．０３
図１２４－４ １２３ Ｐ－３３ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － － ベンガラ付着
図１２４－５ １２３ Ｐ－３３ 覆土 ５ Ⅳｃ １ ツボ・注口（胴） 堂林～三ツ谷式相当 － － － － ベンガラ付着
図１２４－６ １２３ Ｐ－３３ 覆土 ３ 礫石器 １ 石皿 安山岩 ３０．９０ ２６．４０ ８．９０ ９９００

Ｐ５０５ 図１２５－１ １２５ Ｍ－３１ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図１２５－２ １２５ Ｍ－３１ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図１２５－３ １２５ Ｍ－３１ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

Ｐ５０６ 図１２６－１ １２５ Ｍ－３１ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林式相当 － － － －
図１２６－２ １２５ Ｍ－３１ 覆土 ５ Ⅳｃ ３ 深鉢（口） 御殿山～大洞Ｂ式相当 － － － －

図１２６－３ １２５ Ｍ－３１
覆土

５ Ⅴａ
２６

注口 大洞Ｂ式相当 －（１５．３） － －
ＭＣ ３

図１２６－４ １２５ Ｌ．Ｍ－３１ 覆土 ５ Ⅳｃ ２ 深鉢（底） 御殿山～大洞Ｂ式相当 － － ５．８ －
図１２６－５ １２５ Ｍ－３１ 覆土 ５ Ⅴａ ２ 浅鉢（口） 大洞Ｂ式相当 － － － －
図１２６－６ １２５ Ｍ－３１ 覆土 ５ Ⅳｃ １ ツボ・注口（胴） 御殿山～大洞Ｂ式相当 － － － －

図１２６－７ １２５
Ｍ－３１ 覆土

５ Ⅴａ
１

ツボ・注口 大洞Ｂ式相当 －（１２．０） － － 玉抱き三叉文
Ｌ．Ｍ－３１ Ⅰ・Ⅱ・ＭＣ層 ２５

図１２６－８ １２５ Ｍ－３１
覆土

５ Ⅴａ
５９

深鉢 大洞Ｂ式相当 （３０．４） ３７．２ － －
Ⅱ・ＭＣ層 ２６

図１２６－９ １２５ Ｌ．Ｍ－３１ 覆土 ３ 礫石器 １ 敲き石 安山岩 １２．５０ ６．４０ ４．９０ ５３０
Ｐ５０７ 図１２５－１ １２５ Ｔ－３４ 覆土 ５ Ⅲ １ 深鉢（胴） 萩ヶ岡２式相当 － － － －
Ｐ５０８ 図１３１－１ １２９ Ｒ－２７ 坑底部 ３ 剥片 １ 石鏃 obs １．８ １．２ ０．４ ０．４７

図１３１－２ １２９ Ｒ－２７ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 obs ２．４０ １．４７ ０．４３ ０．９２
図１３１－３ １２９ Ｒ－２７ 坑底部 ３ 剥片 １ 石錐 頁岩 ３．９ １．５ ０．７５ ２．９８
図１３１－４ １２９ Ｒ－２７ 坑底部 ３ 剥片 １ 石錐 頁岩 ２．５ １．３ ０．５ ０．９１
図１３１－５ １２９ Ｒ－２７ 坑底部 ３ 礫石器 １ 石斧 泥岩 ５．３ ３．１ １．２ ３１．１８
図１３１－６ １２９ Ｒ－２７ 坑底部 ３ 剥片 １ フレイク obs ５．２５ ２．６５ ０．９５ １４．８０
図１３１－７ １２９ Ｒ－２７ 坑底部 ３ 剥片 １ フレイク obs ６．４０ ２．３０ １．００ １１．３２
図１３１－８ １２９ Ｒ－２７ 坑底部 ３ 剥片 １ フレイク obs ２．９５ ４．１５ ０．９０ ８．８０
図１３１－９ １２９ Ｒ－２７ 坑底部 ３ 剥片 １ フレイク obs ３．３０ ３．９０ １．３５ １５．６６
図１３１－１０１２９ Ｒ－２７ 坑底部 ３ 剥片 １ フレイク obs ４．０５ ３．３５ １．２０ １６．４３
図１３１－１１１２９ Ｒ－２７ 坑底部 ３ 剥片 １ フレイク obs ４．５０ ３．６０ １．７０ １７．０４
図１３１－１２１２９ Ｒ－２７ 坑底部 ３ 剥片 １ フレイク obs ３．８０ ４．２０ １．４５ １８．６１
図１３１－１３１２９ Ｒ－２７ 坑底部 ３ 剥片 １ フレイク obs ３．４５ ４．６０ １．３０ ２０．８４

図１３１－１４１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎Ｒ１or２ ３．３０ ２．７５ ０．５５ ０．６０
３m前後の個体 現在でも５
m前後の個体が奥尻や岩内の
定置網に入ることがある

図１３１－１５１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ 不明 － ０．５５ ０．５５ ０．１８ ０．０１土壌水洗
図１３１－１６１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ 不明 － ０．６０ ０．５０ ０．１５ ０．０１土壌水洗

表Ⅳ－１ 土坑掲載遺物一覧�

※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他
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遺構 図番号
図
版
番
号

接合遺構．
グリッド

層位
※
分
類
Ⅰ

分類Ⅱ 点
数

（土器）／器種（部位） 土器形式 口径
（�）

器高
（�）

底径
（�） －

備考
（玉類）／器種 石材 長径

（�）
短径
（�）

厚さ
（�）

重さ
（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（土製品）／名称 －

（骨角器）／種名 部位 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

Ｐ５０８ 図１３１－１７１２８ Ｒ－２６ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．５ １０．１ ５．２ ０．７２
図１３１－１８１２８ Ｒ－２６ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．０ ８．８ ５．５ ０．５７
図１３１－１９１２８ Ｒ－２６ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．９ ８．６ ４．５ ０．３８欠け
図１３１－２０１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．８ ８．３ ４．４ ０．５０
図１３１－２１１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．９ ８．３ ３．７ ０．４０
図１３１－２２１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．７ ７．７ ３．６ ０．２８
図１３１－２３１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．１ ８．１ ３．２ ０．３６
図１３１－２４１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．１ ８．０ ４．５ ０．４４
図１３１－２５１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．１ ８．８ ３．７ ０．４５
図１３１－２６１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．８ ７．８ ４．７ ０．４１
図１３１－２７１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．７ ５．７ ３．５ ０．１５
図１３１－２８１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．０ ５．９ ３．１ ０．１１破片２
図１３１－２９１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．３ ８．３ ３．１ ０．３５
図１３１－３０１２８ Ｒ－２６ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．１ ９．０ ３．０ ０．３７
図１３１－３１１２８ Ｒ－２６ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．２ ７．７ ５．５ ０．５０
図１３１－３２１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．７ ９．７ ４．４ ０．６５
図１３１－３３１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．９ ６．７ ５．２ ０．３８
図１３１－３４１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．１ ７．０ １．９ ０．１４
図１３１－３５１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．０ ６．９ ２．９ ０．１３
図１３１－３６１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．８ ７．５ ４．１ ０．２８
図１３１－３７１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．２ ７．０ ３．１ ０．２１
図１３１－３８１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．７ ７．４ ２．２ ０．１９
図１３１－３９１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．８ ７．７ ３．６ ０．３１
図１３１－４０１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．８ ５．７ ４．１ ０．１０
図１３１－４１１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．３ ５．８ ２．７ ０．１０破片３
図１３１－４２１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．３ ６．２ ３．４ ０．１９
図１３１－４３１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．５ ５．５ ３．４ ０．１４
図１３１－４４１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．９ ６．９ ３．０ ０．１８
図１３１－４５１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ － 緑泥石岩 ６．０ ４．０ ３．５ ０．０７（２／３欠け）
図１３１－４６１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．７ ５．４ ３．０ ０．１４
図１３１－４７１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．６ ６．６ ３．６ ０．２１
図１３１－４８１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．９ ６．４ ３．６ ０．２０
図１３１－４９１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．０ ６．５ ３．６ ０．２１
図１３１－５０１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．７ ６．７ ３．５ ０．２２
図１３１－５１１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ｂ－１ 緑泥石岩 ６．７ ５．３ ２．７ ０．１４
図１３１－５２１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．７ ７．６ ３．８ ０．２８
図１３１－５３１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．５ ６．２ ４．０ ０．２２
図１３１－５４１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．５ ６．５ ３．７ ０．２３
図１３１－５５１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．９ ５．７ ４．０ ０．２０
図１３１－５６１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．７ ６．５ ４．６ ０．２７
図１３１－５７１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．５ ６．５ ３．３ ０．１７欠け
図１３１－５８１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．０ ５．９ ４．１ ０．１９
図１３１－５９１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．６ ６．１ ２．６ ０．１６
図１３１－６０１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．４ ６．２ ３．５ ０．１９
図１３１－６１１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．４ ６．３ ３．２ ０．１８
図１３１－６２１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．５ ５．３ ３．２ ０．１１
図１３１－６３１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．３ ６．１ ３．７ ０．１７欠け
図１３１－６４１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．８ ６．２ ３．８ ０．２１
図１３１－６５１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．９ ６．７ ４．３ ０．２３
図１３１－６６１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．２ ６．５ ３．７ ０．２０
図１３１－６７１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．２ ７．８ ４．５ ０．３４
図１３１－６８１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．６ ８．２ ３．８ ０．３８
図１３１－６９１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．８ ７．７ ４．８ ０．４５
図１３１－７０１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １１．４ １０．７ ６．４ １．２２
図１３１－７１１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．２ ６．１ ３．３ ０．１９
図１３１－７２１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．４ ７．９ ３．６ ０．２６欠け
図１３１－７３１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．３ ９．０ ４．８ ０．５２
図１３１－７４１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．７ ９．４ ４．７ ０．６６
図１３１－７５１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．７ ９．４ ４．７ ０．６６

表Ⅳ－１ 土坑掲載遺物一覧�

※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他

Ⅳ 遺構と遺物
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遺構 図番号
図
版
番
号

接合遺構．
グリッド

層位
※
分
類
Ⅰ

分類Ⅱ 点
数

（土器）／器種（部位） 土器形式 口径
（�）

器高
（�）

底径
（�） －

備考
（玉類）／器種 石材 長径

（�）
短径
（�）

厚さ
（�）

重さ
（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（土製品）／名称 －

（骨角器）／種名 部位 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

Ｐ５０８ 図１３１－７６１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．４ ７．４ ５．２ ０．３９
図１３１－７７１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．８ ７．４ ５．８ ０．４３
図１３１－７８１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １１．１ １０．１ ６．４ １．１０
図１３１－７９１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．８ ６．８ ３．８ ０．２８
図１３１－８０１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．０ ６．８ ４．４ ０．２５
図１３１－８１１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ － 緑泥石岩 １０．１ ８．１ ５．１ ０．４０（２／５欠け）
図１３１－８２１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．９ ７．６ ５．２ ０．４０
図１３１－８３１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．７ ８．６ ３．９ ０．４２
図１３１－８４１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．７ ８．９ ５．７ ０．７７
図１３１－８５１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．１ ７．８ ４．０ ０．３５
図１３１－８６１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．１ ８．６ ４．５ ０．４６
図１３１－８７１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．２ ９．１ ３．８ ０．４５
図１３１－８８１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．６ ６．５ ３．３ ０．２１
図１３１－８９１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．５ ８．２ ３．３ ０．３４
図１３１－９０１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．３ ８．１ ３．８ ０．３９
図１３１－９１１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．１ ８．６ ５．７ ０．６３
図１３１－９２１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．９ ６．９ ３．６ ０．２６
図１３１－９３１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．５ ８．５ ４．０ ０．４２
図１３１－９４１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．９ ８．９ ３．９ ０．３９
図１３１－９５１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．１ ７．９ ４．３ ０．４１
図１３１－９６１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ － 緑泥石岩 ９．０ ６．９ ５．１ ０．３６（半分）
図１３１－９７１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．９ ７．５ ４．１ ０．３７
図１３１－９８１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．７ １０．４ ５．１ ０．８０
図１３１－９９１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．７ ８．４ ４．１ ０．４７
図１３１－１００１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．３ ８．５ ４．３ ０．５０
図１３１－１０１１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．４ ８．２ ４．０ ０．３９
図１３１－１０２１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．５ ８．５ ４．４ ０．４７
図１３１－１０３１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．８ ８．７ ４．８ ０．５２
図１３１－１０４１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １１．３ １０．８ ４．４ ０．８０
図１３１－１０５１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．６ ６．５ ４．３ ０．２４
図１３１－１０６１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．０ ６．０ ３．４ ０．１２
図１３１－１０７１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．０ ６．７ ４．１ ０．２８
図１３１－１０８１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ － 緑泥石岩 ６．０ ５．０ １．５ ０．０３（破片）
図１３１－１０９１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ － 緑泥石岩 １０．０ ８．０ ４．８ ０．３４（半分）
図１３１－１１０１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．３ ６．５ ４．８ ０．２６
図１３１－１１１１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．７ ７．３ ４．４ ０．２７
図１３１－１１２１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．９ ９．６ ４．５ ０．６２
図１３１－１１３１２８ Ｒ－２６ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．１ ５．７ ２．３ ０．１４
図１３１－１１４１２８ Ｒ－２６ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．０ ５．６ ３．２ ０．１２
図１３１－１１５１２８ Ｒ－２６ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．６ ７．３ ３．１ ０．２６
図１３１－１１６１２８ Ｒ－２６ 坑底部 ４ 玉 １ Ｂ－１ 緑泥石岩 ６．６ ５．３ ３．６ ０．１４
図１３１－１１７１２８ Ｒ－２６ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ５．３ ５．１ ３．４ ０．１４
図１３１－１１８１２８ Ｒ－２６ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．８ ８．７ ６．８ ０．５３
図１３１－１１９１２８ Ｒ－２６ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－１ｂ 緑泥石岩 １０．１ ８．１ ４．８ ０．９６
図１３１－１２０１２８ Ｒ－２６ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．０ ７．７ ４．６ ０．４１
図１３１－１２１１２８ Ｒ－２６ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．４ ６．２ ４．９ ０．２２欠け
図１３１－１２２１２８ Ｒ－２６ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．７ ８．５ ３．３ ０．３６
図１３１－１２３１２８ Ｒ－２６．２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．９ ８．６ ４．９ ０．５０
図１３１－１２４１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．８ ５．７ ３．１ ０．１４
図１３１－１２５１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．１ ６．０ ３．２ ０．１５
図１３１－１２６１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．０ ５．８ ４．４ ０．２２
図１３１－１２７１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．８ ９．６ ４．０ ０．５１
図１３１－１２８１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．６ ８．５ ３．４ ０．３３
図１３１－１２９１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．８ ８．３ ３．６ ０．３３
図１３１－１３０１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．６ ８．４ ３．３ ０．４０
図１３１－１３１１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．２ ６．１ ３．５ ０．１８
図１３１－１３２１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．２ ６．０ ２．９ ０．１３
図１３１－１３３１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．４ ５．３ ２．９ ０．１１
図１３１－１３４１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．２ ６．２ ３．４ ０．１７

表Ⅳ－１ 土坑掲載遺物一覧�

※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他

―１４８―



遺構 図番号
図
版
番
号

接合遺構．
グリッド

層位
※
分
類
Ⅰ

分類Ⅱ 点
数

（土器）／器種（部位） 土器形式 口径
（�）

器高
（�）

底径
（�） －

備考
（玉類）／器種 石材 長径

（�）
短径
（�）

厚さ
（�）

重さ
（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（土製品）／名称 －

（骨角器）／種名 部位 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

Ｐ５０８ 図１３１－１３５１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．５ ６．４ ３．５ ０．１４
図１３１－１３６１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．５ ６．２ ２．９ ０．１４
図１３１－１３７１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．４ ６．１ ２．９ ０．１５
図１３１－１３８１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．７ ５．６ ２．３ ０．１０
図１３１－１３９１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．０ ７．８ ５．２ ０．４５
図１３１－１４０１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．７ ５．６ ２．９ ０．１１
図１３１－１４１１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．２ ７．０ ４．０ ０．２９
図１３１－１４２１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．９ ５．５ ４．３ ０．１６
図１３１－１４３１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ － 緑泥石岩 ６．０ － ３．１ ０．０８（１／２欠け）
図１３１－１４４１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．９ ６．８ ４．０ ０．２７
図１３１－１４５１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．０ ７．９ ３．９ ０．３４
図１３１－１４６１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．３ ７．２ ４．０ ０．２９
図１３１－１４７１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．８ ８．２ ５．５ ０．５３
図１３１－１４８１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．５ ８．３ ２．９ ０．３２
図１３１－１４９１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．２ ８．１ ３．７ ０．３７
図１３１－１５０１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．２ ６．２ ５．１ ０．３０
図１３１－１５１１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．６ ６．６ ３．５ ０．２４
図１３１－１５２１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．５ ６．３ ３．２ ０．１６
図１３１－１５３１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．９ ６．９ ４．０ ０．２２
図１３１－１５４１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．３ ８．５ ４．８ ０．４８
図１３１－１５５１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．９ １０．０ ６．６ １．０３
図１３１－１５６１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．０ ６．０ ４．４ ０．２４
図１３１－１５７１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．２ ６．２ ３．７ ０．２０
図１３１－１５８１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．０ ７．６ ３．８ ０．２７
図１３１－１５９１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．１ ７．８ ３．６ ０．２９
図１３１－１６０１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．０ ７．０ ２．５ ０．１７
図１３１－１６１１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．５ ８．５ ３．６ ０．４０
図１３１－１６２１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．８ ８．８ ３．８ ０．４３
図１３１－１６３１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．４ ７．７ ３．８ ０．３４
図１３１－１６４１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．２ ８．９ ３．８ ０．４８
図１３１－１６５１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．７ ６．４ ４．５ ０．２３
図１３１－１６６１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ － 緑泥石岩 ６．１ ４．０ ２．６ ０．０９（１／３破損）
図１３１－１６７１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．８ ６．４ ４．０ ０．２４
図１３１－１６８１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．９ ６．２ ３．７ ０．１７
図１３１－１６９１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．８ ５．８ ２．６ ０．１２
図１３１－１７０１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．５ ６．５ ４．０ ０．２０
図１３１－１７１１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．１ ６．０ ３．７ ０．１９
図１３１－１７２１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．４ ６．４ ３．２ ０．１９
図１３１－１７３１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．０ ６．７ ４．７ ０．２９
図１３１－１７４１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ － 緑泥石岩 ５．９ － ３．８ ０．１１（１／２欠け）
図１３１－１７５１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．５ ５．５ ３．２ ０．１４
図１３１－１７６１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．１ ６．０ ４．０ ０．２１
図１３１－１７７１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．８ ６．３ ３．６ ０．２０
図１３１－１７８１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．１ ６．１ ４．２ ０．１９
図１３１－１７９１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．９ ５．８ ３．５ ０．１６
図１３１－１８０１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．８ ５．７ ３．４ ０．１５
図１３１－１８１１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．３ ５．３ ２．４ ０．０７
図１３１－１８２１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．３ ５．２ ３．０ ０．１０
図１３１－１８３１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．５ ５．３ ２．４ ０．１０
図１３１－１８４１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．５ ５．５ ３．２ ０．１１
図１３１－１８５１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．７ ６．６ ３．９ ０．２０
図１３１－１８６１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．２ ６．２ ３．９ ０．２１
図１３１－１８７１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．１ ５．８ ３．４ ０．１４欠け
図１３１－１８８１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．１ ６．９ ３．５ ０．１９
図１３１－１８９１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．２ ７．１ ３．９ ０．２９
図１３１－１９０１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．４ ７．２ ４．２ ０．２９
図１３１－１９１１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．１ ６．９ ４．１ ０．２４
図１３１－１９２１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．６ ７．６ ３．９ ０．２６
図１３１－１９３１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．８ ６．６ ３．５ ０．２４

表Ⅳ－１ 土坑掲載遺物一覧�

※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他

Ⅳ 遺構と遺物
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遺構 図番号
図
版
番
号

接合遺構．
グリッド

層位
※
分
類
Ⅰ

分類Ⅱ 点
数

（土器）／器種（部位） 土器形式 口径
（�）

器高
（�）

底径
（�） －

備考
（玉類）／器種 石材 長径

（�）
短径
（�）

厚さ
（�）

重さ
（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（土製品）／名称 －

（骨角器）／種名 部位 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

Ｐ５０８ 図１３１－１９４１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．８ ６．７ ４．５ ０．２７
図１３１－１９５１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ７．２ ６．３ ３．７ ０．２１
図１３１－１９６１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．５ ６．９ ５．０ ０．３３
図１３１－１９７１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．８ ６．７ ４．５ ０．３０
図１３１－１９８１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．６ ５．６ ３．５ ０．１３
図１３１－１９９１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．６ ６．４ ３．７ ０．２２
図１３１－２００１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．９ ５．８ ３．３ ０．１６
図１３１－２０１１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．８ ５．３ ２．７ ０．０９
図１３１－２０２１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．３ ４．９ １．７ ０．０６
図１３１－２０３１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．４ ６．３ ３．１ ０．１５
図１３１－２０４１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．２ ５．２ １．８ ０．０７
図１３１－２０５１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．４ ６．０ ３．０ ０．１７
図１３１－２０６１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．０ ５．４ ３．４ ０．１４
図１３１－２０７１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．８ ５．６ ３．３ ０．１１
図１３１－２０８１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．７ ５．１ ２．３ ０．０９
図１３１－２０９１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．９ ６．６ ３．９ ０．２４土壌水洗
図１３１－２１０１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．８ ５．５ ３．５ ０．１５土壌水洗
図１３１－２１１１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．９ ５．８ ２．９ ０．１１土壌水洗
図１３１－２１２１２８ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ － 緑泥石岩 ６．８ ３．７ ２．８ ０．０８土壌水洗（１／２欠け）

図１３２－２１３１２９ Ｒ－２７
西覆土

５ Ⅴａ
７

注口 大洞Ｂ式相当 ５．９（１４．５） － －西１回目 ５０
西２回目 １４

図１３２－２１４１２９ Ｒ－２７ （点取り） ５ Ⅳｃ ２ ツボ・注口（底） 御殿山式相当 － － １．６ －

図１３２－２１５１２９ Ｒ－２６．２７

覆土

５ Ⅴａ

５

注口 大洞Ｂ式相当 ２．６ １４．３ １．８ －

１回目 ２７
２回目 ７
西覆土 ３
西１回目 ２
西２回目 ４

図１３２－２１６１２９ Ｒ－２６

覆土

５ Ⅴａ

４

キャリパー 大洞Ｂ式相当 － － － －
１回目 ３２
２回目 ２５
西２回目 １

図１３２－２１７１３０ Ｒ－２７

西１回

５ Ⅴａ

１２

鉢 大洞Ｂ式相当 １１．４（５．９） － －
西２回 １
西覆土 １
Ⅱ層 １

図１３２－２１８１３０ Ｒ－２７

西１回

５ Ⅴａ

７

鉢 大洞Ｂ式相当 １２．６ ６．６ ４．５ －

西２回 ３
覆土１回 １
覆土２回 ２
覆土 ３
西覆土 ２

図１３２－２１９１２９ Ｒ－２７
西１回

５ Ⅴａ
４

？ 大洞Ｂ式相当 ９．５ １２．１ ３．３ －西２回 ６
Ⅱ層 １

図１３２－２２０１２９ Ｒ－２６．２７
西１回

５ Ⅴａ
１

？ 大洞Ｂ式相当 ８．６（９．１） － －
西２回 ６

図１３２－２２１１３０ Ｒ－２７ 西１回 ５ Ⅴａ １ ？ 大洞Ｂ式相当 ８．０（７．０） － －
図１３２－２２２１３０ Ｒ－２６．２７ 西２回 ５ Ⅴａ ４ ミニチュア 大洞Ｂ式相当 ４．９ ５．２ １．５ －

Ｐ５０９ 図１３３－１ １３１ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．１ ６．４ ４．１ ０．２５
図１３３－２ １３１ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．２ ６．９ ４．６ ０．３２
図１３３－３ １３１ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．４ ８．１ ３．９ ０．２７
図１３３－４ １３１ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．３ ８．１ ５．０ ０．４７
図１３３－５ １３１ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．４ ８．１ ５．４ ０．５３
図１３３－６ １３１ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．４ ６．２ ３．０ ０．１５
図１３３－７ １３１ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．７ ５．７ ２．３ ０．１０
図１３３－８ １３１ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．２ ８．９ ６．１ ０．７５
図１３３－９ １３１ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－２ 緑泥石岩 ２９．０ ２１．０ １１．０ ８．０８
図１３３－１０１３１ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．０ ８．２ ５．３ ０．５０
図１３３－１１１３１ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉類 １ Ｄ－２ 緑泥石岩 ２３．０ １２．０ ５．７ １．８１

表Ⅳ－１ 土坑掲載遺物一覧�

※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他
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遺構 図番号
図
版
番
号

接合遺構．
グリッド

層位
※
分
類
Ⅰ

分類Ⅱ 点
数

（土器）／器種（部位） 土器形式 口径
（�）

器高
（�）

底径
（�） －

備考
（玉類）／器種 石材 長径

（�）
短径
（�）

厚さ
（�）

重さ
（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（土製品）／名称 －

（骨角器）／種名 部位 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

Ｐ５０９ 図１３３－１２１３１ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－１ｂ 緑泥石岩 １８．２ １２．０ ５．７ １．６２
図１３３－１３１３１ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．４ ８．４ ６．４ ０．５４
図１３３－１４１３１ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．５ ９．１ ５．７ ０．７１
図１３３－１５１３１ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １０．４ １０．０ ５．６ ０．６３欠け
図１３３－１６１３１ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－２ 緑泥石岩 ２４．１ １８．１ ９．０ ４．９２
図１３３－１７１３１ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １１．８ １１．７ ７．６ １．４６
図１３３－１８１３１ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－２ 緑泥石岩 ２８．１ １８．０ ８．６ ５．１６
図１３３－１９１３１ Ｒ－２７ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～御殿山式相当 － － － －
図１３３－２０１３１ Ｒ－２７ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（胴） 堂林～御殿山式相当 － － － －

Ｐ５１０ 図１３５－１ １３２ Ｒ－２７ 覆土中 ４ 玉類 １ Ｄ－１ 緑泥石岩 ２３．０ １４．０ １１．３ ４．９５
図１３５－２ １３２ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 石製品 １ Ｅ－２ 泥岩 ４１．０ ２５．０ ７．３ １３．０２
図１３５－３ １３２ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 石製品 １ Ｅ－３ 泥岩 ４０．０ ３０．９ １５．７ １８．４６雨だれ石 ベンガラ付着
図１３５－４ １３２ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．８ ８．５ ４．２ ０．４０
図１３５－５ １３２ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．４ ７．２ ３．５ ０．２８
図１３５－６ １３２ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．１ ７．７ ４．４ ０．３９
図１３５－７ １３２ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 蛇紋岩 ８．６ ８．３ ４．６ ０．４９
図１３５－８ １３２ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．４ ８．７ ４．３ ０．５６
図１３５－９ １３２ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．０ ８．９ ４．３ ０．５１
図１３５－１０１３２ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．６ ９．０ ４．２ ０．４９
図１３５－１１１３２ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．４ ８．３ ３．６ ０．３９
図１３５－１２１３２ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．２ ８．４ ４．３ ０．５３
図１３５－１３１３２ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．８ ８．４ ３．９ ０．４１
図１３５－１４１３２ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．１ ８．９ ４．７ ０．５７
図１３５－１５１３２ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．４ ９．３ ３．７ ０．５３
図１３５－１６１３２ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．１ ９．０ ４．１ ０．５８
図１３５－１７１３２ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．６ ８．５ ３．９ ０．４８
図１３５－１８１３２ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．５ ８．２ ３．８ ０．４２
図１３５－１９１３２ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．５ ９．２ ５．１ ０．６５
図１３５－２０１３２ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．３ ８．１ ５．１ ０．４６
図１３５－２１１３２ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．９ ８．９ ５．３ ０．６４
図１３５－２２１３２ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．３ ９．０ ５．２ ０．６９
図１３５－２３１３２ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．５ ７．９ ４．６ ０．３６
図１３５－２４１３２ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．７ ９．３ ５．１ ０．７１
図１３５－２５１３２ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．１ ８．９ ４．６ ０．５６
図１３５－２６１３２ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．７ ９．５ ５．２ ０．７４
図１３５－２７１３２ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．５ ９．３ ３．８ ０．５４
図１３５－２８１３２ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．６ ９．６ ５．５ ０．７１
図１３５－２９１３２ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．６ ９．４ ５．６ ０．６０
図１３５－３０１３２ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．３ ９．１ ４．８ ０．６３
図１３５－３１１３２ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．３ ９．２ ３．２ ０．４２
図１３５－３２１３２ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．６ ９．４ ４．２ ０．５８
図１３５－３３１３２ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．０ ９．８ ４．８ ０．６７
図１３５－３４１３２ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．０ ７．８ ４．２ ０．４３
図１３５－３５１３２ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．３ ９．３ ４．７ ０．６３
図１３５－３６１３２ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １２．１ １１．８ ７．０ １．２４
図１３５－３７１３２ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．７ １０．５ ５．３ １．０１
図１３５－３８１３２ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．２ １０．０ ３．４ ０．５５
図１３５－３９１３２ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．０ ９．８ ４．８ ０．６４
図１３５－４０１３２ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．３ １０．２ ５．４ ０．７０
図１３５－４１１３２ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １１．７ １１．５ ７．０ １．３４
図１３５－４２１３２ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １１．７ １１．２ ５．５ １．０５

図１３５－４３１３３ Ｒ－２７
検出面

５ Ⅳｃ
７４

深鉢 御殿山式相当 ２０．９ １３．２ ８．２ －覆土 １
Ⅰ・ＭＣ層 １５

図１３５－４４１３３ Ｒ－２７
検出面

５ Ⅳｃ
１２

深鉢 御殿山式相当 １１．６ ６．７ ５．０ －
ＭＣ層 １２

図１３５－４５１３２ Ｒ－２７ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －
図１３５－４６１３２ Ｒ－２７ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －
図１３５－４７１３２ Ｒ－２７ 覆土 ５ Ⅳｃ １ － 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －

表Ⅳ－１ 土坑掲載遺物一覧�

※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他

Ⅳ 遺構と遺物
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遺構 図番号
図
版
番
号

接合遺構．
グリッド

層位
※
分
類
Ⅰ

分類Ⅱ 点
数

（土器）／器種（部位） 土器形式 口径
（�）

器高
（�）

底径
（�） －

備考
（玉類）／器種 石材 長径

（�）
短径
（�）

厚さ
（�）

重さ
（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（土製品）／名称 －

（骨角器）／種名 部位 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

Ｐ５１１ 図１３６－１ １３５ Ｒ－２７ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗櫛 － ６０．５ ４６．５ － －
図１３６－２ １３５ Ｒ－２７ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗櫛 － ５８．５ ６２．０ － －
図１３８－３ １３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．０ ７．９ ４．２ ０．３７
図１３８－４ １３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．９ ７．９ ４．１ ０．４０
図１３８－５ １３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．５ ７．４ ３．２ ０．２４
図１３８－６ １３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．３ ８．２ ４．０ ０．３９
図１３８－７ １３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．０ ９．０ ４．９ ０．６１
図１３８－８ １３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．０ ９．５ ４．３ ０．６３
図１３８－９ １３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．０ ９．５ ４．１ ０．６２
図１３８－１０１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．０ ９．０ ５．８ ０．７８
図１３８－１１１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．７ ９．３ ５．０ ０．６４
図１３８－１２１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．５ ８．９ ４．３ ０．５４
図１３８－１３１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．４ ９．２ ４．９ ０．６４
図１３８－１４１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．６ ８．９ ５．２ ０．６６
図１３８－１５１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．２ ８．５ ５．４ ０．５４
図１３８－１６１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．１ ８．６ ３．９ ０．４８
図１３８－１７１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．７ ８．１ ５．３ ０．５６
図１３８－１８１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．５ ７．２ ５．１ ０．４６
図１３８－１９１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．９ ７．６ ４．４ ０．４５
図１３８－２０１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．９ ８．６ ５．３ ０．４８
図１３８－２１１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．２ ８．９ ５．８ ０．６６
図１３８－２２１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－７ ヒスイ ８．８ ８．５ ５．０ ０．５５
図１３８－２３１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．５ ８．１ ３．８ ０．３３
図１３８－２４１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．４ ７．３ ４．１ ０．２８
図１３８－２５１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ ジャスパー ７．０ ６．６ ４．１ ０．２６
図１３８－２６１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．８ ７．５ ４．５ ０．４０
図１３８－２７１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ ジャスパー ８．０ ８．０ ４．８ ０．４６
図１３８－２８１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．１ ７．９ ４．９ ０．３８
図１３８－２９１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．５ ７．２ ３．３ ０．２４
図１３８－３０１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．０ ６．８ ３．１ ０．２２
図１３８－３１１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ９．１ ８．８ ６．７ ０．７６
図１３８－３２１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．５ ８．０ ４．５ ０．４１
図１３８－３３１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．０ ８．０ ４．８ ０．４４
図１３８－３４１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．６ ７．６ ４．２ ０．３５
図１３８－３５１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．６ ８．３ ３．１ ０．３１
図１３８－３６１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ８．４ ７．９ ４．２ ０．３８
図１３８－３７１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．８ ７．４ ３．７ ０．３１
図１３８－３８１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．４ ７．８ ５．０ ０．４９
図１３８－３９１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．８ ７．４ ３．５ ０．３０
図１３８－４０１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．８ ７．５ ４．３ ０．４０
図１３８－４１１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．０ ６．８ ４．１ ０．２６
図１３８－４２１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．４ ８．９ ４．４ ０．５２
図１３８－４３１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．６ ８．５ ４．８ ０．５３
図１３８－４４１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．３ ８．１ ４．２ ０．３８
図１３８－４５１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．８ ９．８ ５．０ ０．６９
図１３８－４６１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．６ ９．６ ４．１ ０．５９
図１３８－４７１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．５ ９．２ ６．５ ０．７５
図１３８－４８１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．８ ８．８ ６．０ ０．６９
図１３８－４９１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．３ ９．３ ６．０ ０．６９
図１３８－５０１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．６ ８．３ ４．７ ０．５３
図１３８－５１１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．２ ９．０ ４．９ ０．６０
図１３８－５２１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．４ ８．２ ５．３ ０．５４
図１３８－５３１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．２ ８．２ ４．７ ０．４６
図１３８－５４１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．４ ８．４ ４．９ ０．５３
図１３８－５５１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ７．０ ７．０ ５．４ ０．３３
図１３８－５６１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ７．１ ７．０ ５．３ ０．３５
図１３８－５７１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．０ ６．９ ４．６ ０．３２
図１３８－５８１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．３ ７．１ ５．８ ０．３９
図１３８－５９１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ７．８ ７．７ ５．５ ０．４３

表Ⅳ－１ 土坑掲載遺物一覧�

※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他

―１５２―



遺構 図番号
図
版
番
号

接合遺構．
グリッド

層位
※
分
類
Ⅰ

分類Ⅱ 点
数

（土器）／器種（部位） 土器形式 口径
（�）

器高
（�）

底径
（�） －

備考
（玉類）／器種 石材 長径

（�）
短径
（�）

厚さ
（�）

重さ
（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（土製品）／名称 －

（骨角器）／種名 部位 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

Ｐ５１１ 図１３８－６０１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ７．０ ６．９ ５．４ ０．３３
図１３８－６１１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ７．７ ７．７ ６．９ ０．４９
図１３８－６２１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ６．５ ６．３ ５．１ ０．２５
図１３８－６３１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ６．９ ６．８ ５．２ ０．３０
図１３８－６４１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ７．７ ７．５ ６．３ ０．４８
図１３８－６５１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．６ ６．４ ５．２ ０．２６
図１３８－６６１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ７．５ ７．３ ６．１ ０．４５
図１３８－６７１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ － 緑泥石岩 ７．０（５．５） ５．１ ０．１６割れ
図１３８－６８１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ６．２ ６．１ ４．４ ０．１９
図１３８－６９１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ６．６ ６．５ ４．７ ０．２７
図１３８－７０１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ８．４ ７．４ ５．２ ０．３８
図１３８－７１１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ７．３ ７．１ ５．８ ０．３９
図１３８－７２１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ７．０ ６．８ ５．４ ０．３１
図１３８－７３１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ６．６ ６．４ ４．４ ０．２３
図１３８－７４１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ７．７ ７．６ ５．２ ０．４４
図１３８－７５１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ６．５ ６．２ ５．０ ０．２２
図１３８－７６１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ － 緑泥石岩 ６．０ ５．０ ４．３ ０．１２割れ 破片４
図１３８－７７１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ６．５ ６．５ ４．７ ０．２５
図１３８－７８１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ６．５ ６．３ ４．６ ０．２５
図１３８－７９１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．６ ６．４ ５．２ ０．２８
図１３８－８０１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ６．１ ６．０ ３．９ ０．１８
図１３８－８１１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ６．７ ６．５ ４．５ ０．２６
図１３８－８２１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ６．２ ６．１ ４．４ ０．２１
図１３８－８３１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．２ ７．１ ５．８ ０．４１
図１３８－８４１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ７．９ ７．７ ６．４ ０．５３
図１３８－８５１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ８．０ ７．７ ５．８ ０．５２
図１３８－８６１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ８．１ ８．０ ５．９ ０．５２
図１３８－８７１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ８．６ ８．４ ６．６ ０．６１
図１３８－８８１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ９．０ ８．９ ７．２ ０．７６
図１３８－８９１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ８．４ ８．１ ７．７ ０．６８
図１３８－９０１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ８．２ ７．８ ６．１ ０．５５
図１３８－９１１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ７．８ ７．４ ６．１ ０．４８
図１３８－９２１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ６．４ ６．４ ５．２ ０．２７
図１３８－９３１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ６．５ ６．４ ４．３ ０．２２
図１３８－９４１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ － 緑泥石岩 ５．０ ４．０ ４．８ ０．０９破片３
図１３８－９５１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ７．０ ６．９ ５．５ ０．３４
図１３８－９６１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ６．１ ６．０ ４．２ ０．２０
図１３８－９７１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ５．４ ５．４ ３．４ ０．１１
図１３８－９８１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ６．５ ６．５ ４．７ ０．２６
図１３８－９９１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ７．５ ７．４ ５．９ ０．４６
図１３８－１００１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ７．２ ７．１ ５．５ ０．３８
図１３８－１０１１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．４ ６．３ ５．１ ０．２６
図１３８－１０２１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ７．４ ７．１ ５．５ ０．４０
図１３８－１０３１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ７．６ ７．５ ５．５ ０．４５
図１３８－１０４１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．８ ５．７ ３．６ ０．１６
図１３８－１０５１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．９ ５．７ ４．０ ０．１９
図１３８－１０６１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ８．２ ８．０ ６．７ ０．５８
図１３８－１０７１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．２ ７．２ ６．０ ０．４３
図１３８－１０８１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ６．８ ６．７ ５．５ ０．３１
図１３８－１０９１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ６．８ ６．５ ５．２ ０．３１
図１３８－１１０１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．７ ６．６ ５．５ ０．３０
図１３８－１１１１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ６．８ ６．８ ５．７ ０．３２
図１３８－１１２１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ６．６ ６．５ ４．８ ０．２７
図１３８－１１３１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ６．５ ６．５ ５．０ ０．２８
図１３８－１１４１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ － 緑泥石岩 － － － ０．２４割れ 破片６
図１３８－１１５１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．７ ５．５ ３．５ ０．０９
図１３８－１１６１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．７ ６．７ ５．３ ０．２８
図１３８－１１７１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．５ ７．２ ５．９ ０．４５
図１３８－１１８１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ６．９ ６．７ ５．３ ０．３４

表Ⅳ－１ 土坑掲載遺物一覧�

※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他

Ⅳ 遺構と遺物
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遺構 図番号
図
版
番
号

接合遺構．
グリッド

層位
※
分
類
Ⅰ

分類Ⅱ 点
数

（土器）／器種（部位） 土器形式 口径
（�）

器高
（�）

底径
（�） －

備考
（玉類）／器種 石材 長径

（�）
短径
（�）

厚さ
（�）

重さ
（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（土製品）／名称 －

（骨角器）／種名 部位 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

Ｐ５１１ 図１３８－１１９１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ６．８ ６．８ ６．４ ０．３８
図１３８－１２０１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ７．１ ７．１ ５．７ ０．３６
図１３８－１２１１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．２ ６．２ ５．１ ０．２９
図１３８－１２２１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．４ ６．２ ４．２ ０．２３
図１３８－１２３１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．６ ６．４ ４．４ ０．２５
図１３８－１２４１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．６ ６．４ ５．０ ０．２９
図１３８－１２５１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．４ ５．２ ３．８ ０．１４
図１３８－１２６１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ６．４ ６．２ ４．２ ０．２１
図１３８－１２７１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ６．６ ６．４ ５．３ ０．２７
図１３８－１２８１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ６．４ ６．４ ４．９ ０．２５
図１３８－１２９１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ６．１ ６．０ ４．３ ０．１８
図１３８－１３０１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ７．１ ６．５ ５．２ ０．２７欠け
図１３８－１３１１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ６．８ ６．７ ５．５ ０．３１
図１３８－１３２１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．７ ６．６ ５．１ ０．２９
図１３８－１３３１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ６．９ ６．６ ４．８ ０．２７
図１３８－１３４１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ６．５ ６．４ ４．８ ０．２６
図１３８－１３５１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ５．８ ５．６ ３．７ ０．１５
図１３８－１３６１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ６．４ ６．２ ４．４ ０．２３
図１３８－１３７１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ５．８ ５．６ ３．９ ０．１５
図１３８－１３８１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ６．１ ６．０ ４．１ ０．１９
図１３８－１３９１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ６．２ ６．１ ４．０ ０．１７接合
図１３８－１４０１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ６．２ ６．１ ４．２ ０．２１
図１３８－１４１１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ６．１ ６．０ ４．９ ０．２３
図１３８－１４２１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ６．３ ５．９ ４．９ ０．２１
図１３８－１４３１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．４ ６．２ ５．０ ０．２４
図１３８－１４４１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ６．１ ６．０ ４．９ ０．２１
図１３８－１４５１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．０ ６．０ ４．５ ０．２０
図１３８－１４６１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ６．１ ５．９ ４．２ ０．１９
図１３８－１４７１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ６．４ ６．３ ４．４ ０．２３
図１３８－１４８１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ６．９ ６．８ ４．８ ０．２９
図１３８－１４９１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 凝灰岩 ６．８ ６．７ ５．１ ０．３３
図１３８－１５０１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．９ ６．７ ４．７ ０．３０
図１３８－１５１１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．４ ６．２ ５．０ ０．２７
図１３８－１５２１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ７．６ ７．４ ５．５ ０．４４
図１３８－１５３１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ７．１ ６．７ ５．０ ０．２９
図１３８－１５４１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ － 緑泥石岩 ６．０ ４．３ ５．０ ０．１４割れ
図１３８－１５５１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ６．６ ６．５ ４．９ ０．２３
図１３８－１５６１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ － 緑泥石岩 ６．０ ４．０ １．６ ０．０４割れ
図１３８－１５７１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ６．９ ６．９ ５．３ ０．２９
図１３８－１５８１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ － 緑泥石岩 ６．０ ４．８ ４．０ ０．０９割れ
図１３８－１５９１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．９ ６．６ ４．３ ０．２６
図１３８－１６０１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．３ ７．７ ５．１ ０．５７
図１３８－１６１１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．７ ６．９ ５．４ ０．４３
図１３８－１６２１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．５ ８．３ ５．６ ０．５７
図１３８－１６３１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．３ ８．２ ５．２ ０．５７
図１３８－１６４１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．８ ８．６ ５．４ ０．６１
図１３８－１６５１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．０ ８．７ ５．３ ０．６５
図１３８－１６６１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．９ ６．５ ４．３ ０．３１
図１３８－１６７１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．１ ６．５ ５．０ ０．３６
図１３８－１６８１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．６ ７．１ ４．８ ０．４１
図１３８－１６９１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．６ ６．３ ４．８ ０．２９
図１３８－１７０１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．６ ６．２ ４．１ ０．２７
図１３８－１７１１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．０ ６．０ ３．５ ０．２２
図１３８－１７２１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．７ ５．６ ３．６ ０．１７
図１３８－１７３１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．６ ５．５ ３．２ ０．１５
図１３８－１７４１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．７ ５．２ ３．６ ０．１６
図１３８－１７５１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．０ ５．７ ４．０ ０．２１
図１３８－１７６１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．４ ５．２ ３．６ ０．１４
図１３８－１７７１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．７ ５．４ ３．５ ０．１６

表Ⅳ－１ 土坑掲載遺物一覧�

※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他
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遺構 図番号
図
版
番
号

接合遺構．
グリッド

層位
※
分
類
Ⅰ

分類Ⅱ 点
数

（土器）／器種（部位） 土器形式 口径
（�）

器高
（�）

底径
（�） －

備考
（玉類）／器種 石材 長径

（�）
短径
（�）

厚さ
（�）

重さ
（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（土製品）／名称 －

（骨角器）／種名 部位 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

Ｐ５１１ 図１３８－１７８１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ４．６ ４．６ ２．８ ０．１１
図１３８－１７９１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ４．７ ４．４ ２．２ ０．０６
図１３８－１８０１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ４．８ ４．８ ２．４ ０．０８
図１３８－１８１１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．０ ５．０ １．８ ０．０５
図１３８－１８２１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．０ ４．８ ２．９ ０．１１
図１３８－１８３１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ｂ－１ 緑泥石岩 ６．２ ５．０ ３．８ ０．１８
図１３８－１８４１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．５ ４．９ ３．５ ０．１４
図１３８－１８５１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．７ ６．３ ４．６ ０．２８
図１３８－１８６１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．０ ５．９ ３．９ ０．２１
図１３８－１８７１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．６ ５．０ ３．６ ０．１５
図１３８－１８８１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．３ ５．３ ２．６ ０．１１
図１３８－１８９１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ｂ－１ 緑泥石岩 ６．０ ５．０ ３．６ ０．１４欠け
図１３８－１９０１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．４ ５．２ ２．５ ０．１１
図１３８－１９１１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ｂ－１ 緑泥石岩 ６．５ ５．５ ３．９ ０．１９欠け
図１３８－１９２１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．７ ５．３ ３．２ ０．１５
図１３８－１９３１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．９ ５．５ ３．５ ０．１７
図１３８－１９４１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．０ ５．３ ３．６ ０．２０
図１３８－１９５１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．７ ５．１ ３．６ ０．１５
図１３８－１９６１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．０ ５．２ ４．１ ０．１９
図１３８－１９７１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．１ ４．９ ３．４ ０．１６
図１３８－１９８１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．３ ５．０ ２．８ ０．１２
図１３８－１９９１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．５ ５．３ ３．２ ０．１６
図１３８－２００１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．２ ５．１ ３．６ ０．１５
図１３８－２０１１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．３ ５．１ ３．６ ０．１５
図１３８－２０２１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ｂ－１ 緑泥石岩 ６．０ ４．６ ３．７ ０．１４
図１３８－２０３１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．５ ４．９ ３．０ ０．１３
図１３８－２０４１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．５ ５．３ ２．９ ０．１３
図１３８－２０５１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．０ ５．８ ３．７ ０．１９
図１３８－２０６１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．７ ５．３ ３．２ ０．１５
図１３８－２０７１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ４．８ ４．４ ２．５ ０．０８
図１３８－２０８１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ４．７ ４．６ ２．７ ０．１１
図１３８－２０９１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 蛇紋岩 ５．７ ４．９ ４．０ ０．１７
図１３８－２１０１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．９ ５．５ ３．７ ０．２１
図１３８－２１１１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．１ ５．９ ３．３ ０．２２
図１３８－２１２１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．８ ５．３ ４．０ ０．２０
図１３８－２１３１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．９ ６．５ ４．１ ０．３２
図１３８－２１４１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．８ ６．６ ４．２ ０．２７
図１３８－２１５１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．４ ７．０ ４．９ ０．４５
図１３８－２１６１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．１ ６．６ ４．７ ０．３９
図１３８－２１７１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．６ ７．０ ５．３ ０．４６
図１３８－２１８１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．７ ７．５ ５．４ ０．４６
図１３８－２１９１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．５ ７．２ ５．６ ０．４２
図１３８－２２０１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．６ ７．０ ５．５ ０．４８
図１３８－２２１１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．４ ６．８ ５．１ ０．４１
図１３８－２２２１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．６ ８．２ ４．５ ０．３９
図１３８－２２３１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ４．３ ４．３ １．８ ０．０６土壌水洗
図１３８－２２４１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．３ ５．０ ３．８ ０．１２土壌水洗
図１３８－２２５１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．２ ５．１ ３．８ ０．１６土壌水洗
図１３８－２２６１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ６．９ ６．８ ４．８ ０．２８土壌水洗
図１３８－２２７１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ６．８ ６．７ ４．８ ０．２６土壌水洗
図１３８－２２８１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ６．４ ６．１ ５．０ ０．２４土壌水洗
図１３８－２２９１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．４ ６．２ ４．８ ０．２２土壌水洗
図１３８－２３０１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ － 緑泥石岩 － － － ０．１９割れ 破片５ 土壌水洗
図１３８－２３１１３４ Ｒ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．３ ６．２ ４．７ ０．２１土壌水洗

Ｐ５１２ 図１２５－１ １３５ Ｓ－２６ 坑底部 ４ 玉 １ － 緑泥石岩 ６．８ ５．０ ４．７ ０．１２割れ
図１２５－２ １３５ Ｓ－２６ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ８．３ ７．４ ６．３ ０．５５
図１２５－３ １３５ Ｓ－２６ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １０．３ ９．８ ６．６ ０．８３
図１２５－４ １３５ Ｓ－２６ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．６ ９．７ ８．６ １．２６
図１２５－５ １３５ Ｓ－２６ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １２．１ １１．８ ８．５ １．５９

表Ⅳ－１ 土坑掲載遺物一覧�

※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他

Ⅳ 遺構と遺物

―１５５―



遺構 図番号
図
版
番
号

接合遺構．
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※
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器高
（�）
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（�）
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（㎜）
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（㎜）

幅
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（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

Ｐ５１２ 図１２５－６ １３５ Ｓ－２６ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １２．１ １１．０ ８．０ １．５１
図１２５－７ １３５ Ｓ－２６ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．９ １０．６ ７．１ １．０４
図１２５－８ １３５ Ｓ－２６ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ９．１ ９．０ ６．６ ０．６７
図１２５－９ １３５ Ｓ－２６ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．７ ８．３ ５．１ ０．４６
図１２５－１０１３５ Ｓ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ８．６ ８．６ ５．５ ０．５５
図１２５－１１１３５ Ｓ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．２ ７．２ ５．１ ０．３５
図１２５－１２１３５ Ｓ－２７ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．９ ５．５ ４．８ ０．１８
図１２５－１３１３５ Ｓ－２７ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） － － － － －

Ｐ５１３ 図１３９－１ １３７ Ｓ－２８ 坑底部 １ 漆 １ 環状漆塗製品 － １２５．０ ３９．０ － －
図１３９－２ １３６ Ｓ－２８ 覆土 ５ Ⅳｃ １１ 浅鉢 御殿山式相当 － － － －

図１３９－３ １３６
Ｓ－２８

覆土上 ５ Ⅳｃ
５

ツボ・注口（口） 御殿山式相当 ７．２ － － －
覆土 ２

図１３９－４ １３７ 覆土 ５ Ⅳｃ ５ 鉢（胴） 御殿山式相当 － － － －
図１４０－５ １３７ Ｓ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑色凝灰岩 ８．５ ７．５ ４．４ ０．２６
図１４０－６ １３７ Ｓ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．９ ６．３ ４．７ ０．２５
図１４０－７ １３７ Ｓ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ７．６ ６．９ ４．７ ０．２８
図１４０－８ １３７ Ｓ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．６ ６．５ ３．４ ０．１８
図１４０－９ １３７ Ｓ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ６．７ ６．６ ３．６ ０．２１
図１４０－１０１３７ Ｓ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ７．５ ７．３ ４．５ ０．３３
図１４０－１１１３７ Ｓ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．７ ７．５ ４．２ ０．３２
図１４０－１２１３７ Ｓ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．５ ７．５ ４．５ ０．３６
図１４０－１３１３７ Ｓ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ８．３ ７．８ ４．７ ０．４２
図１４０－１４１３７ Ｓ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ｂ－１ 緑泥石岩 ８．６ ７．１ ４．３ ０．３７
図１４０－１５１３７ Ｓ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １０．３ １０．３ ６．１ ０．９１
図１４０－１６１３７ Ｓ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ タルク化蛇紋岩 １２．８ １２．２ ８．１ １．３４
図１４０－１７１３７ Ｓ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．６ ９．４ ４．８ ０．７２
図１４０－１８１３７ Ｓ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．３ ９．１ ５．１ ０．６７
図１４０－１９１３７ Ｓ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．４ ７．７ ４．４ ０．３８
図１４０－２０１３７ Ｓ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ８．６ ８．１ ４．６ ０．４１
図１４０－２１１３７ Ｓ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ７．９ ７．３ ４．５ ０．３８
図１４０－２２１３７ Ｓ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．４ ７．１ ３．７ ０．２８
図１４０－２３１３７ Ｓ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．５ ７．５ ３．９ ０．３４
図１４０－２４１３７ Ｓ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．７ ７．６ ３．５ ０．３２
図１４０－２５１３７ Ｓ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．８ ６．９ ４．３ ０．３０
図１４０－２６１３７ Ｓ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ７．２ ７．０ ４．５ ０．２６
図１４０－２７１３７ Ｓ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．４ ６．３ ３．９ ０．２２
図１４０－２８１３７ Ｓ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．７ ５．４ ３．１ ０．１２
図１４０－２９１３７ Ｓ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．８ ６．４ ４．０ ０．２３
図１４０－３０１３７ Ｓ－２８ 覆土 ４ 玉 １ Ａ－１ コハク ９．１ ８．６ ５．４ ０．２８
図１４０－３１１３７ Ｓ－２８ 覆土 ３ 剥片 １ フレイク 頁岩 ４．４０ ４．７０ １．０５ １７．４２
図１４０－３２１３７ Ｓ－２８ 覆土 ３ 剥片 １ フレイク 頁岩 ３．７５ ３．０５ ０．７５ ６．９１
図１４０－３３１３７ Ｓ－２８ 覆土 ３ 剥片 １ フレイク 頁岩 ４．３０ ４．３５ １．１０ １７．１５
図１４０－３４１３７ Ｓ－２８ 覆土 ３ 剥片 １ フレイク 頁岩 ３．６０ ４．５０ ０．８０ ８．５９
図１４０－３５１３７ Ｓ－２８ 覆土 ３ 剥片 １ フレイク 頁岩 ４．００ ４．３５ ０．７５ １０．８３
図１４０－３６１３７ Ｓ－２８ 覆土 ３ 剥片 １ フレイク 頁岩 ３．７０ ３．９５ １．２０ １４．１８
図１４０－３７１３７ Ｓ－２８ 覆土 ３ 剥片 １ フレイク 頁岩 ３．００ ５．５５ ０．６５ ９．０９
図１４０－３８１３７ Ｓ－２８ 覆土 ３ 剥片 １ フレイク 頁岩 ３．４０ ５．０５ ０．６５ ９．７５
図１４０－３９１３７ Ｓ－２８ 覆土 ３ 剥片 １ フレイク 頁岩 ４．６０ ７．５０ １．６０ ４２．６４
図１４０－４０１３７ Ｓ－２８ 覆土 ３ 剥片 １ フレイク 頁岩 ４．０５ ５．７０ １．１５ ２２．２５
図１４０－４１１３７ Ｓ－２８ 覆土 ３ 剥片 １ フレイク 頁岩 ３．２０ ４．００ ０．６０ ４．６３
図１４０－４２１３７ Ｓ－２８ 覆土 ３ 剥片 １ フレイク 頁岩 ４．９０ ３．５５ １．００ １５．１５
図１４０－４３１３７ Ｓ－２８ 覆土 ３ 剥片 １ フレイク 頁岩 ５．３５ ４．００ ０．８０ １５．１５
図１４０－４４１３７ Ｓ－２８ 覆土 ３ 剥片 １ フレイク 頁岩 ６．５０ ３．７０ ０．８５ １０．８７
図１４０－４５１３７ Ｓ－２８ 覆土 ３ 剥片 １ フレイク 頁岩 ７．２５ ３．７５ １．６０ ２４．８９
図１４０－４６１３７ Ｓ－２８ 覆土 ３ 礫石器 １ 石皿 安山岩 （２６．６０）１９．５０ ９．４０ ６７００

Ｐ５１４ 図１４１－１ １３８ Ｓ－２８ 覆土 ５ Ⅶ ２３ 甕（底） 北大Ⅲ式相当 －（１３．３） ７．５ －
図１４１－２ １３８ Ｓ－２８ 覆土 ５ Ⅶ ６ 甕（底） 北大Ⅲ式相当 － ８．１ ８．２ －

Ｐ５１５ 図１４２－１ １４０ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 石製品 １ 石棒 片岩 ５６．３ ３．６ ２．７５ －
図１４２－２ １４０ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １５．６ １５．５ １０．８ ３．３０

表Ⅳ－１ 土坑掲載遺物一覧�

※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他

―１５６―



遺構 図番号
図
版
番
号

接合遺構．
グリッド

層位
※
分
類
Ⅰ

分類Ⅱ 点
数

（土器）／器種（部位） 土器形式 口径
（�）

器高
（�）

底径
（�） －

備考
（玉類）／器種 石材 長径

（�）
短径
（�）

厚さ
（�）

重さ
（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（土製品）／名称 －

（骨角器）／種名 部位 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

Ｐ５１５ 図１４２－３ １４０ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １３．６ １２．７ １３．１ ３．２２
図１４２－４ １４０ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－３ 緑泥石岩 １３．７ １２．９ １７．０ ３．９７
図１４２－５ １４０ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １１．９ １１．６ ８．０ １．１４
図１４２－６ １４０ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ － 緑泥石岩 １０．５ ７．１ ７．９ ０．６７（１／２割れ）
図１４２－７ １４０ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １３．２ １２．８ ９．６ ２．３２
図１４２－８ １４０ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－６ 緑泥石岩 １３．４ １２．９ １９．３ ４．３７
図１４２－９ １４０ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １２．５ １２．２ ８．５ １．８９
図１４２－１０１４０ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １１．２ １１．１ ８．３ １．０２
図１４３－１１１４０ Ｒ－２８ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ アオザメ 下顎 １．７０ ０．６５ ０．３５ ０．０６
図１４３－１２１４０ Ｒ－２８ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ アオザメ 下顎 １．７５ ０．７０ ０．３７ ０．０８
図１４３－１３１４０ Ｒ－２８ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ アオザメ 下顎Ｒ３ ２．００ ０．７０ ０．３７ ０．０９
図１４３－１４１４０ Ｒ－２８ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ アオザメ 下顎Ｌ ２．００ ０．７０ ０．４０ ０．０９
図１４３－１５１４０ Ｒ－２８ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ アオザメ 下顎Ｒ １．８０ ０．７０ ０．４０ ０．１５
図１４３－１６１４０ Ｒ－２８ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ アオザメ 上顎Ｌ１or２ １．４５ ０．９０ ０．３０ ０．１１
図１４３－１７１４０ Ｒ－２８ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ アオザメ 下顎Ｒ３ ２．００ ０．７０ ０．４０ ０．０９
図１４３－１８１４０ Ｒ－２８ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ アオザメ 下顎Ｌ ２．０５ ０．７５ ０．４２ ０．１１
図１４３－１９１４０ Ｒ－２８ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ アオザメ 下顎Ｒ １．９５ ０．６０ ０．４０ ０．０９２mぐらいの個体の歯
図１４３－２０１４０ Ｒ－２８ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ アオザメ 下顎 １．８５ ０．３５ ０．４０ ０．０４半分欠
図１４３－２１１４０ Ｒ－２８ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ アオザメ 下顎Ｌ １．７０ ０．６０ ０．４０ ０．０７
図１４３－２２１４０ Ｒ－２８ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ アオザメ 上顎Ｌ１or２ １．３５ ０．８５ ０．３２ ０．０６
図１４３－２３１４０ Ｒ－２８ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ アオザメ 下顎 １．８０ ０．４０ ０．３５ ０．０４半分欠
図１４３－２４１４０ Ｒ－２８ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ アオザメ 下顎Ｒ３ ２．００ ０．６５ ０．４０ ０．１０
図１４３－２５１４０ Ｒ－２８ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ アオザメ 上顎Ｌ１or２ １．４５ ０．９０ ０．３０ ０．０７
図１４３－２６１４０ Ｒ－２８ 覆土 ３ 剥片 １ フレイク 頁岩 ４．１０ ６．２５ １．８５ ２４．３８
図１４３－２７１４０ Ｒ－２８ 覆土 ３ 剥片 １ フレイク 頁岩 ３．４０ ４．７０ ０．９０ １２．５４
図１４３－２８１４０ Ｒ－２８ 覆土 ３ 剥片 １ フレイク 頁岩 ５．９０ ４．００ １．０５ １０．１５
図１４３－２９１４０ Ｒ－２８ 覆土 ３ 剥片 １ フレイク 頁岩 ４．５５ ３．５５ １．５０ ９．５８
図１４３－３０１４０ Ｒ－２８ 覆土 ３ 剥片 １ フレイク 頁岩 ４．２０ ３．４０ １．３０ ７．４８
図１４３－３１１４０ Ｒ－２８ 覆土 ３ 剥片 １ フレイク 頁岩 ２．５０ ２．４５ １．２０ ２．９２
図１４３－３２１４０ Ｒ－２８ 覆土 ３ 剥片 １ フレイク 頁岩 ２．５５ ３．４０ ０．７０ ３．２１
図１４３－３３１４０ Ｒ－２８ 覆土 ３ 剥片 １ フレイク 頁岩 ３．４０ ４．２０ １．４５ １０．５５
図１４３－３４１４０ Ｒ－２８ 覆土 ３ 剥片 １ フレイク 頁岩 ３．５０ ２．６５ ０．９０ ４．２０
図１４３－３５１４０ Ｒ－２８ 覆土 ３ 剥片 １ フレイク obs ４．８０ ２．０５ １．３０ １１．６３
図１４３－３６１４０ Ｒ－２８ 覆土 ３ 剥片 １ フレイク obs ３．８０ １．６５ ０．９５ ５．１４
図１４３－３７１４０ Ｒ－２８ 覆土 ５ Ⅳｃ ２ 深鉢（口） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －
図１４３－３８１４０ Ｒ－２８ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －
図１４３－３９１４０ Ｒ－２８ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 浅鉢（口） 御殿山式相当 － － － －
図１４３－４０１４０ Ｒ－２８ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 鉢（底） 御殿山式相当 － － － －

Ｐ５１６ 図１４４－１ １４１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．４ ７．４ ３．９ ０．３６
図１４４－２ １４１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．２ ８．１ ４．４ ０．３６
図１４４－３ １４１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．６ ７．３ ４．４ ０．４０
図１４４－４ １４１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．６ ７．１ ３．６ ０．２９
図１４４－５ １４１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．５ ７．３ ３．３ ０．３４
図１４４－６ １４１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．９ ７．４ ４．０ ０．２７
図１４４－７ １４１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．２ ７．９ ４．４ ０．４０
図１４４－８ １４１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－１ 緑泥石岩 ９．９ ７．２ ３．８ ０．３８
図１４４－９ １４１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．６ ７．５ ４．２ ０．３７
図１４４－１０１４１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．４ ７．１ ３．２ ０．２５
図１４４－１１１４１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．７ ８．５ ４．９ ０．５５
図１４４－１２１４１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ ヒスイ ８．２ ７．７ ６．１ ０．６１
図１４４－１３１４１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑色凝灰岩 ９．７ ８．８ ６．５ ０．５６
図１４４－１４１４１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ９．２ ９．１ ５．２ ０．６７
図１４４－１５１４１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．６ ９．２ ５．６ ０．７６
図１４４－１６１４１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．１ ７．９ ４．１ ０．４３
図１４４－１７１４１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑色凝灰岩 ８．７ ７．７ ５．５ ０．３０
図１４４－１８１４１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ｂ－１ 緑泥石岩 １５．０ ９．４ ５．６ １．２０
図１４４－１９１４１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑色凝灰岩 １０．１ ９．２ ６．５ ０．５３
図１４４－２０１４１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．１ ８．９ ５．１ ０．６２
図１４４－２１１４１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．１ ４．８ ２．３ ０．０７

表Ⅳ－１ 土坑掲載遺物一覧�

※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他

Ⅳ 遺構と遺物
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遺構 図番号
図
版
番
号

接合遺構．
グリッド

層位
※
分
類
Ⅰ

分類Ⅱ 点
数

（土器）／器種（部位） 土器形式 口径
（�）

器高
（�）

底径
（�） －

備考
（玉類）／器種 石材 長径

（�）
短径
（�）

厚さ
（�）

重さ
（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（土製品）／名称 －

（骨角器）／種名 部位 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

Ｐ５１６ 図１４４－２２１４１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．２ ５．１ ２．４ ０．０８
図１４４－２３１４１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．５ ７．５ ３．８ ０．３７
図１４４－２４１４１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．６ ７．６ ３．７ ０．３３
図１４４－２５１４１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．８ ７．６ ４．５ ０．４３
図１４４－２６１４１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．２ ７．２ ３．８ ０．３３
図１４４－２７１４１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．０ ７．８ ３．５ ０．３８
図１４４－２８１４１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．１ ６．０ ２．７ ０．１３
図１４４－２９１４１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．１ ５．９ ２．７ ０．１４
図１４４－３０１４１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １１．１ １１．１ ５．３ ０．９６
図１４４－３１１４１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ｂ－１ 緑色凝灰岩 １３．０ ８．０ ４．１ ０．４６
図１４４－３２１４１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．１ ４．９ ２．３ ０．０７
図１４４－３３１４１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．８ ７．７ ４．６ ０．４５
図１４４－３４１４１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．１ ７．１ ４．０ ０．３１
図１４４－３５１４１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．６ ７．６ ３．７ ０．３４
図１４４－３６１４１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．７ ６．５ ２．０ ０．１１
図１４４－３７１４１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．８ ６．４ ２．８ ０．１７
図１４４－３８１４１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．９ ７．９ ４．３ ０．４２
図１４４－３９１４１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．７ ７．５ ３．８ ０．３９
図１４４－４０１４１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．９ ７．７ ４．１ ０．３９
図１４４－４１１４１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．８ ８．８ ４．６ ０．５５
図１４４－４２１４１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．１ ６．９ ３．３ ０．２７
図１４４－４３１４１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．２ ７．１ ３．７ ０．３０
図１４４－４４１４１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．１ ６．９ ３．１ ０．２３
図１４４－４５１４１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．１ ６．８ ３．６ ０．２６
図１４４－４６１４１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．７ ６．６ ３．０ ０．１８
図１４４－４７１４１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．８ ６．５ ２．３ ０．１５
図１４４－４８１４１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．８ ５．７ ２．５ ０．１３
図１４４－４９１４１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．６ ５．５ ２．３ ０．０７
図１４４－５０１４１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．７ ６．４ ２．６ ０．１４
図１４４－５１１４１ Ｒ－２８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．０ ６．５ ３．３ ０．２１
図１４４－５２１４１ Ｒ－２８ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 obs ２．５ １．６ ０．４ ０．９１

Ｐ５１７ 図１４５－１ １４３ Ｒ－２９ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（胴） 堂林～御殿山式相当 － － － －
Ｐ５１８ 図１４６－１ １４３ Ｒ－２９ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗櫛 － ６５．５ ９５．０ － －

図１４６－２ １４３ Ｒ－２９ 坑底部 １ 漆 １ 環状漆塗製品 － １１３．０ １１７．５ － －
図１４６－３ １４３ Ｒ－２９ 坑底部 １ 漆 １ 環状漆塗製品 － １３４．０ ４２．０ － －
図１４６－４ １４３ Ｒ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－２ｂ コハク ４４．０ ２６．０ １２．５ ７．０５
図１４６－５ １４３ Ｒ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １０．７ ９．９ ７．８ １．０６破片２
図１４６－６ １４３ Ｒ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－２ｂ 緑泥石岩 ３１．０ ２２．５ １１．０ ７．５１
図１４６－７ １４３ Ｒ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ － 緑泥石岩 １０．３ １０．３ － １．３１破片５
図１４６－８ １４３ Ｒ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １０．７ １０．５ ６．５ ０．９４
図１４６－９ １４３ Ｒ－２９ 覆土 ５ Ⅳｃ ２ 深鉢（口） 堂林～御殿山式相当 － － － －
図１４６－１０１４３ Ｒ－２９ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（胴） 堂林～御殿山式相当 － － － －

Ｐ５１９ 図１４９－１ １４５ Ｓ－２９ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗櫛 － ６０．０ ８８．０ － －
図１４９－２ １４５ Ｓ－２９ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗製品 － － － － －
図１４９－３ １４４ Ｓ－２９ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗製品 － ３８．０ １６．５ － －
図１４９－４ １４４ Ｓ－２９ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗製品 － ３１．０ ２２．０ － －
図１４９－５ １４５ Ｓ－２９ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗製品 － ４９．５ １９．０ － －
図１４９－６ １４５ Ｓ－２９ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎 １．３５ ０．９０ ０．２５ ０．０４
図１４９－７ １４５ Ｓ－２９ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 ２．１０ １．７０ ０．４７ ０．１６
図１４９－８ １４５ Ｓ－２９ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎Ｒ １．２０ １．１０ ０．２５ ０．０５
図１４９－９ １４５ Ｓ－２９ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎Ｌ １．２５ １．１５ ０．３０ ０．０６
図１４９－１０１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎Ｒ １．１５ １．０５ ０．２５ ０．０４
図１４９－１１１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎Ｌ １．２５ １．００ ０．２５ ０．０４
図１４９－１２１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎Ｒ １．４５ １．０５ ０．２５ ０．０４
図１４９－１３１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 ０．８０ ０．５５ ０．２５ ０．０２破片２
図１４９－１４１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 破片（３） ０．５８ ０．４６ ０．１２＜０．０１未実測→実測へ
図１４９－１５１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ － ０．５５ ０．５０ ０．１５ ０．０１
図１４９－１６１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ － ０．６５ ０．５０ ０．１５ ０．０１
図１４９－１７１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ － ０．６５ ０．５５ ０．１５ ０．０１

表Ⅳ－１ 土坑掲載遺物一覧�

※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他
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番
号
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（㎜）
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（�）（漆・他）／名称 －

Ｐ５１９ 図１４９－１８１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ － ０．６０ ０．３５ ０．１３ ０．０１
図１４９－１９１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 破片（３） ０．８７ ０．４１ ０．０９＜０．０１
図１４９－２０１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ アオザメ 下顎 ０．９０ ０．４０ ０．１５ ０．０１
図１４９－２１１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 ０．６５ ０．３３ ０．１５ ０．０１
図１４９－２２１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ アオザメ 下顎 ０．９０ ０．４５ ０．２５ ０．０１
図１４９－２３１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 ０．５５ ０．３５ ０．１５ ０．０１
図１４９－２４１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 凝灰質泥岩 １６．６ １５．４ １２．９ ３．９５
図１４９－２５１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．２ ９．９ ７．８ ０．９５
図１４９－２６１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ コハク ８．５ ８．４ ６．９ ０．３１
図１４９－２７１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．３ ５．１ ４．０ ０．１３
図１４９－２８１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ コハク ８．２ ７．５ ５．９ ０．２３
図１４９－２９１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．７ ９．３ ６．５ ０．８５
図１４９－３０１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．９ ９．３ ７．３ １．０７
図１４９－３１１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．０ ９．３ ８．３ ０．８９
図１４９－３２１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ コハク １０．４ ９．８ ８．５ ０．４７
図１４９－３３１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．４ ９．３ ６．４ ０．８０
図１４９－３４１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．５ ８．３ ４．９ ０．５１
図１４９－３５１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １０．０ ９．７ ７．０ ０．９９
図１４９－３６１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ コハク ７．８ ７．６ ５．３ ０．２０
図１４９－３７１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．２ ９．０ ７．２ ０．９１
図１４９－３８１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．８ ９．７ ６．９ １．０２
図１４９－３９１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．４ ９．１ ６．４ ０．８２
図１４９－４０１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．３ ９．６ ７．１ １．０４
図１４９－４１１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．６ ８．５ ５．７ ０．６６
図１４９－４２１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．５ ９．２ ６．７ ０．８７
図１４９－４３１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ コハク ７．３ ７．２ ６．１ ０．１８
図１４９－４４１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ コハク ９．６ ９．４ ５．９ ０．２１破片３
図１４９－４５１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ コハク ６．６ ６．５ ４．４ ０．０７割れ
図１４９－４６１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．９ ８．９ ６．６ ０．８４破片２
図１４９－４７１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．１ ７．７ ５．２ ０．４５
図１４９－４８１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ コハク ６．３ ６．１ ３．０ ０．０６
図１４９－４９１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 凝灰岩 ６．１ ５．８ ２．７ ０．０９
図１４９－５０１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．８ ５．７ ２．６ ０．１０
図１４９－５１１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．４ ５．４ ２．６ ０．１０
図１４９－５２１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．０ ５．６ ３．０ ０．１６
図１４９－５３１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．６ ７．４ ３．２ ０．２４
図１４９－５４１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．９ ５．９ ２．９ ０．１５
図１４９－５５１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．０ ５．７ ２．８ ０．１５
図１４９－５６１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．３ ５．１ ３．６ ０．１０
図１４９－５７１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ Ｂ－１ 緑泥石岩 ７．７ ６．４ ４．８ ０．３０
図１４９－５８１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．７ ９．０ ７．２ ０．８５
図１４９－５９１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．０ ６．７ ３．９ ０．２３
図１４９－６０１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．９ ５．８ ３．５ ０．１６
図１４９－６１１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑色凝灰岩 ８．６ ７．４ ５．３ ０．３３破片２
図１４９－６２１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－１ｂ 緑泥石岩 ２３．０ １１．０ ７．３ ２．６１
図１４９－６３１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ Ｂ－１ 緑色凝灰岩 ８．３ ６．７ ５．２ ０．２６
図１４９－６４１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．３ ９．３ ６．１ ０．７９
図１４９－６５１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－７ ヒスイ １０．６ ９．９ ８．１ １．５１
図１４９－６６１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １０．７ １０．２ ５．６ ０．９３
図１４９－６７１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ Ｂ－２ コハク １０．１ ８．５ ９．９ ０．４２
図１４９－６８１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．０ ９．４ ７．９ １．１３歯から出土
図１４９－６９１４５ Ｓ－２９ 坑底部 ４ 石製品 １ Ｅ－３ 凝灰質泥岩 ３９．７ ３５．０ １９．１ ２６．６０
図１４９－７０１４５ Ｓ－２９ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －
図１４９－７１１４５ Ｓ－２９ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －
図１４９－７２１４５ Ｓ－２９ 覆土 ５ Ⅳｃ １ ツボ・注口（頚） 御殿山式相当 － － － －
図１４７－７３ － Ｓ－２９ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 破片 － － － ＜０．０１未実測
図１４７－７４ － Ｓ－２９ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 破片 － － － ＜０．０１未実測
図１４７－７５ － Ｓ－２９ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 破片 － － － ＜０．０１未実測
図１４７－７６ － Ｓ－２９ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 破片（２） － － － ＜０．０１未実測

表Ⅳ－１ 土坑掲載遺物一覧�

※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他

Ⅳ 遺構と遺物
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遺構 図番号
図
版
番
号

接合遺構．
グリッド

層位
※
分
類
Ⅰ

分類Ⅱ 点
数

（土器）／器種（部位） 土器形式 口径
（�）

器高
（�）

底径
（�） －

備考
（玉類）／器種 石材 長径

（�）
短径
（�）

厚さ
（�）

重さ
（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（土製品）／名称 －

（骨角器）／種名 部位 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

Ｐ５１９ 図１４７－７７ － Ｓ－２９ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 破片（２） － － － ＜０．０１未実測
図１４７－７８ － Ｓ－２９ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 破片（２） － － － ＜０．０１未実測
図１４７－７９ － Ｓ－２９ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 破片 － － － ＜０．０１未実測
図１４７－８０ － Ｓ－２９ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 破片（７） － － － ＜０．０１未実測
図１４７－８１ － Ｓ－２９ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 破片（２） － － － ＜０．０１未実測
図１４７－８２ － Ｓ－２９ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 破片 － － － ＜０．０１未実測
図１４７－８３ － Ｓ－２９ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 破片 － － － ＜０．０１未実測
図１４７－８４ － Ｓ－２９ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 破片 － － － ＜０．０１未実測
図１４７－８５ － Ｓ－２９ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 破片 － － － ＜０．０１未実測
図１４７－８６ － Ｓ－２９ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 破片（４） － － － ＜０．０１未実測
図１４７－８７ － Ｓ－２９ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 破片 － － － ＜０．０１未実測

Ｐ５２０ 図１５０－１ １４６ Ｓ－２９ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 浅鉢（口） 御殿山式相当 － － － －
図１５０－２ １４６ Ｓ－２９ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 obs ３．０２ １．４０ ０．４４ ０．８５
図１５０－３ １４６ Ｓ－２９ 覆土上面 ３ 剥片 １ 石鏃 obs ２．１０ ０．９５ ０．２７ ０．３６

Ｐ５２１ 図１５０－４ １４６ Ｓ－３０ 覆土 ５ Ⅳｂ ２ 鉢（底） 手稲～ホッケマ式相当 － － － －
図１５０－５ １４６ Ｓ－３０ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 obs ２．８８ １．６０ ０．４７ １．２５
図１５０－６ １４６ Ｓ－３０ 覆土 ３ 礫石器 １ すり石 安山岩 ７．９０ ５．７０ ５．９０ ７５１
図１５０－７ １４６ Ｓ－３０ 覆土 ３ 礫石器 １ すり石 安山岩 ６．７０ １２．３０ ０．４０ ４９５

Ｐ５２２ 図１４５－１ １４８ Ｒ－２９ 覆土 ５ Ⅳｂ ２２ 深鉢（底） 手稲式相当 １０．４

図１４５－２ １４８ Ｒ－２９ 覆土 ６ 土製品 １ オロシガネ状 － （１０．０） ９．６０ １．８０ ６７．７１（破片５接合）重さはバイサムを含む
Ｐ５２６ 図１５２－１ １４９ Ｒ－３２ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗製品 － ９４．０ ４７．０ － －

図１５２－２ １４９ Ｒ－３２ 坑底部 １ 漆 １ 環状漆塗製品 － ７５．０ － － －
図１５２－３ １４９ Ｒ－３２ 坑底部 １ 漆 １ 環状漆塗製品 － ７１．０ － － －
図１５２－４ １４９ Ｒ－３２ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗製品 － － － － －
図１５２－５ １４９ Ｒ－３２ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗製品 － １７．０ － － －
図１５２－６ １５０ Ｒ－３２ （点取り） ５ Ⅴａ ４ 浅鉢

大洞Ｂ式相当
－ － － －

同一個体
図１５２－７ １５０ Ｒ－３２ （点取り） ５ Ⅴａ １ 浅鉢（口） － － － －
図１５２－８ １５０ Ｒ－３２ （点取り） ５ Ⅴａ ２ キャリパー形 大洞Ｂ式相当 － － － －

図１５２－９ １５０ Ｒ－３２
（点取り）

５ Ⅴａ
１２

ツボミニチュア ？ － － － －
覆土 ２４

図１５２－１０１５０ Ｒ－３２ 検出面 ３ 剥片 １ スクレイパー 頁岩 １０．２０ ６．２０ １．４８ ７９．７６
図１５２－１１１５０ Ｒ－３２ 覆土 ３ 剥片 １ スクレイパー 頁岩 ４．６０ ３．３０ １．３２ １８．１６
図１５２－１２１５０ Ｒ－３２ 坑底部 ４ 石製品 １ ミニ石皿 安山岩 ６．７ ６．２ ２．７ １１８．５

Ｐ５２７ 図１５１－１ １５１ Ｐ－２９ 覆土 ３ 剥片 １ 石錐 頁岩 ３．９０ １．２０ ０．５５ ２．１４ベンガラの中から出土
Ｐ５２８ 図１５４－１ １５１ Ｒ－３０ 覆土１ ３ 礫石器 １ 砥石 砂岩 （８．３０）（６．５）（０．９０） ５３３点接合
Ｐ５３０ 図１５４－１ １５１ Ｐ－２９ 覆土 ５ Ⅲ １ 深鉢（胴） － － － － －

図１５４－２ １５１ Ｐ－２９ 覆土１ ５ Ⅳｃ １ ミニチュア（底） 御殿山式相当 － － １．６ －
Ｐ５３１ 図１５５－１ １５３ Ｋ－２８ （点取り） ５ Ⅱａ １ 尖底土器（胴） 静内中野式相当 － － － －
Ｐ５３２ 図１５５－１ １５３ Ｌ－３０ 覆土 ５ Ⅰｂ－４ １ 深鉢（胴） 東釧路Ⅳ式相当 － － － －

図１５５－２ １５３ Ｌ－３０ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（胴） 御殿山～大洞Ｂ式相当 － － － －
Ｐ５３４ 図１５５－１ １５３ Ｕ－３４ 覆土 ５ Ⅲ １ 深鉢（口） － － － － －
Ｐ５３７ 図１５８－１ １５４ Ｐ－３０ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 obs （３．２）（１．６）（０．４５） １．５３

図１５８－２ １５４ Ｐ－３０ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 頁岩 ４．５ ２．１ ０．３５ ２．６１
図１５８－３ １５４ Ｐ－３０ 覆土 ３ 剥片 １ スクレイパー 頁岩 （４．８）（４．２） １．０ １０．２４
図１５８－４ １５４ Ｐ－３０ 覆土 ３ 剥片 １ つまみ付きナイフ 頁岩 ８．９ ４．８ １．２ ２０．４６
図１５８－５ １５４ Ｐ－３０ 覆土 ３ 剥片 １ つまみ付きナイフ 頁岩 １０．１ ３．３ １．３ ２４．５９
図１５８－６ １５４ Ｐ－３０ 覆土 ３ 剥片 １ スクレイパー 頁岩 ７．５ ２．９ １．４ １９．４６
図１５８－７ １５４ Ｐ－３０ 覆土 ３ 剥片 １ スクレイパー 頁岩 ７．９ ５．０ １．３ ３６．５９
図１５８－８ １５４ Ｐ－３０ 覆土 ３ 礫石器 １ 石斧 泥岩 ８．４ ４．９ １．２ ７２．５５
図１５８－９ １５４ Ｐ－３０ 覆土 ３ 礫石器 １ 石斧 泥岩 １０．８ ４．９ ２．３ １７５．５
図１５８－１０１５４ Ｐ－３０ 覆土 ３ 礫石器 １ 石斧 泥岩 ９．５ ３．１ １．５ ８４．５７
図１５８－１１１５４ Ｐ－３０ 覆土 ３ 礫石器 １ 石斧 泥岩 ６．６ ３．２ ０．９ ３１．８２
図１５８－１２１５４ Ｐ－３０ 覆土 ３ 礫石器 １ 砥石 砂岩 １２．０ ３．２ １．３ ３８．７１
図１５８－１３１５４ Ｐ－３０ 覆土 ３ 礫石器 １ 砥石 砂岩 １３．１ １１．２ １．０５ １４３．１１５点接合
図１５８－１４１５４ Ｐ－３０ 覆土 ３ 礫石器 １ 砥石 砂岩 （９．０） ５．１（１．０）４３．１４
図１５８－１５１５４ Ｐ－３０ 覆土 ３ 礫石器 １ 砥石 砂岩 ６．８ ３．６５ ０．８ ２５．３８

Ｐ５３８ 図１５６－１ １５５ Ｐ－２９ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 鉢（胴） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －

表Ⅳ－１ 土坑掲載遺物一覧�

※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他
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遺構 図番号
図
版
番
号

接合遺構．
グリッド

層位
※
分
類
Ⅰ

分類Ⅱ 点
数

（土器）／器種（部位） 土器形式 口径
（�）

器高
（�）

底径
（�） －

備考
（玉類）／器種 石材 長径

（�）
短径
（�）

厚さ
（�）

重さ
（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（土製品）／名称 －

（骨角器）／種名 部位 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

Ｐ５３９ 図１５６－１ １５５ Ｕ－３４ 覆土 ５ Ⅰｂ－４ １ 深鉢（口） 東釧路Ⅳ式相当 － － － －
Ｐ５４０ 図１５９－１ １５５ Ｌ．Ｍ－２９ 覆土 ５ Ⅱａ ３０ 尖底土器 静内中野式相当 １４．５ １１．４５ － － Ｈ４１ＨＰ１より

図１５９－２ １５５ Ｌ－２９ 覆土１ ３ 剥片 １ 石錐 obs ３．８ ２．８ ０．５ ２．２２Ｈ４１ＨＰ１より
図１５９－３ １５５ Ｌ－２９ 覆土 ３ 剥片 １ 石錐 obs ４．６２ ３．１０ ０．７９ １０．４６
図１５９－４ １５５ Ｌ－２９ 覆土 ３ 剥片 １ 石錐 obs ４．７０ ３．５０ ０．４８ ７．７６
図１５９－５ １５５ Ｌ－２９ 覆土 ３ 剥片 １ スクレイパー 頁岩 ５．０８ ３．９０ １．３８ １９．９２

Ｐ５４１ 図１６０－１ １５７ Ｕ－３６ 覆土 ５ Ⅰｂ－４ １ 深鉢（口） 東釧路Ⅳ式相当 － － － －
Ｐ５４２ 図１６０－１ １５７ Ｕ－３６ 覆土 ５ Ⅳｂ １ 深鉢（口） 手稲式相当 － － － －
Ｐ５４３ 図１６０－１ １５７ Ｕ－３６ 覆土 ５ Ⅱａ １ 尖底（口） 静内中野式相当 － － － －
Ｐ５４４ 図１６０－１ １５７ Ｕ．Ｖ－３８ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林式相当 － － － －
Ｐ５４６ 図１６１－１ １５７ Ｕ－３７ 覆土 ５ Ⅱａ １ 尖底土器（胴） 静内中野式相当 － － － －
Ｐ５４７ 図１６１－１ １５８ Ｖ－３７ 覆土 ５ Ⅲ １ 深鉢（胴） － － － － －

図１６１－２ １５８ Ｖ－３７ 覆土２ ３ 剥片 １ つまみ付きナイフ 頁岩 ７．２９ ２．８５ ０．６７ １３．７３
Ｐ５４８ 図１６１－１ １５８ Ｌ－３０ （点取り） ５ Ⅱａ １ 尖底土器（胴） 静内中野式相当 － － － － Ｈ４１ＨＰ２－３より

図１６１－２ １５８ Ｌ－３０ 覆土 ３ 剥片 １ つまみ付きナイフ 頁岩 ７．７ ３．３ １．１ ２４．５５Ｈ４１ＨＰ２より
Ｐ５４９ 図１６２－１ １５８ Ｖ－３６ 覆土 ５ Ⅰｂ－４ １ 深鉢（胴） 東釧路Ⅳ式相当 － － － －
Ｐ５５２ 図１６２－１ １５９ Ｓ－３８ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗櫛 － ５０．０ ７３．０ － －
Ｐ５５３ 図１６４－１ １６１ Ｒ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．３ ９．１ ７．４ ０．８９

図１６４－２ １６１ Ｒ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．８ ８．４ ４．０ ０．４５
図１６４－３ １６１ Ｒ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．７ ８．４ ４．１ ０．５２
図１６４－４ １６１ Ｒ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ｂ－１ 緑泥石岩 １１．４ ９．６ ７．７ １．１７
図１６４－５ １６１ Ｒ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．５ ９．１ ５．３ ０．６９
図１６４－６ １６１ Ｒ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．７ ７．７ ５．７ ０．５２
図１６４－７ １６１ Ｒ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．１ ９．６ ５．０ ０．７９
図１６４－８ １６１ Ｒ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．９ ８．８ ３．８ ０．３９
図１６４－９ １６１ Ｒ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．３ ９．３ ６．２ ０．９０
図１６４－１０１６１ Ｒ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．３ ９．６ ４．９ ０．６３
図１６４－１１１６１ Ｒ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．６ ８．０ ４．６ ０．５０
図１６４－１２１６１ Ｒ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ｂ－２ 緑泥石岩 １２．６ １０．３ １１．２ １．８９
図１６４－１３１６１ Ｒ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－１ｂ 緑泥石岩 ２７．０ １５．０ １１．９ ５．７９
図１６４－１４１６１ Ｒ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－６ 緑泥石岩 １０．８ １０．４ １４．８ ２．２４
図１６４－１５１６１ Ｒ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－６ 緑泥石岩 １２．７ １２．３ １５．１ ２．７９
図１６４－１６１６１ Ｒ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ｂ－２ 緑泥石岩 １４．５ １２．２ １９．０ ４．８１
図１６４－１７１６１ Ｒ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－１ 緑泥石岩 １５．９ １０．９ ９．４ １．８４
図１６４－１８１６１ Ｒ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－６ 緑泥石岩 １３．０ １２．２ １３．０ ２．７２
図１６４－１９１６１ Ｒ－３９ 坑底部 ４ 玉類 １ Ｄ－１ 緑泥石岩 ２６．９ １５．０ １２．１ ５．８２
図１６４－２０１６１ Ｒ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－６ 緑泥石岩 １１．２ ９．８ １１．６ ２．１１
図１６４－２１１６１ Ｒ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．４ ８．０ ４．８ ０．５２
図１６４－２２１６１ Ｒ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ タルク ８．８ ８．２ ４．８ ０．５９
図１６４－２３１６１ Ｒ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．６ ８．２ ４．３ ０．４９
図１６４－２４１６１ Ｒ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．６ ９．５ ７．４ １．０８
図１６４－２５１６１ Ｒ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ タルク ８．５ ７．９ ４．０ ０．４１
図１６４－２６１６１ Ｒ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ タルク ９．１ ８．３ ４．１ ０．５０
図１６４－２７１６１ Ｒ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．０ ９．５ ５．８ ０．８４
図１６４－２８１６１ Ｒ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．５ ９．１ ５．８ ０．８１
図１６４－２９１６１ Ｒ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．６ ７．９ ５．５ ０．６１
図１６４－３０１６１ Ｒ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．７ ７．５ ４．３ ０．４０
図１６４－３１１６１ Ｒ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．４ ９．４ ５．６ ０．８０
図１６４－３２１６１ Ｒ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．９ ８．６ ５．４ ０．６６
図１６４－３３１６１ Ｒ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．２ ８．２ ４．２ ０．４１
図１６４－３４１６１ Ｒ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．０ ８．６ ４．９ ０．５２
図１６４－３５１６１ Ｒ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．９ ８．８ ２．７ ０．２７
図１６４－３６１６１ Ｒ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．４ ８．９ ５．６ ０．７４
図１６４－３７１６１ Ｒ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．１ ８．６ ６．１ ０．７９
図１６４－３８１６１ Ｒ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １１．２ １０．５ ７．４ １．４６
図１６４－３９１６１ Ｒ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．４ ９．１ ５．７ ０．８７
図１６４－４０１６１ Ｒ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．２ ８．７ ５．５ ０．６７

表Ⅳ－１ 土坑掲載遺物一覧�

※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他

Ⅳ 遺構と遺物
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遺構 図番号
図
版
番
号

接合遺構．
グリッド

層位
※
分
類
Ⅰ

分類Ⅱ 点
数

（土器）／器種（部位） 土器形式 口径
（�）

器高
（�）

底径
（�） －

備考
（玉類）／器種 石材 長径

（�）
短径
（�）

厚さ
（�）

重さ
（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（土製品）／名称 －

（骨角器）／種名 部位 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

Ｐ５５３ 図１６４－４１１６１ Ｒ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．２ ８．８ ５．７ ０．７６
図１６４－４２１６１ Ｒ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－３ 緑泥石岩 ７．９ ７．０ ９．５ ０．７２
図１６４－４３１６１ Ｒ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 赤色変質岩 １９．８ １９．５ １５．６ ８．３０
図１６４－４４１６１ Ｒ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 １７．９ １６．９ １５．８ ６．９３
図１６４－４５１６１ Ｒ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １８．７ １８．２ １２．２ ６．０２
図１６４－４６１６１ Ｒ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 １８．４ １７．５ １６．１ ７．７５
図１６４－４７１６１ Ｒ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ２０．２ １９．９ １４．１ ８．２６
図１６４－４８１６１ Ｒ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．７ ７．６ ５．７ ０．６５
図１６４－４９１６１ Ｒ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．３ ８．３ ６．３ ０．６６
図１６４－５０１６１ Ｒ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．２ ８．１ ５．７ ０．４８
図１６４－５１１６１ Ｒ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．９ ７．８ ５．１ ０．４４
図１６４－５２１６１ Ｒ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．５ ７．０ ４．１ ０．２３
図１６４－５３１６１ Ｒ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １４．４ １３．３ １０．０ ２．４９
図１６４－５４１６１ Ｒ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－３ 緑泥石岩 ２８．５ １８．０ ２５．０ １８．００
図１６４－５５１６１ Ｒ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １３．１ １２．７ ８．８ ２．２０
図１６４－５６１６１ Ｒ－３９ 坑底部 ３ 礫石器 １ 石斧 泥岩 １１．６ ４．４ １．９ １４３．１
図１６４－５７１６１ Ｒ－３９ 覆土 ４ 石製品 １ 石棒 緑色凝灰岩 （３７．９） ３．２５ ２．４ －

Ｐ５５４ 図１６６－１ １６２ Ｓ－３９ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗櫛 － ６０．０ ８４．０ ２１．５ －

図１６６－２ １６２ Ｓ－３９ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ アオザメ 上顎Ｒ２ ２．２５ １．４５ ０．５５ ０．５６２．５m前後 比較的沖合いの種
図１６６－３ １６２ Ｓ－３９ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎Ｒ２ １．００ １．２０ ０．２５ ０．０５
図１６６－４ １６２ Ｓ－３９ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 １．６５ ０．７０ ０．３０ ０．０５
図１６６－５ １６２ Ｓ－３９ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 １．１０ ０．７０ ０．３５ ０．０４
図１６６－６ １６２ Ｓ－３９ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 １．１０ ０．７０ ０．３０ ０．０３
図１６６－７ １６２ Ｓ－３９ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 １．０５ ０．５５ ０．３０ ０．０３
図１６６－８ １６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ｂ－２ 緑泥石岩 ２０．０ １１．８ １６．２ ６．６７
図１６６－９ １６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ｂ－２ 緑泥石岩 １９．０ １２．０ １４．１ ６．０７
図１６６－１０１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ｂ－２ 緑泥石岩 １８．８ １１．１ １５．６ ６．１４
図１６６－１１１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １２．７ １２．６ １０．２ ２．４２
図１６６－１２１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １４．０ １３．５ ９．６ ２．７９
図１６６－１３１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １５．３ １５．３ １１．９ ４．４０
図１６６－１４１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－６ 緑泥石岩 １２．６ １２．０ １２．６ ２．６９
図１６６－１５１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １４．０ １３．９ １１．８ ３．７５
図１６６－１６１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １２．２ １１．９ ８．６ ２．０１
図１６６－１７１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １３．６ １３．３ ９．６ ２．７０
図１６６－１８１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １１．８ １１．７ ６．６ １．３９
図１６６－１９１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．１ ９．６ ６．０ ０．８１
図１６６－２０１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．３ ９．９ ５．８ ０．９０
図１６６－２１１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １２．２ １１．８ ６．１ １．２６
図１６６－２２１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １１．５ １０．７ ７．４ １．４４
図１６６－２３１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １２．８ １２．１ ８．８ ２．１５
図１６６－２４１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １２．２ １２．１ ８．０ １．８９
図１６６－２５１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １１．１ １１．１ ７．４ １．４８
図１６６－２６１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １１．７ １１．５ ６．８ １．４６
図１６６－２７１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １１．３ １１．０ ７．６ １．４０
図１６６－２８１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １０．６ １０．３ ６．１ １．１２
図１６６－２９１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．７ ９．４ ５．６ ０．７９
図１６６－３０１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．６ ９．６ ５．５ ０．７５
図１６６－３１１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １０．２ ９．９ ５．６ ０．８１
図１６６－３２１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．８ ７．９ ５．３ ０．５３
図１６６－３３１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．５ ６．４ ４．２ ０．２５
図１６６－３４１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．５ ６．３ ３．９ ０．１９
図１６６－３５１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．７ ６．７ ３．２ ０．２２
図１６６－３６１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ６．１ ６．１ ３．７ ０．１６
図１６６－３７１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．４ ７．４ ３．９ ０．３２
図１６６－３８１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．９ ５．８ ２．９ ０．１２
図１６６－３９１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．４ ５．２ ３．６ ０．１０
図１６６－４０１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ５．７ ５．６ ２．８ ０．１２
図１６６－４１１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．５ ６．２ ３．０ ０．１９

表Ⅳ－１ 土坑掲載遺物一覧�

※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他
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層位
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分
類
Ⅰ

分類Ⅱ 点
数

（土器）／器種（部位） 土器形式 口径
（�）

器高
（�）

底径
（�） －
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（玉類）／器種 石材 長径

（�）
短径
（�）

厚さ
（�）
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（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）
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（�）（土製品）／名称 －

（骨角器）／種名 部位 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

Ｐ５５４ 図１６６－４２１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．５ ６．１ ４．１ ０．１８
図１６６－４３１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．５ ７．３ ３．９ ０．２７
図１６６－４４１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ｂ－１ 緑泥石岩 ７．５ ６．３ ４．９ ０．３４
図１６６－４５１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－３ 緑泥石岩 ９．４ ８．７ １０．４ １．３９
図１６６－４６１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １０．４ ９．６ ７．５ １．０８
図１６６－４７１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－３ 緑泥石岩 ８．６ ８．２ ８．６ ０．７７
図１６６－４８１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．５ ８．４ ５．０ ０．５２
図１６６－４９１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １１．７ １１．０ ８．４ １．２９
図１６６－５０１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．６ ７．８ ７．５ ０．８３
図１６６－５１１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－３ 緑泥石岩 ９．３ ８．４ ９．４ １．１０ベンガラ付着
図１６６－５２１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ９．７ ９．３ ５．９ ０．７５
図１６６－５３１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．５ ７．７ ８．１ ０．９２ベンガラ着色
図１６６－５４１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－３ 緑泥石岩 ７．４ ６．９ ７．８ ０．５４ベンガラ着色
図１６６－５５１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ｂ－２ 緑泥石岩 ７．８ ６．５ ８．３ ０．６２ベンガラ着色
図１６６－５６１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．１ ７．５ ４．５ ０．４５
図１６６－５７１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．６ ８．６ ５．３ ０．５７
図１６６－５８１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．７ ８．２ ３．８ ０．４３
図１６６－５９１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．８ ８．４ ４．４ ０．５６
図１６６－６０１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．５ ８．０ ４．６ ０．４０欠け
図１６６－６１１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．４ ７．４ ５．２ ０．４６
図１６６－６２１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．３ ８．０ ４．７ ０．３７
図１６６－６３１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．４ ８．４ ５．１ ０．６０
図１６６－６４１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．９ ８．５ ４．９ ０．５７
図１６６－６５１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．７ ８．７ ５．５ ０．６３
図１６６－６６１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．１ ７．９ ５．０ ０．５３
図１６６－６７１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．１ ８．０ ４．４ ０．４８
図１６６－６８１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．４ ８．４ ４．８ ０．５５
図１６６－６９１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．３ ８．３ ４．５ ０．４７
図１６６－７０１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．４ ７．４ ８．１ ０．８２
図１６６－７１１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．８ ８．７ ４．１ ０．５４
図１６６－７２１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．４ ７．９ ４．６ ０．３４
図１６６－７３１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．６ ７．２ ３．２ ０．２４
図１６６－７４１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．２ ６．２ ２．７ ０．１５
図１６６－７５１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．６ ７．１ ４．２ ０．２９
図１６６－７６１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ９．０ ８．８ ６．６ ０．８０
図１６６－７７１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．３ ９．０ ６．１ ０．７９
図１６６－７８１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．８ ７．５ ４．１ ０．３９
図１６６－７９１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．９ ７．８ ５．４ ０．５６
図１６６－８０１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．７ ９．５ １０．２ １．７２
図１６６－８１１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ タルク １１．７ １０．９ ９．０ １．８４
図１６６－８２１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ タルク ９．４ ９．１ ７．３ ０．８８
図１６６－８３１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－６ 赤色変質岩 １０．６ １０．０ １１．４ １．４０
図１６６－８４１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １１．３ １１．０ ８．５ １．５６
図１６６－８５１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ タルク ９．７ ９．７ ６．５ ０．９７
図１６６－８６１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ｂ－１ 緑泥石岩 １１．０ ８．１ ６．３ ０．９０
図１６６－８７１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １０．８ ９．５ ７．６ １．２８
図１６６－８８１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．７ ６．７ ４．６ ０．３３
図１６６－８９１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １３．８ １３．５ ８．９ ２．６９
図１６６－９０１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １３．４ １２．５ ８．５ ２．４０
図１６６－９１１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １２．４ １１．９ ６．９ １．６８
図１６６－９２１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １２．４ １２．０ ８．１ １．８５
図１６６－９３１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １１．７ １１．３ ７．１ １．４８
図１６６－９４１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ タルク １０．９ １０．５ ７．６ １．５１
図１６６－９５１６３ Ｓ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ｂ－２ 緑泥石岩 １２．３ １０．１ １０．２ ２．００

Ｐ５５５ 図１６７－１ １６３ Ｔ－３９ 覆土 ５ Ⅰａ １ 深鉢（口） アルトリ式相当 － － － －
Ｐ５５７ 図１６７－１ １６５ Ｓ－３９ （点取り） ５ Ⅳｃ ３３ 鉢 堂林式相当 ９．３ ６．１ ２．５ － １号周堤墓
Ｐ５５８ 図１６８－１ １６５

Ｓ－３９
（点取り） ５ Ⅳｃ ２９ 鉢 堂林式相当 １３．７ １１．１ ２．８ －

１号周堤墓
図１６８－２ １６５ 覆土 ５ Ⅳｃ ２ 深鉢（口） 堂林式相当 － － － －

Ｐ５６５ 図１７１－１ １６８ Ｒ－４１ 覆土 ５ Ⅴｃ ２ 鉢（底） 晩期後葉 － － － －

表Ⅳ－１ 土坑掲載遺物一覧�

※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他

Ⅳ 遺構と遺物

―１６３―



遺構 図番号
図
版
番
号

接合遺構．
グリッド

層位
※
分
類
Ⅰ

分類Ⅱ 点
数

（土器）／器種（部位） 土器形式 口径
（�）

器高
（�）

底径
（�） －

備考
（玉類）／器種 石材 長径

（�）
短径
（�）

厚さ
（�）

重さ
（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（土製品）／名称 －

（骨角器）／種名 部位 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

Ｐ５６５ 図１７１－２ １６８ Ｒ－４１ 覆土 ３ 礫石器 １ 砥石 砂岩 （１７．５）（１７．２）（５．３）２０５０．０
Ｐ５７０ 図１７３－１ １７０ Ｓ－４２ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 obs ２．７８ １．５１ ０．４０ １．２７

図１７３－２ １７０ Ｓ－４２ 覆土 ３ 剥片 １ つまみ付きナイフ 頁岩 ６．０５ ３．１１ ０．５３ ９．８６
図１７３－３ １７０ Ｓ－４２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １０．６ １０．４ ７．４ １．３３
図１７３－４ １７０ Ｓ－４２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １１．２ １０．９ ８．６ １．６５
図１７３－５ １７０ Ｓ－４２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １０．８ １０．５ ７．５ １．３１
図１７３－６ １７０ Ｓ－４２ 坑底部 ４ 玉 １ － 緑泥石岩 － － － ２．０８ネズミにかじられている
図１７３－７ １７０ Ｓ－４２ 覆土上 ４ 玉 １ － 緑泥石岩 １２．９ １１．９ － ２．４０ネズミにかじられている
図１７３－８ １７０ Ｓ－４２ 覆土上 ４ 玉 １ － 緑泥石岩 － － ５．０ ２．７１ネズミにかじられている
図１７３－９ １７０ Ｓ－４２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 １４．６ １４．１ １０．９ ３．３７
図１７３－１０１７０ Ｓ－４２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 １４．６ １３．８ １３．０ ４．０９
図１７３－１１１７０ Ｓ－４２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 １３．６ １３．６ １２．４ ３．４１
図１７３－１２１７０ Ｓ－４２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １２．８ １２．６ １０．２ ２．３８
図１７３－１３１７０ Ｓ－４２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 １２．５ １１．８ ９．８ ２．２２
図１７３－１４１７０ Ｓ－４２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １３．７ １３．２ ８．４ ２．４３
図１７３－１５１７０ Ｓ－４２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．２ １０．２ ８．６ １．３９
図１７３－１６１７０ Ｓ－４２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １０．７ １０．４ ６．８ １．０９

Ｐ５７２ 図１７２－１ １７１ Ｓ－４３ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 obs ２．８１ １．１５ ０．３５ ０．８８
図１７２－２ １７１ Ｓ－４３ （点取り） ５ Ⅲａ １ 深鉢（口） 円筒上層式相当 － － － －

Ｐ５７４ 図１７４－１ １７７ Ｕ－４４ 覆土 ５ Ⅲ ２ 深鉢（胴） － － － － －
Ｐ５８１ 図１７６－１ １７７ Ｔ－４１ 坑底部 ２ 骨角器 １ 装飾品 － （１．１５） １．４ ０．３ －

図１７６－２ １７７ Ｔ－４１ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 obs ２．７０ １．４８ ０．４１ １．１４
Ｐ５８２ 図１７６－１ １７７ Ｔ－４１ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 obs １．７８ １．３０ ０．２１ ０．３１
Ｐ５８３ 図１７６－１ １７７ Ｕ－４０ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 obs １．８５ １．３０ ０．２８ ０．５０

図１７６－２ １７７ Ｕ－４０ 覆土 ３ 剥片 １ つまみ付きナイフ 頁岩 ６．２ ３．８ ０．６ １１．４７
Ｐ５８９ 図１７８－１ １７９ Ｕ－３９ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－６ 緑泥石岩 １７．０ １５．８ ２６．６ １０．５４
Ｐ５９０ 図１７８－１ １７９ Ｕ－３９ 覆土 ５ Ⅴｃ １ 深鉢（胴） 晩期後葉 － － － －
Ｐ５９１ 図１７８－１ １７９ Ｔ－３９ 覆土 ５ Ⅱａ １ 尖底土器（口） 静内中野式相当 － － － －

図１７８－２ １７９ Ｔ－３９ 覆土 ５ Ⅰｂ－１ １ 深鉢（底） 東釧路Ⅳ式相当 － － － －
Ｐ５９２ 図１７９－１ １７９ Ｕ－３８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．２ ６．０ ３．９ ０．１４

図１７９－２ １７９ Ｕ－３８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．０ ５．８ ３．５ ０．１４
図１７９－３ １７９ Ｕ－３８ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ６．８ ６．５ ３．８ ０．２０
図１７９－４ １７９ Ｕ－３８ 覆土 ５ Ⅳｃ ２ 片口（口）

三ツ谷式相当
－ － － －

同一個体
図１７９－５ １７９ Ｕ－３８ 覆土 ５ Ⅳｃ ３ 片口（口） － － － －

Ｐ５９３ 図１７９－１ １８０ Ｖ－３９ 覆土２上面 ３ 剥片 １ つまみ付きナイフ 頁岩 ６．７０ ２．１０ ０．７１ １２．９８
Ｐ５９４ 図１７９－１ １８０ Ｖ－３９ 覆土２ ３ 剥片 １ 石鏃 obs ２．００ １．４０ ０．３７ ０．９４

図１７９－２ １８０ Ｖ－３８ 覆土 ５ Ⅳｃ ２ 鉢（胴） 堂林式相当 － － － －
Ｐ５９７ 図１８０－１ １８３ Ｘ－３９ 撹乱 ３ 礫石器 １ 台石 安山岩 ７．１０ ９．９５ ３．５５ ３８２
Ｐ５９９ 図１８１－１ １８３ Ｔ－４０ 覆土 ５ Ⅳａ １ 深鉢（胴） タプコプ式相当 － － － －
Ｐ６０１ 図１８１－１ １８３ Ｖ－４２ 覆土 ３ 剥片 １ スクレイパー 頁岩 ４．６０ ４．４９ ０．６５ １５．２０
Ｐ６０３ 図１８２－１ １８５ Ｖ－４２ 覆土２ ５ Ⅲｂ ２ 深鉢（口） － － － － －
Ｐ６０５ 図１８２－１ １８５ Ｔ－２８ 覆土 ５ Ⅲｂ １ 深鉢（胴） 萩ヶ岡２式相当 － － － －
Ｐ６０７ 図１８３－１ １８５ Ｐ－２８ 覆土 ３ 剥片 １ スクレイパー 珪岩 ４．６９ ２．２０ ０．９９ １０．１０

図１８３－２ １８５ Ｐ－２８ （点取り） ５ Ⅲａ １ 深鉢（口） 円筒上層式相当 － － － －
図１８３－３ １８５ Ｐ－２８ （点取り） ５ Ⅲａ １ 深鉢（口） 円筒上層式相当 － － － －

Ｐ６０８ 図１８３－１ １８７ Ｓ－２８ 覆土 ３ 剥片 １ スクレイパー obs ４．４２ ２．２５ ０．４７ ４．３８

図１８３－２ １８７ Ｓ－２８
（点取り）

５ Ⅳｂ
１

深鉢（胴Ｚ） 手稲式相当 － － － －
覆土 ４

Ｐ６０９
図１８４－１ １８７

Ｓ－２８ （点取り）
５ Ⅳｃ

１０
鉢 堂林式相当 １５．６ １１．７ ４．０ －Ｓ－２７ ＭＣ ２

Ｓ－２８ Ⅱ・ＭＣ層 １１

図１８４－２ １８７
Ｓ－２８

（点取り）
５ Ⅳｃ

１
鉢 堂林式相当 ２４．１ １５．１ ７．０ －覆土１（点取り） １

Ｓ－２８ Ⅱ・ＭＣ層 ２７
図１８４－３ １８７ Ｓ－２８ 覆土 ５ Ⅳｂ ６ 深鉢（口） 手稲式相当 － － － －
図１８４－４ １８７ Ｓ－２８ 覆土 ５ Ⅳｂ １ 深鉢（胴） 手稲式相当 － － － －
図１８４－５ １８７ Ｓ－２８ 覆土 ５ Ⅳｂ １ 深鉢（口） 手稲式相当 － － － －
図１８４－６ １８７ Ｓ－２８ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 obs ２．２８ １．１５ ０．３７ ０．６７

Ｐ６１０ 図１８５－１ １８７ Ｎ－２９ 覆土 ５ Ⅲｂ １ 深鉢（胴） 萩ヶ岡２式相当 － － － －

表Ⅳ－１ 土坑掲載遺物一覧�

※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他
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遺構 図番号
図
版
番
号

接合遺構．
グリッド

層位
※
分
類
Ⅰ

分類Ⅱ 点
数

（土器）／器種（部位） 土器形式 口径
（�）

器高
（�）

底径
（�） －

備考
（玉類）／器種 石材 長径

（�）
短径
（�）

厚さ
（�）

重さ
（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（土製品）／名称 －

（骨角器）／種名 部位 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

Ｐ６１１ 図１８５－１ １８９ Ｌ－２８ 覆土 ３ 剥片 １ つまみ付きナイフ 頁岩 ７．２０ ２．２２ ０．８２ １２．３５
Ｐ６１３ 図１８６－１ １８９ Ｎ－２９ （点取り） ５ Ⅲ ６ 深鉢（底） － － － － －
Ｐ６１４ 図１８６－１ １８９ Ｍ－３３ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 obs ２．２０ ０．８０ ０．２０ ０．３４

図１８６－２ １８９ Ｍ－３３ 覆土 ５ Ⅴｂ １ 鉢（口） 晩期中葉 － － － －
図１８６－３ １８９ Ｍ－３３ 覆土 ５ Ⅴｂ １ 鉢（口） 晩期中葉 － － － －

Ｐ６１５ 図１８６－１ １８９ Ｍ－３３ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 obs ３．２２ ２．０３ ０．４８ ２．１６
図１８６－２ １８９ Ｍ－３３ （点取り） ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林式相当 － － － －
図１８６－３ １８９ Ｍ－３３ 覆土 ５ Ⅴｂ １ 鉢（底） 晩期中葉 － － － －
図１８６－４ １８９ Ｍ－３３ （点取り） ５ Ⅴｂ １ 鉢（底） 晩期中葉 － － － －

Ｐ６１６ 図１８７－１ １９１ Ｏ－２８ 覆土（西） ３ 剥片 １ つまみ付きナイフ obs ４．１０ １．６０ ０．３３ ２．８１
図１８７－２ １９１ Ｏ－２８ 覆土西 ５ Ⅲ １ 深鉢（口） － － － － －

Ｐ６１７ 図１８７－１ １９１ Ｌ－３０ 覆土 ５ Ⅰｂ－４ １ 尖底土器（口） 東釧路Ⅳ式相当 － － － －
図１８７－２ １９１ Ｌ－３０ 覆土 ５ Ⅰｂ－４ ４ 尖底土器（胴） 東釧路Ⅳ式相当 － － － －
図１８７－３ １９１ Ｌ－３０ 覆土 ５ Ⅱａ ４ 尖底土器（胴） 静内中野式相当 － － － －

Ｐ６１８ 図１８７－１ １９１ Ｌ－３０ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 obs ３．１０ １．８８ ０．４９ １．８２
図１８７－２ １９１ Ｌ－３０ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～御殿山式相当 － － － －
図１８７－３ １９１ Ｌ－３０ 覆土 ５ Ⅱａ １ 尖底土器（口） 静内中野式相当 － － － －

Ｐ６１９ 図１８８－１ １９１ Ｍ－３４ 覆土 ５ Ⅳｃ ７ 深鉢 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －
図１８８－２ １９１ Ｍ－３４ 覆土 ５ Ⅳｃ ２ ツボ・注口（胴） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －

Ｐ６２２ 図１８８－１ １９３ Ｓ－３６ 覆土 ５ Ⅲｂ １ 深鉢（胴） 天神山式相当 － － － －
Ｐ６２３ 図１８９－１ １９３ Ｐ－３１ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 obs ２．００ １．７１ ０．２１ ０．３１フローテーション

図１８９－２ １９３ Ｐ－３１ （点取り） ５ Ⅳｃ １ 浅鉢（口） 御殿山式相当 － － － －
図１８９－３ １９３ Ｐ－３１ 覆土 ５ Ⅱａ １ 尖底土器（口） 静内中野式相当 － － － －
図１８９－４ １９３ Ｐ－３１ 覆土 ５ Ⅱａ １ 尖底土器（胴） 静内中野式相当 － － － －

Ｐ６２４ 図１８９－１ １９３ Ｍ－２９ 覆土 ３ 剥片 １ つまみ付きナイフ 頁岩 ５．９０ ２．４５ ０．９６ １４．３６
Ｐ６２５

図１８９－１ １９３ Ｍ－３０
（点取り）

５ Ⅰｂ－４
７

尖底土器（口） 東釧路Ⅳ式相当 １７．２ － － －
覆土 １３

Ｐ６２６ 図１８９－１ １９３ Ｍ－３０ （点取り） ５ Ⅱａ １ 尖底土器（胴） 静内中野式相当 － － － －
図１８９－２ １９３ Ｍ－３０ 覆土 ５ Ⅱａ ２ 尖底土器（胴） 静内中野式相当 － － － －

Ｐ６２９
図１９０－１ １９５ Ｎ－３０

（点取り）
５ Ⅰｂ－４

３
尖底土器（胴） 東釧路Ⅳ式相当 － － － －

覆土 １
Ｐ６３２ 図１９１－１ １９５ Ｒ－３６ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 obs ２．８０ １．６０ ０．３８ １．０１

図１９１－２ １９５ Ｒ－３６ 覆土４ ３ 剥片 １ 石鏃 obs ２．６０ １．２１ ０．４５ １．３４炭化物集中
図１９１－３ １９５ Ｒ－３６ 覆土４ ３ 剥片 １ 石鏃 obs ２．９０ １．２５ ０．４０ １．０７炭化物集中
図１９１－４ １９５ Ｒ－３６ 覆土４ ３ 剥片 １ 石鏃 obs ２．５０ １．２８ ０．３５ ０．７８

図１９１－５ １９５ Ｒ－３６
覆土

５ Ⅲａ
２

深鉢（口） 円筒上層式相当 － － － － 図８・１４と同一個体覆土１ １
覆土４ １

図１９１－６ １９５ Ｒ－３６ 覆土 ５ Ⅲａ ２ 深鉢（口） 円筒上層式相当 － － － －
図１９１－７ １９５ Ｒ－３６ 覆土４ ５ Ⅲａ １ 深鉢（口） 円筒上層式相当 － － － － 図１２と同一個体
図１９１－８ １９５ Ｒ－３６ 覆土 ５ Ⅲａ １ 深鉢（口） 円筒上層式相当 － － － － 図５・１４と同一個体
図１９１－９ １９５ Ｒ－３６ 覆土４ ５ Ⅲａ ２ 深鉢（口） 円筒上層式相当 － － － － 図１１と同一個体
図１９１－１０１９５ Ｒ－３６ 覆土４ ５ Ⅲａ ３ 深鉢（口） 円筒上層式相当 － － － －
図１９１－１１１９５ Ｒ－３６ 覆土４ ５ Ⅲａ １０ 深鉢（胴） 円筒上層式相当 － － － － 図９と同一個体
図１９１－１２１９５ Ｒ－３６ 覆土 ５ Ⅲａ ２ 深鉢（胴） 円筒上層式相当 － － － － 図７と同一個体
図１９１－１３１９５ Ｒ－３６ 覆土 ５ Ⅲａ ２ 深鉢（胴） 円筒上層式相当 － － － －

図１９１－１４１９５ Ｒ－３６
覆土

５ Ⅲａ
４

深鉢（胴） 円筒上層式相当 － － － － 図５・８と同一個体
覆土４ ３

図１９１－１５１９５ Ｒ－３６ 覆土 ５ Ⅲａ １ 深鉢（底） 円筒上層式相当 － － － －
Ｐ６３４ 図１９２－１ １９７ Ｔ－３７ 覆土 ５ Ⅲａ １ 深鉢（口） 円筒上層式相当 － － － －
Ｐ６３５ 図１９３－１ １９７ Ｓ－２６ 覆土 ３ 剥片 １ スクレイパー 珪岩 ４．４０ ３．００ ０．８１ １０．６８

図１９３－２ １９７ Ｓ－２６ 覆土 ３ 礫石器 １ 石皿 安山岩 １８．６０ ２１．４０ １０．９０ ５２５０
図１９３－３ １９７ Ｓ－２６ 覆土 ３ 礫石器 １ 石皿 安山岩 ３４．２０ １８．６０ ４．２０ ３６００

Ｐ６３６ 図１９２－１ １９７ Ｎ－２８ 覆土 ３ 礫石器 １ すり石 安山岩 ５．６０（７．７０） ５．００（２９５）焼成
図１９２－２ １９７ Ｎ－２８ 覆土 ５ Ⅱａ ３ 尖底土器（胴） 静内中野式相当 － － － －

Ｐ６３８ 図１９４－１ １９７ Ｍ－３３ 覆土 ５ Ⅴｂ １ 鉢（底） 晩期中葉 － － － －
Ｐ６３９ 図１９４－１ １９９ Ｎ－３４ 覆土 ５ Ⅴｂ １ 鉢（口） 晩期中葉 － － － －

図１９４－２ １９９ Ｎ－３４ 覆土 ５ Ⅴｂ １ 鉢（底） 晩期中葉 － － － －
図１９４－３ １９９ Ｎ－３４ 覆土 ５ Ⅴｂ １ 鉢（口） 晩期中葉 － － － －
図１９４－４ １９９ Ｎ－３４ 覆土 ５ Ⅳｃ ２ 鉢（底） 三ツ谷～御殿山式相当 － － ５．６ －

表Ⅳ－１ 土坑掲載遺物一覧�

※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他

Ⅳ 遺構と遺物
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遺構 図番号
図
版
番
号

接合遺構．
グリッド

層位
※
分
類
Ⅰ

分類Ⅱ 点
数

（土器）／器種（部位） 土器形式 口径
（�）

器高
（�）

底径
（�） －

備考
（玉類）／器種 石材 長径

（�）
短径
（�）

厚さ
（�）

重さ
（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（土製品）／名称 －

（骨角器）／種名 部位 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

Ｐ６４０ 図１９５－１ １９９ Ｏ－３７ 覆土 ３ 剥片 １ スクレイパー obs ３．８０ １．３９ １．０３ ４．５７
図１９５－２ １９９ Ｏ－３７ 覆土１ ５ Ⅲｂ ２ 深鉢（胴） 萩ヶ岡２式相当 － － － －
図１９５－３ １９９ Ｎ．Ｏ－３７ 覆土１ ５ Ⅲｂ ２４ 深鉢（口） 萩ヶ岡２式相当 － － － －

図１９６－４ １９９
Ｎ．Ｏ－３７

覆土

５ Ⅲｂ

１

深鉢 萩ヶ岡２式相当 ３０．０ ４７．３ １２．０ －
覆土１層 ３４

Ｎ－３７ Ⅱ層 ２
Ｏ－３７ Ⅱ層 ４

Ｐ６４２ 図１９７－１ １９９ Ｒ－２８ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －
図１９７－２ １９９ Ｒ－２８ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（底） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －

Ｐ６４４ 図１９７－１ ２０１ Ｏ－２７ （点取り） ５ Ⅲａ １ 深鉢（胴） 萩ヶ岡２式相当 － － － －
Ｐ６４５ 図１９７－１ ２０１ Ｐ－３２ 覆土 ５ Ⅰｂ－３ ２ 深鉢（胴） 中茶路式相当 － － － －
Ｐ６４７ 図１９８－１ ２０１ Ｔ－３７ 覆土 ５ Ⅱａ ３ 尖底土器（胴） 静内中野式相当 － － － －
Ｐ６４８ 図１９８－１ ２０１ Ｔ－３７ 覆土 ５ Ⅱａ １ 尖底土器（口） 静内中野式相当 － － － －
Ｐ６５０ 図１９９－１ ２０３ Ｑ－３７ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
Ｐ６５１

図１９９－１ ２０３ Ｐ－３０
（点取り）

５ Ⅰｂ－４
２

尖底土器（胴） 東釧路Ⅳ式相当 － － － －
覆土 ３

Ｐ６５２ 図１９９－１ ２０３ Ｑ－２７ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（胴） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図１９９－２ ２０３ Ｑ－２７ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（胴） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

Ｐ６５３ 図２００－１ ２０３ Ｑ－２９ 覆土 ５ Ⅲｂ １ 深鉢（口） － － － － －
Ｐ６５４ 図２００－１ ２０３ Ｑ－３７ （点取り） ５ Ⅰｂ－４ １ 尖底土器（胴） 東釧路Ⅳ式相当 － － － －
Ｐ６５５ 図２００－１ ２０３ Ｎ－３２ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

図２００－２ ２０３ Ｎ－３２ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図２００－３ ２０３ Ｎ－３２ 覆土 ５ Ⅳｃ ２ 深鉢（胴） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

Ｐ６５６
図２０１－１ ２０５ Ｐ－２９

（点取り）
５ Ⅰｂ－４

３
尖底土器（口） 東釧路Ⅳ式相当 － － － －

覆土 ７
Ｐ６５８ 図２０１－１ ２０５ Ｑ－３７ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～御殿山式相当 － － － －
Ｐ６６０

図２０２－１ ２０５ Ｑ－３５
覆土上面

５ Ⅲａ
１

深鉢（胴） 円筒上層式相当 － － － －
覆土 １

Ｐ６６３ 図２０２－１ ２０７ Ｏ－３０ （点取り） ５ Ⅱａ １ 尖底土器（胴） 静内中野式相当 － － － －
図２０２－２ ２０７ Ｏ－３０ 覆土 ３ 礫石器 １ 石斧 泥岩 １０．０５ ４．５０ １．６０ １００

Ｐ６６５ 図２０４－１ ２０７ Ｓ－３５ 覆土 ３ 剥片 １ つまみ付きナイフ 頁岩 ４．６８ １．９５ ０．８７ ８．４５
図２０４－２ ２０７ Ｒ－３５ 覆土 ３ 剥片 １ つまみ付きナイフ 頁岩 ９．３０ ４．４０ １．０１ ３６．４４
図２０４－３ ２０７ Ｓ－３５ 覆土 ３ 剥片 １ つまみ付きナイフ 頁岩 ６．４５ ２．５０ １．２２ １８．０７
図２０４－４ ２０７ Ｓ－３５ 覆土 ３ 剥片 １ つまみ付きナイフ 頁岩 ６．９９ ２．６５ ０．９７ １５．９９
図２０４－５ ２０７ Ｒ－３５ 覆土 ３ 剥片 １ スクレイパー 頁岩 ５．７０ ２．００ ０．５５ ６．７２
図２０４－６ ２０７ Ｓ－３５ 覆土 ３ 剥片 １ スクレイパー 頁岩 ５．１０ ３．１５ ０．８８ １４．５５
図２０４－７ ２０７ Ｓ－３５ 覆土 ３ 剥片 １ スクレイパー obs ４．００ ２．７０ １．０５ １２．８９
図２０４－８ ２０７ Ｓ－３５ 覆土 ３ 剥片 １ スクレイパー obs ５．１３ ２．４９ ０．３４ ３．４２
図２０４－９ ２０７ Ｓ－３５ 覆土 ３ 剥片 １ スクレイパー 頁岩 ７．００ ３．６０ １．２７ ２４．１１
図２０４－１０２０７ Ｓ－３５ 覆土 ３ 剥片 １ 石槍・ナイフ 頁岩 ９．７２ ３．００ １．２９ ３４．５３
図２０４－１１２０７ Ｓ－３５ 覆土 ３ 礫石器 １ 石斧 泥岩 ８．９１ ４．５０ １．４９ ９９．５８

Ｐ６６６ 図２０５－１ ２０９ Ｏ－３１ 覆土 ３ 礫石器 １ 石斧 泥岩 （１０．０）（４．４） ２．０ １３９．３
図２０５－２ ２０９ Ｏ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎Ｌ １．２５ １．０５ ０．２５ ０．０６
図２０５－３ ２０９ Ｏ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎 １．０５ ０．９０ ０．２３ ０．０４２m以下のサイズと見られる
図２０５－４ ２０９ Ｏ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎Ｌ １．６０ １．１０ ０．２８ ０．１３
図２０５－５ ２０９ Ｏ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎 １．６０ １．１０ ０．３０ ０．０８
図２０５－６ ２０９ Ｏ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎Ｒ １．５０ １．１０ ０．３０ ０．０９
図２０５－７ ２０９ Ｏ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎Ｒ １．０５ ０．８０ ０．２３ ０．０４
図２０５－８ ２０９ Ｏ－３１ 覆土上 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １４．１ １２．６ １０．１ ２．８４
図２０５－９ ２０９ Ｏ－３１ 覆土上 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １０．５ ９．９ ６．４ ０．９４
図２０５－１０２０９ Ｏ－３１ 覆土上 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １０．４ １０．２ ７．５ １．０９
図２０５－１１２０９ Ｏ－３１ 覆土上 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １０．７ １０．４ ６．９ １．０６
図２０５－１２２０９ Ｏ－３１ 覆土上 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．８ １０．１ ６．４ １．０８
図２０５－１３２０９ Ｏ－３１ 覆土上 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．６ ９．５ ５．７ ０．７５
図２０５－１４２０９ Ｏ－３１ 覆土上 ４ 玉 １ Ｃ－１ｂ 緑泥石岩 ２５．５ １２．０ ６．０ ２．２７
図２０５－１５２０９ Ｏ－３１ 覆土上 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．８ ８．８ ５．９ ０．７１
図２０５－１６２０９ Ｏ－３１ 覆土上 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ９．１ ８．８ ６．３ ０．６６
図２０５－１７２０９ Ｏ－３１ 覆土上 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １１．１ ９．９ ７．０ １．１７

表Ⅳ－１ 土坑掲載遺物一覧�

※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他

―１６６―



遺構 図番号
図
版
番
号

接合遺構．
グリッド

層位
※
分
類
Ⅰ

分類Ⅱ 点
数

（土器）／器種（部位） 土器形式 口径
（�）

器高
（�）

底径
（�） －

備考
（玉類）／器種 石材 長径

（�）
短径
（�）

厚さ
（�）

重さ
（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（土製品）／名称 －

（骨角器）／種名 部位 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

Ｐ６６６ 図２０５－１８２０９ Ｏ－３１ 覆土上 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １１．２ １１．０ ７．７ １．４０
図２０５－１９２０９ Ｏ－３１ 覆土上 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １２．０ １１．６ ７．０ １．５３
図２０５－２０２０９ Ｏ－３１ 覆土上 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １０．９ １０．５ ５．７ １．００
図２０５－２１２０９ Ｏ－３１ 覆土上 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １２．７ １２．３ ８．７ ２．１２
図２０５－２２２０９ Ｏ－３１ 覆土上 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １１．３ １１．３ ９．７ １．６７
図２０５－２３２０９ Ｏ－３１ 覆土上 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １１．７ １１．７ ６．８ １．４２
図２０５－２４２０９ Ｏ－３１ 覆土上 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １２．４ １１．５ ６．６ １．３８
図２０５－２５２０９ Ｏ－３１ 覆土上 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １２．７ １２．４ １０．０ ２．４２
図２０５－２６２０９ Ｏ－３１ 覆土上 ４ 玉 １ Ａ－３ 緑泥石岩 １３．１ １２．７ １２．９ ３．５０
図２０５－２７２０９ Ｏ－３１ 覆土上 ４ 玉 １ Ａ－３ 緑泥石岩 １４．２ １２．４ ２２．１ ６．１２
図２０５－２８２０９ Ｏ－３１ 覆土上 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １５．７ １４．８ ８．９ ３．３７
図２０５－２９２０９ Ｏ－３１ 覆土上 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １２．６ １２．１ ９．３ ２．１３
図２０５－３０２０９ Ｏ－３１ 覆土上 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １３．０ １２．２ ８．７ １．９０
図２０５－３１２０９ Ｏ－３１ 覆土上 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １２．１ １１．８ ８．９ １．９５
図２０５－３２２０９ Ｏ－３１ 覆土上 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．４ ９．０ ５．２ ０．６６
図２０５－３３２０９ Ｏ－３１ 覆土上 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １３．０ １２．９ ８．６ １．９７
図２０５－３４２０９ Ｏ－３１ 覆土上 ４ 玉 １ Ｃ－１ 緑泥石岩 ３４．０ １７．０ １１．５ ７．３３
図２０５－３５２０９ Ｏ－３１ 覆土上 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １２．６ １１．９ ７．６ １．６８
図２０５－３６２０９ Ｏ－３１ 覆土上 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １１．３ １０．８ ７．２ １．３２
図２０５－３７２０９ Ｏ－３１ 覆土上 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ９．４ ８．６ ５．３ ０．６１
図２０５－３８２０９ Ｏ－３１ 覆土上 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １０．１ １０．０ ６．６ ０．９７
図２０５－３９２０９ Ｏ－３１ 覆土上 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １０．１ １０．０ ５．６ ０．８８
図２０５－４０２０９ Ｏ－３１ 覆土上 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．４ ９．０ ５．５ ０．６９
図２０５－４１２０９ Ｏ－３１ 覆土上 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １１．６ １１．２ ７．１ １．４２
図２０５－４２２０９ Ｏ－３１ 覆土上 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １４．４ １３．９ １０．３ ２．８３
図２０５－４３２０９ Ｏ－３１ 覆土上 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．８ １０．６ ７．０ １．２６
図２０５－４４２０９ Ｏ－３１ 覆土上 ４ 玉 １ Ａ－６ 緑泥石岩 １３．５ １２．１ １４．０ ３．１２
図２０５－４５２０９ Ｏ－３１ 覆土上 ４ 玉 １ Ｃ－１ 緑泥石岩 ２６．９ １２．９ ６．１ ２．３３
図２０５－４６２０９ Ｏ－３１ 覆土上 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １２．３ １２．１ ７．２ １．５９
図２０５－４７２０９ Ｏ－３１ 覆土上 ４ 玉 １ Ｂ－１ 緑泥石岩 １０．６ ８．７ ５．８ ０．８６
図２０５－４８２０９ Ｏ－３１ 覆土上 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ８．６ ８．２ ５．７ ０．５４
図２０５－４９２０９ Ｏ－３１ 覆土上 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．２ ９．１ ５．８ ０．７０

Ｐ６６８
図２０７－１ ２０９ Ｒ－３０

（点取り）
５ Ⅱａ

３９
尖底土器 東釧路Ⅳ式相当 － － － －

覆土 １
Ｐ６６９ 図２０３－１ ２１１ Ｎ－３２ 覆土 ３ 剥片 １ つまみ付きナイフ obs ３．２０ ３．００ ０．７５ ５．７９

図２０３－２ ２１１ Ｎ－３２ （点取り） ５ Ⅳｃ １ 深鉢（胴） 堂林～三ツ谷式相当
Ｐ６７０ 図２０３－１ ２１１ Ｍ－３２ （点取り） ５ Ⅲ １ 深鉢（胴） －
Ｐ６７１ 図２０８－１ ２１１ Ｎ－３６ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 obs １．８２ ０．７０ ０．１４ ０．１７

図２０８－２ ２１１ Ｎ－３６ 覆土 ５ Ⅰｂ－４ １ 深鉢（口） 静内中野式相当
Ｐ６７６ 図２０９－１ ２１３ Ｎ－３６ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 obs ２．１１ １．５１ ０．３３ ０．７２

図２０９－２ ２１３ Ｎ－３６ 覆土 ５ Ⅴｂ １ 鉢（底） 晩期中葉 － － － －
図２０９－３ ２１３ Ｎ－３６ 覆土 ５ Ⅴｂ １ 鉢（底） 晩期中葉 － － － －
図２０９－４ ２１３ Ｎ－３６ （点取り） ５ Ⅴｂ ２ 鉢（底） 晩期中葉 － － － －

Ｐ６７８ 図２０９－１ ２１３ Ｏ－３５ 覆土３ ３ 剥片 １ スクレイパー obs ４．１０ ２．９９ ０．３７ ５．３２
図２０９－２ ２１３ Ｏ－３５ 覆土 ５ Ⅱａ １ 尖底土器（胴） 静内中野式相当 － － － －

Ｐ６８０ 図２１０－１ ２１５ Ｏ－３０ 覆土２ ３ 礫石器 １ すり石 安山岩 （６．６０）（８．２０）（４．５０）（３２１）
図２１０－２ ２１５ Ｏ－３０ 覆土３（点取り） ５ Ⅱａ ６ 尖底土器（口） 静内中野式相当 － － － －

Ｐ６８１ 図２１０－１ ２１５ Ｎ－３５ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 obs ３．２０ １．５０ ０．５９ １．７２
図２１０－２ ２１５ Ｎ－３５ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 鉢（口～底） 御殿山式相当 － ７．９ － －
図２１０－３ ２１５ Ｎ－３５ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 御殿山式相当 － － － －
図２１０－４ ２１５ Ｎ－３５ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 鉢（口） 御殿山式相当 － － － －

Ｐ６８２ 図２１０－１ ２１５ Ｏ－３１ （点取り） ５ Ⅱａ １ 尖底土器（胴） 静内中野式相当 － － － －
Ｐ６８３ 図２１１－１ ２１５ Ｎ－３６ （点取り） ５ Ⅳｃ １ 鉢（口） 堂林～御殿山式相当 － － － －
Ｐ６８４ 図２１１－１ ２１５ Ｒ－３６ 覆土 ５ Ⅲａ ２ 深鉢（口） 円筒上層式相当 － － － －

図２１１－２ ２１５ Ｒ－３６ 覆土 ５ Ⅲａ ２ 深鉢（底） 円筒上層式相当 － － ７．４ －
Ｐ６８８ 図２１２－１ ２１８ Ｒ－４６ （点取り） ５ Ⅲ １ 深鉢（胴） －

表Ⅳ－１ 土坑掲載遺物一覧�

※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他

Ⅳ 遺構と遺物
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遺構 図番号
図
版
番
号

接合遺構．
グリッド

層位
※
分
類
Ⅰ

分類Ⅱ 点
数

（土器）／器種（部位） 土器形式 口径
（�）

器高
（�）

底径
（�） －

備考
（玉類）／器種 石材 長径

（�）
短径
（�）

厚さ
（�）

重さ
（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（土製品）／名称 －

（骨角器）／種名 部位 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

Ｐ６８９ 図２１２－１ ２１８ Ｖ－４６ 坑底部 ４ 玉 １ － コハク １２．０ ７．９ ５．２ ０．２８３号周堤墓
Ｐ６９０ 図２１３－１ ２１８ Ｖ－４５ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗製品 － － － － －

図２１３－２ ２１８ Ｖ－４５ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 頁岩 ５．００ ２．５５ ０．４２ ３．６４３号周堤墓
図２１３－３ ２１８ Ｖ－４５ 坑底部 ４ 石製品 １ 石棒 片岩 ５２．４ ７．０ ４．９５ －

Ｐ６９１ 図２１４－１ ２１８ Ｖ－４５ 覆土 ５ Ⅲｂ １ 深鉢（胴） － － － － － ３号周堤墓
Ｐ６９２

図２１６－１ ２２０ Ｖ－４５
（点取り）

５ Ⅴｃ
１１１

深鉢 晩期後葉
－（２２．８） １３．８ －

覆土 １ － － － －

図２１６－２ ２２０ Ｖ－４５
（点取り）

５ Ⅴｃ
２７

浅鉢 晩期後葉
－ ８．１ ８．８ －

覆土 １ － － － －
図２１６－３ ２２０ Ｖ－４５ （点取り） ５ Ⅴｃ ８４ 深鉢 晩期後葉 － － － －
図２１６－４ ２２０ Ｖ－４５ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 頁岩 ３．７０ １．３０ ０．４１ １．５６アスファルト付着
図２１６－５ ２２０ Ｖ－４５ 覆土 ３ 剥片 １ スクレイパー obs ５．０９ ６．６０ １．１３ ４４．２９

Ｐ６９３ 図２１４－１ ２２０ Ｎ－３６ （点取り） ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図２１４－２ ２２０ Ｎ－３６ （点取り） ５ Ⅱａ １ 尖底土器（胴） 静内中野式相当 － － － －

Ｐ６９６ 図２１７－１ ２２０ Ｑ．Ｒ－４６ 覆土 ３ 剥片 １ つまみ付きナイフ 珪岩 ５．９０ ２．４０ ０．９９ １４．８０

図２１７－２ ２２０ Ｑ－４６ （点取り） ５ Ⅲｂ １ 深鉢（口）？ 天神山式相当 － － － － 把手のようなものがついている
Ｐ６９７ 図２１８－１ ２２３ Ｍ－３３ 覆土 ３ 剥片 １ つまみ付きナイフ 頁岩 ６．２ ２．８ ０．８ ９．６５

図２１８－２ ２２３ Ｍ－３３ 覆土 ３ 剥片 １ つまみ付きナイフ 頁岩 ７．１ １．９ ０．８ １１．３２
図２１８－３ ２２３ Ｍ－３３ 覆土 ３ 剥片 １ つまみ付きナイフ 頁岩 （４．７）（３．２）（０．７） ６．８７
図２１８－４ ２２３ Ｍ－３３ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 obs （２．２）（１．３） ０．２ ０．４８
図２１８－５ ２２３ Ｍ－３３ 覆土 ３ 剥片 １ スクレイパー obs ４．５ ３．９ ０．６ ６．９９
図２１８－６ ２２３ Ｍ－３３ 覆土 ３ 剥片 １ スクレイパー obs ４．５ ４．２ １．４ １５．７５
図２１８－７ ２２３ Ｍ－３３ 覆土 ３ 剥片 １ スクレイパー 砂岩 （７．５）（５．４） ２．８ ９４．６９

Ｐ７０１ 図２１９－１ ２２３ Ｗ－４１ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（胴） 晩期後葉 － － － －
Ｐ７０２ 図２１９－１ ２２３ Ｕ－４４ 覆土 ３ 剥片 １ つまみ付きナイフ obs ３．９９ １．８９ ０．３４ １．６９

図２１９－２ ２２３ Ｕ－４４ （点取り） ５ Ⅰｂ－１ ４ 深鉢（底） 東釧路Ⅲ式相当 － － － －
Ｐ７０８ 図２２１－１ ２２５ Ｓ－４８ 坑底 ４ 石製品 － 石棒 石英片岩 ３２．４ ４．４ ３．７ －
Ｐ７０９ 図２２２－１ ２２５ Ｎ－３４ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 obs １．８７ １．４１ ０．２３ ０．４４

図２２２－２ ２２５ Ｎ－３４ （点取り） ５ Ⅲｂ １ 深鉢（口） 萩ヶ岡２式相当 － － － －
図２２２－３ ２２５ Ｎ－３４ （点取り） ５ Ⅲｂ ２０ 深鉢（口） 萩ヶ岡２式相当 － － － －
図２２２－４ ２２５ Ｎ－３４ （点取り） ５ Ⅲｂ １ 深鉢（口） 萩ヶ岡２式相当 － － － －
図２２２－５ ２２５ Ｎ－３４ （点取り） ５ Ⅲｂ ２３ 深鉢（底） 萩ヶ岡２式相当 － － １１．８ －

Ｐ７１３ 図２２４－１ ２２７ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ９．６ ９．１ ５．４ ０．６７
図２２４－２ ２２７ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 １１．４ １０．７ １０．６ １．７５
図２２４－３ ２２７ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．４ ８．２ ６．８ ０．６１
図２２４－４ ２２７ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ８．６ ８．１ ６．３ ０．６１
図２２４－５ ２２７ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ９．２ ８．９ ８．４ ０．９３
図２２４－６ ２２７ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－１ｂ 緑泥石岩 １５．２ ９．０ ８．２ １．３３
図２２４－７ ２２７ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １０．２ １０．０ ５．２ ０．７５
図２２４－８ ２２７ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １０．８ １０．２ ５．８ ０．９８
図２２４－９ ２２７ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－２ 緑泥石岩 ２２．０ １０．０ ８．５ ０．９１
図２２４－１０２２７ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－１ｂ 緑泥石岩 ３０．５ １５．０ ６．５ ３．１２
図２２４－１１２２７ Ｏ－３１ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．９ ７．９ ５．４ ０．５４

Ｐ７１５ 図２２５－１ ２２９ Ｏ－３２ 覆土 ３ 礫石器 １ すり石 砂岩 ７．８０（１３．００） ６．１０（６５７）
図２２５－２ ２２８ Ｏ－３２ 覆土 ３ 剥片 １ つまみ付きナイフ 頁岩 ５．４０ ３．３０ １．１２ １７．３７
図２２５－３ ２２８ Ｏ－３２ 覆土 ３ 剥片 １ つまみ付きナイフ 頁岩 ７．５０ ２．４０ ０．５４ １１．８０
図２２５－４ ２２９ Ｏ－３２ 覆土 ３ 礫石器 １ 石斧 泥岩 １６．１０ ９．８０ ４．７０ １２２１
図２２５－５ ２２８ Ｏ－３２ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 obs ２．３５ １．５０ ０．３５ １．１２
図２２５－６ ２２８ Ｏ－３２ 覆土 ３ 剥片 １ スクレイパー obs ３．６１ １．７９ ０．５９ ３．１０
図２２５－７ ２２８ Ｐ－３２ （点取り） ５ Ⅱａ １ 尖底土器（胴） 静内中野式相当 － － － －
図２２５－８ ２２８ Ｐ－３２ （点取り） ５ Ⅱａ ２ 尖底土器（胴） 静内中野式相当 － － － －

Ｐ７１６ 図２２３－１ ２２８ Ｏ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎Ｒ ０．９５ １．２０ ０．２８ ０．０５
図２２３－２ ２２８ Ｏ－３１ 覆土 ５ Ⅳｃ １ ミニチュア（口） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －
図２２３－３ ２２８ Ｏ－３１ 覆土 ５ Ⅳｃ １ ツボ・注口（胴） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －

Ｐ７１８ 図２２６－１ ２２８ Ｑ－３７ 覆土１ ３ 剥片 １ つまみ付きナイフ obs ６．９０ ２．０２ ０．８３ １０．４３
図２２６－２ ２２８ Ｑ－３７ （点取り） ５ Ⅰｂ－３ ３ 深鉢（胴） 中茶路式相当 － － － －

Ｐ７１９ 図２２６－１ ２３１ Ｒ－３７ 覆土２ ３ 剥片 １ 石鏃 obs ２．１１ ０．８１ ０．２３ ０．３３

表Ⅳ－１ 土坑掲載遺物一覧�

※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他

―１６８―



遺構 図番号
図
版
番
号

接合遺構．
グリッド

層位
※
分
類
Ⅰ

分類Ⅱ 点
数

（土器）／器種（部位） 土器形式 口径
（�）

器高
（�）

底径
（�） －

備考
（玉類）／器種 石材 長径

（�）
短径
（�）

厚さ
（�）

重さ
（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（土製品）／名称 －

（骨角器）／種名 部位 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

Ｐ７２１
図２２７－１ ２３１ Ｑ－３７

覆土３（点取り）
５ Ⅰｂ－４

１
尖底土器（口） 東釧路Ⅳ式相当 － － － －

床面（点取り） １
Ｐ７２２ 図２２７－１ ２３１ Ｒ－３８ 覆土２ ３ 剥片 １ つまみ付きナイフ 頁岩 ５．０９ ２．３８ ０．５５ ７．２３

図２２７－２ ２３１ Ｒ－３８ 床面（点取り） ５ Ⅰｂ－４ １ 尖底土器（口） 東釧路Ⅳ式相当 － － － －
Ｐ７２５ 図２２８－１ ２３１ Ｓ－３７ 覆土 ５ Ⅰｂ－４ ３ 尖底土器（口） 東釧路Ⅳ式相当 － － － －
Ｐ７２５ 図２２８－２ ２３１ Ｓ－３７ 覆土 ５ Ⅰｂ－３ ３ 深鉢（胴） 中茶路式相当 － － － －
Ｐ７２６ 図２２８－１ ２３１ Ｏ－３１ （点取り） ５ Ⅱａ １ 尖底土器（胴） 静内中野式相当 － － － －
Ｐ７３３ 図２２９－１ ２３３ Ｎ－３５ 覆土１（点取り） ５ Ⅳｃ １ 深鉢（胴） 堂林～御殿山式相当 － － － －
Ｐ７３５ 図２３０－１ ２３３ Ｎ－３５ 床 ３ 剥片 １ 石鏃 obs ２．５０ １．２９ ０．４６ １．１０
Ｐ７３６ 図２３０－１ ２３５ Ｏ－３６ 覆土 ５ Ⅰｂ－３ １ 深鉢（胴） 中茶路式相当 － － － －
Ｐ７３７ 図２３０－１ ２３５ Ｎ－３６ 覆土２（点取り） ５ Ⅰｂ－４ ８ 尖底土器（胴） 東釧路Ⅳ式相当 － － － －
Ｐ７３８ 図２３１－１ ２３５ Ｎ－３５ 覆土６（点取り） ５ Ⅰｂ－３ １ 深鉢（胴） 中茶路式相当 － － － －

図２３１－２ ２３５ Ｎ．Ｏ－３５
（点取り）

５ Ⅰｂ－４
１

尖底土器（口） 東釧路Ⅳ式相当 － － － －
覆土６（点取り） １

図２３１－３ ２３５ Ｎ－３５ 覆土 ５ Ⅰｂ－４ ２ 尖底土器（胴） 東釧路Ⅳ式相当 － － － －
図２３１－４ ２３５ Ｎ－３５ 覆土３ ３ 礫石器 １ 石皿 安山岩 ２５．３０ ２１．００ ４．７０ ３６００

Ｐ７３９ 図２３０－１ ２３５ Ｎ－３５ 覆土 ３ 剥片 １ つまみ付きナイフ 頁岩 ３．９０ ２．９０ ０．６５ ７．４６
図２３０－２ ２３５ Ｎ－３５ （点取り） ５ Ⅰｂ－４ １ 尖底土器（胴） 東釧路Ⅳ式相当 － － － －

Ｐ７４２ 図２３２－１ ２３６ Ｔ－３８ 覆土 ３ 礫石器 １ 砥石 砂岩 １４．１ １０．６ １．５ ２００．３
図２３２－２ ２３６ Ｓ－３８ 覆土 ３ 礫石器 １ 石斧 蛇紋岩 ６．８ ５．６ １．２ ７６．０８

Ｐ７４３ 図２３２－１ ２３６ Ｕ－４０ 覆土 ５ Ⅰｂ－１ １ 深鉢（口） 東釧路Ⅲ式相当 － － － －
Ｐ７４８ 図２３４－１ ２３９ Ｓ－４０ 覆土 ５ Ⅳｃ ２ 鉢（口） 堂林式相当 － － － － １号周堤墓
Ｐ７５０ 図２３５－１ ２３９ Ｔ－４０ 覆土上 １ 漆 １ 漆塗製品 － ４０．０ － － － １号周堤墓

図２３５－２ ２３９ Ｔ－４０
覆土上

５ Ⅳｃ
１５

注口 堂林式相当 ９．７ １８．３ ２．６ －覆土 ３８
Ⅰ層 １

図２３５－３ ２３９ Ｔ－４０
覆土

５ Ⅳｃ
１７

深鉢 堂林式相当 －（１１．９） － －
Ⅰ層 ８

図２３５－４ ２３９ Ｔ－４０ 覆土 ５ Ⅳｃ １８ 深鉢（口） 堂林式相当 １３．８ － － －
Ｐ７５２ 図２３６－１ ２４１ Ｑ－３４ 覆土 ５ Ⅱａ ２ 尖底土器（口） 静内中野式相当 － － － －
Ｐ７５３ 図２３６－１ ２４１ Ｑ－３５ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－１ 緑泥石岩 ３８．１ １９．０ ７．１ ４．７２
Ｐ７５４ 図２３６－１ ２４１ Ｔ－４０ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－７ ヒスイ ９．１ ８．８ ５．８ ０．６１１号周堤墓

図２３６－２ ２４１ Ｔ－４０ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－７ ヒスイ ８．７ ８．６ ６．８ ０．７９
図２３６－３ ２４１ Ｔ－４０ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－７ ヒスイ ７．６ ７．６ ６．３ ０．４９
図２３６－４ ２４１ Ｔ－４０ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－７ ヒスイ ６．０ ６．０ ３．９ ０．１８破片２ 割れ

Ｐ７５９ 図２３８－１ ２４３ Ｖ－４０ 覆土 ３ 礫石器 １ 石斧 泥岩 １４．０ ６．０ ２．６ ３８４．６２号周堤墓
Ｐ７６０ 図２３９－１ ２４３ Ｑ－４４ 覆土 ５ Ⅱａ ２ 尖底土器（胴） 静内中野式相当 － － － －

図２３９－２ ２４３ Ｑ－４４ 覆土 ５ Ⅱａ ４ 尖底土器（胴） 静内中野式相当 － － － －
図２３９－３ ２４３ Ｑ－４４ 覆土 ５ Ⅱａ １ 尖底土器（胴） 静内中野式相当 － － － －
図２３９－４ ２４３ Ｑ－４４ 覆土 ５ Ⅱａ １ 尖底土器（口） 静内中野式相当 － － － －

Ｐ７６１ 図２３８－１ ２４３ Ｑ－３６．３７ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
Ｐ７６２ 図２３９－１ ２４５ Ｐ－３６ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
Ｐ７６３ 図２３９－１ ２４５ Ｏ－３６ 覆土 ５ Ⅳｃ ２ 鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
Ｐ７７０ 図２４１－１ ２４５ Ｒ－３５ 覆土 ５ Ⅰｂ－４ １ 尖底土器（胴） 東釧路Ⅳ式相当 － － － －
Ｐ７７１ 図２４１－１ ２４７ Ｏ－３３ 覆土 ５ Ⅳａ １ 深鉢（胴） 余市式相当 － － － －
Ｐ７７２

図２４２－１ ２４７
Ｏ－３３

覆土

５ Ⅳｃ

１２

ツボ・注口 三ツ谷式相当 １３．５ １７．４ ４．２ － 赤彩あり
Ⅱ層 １
撹乱 １

Ｏ－３４ Ⅱ層 １
図２４２－２ ２４７ Ｏ－３３ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － － 図４と同一個体
図２４２－３ ２４７ Ｏ－３３ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（胴） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図２４２－４ ２４７ Ｏ－３３ 覆土 ５ Ⅳｃ ３ 深鉢（胴～底） 堂林～三ツ谷式相当 － － － － 図２と同一個体

Ｐ７７４ 図２４３－１ ２４７ Ｐ－３３ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（胴） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
Ｐ７７５ 図２４３－１ ２４７ Ｐ－３４ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
Ｐ７７６ 図２４３－１ ２４７ Ｐ－３４ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

図２４３－２ ２４７ Ｐ－３４ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図２４３－３ ２４７ Ｐ－３４ 覆土 ５ Ⅳｃ ３ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図２４３－４ ２４７ Ｐ－３４ 覆土 ５ Ⅳｃ １ ツボ・注口（胴） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

表Ⅳ－１ 土坑掲載遺物一覧�

※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他

Ⅳ 遺構と遺物
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遺構 図番号
図
版
番
号

接合遺構．
グリッド

層位
※
分
類
Ⅰ

分類Ⅱ 点
数

（土器）／器種（部位） 土器形式 口径
（�）

器高
（�）

底径
（�） －

備考
（玉類）／器種 石材 長径

（�）
短径
（�）

厚さ
（�）

重さ
（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（土製品）／名称 －

（骨角器）／種名 部位 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

Ｐ７７７ 図２４４－１ ２４８ Ｏ－３２ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗櫛 － ６３．５ ９４．５ － －
図２４４－２ ２４９ Ｏ－３２ 撹乱 ５ Ⅳｃ １ 鉢（口） 三ツ谷式相当 － － － －
図２４４－３ ２４９ Ｏ－３２ 覆土 ５ Ⅳｂ １ － 手稲式相当 － － － －

Ｐ７８０ 図２４５－１ ２４９ Ｐ－３４ 覆土 ３ 剥片 １ つまみ付きナイフ 頁岩 ７．１０ ２．１５ ０．８２ １３．１４
Ｐ７８１ 図２４６－１ ２５０ Ｐ－３４ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗櫛 － ５６．５ ７２．０ － －

図２４６－２ ２５０ Ｐ－３４ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗櫛 － ４８．５ ７６．０ － －
図２４７－３ ２４９ Ｐ－３４ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 １．５５ ０．８０ ０．３５ ０．０７
図２４７－４ ２４９ Ｐ－３４ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 １．４２ ０．７５ ０．３５ ０．０６
図２４７－５ ２４９ Ｐ－３４ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 １．２５ ０．８０ ０．２８ ０．０４破片２
図２４７－６ ２４９ Ｐ－３４ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 １．２０ ０．９５ ０．３０ ０．０５
図２４７－７ ２４９ Ｐ－３４ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 １．２０ ０．８５ ０．３０ ０．０４
図２４７－８ ２４９ Ｐ－３４ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 １．５０ ０．８０ ０．３７ ０．０７
図２４７－９ ２４９ Ｐ－３４ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 １．２５ １．００ ０．３２ ０．０６
図２４７－１０２４９ Ｐ－３４ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 １．３５ ０．８０ ０．４０ ０．０６
図２４７－１１２４９ Ｐ－３４ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 １．３０ １．００ ０．３５ ０．０５
図２４７－１２２４９ Ｐ－３４ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 １．３０ １．００ ０．３３ ０．０５
図２４７－１３２４９ Ｐ－３４ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 １．５０ ０．７２ ０．３５ ０．０７
図２４７－１４２４９ Ｐ－３４ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 １．４０ １．０５ ０．４０ ０．０７
図２４７－１５２４９ Ｐ－３４ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 １．７５ １．０５ ０．４０ ０．０７
図２４７－１６２４９ Ｐ－３４ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 １．３５ ０．６５ ０．３３ ０．０６
図２４７－１７２４９ Ｐ－３４ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 １．２０ ０．８０ ０．３５ ０．０４
図２４７－１８２４９ Ｐ－３４ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 １．５５ ０．９０ ０．３８ ０．１０
図２４７－１９２４９ Ｐ－３４ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 １．５０ ０．６３ ０．３５ ０．０６
図２４７－２０２４９ Ｐ－３４ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 下顎 １．２５ ０．７５ ０．４０ ０．０６破片３

図２４７－２１２５０ Ｐ－３４ 坑底部 ４ 玉 １ － 緑泥石岩 － － － １．３４破損ネズミにかじられている
図２４７－２２２５０ Ｐ－３４ 坑底部 ４ 玉 １ Ｂ－２ 緑泥石岩 １７．３ １４．６ １５．４ ５．５５
図２４７－２３２５０ Ｐ－３４ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－６ 緑泥石岩 １３．１ １２．２ １３．８ ３．０１
図２４７－２４２５０ Ｐ－３４ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 １３．５ １３．２ １２．５ ２．９０
図２４７－２５２５０ Ｐ－３４ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－６ 緑泥石岩 １４．０ １３．８ １９．３ ５．２８
図２４７－２６２５０ Ｐ－３４ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 １１．７ １１．３ ８．９ １．３６
図２４７－２７２５０ Ｐ－３４ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－１ｂ 緑泥石岩 ４５．１ １２．０ １０．５ ７．７７
図２４７－２８２５０ Ｐ－３４ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １２．２ １１．６ ８．９ １．５７
図２４７－２９２５０ Ｐ－３４ 坑底部 ４ 玉 １ Ｂ－２ 緑泥石岩 １６．５ １３．６ １７．９ ５．３３
図２４７－３０２５０ Ｐ－３４ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 １３．０ １１．７ １１．６ ２．３２
図２４７－３１２５０ Ｐ－３４ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．２ ６．６ ４．６ ０．３９
図２４６－３２ － Ｐ－３４ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 破片 － － － ＜０．０１未実測

Ｐ７８２ 図２４５－１ ２５０ Ｏ－３２ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（胴） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －
図２４５－２ ２５０ Ｏ－３２ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（底） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －

Ｐ７８３ 図２４７－１ ２５０ Ｐ－３３ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 obs ３．９２ １．４０ ０．４２ １．６２
Ｐ７８４ 図２４７－１ ２５０ Ｓ－２９ 覆土 ５ Ⅰｂ－４ ２ 尖底土器（胴） 東釧路Ⅳ式相当 － － － －
Ｐ７８７ 図２４９－１ ２５３ Ｑ－３３ 覆土中 ４ 玉 １ Ｂ－２ 緑泥石岩 １３．９ １１．２ １８．４ ４．１１

図２４９－２ ２５３ Ｑ－３３ 覆土中 ４ 玉 １ Ｂ－２ 緑泥石岩 １４．１ １０．６ １９．２ ４．９１
図２４９－３ ２５３ Ｑ－３３ 覆土中 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ９．９ ９．８ ６．６ ０．９４
図２４９－４ ２５３ Ｑ－３３ 覆土中 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．３ ８．７ ５．２ ０．６０
図２４９－５ ２５３ Ｑ－３３ 覆土中 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．７ １０．１ ６．６ ０．８９
図２４９－６ ２５３ Ｑ－３３ 覆土中 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．１ ８．９ ７．８ ０．７５
図２４９－７ ２５３ Ｑ－３３ 覆土中 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ９．８ ９．４ ６．９ ０．６４
図２４９－８ ２５３ Ｑ－３３ 覆土中 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．４ ９．０ ３．３ ０．３７
図２４９－９ ２５３ Ｑ－３３ 覆土中 ４ 玉 １ Ｃ－１ 緑泥石岩 ２１．０ ９．９ ４．９ １．２０

図２４９－１０２５３ Ｑ－３３ 覆土中 ４ 玉 １ － 緑泥石岩 ２２．１ ９．９ ６．２ １．１７割れ 破片４ 内２
点と№３４の１点接合

図２４９－１１２５３ Ｑ－３３ 覆土中 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １６．９ １６．５ １０．９ ５．２２
図２４９－１２２５３ Ｑ－３３ 覆土中 ４ 玉 １ Ｃ－２ｂ 緑泥石岩 ２０．０ １２．０ ７．５ ２．１６
図２４９－１３２５３ Ｑ－３３ 覆土中 ４ 玉 １ Ａ－１ タルク １０．２ ９．８ ３．４ ０．５１
図２４９－１４２５３ Ｑ－３３ 覆土中 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 ８．９ ８．６ ５．２ ０．６１
図２４９－１５２５３ Ｑ－３３ 覆土中 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ７．８ ７．７ ６．０ ０．３５

表Ⅳ－１ 土坑掲載遺物一覧�

※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他
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遺構 図番号
図
版
番
号

接合遺構．
グリッド

層位
※
分
類
Ⅰ

分類Ⅱ 点
数

（土器）／器種（部位） 土器形式 口径
（�）

器高
（�）

底径
（�） －

備考
（玉類）／器種 石材 長径

（�）
短径
（�）

厚さ
（�）

重さ
（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（土製品）／名称 －

（骨角器）／種名 部位 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

Ｐ７８７ 図２４９－１６２５３ Ｑ－３３ 覆土中 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．６ ９．９ ５．６ ０．８６
図２４９－１７２５３ Ｑ－３３ 覆土中 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ８．７ ８．７ ６．０ ０．５２
図２４９－１８２５３ Ｑ－３３ 覆土中 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．８ ９．１ ５．９ ０．９１
図２４９－１９２５３ Ｑ－３３ 覆土中 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．５ ８．９ ３．８ ０．５５
図２４９－２０２５３ Ｑ－３３ 覆土中 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．３ ９．２ ４．９ ０．５３

図２４９－２１２５３ Ｑ－３３ 覆土中 ４ 玉 １ － 緑泥石岩
７．１ ４．０ ４．８ ０．４５割れ

破片５（内２個実測）７．８ ６．０ ３．５ ０．２９
図２４９－２２２５３ Ｑ－３３ 覆土中 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １１．１ １０．０ １０．５ １．５０
図２４９－２３２５３ Ｑ－３３ 覆土中 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 １０．５ １０．０ ９．８ １．１３
図２４９－２４２５３ Ｑ－３３ 覆土中 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ９．８ ９．８ ７．７ ０．８６
図２４９－２５２５３ Ｑ－３３ 覆土中 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 ９．８ ８．８ ９．０ １．１９
図２４９－２６２５３ Ｑ－３３ 覆土中 ４ 玉 １ Ａ－６ 緑泥石岩 ９．９ ９．４ １０．３ １．２５
図２４９－２７２５３ Ｑ－３３ 覆土中 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 １２．５ １２．２ １１．３ １．６８
図２４９－２８２５３ Ｑ－３３ 覆土中 ４ 玉 １ － 緑泥石岩 １０．０ ８．０ ９．３ ０．６０割れ
図２４９－２９２５３ Ｑ－３３ 覆土中 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １３．０ １２．９ ６．８ １．７０
図２４９－３０２５３ Ｑ－３３ 覆土中 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １２．０ １１．８ ６．６ １．３５
図２４９－３１２５３ Ｑ－３３ 覆土中 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １０．６ １０．０ ７．４ １．３０
図２４９－３２２５３ Ｑ－３３ 覆土中 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １１．９ １０．８ ９．２ １．７０
図２４９－３３２５３ Ｑ－３３ 覆土中 ４ 玉 １ Ａ－４ 緑泥石岩 １１．１ １１．０ １０．４ １．２９

図２４９－３４２５３ Ｑ－３３ 覆土中 ４ 玉 １ － 緑泥石岩 ８．０ ８．０ ４．８ ０．３６割れ 破片２内１点
№１０と接合

図２４９－３５２５３ Ｑ－３３ 覆土中 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ９．２ ８．７ ６．９ ０．８７
図２４９－３６２５３ Ｑ－３３ 覆土中 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １０．９ １０．５ ７．６ １．２５
図２４９－３７２５３ Ｑ－３３ 覆土中 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑色凝灰岩 ９．８ ９．２ ５．７ ０．６６
図２４９－３８２５３ Ｑ－３３ 覆土中 ４ 玉 １ Ａ－１ タルク １０．０ ９．６ ５．４ ０．７９
図２４９－３９２５３ Ｑ－３３ 覆土中 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １２．０ １０．８ ５．７ １．０３
図２４９－４０２５３ Ｑ－３３ 覆土中 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １２．５ １２．１ ８．３ １．５５
図２４９－４１２５３ Ｑ－３３ 覆土中 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １２．６ １１．９ ８．２ １．８７
図２４９－４２２５３ Ｑ－３３ 覆土中 ４ 玉 １ Ａ－１ タルク １０．７ ９．８ ５．４ ０．９０
図２４９－４３２５３ Ｑ－３３ 覆土中 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １１．１ １１．１ ８．６ １．７１
図２４９－４４２５３ Ｑ－３３ 覆土中 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １２．２ １２．２ ８．４ １．８４
図２４９－４５２５３ Ｑ－３３ 覆土中 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １２．２ １２．２ ９．０ １．８５
図２４９－４６２５３ Ｑ－３３ 覆土中 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １２．２ １２．０ ６．８ １．４７
図２４９－４７２５３ Ｑ－３３ 覆土中 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １２．７ １２．７ ９．８ ２．２８
図２４９－４８２５３ Ｑ－３３ 覆土中 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １２．１ １２．０ ４．９ １．１６
図２４９－４９２５３ Ｑ－３３ 覆土中 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １２．１ １１．６ ８．７ １．９３
図２４９－５０２５３ Ｑ－３３ 覆土中 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １２．３ １２．２ １１．０ ２．４２
図２４９－５１２５３ Ｑ－３３ 覆土中 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １４．１ １３．８ ９．９ ２．５５
図２４９－５２２５３ Ｑ－３３ 覆土中 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １２．７ １２．６ １１．１ ２．６９
図２４９－５３２５３ Ｑ－３３ 覆土中 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １２．６ １２．４ ８．６ １．７９
図２４９－５４２５３ Ｑ－３３ 覆土中 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑泥石岩 １３．０ １２．２ ９．６ ２．１９
図２４９－５５２５３ Ｑ－３３ 覆土中 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １２．７ １１．７ １１．２ ２．６３
図２４９－５６２５３ Ｑ－３３ 覆土中 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １４．２ １２．４ １１．９ ２．６９
図２４９－５７２５３ Ｑ－３３ 覆土中 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 １４．３ １４．２ １３．３ ４．４０

Ｐ７８９ 図２４８－１ ２５２ Ｐ－３２ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
Ｐ７９３ 図２５１－１ ２５５ Ｏ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎Ｌ １．４０ １．４０ ０．３２ ０．０７

図２５１－２ ２５５ Ｏ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎 １．３０ １．１５ ０．３２ ０．０７
図２５１－３ ２５５ Ｏ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎Ｌ １．２３ １．３３ ０．３５ ０．０９
図２５１－４ ２５５ Ｏ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎Ｌ４，５，６ ２．００ ２．１５ ０．４５ ０．１９
図２５１－５ ２５５ Ｏ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎Ｌ １．１５ １．２５ ０．３５ ０．０７
図２５１－６ ２５５ Ｏ－３１ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎Ｌ４，５，６ １．５０ １．３０ ０．３５ ０．０９

Ｐ７９４ 図２５０－１ ２５５ Ｍ－３０ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 obs １．９０ １．４０ ０．２４ ０．４８
図２５０－２ ２５５ Ｍ－３０ 覆土 ５ Ⅲｂ １ 深鉢（口） 天神山式相当 － － － －

Ｐ７９７ 図２５２－１ ２５５ Ｑ－２７ 覆土 ５ Ⅳｃ １ ツボ・注口（底） 御殿山式相当 － － － －
Ｐ７９８ 図２５２－１ ２５７ Ｑ－３４ 覆土 ５ Ⅳｃ １ ツボ・注口（頚） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － － 貼付の所貫通孔
Ｐ７９９

図２５２－１ ２５７ Ｎ－３２ 坑底部 ２ サメ歯穿孔品 １ ホホジロザメ 上顎Ｒ ０．６０ ０．６５ ０．１８ ０．０１土壌水洗で出土（フローテーション）
図２５２－２ ２５７ Ｎ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－１ コハク ２４．０ ９．０ ８．３ １．０１

表Ⅳ－１ 土坑掲載遺物一覧�

※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他

Ⅳ 遺構と遺物

―１７１―



遺構 図番号
図
版
番
号

接合遺構．
グリッド

層位
※
分
類
Ⅰ

分類Ⅱ 点
数

（土器）／器種（部位） 土器形式 口径
（�）

器高
（�）

底径
（�） －

備考
（玉類）／器種 石材 長径

（�）
短径
（�）

厚さ
（�）

重さ
（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（土製品）／名称 －

（骨角器）／種名 部位 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

Ｐ７９９ 図２５２－３ ２５７ Ｎ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ コハク ７．７ ７．２ ６．０ ０．１４破片３
図２５２－４ ２５７ Ｎ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－１ コハク ７．１ ６．４ ３．８ ０．１１
図２５２－５ ２５７ Ｎ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ コハク ８．９ ８．１ ５．７ ０．２７

Ｐ８００ 図２５３－１ ２５７ Ｎ－３２ 覆土 ５ Ⅰａ １ 深鉢（胴） アルトリ式相当 － － － －
図２５３－２ ２５７ Ｎ－３２ 覆土 ５ Ⅰｂ－４ １ 尖底土器（口） 東釧路Ⅳ式相当 － － － －
図２５３－３ ２５７ Ｎ－３２ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（底） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

Ｐ８０２ 図２５３－１ ２５７ Ｕ－４２ （点取り） ５ Ⅶ １ 甕（口） 擦文 九世紀 － － － －
図２５３－２ ２５７ Ｕ－４２ （点取り） ５ Ⅶ １ 甕（胴） 擦文 九世紀 － － － －

Ｐ８０４ 図２５４－１ ２５７ Ｎ－３０ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 obs １．６１ １．４０ ０．２３ ０．３７
図２５４－２ ２５７ Ｎ－３０ 覆土 ５ Ⅰｂ－４ ２ 尖底土器（胴） 東釧路Ⅳ式相当 － － － －

Ｐ８０６ 図２５５－１ ２５９ Ｏ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－２ ヒスイ ３９．５ ２４．０ １２．５ １７．０６
図２５５－２ ２５９ Ｏ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ｃ－１ ヒスイ ４５．０ ２６．０ ２５．０ ３４．７６
図２５５－３ ２５９ Ｎ．Ｏ－３２ 覆土 ３ 礫石器 １ 石斧 泥岩 １６．７ ５．３ ２．８ ４４０．４

Ｐ８０８ 図２５６－１ ２６０ Ｏ－３４ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図２５６－２ ２６０ Ｏ－３４ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

Ｐ８０９ 図２５６－１ ２６０ Ｏ－３２ 坑底部 １ 漆 １ 漆塗櫛 － ４１．５ ８３．０ － －
図２５６－２ ２６０ Ｏ－３２ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（胴） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

Ｐ８１４ 図２５７－１ ２６３ Ｎ－３２ 覆土 ５ Ⅰｂ－４ １ 尖底土器（口） 東釧路Ⅳ式相当 － － － －
図２５７－２ ２６３ Ｎ－３２ 覆土 ５ Ⅲｂ １ 深鉢（口） 萩ヶ岡２式相当 － － － －

Ｐ８１５ 図２５８－１ ２６３ Ｎ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－５ 緑泥石岩 ７．１ ６．７ ２１．３ １．４０
図２５８－２ ２６３ Ｎ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－５ 緑泥石岩 ６．８ ６．２ ２２．２ １．３１
図２５８－３ ２６３ Ｎ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－５ 緑泥石岩 ７．０ ７．０ ２２．８ １．３７
図２５８－４ ２６３ Ｎ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－２ 緑色凝灰岩 ９．７ ９．３ ６．５ ０．３９
図２５８－５ ２６３ Ｎ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－７ ヒスイ １０．１ ９．８ ６．６ １．０９
図２５８－６ ２６３ Ｎ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ Ａ－７ ヒスイ ８．５ ８．４ ６．７ ０．７０
図２５８－７ ２６３ Ｎ－３２ 坑底部 ４ 玉 １ － 緑泥石岩 １０．０ ７．０ ６．１ ０．２４割れ

Ｐ８１７ 図２５９－１ ２６３ Ｍ－３２ 覆土 ３ 剥片 １ つまみ付きナイフ obs ４．３０ ２．６０ １．１１ １１．４０
Ｐ８１８ 図２５９－１ ２６３ Ｏ－３２ 覆土 ３ 剥片 １ 石錐 obs ３．８９ １．８５ １．２３ ５．４３

図２５９－２ ２６３ Ｏ－３２ 覆土 ５ Ⅰｂ－４ １ 尖底土器（口） 東釧路Ⅳ式相当 － － － －
Ｐ８２４ 図２６０－１ ２６５ Ｍ－３１ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

図２６０－２ ２６５ Ｍ－３１ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（胴） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
Ｐ８２５ 図２６１－１ ２６５ Ｓ－２８ 覆土 ３ 礫石器 １ すり石 安山岩 ８．９０ １７．８０ ５．００ １１１１
Ｐ８２７ 図２６１－２ ２６５ Ｓ－３２ 覆土 ５ Ⅰｂ－３ １ 深鉢（胴） 中茶路式相当 － － － －
Ｐ８３４ 図２６３－１ ２６６ Ｕ－４１ （点取り） ５ Ⅰａ １ 深鉢 アルトリ式相当 －（１０．２） ７．０ －

図２６３－２ ２６６ Ｕ－４１ 覆土 ５ Ⅰａ ３ 深鉢（口） アルトリ式相当 － － － －

表Ⅳ－１ 土坑掲載遺物一覧�

※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他
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遺構 図番号
図
版
番
号

接合遺構．
グリッド

層位
※
分
類
Ⅰ

分類Ⅱ 点
数

（土器）／器種（部位） 地文及び主な調整 口径
（�）

器高
（�）

底径
（�） －

備考
（玉類）／器種 石材 長径

（�）
短径
（�）

厚さ
（�）

重さ
（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（土製品）／名称 －

（骨角器）／種名 部位 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

ＴＰ１２
図３６２－１ ２６９

Ｍ－１８
覆土 ５ Ⅲｂ ２ 深鉢（口） 北筒式相当 － － － －

図３６２－２ ２６９ 覆土 ５ Ⅲｂ １ 深鉢（胴） 萩ヶ岡２式相当 － － － －
図３６２－３ ２６９ 覆土 ５ Ⅲｂ １ 深鉢（底） － － － － －

ＴＰ１３
図３６２－１ ２６９

Ｌ－２４
覆土 ５ Ⅲｂ １ 深鉢（胴） 萩ヶ岡２式相当 － － － －

図３６２－２ ２６９ 覆土 ５ Ⅲｂ １ 深鉢（胴） 萩ヶ岡２式相当 － － － －

ＴＰ１４
図３６２－１ ２６９

Ｎ－２９
覆土 ５ Ⅲｂ １ 深鉢（口） 萩ヶ岡２式相当 － － － －

図３６２－２ ２６９ 覆土 ５ Ⅲｂ １ 深鉢（口） 萩ヶ岡２式相当 － － － －

ＴＰ１５

図３６２－１ ２６９

Ｐ－３６

覆土 ５ Ⅲｂ １ 深鉢（口） 萩ヶ岡２式相当 － － － －
図３６２－２ ２６９ 覆土 ５ Ⅲｂ １ 深鉢（口） 萩ヶ岡２式相当 － － － －
図３６２－３ ２６９ 覆土 ５ Ⅲｂ ３ 深鉢（胴） 萩ヶ岡２式相当 － － － －
図３６２－４ ２６９ 覆土 ５ Ⅲｂ ７ 深鉢（胴） 萩ヶ岡２式相当 － － － －

ＴＰ１６
図３６２－１－２ ２６９

Ｕ－３９
覆土 ５ Ⅰｂ－４ １ 尖底土器（口） 東釧路Ⅳ式相当 － － － －

図３６２－１－１ ２６９ 覆土 ５ Ⅰｂ－４ ４ 尖底土器（胴） 東釧路Ⅳ式相当 － － － －

遺構 図番号
図
版
番
号

接合遺構．
グリッド

層位
※
分
類
Ⅰ

分類Ⅱ 点
数

（土器）／器種（部位） 地文及び主な調整 口径
（�）

器高
（�）

底径
（�） －

備考
（玉類）／器種 石材 長径

（�）
短径
（�）

厚さ
（�）

重さ
（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（土製品）／名称 －

（骨角器）／種名 部位 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

Ｆ１６２ 図３６２－１ ２７２ Ｑ－１７ 覆土 ５ Ⅳａ １ 深鉢（胴部） 余市式相当 － － － －
Ｆ１６５ 図３６２－１ ２７２ Ｒ－１８ ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口縁） 堂林式相当 － － － －
Ｆ１６６ 図３６２－１ ２７２ Ｐ－１８ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口縁） 堂林式相当 － － － －
Ｆ１６７ 図３６２－１ ２７２ Ｏ－１８ ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口縁） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

Ｆ１６８
図３６２－１ ２７１ Ｏ－１９ フク土 ６ 土製品 ２ 土偶片 － ３．９０ ２．２０ ０．８５ ３．７６フローテーションより（接合）
図３６２－２ ２７２ Ｏ－１９ 覆土 ５ Ⅳｃ １ ツボ・注口（底） 三ツ谷～御殿山式相当 － － １．５ －

Ｆ１６９
図３６２－１ ２７２

Ｏ－１８
５ Ⅳｃ １ 深鉢（口縁） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

図３６２－２ ２７２ ５ Ⅳｃ ３ 深鉢（胴部） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

Ｆ１７０
図３６２－１ ２７２

Ｐ－１８
５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

図３６２－２ ２７２ ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図３６２－３ ２７２ ５ Ⅳｃ １ 鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

Ｆ１７２ 図３６２－１ ２７２ Ｐ－１６ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －
Ｆ１７３ 図３６２－１ ２７２ Ｐ－１６ ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 三ツ谷式相当 － － － －
Ｆ１７６ 図３６２－１ ２７２ Ｏ－１７ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（底） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
Ｆ１７７ 図３６２－１ ２７２ Ｏ－１７ 覆土 ５ Ⅳｃ ５ 鉢（口～底） 堂林～三ツ谷式相当 １１．２ ３．１ ５．１ －

Ｆ１７９
図３６２－１ ２７２

Ｏ－１６
５ Ⅴａ

１
深鉢（口） 大洞Ｂ式相当 － － － －

Ⅱ層 ４
図３６２－２ ２７２ ５ Ⅵ ２ 深鉢（口） 後北Ｃ２Ｄ － － － －

Ｆ１８０

図３６３－１ ２７２

Ｏ－１６

５ Ⅳｃ １ ミニチュア（口） 御殿山～大洞Ｂ式相当 ２．４ － － － ミニチュア
図３６３－２ ２７２ ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －
図３６３－３ ２７２ ５ Ⅳｃ ３ 深鉢（口） 大洞Ｂ式相当 － － － －
図３６３－４ ２７２ ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －

Ｆ１８８

図３６３－１ ２７１

Ｍ－１９

２ 骨角器 １ 骨針 － （０．３０） ０．２０ ０．１５ ０．０１フローテーション
図３６３－２ ２７２ ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図３６３－３ ２７２ ５ Ⅳｃ １ 深鉢（胴） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図３６３－４ ２７２ ５ Ⅳｃ ２ 深鉢（底） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図３６３－５ ２７２ ５ Ⅵ ２ 深鉢（口） 後北Ｃ２Ｄ － － － －

Ｆ１８９

図３６３－１ ２７１ Ｍ－１９ Ⅱ層 ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ０．８０ ０．７９ ０．５３ ０．３４
図３６３－２ ２７２

Ｍ－１９

５ Ⅳｃ ２ 鉢（口） 御殿山式相当 － － － －
図３６３－３ ２７２ ５ Ⅳｃ １ 浅鉢（口） 御殿山式相当 － － － －
図３６３－４ ２７２ ５ Ⅳｃ １ ツボ・注口（胴） 御殿山式相当 － － － －
図３６３－５ ２７２ ５ Ⅳｃ ２ 深鉢（底） 御殿山式相当 － － － －

Ｆ１９３
図３６３－１ ２７２

Ｍ－１９
５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

図３６３－２ ２７２ ５ Ⅳｃ ４ 深鉢（底） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －

Ｆ１９４
図３６３－１ ２７１ Ｌ－１９ （Ⅱ） ６ 玉 １ 土玉 － ０．６０ ０．７５ ０．７０ ０．２６
図３６３－２ ２７１ Ｌ－１９ （Ⅱ） ６ 玉 １ 土玉 － ０．６０ ０．７５ ０．７０ ０．２５

Ｆ１９４ 図３６３－３ ２７２ Ｌ－１９ ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 御殿山～大洞Ｂ式相当 － － － －
Ｆ１９５ 図３６３－１ ２７２ Ｌ－１９ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～御殿山式相当 － － － －
Ｆ１９７ 図３６３－１ ２７２ Ｌ－１９ ５ Ⅳｃ ２ 深鉢（胴） 堂林～御殿山式相当 － － － －

表Ⅳ－２ 遺構別掲載遺物一覧 ＴＰ

表Ⅳ－３ 遺構別掲載遺物一覧 焼土�

※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他

Ⅳ 遺構と遺物
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遺構 図番号
図
版
番
号

接合遺構．
グリッド

層位
※
分
類
Ⅰ

分類Ⅱ 点
数

（土器）／器種（部位） 地文及び主な調整 口径
（�）

器高
（�）

底径
（�） －

備考
（玉類）／器種 石材 長径

（�）
短径
（�）

厚さ
（�）

重さ
（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（土製品）／名称 －

（骨角器）／種名 部位 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

Ｆ１９８
図３６３－１ ２７２

Ｌ－１９
覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～御殿山式相当 － － － －

図３６３－２ ２７２ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～御殿山式相当 － － － －
図３６３－３ ２７２ 覆土 ５ Ⅳｃ ２ 深鉢（口） 堂林～御殿山式相当 － － － －

Ｆ２０３ 図３６３－１ ２７２ Ｒ－１９ 覆土 ５ Ⅳａ １ 深鉢（胴） タプコプ式相当 － － － －

Ｆ２０４
図３６３－１ ２７２

Ｒ－２５
覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～御殿山式相当 － － － －

図３６３－２ ２７２ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～御殿山式相当 － － － －
図３６３－３ ２７２ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 鉢（口） 堂林～御殿山式相当 － － － －

Ｆ２０６
図３６３－１ ２７１

Ｑ－２２
２ 骨角器 １ 骨針 － （０．７５） ０．３０ ０．２５ ０．０３フローテーション

図３６３－２ ２７２ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図３６３－３ ２７２ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

Ｆ２０８

図３６３－１ ２７２

Ｑ－２２

覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～御殿山式相当 － － － －
図３６３－２ ２７２ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 浅鉢（口） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －
図３６３－３ ２７２ 覆土 ５ Ⅳｃ ７ 鉢（口） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －
図３６３－４ ２７２ 覆土 ５ Ⅳｃ ２ 深鉢（胴） 堂林～御殿山式相当 － － － －

Ｆ２１０ 図３６３－１ ２７２ Ｒ－２０ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 鉢（口） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －
Ｆ２１５ 図３６３－１ ２７１ Ｐ－２２ ２ 骨角器 １ 骨針 － （１．１０） ０．３０ ０．２５ ０．０７フローテーション

Ｆ２１６
図３６３－１ ２７１ Ｐ－２２ フク土 ５ 玉 １ 土玉 － ０．４５ １．００ １．００ ０．４２
図３６３－２ ２７１ Ｐ－２２ フク土 ５ 玉 １ 土玉 － ０．４５ １．１０ １．１０ ０．４６

Ｆ２２０ 図３６３－１ ２７２ Ｏ－２２ ５ Ⅳａ １ 深鉢（胴） 余市式相当 － － － －
Ｆ２２１ 図３６３－１ ２７３ Ｏ－２２ ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －
Ｆ２２２ 図３６３－１ ２７３ Ｏ－２２ 覆土 ５ Ⅳｃ ３ 深鉢（胴） 堂林～御殿山式相当 － － － －
Ｆ２２３ 図３６４－１ ２７３ Ｐ－２２ ５ Ⅵ １ 深鉢（胴） 後北Ｃ２Ｄ － － － －
Ｆ２２５ 図３６４－１ ２７３ Ｑ－２３ ５ Ⅲｂ １ 深鉢（胴） － － － － －

Ｆ２２６
図３６４－１ ２７３

Ｑ－２３
覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －

図３６４－２ ２７３ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －
Ｆ２２７ 図３６４－１ ２７３ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －
Ｆ２２８ 図３６４－１ ２７３ Ｑ－２４ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －
Ｆ２３１ 図３６４－１ ２７１ Ｓ－２２ ４ 玉 １ Ａ－１ 緑泥石岩 ０．６０ ０．５５ ０．３９ ０．１５フローテーション

Ｆ２３２
図３６４－１ ２７３

Ｐ－２３
覆土 ５ Ⅳｃ ２ 深鉢（口） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －

図３６４－２ ２７３ 覆土 ５ Ⅳｃ １ ツボ・注口（胴～底） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － － ミニチュア
図３６４－３ ２７３ 覆土 ５ Ⅵ １ 深鉢（口） 後北Ｃ２Ｄ － － － －

Ｆ２３３ 図３６４－１ ２７３ Ｐ－２３ 覆土 ５ Ⅲｂ １ 深鉢（口） 萩ヶ岡２式相当 － － － －
Ｆ２３６ 図３６４－１ ２７３ Ｐ－２３ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～御殿山式相当 － － － －
Ｆ２３８ 図３６４－１ ２７３ Ｐ－２５ ５ Ⅳｃ １ 鉢（口） 御殿山～大洞Ｂ式相当 － － － －

Ｆ２３９

図３６４－１ ２７１ Ｔ－２５ フク土 ６ 玉 １ 土玉 － ０．６５ ０．７０ ０．６５ ０．２５フローテーションより
図３６４－２ ２７１ Ｔ－２５ フク土 ６ 玉 １ 土玉 － ０．６５ ０．８０ ０．７０ ０．３０フローテーションより
図３６４－３ ２７１ Ｔ－２５ フク土 ６ 玉 １ 土玉 － ０．６０ ０．６５ ０．７０ ０．２２フローテーションより
図３６４－４ ２７３ Ｔ－２５ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 鉢（底） 堂林～御殿山式相当 － － １．５ －

Ｆ２４１ 図３６４－１ ２７３ Ｐ－２３ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（胴） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －
Ｆ２４２ 図３６４－１ ２７１ Ｐ－２３ 復土 ６ 玉 １ 土玉 － ０．３０ ０．４５ ０．４５ ０．０７フローテーションより
Ｆ２４３ 図３６４－１ ２７３ Ｒ－２２ ５ Ⅳｃ １ 深鉢（底） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

Ｆ２４５
図３６４－１ ２７３

Ｔ－２３
５ Ⅳｃ ２ 深鉢（胴） 堂林～御殿山式相当 － － － －

図３６４－２ ２７３ ５ Ⅳｃ ６ 深鉢（胴） 堂林～御殿山式相当 － － － －
Ｆ２４６ 図３６４－１ ２７３ Ｓ－２２ ５ Ⅳｃ １ 深鉢（胴） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －
Ｆ２４７ 図３６４－１ ２７３ Ｒ－２５ ５ Ⅳｃ ２ 深鉢（胴） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －
Ｆ２４８ 図３６４－１ ２７３ Ｒ－２６ ５ Ⅳｃ １ 深鉢（胴） 堂林～御殿山式相当 － － － －

Ｆ２４９
図３６４－１ ２７３

Ｑ－２６
５ Ⅳｃ １ 鉢（口） 御殿山式相当 － － － －

図３６４－２ ２７３ ５ Ⅳｃ １ 鉢（口） 御殿山式相当 － － － －
図３６４－３ ２７３ ５ Ⅶ １ 深鉢（口） 北大Ⅲ式相当 － － － －

Ｆ２５１
図３６４－１ ２７１ Ｑ－２２ ２ 骨角器 １ 骨針 － （０．７０） ０．４５ ０．３５ ０．１４フローテーション
図３６４－２ ２７３ Ｑ－２２ ５ Ⅲｂ １ 深鉢（口） 柏木川式相当 － － － －

Ｆ２５５ 図３６４－１ ２７３ Ｓ－２３ ５ Ⅳｃ ２ 深鉢（胴） 堂林～御殿山式相当 － － － －
Ｆ２５８ 図３６４－１ ２７３ Ｒ－２５ ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～御殿山式相当 － － － －

Ｆ２６１
図３６４－１ ２７３

Ｎ－２２
５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～御殿山式相当 － － － －

図３６４－２ ２７３ ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～御殿山式相当 － － － －
Ｆ２６２ 図３６４－１ ２７３ Ｓ－２４ ５ Ⅳｃ １ 深鉢（胴） 堂林～御殿山式相当 － － － －
Ｆ２６５ 図３６４－１ ２７３ Ｎ－２０ ５ Ⅳｃ ３ 深鉢（胴） 堂林～御殿山式相当 － － － －

Ｆ２６６

図３６４－１ ２７１

Ｒ－２６

２ 骨角器 １ 骨針 － （０．５０） ０．３０ ０．１５ ０．０１フローテーション
図３６４－２ ２７１ ２ 骨角器 １ 骨針 － （１．００） ０．３０ ０．２５ ０．０６フローテーション
図３６４－３ ２７３ ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －
図３６４－４ ２７３ ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～御殿山式相当 － － － －
図３６４－５ ２７３ ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～御殿山式相当 － － － －

表Ⅳ－３ 遺構別掲載遺物一覧 焼土�

※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他
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遺構 図番号
図
版
番
号

接合遺構．
グリッド

層位
※
分
類
Ⅰ

分類Ⅱ 点
数

（土器）／器種（部位） 地文及び主な調整 口径
（�）

器高
（�）

底径
（�） －

備考
（玉類）／器種 石材 長径

（�）
短径
（�）

厚さ
（�）

重さ
（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（土製品）／名称 －

（骨角器）／種名 部位 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

Ｆ２６９
図３６５－１ ２７１

Ｑ－２６
２ 骨角器 １ 骨針 － （７．８０） ０．５０ ０．５０ １．２３

図３６５－２ ２７３ ５ Ⅳｂ ２ 深鉢（胴） 手稲式相当 － － － －
Ｆ２７０ 図２６５－１ ２７３ Ｎ－２１ ５ Ⅳｃ １ 浅鉢（底） 堂林～御殿山式相当 － － － －
Ｆ２７１ 図２６５－１ ２７３ Ｍ－２０ ５ Ⅳｃ ２ 深鉢（口） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －

Ｆ２７２
図３６５－１ ２７３

Ｍ－２１
５ Ⅳｃ ２ 深鉢（底） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －

図３６５－２ ２７３ ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －
図３６５－３ ２７３ ５ Ⅳｃ １ 鉢（口） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －

Ｆ２７４
図３６５－１ ２７１

Ｎ－２３
ＭＣ中 ６ 玉 １ 土玉 － ０．７５ ０．８４ ０．８０ ０．４６フローテーション

図３６５－２ ２７３ ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －
Ｆ２７７ 図３６５－１ ２７３ Ｍ－２１ ５ Ⅳｃ ３ 深鉢（胴） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －

Ｆ２７８

図３６５－１ ２７１

Ｏ－２４

ＭＣ ６ １ 土玉 － ０．５５ ０．６０ ０．６０ ０．１８フローテーション
図３６５－２ ２７３ ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －
図３６５－３ ２７３ ５ Ⅳｃ ２ ツボ・注口（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図３６５－４ ２７３ ５ Ⅳｃ ３ ツボ・注口（胴） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

Ｆ２７９
図３６５－１ ２７４

Ｏ－２４
５ Ⅴａ １ 深鉢（口） 大洞Ｂ式相当 － － － －

図３６５－２ ２７４ ５ Ⅴａ １ 深鉢（胴） 大洞Ｂ式相当 － － － －

Ｆ２８０

図３６５－１ ２７１

Ｎ－２５

ＭＣ ６ 土製品
１ 土製垂飾

－ ４．３５ ２．００ ０．８５ ７．１５
９／５のその他と接合

１ その他 フローテーション
図３６５－２ ２７４ ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －
図３６５－３ ２７４ ５ Ⅳｃ １ 鉢（口） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －
図３６５－４ ２７４ ５ Ⅳｃ １ 鉢（口） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －
図３６５－５ ２７４ ５ Ⅳｃ ２ ツボ・注口（口） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －
図３６５－６ ２７４ ５ Ⅳｃ １ 深鉢（胴） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －

Ｆ２８５

図３６５－１ ２７４

Ｎ－２４

５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図３６５－２ ２７４ ５ Ⅳｃ ２ 鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図３６５－３ ２７４ ５ Ⅳｃ １ 鉢（底） 堂林～三ツ谷式相当 － － ２．５ －
図３６５－４ ２７４ ５ Ⅳｃ ４ 深鉢（底） 堂林～三ツ谷式相当 － － ６．０ －
図３６５－５ ２７４ ５ Ⅳｃ １ 深鉢（胴） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

Ｆ２８６
図３６５－１ ２７４

Ｎ－２４
５ Ⅳｃ １ 注口（頸） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －

図３６５－２ ２７４ ５ Ⅳｃ １ 鉢（口） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －

Ｆ２８７
図３６５－１ ２７４

Ｎ－２４
５ Ⅵ １ 深鉢（胴） 後北Ｃ２Ｄ － － － －

図３６５－２ ２７４ ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －
Ｆ２８８ 図３６５－１ ２７４ Ｏ－２４ ５ Ⅳｃ １ 鉢（口） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －
Ｆ２８９ 図３６５－１ ２７４ Ｍ－２５ ５ Ⅳｃ １ 鉢（胴） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －
Ｆ２９０ 図３６５－１ ２７４ Ｍ－２５ ５ Ⅵ １ 深鉢（口） 赤穴式相当 － － － －

Ｆ２９１
図３６５－１ ２７１

Ｍ－２５
ＭＣ ６ 玉 １ 土玉 － １．１０ １．１５ ０．５０ ０．６４フローテーション

図３６５－２ ２７４ ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －
Ｆ２９２ 図３６６－１ ２７４ Ｍ－２５ ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －
Ｆ２９３ 図３６６－１ ２７４ Ｍ－２５ ５ Ⅵ ２ 深鉢（胴） 後北Ｃ２Ｄ － － － －

Ｆ２９４

図３６６－１ ２７１

Ｍ－２２

ⅡＢ ６ 玉 １ 土玉 － （１．７０）（０．７０） １．１０ １．１０フローテーション
図３６６－２ ２７１ ⅡＢ ６ 土製品 １ 耳栓 － ０．３０ ０．４５ ０．４０ ０．０６フローテーション
図３６６－３ ２７４ ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －
図３６６－４ ２７４ ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －
図３６６－５ ２７４ ５ Ⅵ １ 深鉢（胴） 後北Ｃ２Ｄ － － － －

Ｆ２９５ 図３６６－１ ２７４ Ｍ－２２ ５ Ⅳｃ ２ 深鉢（口） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －
Ｆ２９６ 図３６６－１ ２７４ Ｍ－２２ ５ Ⅳｃ １ 鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

Ｆ２９７

図３６６－１ ２７４
Ｌ－２５

５
Ⅴａ

４
深鉢（口）

大洞Ｂ式相当
－ － － －

同一個体
Ｌ－２４

Ⅰ層 ３
Ⅱ層 ２

図３６６－２ ２７４
Ｌ－２５ ５ ６

深鉢（口） － － － －
Ｌ－２４ Ⅰ層 ３

図３６６－３ ２７４ Ｌ－２５ ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －

Ｆ２９９

図３６６－１ ２７４

Ｌ－２４

５

Ⅴａ

２
深鉢（口）

大洞Ｂ式相当

－ － － －

同一個体

Ⅰ層 １
Ⅱ層 １

図３６６－２ ２７４ ５
５

深鉢（口） － － － －
Ⅰ層 １

図３６６－３ ２７４ ５
１

深鉢（胴） － － － －Ⅰ層 ２
Ⅱ層 ２

図３６６－４ ２７４ ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 御殿山～大洞Ｂ式相当 － － － －
図３６６－５ ２７４ ５ Ⅳｃ １ 浅鉢（口） 御殿山～大洞Ｂ式相当 － － － －

表Ⅳ－３ 遺構別掲載遺物一覧 焼土�

※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他

Ⅳ 遺構と遺物
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遺構 図番号
図
版
番
号

接合遺構．
グリッド

層位
※
分
類
Ⅰ

分類Ⅱ 点
数

（土器）／器種（部位） 土器形式 口径
（�）

器高
（�）

底径
（�） －

備考
（玉類）／器種 石材 長径

（�）
短径
（�）

厚さ
（�）

重さ
（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（土製品）／名称 －

（骨角器）／種名 部位 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

Ｆ２９９ 図３６６－６ ２７４
Ｌ－２４

５ Ⅳｃ ４ キャリパー 御殿山～大洞Ｂ式相当 － － － －
図３６６－７ ２７４ ５ Ⅳｃ １ 深鉢（底） 御殿山～大洞Ｂ式相当 － － １０．４ －

Ｆ３０２ 図３６６－１ ２７５ Ｉ－２５ ５ Ⅲ １ 深鉢（胴） － － － － －
Ｆ３０８ 図３６６－１ ２７５ Ｋ－２５ ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
Ｆ３０９ 図３６６－１ ２７５ Ｋ－２０ ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －

Ｆ３１０
図３６６－１ ２７１

Ｋ－２０
ⅡＢ ６ 土製品 １ スタンプ形 － ４．１５（３．３０）（２．９０）２１．９２フローテーション

図３６６－２ ２７５ ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図３６６－３ ２７５ ５ Ⅳｃ １ 深鉢（胴） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

Ｆ３１１
図３６７－１ ２７１

Ｋ－２０
ＭＣ ６ 土製品 １ 耳栓 － （２．６５）（１．５０） ２．７５ ７．２１

図３６７－２ ２７５ ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 御殿山～大洞Ｂ式相当 － － － －
図３６７－３ ２７５ ５ Ⅴａ ５ 浅鉢（口） 大洞Ｂ式相当 － － － －

Ｆ３１２

図３６７－１ ２７１

Ｋ－２０

２ 骨角器 １ 環状垂飾 － １．１０ ０．７５ ０．４０ ０．１４フローテーション
図３６７－２ ２７５ ５ Ⅳｃ ２ 深鉢（口） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －
図３６７－３ ２７５ ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －
図３６７－４ ２７５ ５

Ⅳｃ
３ 深鉢（口）

御殿山～大洞Ｂ式相当
－ － － －

同一個体図３６７－５ ２７５ ５ ６ 深鉢（口） － － － －
図３６７－６ ２７５ ５ ４ 深鉢（胴） － － － －

Ｆ３１３

図３６７－１ ２７５

Ｋ－２０

５ Ⅴａ ２ 深鉢（口） 大洞Ｂ式相当 － － － －
図３６７－２ ２７５ ５ Ⅴａ １ 深鉢（口） 大洞Ｂ式相当 － － － －
図３６７－３ ２７５ ５ Ⅴａ １ 深鉢（口） 大洞Ｂ式相当 － － － －
図３６７－４ ２７５ ５ Ⅴａ １ 鉢（口） 大洞Ｂ式相当 － － － －
図３６７－５ ２７５ ５ Ⅴａ ３ 浅鉢（口） 大洞Ｂ式相当 － － － －
図３６７－６ ２７５ ５ Ⅳｃ １ 鉢（口） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －
図３６７－７ ２７５ ５ Ⅳｃ １ ツボ・注口（胴） 御殿山～大洞Ｂ式相当 － － － －
図３６７－８ ２７５ ５ Ⅳｃ ２ 深鉢（底） 御殿山～大洞Ｂ式相当 － － ８．２ －

Ｆ３１４

図３６７－１ ２７１

Ｋ－２１

ＭＣ ６ 玉 １ 土玉 － ０．８０ ０．９７ ０．９０ ０．５４フローテーション
図３６７－２ ２７１ ＭＣ ６ 土製品 １ 耳栓 － ３．４６ ３．５０ １．７０ ２０．７２北埋２４８に報告
図３６７－３ ２７５ ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －
図３６７－４ ２７５ ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －
図３６７－５ ２７５ ５ Ⅳｃ ２ 深鉢（胴） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －
図３６７－６ ２７５ ５ Ⅴａ ２ 浅鉢（口） 大洞Ｂ式相当 － － － －
図３６７－７ ２７５ ５ Ⅳｃ １ 深鉢（底） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －
図３６８－８ ２７５ ５ Ⅳｃ ５ 鉢（胴） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －

Ｆ３１５ 図３６８－１ ２７５ Ｋ－２１ ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －
Ｆ３１７ 図３６８－１ ２７１ Ｌ－２３ Ⅱ ６ 玉 １ 土玉 － ０．５４ ０．６５ ０．６０ ０．１９フローテーション

Ｆ３１８
図３６８－１ ２７５

Ｋ－２３
５ Ⅳｃ ３ 深鉢（胴） 御殿山～大洞Ｂ式相当 － － － －

図３６８－２ ２７５ ５ Ⅴａ ２ 深鉢（口） 大洞Ｂ式相当 － － － －
図３６８－３ ２７５ ５ Ⅳｃ １ 深鉢（底） 御殿山～大洞Ｂ式相当 － － － －

Ｆ３２１ 図３６８－１ ２７１ Ｋ－２２ Ⅱ 玉 １ 土玉 － ０．６０ ０．６５ ０．６５ ０．２２フローテーション
Ｆ３２３ 図３６８－１ ２７５ Ｋ－２２ ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －

Ｆ３２５
図３６８－１ ２７１

Ｋ－２０
２ 骨角器 １ 弭形骨角器 － １．５０ ０．９０ ０．４０ ０．３６フローテーション

図３６８－２ ２７５ ５ Ⅳｃ １ 鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図３６８－３ ２７５ ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

Ｆ３２６ 図３６８－１ ２７５ Ｌ－２５ ５ Ⅳｃ １ 深鉢（胴） 堂林～御殿山式相当 － － － －
Ｆ３２７ 図３６８－１ ２７５ Ｋ－２１ ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
Ｆ３２８ 図３６８－１ ２７５ Ｍ－２４ ５ Ⅳｃ ３ 深鉢（胴） 堂林～御殿山式相当 － － － －

Ｆ３２９ 図３６８－１ ２７６
Ｍ－２４

５ Ⅳｃ １ 深鉢（胴） 堂林～御殿山式相当 － － － －
図３６８－２ ２７６ ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

Ｆ３３２ 図３６８－１ ２７６ Ｏ－２７ ⅡＢ層上 ５ Ⅳｃ １ 鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
Ｆ３３４ 図３６８－１ ２７１ Ｌ－２６ ＭＣ上 ６ 玉 １ 土玉 － ０．２０ ０．５３ ０．５０ ０．０６
Ｆ３３６ 図３６８－１ ２７６ Ｍ－２６ ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
Ｆ３３７ 図３６８－１ ２７６ Ｍ－２６ ５ Ⅳｃ １ 深鉢（胴） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

Ｆ３３９
図３６８－１ ２７６

Ｏ－２７
ⅡＢ層 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

図３６８－２ ２７６ ⅡＢ層 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図３６８－３ ２７６ ⅡＢ層 ５ Ⅳｃ １ 鉢（胴） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

Ｆ３４０ 図３６８－１ ２７６
Ｏ－２７

ⅡＢ層上 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（胴） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図３６８－２ ２７６ ⅡＢ層上 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（胴） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

Ｆ３４１ 図３６８－１ ２７６ Ｏ－２７ ⅡＢ層上 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
Ｆ３４２ 図３６８－１ ２７６ Ｏ－２７ ⅡＢ層上 ５ Ⅳｂ １ 深鉢（底） － － － － －
Ｆ３４３ 図３６８－１ ２７６ Ｏ－２７ ⅡＢ層上 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

表Ⅳ－３ 遺構別掲載遺物一覧 焼土�

※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他
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遺構 図番号
図
版
番
号

接合遺構．
グリッド

層位
※
分
類
Ⅰ

分類Ⅱ 点
数

（土器）／器種（部位） 地文及び主な調整 口径
（�）

器高
（�）

底径
（�） －

備考
（玉類）／器種 石材 長径

（�）
短径
（�）

厚さ
（�）

重さ
（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（土製品）／名称 －

（骨角器）／種名 部位 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

Ｆ３４４ 図３６８－１ ２７６ Ｑ－２６ ⅡＢ層上 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

Ｆ３４７

図３６８－１ ２７６

Ｓ－２６

焼土下 ５ Ⅳｂ １ 注口（胴）
ホッケマ式相当

－ － － －
同一個体

図３６８－２ ２７６ 焼土下 ５ Ⅳｂ １ 注口（胴） － － － －
図３６８－３ ２７６ 焼土下 ５ Ⅳｃ ５ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図３６８－４ ２７６ ⅡＢ層上 ５ Ⅳｃ １ ツボ・注口（胴） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

Ｆ３４８ 図３６８－１ ２７６ Ｔ－２６ Ⅱ層 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（胴） 堂林～御殿山式相当 － － － －
Ｆ３４９ 図３６８－１ ２７６ Ｔ－２６ Ⅱ層 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
Ｆ３５４ 図３６８－１ ２７６ Ｓ－２９ Ⅱ層 ５ Ⅳｂ １ 深鉢（胴） 手稲式相当 － － － －
Ｆ３５８ 図３６８－１ ２７６ Ｒ－２７ Ⅱ層 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（胴） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
Ｆ３６３ 図３６８－１ ２７６ Ｐ－２８ Ⅱ層下 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
Ｆ３６６ 図３６８－１ ２７６ Ｌ－２６ Ⅱ層上 ５ Ⅵ １ 深鉢（胴） 後北Ｃ２Ｄ － － － －
Ｆ３７０ 図３６８－１ ２７６ Ｎ－２６ Ⅱ層 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（胴） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －
Ｆ３７１ 図３６８－１ ２７６ Ｓ－２７ Ⅱ層 ５ Ⅳｂ １ キャリパー（口） 手稲式相当 － － － －
Ｆ３７３ 図３６９－１ ２７６ Ｎ－２７ Ⅱ層 ５ Ⅲｂ １ 深鉢（口） 萩ヶ岡２式相当 － － － －
Ｆ３７５ 図３６９－１ ２７６ Ｏ－２８ Ⅱ層 ５ Ⅳｃ １ 鉢（口） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －
Ｆ３７８ 図３６９－１ ２７６ Ｏ－３０ Ⅱ層 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（胴） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
Ｆ３７９ 図３６９－１ ２７６ Ｎ－３１ Ⅱ層 ５ Ⅳａ １ 深鉢（口） 余市式相当 － － － －

Ｆ３８１ 図３６９－１ ２７６
Ｎ－２９

Ⅱ層 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図３６９－２ ２７６ Ⅱ層 ５ Ⅳｃ ２ 深鉢（胴） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

Ｆ３８２ 図３６９－１ ２７６ Ｎ－２９ Ⅱ層 ５ Ⅲｂ １ 深鉢（胴） 萩ヶ岡２式相当 － － － －

Ｆ３８３

図３６９－１ ２７６

Ｎ－３０

Ⅱ層 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図３６９－２ ２７６ Ⅱ層 ５ Ⅳｃ ２ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図３６９－３ ２７６ Ⅱ層 ５ Ⅳｃ １ 鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図３６９－４ ２７６ Ⅱ層 ５ Ⅳｃ ３ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

Ｆ３８４
図３６９－１ ２７６

Ｎ－３１
Ⅱ層 ５ Ⅳｃ １ 鉢（胴） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －

図３６９－２ ２７６ Ⅱ層 ５
Ⅳａ

５ 深鉢（口）
余市式相当

－ － － －
同一個体

図３６９－３ ２７６ Ⅱ層 ５ ８ 深鉢（胴） － － － －

Ｆ３８５ 図３６９－１ ２７６
Ｍ－３１

盛土中 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
図３６９－２ ２７６ 盛土中 ５ Ⅳｃ ２ 深鉢（胴） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

Ｆ３８６ 図３６９－１ ２７７ Ｍ－３１ ⅡＢ層上 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
Ｆ３９１ 図３６９－１ ２７７ Ｌ－３０ Ⅱ層 ５ Ⅲｂ １ 深鉢（口） 天神山式相当 － － － －
Ｆ３９３ 図３６９－１ ２７７ Ｌ－２９ Ⅱ層 ５ Ⅳｃ １ 鉢（胴） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
Ｆ３９４ 図３６９－１ ２７７ Ｌ－３０ Ⅱ層 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
Ｆ３９５ 図３６９－１ ２７７ Ｑ－２７ Ⅱ層 ５ Ⅳｂ １ 深鉢（胴） － － － － －
Ｆ３９６ 図３６９－１ ２７７ Ｌ－２９ Ⅱ層 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（胴） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
Ｆ３９８ 図３６９－１ ２７７ Ｌ－２９ Ⅱ層 ５ Ⅳｃ １ 鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
Ｆ３９９ 図３６９－１ ２７７ Ｍ－２９ Ⅱ層 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
Ｆ４０７ 図３６９－１ ２７７ Ｎ－２９ Ⅱ層下 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
Ｆ４０９ 図３６９－１ ２７７ Ｒ－３０ Ⅱ層 ５ Ⅲ １ 深鉢（胴） － － － － －
Ｆ４１６ 図３６９－１ ２７７ Ｓ－３０ Ⅱ層 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
Ｆ４１７ 図３６９－１ ２７７ Ｓ－３０ Ⅱ層 ５ Ⅰｂ－４ １ 尖底土器（口） 東釧路Ⅳ式相当 － － － －
Ｆ４１８ 図３６９－１ ２７７ Ｒ－２７ Ⅲ層 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（胴） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
Ｆ４３２ 図３６９－１ ２７７ Ｒ－２８ 覆土中 ５ Ⅲｂ １ 深鉢（口） 萩ヶ岡２式相当 － － － － Ｈ５７より
Ｆ４３５ 図３６９－１ ２７７ Ｑ－３６ 上面 ５ Ⅳｃ １ 鉢（胴） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
Ｆ４３８ 図３６９－１ ２７７ Ｒ－２８ Ⅱ層 ５ Ⅲｂ １ 深鉢（口） 天神山式相当 － － － －
Ｆ４４１ 図３６９－１ ２７７ Ｎ－３７ ５ Ⅲ １ 深鉢（胴） － － － － －
Ｆ４５２ 図３６９－１ ２７７ Ｐ－４３ １１層より上 ５ Ⅰｂ－４ １ 尖底土器（口） 東釧路Ⅳ式相当 － － － －
Ｆ４５３ 図３６９－１ ２７７ Ｐ－３２ Ⅱ層 ５ Ⅲ １ 深鉢（胴） － － － － －

遺構 図番号
図
版
番
号

接合遺構．
グリッド

層位
※
分
類
Ⅰ

分類Ⅱ 点
数

（土器）／器種（部位） 地文及び主な調整 口径
（�）

器高
（�）

底径
（�） －

備考
（玉類）／器種 石材 長径

（�）
短径
（�）

厚さ
（�）

重さ
（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（土製品）／名称 －

（骨角器）／種名 部位 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

集石１ 図３０４－１ ２６９ M－４０ Ⅱ層 ３ 礫石器 １ 敲き石 縞頁岩 ５．４ ５．２ ３．８ １７３．８
集石１ 図３０４－２ ２６９ M－４０ Ⅱ層 ３ 礫石器 １ 敲き石 不明 ７．０ ６．１ ４．８ ２８２．２
集石１ 図３０４－３ ２６９ M－４０ Ⅱ層 ３ 礫石器 １ 敲き石 泥岩 ９．１ ７．１ ４．３ ３２２．２

集石１ 図３０４－４ ２６９ M－４０ Ⅱ層 ３ 礫石器 ２ 敲き石 泥岩
７．３ ５．９ １．９ ８５．８

接合
８．１ ６．５ ２．７ ２１０．８

表Ⅳ－３ 遺構別掲載遺物一覧 焼土�

表Ⅳ－４ 遺構別掲載遺物一覧 集石

※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他

Ⅳ 遺構と遺物
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遺構 図番号
図
版
番
号

接合遺構．
グリッド

層位
※
分
類
Ⅰ

分類Ⅱ 点
数

（土器）／器種（部位） 地文及び主な調整 口径
（�）

器高
（�）

底径
（�） －

備考
（玉類）／器種 石材 長径

（�）
短径
（�）

厚さ
（�）

重さ
（�）

（石器・石製品）／器種 石材 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（土製品）／名称 －

（骨角器）／種名 部位 長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重さ
（�）（漆・他）／名称 －

ＳＰ２５２５ 図３７０－１ ２８０ Ｍ－１７ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
ＳＰ２５２９ 図３７０－１ ２８０ Ｍ－２１ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

ＳＰ２６４１
図３７０－１ ２８０ Ｋ－１９ 覆土 ６ 土製品 １ 耳栓 － ２．００ ２．０１ ２．０９ ９．０９
図３７０－２ ２８０

Ｋ－１９
覆土 ５ Ⅳｃ １ 鉢（口） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －

図３７０－３ ２８０ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 鉢（口） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －
ＳＰ２６４３ 図３７０－１ ２８０ Ｋ－１９ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 鉢（底） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －
ＳＰ２７３３ 図３７０－１ ２８０ Ｑ－２２ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（胴） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
ＳＰ２７６９ 図３７０－１ ２８０ Ｎ－２１ 覆土 ５ Ⅳｃ ３ 深鉢（口） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －
ＳＰ２７９２ 図３７０－１ ２８０ Ｍ－２０ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 浅鉢（口） 御殿山～大洞Ｂ式相当 － － － －
ＳＰ２８３６ 図３７０－１ ２８０ Ｍ－２２ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 鉢（胴） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －
ＳＰ２８５３ 図３７０－１ ２８０ Ｍ－２２ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～御殿山式相当 － － － －
ＳＰ２８５８ 図３７０－１ ２８０ Ｍ－２２ 覆土 ５ Ⅳｃ ２ 深鉢（胴） 堂林～御殿山式相当 － － － －
ＳＰ２８６２ 図３７０－１ ２８０ Ｍ－２２ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
ＳＰ２８８５ 図３７０－１ ２８０ Ｌ－２２ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（底） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －
ＳＰ２８９９ 図３７０－１ ２８０ Ｌ－２２ 覆土 ５ Ⅳｃ ２ 深鉢（口） 三ツ谷式相当 － － － －
ＳＰ２９６５ 図３７０－１ ２８０ Ｎ－２４ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －

ＳＰ２９９３ 図３７０－１ ２８０

Ｎ－２４ 覆土

５ Ⅳｃ

１

深鉢（口） 三ツ谷～御殿山式相当 － － － －
Ｍ－２５ ＭＣ層 １
Ｎ－２４ ＭＣ層 ２
Ｏ－２５ ＭＣ層 １

ＳＰ３０５３ 図３７０－１ ２８０ Ｍ－２３ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
ＳＰ３１８７ 図３７０－１ ２８０ Ｋ－２３ 覆土 ５ Ⅳｃ ２ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
ＳＰ３２６０ 図３７０－１ ２８０ Ｋ－１８ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～御殿山式相当 － － － －
ＳＰ３２６７ 図３７０－１ ２８０ Ｋ－１８ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（胴） 堂林～御殿山式相当 － － － －
ＳＰ３２８９ 図３７０－１ ２８０ Ｏ－２７ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（洞） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
ＳＰ３２９８ 図３７０－１ ２８０ Ｏ－２８ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
ＳＰ３３０３ 図３７０－１ ２８０ Ｏ－２８ 覆土 ５ Ⅴａ １ 鉢（口） 大洞Ｂ式相当 － － － －
ＳＰ３３５０ 図３７０－１ ２７９ Ｐ－３５ 覆土 ３ 礫石器 １ 石斧未成品 泥岩 ２０．０ ７．７ ３．６５ ８３０擦り切痕
ＳＰ３３０９ 図３７１－１ ２８０ Ｏ－２９ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（胴） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
ＳＰ３３１６ 図３７１－１ ２８０ Ｍ－２６ 覆土 ５ Ⅳｃ ３ 深鉢（胴） 堂林～御殿山式相当 － － － －

ＳＰ３３５３ 図３７１－１ ２７９ Ｍ－２８
覆土

５ Ⅳｃ
９

鉢 堂林～三ツ谷式相当 １２．９ ８．２ ３．７ －
Ⅱ層 ５

ＳＰ３３８０ 図３７１－１ ２８０ Ｒ－２８ 覆土 ５ Ⅳｃ ３ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
ＳＰ３３９９ 図３７１－１ ２８０ Ｎ－３５ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
ＳＰ３４３０ 図３７１－１ ２７９ Ｘ－３８ 覆土 ３ 礫石器 １ すり石 砂岩 （８．６）（９．７）（４．９）（４８０）
ＳＰ３４９３ 図３７１－１ ２７９ Ｖ－４２ 覆土 ３ 礫石器 １ 砥石 砂岩 １３．４ ８．１ ２．５ ３０５
ＳＰ３５０３ 図３７１－１ ２７９ Ｖ－４１ 覆土 ３ 剥片 １ つまみ付きナイフ 頁岩 ６．４５ ３．４ １．１５ １５．５２
ＳＰ３５１２ 図３７１－１ ２７９ Ｕ－４１ 覆土 ３ 剥片 １ つまみ付きナイフ 頁岩 （４．５） ２．２ ０．６（５．４６）

ＳＰ３５１６
図３７１－１ ２８０ Ｗ－４０ 覆土 ５ Ⅲｂ １ 深鉢（底） － － － － －
図３７１－２ ２７９ Ｗ－４０ 覆土 ３ 剥片 １ スクレイパー 頁岩 ３．９ ３．８ １．７ ２１．２１

ＳＰ３５２１ 図３７１－１ ２８０ Ｕ－３９ 覆土 ５ Ⅳａ １ 深鉢（胴） 余市式相当 － － － －
ＳＰ３５２４ 図３７１－１ ２７９ Ｔ－３９ 覆土 ３ 剥片 １ 石鏃 obs （２．８） １．７ ０．４２（１．５１）
ＳＰ３５９１ 図３７１－１ ２８０ Ｎ－３１ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 鉢（胴） 堂林～御殿山式相当 － － － －

ＳＰ３５９４
図３７１－１ ２８０

Ｎ－３１
覆土 ５ Ⅳｃ ３ 深鉢（胴） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

図３７１－２ ２８０ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
ＳＰ３５５２ 図３７１－１ ２７９ Ｒ－３５ 覆土 ３ 礫石器 １ 砥石 砂岩 ９．８ ９．３ ２．３５ ２７９
ＳＰ３６０７ 図３７１－１ ２７９ Ｎ－３２ 覆土 ３ 礫石器 １ 砥石 砂岩 １１．９ ７．４ ２．１５ １６７２個体
ＳＰ３６０９ 図３７１－１ ２８０ Ｏ－３２ 覆土 ５ Ⅳａ １ 深鉢（胴） タプコプ式相当 － － － －
ＳＰ３６９７ 図３７１－１ ２８０ Ｓ－２８ 覆土 ５ Ⅲ １ 深鉢（胴） － － － － －
ＳＰ３７２７ 図３７１－１ ２８０ Ｓ－２９ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（口） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －
ＳＰ３７３８ 図３７１－１ ２８０ Ｒ－２６ 覆土 ５ Ⅳｃ １ 深鉢（胴） 堂林～三ツ谷式相当 － － － －

表Ⅳ－５ 遺構別掲載遺物一覧 ＳＰ

※分類１：１．漆製品 ２．骨角器 ３．石器 ４．石製品／玉類 ５．土器 ６．土製品 ７．その他
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検 出 面
時
期

長
径

（
㎝
）
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径

（
㎝
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（
㎝
）
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器

土
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製
品

土
製
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計

漆
塗
製
品

漆
塗

製
品 計

石
器

石 器 計

石
製
品

そ の 他

骨
角
器

石製
品

骨角
器 他

全
体
合
計

備
考

Ⅰ 群
Ⅱ 群
Ⅲ 群

Ⅳ
群

Ⅴ
群

Ⅵ 群
Ⅶ 群

土 玉
垂 飾
耳 栓
環
状
土
製 品

オ
ロ
シ

ガ
ネ
状

土
製
品

焼 成 粘 土

土 偶 片 そ の 他

漆 塗 櫛

漆 塗 櫛 片

環 状 漆 塗 製 品

漆 塗 玉

そ の 他
石 鏃

石
槍
ナ
イ フ
石 錐

つ
ま
み

付
き

ナ
イ
フ

ス
ク
レ

イ
パ
ー
類

楔 形 石 器

石 核
石 斧
石 斧 片

石 斧 未 製 品

敲 き 石
砥 石
す り 石
石 皿

礫
石
器

そ
の
他
礫
そ の 他

フ
レ

イ
ク

玉 類
石 棒
石 製 品

サ メ 歯

骨 角 器
Ⅳ
a
Ⅳ
b
Ⅳ
c
Ⅴ
a
Ⅴ
b
Ⅴ
c

Ｐ
３３
７

Ｔ
－１
５・
１６

Ⅲ
前

期
２１８

１８０
１３

２
２３９

１
５

２４７
１

１
１

１
１

４
９

２５６
静
内
中
野
式
相
当

Ｐ
３３
８

Ｒ
・
Ｓ
－１
７
Ⅲ

後
期
後
葉

１１３
７２

１１
２

３
５

３
３

８
Ｐ
３３
９
を
切
る

Ｐ
３３
９

Ｒ
・
Ｓ
－１
７
Ⅲ

後
期
後
葉

９２
（５
７）

８
柱
穴

Ｐ
３４
０

Ｒ
－
１６

Ⅲ
中

期
８０

５６
７４

２１
２１

５
１０

１５
３６

Ｐ
３４
１

Ｒ
・
Ｓ
－１
６
Ⅲ

中
期

１１６
８０

７８
１

１
１

１
１４

１６
１７
柱
穴

Ｐ
３４
２

Ｓ
－
１６

Ⅲ
前

期
４７

４３
６５

１
１

１
Ｐ
３４
３

Ｑ
－
１６

Ⅲ
中

期
６４

６２
２６

４３
４３

６
６

４９
Ｐ
３４
４

Ｑ
－
１６

Ⅲ
後
期
後
葉

５４
５０

３２
１

３
４

１
１

５
Ｐ
３４
５

Ｑ
－
１６

Ⅲ
中

期
１０８

７３
１７

１２
１２

６
６

１８
Ｐ
３４
６

Ｐ
－
１７

Ⅲ
中

期
１２５

９０
６０

２１
２１

１
１

２２
Ｐ
３４
７

Ｐ
－
１８

Ⅲ
晩
期
中
葉

７６
６２

３４
２

７１
７

８０
１

１
９

１１
９１

Ｐ
３４
８

Ｏ
－
１６

Ⅱ
後
北
Ｃ
２
Ｄ

（６
５）

（６
３）

１９
１１

２
１３

３
１３

１６
２９
焼
土
と
Ｃ
２
Ｄ
土
器

Ｐ
３４
９

Ｏ
－
１８

Ⅳ
晩
期
中
葉

１１８
８９

１４
３

３２
２

３７
９

９
４６

Ｐ
３５
０

Ｒ
－
１６

Ⅲ
後
期
後
葉

５２
５１

１１
４

１
５

２
２

７
Ｐ
３５
１

Ｏ
・
Ｐ
－１
７
Ⅲ

中
期

１５４
１５０

１２
１８

２
２０

２０
Ｐ
３５
２

Ｍ
－
１９

Ⅳ
後
北
Ｃ
２
Ｄ

８８
７３

２４
２

９１
４

９７
１

１
１

１
９９

Ｐ
３５
３

Ｍ
－
１９

Ⅳ
後
北
Ｃ
２
Ｄ

９２
８８

２０
１

８０
２

５
８８

１
１

８
１０

９８
Ｐ
３５
４

Ｎ
－１
８・
１９

Ⅲ
早

期
３７６

３３５
２８

１６
５

２１
１

１
２２

Ｐ
３５
５

Ｑ
－
２０

Ⅲ
晩
期
前
葉

７４
６９

２４
２

１２８
１３０

１
１

１
１

２３
２５

１５６
Ｐ
３５
６

Ｐ
－
２０

Ⅲ
晩
期
前
葉

９２
７５

６０
２

４
６

３
３

９
Ｐ
３５
７

Ｑ
－
２０

Ⅲ
晩
期
前
葉

６６
６４

９
１

２７
２８

１
２

８
１１

３９
Ｐ
３５
８

Ｒ・
Ｓ－
２０
・２
１
Ⅲ

中
期

１９０
１７０

１６
３２

３２
３２

Ｐ
３５
９

Ｌ
－
１９

Ⅳ
晩
期
中
葉

８３
６４

３０
４

８
１２

１
３

４
１６

Ｐ
３６
０

Ｒ
・
Ｓ
－２
１
Ⅱ

中
期

１８６
１６４

１８
２２

２２
２２

Ｐ
３６
１

Ｐ
－
２１

Ⅳ
晩
期
前
葉

１０３
６６

３０
１３

２
１５

１
１

１６
Ｐ
３６
２

Ｐ
－
２１

Ⅳ
晩
期
前
葉

１０１
７３

３１
Ｐ
３６
３

Ｐ
－
２１

Ⅳ
晩
期
前
葉

６３
６１

１２
６

６
６
人
歯

Ｐ
３６
４

Ｔ
－
２２

Ⅱ
中
後
期
中
葉

９５
（６
３）

１１
３

３
１

１
４

Ｐ
３６
５

Ｓ
－
２２

Ⅱ
中

中
期

８４
５７

３１
６

６
６

Ｐ
３６
６

Ｒ
・
Ｓ
－２
２
Ⅱ
中
晩
期
前
葉

１７８
６８

７６
６

３
９

１
１

２
１１

Ｐ
３６
７

Ｐ
－
２３

Ⅲ
上
晩
期
前
葉

１１２
８３

１７
９

１
１０

１０
Ｐ
３６
８

Ｏ
・
Ｐ
－２
３
Ⅲ
上
晩
期
前
葉

７４
７０

１５
２

７
９

１
１

１０
Ｐ
３６
９

Ｑ
－
２３

Ⅲ
晩
期
前
葉

１１５
８３

３３
１１

１
１５９

１７１
１

２０
２１

１９２
Ｐ
３７
０

Ｔ
－２
３・
２４
Ⅱ
中
後
期
中
葉

１７９
１２９

２７
３

１
４

５
５

９
Ｐ
３７
１

Ｏ
－
２３

Ⅲ
上
晩
期
前
葉

７９
６６

２１
２８

２８
１

５
６

３４
Ｐ
３７
２

Ｓ
・
Ｔ
－２
４
Ⅲ
下

中
期

１３２
１１８

１６
１

１
１

１
２

Ｐ
３７
３

Ｍ
－１
９・
２０

Ⅳ
中

期
１６１

９７
８

７０
４

７４
７４

Ｐ
３７
４

Ｍ
－
２０

Ⅳ
晩
期
前
葉

１１４
１０２

２０
２

２
２

Ｐ
３７
５

Ｎ
－２
１・
２２

Ⅳ
中

期
１００

８１
４８

１０
１０

２
３

５
１５

Ｐ
３７
６

Ｎ
－
２３

Ⅲ
晩
期
前
葉

１１２
１１０

２９
４

１０７
１

１１２
１

１
２

１
２８

３１
１４４

Ｐ
３７
７

Ｒ
－
２６

Ⅱ
下
晩
期
前
葉

１２８
１０８

５６
３

３
１４２

１４８
１

１
１

１
１

１１
１４

１６３
Ｐ
３７
８

Ｍ
・
Ｎ
－２
３
Ⅱ
下
晩
期
前
葉

１９７
１６８

１８
１

２６
５６

８３
１

２１
２２

１０５
Ｐ
３７
９

Ｏ
－
２４

Ⅳ
晩
期
前
葉

８６
８０

１９
６３

６３
９

９
７２

Ｐ
３８
０

Ｎ
－２
３・
２４

Ⅳ
晩
期
前
葉

１５３
１４０

２０
２

３６６
６

３７４
１

１
２

３４
３６

４１１
Ｐ
３８
１

Ｌ
・
Ｍ
－２
１
Ⅳ

晩
期
前
葉

９２
６４

６
２２

２２
１７

１７
３９

Ｐ
３８
２

Ｌ・
Ｍ－
２０
・２
１
Ⅳ

晩
期
前
葉

７６
５９

７
１０

１０
２

２
１２

Ｐ
３８
３

Ｌ
－
２１

Ⅳ
晩
期
前
葉

１０９
８６

１５
１

２０１
２

２０４
１

１
１

１
１

１
３２

３６
２４１

Ｐ
３８
４

Ｌ
－
２１

Ⅳ
晩
期
前
葉

１０４
８６

１６
１

９３
１

９５
３

１
１

２０
２５

１２０
Ｐ
３８
５

Ｍ
－
２５

Ⅱ
Ｂ
後
北
Ｃ
２
Ｄ

１３５
１２９

１９
１

２
１４８

１１
１６２

２０
２０

１８２
赤
穴
式
出
土

Ｐ
３８
６

Ｋ
－２
２・
２３
Ⅱ
下
後
北
Ｃ
２
Ｄ

６６
５５

１６
３９

２
４

４５
１

１
１

１
２

１６
２０

１
１

６７
Ｐ
３８
７

Ｋ
－
２１

Ⅲ
晩
期
前
葉

１０４
８３

８
２６

３
２９

１
１

２
３１

Ｐ
３８
８

Ｋ
－２
２・
２３

Ⅲ
後
北
Ｃ
２
Ｄ

７４
７２

１４
４２

４
４６

１
１

２
４

５０
Ｐ
３８
９

Ｊ
・
Ｋ
－２
０
Ⅲ

前
期

（１
５４
）

８６
２２

１９３
３

１９６
３

１
９８

１０２
２９８

Ｐ
３９
０

Ｊ
・
Ｋ
－２
２
Ⅱ
下
晩
期
前
葉

６４
５６

６
１

１５７
１５８

１
１

２
１

４
２７

３４
１９３

Ｐ
３９
１

Ｋ
－２
５・
２６

Ⅲ
―

１０６
７７

２９
Ｐ
３９
２

Ｐ
－
１９

Ⅲ
晩
期
中
葉

８０
４７

３４
Ｐ
３９
３

Ｏ・
Ｐ－
２４
・２
５
Ⅲ

晩
期
前
葉

７６
６８

９
１

１
１

表
Ⅳ
－
６
土
坑
出
土
遺
物
一
覧
�

Ⅳ 遺構と遺物

―１７９―



遺
構

番
号

グ
リ
ッ
ド

検 出 面
時
期

長
径

（
㎝
）
短
径

（
㎝
）
深
さ

（
㎝
）

土
器

土
器 計

土
製
品

土
製

品
計

漆
塗
製
品

漆
塗

製
品 計

石
器

石 器 計

石
製
品

そ の 他

骨
角
器

石製
品

骨角
器 他

全
体
合
計

備
考

Ⅰ 群
Ⅱ 群
Ⅲ 群

Ⅳ
群

Ⅴ
群

Ⅵ 群
Ⅶ 群

土 玉
垂 飾
耳 栓
環
状
土
製 品

オ
ロ
シ

ガ
ネ
状

土
製
品

焼 成 粘 土

土 偶 片 そ の 他

漆 塗 櫛

漆 塗 櫛 片

環 状 漆 塗 製 品

漆 塗 玉

そ の 他
石 鏃

石
槍
ナ
イ フ
石 錐

つ
ま
み

付
き

ナ
イ
フ

ス
ク
レ

イ
パ
ー
類

楔 形 石 器

石 核
石 斧
石 斧 片

石 斧 未 製 品

敲 き 石
砥 石
す り 石
石 皿

礫
石
器

そ
の
他
礫
そ の 他

フ
レ

イ
ク

玉 類
石 棒
石 製 品

サ メ 歯

骨 角 器
Ⅳ
a
Ⅳ
b
Ⅳ
c
Ⅴ
a
Ⅴ
b
Ⅴ
c

Ｐ
３９
４

Ｒ
・
Ｓ
－２
２
－

―
５９

４６
１１

１
１

１
Ｐ
３９
５

Ｓ
－
２６

Ⅱ
上
晩
期
前
葉

１３６
１１８

７８
２

２０１
２３３

４３６
１

１
１

２
２１

２６
１６

１
３

２０
４８２

Ｐ
３９
６

Ｓ
・
Ｔ
－２
６
Ⅱ
Ｂ
下
中

期
（８
９）

１０９
６

５
５

１
１

６
Ｐ
３９
７

Ｒ
・
Ｓ
－２
８
Ⅱ

後
期
末
葉

１１８
５２

３９
３

２５
１８

４６
１

４
５

５１
Ｐ
３９
８

Ｒ
－
２８

Ⅱ
後
期
末
葉

１２２
１１７

４１
２１

２１９
２４０

１
１

２
１

１
１

１
３

２
６２

７１
１０１

２
１０３

４１６
ベ
ン
ガ
ラ
・
炭
化
物
層

Ｐ
３９
９

Ｒ
－
２８

Ⅱ
後
期
末
葉

１０２
７８

５６
３

１
１５４

１５８
５

６
４

９
２４

１
１

１
１

３４
３８

２２
２２

２４２
歯

Ｐ
４０
０

Ｒ
－
２８

Ⅱ
後
期
末
葉

９２
６３

４０
１０

６１
７１

３
３

１
１

２
２

２１
２７

１０１
ベ
ン
ガ
ラ

Ｐ
４０
１

Ｒ
－２
８・
２９

Ⅱ
後
期
末
葉

９８
６８

６１
４

２０
２４

１
１

３
１

６
１

１
３

５
７

７
４２

Ｐ
４０
２

Ｒ
－
２９

Ⅱ
後
期
末
葉

９６
６８

４３
９

１
２００

２１０
２０

２０
２

１
２２

２５
４

４
２５９
歯

Ｐ
４０
３

Ｓ
－
２８

Ⅱ
後
期
末
葉

１０７
７２

５１
５

１
１５２

１５８
２

２
２

７
１

１
１

１
３５

４８
１

１
２０９
歯

Ｐ
４０
４

Ｐ
－
３４

Ⅱ
後
期
後
葉

１４２
７０

６０
１７

６７
８４

１
１

２
１

１
２

２
３

３５
４４

５
１

６
１３６

Ｐ
４０
５

Ｐ
－
３５

Ⅱ
後
期
後
葉

９２
６６

５６
４

４４
４８

１９
１９

６７
Ｐ
４０
６

Ｐ
・
Ｑ
－３
５
Ⅱ

後
期
後
葉

１２８
８８

８９
２３

１
５１

７５
８

１
３

２２
２

１
１

４２
８０

１
１

１５６
ベ
ン
ガ
ラ

歯
Ｐ
４０
７

Ｑ
－
３５

Ⅱ
後
期
後
葉

１１８
７９

７８
２

２
１０

２７
４１

１５
１５

５６
歯

Ｐ
４０
８

Ｒ
・
Ｓ
－３
７
Ⅲ

晩
期
中
葉

１４３
１１０

２５
６

１
７

１
１

１
６

９
１６

Ｐ
４０
９

Ｓ
－
３７

Ⅲ
晩
期
中
葉

１０７
７６

１３
３

３
４２

４８
５

１
１

２
２８

３７
８５

Ｐ
４１
０

Ｏ
－３
１・
３２

Ⅱ
後
期
後
葉

１２０
８０

８３
２６

４
１１２

１４２
１

２
１

１
２

３２
３９

１８１
ベ
ン
ガ
ラ

Ｐ
４１
１

Ｏ
－
３１

Ⅱ
後
期
後
葉

１４８
８３

５８
５

７
２８９

３０１
２

１
３０

１７
５０

５
５

３５６
ベ
ン
ガ
ラ
層

歯
Ｐ
４１
２

Ｏ
－３
１・
３２

Ⅱ
後
期
後
葉

１４２
１１４

７５
５

１
５

７０
８１

１
１

３
３

１２
１８

３１
５

３６
１３６

遺
体
層
・
ベ
ン
ガ
ラ
層

Ｐ
４１
３

Ｏ
－
３２

Ⅱ
後
期
後
葉

９８
６２

６２
１６

６
３４

５６
１

１１
１２

６８
遺
体
層

Ｐ
４１
４

Ｐ
－２
６・
２７

Ⅱ
晩
期
前
葉

１４６
１１９

１８
１

１
３

１
３９３

５
４０４

１
１

５
１

６
４１１

４２３
８２８

土
器
片
と
骨
片
含
む

Ｐ
４１
５

Ｐ
－２
６・
２７
Ⅱ
Ｂ
晩
期
前
葉

９４
８８

１５
８４

８４
２

９
１１

９５
Ｐ
４１
６

Ｏ
－
２６

Ⅱ
Ｂ
晩
期
前
葉

１３４
１２５

２８
１

２９
６６６

６９６
１

１
３

１
１

６
７

１
１

１
８

１１９
１４８

８４５
Ｐ
４１
７

Ｏ・
Ｐ－
２６
・２
７
Ⅱ
Ｂ

中
期

２５８
１３５

１９
１

５３
１３

６７
１

１
２

１
１

２０
２４

９２
Ｐ
４１
８

Ｐ
－２
７・
２８

Ⅱ
晩
期
前
葉

９０
７８

１７
３

５５
５８

２
２

９
１３

７１
Ｐ
４１
９

Ｎ
－
２７

Ⅱ
後
北
Ｃ
２
Ｄ

５５
５０

２８
１

２５
６５

９１
１

１
１０

１２
１０３

Ｐ
４２
０

Ｌ
－２
６・
２７

Ⅱ
後
北
Ｃ
２
Ｄ

７０
５８

２０
１

１０
１１

１
４

５
１６

Ｐ
４２
１

Ｐ
－
２７

Ⅱ
晩
期
前
葉

１１３
１０６

３６
１

５
１１７

１
１２４

２
１

１
７９

８３
２０７

Ｐ
４２
２

Ｐ
－
２７

Ⅱ
晩
期
前
葉

１２６
１０８

３４
４

２４９
９

２６２
３

２
３

１
１

１
１

５
２３

４０
３０２
盛
土
の
落
ち
込
み

Ｐ
４２
３

Ｐ
－
２７

Ⅱ
中

期
１０４

８８
１９

１０
１０

１０
中
期
の
土
器
が
出
土

Ｐ
４２
４

Ｌ
－
２７

Ⅱ
後
北
Ｃ
２
Ｄ

８３
６０

２２
１

２５
２６

１
２

３
６

３２
大
型
の
礫
が
２
個
北
側
に
入
る

Ｐ
４２
５

Ｏ
－
２６

Ⅱ
Ｂ
晩
期
前
葉

１０４
７５

２８
３０

７９
１０９

１
５

１
３１

３８
１４７

Ｐ
４２
６

Ｐ
－
２６

Ⅱ
Ｂ
晩
期
前
葉

１２６
（１
０４
）

２１
１２

７１
２

８５
３

２
１

１
１

１８
２６

１１１
Ｐ
４２
７

Ｌ
－
２７

Ⅱ
後
北
Ｃ
２
Ｄ

７２
６０

２２
４７

１０
５７

２
１

１
２

６
６３

Ｐ
４２
８

Ｍ
－３
１・
３２

盛土
より
晩
期
前
葉

１４８
１３２

３８
２

１７０
２４

１９６
２

２
１

１２
１７

２１３
ベ
ン
ガ
ラ

Ｐ
４２
９

Ｍ
－
３２

盛土
より
晩
期
前
葉

１１６
１１０

２４
２

２
３６

２
４２

２
３

５
４７

Ｐ
４３
０

Ｐ
－
２６

Ⅲ
中

期
１４２

８２
８

Ｐ
４３
１

Ｍ
－
３０

Ⅱ
後
期
末
葉

９４
７０

１６
２６

１４
２５９

２９９
１

１
２

１２
１６

３
３

３１８
Ｐ
４３
２

Ｍ
－３
０・
３１

Ⅱ
晩
期
前
葉

１４４
１３４

４４
６

２
１６７

１９５
３７０

２
１

２
１

１
２７

３４
２５

２５
４２９

Ｐ
４３
３

Ｎ
－
３０

Ⅱ
晩
期
前
葉

９８
８６

５０
３

６
３

３６
１１８

１６６
２０

２０
８

１
３

１２
１９８

Ｐ
４３
４

Ｎ
－
３０

Ⅱ
後
期
末
葉

１２５
８０

６５
２

２
６

１７
２７

１
１

１
２

１３
１６

８
８

５２
Ｐ
４３
５

Ｏ
－
３０

Ⅱ
後
期
後
葉

１０５
８６

７４
１

４７
４８

１
１

３
５

７
６

１３
６６
ベ
ン
ガ
ラ
含
む

Ｐ
４３
６

Ｏ
－３
０・
３１

Ⅱ
後
期
後
葉

９４
７４

４９
１

１０
６

１９
３６

１
２

３
１

１
１

１
２

７
１３

３
８

１１
６３

Ｐ
４３
７

Ｍ
・
Ｎ
－３
１
Ⅱ

後
期
後
葉

１２４
１０９

４３
３

９
１１１

１２３
１

１
１

１
２９

３３
１５６

Ｐ
４３
８

Ｎ
－
３１

Ⅱ
後
期
末
葉

９０
７０

５８
４

５
３３

４２
１

１
１

８
９

２２
２２

７４
遺
体
層

Ｐ
４３
９

Ｎ
－
３１

Ⅱ
後
期
後
葉

１１８
７８

７５
４

１
１

３０
１

３７
２２

２２
４

１
２

７
１

８
９

３６
３６

１１１
帯
紐

人
歯

Ｐ
４４
０

Ｎ
－
３１

Ⅱ
後
期
後
葉

１２４
６９

６２
４

５
３６

１４
５９

２
１２

１４
７３
遺
体
層
・
炭
化
材

Ｐ
４４
１

Ｎ
－
３１

Ⅱ
後
期
後
葉

１２６
８２

６０
４

３
１

４
１３８

１５０
１

１０
１１

１
１

１
１

４０
４４

２３
２３

２２８
遺
体
層

人
歯

Ｐ
４４
２

Ｎ
－
３１

Ⅱ
後
期
後
葉

９０
５８

３０
３

３７
１

４１
１

１
１

４２
４５

８６
遺
体
層

Ｐ
４４
３

Ｎ
・
Ｏ
－３
１
Ⅱ

後
期
後
葉

９８
６２

４１
１

１２３
１２４

１
１

３
１

２
１

４４
５１

１７６
遺
体
層

Ｐ
４４
４

Ｎ
・
Ｏ
－３
１
Ⅱ

後
期
後
葉

（１
０４
）

６２
５２

１
１８

１９
４

４
４７

４７
７０
遺
体
層

人
歯

Ｐ
４４
５

Ｎ
－
３１

Ⅱ
後
期
後
葉

９４
７０

３０
９

３
６１

７３
１

１
３

３
１

１
１６

１８
５

４３
４８

１４３
ベ
ン
ガ
ラ
混
入
層

Ｐ
４４
６

Ｎ
－
３２

Ⅱ
後
期
後
葉

８０
７２

８７
５

１０
９

４９
７３

１
１

８
１０

８３
ベ
ン
ガ
ラ

Ｐ
４４
７

Ｏ
－
３２

Ⅲ
後
期
後
葉

１０８
８８

４７
６

１１
４３

５１
１１１

１
１

１
１８

１９
４

４
１３５
遺
体
層

Ｐ
４４
８

Ｏ
－
３２

Ⅱ
後
期
後
葉

８０
７０

４１
３

１０
２５

３８
５

５
４

４
１

１
１

１
４

８
５５

Ｐ
４４
９

Ｏ
－
３２

Ⅱ
後
期
後
葉

１０９
７１

７４
６

９
１０６

１２１
１

１
５０

５２
１７３
遺
体
層

人
歯

Ｐ
４５
０
Ｏ
－
３３
杭

Ⅱ
後
期
後
葉

１０２
７４

６５
２３

３５
５８

２８
２８

８６
歯

表
Ⅳ
－
６
土
坑
出
土
遺
物
一
覧
�

―１８０―



遺
構

番
号

グ
リ
ッ
ド

検 出 面
時
期

長
径

（
㎝
）
短
径

（
㎝
）
深
さ

（
㎝
）

土
器

土
器 計

土
製
品

土
製

品
計

漆
塗
製
品

漆
塗

製
品 計

石
器

石 器 計

石
製
品

そ の 他

骨
角
器

石製
品

骨角
器 他

全
体
合
計

備
考

Ⅰ 群
Ⅱ 群
Ⅲ 群

Ⅳ
群

Ⅴ
群

Ⅵ 群
Ⅶ 群

土 玉
垂 飾
耳 栓
環
状
土
製 品

オ
ロ
シ

ガ
ネ
状

土
製
品

焼 成 粘 土

土 偶 片 そ の 他

漆 塗 櫛

漆 塗 櫛 片

環 状 漆 塗 製 品

漆 塗 玉

そ の 他
石 鏃

石
槍
ナ
イ フ
石 錐

つ
ま
み

付
き

ナ
イ
フ

ス
ク
レ

イ
パ
ー
類

楔 形 石 器

石 核
石 斧
石 斧 片

石 斧 未 製 品

敲 き 石
砥 石
す り 石
石 皿

礫
石
器

そ
の
他
礫
そ の 他

フ
レ

イ
ク

玉 類
石 棒
石 製 品

サ メ 歯

骨 角 器
Ⅳ
a
Ⅳ
b
Ⅳ
c
Ⅴ
a
Ⅴ
b
Ⅴ
c

Ｐ
４５
１

Ｏ
－３
２・
３３

Ⅱ
後
期
後
葉

１１９
６７

６０
１

２２
３９

６２
１

２
７

１０
７２
ベ
ン
ガ
ラ

Ｐ
４５
２

Ｎ
・
Ｏ
－３
３
Ⅱ

後
期
後
葉

９４
７０

７８
９

１５
２４

１
１

１
３

２７
歯

Ｐ
４５
３

Ｎ
－
３３

Ⅱ
後
期
後
葉

９６
５６

７８
１

２
７

３４
４４

１
１

２０
２２

６６
遺
体
層

歯
Ｐ
４５
４

Ｎ
－３
３・
３４

Ⅱ
後
期
後
葉

１０１
７２

８３
２２

５
５

３９
７１

１
１

２
１７

２１
９２
遺
体
層
・
ベ
ン
ガ
ラ

Ｐ
４５
５

Ｎ
・
Ｏ
－３
３
Ⅱ

後
期
後
葉

１２８
１０４

８６
５

１７
１８３

２０５
３

１
２

１
１

２７
３５

２４０
ベ
ン
ガ
ラ
層

歯
Ｐ
４５
６

Ｏ
－
３４

Ⅲ
後
期
後
葉

１１２
６９

４３
１７

１７
１

１
１

１
４

２１
ベ
ン
ガ
ラ
層

Ｐ
４５
７

Ｏ
－
３３

Ⅲ
後
期
後
葉

９８
４６

４６
９

２５
３４

１
２

３
３７

Ｐ
４５
８

Ｏ
－
３３

Ⅲ
後
期
後
葉

１１８
８０

７６
３

８
１１

１
１

１
３

６
１７
ベ
ン
ガ
ラ
層

Ｐ
４５
９

Ｏ
・
Ｐ
－３
３
Ⅲ

後
期
後
葉

１１４
８５

９０
２

６
１９

３９
６６

１
１

１２
１４

１０８
１０８

１８８
歯

Ｐ
４６
０

Ｏ
－３
３・
３４

Ⅲ
後
期
後
葉

１２１
９９

６３
１

２
１９

１８
４０

１
１

２
２

６
４６
ベ
ン
ガ
ラ
層

歯
Ｐ
４６
１

Ｌ
－
３１

Ⅱ
後
期
末
葉

１１０
７０

５１
５

１０１
１０６

１６
１６

１２２
遺
体
層

Ｐ
４６
２

Ｐ
・
Ｑ
－３
１
Ⅲ

晩
期
前
葉

１５３
１２８

６６
２

１７
３２０

３３９
５

４
９

２
２

３５０
Ｐ
４６
３

Ｐ
－
３２

Ⅱ
後
期
後
葉

１２０
６６

７４
４

２５
５３

８２
１

１
１

１
１５

１９
１

１
１０２
ベ
ン
ガ
ラ
層

Ｐ
４６
４

Ｍ
・
Ｎ
－３
４
Ⅱ

後
期
後
葉

９８
７６

７６
１６

４
５７

７７
１

１
１

２３
２６

１０３
歯

Ｐ
４６
５

Ｎ
－
３４

Ⅱ
後
期
後
葉

８２
５４

５０
２０

４
２２

４６
１

１
４７

Ｐ
４６
６

Ｎ
・
Ｏ
－３
５
Ⅱ

後
期
後
葉

１０５
７８

３０
２

２０
２２

２２
Ｐ
４６
７

Ｎ
－
３４

Ⅱ
後
期
後
葉

９２
６０

６４
１

４
３６

４１
１

５
６

４７
遺
体
層

Ｐ
４６
８

Ｏ
－
３４

Ⅲ
後
期
後
葉

６２
４７

３０
２

２
４３

４７
１

１
９

１１
１

１
５９

Ｐ
４６
９

Ｎ
－３
３・
３４

Ⅲ
後
期
後
葉

９６
６５

４０
６

１４０
１４６

１
２３

２４
１７０

Ｐ
４７
０

Ｏ
－
３４

Ⅲ
後
期
後
葉

８４
４８

４０
１

７
４０

４８
４

４
５２

Ｐ
４７
１

Ｏ
－
３４

Ⅲ
後
期
後
葉

１０１
５２

３４
８

４６
５４

２
１０

１２
６６

Ｐ
４７
２

Ｏ
－３
４・
３５

Ⅱ
後
期
後
葉

８０
５７

５６
１

４
７

１６
２８

２
８

１０
３８

Ｐ
４７
３

Ｐ
－３
４・
３５

Ⅱ
後
期
後
葉

１０４
５７

８４
１

２５
７

３３
１

１
５

７
４０

Ｐ
４７
４

Ｐ
－
３３

Ⅲ
後
期
後
葉

１２７
８３

８３
１

２
３０

１
３４

１
２

３
６

１
１

１
９

１２
２

２
５４
ベ
ン
ガ
ラ
層
・
炭
化
材

Ｐ
４７
５

Ｑ
－３
３・
３４

Ⅱ
後
期
後
葉

１０８
６４

３２
１

１
１１

１３
１

１
１４
ベ
ン
ガ
ラ

Ｐ
４７
６

Ｑ
－
３４

Ⅱ
後
期
後
葉

１４６
１０６

６０
３

２４
２７

２
２

１
３

２
６

３５
２

３７
７２
ベ
ン
ガ
ラ
層

Ｐ
４７
７

Ｑ
・
Ｒ
－３
５
Ⅱ

後
期
後
葉

１１０
７２

３１
１１

２９
４０

１
１７

１８
５８

Ｐ
４７
８

Ｑ
－
３５

Ⅱ
後
期
後
葉

１０６
６８

４３
１

１９
２６

４６
２

１
１４

１７
６３
ベ
ン
ガ
ラ

Ｐ
４７
９

Ｑ
－３
５・
３６

Ⅱ
後
期
後
葉

１１０
６２

２７
１７

８
２５

５
５

３０
Ｐ
４８
０

Ｒ
－
３４

Ⅲ
後
期
後
葉

１０９
７１

３０
２

２
６

１０
１

２
３

３
３

１６
Ｐ
４８
１

Ｒ
－
３４

Ⅲ
後
期
後
葉

１１１
６０

１７
３

１
４

４
Ｐ
４８
２

Ｒ
－３
３・
３４

Ⅲ
後
期
後
葉

９６
５０

１０
１

１
１

２
３

１７
１７

２１
Ｐ
４８
３

Ｒ
－
３３

Ⅲ
後
期
後
葉

１０８
７５

１８
１

１
１６

１８
１

１
２

４
６７

６７
８９
ベ
ン
ガ
ラ

Ｐ
４８
４

Ｑ・
Ｒ－
３３
・３
４
Ⅲ

後
期
後
葉

１１３
６３

３４
１

１
３

５
１

１
６

Ｐ
４８
５

Ｑ
－
３４

Ⅲ
後
期
後
葉

１１４
５８

３２
１

１
３５

３７
１

１
６

８
４５
頭
部

Ｐ
４８
６

Ｍ
－
３２

Ⅱ
後
期
末
葉

１１８
６８

４４
４

１００
１０４

１
１

１
８

９
７３

７３
１８７
歯

Ｐ
４８
７

Ｍ
－
３２

盛土
より
後
期
末
葉

９７
６２

７
２２３

２２３
１

５
６

７
７

２３６
Ｐ
４８
８

Ｒ
－
３４

Ⅲ
後
期
後
葉

８６
３８

５
２

２
２

Ｐ
４８
９

Ｎ
－２
６・
２７

Ⅲ
前

期
１０６

９０
１６

４
４

１
２

３
７

Ｐ
４９
０

Ｎ
－
２７

Ⅲ
後
期
前
葉

１６８
１１５

２２
４

１９
２３

１
１２

１３
１

１
３７

Ｐ
４９
１

Ｍ
－
３２

Ⅱ
後
北
Ｃ
２
Ｄ

１２６
７１

２１
３

２９
４

３６
１

１
３７

Ｐ
４９
２
Ｑ
－
２８
杭

Ⅲ
晩
期
前
葉

８６
８３

３０
１

７
１０６

１
１１５

２
１

１
２２

２６
１４１
炭
化
材

Ｐ
４９
３

Ｏ
・
Ｐ
－２
８
Ⅲ

晩
期
前
葉

１５３
１１０

２９
２

１２
６

２０
１

１
３

５
２５

Ｐ
４９
４

Ｍ
・
Ｎ
－２
７
Ⅲ

前
期

７８
６４

２２
Ｐ
４９
５

Ｐ
－２
７・
２８

Ⅲ
後
北
Ｃ
２
Ｄ

７０
６８

３４
１

１
２

１
２

２
５

７
Ｐ
４９
６

Ｎ
－３
２・
３３

Ⅲ
後
北
Ｃ
２
Ｄ

１３１
１１１

４６
１４

５８
１

２
７５

１
１

１
１

１
２

２０
２５

１０１
Ｐ
４９
７

Ｏ
－
３２

Ⅲ
後
期
後
葉

９４
６６

６１
２

１１２
１１４

１
１

１
４

７
１２１
歯

Ｐ
４９
８

Ｌ
－
２８

Ⅲ
後
北
Ｃ
２
Ｄ

７２
６９

２１
１４

６
２０

１
２

３
２３

Ｐ
４９
９

Ｌ
－
２８

Ⅲ
後
北
Ｃ
２
Ｄ

５４
４６

１０
４

１
５

５
骨
片
含
む

Ｐ
５０
０

Ｌ
－
２８

Ⅲ
後
北
Ｃ
２
Ｄ

７７
５６

８
４

６
１０

１
１３

１４
２４
骨
片
含
む

Ｐ
５０
１

Ｐ
－
３５

Ⅱ
後
期
後
葉

１０１
５７

４１
５

３４
３９

３
４

７
４６
ベ
ン
ガ
ラ
含
む
歯

Ｐ
５０
２

Ｐ
－
３５

Ⅱ
後
期
後
葉

１１０
６８

４６
３

２
８

１３
１

１
９

１１
２４
ベ
ン
ガ
ラ

Ｐ
５０
３

Ｒ
－
３３

Ⅲ
後
期
後
葉

７８
５２

１４
２

１
８

１１
４

４
２

２
１７

Ｐ
５０
４

Ｐ
－
３３

Ⅲ
後
期
後
葉

１２６
７８

７１
１

１
１２

１４
１

１
３

５
１

１
２

２１
遺
体
層
・
ベ
ン
ガ
ラ
層

Ｐ
５０
５

Ｍ
－
３１

Ⅱ
後
期
末
葉

８４
５４

３２
８

７４
８２

１４
１４

９６
Ｐ
５０
６

Ｌ
・
Ｍ
－３
１
Ⅱ

晩
期
前
葉

１３６
８０

５７
１

２
５７２

８８
６６３

５
１

３
１

６６
７６

７３９
Ｐ
５０
７

Ｔ
－
３４

Ⅲ
中

期
１７７

１２２
１３

６６
６６

６６

表
Ⅳ
－
６
土
坑
出
土
遺
物
一
覧
�

Ⅳ 遺構と遺物
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遺
構

番
号

グ
リ
ッ
ド

検 出 面
時
期

長
径

（
㎝
）
短
径

（
㎝
）
深
さ

（
㎝
）

土
器

土
器 計

土
製
品

土
製

品
計

漆
塗
製
品

漆
塗

製
品 計

石
器

石 器 計

石
製
品

そ の 他

骨
角
器

石製
品

骨角
器 他

全
体
合
計

備
考

Ⅰ 群
Ⅱ 群
Ⅲ 群

Ⅳ
群

Ⅴ
群

Ⅵ 群
Ⅶ 群

土 玉
垂 飾
耳 栓
環
状
土
製 品

オ
ロ
シ

ガ
ネ
状

土
製
品

焼 成 粘 土

土 偶 片 そ の 他

漆 塗 櫛

漆 塗 櫛 片

環 状 漆 塗 製 品

漆 塗 玉

そ の 他
石 鏃

石
槍
ナ
イ フ
石 錐

つ
ま
み

付
き

ナ
イ
フ

ス
ク
レ

イ
パ
ー
類

楔 形 石 器

石 核
石 斧
石 斧 片

石 斧 未 製 品

敲 き 石
砥 石
す り 石
石 皿

礫
石
器

そ
の
他
礫
そ の 他

フ
レ

イ
ク

玉 類
石 棒
石 製 品

サ メ 歯

骨 角 器
Ⅳ
a
Ⅳ
b
Ⅳ
c
Ⅴ
a
Ⅴ
b
Ⅴ
c

Ｐ
５０
８

Ｒ
－２
６・
２７

Ⅱ
晩
期
前
葉

１２５
１０６

７２
４

４６
２３６

２８６
３

２
１

１
２

１２
３４

５５
１９６

３
１９９

５４０
ベ
ン
ガ
ラ

Ｐ
５０
９

Ｒ
－
２７

Ⅱ
晩
期
前
葉

８４
５６

４６
１

２５
２６

２
２

１８
１８

４６
ベ
ン
ガ
ラ
層

Ｐ
５１
０

Ｒ
－
２７

Ⅱ
後
期
末
葉

１０４
５７

６４
１５

２
１５４

１７１
２

８
１０

４０
２

４２
２２３

Ｐ
５１
１

Ｒ
－
２７

Ⅱ
後
期
末
葉

１１８
７８

２４
２

３
４４

４９
２

２
２４

２４
２２９

２２９
３０４
ベ
ン
ガ
ラ

Ｐ
５１
２

Ｓ
－２
６・
２７

Ⅱ
晩
期
前
葉

９６
６８

３２
２

４７
４９

１
１

１３
１５

１２
１２

７６
Ｐ
５１
３

Ｓ
－
２８

Ⅱ
後
期
末
葉

９８
６２

２２
１４

５３
６７

１
１

１
２８

２９
２６

２６
１２３

Ｐ
５１
４

Ｓ
－
２８

Ⅱ
北
大
Ⅲ

５１
４３

９
１０

３５
４５

１
２

１
２

６
５１
一
括
土
器

Ｐ
５１
５

Ｒ
－
２８

Ⅱ
後
期
末
葉

１２４
９４

４６
６

１４３
１４９

１
２

１
１

１
２

４６
５４

９
２

１５
２６

２２９
ベ
ン
ガ
ラ

歯
Ｐ
５１
６

Ｒ
－
２８

Ⅱ
後
期
末
葉

９２
６８

２０
１

１
１２

１４
１

１
１

４
７

５１
５１

７２
Ｐ
５１
７

Ｒ
－
２９

Ⅱ
後
期
末
葉

１０６
６８

４１
６

６
１

４
５

１１
遺
体
層

Ｐ
５１
８

Ｒ
－
２９

Ⅱ
後
期
末
葉

９２
８８

４２
２

１
６

４４
５３

１
２

３
１

１
１

１０
１３

５
５

７４
歯

Ｐ
５１
９

Ｓ
－
２９

Ⅲ
後
期
末
葉

１４３
６５

５２
１

１１９
１２０

１
４

５
１

１
１

２５
２８

４５
１

３３
７９

２３２
ベ
ン
ガ
ラ
サ
メ
の
歯
・
歯

Ｐ
５２
０

Ｓ
－
２９

Ⅲ
後
期
中
葉

２７０
１２０

３７
２

６
１０

３
２１

２
３

６
１１

３２
Ｐ
５２
１

Ｒ
・
Ｓ
－３
０
Ⅲ

後
期
中
葉

２６６
１３３

３８
４０

１
１０

９
８

６８
１

１
２

２
１５

２１
８９

Ｐ
５２
２

Ｑ
・
Ｒ
－２
９
Ⅲ

後
期
中
葉

１０２
７７

２８
６

１
４２

５
５４

５
５

１
２

１
４

６３
後
期
中
葉

Ｐ
５２
３

Ｎ
・
Ｏ
－２
７
Ⅱ

晩
期
前
葉

７０
５６

１４
１

１
１

Ｐ
５２
４

Ｎ
・
Ｏ
－２
８
Ⅲ

晩
期
前
葉

１１５
９７

２２
３

１２
１５

１
２

２２
２５

４０
Ｐ
５２
５

Ｍ
・
Ｎ
－２
８
Ⅲ

晩
期
前
葉

１７３
１５１

３３
２

１１
１３

１
１

２
１５
黒
色
炭
化
材

Ｐ
５２
６

Ｒ
－
３２

Ⅲ
晩
期
前
葉

１２２
９４

２６
１

４
１

５９
４３

１０８
２

３
５

２
２

３４
２

６１
１０１

１
１

２１５
Ｈ
３９
を
切
る
ベ
ン
ガ
ラ

Ｐ
５２
７

Ｐ
－
２９

Ⅳ
前

期
１２０

８３
３２

６
６

１
１

４
６

１２
Ｈ
４２
下
ベ
ン
ガ
ラ

Ｐ
５２
８

Ｒ
－
３０

Ⅳ
中

期
１５２

１２４
２０

８
２

１０
５

１
２

４
１２

２２
Ｈ
４４
を
切
る

Ｐ
５２
９

Ｔ
－３
３・
３４

Ⅲ
―

９１
７８

１２
８

８
１

１
９

Ｐ
５３
０

Ｐ
－
２９

Ⅲ
中

期
１７７

（５
２）

３１
２５

１０１
１２６

１
１７

１８
１４４

Ｈ３
３に
切
ら
れ
Ｈ４
２を
切
る

Ｐ
５３
１

Ｋ
・
Ｌ
－２
８
Ⅲ

前
期

１４４
１２６

４４
１２

１２
１

１
２

４
１６

壙
底
面
か
ら
ベ
ン
ガ
ラ
を
検
出

Ｐ
５３
２

Ｌ
－
３０

Ⅲ
晩
期
前
葉

１０２
８６

２１
１

２
２

１７
２２

１
１０

１１
３３

Ｐ
５３
３

Ｌ
－
３０

Ⅲ
後
北
Ｃ
２
Ｄ

９２
６２

９
１

３
１

５
１

１
２

７
Ｐ
５３
４

Ｕ
－
３４

Ⅲ
中

期
１１４

９０
２３

４
４

１
１

２
６

Ｐ
５３
５

Ｕ
－
３４

Ⅲ
中

期
９６

６０
２６

３
３

３
Ｐ
５３
６

Ｐ
－
３０

Ⅳ
前

期
９４

６４
８

１
１

１
Ｐ
５３
７

Ｐ
－
３０

Ⅳ
前

期
１３７

９０
２０

２
２

４
２

３
８

４
２０

４
１４

５５
５９

Ｐ
５３
８

Ｐ
－
２９

Ⅳ
後
期
末
葉

１５１
７４

１１
１

５
６

４
４

１０
Ｐ
５３
９

Ｕ
－
３４

Ⅲ
早

期
７７

５８
１６

７
７

７
Ｐ
５４
０

Ｌ
・
Ｍ
－２
９

Ｈ４
１内
墓
前

期
１３４

１０２
３０

３９
３９

４
１

３
８

４７
Ｐ
５４
１

Ｕ
－
３６

Ⅲ
早

期
１１６

６８
１２

１
１

１
Ｐ
５４
２

Ｕ
－
３６

Ⅲ
後
期
中
葉

１２４
９８

２１
１

１
１

Ｐ
５４
３

Ｕ
－
３６

Ⅲ
中

期
９２

４８
２４

１
２

３
３

Ｐ
５４
４

Ｕ
・
Ｖ
－３
８
Ⅲ

後
期
後
葉

１１０
８８

４０
４

７
２

１３
６

１
３５

４２
５５

Ｐ
５４
５

Ｖ
・
Ｗ
－３
７
Ⅲ

―
６６

６０
１４

１
１

１
Ｐ
５４
６

Ｕ
－３
６・
３７

Ⅲ
前

期
７３

６２
３

１３
１３

１
１

１４
Ｐ
５４
７

Ｕ
・
Ｖ
－３
７
Ⅲ

前
期

８０
７８

１８
１

１
１

２
３

４
Ｐ
５４
８

Ｌ
・
Ｍ
－３
０
Ｈ４
１内

前
期

９０
７４

４０
７

７
１

２
３

１０
Ｐ
５４
９

Ｖ
－３
６・
３７

Ⅲ
早

期
１０４

６２
２５

１
１

１
Ｐ
５５
０

Ｐ
－
２８

Ⅳ
晩
期
前
葉

５０
４１

６
１

１
１

Ｐ
５５
１

Ｒ
－
３８

Ⅳ
後
期
後
葉

１０８
８０

２０
１

１
１

Ｐ
５５
２

Ｓ
－
３８

Ⅳ
後
期
後
葉

１２０
９３

１４
１

１４
１５

１
１

１
１

１７
Ｐ
５５
３

Ｒ
・
Ｓ
－３
９
Ⅳ

後
期
後
葉

１３０
１０８

１１
１

１
５５

１
５６

５７
歯

Ｐ
５５
４

Ｓ
－
３９

Ⅳ
後
期
後
葉

１３５
１０６

２７
７

２７
３４

１
１

１
３３

３４
８８

６
９４

１６３
サ
メ
の
歯
・
歯

Ｐ
５５
５

Ｓ
・
Ｔ
－３
９
Ⅳ

後
期
後
葉

１３４
１２６

１３
１

２
１

４
１

１
１

７
１０

１４
ベ
ン
ガ
ラ
含
む

Ｐ
５５
６

Ｔ
－
３９

Ⅳ
後
期
後
葉

８４
４８

２５
１

４
５

１
１

６
Ｐ
５５
７

Ｓ
－
３９

Ⅳ
後
期
後
葉

７８
４２

４２
３８

３８
１

１
３９
１
号
周
堤
墓

Ｐ
５５
８

Ｓ
－３
９・
４０

Ⅳ
後
期
後
葉

７０
４６

４１
３３

３３
１

２
３

３６
１
号
周
堤
墓
・
ベ
ン
ガ
ラ

Ｐ
５５
９

Ｓ
－
４０

Ⅳ
後
期
後
葉

８３
６２

６０
３

３
１

１
４
１
号
周
堤
墓
・
ベ
ン
ガ
ラ
層

Ｐ
５６
０

Ｓ
－
４０

Ⅳ
後
期
後
葉

１００
６８

７３
１

１
１
１
号
周
堤
墓

Ｐ
５６
１

Ｓ
－
４０

Ⅳ
後
期
後
葉

１０７
４６

３２
２

２
１

１
３
１
号
周
堤
墓

Ｐ
５６
２

Ｓ
－
４０

Ⅳ
後
期
後
葉

７９
６０

５９
３

３
１

１
４

１号
周堤
墓・
ベン
ガラ
層
歯

Ｐ
５６
３

Ｓ
－
４０

Ⅳ
後
期
後
葉

（７
１）

６６
５３

１
２

３
１

１
４
１
号
周
堤
墓
・
遺
体
層

Ｐ
５６
４

Ｒ
－
４１

Ⅳ
晩
期
後
葉

７８
５４

２３
２

２
２

２
４
人
歯
（
上
顎
・
下
顎
）

表
Ⅳ
－
６
土
坑
出
土
遺
物
一
覧
�
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遺
構

番
号

グ
リ
ッ
ド

検 出 面
時
期

長
径

（
㎝
）
短
径

（
㎝
）
深
さ

（
㎝
）

土
器

土
器 計

土
製
品

土
製

品
計

漆
塗
製
品

漆
塗

製
品 計

石
器

石 器 計

石
製
品

そ の 他

骨
角
器

石製
品

骨角
器 他

全
体
合
計

備
考

Ⅰ 群
Ⅱ 群
Ⅲ 群

Ⅳ
群

Ⅴ
群

Ⅵ 群
Ⅶ 群

土 玉
垂 飾
耳 栓
環
状
土
製 品

オ
ロ
シ

ガ
ネ
状

土
製
品

焼 成 粘 土

土 偶 片 そ の 他

漆 塗 櫛

漆 塗 櫛 片

環 状 漆 塗 製 品

漆 塗 玉

そ の 他
石 鏃

石
槍
ナ
イ フ
石 錐

つ
ま
み

付
き

ナ
イ
フ

ス
ク
レ

イ
パ
ー
類

楔 形 石 器

石 核
石 斧
石 斧 片

石 斧 未 製 品

敲 き 石
砥 石
す り 石
石 皿

礫
石
器

そ
の
他
礫
そ の 他

フ
レ

イ
ク

玉 類
石 棒
石 製 品

サ メ 歯

骨 角 器
Ⅳ
a
Ⅳ
b
Ⅳ
c
Ⅴ
a
Ⅴ
b
Ⅴ
c

Ｐ
５６
５

Ｒ
－
４１

Ⅳ
晩
期
後
葉

１４６
８４

４０
１

１
１

３
６

１
２

３
９

Ｐ
５６
６

Ｒ
－
４２

Ⅳ
晩
期
後
葉

８２
７８

８
１

１
１

１
２

Ｐ
５６
７

Ｓ
－４
１・
４２

Ⅳ
後
期
後
葉

７４
４８

１３
Ｐ
５６
８

Ｓ
・
Ｔ
－４
１
Ⅳ

後
期
後
葉

１０２
４６

８
３

３
３

３
６

Ｐ
５６
９

Ｓ
・
Ｔ
－４
２
Ⅳ

後
期
後
葉

１０２
７４

４１
７

２
９

１
１

２
１１
ベ
ン
ガ
ラ

Ｐ
５７
０

Ｓ
－
４２

Ⅳ
後
期
後
葉

１１４
９８

２１
２

２３
２５

１
１

１
５

２７
３５

１４
１４

７４
Ｐ
５７
１

Ｓ
・
Ｔ
－４
３
Ⅳ

後
期
後
葉

１０９
６２

２４
３

１０
１３

１
３７５

３７６
３８９

Ｐ
５７
２

Ｓ
－
４３

Ⅳ
後
期
後
葉

７２
６２

２２
２

２
１

２
１０

１３
１５

Ｐ
５７
３

Ｓ
・
Ｔ
－４
３
Ⅳ

後
期
後
葉

９６
７０

８
Ｐ
５７
４

Ｔ
・
Ｕ
－４
４
Ⅳ

後
期
後
葉

１９８
９０

－
２

２
２
ベ
ン
ガ
ラ

Ｐ
５７
５

Ｖ
－
４３

Ⅳ
後
期
後
葉

（９
０）

（６
７）

８
３

３
１４

１４
１７
ベ
ン
ガ
ラ

Ｐ
５７
６

Ｖ
－
４３

Ⅳ
後
期
後
葉

８２
４２

８
ベ
ン
ガ
ラ

Ｐ
５７
７

Ｔ
・
Ｕ
－４
３
Ⅳ

後
期
後
葉

１４６
６８

１８
７

２
９

２
１

１
８

１２
２１
遺
体
層
ベ
ン
ガ
ラ
含
む

Ｐ
５７
８

Ｕ
－
４３

Ⅳ
後
期
後
葉

１１４
６４

２１
遺
体
層

歯
Ｐ
５７
９

Ｔ
－
４２

Ⅳ
後
期
後
葉

１２０
５６

１７
１

１
４

４
５
遺
体
層

Ｐ
５８
０

Ｔ
・
Ｕ
－４
２
Ⅳ

後
期
後
葉

１３３
６５

９
Ｐ
５８
１

Ｔ
－
４１

Ⅳ
後
期
後
葉

１１６
５４

３０
９

９
２

１
６

９
１

１
１９
遺
体
層

歯
Ｐ
５８
２

Ｔ・
Ｕ－
４０
・４
１
Ⅳ

後
期
後
葉

８９
５４

３６
１

２４
２５

４
１

１０
１５

４０
遺
体
層
ベ
ン
ガ
ラ
歯

Ｐ
５８
３

Ｔ
・
Ｕ
－４
０
Ⅳ

後
期
後
葉

１０２
４４

３４
４

２４
２８

５
１

２
２

６
１６

４４
遺
体
層

歯
Ｐ
５８
４

Ｕ
－
４０

Ⅳ
後
期
後
葉

９０
５６

５０
３

２９
１

２
３５

１
１

１４
１６

５１
歯

Ｐ
５８
５

Ｕ
－
４０

Ⅳ
後
期
後
葉

１０１
５６

１６
２

２
５

５
７
遺
体
層

Ｐ
５８
６

Ｕ
－
４０

Ⅳ
後
期
後
葉

１１０
９０

３８
１

１
２

２
遺
体
層

Ｐ
５８
７

Ｕ
－３
９・
４０

Ⅳ
後
期
後
葉

１０６
６４

６５
２

７
９

１
４

５
１４
歯

Ｐ
５８
８

Ｕ
－
３９

Ⅳ
晩
期
後
葉

６９
６０

１６
Ｐ
５８
９

Ｕ
－
３９

Ⅳ
後
期
後
葉

１２１
８５

５８
５

２
７

２
２

１
１

１０
遺
体
層

Ｐ
５９
０

Ｕ
－
３９

Ⅳ
晩
期
後
葉

８１
７４

１７
１

２
６

１
１０

１
２

３
１３

Ｐ
５９
１

Ｔ
－
３９

Ⅳ
後
期
後
葉

９１
６０

４３
１

６
１２

１
２０

１
１

１
１９

２２
４２

Ｐ
５９
２

Ｕ
－
３８

Ⅳ
後
期
後
葉

１４２
８８

６３
１４

１４
３

３
３

３
２０
遺
体
層

Ｐ
５９
３

Ｖ
－３
８・
３９

Ⅳ
後
期
後
葉

１３０
９６

２３
２

２０
１５

２
３９

１
２

１４
１７

５６
Ｐ
５９
４

Ｖ
－３
８・
３９

Ⅳ
後
期
後
葉

１４２
８９

２８
１

１８
３８

４
１０

７１
４

２
１

１
１６

２４
９５

Ｐ
５９
５

Ｖ
・
Ｗ
－３
８
Ⅳ

後
期
後
葉

７１
３９

４
Ｐ
５９
６

Ｔ
－
２５

Ⅳ
中

期
（５
２）

５０
２２

３
３

１
１

７
８９５

９０４
９０７

Ｐ
５９
７

Ｘ
－３
８・
３９

Ⅳ
晩
期
後
葉

９１
７６

１９
１

４
５

１
４

５
１０

Ｐ
５９
８

Ｘ
－
３８

Ⅳ
―

６２
５８

１１
１

１
１

１
２

Ｐ
５９
９

Ｔ
・
Ｕ
－４
０
Ⅳ

後
期
前
葉

１０９
４６

５
１

１
１

Ｐ
６０
０
Ｕ
－
４１
杭

Ⅳ
後
期
後
葉

（１
０２
）

５８
７２

２
号
周
堤
墓

Ｐ
６０
１

Ｕ
・
Ｖ
－４
２
Ⅳ

後
期
後
葉

１０８
７１

３８
６

１４
２０

１
３

４
２４

Ｐ
６０
２

Ｕ
・
Ｖ
－４
２
Ⅳ

後
期
後
葉

１１４
６４

５２
１

１
１

１
２

Ｐ
６０
３

Ｖ
－４
１・
４２

Ⅳ
中

期
９０

６２
６

１
１

１
１

２
Ｐ
６０
４

Ｐ
－
２８

Ⅳ
中

期
８９

６０
３４

３
３

３
Ｐ
５５
０
に
切
ら
れ
る

Ｐ
６０
５

Ｔ
－
２８

Ⅲ
中

期
９０

７８
１９

１
１

１
Ｐ
６０
６

Ｔ
－
３４

Ⅳ
―

１１６
７９

２４
Ｐ
６０
７

Ｐ
－
２８

Ⅳ
中

期
（８
６）

７９
４７

２９
２９

５
２

３６
４３

７２
Ｐ
６０
８

Ｓ
・
Ｔ
－２
８
Ⅲ

後
期
中
葉

６２
５７

２２
５

５
１０

１
１

１
２

５
１５

Ｐ
６０
９

Ｓ
－２
７・
２８

Ｈ４
７上
後
期
中
葉

８８
８１

３７
３

２６
３７

６６
１

１
１

８
１１

７７
中
期
の
住
居
の
下
か
ら
検
出

Ｐ
６１
０

Ｎ
－
２９

Ｈ２
８上
晩
期
前
葉

１０５
８２

７０
３９

２
４１

１１
１１

５２
中
期
の
住
居
Ｈ４
８を
切
る

Ｐ
６１
１

Ｌ
－
２８

Ⅳ
前

期
１０４

９４
２４

１
１

１
Ｐ
６１
２

Ｕ
－
３６

Ⅲ
―

８２
５６

１６
Ｐ
６１
３

Ｎ
－
２９

Ⅲ
中

期
（１
６４
）

１９１
１６

５８
１

５９
５９
炭
化
物

Ｐ
６１
４

Ｍ
－
３３

Ⅲ
晩
期
中
葉

７８
７５

１２
２

２
５

９
１

１
２

１１
Ｐ
６１
５

Ｍ
－
３３

Ⅲ
晩
期
中
葉

８２
６１

３０
２

６
１５

１３
３６

１
３

２
１７

２３
５９

Ｐ
６１
６

Ｏ
－
２８

Ⅲ
晩
期
前
葉

１２１
６４

８０
２３

２
２５

１
５

６
３１

深
い
柱
穴
が
２
つ
並
ん
だ
も
の

Ｐ
６１
７

Ｌ
・
Ｍ
－３
０
Ⅲ

前
期

１２７
１２０

４４
１５

１３
１８

４６
１

１２
１３

５９
Ｐ
６１
８

Ｌ
－２
９・
３０

Ⅳ
晩
期
前
葉

１０６
８０

１９
１

３
３

２９
３６

１
１

１０
１２

４８
Ｐ
６１
９

Ｍ
－
３４

Ⅲ
後
期
後
葉

１２０
１０５

２９
２

２
２

５１
５７

１
３

２
１

２２
２９

８６
Ｐ
６２
０

Ｔ
－
３４

Ⅲ
中

期
６０

４４
１０

１
２

３
３

Ｐ
６２
１

Ｔ
－
３４

Ⅲ
―

１６２
１００

２３
１

１
１

表
Ⅳ
－
６
土
坑
出
土
遺
物
一
覧
�
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遺
構

番
号

グ
リ
ッ
ド

検 出 面
時
期

長
径

（
㎝
）
短
径

（
㎝
）
深
さ

（
㎝
）

土
器

土
器 計

土
製
品

土
製

品
計

漆
塗
製
品

漆
塗

製
品 計

石
器

石 器 計

石
製
品

そ の 他

骨
角
器

石製
品

骨角
器 他

全
体
合
計

備
考

Ⅰ 群
Ⅱ 群
Ⅲ 群

Ⅳ
群

Ⅴ
群

Ⅵ 群
Ⅶ 群

土 玉
垂 飾
耳 栓
環
状
土
製 品

オ
ロ
シ

ガ
ネ
状

土
製
品

焼 成 粘 土

土 偶 片 そ の 他

漆 塗 櫛

漆 塗 櫛 片

環 状 漆 塗 製 品

漆 塗 玉

そ の 他
石 鏃

石
槍
ナ
イ フ
石 錐

つ
ま
み

付
き

ナ
イ
フ

ス
ク
レ

イ
パ
ー
類

楔 形 石 器

石 核
石 斧
石 斧 片

石 斧 未 製 品

敲 き 石
砥 石
す り 石
石 皿

礫
石
器

そ
の
他
礫
そ の 他

フ
レ

イ
ク

玉 類
石 棒
石 製 品

サ メ 歯

骨 角 器
Ⅳ
a
Ⅳ
b
Ⅳ
c
Ⅴ
a
Ⅴ
b
Ⅴ
c

Ｐ
６２
２

Ｓ
－
３６

Ⅲ
晩
期
後
葉

５２
５０

１２
４

２
６

１
１

７
Ｐ
６２
３

Ｐ
－
３１

Ⅲ
後
期
後
葉

６０
５１

９
６

１
１５

２２
１

３４
３５

５７
Ｐ
６２
４

Ｍ
－
２９

Ⅳ
前

期
１１２

８１
２１

１
１

１
１

２
Ｐ
６２
５

Ｍ
－
３０

Ⅲ
早

期
９８

８２
２８

２７
１３５

１６２
１６２

Ｐ
６２
６

Ｍ
－
３０

Ⅲ
前

期
７６

７４
２６

４
４

１
１

５
Ｐ
６２
７

Ｍ
・
Ｎ
－３
０
Ⅲ

―
８０

６４
１５

１
１

１
Ｐ
６２
８

Ｍ
－２
９・
３０

Ⅳ
―

６６
５０

２７
Ｐ
６２
９

Ｎ
－
３０

Ⅲ
―

１０６
７８

２３
８

８
１

１
９

Ｐ
６３
０

Ｍ
－
３０

Ⅲ
早

期
１０２

７９
１２

４
４

２
２

６
Ｐ
６３
１

Ｓ
－
３４

Ⅲ
―

７２
４５

１４
Ｈ３
８Ｈ
Ｐ１
３を
Ｐ６
３１
に

Ｐ
６３
２

Ｒ
－
３６

Ⅲ
中

期
２１８

１６２
２８

１
４６１

３
４６５

９
６

１
４

９３４
９５４

１４１
９
Ｆ
Ｃ
集
中
・
炭
化
物
集
中

Ｐ
６３
３

Ｕ
－
３６

Ⅲ
―

６６
４４

１８
Ｐ
６３
４

Ｔ
－３
６・
３７

Ⅲ
中

期
１２３

９６
２７

１
１

３
１

４
５

Ｐ
６３
５

Ｓ
－
２６

Ⅲ
後
期
中
葉

１１８
１０７

３２
３

７
１０

２
２

１
５

１５
粘
土

Ｐ
６３
６

Ｎ
・
Ｏ
－２
８
Ⅲ

前
期

１１４
１０２

４４
１４

１４
１

１
１５

Ｐ
６３
７

Ｎ
－
２８

Ⅲ
―

８４
６０

１２
１

１
１

Ｐ
６３
８

Ｍ
－
３３

Ⅲ
晩
期
中
葉

６６
４８

１４
７

７
１

１
２

９
Ｐ
６３
９

Ｎ
－
３４

Ⅲ
晩
期
中
葉

１１５
９８

３５
１

６８
３１

１００
１

１
１７

１９
１１９

Ｐ
６４
０

Ｎ
・
Ｏ
－３
７
Ⅲ

中
期

２１３
１６５

１３
３

１４１
１４４

１
２

２
３

８
１５２
Ｈ
５６
を
切
る

Ｐ
６４
１

Ｎ
－
２９

Ⅳ
前

期
８８

５９
３０

Ｐ
６４
２

Ｒ
－
２８

Ⅲ
後
期
末
葉

６９
６０

５０
１

２０
２１

１
１

１
１

３
７

２８
Ｐ
６４
３

Ｖ
－
３７

Ⅲ
―

１０４
９０

６０
１

１
１

Ｐ
６４
４

Ｏ
－
２７

Ⅳ
中

期
７３

６０
１３

１
１

１
Ｐ
６４
５

Ｐ
－３
１・
３２

Ⅲ
早

期
１７３

１４８
１１

３
３

２
２

５
Ｐ
６４
６

Ｖ
－
３７

Ⅲ
前

期
８０

６０
４２

１
１

１
Ｐ
６４
７

Ｔ
－
３７

Ⅲ
前

期
２４５

１９４
１５

５
５

２
１

１
４

８
１３
Ｐ６
３４
・６
４８
と
切
り
あ
う

Ｐ
６４
８

Ｔ
－
３７

Ⅲ
前

期
１０３

（４
６）

１４
１

１
３

３
４
Ｐ
６４
７
と
切
り
あ
う

Ｐ
６４
９

Ｓ
・
Ｔ
－３
７
Ⅲ

前
期

１５０
（７
７）

６
１

１
１
Ｈ
５４
と
切
り
あ
う

Ｐ
６５
０

Ｑ
－
３７

Ⅲ
後
北
Ｃ
２
Ｄ

５８
５３

１８
２

２
１

１
３

Ｐ
６５
１

Ｐ
－
３０

Ⅲ
早

期
５６

４８
１６

８
８

１
１

９
Ｐ
６５
２

Ｑ
－
２７

Ⅲ
晩
期
前
葉

５６
４２

１２
１５

１５
１

１
１６

Ｐ
６５
３

Ｑ
－
２９

Ⅲ
後
期
後
葉

７３
６２

２１
１

１
２

４
５

５
９

Ｐ
６５
４

Ｑ
－３
７・
３８

Ⅲ
早

期
７８

７１
１９

６
６

１
１

２
８

Ｐ
６５
５

Ｎ
－３
２・
３３

Ⅲ
後
期
後
葉

１２５
（８
４）

８８
１

１
５１

６７
１２０

１
１

３
２

１８
２５

１４５
歯

Ｐ
６５
６

Ｐ
－
２９

Ⅲ
早

期
１４３

９０
１４

５７
５７

１
１

５８
Ｐ
６５
７

Ｔ
－
３７

Ⅲ
後
北
Ｃ
２
Ｄ

６４
５６

２０
Ｐ
６５
８

Ｑ
－
３７

Ⅲ
後
北
Ｃ
２
Ｄ

６６
６３

２８
１４

１４
１

１２
１３

２７
Ｐ
６５
９

Ｎ
－
２７

Ⅳ
早

期
１４２

７１
２２

Ｐ
６６
０

Ｑ
－
３５

Ｈ６
１床

中
期

１０４
８０

１８
７

７
１

２
２

９
１４

２１
Ｐ
６６
１

Ｑ
－
３７

後
期
後
葉

９１
（６
０）

２４
１

１
１
Ｐ
６５
０
と
切
り
あ
う

Ｐ
６６
２

Ｏ
－２
９・
３０

Ⅲ
―

６４
５１

２１
Ｐ
６６
３

Ｏ
－
３０

Ⅲ
前

期
１２８

１０４
４３

５
５

１
２

２
５

１０
Ｈ５
５（
後
中
）
に
切
ら
れ
る

Ｐ
６６
４

Ｌ
－
３１

Ⅲ
前

期
８４

６１
４１

Ｐ４
６１
（
後
）
に
切
ら
れ
る

Ｐ
６６
５

Ｒ
・
Ｓ
－３
５
Ⅲ

前
期

１０２
７９

３０
１

１
１

５
８

２
１

１
１

１９
２０

Ｐ
６６
６

Ｏ
－
３１

Ⅱ
後
期
後
葉

１３８
１１１

５２
１

４
２

４
１１

１
１４

１
１６

４２
６

４８
７５

Ｐ
６６
７

Ｐ
・
Ｑ
－３
２
Ⅳ

―
７６

５６
３９

Ｐ
６６
８

Ｒ
－
３０

Ⅲ
早

期
８６

７７
２４

４７
４７

４７
Ｐ
６６
９

Ｎ
－
３２

Ⅲ
後
北
Ｃ
２
Ｄ

７８
７４

２９
１

１
１５

１７
１

３
４

２１
Ｐ
６７
０

Ｍ
－
３２

Ⅲ
中

期
７７

７５
２６

２
２

２
Ｐ
６７
１

Ｎ
－
３６

Ⅳ
中

期
１０８

８４
２０

５
２

５
１２

１
１

１
３

３
９

２１
Ｐ
６７
２

Ｍ
－
３２

Ⅲ
後
期
後
葉

５３
４２

１６
１

１
１

Ｐ
６７
３

Ｐ
－
３２

Ⅳ
早

期
８２

６３
１３

Ｐ
６７
４

Ｒ
－
３０

Ⅳ
―

６１
６０

１０
４

４
４

Ｐ
６７
５

Ｒ
－
２８

Ⅳ
中

期
６２

６０
１１

Ｐ
６７
６

Ｎ
－
３６

Ⅲ
晩
期
中
葉

（６
０）

６０
１５

１０
１８

４
３２

１
１

１
６

９
４１

Ｐ
６７
７

欠
番

－
－

－
－

－
元Ｐ
６７７
はＴ
Ｐ１
５へ

Ｈ６
６そ
ば

Ｐ
６７
８

Ｏ
－
３５

Ⅲ
前

期
２２０

１７６
２４

３
２０

４
６

３３
１

１
４

１６
２２

５５

表
Ⅳ
－
６
土
坑
出
土
遺
物
一
覧
�

―１８４―



遺
構

番
号

グ
リ
ッ
ド

検 出 面
時
期

長
径

（
㎝
）
短
径

（
㎝
）
深
さ

（
㎝
）

土
器

土
器 計

土
製
品

土
製

品
計

漆
塗
製
品

漆
塗

製
品 計

石
器

石 器 計

石
製
品

そ の 他

骨
角
器

石製
品

骨角
器 他

全
体
合
計

備
考

Ⅰ 群
Ⅱ 群
Ⅲ 群

Ⅳ
群

Ⅴ
群

Ⅵ 群
Ⅶ 群

土 玉
垂 飾
耳 栓
環
状
土
製 品

オ
ロ
シ

ガ
ネ
状

土
製
品

焼 成 粘 土

土 偶 片 そ の 他

漆 塗 櫛

漆 塗 櫛 片

環 状 漆 塗 製 品

漆 塗 玉

そ の 他
石 鏃

石
槍
ナ
イ フ
石 錐

つ
ま
み

付
き

ナ
イ
フ

ス
ク
レ

イ
パ
ー
類

楔 形 石 器

石 核
石 斧
石 斧 片

石 斧 未 製 品

敲 き 石
砥 石
す り 石
石 皿

礫
石
器

そ
の
他
礫
そ の 他

フ
レ

イ
ク

玉 類
石 棒
石 製 品

サ メ 歯

骨 角 器
Ⅳ
a
Ⅳ
b
Ⅳ
c
Ⅴ
a
Ⅴ
b
Ⅴ
c

Ｐ
６７
９

Ｒ
－
３６

Ⅲ
中

期
２８８

（１
６２
）

２７
１８

１８
１

１
２

４
２２

Ｐ６
３２
に切

られ
る

Ｐ６
８４
を切

る
Ｐ
６８
０

Ｏ
－
３０

Ⅱ
前

期
１５６

１０２
１８

３８
３８

１
２

１
１

５
４３

Ｐ
６８
１

Ｎ
－
３５

Ⅲ
晩
期
中
葉

１０２
８６

３３
１

９
８６

２
９８

２
１

１
４０

４４
１４２

Ｐ
６８
２

Ｏ
－
３１

Ⅱ
前

期
（６
２）

６８
２６

９
９

９
Ｈ
５５
に
切
ら
れ
る

Ｐ
６８
３

Ｎ
－
３６

Ⅲ
晩
期
中
葉

７９
６６

１８
７

１
１８

２６
１

４
５

３１
Ｐ
６８
４

Ｒ
－
３６

Ⅲ
中

期
（５
８）

８３
１５

３４
３４

１
４

５
３９
Ｐ６
３２
・６
７９
と
切
り
あ
う

Ｐ
６８
５

Ｘ
－
３８

Ⅲ
―

１２２
９６

１６
Ｐ
６８
６

欠
番

－
－

－
－

－
Ｐ
６８
７

Ｒ
－４
６・
４７

Ⅳ
後
期
後
葉

１２７
９６

２１
４

４
２

２
６

Ｐ
６８
８

Ｒ
－
４６

Ⅳ
中

期
１５２

１１１
１０

１
１

１
２

３
４

Ｐ
６８
９

Ｖ
－
４６

Ⅳ
後
期
後
葉

１３６
９４

４１
１３

１３
１

１１
５

１７
１

１
３１
３
号
周
堤
墓

Ｐ
６９
０

Ｖ
－４
５・
４６

Ⅳ
後
期
後
葉

１７５
８８

４８
５

５
１

１
１

１
１

３
６

１
１

１３
３
号
周
堤
墓
・
ベ
ン
ガ
ラ
骨

Ｐ
６９
１

Ｖ
－
４５

Ⅳ
後
期
後
葉

１８６
７２

５２
９

９
２

２
１１

３号
周堤
墓・
Ｐ６
９２
に切
られ
る

Ｐ
６９
２

Ｖ
－
４５

Ⅳ
晩
期
後
葉

１１０
（８
２）

２６
２０

２５０
２７０

１
１

２
８３

８７
３５７
Ｐ
６９
１
を
切
る

Ｐ
６９
３

Ｎ
－
３６

Ⅱ
晩
期
中
葉

８８
８４

３０
２

２
７

２２
３３

１
１０

１１
４４

Ｐ
６９
４

Ｎ
－
３６

Ⅲ
中

期
１００

６８
８

２
１

１
４

４
Ｈ７０
内に
検出

ベン
ガラ
あり

墓？
Ｐ
６９
５

Ｒ
－
３６

Ⅲ
中

期
（１
２０
）

１６５
－

３
３

６
１

１
７
Ｐ
６７
９
に
切
ら
れ
る

Ｐ
６９
６

Ｑ
・
Ｒ
－４
６
Ｈ７
１上
晩
期
後
葉

９８
８４

２３
２

１２
１

１５
１

１
２

２
１

７
２２

Ｐ
６９
７

Ｍ
－
３３

Ⅳ
早

期
６８

５４
９

４
１

５
７

６
２５

２
３７

７７
８２
Ｈ６
７内
検
出
ベ
ン
ガ
ラ

Ｐ
６９
８

Ｎ
－３
２・
３３

Ⅳ
中

期
（１
２４
）
（８
０）

２３
１

１
１

１
２

３
Ｐ
４９
６
に
切
ら
れ
る

Ｐ
６９
９

Ｔ
－
４５

Ⅳ
晩
期
後
葉

１１７
９４

１８
１

１
２

２
歯
・
骨

Ｐ
７０
０

Ｗ
－
４１

Ⅳ
晩
期
後
葉

７０
６４

１６
４

４
１

１
５

Ｐ
７０
１

Ｗ
－
４１

Ⅳ
晩
期
後
葉

６５
６４

２２
３

１
４

４
Ｐ
７０
２

Ｕ
－４
３・
４４

Ⅳ
早

期
９０

７４
１６

４
４

１
１

５
Ｐ
７０
３

Ｖ
－
４１

Ⅳ
晩
期
後
葉

５１
４９

１２
Ｐ
７０
４

Ｗ
－
４１

Ⅳ
晩
期
後
葉

４５
４１

２２
Ｐ
７０
５

Ｑ
－
４５

Ｈ７
１上
晩
期
後
葉

１２８
７８

６２
５

５
１

１
２

７
Ｈ
７１
を
切
る

Ｐ
７０
６

Ｑ
－
４５

Ｈ７
１上
晩
期
後
葉

８５
８０

２３
１

１
１
Ｈ
７１
を
切
る

Ｐ
７０
７

Ｗ
－
４０

Ⅳ
晩
期
後
葉

５９
４３

１９
１

１
１

Ｐ
７０
８

Ｓ
－
４８

Ⅳ
後
期
後
葉

１７８
６５

１５
２

２
１

１
３

Ｐ
７０
９

Ｍ・
Ｎ－
３４
・３
５
Ⅲ

中
期

１２５
１０８

１９
１５２

５
１５７

１
１

３
１

２５２
２５８

４１５
Ｐ
７１
０

Ｖ
－３
９・
４０

Ⅳ
晩
期
後
葉

５５
５３

１４
Ｐ
７１
１

Ｐ
－
３６

Ⅲ
前

期
６９

５６
１８

Ｐ
７１
２

Ｍ
－
３３

Ⅳ
早

期
６３

５６
１５

Ｐ
７１
３

Ｏ
－
３１

Ⅱ
後
期
後
葉

８１
４８

１８
５

１８
２３

２
１０

１２
１１

１１
４６

遺
体
層
ベ
ン
ガ
ラ
含
む
歯

Ｐ
７１
４

Ｍ
－
３４

Ⅳ
後
期
後
葉

９８
５８

４１
２

１８
２０

５
５

２５
遺
体
層

歯
Ｐ
７１
５

Ｏ・
Ｐ－
３１
・３
２
Ⅲ

前
期

３０５
１９９

４６
１２

８
１

２１
１

２
２

１
２

１
１

１
８

１９
４０

Ｈ７
５内

Ｐ４
１０
に
切
ら
れ
る

Ｐ
７１
６

Ｏ
－
３１

Ⅱ
後
期
後
葉

（２
７）

６２
４２

１
１９

２０
１

５
６

１
１

２７
Ｐ４１
１に
切ら
れる

歯
炭化
クル
ミ

Ｐ
７１
７

Ｖ
－
３７

Ⅳ
―

８０
５７

－
Ｐ
７１
８

Ｑ
－
３７

Ⅳ
早

期
８６

６８
２４

８
８

１
１

２
１０

Ｐ
７１
９

Ｒ
－
３７

Ⅳ
早

期
７８

６６
１７

１
１

３
１

８
１４

１４
Ｐ
７２
０

Ｒ
－
３７

Ⅳ
早

期
５１

３２
９

Ｐ
７２
１

Ｑ
・
Ｒ
－３
７
Ⅳ

早
期

８４
７９

２０
３

３
１

１
４

Ｐ
７２
２

Ｒ
－
３８

Ⅳ
早

期
７３

５０
２０

５
５

１
１

２
７

Ｐ
７２
３

Ｒ
－
３７

Ⅳ
早

期
６７

６１
１０

Ｐ
７２
４

Ｑ
・
Ｒ
－３
７
Ⅳ

早
期

８９
６０

９
Ｐ
７２
５

Ｓ
－
３７

Ⅳ
早

期
５４

４４
１４

１６
１６

１６
Ｐ
７２
６

Ｏ
－
３１

Ｈ７
５床

前
期

６９
４５

１６
１

１
１

１
２

３
Ｈ
７５
よ
り
新
し
い

Ｐ
７２
７

欠
番

－
－

－
－

－
Ｐ
７２
８

Ｐ
－
３９

Ⅳ
晩
期
後
葉

１０５
７８

４
１

１
１

Ｐ
７２
９

Ｐ
－
３９

Ⅳ
晩
期
後
葉

１０８
７４

９
１

１
１

１
１

３
４

Ｐ
７３
０

Ｐ
－
３９

Ⅳ
晩
期
後
葉

１２９
７０

９
３

３
３

Ｐ
７３
１

Ｏ
・
Ｐ
－３
８
Ⅳ

―
８８

４０
１５

４
４

２
２

６

表
Ⅳ
－
６
土
坑
出
土
遺
物
一
覧
�

Ⅳ 遺構と遺物
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遺
構

番
号

グ
リ
ッ
ド

検 出 面
時
期

長
径

（
㎝
）
短
径

（
㎝
）
深
さ

（
㎝
）

土
器

土
器 計

土
製
品

土
製

品
計

漆
塗
製
品

漆
塗

製
品 計

石
器

石 器 計

石
製
品

そ の 他

骨
角
器

石製
品

骨角
器 他

全
体
合
計

備
考

Ⅰ 群
Ⅱ 群
Ⅲ 群

Ⅳ
群

Ⅴ
群

Ⅵ 群
Ⅶ 群

土 玉
垂 飾
耳 栓
環
状
土
製 品

オ
ロ
シ

ガ
ネ
状

土
製
品

焼 成 粘 土

土 偶 片 そ の 他

漆 塗 櫛

漆 塗 櫛 片

環 状 漆 塗 製 品

漆 塗 玉

そ の 他
石 鏃

石
槍
ナ
イ フ
石 錐

つ
ま
み

付
き

ナ
イ
フ

ス
ク
レ

イ
パ
ー
類

楔 形 石 器

石 核
石 斧
石 斧 片

石 斧 未 製 品

敲 き 石
砥 石
す り 石
石 皿

礫
石
器

そ
の
他
礫
そ の 他

フ
レ

イ
ク

玉 類
石 棒
石 製 品

サ メ 歯

骨 角 器
Ⅳ
a
Ⅳ
b
Ⅳ
c
Ⅴ
a
Ⅴ
b
Ⅴ
c

Ｐ
７３
２

欠
番

－
－

－
－

－
１

１
１
遺
物
は
包
含
層
へ

Ｐ
７３
３

Ｍ
・
Ｎ
－３
５
Ⅳ

晩
期
中
葉

８６
７３

１２
６

６
１

１
２

８
Ｐ
７３
４

Ｏ
－
３６

Ⅳ
―

５０
４７

９
Ｐ
７３
５

Ｎ
－
３５

Ⅳ
中

期
８２

７８
１４

１
３

４
１

１
５

Ｐ
７３
６

Ｏ
－
３６

Ⅲ
上

―
８６

７０
２６

４
４

４
Ｐ
７３
７

Ｎ
－
３６

Ⅳ
早

期
６７

４４
１５

８
８

８
Ｐ
７３
８

Ｎ
・
Ｏ
－３
５
Ⅳ

早
期

１０５
９２

３４
１３

１３
２

１
２

３
８

２１
Ｐ
７３
９

Ｎ
－
３５

Ⅳ
早

期
７７

６２
２１

７
３

１０
１

１
２

１２
Ｐ
７４
０

Ｓ
－
３３

Ⅳ
―

５４
３５

６
Ｐ
７４
１

Ｎ
－
３７

Ⅳ
―

８８
６６

３２
Ｐ
７４
２

Ｓ
・
Ｔ
－３
８
Ⅳ

早
期

１５１
８９

２１
１

１
２

２
Ｐ
７４
３

Ｕ
－３
９・
４０

Ⅳ
後
期
後
葉

１０７
７７

４４
１

１
２

２
Ｐ
７４
４

Ｒ
－３
４・
３４

Ⅳ
―

７２
６０

１３
Ｐ
７４
５

Ｔ
－
３９

Ⅳ
後
期
後
葉

９３
５４

６２
１

４
８

１３
１

６
７

２０
ベ
ン
ガ
ラ

歯
Ｐ
７４
６

Ｒ
－
３５

Ⅳ
―

１１３
７４

２０
１

１
１

Ｐ
７４
７

Ｓ
－
３９

Ⅳ
後
期
後
葉

１１３
７８

３４
６

１
７

７
１
号
周
堤
墓

Ｐ
７４
８

Ｓ
－
４０

Ⅳ
後
期
後
葉

１０６
６２

６８
７

７
７
１
号
周
堤
墓
・
ベ
ン
ガ
ラ

Ｐ
７４
９

Ｔ
－
４０

Ⅳ
後
期
後
葉

９２
６４

６２
１

１
１
１
号
周
堤
墓

Ｐ
７５
０

Ｔ
－
４０

Ⅳ
後
期
後
葉

６８
５４

４０
１３０

１３０
６

６
１３６
１
号
周
提
墓

Ｐ
７５
１

Ｔ
－
４０

Ⅳ
後
期
後
葉

９５
６４

７２
１

１
１
１
号
周
提
墓
・
遺
体
層

Ｐ
７５
２

Ｑ
－
３４

Ⅳ
前

期
１５８

１３０
２２

７
１

８
８

Ｐ
７５
３

Ｑ
－
３５

Ⅳ
後
期
後
葉

１３４
８４

２２
１

１９
２０

１
５

６
１

１
２７

Ｐ
７５
４

Ｓ
・
Ｔ
－４
０
Ⅳ

後
期
後
葉

６６
（５
０）

４２
４

４
４
１
号
周
堤
墓

Ｐ
７５
５

Ｔ
－
４０

Ⅳ
早

期
８６

６６
１１

Ｐ
７５
６

Ｕ
・
Ｖ
－４
１
Ⅳ

後
期
後
葉

１００
６２

７０
１

１
２

１
１

２
４
２
号
周
堤
墓
・
遺
体
層

Ｐ
７５
７

Ｏ
－４
１・
４２

Ⅳ
晩
期
後
葉

８３
８０

６
３

３
１

１
４

Ｐ
７５
８

Ｓ
・
Ｔ
－４
０
Ⅳ

後
期
後
葉

１００
（７
０）

５１
１

１
１

１号
周堤
墓・
Ｐ７５
１と
切り
あい
関係
なし

Ｐ
７５
９

Ｖ
－
４０

Ⅳ
後
期
後
葉

８６
５５

４７
１

１
１
２
号
周
堤
墓
・
遺
体
層

Ｐ
７６
０

Ｑ
－
４４

Ⅳ
前

期
１６９

１２９
２０

３６
３６

１
１

１
３

３９
Ｐ
７６
１

Ｑ
－３
６・
３７

Ⅳ
後
期
後
葉

８６
５９

３２
２

２
４

４
６

Ｐ
７６
２

Ｏ・
Ｐ－
３５
・３
６
Ⅳ

後
期
後
葉

９８
８４

１０
１

１
２

２
Ｐ
７６
３

Ｏ
－
３６

Ⅳ
後
期
後
葉

１０１
８２

１１
４

４
８

８
Ｐ
７６
４

Ｏ
－
３５

Ⅳ
後
期
後
葉

７４
５８

８
４

４
８

２
２

１０
Ｐ
７６
５

Ｐ
－
３５

Ⅳ
後
期
後
葉

１００
６４

１０
１

１
１

Ｐ
７６
６

Ｑ
－
３６

Ⅳ
後
期
後
葉

１１０
７２

２５
Ｐ
７６
７

Ｔ
－
４１

Ⅳ
早

期
（４
４）

（４
５）

１０
Ｐ
５８
１
に
切
ら
れ
る

Ｐ
７６
８

Ｔ・
Ｕ－
４０
・４
１
Ⅳ

早
期

８５
（４
１）

２０
Ｐ５
８２
・
Ｐ５
８３
に
切
ら
れ
る

Ｐ
７６
９

Ｕ
－
４０

Ⅳ
早

期
７４

５６
１４

１
１

１
Ｐ
５８
６
と
な
り

Ｐ
７７
０

Ｑ
・
Ｒ
－３
５
Ⅳ

早
期

１０７
１０１

２４
３

３
１

３
４

７
黒
の
お
ち
こ
み
炭
化
物

Ｐ
７７
１

Ｏ
－
３３

Ⅳ
後
期
後
葉

（１
２０
）

１１３
２０

９
１

２
１２

１
１

２
１４

Ｐ
７７
２

Ｏ
－
３３

Ⅳ
後
期
後
葉

９６
５６

３８
１

１６
５８

７５
１

１０
１１

８６
歯

Ｐ
７７
３

Ｐ
－
３４

Ⅳ
前

期
７１

（３
８）

２２
３

３
３
Ｐ４
０４
・
Ｐ７
７５
に
切
ら
れ
る

Ｐ
７７
４

Ｏ
・
Ｐ
－３
３
Ⅳ

後
期
後
葉

９４
５６

３６
１

１３
４０

５４
１

８
９

６３
Ｐ
７７
５

Ｐ
－
３４

Ⅳ
後
期
後
葉

７０
４６

１７
６

６
１

２
３

９
Ｐ
７７
３
を
切
る

Ｐ
７７
６

Ｐ
－３
４・
３５

Ⅳ
後
期
後
葉

９８
９２

２６
３

５
６４

７２
２

１
１４

１７
８９

Ｐ
７７
７

Ｏ
－
３２

Ⅱ
後
期
後
葉

１０６
－

７５
９

２
１

５９
７１

１
１

２
２

２８
３２

１０４
Ｐ４
４９
・
Ｐ７
８２
に
切
ら
れ
る

Ｐ
７７
８

Ｐ
－
３４

Ⅲ
後
期
後
葉

８１
６４

２２
３

３
６

２
２

８
Ｐ
７７
９

Ｐ
－
３４

Ⅲ
後
期
後
葉

１０２
５７

１０
Ｐ
７８
０

Ｐ
－
３４

Ⅲ
前

期
１１４

８２
２１

２
３

５
１

１
１

２
５

１０
Ｐ
７８
１

Ｐ
－
３４

Ⅲ
後
期
後
葉

９２
５０

１０
８

３
３

１４
２

２
１

２
３

１１
１９

３０
４９
後
期
ベ
ン
ガ
ラ
・
漆

Ｐ
７８
２

Ｏ
－
３２

Ⅱ
後
期
後
葉

７０
５４

１１８
２

１３
２４

３９
１１

１１
５０
Ｐ
７７
７
を
切
る

Ｐ
７８
３

Ｐ
－３
３・
３４

Ⅲ
中

期
８９

７９
１３

３
１

４
１

１
２

６
Ｐ
７８
４

Ｓ
－
２９

Ⅱ
後
期
後
葉

６９
５４

１０
２

２
１

５
５
Ｐ
５２
０
を
切
る

表
Ⅳ
－
６
土
坑
出
土
遺
物
一
覧
�
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遺
構

番
号

グ
リ
ッ
ド

検 出 面
時
期

長
径

（
㎝
）
短
径

（
㎝
）
深
さ

（
㎝
）

土
器

土
器 計

土
製
品

土
製

品
計

漆
塗
製
品

漆
塗

製
品 計

石
器

石 器 計

石
製
品

そ の 他

骨
角
器

石製
品

骨角
器 他

全
体
合
計

備
考

Ⅰ 群
Ⅱ 群
Ⅲ 群

Ⅳ
群

Ⅴ
群

Ⅵ 群
Ⅶ 群

土 玉
垂 飾
耳 栓
環
状
土
製 品

オ
ロ
シ

ガ
ネ
状

土
製
品

焼 成 粘 土

土 偶 片 そ の 他

漆 塗 櫛

漆 塗 櫛 片

環 状 漆 塗 製 品

漆 塗 玉

そ の 他
石 鏃

石
槍
ナ
イ フ
石 錐

つ
ま
み

付
き

ナ
イ
フ

ス
ク
レ

イ
パ
ー
類

楔 形 石 器

石 核
石 斧
石 斧 片

石 斧 未 製 品

敲 き 石
砥 石
す り 石
石 皿

礫
石
器

そ
の
他
礫
そ の 他

フ
レ

イ
ク

玉 類
石 棒
石 製 品

サ メ 歯

骨 角 器
Ⅳ
a
Ⅳ
b
Ⅳ
c
Ⅴ
a
Ⅴ
b
Ⅴ
c

Ｐ
７８
５

Ｏ
－
４２

Ⅲ
晩
期
後
葉

１２０
１０８

２５
２

１
３

１
１

２
５

Ｐ
７８
６

Ｎ
－
４４

Ⅱ
晩
期
後
葉

７１
６６

３４
２

２
１

１
３

Ｐ
７８
７

Ｑ
－
３３

Ⅳ
後
期
後
葉

７８
４６

１２
５

５
２

２
５７

５７
６４

Ｐ
７８
８

Ｑ
－
３３

Ⅳ
―

９２
５６

１０
Ｐ
７８
９

Ｐ・
Ｑ－
３２
・３
３
Ⅳ

後
期
後
葉

１２６
１００

２２
２

２
９

１３
１

１
６

８
２１
Ｑ
－
３３
の
杭
の
位
置

Ｐ
７９
０

Ｐ
－
３２

Ⅳ
後
期
後
葉

１０２
９７

１４
１

１
１２

１４
２

２
１６

Ｐ
７９
１

Ｏ
－
４２

Ⅱ
晩
期
後
葉

９０
６６

１２
２

２
１

１
３

Ｐ
７９
２

Ｏ
・
Ｐ
－４
２
Ⅳ

晩
期
後
葉

８３
７４

１３
Ｐ
７９
３

Ｏ
－
３１

Ⅲ
後
期
後
葉

（６
８）

４８
２６

１
１９

２０
１

３
４

６
６

３０
Ｐ
４４
４
を
切
る

歯
Ｐ
７９
４

Ｍ
・
Ｎ
－３
０
Ⅲ

中
期

８８
８４

１７
１

３
３

７
１

１
２

９
Ｐ
７９
５

Ｍ
－
３１

Ⅲ
前

期
６８

５９
３２

１
５

６
６

Ｐ
７９
６

Ｒ
－
３９

Ⅳ
―

（５
８）

４８
７

Ｐ
５５
３
に
切
ら
れ
る

Ｐ
７９
７

Ｑ
・
Ｒ
－２
７
Ⅳ

晩
期
前
葉

１３９
１０４

４６
２

２
２
Ｐ５
０８
と
Ｐ５
０９
の
間
堀
損
じ

Ｐ
７９
８

Ｑ
－
３４

Ⅳ
後
期
後
葉

８８
５０

１７
７

７
１

１
８

Ｐ
７９
９

Ｎ
－
３２

Ⅳ
後
期
後
葉

７５
４６

１１
１

４
５

６
１

７
１２

ベンガ
ラが見

える
炭化材

混じり
の層コ

ハク玉
片×２

０”
Ｐ
８０
０

Ｍ
・
Ｎ
－３
２
Ⅳ

後
期
後
葉

９１
７６

２３
６

３
１２

２１
１

２
３

２４
Ｐ
８０
１

Ｍ
－
３０

Ⅱ
後
期
後
葉

（８
８）

１１１
４４

２
１７

２
４

２５
１

２
３

６
３１

Ｐ４
３２
（晩
期前
葉）
にき
られ
る

Ｐ
８０
２

Ｕ
－
４２

Ⅳ
擦
文
時
代

３８
３４

９
２

９
１１

１１
住
居
の
煙
道
跡

Ｐ
８０
３

Ｎ
－
３１

Ⅲ
前

期
１０１

（４
１）

３７
Ｐ
４４
１
に
切
ら
れ
る

Ｐ
８０
４

Ｎ
－３
０・
３１

Ⅲ
早

期
９１

（６
５）

４０
２

８
４

１４
１

１
３

５
１９
Ｐ
４３
４
に
切
ら
れ
る

Ｐ
８０
５

Ｍ
－
３１

Ⅲ
前

期
（１
２２
）
（３
７）

１７
１

１
１
Ｐ
５０
６
に
切
ら
れ
る

Ｐ
８０
６

Ｎ
・
Ｏ
－３
２
Ⅲ

後
期
後
葉

１０６
９７

３１
５

８
３

１６
１

１
１

１
４

２
２

２２
Ｐ
８０
７

Ｎ
・
Ｏ
－３
３
Ⅲ

前
期

８６
７２

２０
３

３
３

Ｐ
８０
８

Ｎ
・
Ｏ
－３
４
Ⅳ

後
期
後
葉

７６
４８

３１
１５

１５
１

１
１６

Ｐ
８０
９

Ｏ
－
３２

Ⅲ
後
期
後
葉

８６
６２

１４
３

１１
１４

１
１

６
６

２１
Ｐ
８１
０

Ｐ
－
３３

Ⅲ
早

期
１０８

（４
６）

２１
１

１
１

Ｐ
８１
１

Ｑ
－
３７

Ⅳ
後
期
後
葉

７５
６４

１６
１

１
１

Ｐ
８１
２

Ｑ
－３
４・
３５

Ⅲ
前

期
（８
３）

（６
０）

１６
１

１
１

Ｐ
８１
３

Ｎ
－
３２

Ⅲ
後
期
後
葉

１３２
８２

３４
２

１
１３

１６
２

１
３

１９
Ｐ
８１
４

Ｎ
－
３２

Ⅲ
後
期
後
葉

１１８
８０

２３
３

２
５

１０
１

２
３

１３
Ｐ
８１
５

Ｎ
・
Ｏ
－３
２
Ⅲ

後
期
後
葉

１０２
８０

２２
７

７
７
歯

Ｐ
８１
６

Ｐ
－
３２

Ⅲ
後
期
後
葉

（７
１）

６７
３０

１２
１

１３
１

２
３

１６
Ｐ
４６
３
に
切
ら
れ
る

Ｐ
８１
７

Ｍ
－３
１・
３２

Ⅲ
―

８９
（７
０）

９
１

１
１

Ｐ
８１
８

Ｏ
－
３２

Ⅲ
早

期
７２

６４
１７

５
５

１
１

６
Ｐ４
１２
と
Ｐ４
１３
の
あ
い
だ

Ｐ
８１
９

Ｎ
・
Ｏ
－３
４
Ⅲ

―
１０３

８８
１４

Ｐ
８０
８
に
切
ら
れ
る

Ｐ
８２
０

Ｎ
－
３１

Ⅲ
―

７６
６２

１９
Ｐ
８２
１

Ｍ
－
３１

Ⅲ
―

８２
７４

２０
１

１
２

２
Ｐ
８２
２

Ｍ
－
３１

Ⅲ
―

７０
６８

２１
Ｐ
７９
５
と
な
り

Ｐ
８２
３

Ｎ
－３
０・
３１

Ⅲ
―

１０５
６４

１７
Ｐ
８０
４
・
Ｐ
４４
２
と
な
り

Ｐ
８２
４

Ｍ
－
３１

Ⅲ
―

６８
６０

２２
１

４
５

５
Ｐ
４３
２
と
な
り

Ｐ
８２
５

Ｓ
－
２８

Ⅲ
―

６４
５０

１４
１

１
１
Ｐ
４０
０
と
な
り

Ｐ
８２
６

Ｓ
－
３１

Ⅲ
―

８８
６０

１１
１

１
１

Ｐ
８２
７

Ｓ
－
３２

Ⅲ
早

期
６７

５５
１７

１
１

１
Ｐ
８２
８

Ｒ
－
３３

Ⅲ
―

５８
５６

８
Ｐ
８２
９

Ｒ
－
３４

Ⅲ
―

６７
５６

２３
Ｐ
８３
０

Ｏ
－
３２

Ⅲ
―

５８
５２

１５
Ｐ
８３
１

Ｑ
－
４２

Ⅳ
晩
期
後
葉

９２
７６

３９
１

１
２

１
１

３
崖
き
わ

Ｐ
８３
２

Ｍ
－
３０

Ⅲ
早

期
６５

４８
１７

７
７

７
Ｐ
７９
５
と
な
り

Ｐ
８３
３

Ｎ
－
３８

Ⅳ
―

６６
５６

１４
Ｐ
８３
４

Ｕ
－４
０・
４１

Ⅳ
早

期
１６６

１４８
３０

１３
１３

１
１

１４
Ｐ
８３
５

Ｖ
－
４１

Ⅳ
後
期
後
葉

（１
０４
）

７２
６８

１
１

１
２
号
周
堤
墓

土
坑

計
５９５

９６９
３２１
４

５４
１３１

１２０
８６

１２８
９

１４１
２５８

１２６
４４
１８９
０７

２３
２

２
７

５
７

４６
３８

７
２７

３０
３９

１４１
１７２

１３
２２

５８
２６５

１９
３４

３２
４

４９
３

５０
１４

７
１４

３３６
１０４

６１７
５
７３７
１
１５０
２

８
８

１
２９２

２
１８１
３
２８２
７８

表
Ⅳ
－
６
土
坑
出
土
遺
物
一
覧
�

Ⅳ 遺構と遺物

―１８７―



遺
構

番
号

グ
リ
ッ
ド

検 出 面
時
期

長
径

（
㎝
）
短
径

（
㎝
）
深
さ

（
㎝
）

土
器

土
器 計

土
製
品

土
製

品
計

漆
塗
製
品

漆
塗

製
品 計

石
器

石 器 計

石
製
品

そ の 他

骨
角
器

石製
品

骨角
器 他

全
体
合
計

備
考

Ⅰ 群
Ⅱ 群
Ⅲ 群

Ⅳ
群

Ⅴ
群

Ⅵ 群
Ⅶ 群

土 玉
垂 飾
耳 栓
環
状
土
製 品

オ
ロ
シ

ガ
ネ
状

土
製
品

焼 成 粘 土

土 偶 片 そ の 他

漆 塗 櫛

漆 塗 櫛 片

環 状 漆 塗 製 品

漆 塗 玉

そ の 他
石 鏃

石
槍
ナ
イ フ
石 錐

つ
ま
み

付
き

ナ
イ
フ

ス
ク
レ

イ
パ
ー
類

楔 形 石 器

石 核
石 斧
石 斧 片

石 斧 未 製 品

敲 き 石
砥 石
す り 石
石 皿

礫
石
器

そ
の
他
礫
そ の 他

フ
レ

イ
ク

玉 類
石 棒
石 製 品

サ メ 歯

骨 角 器
Ⅳ
a
Ⅳ
b
Ⅳ
c
Ⅴ
a
Ⅴ
b
Ⅴ
c

Ｆ
１６
０

Ｑ
－
１８

Ⅱ
中
後
期
後
葉

６３
３９

９
１

１
８

８
９
（
パ
ミ
ス
１
％
含
む
）

Ｆ
１６
１

Ｑ
－
１８

Ⅱ
中
後
期
後
葉

７２
５７

６
３

３
２１

２１
２４

Ｆ
１６
２

Ｑ
－
１７

Ⅱ
中
後
期
後
葉

５０
３７

６
１

１
１

２５
２８

１０９
１０９

１３７
（
パ
ミ
ス
１
～
３
％
含
む
）

Ｆ
１６
３

Ｓ
－
１５

Ⅱ
中
後
期
後
葉

９０
６４

６
６

１
７

２７
２７

３４
Ｆ
１６
４

Ｓ
－
１８

Ⅱ
中

－
４９

３６
８

４
４

４
４

８
Ｆ
１６
５

Ｒ
－
１８

Ⅱ
中
後
期
後
葉

６４
７０

１８
１

２
３

１０
１０

１３
廃棄
焼土
のよ
うに
も見
える
が、
上層
に炭

化材
が存

在す
るこ
とか
らそ
の場
で焼
かれ
たも
ので
あろ
う

Ｆ
１６
６

Ｐ
－
１８

Ｍ
Ｃ
中
晩
期
前
葉

７０
４１

１０
３３

３３
２１７

２１７
２５０

Ｆ
１６
７

Ｏ
－
１８

Ⅱ
Ｂ
上
晩
期
前
葉

７１
５２

８
４

１０５
１０９

１
２，１
０６
２，１
０７

２，２
１６

Ｆ
１６
８

Ｏ
－
１９

Ⅱ
Ｂ
上
晩
期
前
葉

７２
５２

１０
２

２６６
２６８

２
２

１１１
１１１

３８１
Ｆ
１６
９

Ｏ
・
Ｐ
－１
８
Ｍ
Ｃ
中
晩
期
前
葉

８８
７９

８
２０７

２０７
２０６

２０６
４１３
（
骨
１
％
含
む
）

Ｆ
１７
０

Ｐ
－
１８

Ｍ
Ｃ
中
晩
期
前
葉

９６
６２

１２
６

１７６
１８２

２
１，１
１０
１，１
１２

１，２
９４

（骨
１～
２％
含む
）焼
骨多
数含
む

Ｆ
１７
１

Ｐ
－
１８

Ⅱ
Ｂ
上
晩
期
前
葉

９２
５１

８
１

４
５

７
７

１２
中央
を建
物の
基礎
に切
られ
る

Ｆ
１７
２

Ｐ
－
１６

Ⅱ
中
後
期
後
葉

７０
３６

１０
３

２７
３０

３１
３１

６１
Ｆ
１７
３

Ｐ
－
１６

Ｍ
Ｃ
中
後
期
後
葉

８７
－

１１
１５６

１５６
１

６６１
６６２

８１８
Ｆ
１７
４

Ｓ
－
１６

Ⅱ
上

－
１０４

６６
７

６６
６６

６６
Ｆ
１７
５

Ｒ
－
１７

Ⅱ
中
後
期
後
葉

６０
５２

６
１１

１１
６

６
１７

Ｆ
１７
６

Ｏ
－
１７

Ⅱ
上
後
期
後
葉

５４
４０

４
１

３
４

４
Ｆ
１７
７

Ｏ
－
１７

Ⅱ
Ｂ
上
晩
期
前
葉

４６
３４

８
５

６１
６６

８７
８７

１５３
Ｆ
１７
８

Ｏ
－
１８

Ⅲ
下
晩
期
前
葉

５０
３９

１１
１

１
４

４
５
焼
骨
あ
る

Ｆ
１７
９

Ｏ
－
１６

Ⅱ
上
位
続
縄
文

６９
６９

８
２

１１２
１

６
１２１

１１４
１１４

２３５
（
骨
片
２
％
含
む
）

Ｆ
１８
０

Ｏ
－
１６

Ⅱ
上
晩
期
前
葉

６３
４９

１４
１

１４
１０３

３
１２１

４
４

１
２３７

２３８
３６３

Ｆ
１８
１

Ｎ
－
１９

Ⅱ
中
晩
期
前
葉

４０
３４

７
６

６
１１

１１
１７

Ｆ
１８
２

Ｎ
－
１９

Ⅱ
中
晩
期
前
葉

５２
５２

１０
２７８

２７８
１

５１４
５１５

７９３
Ｆ
１８
３

Ｌ
－
１６

Ⅱ
下
後
期
後
葉

５８
５６

１１
１

１
２

２
Ｆ
１８
４

Ｌ
－１
６・
１７
Ⅱ
下
後
期
後
葉

５０
５０

１０
１

１
２

１
１

３
Ｆ
１８
５

Ｌ
－
１７

Ⅱ
中
後
期
後
葉

５２
４４

１０
１

２６
２７

５７
５７

８４
Ｆ
１８
６

Ｌ
－
１７

Ⅱ
中
後
期
後
葉

６２
５８

１１
２６

２６
８

８
３４

Ｆ
１８
７

Ｍ
－
１９

Ⅱ
中
晩
期
前
葉

３８
３６

３
３

１５
１８

１
８

９
２７

Ｆ
１８
８

Ｍ
－
１９

Ⅱ
中

続
縄
文

８０
６０

９
３１８

１４
３３２

１
１

４２５
４２７

１
１

７６０
後
北
Ｃ
２Ｄ
以
後
の
焼
土

Ｆ
１８
９

Ｍ
－
１９

Ⅱ
下
晩
期
前
葉

１００
７４

１６
７

３３３
３４０

１
７８０

７８１
１

１
１，１
２２

Ｆ
１９
０

Ｎ
－
１９

Ⅱ
下
晩
期
前
葉

４２
４０

８
２

２
３

３
５

Ｆ
１９
１

Ｌ
－
１７

Ⅱ
下

－
５１

４８
１９

Ｆ
１９
２

Ｍ
－１
６・
１７
Ⅱ
下
後
期
後
葉

２
２

２
Ｆ
１９
３

Ｌ
・
Ｍ
－１
９
Ⅱ

晩
期
前
葉

７６
６０

１１
１５

２１７
２３２

３０９
３０９

５４１
Ｆ
１９
４

Ｌ
－
１９

Ⅱ
晩
期
前
葉

６６
５８

１０
５０

５０
２

４
６

１６０
１６０

２１６
Ｆ
１９
５

Ｌ
－
１９

Ⅱ
晩
期
前
葉

７２
４２

１０
２

３９０
３９２

２
２

４９１
４９１

８８５
Ｆ
１９
６

Ｌ
－
１９

Ⅱ
晩
期
前
葉

６８
４６

９
２３

２３
１１６

１１６
１３９

Ｆ
１９
７

Ｌ
－
１９

Ⅱ
晩
期
前
葉

４２
４１

８
６８

６８
９８

９８
１６６

Ｆ
１９
８

Ｌ
－
１９

Ⅱ
晩
期
前
葉

７４
４６

１５
３

６５
６８

２３３
２３３

３０１
Ｆ
１９
９

Ｐ
－
２０

Ⅱ
晩
期
前
葉

５５
－

１０
２

２
２

Ｆ
２０
０

Ｎ
－
１８

Ⅱ
Ｂ
晩
期
前
葉

５３
５１

１２
Ｆ
２０
１

Ｋ
－
１７

Ⅱ
後
期
後
葉

６５
４４

１０
８

８
３

６５
６８

７６
Ｆ
２０
２

Ｌ
－
１９

Ⅱ
晩
期
前
葉

５８
４４

９
２

２
２

Ｆ
２０
３

Ｒ
－
１９

Ⅱ
後
期
前
葉

２６
２３

１４
１

１
２

２
Ｆ
２０
４

Ｒ
－
２５

Ⅱ
後
期
後
葉

７５
５４

１１
６１

６１
１

２８
２９

９０
Ｆ
２０
５

Ｒ
－
２４

Ⅱ
上
晩
期
前
葉

７８
３０

５
１

１
１

１
２

Ｆ
２０
６

Ｑ
－
２２

Ⅱ
晩
期
前
葉

８１
－

７
２

５
８０

８７
３６

３６
１

１
１２４

Ｆ
２０
７

Ｑ
－
２２

Ⅱ
晩
期
前
葉

５８
５１

７
２４

２４
７

７
３１

Ｆ
２０
８

Ｑ
－２
２・
２３

Ⅱ
晩
期
前
葉

７８
７６

１４
９

１２１
１３０

１
１

４５
４５

１７６
Ｆ
２０
９

Ｏ
・
Ｐ
－２
０
Ⅱ
Ｂ
晩
期
前
葉

６４
５９

１４
６

９
１５

１５
Ｆ
２１
０

Ｒ
－
２０

Ⅱ
後
期
後
葉

５４
５７

１０
３

２
２７

３２
１

８
９

４１
Ｆ
２１
１

Ｑ
－
２２

Ｍ
Ｃ
中
晩
期
前
葉

５０
４２

６
３

３
３

Ｆ
２１
２

Ｐ
－
２２

Ｍ
Ｃ
中
晩
期
前
葉

４０
３８

１１
３

３
２

２
５

遺
構

番
号

グ
リ
ッ
ド

検 出 面
時
期

長
径

（
㎝
）
短
径

（
㎝
）
深
さ

（
㎝
）

土
器

土
器 計

土
製
品

土
製

品
計

漆
塗
製
品

漆
塗

製
品 計

石
器

石 器 計

石
製
品

そ の 他

骨
角
器

石製
品

骨角
器 他

全
体
合
計

備
考

Ⅰ 群
Ⅱ 群
Ⅲ 群

Ⅳ
群

Ⅴ
群

Ⅵ 群
Ⅶ 群

土 玉
垂 飾
耳 栓
環
状
土
製 品

オ
ロ
シ

ガ
ネ
状

土
製
品

焼 成 粘 土

土 偶 片 そ の 他

漆 塗 櫛

漆 塗 櫛 片

環 状 漆 塗 製 品

漆 塗 玉

そ の 他
石 鏃

石
槍
ナ
イ フ
石 錐

つ
ま
み

付
き

ナ
イ
フ

ス
ク
レ

イ
パ
ー
類

楔 形 石 器

石 核
石 斧
石 斧 片

石 斧 未 製 品

敲 き 石
砥 石
す り 石
石 皿

礫
石
器

そ
の
他
礫
そ の 他

フ
レ

イ
ク

玉 類
石 棒
石 製 品

サ メ 歯

骨 角 器
Ⅳ
a
Ⅳ
b
Ⅳ
c
Ⅴ
a
Ⅴ
b
Ⅴ
c

Ｔ
Ｐ
１１

Ｑ
－
１８

Ⅲ
層

中
期

３．３
０．７
６

０．７
Ｔ
Ｐ
１２

Ｌ
・
Ｍ
－１
６
Ⅲ
層

中
期

３．６
６
０．７
６
１．１
８

２６
５

３１
１

３
４

３５
Ｔ
Ｐ
１３

Ｌ
－２
４・
２５
Ⅱ
層

中
期

４．０
２
０．７
１
１．１
８

４１
７

４８
１

１
１

２０
２３

７１

Ｔ
Ｐ
１４

Ｎ
－２
８・
２９

Ｏ
－２
９
Ⅲ
層

中
期

３．８
１
１．２
６

１．４
５

３
８４

５
２５

１２２
１

５
１

１
１８

２６
１４８

Ｔ
Ｐ
１５

Ｐ
－３
６・
３７
Ⅲ
層

中
期

３．５
１．０
９
１．３
９

１
１

７７
４５

１２４
１

２
１

１
１

１１２
１１８

２４２
Ｔ
Ｐ
１６

Ｕ
－
３９

Ⅴ
層

中
期

３．４
０．６
４

３５
３

９
４７

１
１

１
４

７
５４

Ｔ
Ｐ

計
４１

４
２３１

９
５

８２
３７２

１
１

１０
２

４
３

１５７
１７８

５５０

表
Ⅳ
－
７
Ｔ
Ｐ
出
土
遺
物
一
覧

表
Ⅳ
－
８
焼
土
出
土
遺
物
一
覧
�
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遺
構

番
号

グ
リ
ッ
ド

検 出 面
時
期

長
径

（
㎝
）
短
径

（
㎝
）
深
さ

（
㎝
）

土
器

土
器 計

土
製
品

土
製

品
計

漆
塗
製
品

漆
塗

製
品 計

石
器

石 器 計

石
製
品

そ の 他

骨
角
器

石製
品

骨角
器 他

全
体
合
計

備
考

Ⅰ 群
Ⅱ 群
Ⅲ 群

Ⅳ
群

Ⅴ
群

Ⅵ 群
Ⅶ 群

土 玉
垂 飾
耳 栓
環
状
土
製 品

オ
ロ
シ

ガ
ネ
状

土
製
品

焼 成 粘 土

土 偶 片 そ の 他

漆 塗 櫛

漆 塗 櫛 片

環 状 漆 塗 製 品

漆 塗 玉

そ の 他
石 鏃

石
槍
ナ
イ フ
石 錐

つ
ま
み

付
き

ナ
イ
フ

ス
ク
レ

イ
パ
ー
類

楔 形 石 器

石 核
石 斧
石 斧 片

石 斧 未 製 品

敲 き 石
砥 石
す り 石
石 皿

礫
石
器

そ
の
他
礫
そ の 他

フ
レ

イ
ク

玉 類
石 棒
石 製 品

サ メ 歯

骨 角 器
Ⅳ
a
Ⅳ
b
Ⅳ
c
Ⅴ
a
Ⅴ
b
Ⅴ
c

Ｆ
２１
３

Ｐ
－
２２

Ｍ
Ｃ
中
晩
期
前
葉

４９
４０

８
１

１１
１２

３
３

１５
Ｆ
２１
４

Ｐ
－
２２

Ｍ
Ｃ
中
晩
期
前
葉

－
４４

７
７

７
６

６
１３

Ｆ
２１
５

Ｐ
－
２２

Ｍ
Ｃ
中
晩
期
前
葉

９３
９０

１６
２

４８
５０

３
３

３
１７

２０
１

１
７４

Ｆ
２１
６

Ｐ
－２
２・
２３

Ｍ
Ｃ
中
晩
期
前
葉

７５
６２

７
１３

１３
２

１
３

１
１

４
６

２２
Ｆ
２１
７

Ｐ
－
２２

Ｍ
Ｃ
中
晩
期
前
葉

４２
４０

３
Ｆ
２１
８

Ｐ
－
２２

Ｍ
Ｃ
中
晩
期
前
葉

５６
４８

５
１０

１０
５

５
１５

Ｆ
２１
９

Ｏ
－
２２

Ｍ
Ｃ
中
晩
期
前
葉

４６
４６

１７
５０

５０
１

１
１

１
９

１１
６２

Ｆ
２２
０

Ｏ
－
２２

Ⅱ
Ｂ
上
晩
期
前
葉

－
４５

７
２

１２
１４

１４
Ｆ
２２
１

Ｏ
－
２２

Ｍ
Ｃ
中
晩
期
前
葉

４２
４０

１２
３５

３５
５

５
４０

Ｆ
２２
２

Ｏ
－
２２

Ⅱ
Ｂ
上
晩
期
前
葉

５８
－

６
３２

３２
８

８
４０

Ｆ
２２
３

Ｐ
－２
１・
２２

Ｍ
Ｃ
中
晩
期
前
葉

８２
５８

６
１４

１
１５

６
６

２１
Ｆ
２２
４

Ｐ
－
２２

Ⅱ
Ｂ
下
晩
期
前
葉

４２
４０

１０
１１

１１
４

１
５

１
１

１７
Ｆ
２２
５

Ｑ
－
２３

Ｍ
Ｃ
中
晩
期
前
葉

７９
５９

１１
４

１５
１９

１
３

４
２３

Ｆ
２２
６

Ｑ
－
２３

Ｍ
Ｃ
中
晩
期
前
葉

７２
４０

８
１

２３
２４

１
１

８
１０

３４
Ｆ
２２
７

Ｑ
－
２４

Ⅱ
Ｂ
上
晩
期
前
葉

－
９２

１０
２

６
４１

４９
２

２
１１

１１
６２

Ｆ
２２
８

Ｑ
－
２４

Ⅱ
Ｂ
上
晩
期
前
葉

６２
４６

１０
３

３４
３７

１
３

４
４１

Ｆ
２２
９

Ｐ
－
２１

Ⅱ
Ｂ
上
晩
期
前
葉

４８
４０

１２
８

８
１

１
９

Ｆ
２３
０

Ｒ
・
Ｓ
－２
２
Ⅱ
上
後
期
後
葉

－
４０

５
３

３
２

８
１０

１３
Ｆ
２３
１

Ｓ
－
２２

Ⅱ
上
後
期
後
葉

１２４
６２

６
３５

３５
１

１
１

１７
１８

１
１

５５
Ｆ
２３
２

Ｐ
－
２３

Ⅱ
Ｂ
上
晩
期
前
葉

１３０
５８

１２
１５５

１
１５６

１
１

１
３

３６
４０

１９７
Ｆ
２３
３

Ｐ
－
２３

Ⅱ
Ｂ
上
晩
期
前
葉

－
６０

８
９

２５
３４

２
２

３６
Ｆ
２３
４

Ｑ
－
２３

Ⅱ
Ｂ
上
晩
期
前
葉

５９
４０

１０
Ｆ
２３
５

Ｑ
－
２３

Ⅱ
上
晩
期
前
葉

５６
３４

５
１

１
１

１
２

３
Ｆ
２３
６

Ｐ
－
２３

Ⅱ
Ｂ
上
晩
期
前
葉

７８
４８

１０
３

４１
４４

２
２

４６
Ｆ
２３
７

Ｐ
－
２５

Ⅱ
Ｂ
上
晩
期
前
葉

６６
５６

７
１

１
３

３
４

Ｆ
２３
８

Ｐ
－
２５

Ⅱ
Ｂ
上
晩
期
前
葉

５０
３５

５
４

４
２

２
６

Ｆ
２３
９

Ｔ
－
２５

Ⅱ
中
後
期
後
葉

５６
４０

８
２７

２７
３

２
５

７
７

３９
Ｆ
２４
０

Ｔ
－
２５

Ⅱ
中

－
４６

４０
８

Ｆ
２４
１

Ｐ
－
２３

Ⅱ
Ｂ
中
晩
期
前
葉

７０
５２

４
１１

１１
１

１４
１５

２６
Ｆ
２４
２

Ｑ
－
２５

Ⅱ
Ｂ
上
晩
期
前
葉

９０
６６

５
８

８
１

１
７

７
１６

Ｆ
２４
３

Ｒ
－
２２

Ⅱ
上
後
期
後
葉

５０
３４

６
１７

１７
９

９
２６

Ｆ
２４
４

Ｓ
－
２２

Ⅱ
下
後
期
後
葉

３９
３９

１０
５

５
５

Ｆ
２４
５

Ｔ
－
２３

Ⅱ
中
後
期
後
葉

９４
７０

１６
８７

８７
５０

５０
１３７

Ｆ
２４
６

Ｓ
－
２２

Ⅱ
下
後
期
後
葉

６２
６０

１２
３９

３９
４

４
５

５
４８

Ｆ
２４
７

Ｒ
－
２５

Ⅱ
Ｂ
上
後
期
後
葉

６８
４５

６
１９

１９
１

１
７

９
２８

Ｆ
２４
８

Ｒ
－
２６

Ⅱ
Ｂ
上
晩
期
前
葉

８５
５０

１０
７５

７５
１

１
１

６３
６６

１４１
Ｆ
２４
９

Ｑ
－
２６

Ⅱ
Ｂ
上
晩
期
前
葉

７９
５８

１１
２７

３
３０

１
１６

１７
４７

Ｆ
２５
０

Ｐ
－
２４

Ⅱ
Ｂ
中
晩
期
前
葉

４０
４０

７
１

１
１

Ｆ
２５
１

Ｑ
－
２２

Ⅱ
Ｂ
中
晩
期
前
葉

８０
－

１０
１

１
３６

５
４３

１
４４

４５
１

１
８９

Ｆ
２５
２

Ｐ
－
２５

Ｍ
Ｃ
中
晩
期
前
葉

１９
１８

５
１９

１９
２

３２
３４

５３
Ｆ
２５
３

Ｑ
－
２６

Ｍ
Ｃ
中
晩
期
前
葉

６２
４６

６
３１

３１
１

６０
６１

９２
Ｆ
２５
４

Ｑ
－２
５・
２６

Ⅱ
Ｂ
上
晩
期
前
葉

－
－

５
７

７
２１

２１
２８

Ｆ
２５
５

Ｓ
・
Ｔ
－２
３
Ⅱ
中
後
期
後
葉

６０
－

８
４８

４８
４１

４１
４

４
９３

Ｆ
２５
６

Ｓ
－
２３

Ⅱ
中

－
３４

３２
４

Ｆ
２５
７

Ｐ
－
２６

Ⅱ
Ｂ
上
晩
期
前
葉

９０
５４

１１
３０

３０
１０

１０
４０

Ｆ
２５
８

Ｒ
－
２５

Ⅱ
Ｂ
上
晩
期
前
葉

７５
５８

７
２１

２１
３６

３６
５７

Ｆ
２５
９

Ｒ
－
２５

Ⅱ
Ｂ
上
晩
期
前
葉

４２
３９

７
Ｆ
２６
０

Ｏ
－
２３

Ⅲ
上
晩
期
前
葉

５０
４７

１０
２

２
２

Ｆ
２６
１

Ｎ
－
２２

Ⅱ
Ｂ
上
晩
期
前
葉

４４
４０

８
１

２５
２６

１
６

７
３３

Ｆ
２６
２

Ｓ
－
２４

Ⅱ
下
後
期
後
葉

６０
４１

４
６

７
１３

１４
１４

２７
Ｆ
２６
３

Ｓ
－
２５

Ⅱ
中
後
期
後
葉

５８
４４

６
２

２
２

Ｆ
２６
４

Ｎ
－
２０

Ⅱ
Ｂ
上
晩
期
前
葉

４５
３０

４
５

５
２

２
７

Ｆ
２６
５

Ｎ
－
２０

Ⅱ
Ｂ
上
晩
期
前
葉

６６
５６

１０
１０

１０
６

６
１６

Ｆ
２６
６

Ｒ
－
２６

Ⅱ
Ｂ
上
晩
期
前
葉

１２３
８７

１６
３

４
１９９

２０６
３

３
２

２
２２８

２３２
４

４
４４５

Ｆ
２６
７

Ｑ
－
２６

Ⅱ
Ｂ
上
晩
期
前
葉

５８
４４

８
５

５
４

４
９

Ｆ
２６
８

Ｑ
－２
５・
２６

Ⅱ
Ｂ
上
晩
期
前
葉

－
４４

１１
１

９
１０

１
８

９
１９

Ｆ
２６
９

Ｑ
－
２６

Ⅱ
Ｂ
上
晩
期
前
葉

５２
－

１０
１

２
２５

２８
６

６
７

７
３８

Ｆ
２７
０

Ｎ
－２
１・
２２

Ⅱ
Ｂ
上
晩
期
前
葉

４８
－

８
６

６
４

４
１０

Ｆ
２７
１

Ｍ
－
２０

Ⅱ
Ｂ
上
晩
期
前
葉

６１
４４

７
４

２１
２５

７
７

１
１

３３
Ｆ
２７
２

Ｍ
－
２１

Ｍ
Ｃ
下
晩
期
前
葉

６０
４８

６
４０

４０
３

３
４３

Ｆ
２７
３

Ｎ
－
２３

Ｍ
Ｃ
中
晩
期
前
葉

８０
５２

５
１

９
１０

６
６

１６
Ｆ
２７
４

Ｎ
－
２３

Ｍ
Ｃ
中
晩
期
前
葉

１１０
８２

１２
５

３５
４０

１
４

５
２２

２２
６７

Ｆ
２７
５

Ｎ
－
２３

Ⅱ
Ｂ
晩
期
前
葉

５０
３８

４
４

４
４

Ｆ
２７
６

Ｍ
－
２１

Ｍ
Ｃ
晩
期
前
葉

６２
５０

９
１

１
２

２
Ｆ
２７
７

Ｍ
－
２１

Ⅱ
Ｂ
上
晩
期
前
葉

５４
５０

８
７１

７１
１

１
１

１２
１３

８５

表
Ⅳ
－
８
焼
土
出
土
遺
物
一
覧
�
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遺
構

番
号

グ
リ
ッ
ド

検 出 面
時
期

長
径

（
㎝
）
短
径

（
㎝
）
深
さ

（
㎝
）

土
器

土
器 計

土
製
品

土
製

品
計

漆
塗
製
品

漆
塗

製
品 計

石
器

石 器 計

石
製
品

そ の 他

骨
角
器

石製
品

骨角
器 他

全
体
合
計

備
考

Ⅰ 群
Ⅱ 群
Ⅲ 群

Ⅳ
群

Ⅴ
群

Ⅵ 群
Ⅶ 群

土 玉
垂 飾
耳 栓
環
状
土
製 品

オ
ロ
シ

ガ
ネ
状

土
製
品

焼 成 粘 土

土 偶 片 そ の 他

漆 塗 櫛

漆 塗 櫛 片

環 状 漆 塗 製 品

漆 塗 玉

そ の 他
石 鏃

石
槍
ナ
イ フ
石 錐

つ
ま
み

付
き

ナ
イ
フ

ス
ク
レ

イ
パ
ー
類

楔 形 石 器

石 核
石 斧
石 斧 片

石 斧 未 製 品

敲 き 石
砥 石
す り 石
石 皿

礫
石
器

そ
の
他
礫
そ の 他

フ
レ

イ
ク

玉 類
石 棒
石 製 品

サ メ 歯

骨 角 器
Ⅳ
a
Ⅳ
b
Ⅳ
c
Ⅴ
a
Ⅴ
b
Ⅴ
c

Ｆ
２７
８

Ｏ
－
２４

Ｍ
Ｃ
晩
期
前
葉

６２
４６

５
８３

８３
２

２
１

１
１７

１９
１０４

Ｆ
２７
９

Ｏ
－
２４

Ｍ
Ｃ
晩
期
前
葉

８７
６０

８
７５

２
７７

１
２７

２８
１０５

Ｆ
２８
０

Ｎ
・
Ｏ
－２
５
Ｍ
Ｃ
晩
期
前
葉

１２８
５８

１８
４

２２７
２３１

１
１

１
３

１
７７

７８
５

５
３１７

Ｆ
２８
１

Ｌ
－
２０

Ⅱ
Ｂ
下
晩
期
前
葉

７５
７５

１３
１

１
１

１
２

２
４

Ｆ
２８
２

Ｍ
－
２３

Ⅱ
Ｂ
上
晩
期
前
葉

５０
４８

６
２

４
６

１
２

３
９

Ｆ
２８
３

Ｎ
－
２３

Ⅱ
Ｂ
晩
期
前
葉

４２
３０

６
１

２
３

２
２

５
Ｆ
２８
４

Ｍ
－
２３

Ⅱ
Ｂ
上
晩
期
前
葉

９０
６２

１１
３６

３６
７

７
４３

Ｆ
２８
５

Ｎ
－
２４

Ⅱ
Ｂ
上
晩
期
前
葉

１１２
７８

１６
１８３

１８３
４

１
２

９２
９９

２８２
Ｆ
２８
６

Ｎ
－
２４

Ⅱ
Ｂ
上
晩
期
前
葉

６５
５６

８
３５

３５
９

９
４４

Ｆ
２８
７

Ｎ
－
２４

Ⅱ
Ｂ
上
晩
期
前
葉

５６
４４

８
１３

１
１４

３
３

１７
Ｆ
２８
８

Ｏ
－
２３

Ⅱ
Ｂ
上
晩
期
前
葉

４０
３３

７
１

１
１

Ｆ
２８
９

Ｍ
－
２５

Ｍ
Ｃ
晩
期
前
葉

７０
６０

１５
３２

５
３７

１７
１７

５４
Ｆ
２９
０

Ｍ
－
２５

Ｍ
Ｃ
晩
期
前
葉

５８
４０

６
６

１
７

３
３

１０
Ｆ
２９
１

Ｍ
－
２５

Ｍ
Ｃ
晩
期
前
葉

６４
５２

８
６０

６０
１

１
１１

１１
７２

Ｆ
２９
２

Ｍ
－
２５

Ｍ
Ｃ
晩
期
前
葉

７０
５２

８
４０

４０
１０

１０
５０

Ｆ
２９
３

Ｍ
－
２５

Ｍ
Ｃ
晩
期
前
葉

１０６
４８

９
４４

１４
５８

１
８

９
２

２
６９

Ｆ
２９
４

Ｍ
－
２２

Ⅱ
Ｂ
上
晩
期
前
葉

１００
６８

８
８４

１
８５

１
１

２
１

１７
１８

１０５
Ｆ
２９
５

Ｍ
－
２２

Ⅱ
Ｂ
上
晩
期
前
葉

４６
２８

６
３

３
３

Ｆ
２９
６

Ｍ
－２
１・
２２

Ⅱ
Ｂ
上
晩
期
前
葉

６５
３６

９
１

２６
２７

１
１

６
６

３４
Ｆ
２９
７

Ｌ
－
２５

Ⅱ
上

続
縄
文

８６
４５

８
７５

１０
３

８８
２

１
２０

２３
１１１

Ｆ
２９
８

Ｌ
－
２２

Ⅱ
Ｂ
上
晩
期
前
葉

５８
３４

８
５

５
５

Ｆ
２９
９

Ｌ
－
２４

Ⅱ
上

続
縄
文

１３８
６４

５
１

１５９
８

２
１７０

１
１

１
１

３９
４１

２１２
Ｆ
３０
０

Ｋ
－
２５

Ⅱ
上

－
８６

６８
１２

Ｆ
３０
１

Ｌ
－
２５

Ⅱ
中

－
５８

３６
７

Ｆ
３０
２

Ｌ
－
２５

Ⅱ
中

中
期

４０
３６

８
２

２
２

Ｆ
３０
３

Ｌ
－
２５

Ⅱ
中
後
期
後
葉

８８
６４

９
２

１
７７

８０
１

２
９

１２
９２

Ｆ
３０
４

Ｋ
－
２５

Ⅱ
上
後
期
後
葉

１２０
４２

１３
２１

２１
６９

６９
９０

Ｆ
３０
５

Ｋ
－
２５

Ⅱ
上
後
期
後
葉

５３
３４

７
１

１４
１５

２
２

１７
Ｆ
３０
６

Ｋ
－
２５

Ⅱ
上
後
期
後
葉

７１
４４

７
１７

１７
２

２
１９

Ｆ
３０
７

Ｋ
－
２５

Ⅱ
上
後
期
後
葉

５６
５５

１０
６

６
２

２
８

Ｆ
３０
８

Ｋ
－
２５

Ⅱ
上
後
期
後
葉

１７２
３６

８
２８

２８
１

３
４

３２
Ｆ
３０
９

Ｋ
－
２０

Ｍ
Ｃ
晩
期
前
葉

５５
３０

６
１

８４
８５

１６
１６

１０１
Ｆ
３１
０

Ｋ
－
２０

Ⅱ
Ｂ
上
晩
期
前
葉

６０
５４

６
１

１０
９０

１０１
１

２
３

４
３１

３５
１３９

Ｆ
３１
１

Ｋ
－１
９・
２０
Ｍ
Ｃ
晩
期
前
葉

６８
４５

６
１

８４
５

２
９２

１
２

３
１６

１６
１１１

Ｆ
３１
２

Ｋ
－
２０

Ⅱ
Ｂ
上
晩
期
前
葉

７４
６０

１２
３

１０４
１０７

１
１

１
３３

３６
１

１
１４４

Ｆ
３１
３

Ｋ
－
２０

Ｍ
Ｃ
晩
期
前
葉

１１０
３５

１０
１

２７４
８

２８３
１

５
４５

５１
３３４
焼
骨
含
む

Ｆ
３１
４

Ｋ
－
２１

Ｍ
Ｃ
晩
期
前
葉

９０
４２

７
１

２０５
２

２０８
１

１
２

１
３３

３４
２４４
焼
骨
含
む

Ｆ
３１
５

Ｋ
－
２１

Ⅱ
Ｂ
上
晩
期
前
葉

６４
６０

８
３

９
１２

２
２

１
１

２
４

１８
Ｆ
３１
６

Ｌ
－
２３

Ⅱ
中
晩
期
前
葉

４４
３２

７
Ｆ
３１
７

Ｌ
－
２３

Ⅱ
中
晩
期
前
葉

３８
２３

５
３

３
１

１
４

Ｆ
３１
８

Ｋ
－
２３

Ⅱ
中
晩
期
前
葉

８６
４３

４
４１

２
４３

１
１

９
１１

５４
焼
骨
含
む

Ｆ
３１
９

欠
番

－
Ｆ
３２
０

Ｑ
－
２６

Ⅱ
下
晩
期
前
葉

６１
４５

６
Ｆ
３２
１

Ｋ
－
２２

Ⅱ
中
晩
期
前
葉

６３
３２

９
４６

４６
１

１
３

３
５０

Ｆ
３２
２

Ｋ
－
２２

Ⅱ
中
晩
期
前
葉

６４
３０

６
１１

１１
３

３
１４

Ｆ
３２
３

Ｋ
－
２２

Ⅱ
中
晩
期
前
葉

６６
２５

５
２３

２３
１

１
２

２５
Ｆ
３２
４

Ｋ
－
２２

Ⅱ
中
晩
期
前
葉

４５
３０

５
Ｆ
３２
５

Ｋ
－
２０

Ⅱ
Ｂ
上
後
期
後
葉

１３２
－

８
１

２
９１

９４
２

２
２

１３
１５

１
１

１１２
Ｆ
３２
６
Ｌ
－
２５
杭
Ⅱ
上
後
期
後
葉

７６
４１

５
２５

２５
６

６
３１

Ｆ
３２
７

Ｋ
－
２１

Ⅱ
Ｂ
中
晩
期
前
葉

３４
３４

４
４

４
１

１
５

Ｆ
３２
８
Ｎ
－
２４
杭

Ｍ
Ｃ
中
晩
期
前
葉

６４
－

８
１８

１８
１

１
１

１
２

６
２４

Ｆ
３２
９

Ｍ
－２
４・
２５

Ⅱ
Ｂ
上
晩
期
前
葉

８２
－

９
３０

３０
１０

１０
４０

Ｆ
３３
０
Ｐ
－
２４
杭

Ⅱ
Ｂ
上
晩
期
前
葉

５６
４８

１０
７

７
２

２
９

Ｆ
３３
１

Ｏ
－
２６

Ｍ
Ｃ
晩
期
前
葉

２６
２３

６
焼
骨
含
む

Ｆ
３３
２

Ｏ
－２
６・
２７

Ⅱ
Ｂ
上
晩
期
前
葉

８８
７０

１１
８

３５
４３

１
２

２１
２４

６７
焼
骨
含
む

Ｆ
３３
３

Ｌ
－
２６

Ｍ
Ｃ
上

－
４８

３８
６

５４
５４

５４
焼
骨
含
む

Ｆ
３３
４

Ｌ
－
２６

Ｍ
Ｃ
上
後
期
後
葉

５１
－

１４
４３

４３
１

１
４１

４１
８５
焼
骨
含
む

Ｆ
３３
５

Ｍ
－
２６

Ｍ
Ｃ
晩
期
前
葉

６２
３４

９
１

３６
３７

４９
４９

８６
焼
骨
含
む

Ｆ
３３
６

Ｍ
－
２６

Ｍ
Ｃ
上
晩
期
前
葉

７８
３４

１０
１

８７
１

８９
１

１
９６

９８
１８７
焼
骨
含
む

Ｆ
３３
７

Ｍ
－
２６

Ｍ
Ｃ
上
晩
期
前
葉

－
４０

７
１

４１
４２

２３
２３

６５
焼
骨
含
む

Ｆ
３３
８

Ｍ
－
２６

Ｍ
Ｃ
上
晩
期
前
葉

４４
－

６
４９

４９
２

１
４８

５１
１００
焼
骨
含
む

Ｆ
３３
９

Ｏ
－
２７

Ⅱ
Ｂ
上
晩
期
前
葉

８４
６８

１０
１

４１
４２

１
１

２
９４

９８
１４０
焼
骨
含
む

Ｆ
３４
０

Ｏ
－
２７

Ⅱ
Ｂ
上
晩
期
前
葉

９４
６６

８
２

１４５
１４７

２
１

３
４

３３８
３４８

４９５
焼
骨
含
む

Ｆ
３４
１

Ｏ
－
２７

Ⅱ
Ｂ
上
後
期
後
葉

５６
４０

４
５

５
４

４
９

Ｆ
３４
２

Ｏ
－
２７

Ⅱ
Ｂ
上
後
期
後
葉

１０２
７６

８
４

１
１

６
１１

１１
１７

表
Ⅳ
－
８
焼
土
出
土
遺
物
一
覧
�

―１９０―



遺
構

番
号

グ
リ
ッ
ド

検 出 面
時
期

長
径

（
㎝
）
短
径

（
㎝
）
深
さ

（
㎝
）

土
器

土
器 計

土
製
品

土
製

品
計

漆
塗
製
品

漆
塗

製
品 計

石
器

石 器 計

石
製
品

そ の 他

骨
角
器

石製
品

骨角
器 他

全
体
合
計

備
考

Ⅰ 群
Ⅱ 群
Ⅲ 群

Ⅳ
群

Ⅴ
群

Ⅵ 群
Ⅶ 群

土 玉
垂 飾
耳 栓
環
状
土
製 品

オ
ロ
シ

ガ
ネ
状

土
製
品

焼 成 粘 土

土 偶 片 そ の 他

漆 塗 櫛

漆 塗 櫛 片

環 状 漆 塗 製 品

漆 塗 玉

そ の 他
石 鏃

石
槍
ナ
イ フ
石 錐

つ
ま
み

付
き

ナ
イ
フ

ス
ク
レ

イ
パ
ー
類

楔 形 石 器

石 核
石 斧
石 斧 片

石 斧 未 製 品

敲 き 石
砥 石
す り 石
石 皿

礫
石
器

そ
の
他
礫
そ の 他

フ
レ

イ
ク

玉 類
石 棒
石 製 品

サ メ 歯

骨 角 器
Ⅳ
a
Ⅳ
b
Ⅳ
c
Ⅴ
a
Ⅴ
b
Ⅴ
c

Ｆ
３４
３

Ｏ
・
Ｐ
－２
７
Ⅱ
Ｂ
上
晩
期
前
葉

７０
５３

５
１５

１５
３１

３１
４６

Ｆ
３４
４

Ｑ
－
２６

Ⅱ
Ｂ
上
晩
期
前
葉

６１
－

９
１

６３
６４

６８
６８

１３２
Ｆ
３４
５

Ｑ
・
Ｒ
－２
６
Ｍ
Ｃ
晩
期
前
葉

７８
４５

１２
５２

５２
３

１
１

１２８
１３３

１８５
Ｈ２０
の堀
上げ
土下
トレ
ンチ
下に
入る

Ｆ
３４
６

Ｒ
－
２６

Ⅱ
Ｂ
上

－
４８

－
１０

１
１

５
５

６
Ｆ
３４
７

Ｓ
－
２６

Ⅱ
Ｂ
上
後
期
後
葉

１１２
８８

１４
８

３
２２

３３
１

１
３４

３６
６９
焼
骨
含
む

Ｆ
３４
８

Ｔ
－
２６

Ⅱ
後
期
後
葉

５４
５４

１５
１

９
１０

３
３

１３
焼骨

含む
（Ｆ
３４８
と３
４９
重な

る）
Ｆ
３４
９

Ｔ
－
２６

Ⅱ
後
期
後
葉

５０
－

１４
４

３
７

１
１

８
Ｆ
３５
０

Ｎ
－
２６

Ｍ
Ｃ
上
後
期
後
葉

９６
４４

１０
３８

３８
２４

２４
６２
（
パ
ミ
ス
ご
く
微
量
に
含
む
）

Ｆ
３５
１

Ｏ
－
２８

Ⅱ
Ｂ

－
３６

３４
６

Ｆ
３５
２

Ｌ
－
２８

Ⅱ
Ｂ
後
期
中
葉

４８
２５

５
３

１
４

４
Ｆ
３５
３

Ｌ
－
２８

Ⅱ
Ｂ

－
４１

２５
６

（
パ
ミ
ス
少
量
含
む
）

Ｆ
３５
４

Ｓ
－２
８・
２９

Ⅱ
後
期
後
葉

８
１

４
１３

１
５

６
１９

Ｐ４０
３後
期の
土壙
墓に
切ら
れる
大型
の焼
土

Ｆ
３５
５

Ｎ
－
３５

Ⅱ
後
期
後
葉

４８
３４

５
３

３
３
焼
骨
含
む

Ｆ
３５
６

Ｒ
－
２６

Ⅱ
Ｂ
後
期
後
葉

５２
４８

８
８

８
４

４
１２

Ｆ
３５
７

Ｒ
－
２６

Ⅱ
Ｂ
後
期
後
葉

３６
３５

１４
９

９
９

Ｆ
３５
８

Ｒ
－
２７

Ⅱ
Ｂ
後
期
後
葉

７５
５８

１６
５

５
１

１６
１７

２２
焼骨
含む
（Ⅱ
層土
の落
ち込
み）

Ｆ
３５
９

Ｒ
－
２６

Ⅱ
Ｂ
後
期
後
葉

５８
４５

１１
４

４
４

Ｆ
３６
０

Ｑ
－
２７

Ⅱ
Ｂ

－
５８

２８
４

焼
骨
含
む

Ｆ
３６
１

Ｑ
－
２７

－
６８

６５
４

Ｆ
３６
２

Ｐ
－
２７

Ⅱ
下

－
８６

７８
８

１
１

１
焼
骨
含
む

Ｆ
３６
３

Ｐ
－
２８

Ⅱ
下
後
期
後
葉

１０４
７２

８
９

９
１２

１２
２１

Ｆ
３６
４

Ｌ
－
２６

Ⅱ
上

－
６６

４３
１０

Ｆ
３６
５

Ｌ
－
２６

Ⅱ
上

続
縄
文

６０
－

９
３

１３
１６

２
２７

２９
４５

焼骨
多量
に含
む（
パミ
ス少
量含
む）

Ｆ
３６
６

Ｌ
－
２６

Ⅱ
上

続
縄
文

７８
４０

１１
７

１２
１９

１８
１８

３７
焼
骨
多
量
に
含
む

Ｆ
３６
７

Ｌ
－
２７

Ⅱ
後
期
後
葉

３４
３８

９
１５

１５
１３

１３
２８

Ｆ
３６
８

Ｌ
－
２７

Ⅱ
後
期
後
葉

５４
３６

５
２

２１
２３

２
２

２５
（
パ
ミ
ス
少
量
含
む
）

Ｆ
３６
９

Ｎ
－
２７

Ⅱ
後
期
後
葉

４１
２６

６
４

４
６

６
１０
焼
骨
含
む

Ｆ
３７
０

Ｎ
－
２６

Ⅱ
後
期
後
葉

３６
３０

３
４

２
６

６
６

１２
Ｆ
３７
１

Ｓ
－
２７

Ⅱ
後
期
中
葉

１０３
５３

１６
７

１
８

２
２

１０
後
期
の
土
壙
墓
に
切
ら
れ
る

Ｆ
３７
２

Ｓ
－
２８

Ⅱ
－

７６
－

６
上
面
は
さ
く
へ
い

Ｆ
３７
３

Ｎ
－
２７

Ⅱ
後
期
後
葉

８８
７５

９
２

５８
６０

２６
２６

８６
焼
骨
含
む

Ｆ
３７
４

Ｎ
－
２７

Ⅱ
後
期
後
葉

８５
４８

８
１

１
３２

３４
３８

３８
７２
焼
骨
含
む

Ｆ
３７
５

Ｎ
・
Ｏ
－２
８
Ⅱ

後
期
後
葉

７３
５０

６
３３

３３
１

２
７９

８２
１１５

Ｆ
３７
６

Ｌ
－
２８

Ⅱ
後
期
後
葉

８０
４４

８
１

１
１

焼骨
を多
量に
含む
（パ
ミス
少量
含む
）

Ｆ
３７
７

Ｌ
－
２８

Ⅱ
－

－
３８

６
１

１
１

焼骨
を多
量に
含む
（パ
ミス
少量
含む
）

Ｆ
３７
８

Ｏ
・
Ｐ
－３
０
Ⅱ

後
期
後
葉

９９
４３

４
１６

１６
２

２
１６

１６
３４
焼
骨
を
含
む

Ｆ
３７
９

Ｎ
－
３１

Ⅱ
後
期
後
葉

８４
７６

８
１

２
３

３
３

６
上
面
に
灰
と
骨
片
を
含
む

Ｆ
３８
０

Ｎ
－３
０・
３１

Ⅱ
－

３４
３２

４
Ｆ
３８
１

Ｎ
・
Ｏ
－２
９
Ⅱ

後
期
後
葉

５２
４４

５
３９

３９
２９

２９
６８
焼
骨
含
む

Ｆ
３８
２

Ｎ
－
２９

Ⅱ
後
期
後
葉

７２
５６

７
２

７
９

１２４
１２４

１３３
焼
骨
含
む

Ｆ
３８
３

Ｎ
－
３０

Ⅱ
後
期
後
葉

１８６
７２

１０
１５３

１５３
１

４
１

３１５
３２１

４７４
焼骨
含む

大型
の焼
土で
焼け
が悪
い

Ｆ
３８
４

Ｎ
－
３１

Ⅱ
後
期
後
葉

８０
７２

１０
５

５８
１１

３０
１０４

１
２８

２９
１３３

多量
の焼
骨含
む（
上面
に骨
片少
量含
む）

Ｆ
３８
５

Ｍ
－
３１

盛
土
中
後
期
後
葉

１０４
７６

１１
６

１１６
１２２

３５
３５

１
２

２
３６８

３７３
５３０

（パ
ミス
・炭
化物
少量
含む
）

Ｆ
３８
６

Ｍ
－
３１

Ⅱ
Ｂ
上
後
期
後
葉

９２
６６

９
３

２１
２

２６
８

８
３４
（
パ
ミ
ス
少
量
含
む
）

Ｆ
３８
７

Ｍ
－
３０

Ⅱ
－

４０
３０

４
１

５
６

６
Ｆ
３８
８

Ｍ
・
Ｎ
－２
８
Ⅱ

後
期
後
葉

９６
９０

１０
７

７
２７

２７
３４

Ｆ
３８
９

Ｏ
－
２９

Ⅱ
－

５４
４０

４
１

１
２

２
Ｆ
３９
０

Ｌ
－２
９・
３０

Ⅱ
後
期
後
葉

６８
５０

７
１４

１４
３

２７
３０

４４
Ｆ
３９
１

Ｌ
－
３０

Ⅱ
後
期
後
葉

４２
４０

４
１

５
６

１
１

１２
１４

２０
Ｆ
３９
２

Ｌ
－
２９

Ⅱ
後
期
後
葉

３０
１２

４
１

１
４

４
５

Ｆ
３９
３

Ｌ
－
２９

Ⅱ
後
期
後
葉

５８
４６

５
４

５６
６０

１
５１

５２
１１２
焼
骨
多
い

Ｆ
３９
４

Ｌ
－
３０

Ⅱ
後
期
後
葉

４９
３８

４
４

４
５

５
９

Ｆ
３９
５

Ｑ
－
２７

Ⅱ
後
期
後
葉

４２
４０

１１
１

６７
６８

７
７

７５
焼
骨
含
む

Ｆ
３９
６

Ｌ
－２
９・
３０

Ⅱ
後
期
後
葉

－
－

６
３

３
４

４
７

Ｆ
３９
７

Ｌ
－
３０

Ⅱ
後
期
後
葉

－
３２

６
３

３
１８

１８
２１

Ｆ
３９
８

Ｌ
－
２９

Ⅱ
後
期
後
葉

４４
３２

６
１

４３
４４

３９
３９

８３
Ｆ
３９
９

Ｍ
－
２９

Ⅱ
後
期
後
葉

５６
５２

３
６４

６４
１

１
１

１
６６

Ｆ
４０
０

Ｏ
－
３６

－
５４

３６
８

Ｆ
４０
１

Ｎ
－
３２

－
５６

３０
１０

Ｆ
４０
２

Ｒ
・
Ｓ
－２
８

後
期
後
葉

６
６

１２
４９

４９
６１

Ｆ
４０
３

Ｒ
－
２８

後
期
後
葉

５０
４８

４
５

５
９

９
１４
（
ロ
ー
ム
粒
１
～
２
％
含
む
）

Ｆ
４０
４

Ｔ
－
２８

－
３４

２８
５

Ｆ
４０
５

Ｔ
－
２８

後
期
後
葉

６２
４０

９
１

１
１

１
２

Ｆ
４０
６

Ｕ
－
２７

－
５６

４４
８

表
Ⅳ
－
８
焼
土
出
土
遺
物
一
覧
�

Ⅳ 遺構と遺物
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遺
構

番
号

グ
リ
ッ
ド

検 出 面
時
期

長
径

（
㎝
）
短
径

（
㎝
）
深
さ

（
㎝
）

土
器

土
器 計

土
製
品

土
製

品
計

漆
塗
製
品

漆
塗

製
品 計

石
器

石 器 計

石
製
品

そ の 他

骨
角
器

石製
品

骨角
器 他

全
体
合
計

備
考

Ⅰ 群
Ⅱ 群
Ⅲ 群

Ⅳ
群

Ⅴ
群

Ⅵ 群
Ⅶ 群

土 玉
垂 飾
耳 栓
環
状
土
製 品

オ
ロ
シ

ガ
ネ
状

土
製
品

焼 成 粘 土

土 偶 片 そ の 他

漆 塗 櫛

漆 塗 櫛 片

環 状 漆 塗 製 品

漆 塗 玉

そ の 他
石 鏃

石
槍
ナ
イ フ
石 錐

つ
ま
み

付
き

ナ
イ
フ

ス
ク
レ

イ
パ
ー
類

楔 形 石 器

石 核
石 斧
石 斧 片

石 斧 未 製 品

敲 き 石
砥 石
す り 石
石 皿

礫
石
器

そ
の
他
礫
そ の 他

フ
レ

イ
ク

玉 類
石 棒
石 製 品

サ メ 歯

骨 角 器
Ⅳ
a
Ⅳ
b
Ⅳ
c
Ⅴ
a
Ⅴ
b
Ⅴ
c

Ｆ
４０
７

Ｎ
－
２９

Ⅱ
下
後
期
後
葉

６８
５４

１３
１２

１２
１０５

１０５
１１７

Ｆ
４０
８

Ｒ
－
２９

Ⅱ
－

７４
６０

１３
Ｆ
４０
９

Ｒ
－
３０

Ⅱ
中

期
４８

４６
１４

１
１

１６
１６

１７
Ｆ
４１
０

Ｓ
－
３１

Ⅲ
－

５０
４４

１１
Ｆ
４１
１

Ｓ
－
３０

Ⅱ
中

期
３４

２５
４

４
４

１
１

２
６

Ｆ
４１
２

Ｓ
－
３０

Ⅱ
－

２８
２０

３
Ｆ
４１
３

Ｔ
－
３０

Ⅱ
早

期
４７

２２
２

２
２

２
Ｆ
４１
４

Ｔ
－
３０

Ⅱ
中

期
４４

３２
３

１
１

２
２

２
４

Ｆ
４１
５

Ｔ
－
３０

Ⅱ
後
期
後
葉

２９
１５

４
４

４
２

２
６
焼
骨
含
む

Ｆ
４１
６

Ｓ
－２
９・
３０

Ⅱ
後
期
後
葉

９６
－

９
２

６
８

１５
１５

２３
Ｆ
４１
７

Ｓ
－
３０

Ⅱ
後
期
後
葉

５４
４０

８
１

３
４

３
３

７
Ｆ
４１
８

Ｒ
－
２７

Ⅲ
後
期
後
葉

５０
４３

１７
５

５
５

Ｆ
４１
９

Ｔ
－
３４

Ⅱ
早

期
５２

４０
４

２
２

２
Ｆ
４２
０

Ｐ
－
２８

Ｈ４
９内

早
期

４９
４６

６
２

２
２

Ｆ
４２
１

Ｍ
－
３０

Ⅱ
－

７４
５０

１４
Ｆ
４２
２

Ｌ
・
Ｍ
－３
０
Ⅱ

－
５８

３２
４

Ｆ
４２
３

Ｌ
－
３０

Ⅲ
－

６６
４４

１０
焼
骨
含
む

Ｆ
４２
４

Ｎ
－
３３

Ⅱ
中

期
５３

４９
５

２
２

２
Ｆ
４２
５

Ｍ
－
３３

Ⅲ
－

７６
６２

９
Ｆ
４２
６

Ｍ
－
３０

Ⅱ
－

７０
４６

８
１

１
１

Ｆ
４２
７

Ｕ
－
３７

Ⅲ
－

３８
３２

４
（
骨
片
含
む
）

Ｆ
４２
８

Ｒ
－
２８

Ｈ５
７内

中
期

６４
４１

６
３

３
２

１２１
１２３

１２６
Ｆ
４２
９

Ｏ
－
３１

Ⅱ
－

７４
７０

９
Ｆ
４３
０

Ｏ
－
３１

Ⅱ
－

３４
２８

４
Ｆ
４３
１

Ｑ
－
２９

Ⅲ
～
Ⅳ
後
期
後
葉

７０
６１

８
３

３
１１５

１１５
１１８

住居
から
みの
可能
性あ
り焼
骨含
む

Ｆ
４３
２

Ｒ
－
２８

住居
覆土
中
中

期
５６

４３
８

２
２

２
Ｈ
５７
覆
土
中

Ｆ
４３
３

Ｐ
－
３１

Ⅲ
－

３８
３６

６
Ｆ
４３
４

Ｎ
－
３５

Ⅱ
後
期
後
葉

３９
３２

４
１

８
９

１
５

６
１５
焼
骨
含
む

Ｆ
４３
５

Ｑ
－
３６

後
期
後
葉

６０
５４

１４
１

１
１

８
９

１０
Ｈ
６１
内
（
骨
片
含
む
）

Ｆ
４３
６

Ｏ
－
３１

Ⅱ
－

５２
４０

８
Ｆ
４３
７

Ｏ
－
２９

Ⅳ
－

４２
２４

４
住
居
の
炉
の
可
能
性
あ
り

Ｆ
４３
８

Ｒ
－
２８

Ⅱ
中

期
７１

６０
２１

８
８

２
２０９

２１１
２１９
Ｈ
５７
住
居
覆
土
中

Ｆ
４３
９

Ｒ
－
３１

－
９６

３８
５

１１
１１

１１
Ｈ６２
覆土
中（
炭化
物・
骨片
多量
に含
む）

Ｆ
４４
０

Ｐ
－
３６

－
３８

２６
５

Ｆ
４４
１

Ｎ
－
３７

中
期

２４
１８

３
１

１
１

１
２

Ｆ
４４
２

Ｏ
－
３６

－
１９２

３０
４

Ｆ
４４
３

Ｐ
－
３６

－
３２

１８
３

５
５

５
Ｆ
４４
４

Ｐ
－
３８

－
４５

２８
２

８
８

８
Ｆ
４４
５

Ｓ
・
Ｔ
－２
７
Ⅱ

－
３２

－
８

Ｈ
４７
に
切
ら
れ
る

Ｆ
４４
６

Ｐ
－
３８

－
４０

２６
５

Ⅳ層
検出
（炭
化物
・骨
片含
む）

Ｆ
４４
７

Ｏ
－
３０

Ⅲ
上

－
Ｆ
４４
８

Ｏ
－３
７・
３８
Ⅲ
上

－
５０

３４
１０

（
炭
化
物
・
パ
ミ
ス
少
量
含
む
）

Ｆ
４４
９

Ｐ
－
４３

Ⅱ
上
位

－
４６

３４
６

後
北
・
擦
文
期
の
焼
土
か

Ｆ
４５
０

Ｏ
－
４２

－
４０

２８
１４

Ｆ
４５
１

Ｍ
－
４１

Ⅱ
上
位

－
５０

４０
５

後
北
よ
り
新
し
い
可
能
性
あ
り

Ｆ
４５
２

Ｐ
－４
２・
４３

１１よ
り上

早
期

４４
３０

８
３

３
３１

３１
３４
東
釧
路
Ⅳ
の
面

Ｆ
４５
３

Ｐ
－
３２

Ⅱ
中

期
１２

１２
１２
Ｐ
４６
３
に
切
ら
れ
る

Ｆ
４５
４

Ｎ
－
３０

Ⅲ
－

４０
３０

５
Ｆ
４５
５

Ｎ
－
３０

Ⅲ
－

５２
３６

５
Ｆ
４５
６

Ｍ
－
３０

Ⅲ
－

４６
４４

１０
（
骨
片
含
む
）

Ｆ
４５
７

Ｉ
－
３７

Ⅱ
晩
期
後
葉

５６
５５

１２
１２

１２
１１

１１
２３

泥炭
焼骨
含む
（骨
片含
む）

Ｆ
４５
８

Ｕ
－
４１

Ⅳ
－

７６
６６

１３
１

１０
１１

１１
竪穴
の焼
土の
残り
と考
えら
れる

Ｆ
４５
９

Ｓ
－
４０

Ⅳ
－

－
－

５
Ｐ５
５９
に
切
ら
れ
る

住
居
の
炉
と
考
え
ら
れ
る

焼
土

計
１９

８
３５１

６４
５４
９，１
２２

４１
２

１２
７５

３
９，７
５１

１８
１

５
８４

１１
１１９

５８
２

４
２

４０
１

５
７

２
４

３
１

２３
１５

１３
，３０
１
１３
，４６
８

２
１

２８
３１

２３
，３６
９

遺
構

番
号

グ
リ
ッ
ト

検 出 面
時
期

長
径

（
㎝
）
短
径

（
㎝
）
深
さ

（
㎝
）

土
器

土
器 計

土
製
品

土
製

品
計

漆
塗
製
品

漆
塗

製
品 計

石
器

石 器 計

石
製
品

そ の 他

骨
角
器

石製
品

骨角
器 他

全
体
合
計

備
考

Ⅰ 群
Ⅱ 群
Ⅲ 群

Ⅳ
群

Ⅴ
群

Ⅵ 群
Ⅶ 群

土 玉
垂 飾
耳 栓
環
状
土
製 品

オ
ロ
シ

ガ
ネ
状

土
製
品

焼 成 粘 土

土 偶 片 そ の 他

漆 塗 櫛

漆 塗 櫛 片

環 状 漆 塗 製 品

漆 塗 玉

そ の 他
石 鏃

石
槍
ナ
イ フ
石 錐

つ
ま
み

付
き

ナ
イ
フ

ス
ク
レ

イ
パ
ー
類

楔 形 石 器

石 核
石 斧
石 斧 片

石 斧 未 製 品

敲 き 石
砥 石
す り 石
石 皿

礫
石
器

そ
の
他
礫
そ の 他

フ
レ

イ
ク

玉 類
石 棒
石 製 品

サ メ 歯

骨 角 器
Ⅳ
a
Ⅳ
b
Ⅳ
c
Ⅴ
a
Ⅴ
b
Ⅴ
c

集
石
１

Ｍ
－
４０

Ⅱ
層

中
期

５
５

１
４２

４８
４２４

５１５
５２０

集
石
２

Ｎ
－
４４

Ⅱ
層

中
期

１
２

２
１６

２１
２１

集
石
３

Ｌ
－
３９

Ⅱ
層

中
期

２
１１

８４
９７

９７
集
石
４

Ｍ
－
４０

Ⅱ
層

中
期

１２
１２

１２
集
石
５

Ｌ－
３９
・Ｍ
－３
９
Ⅱ
層

中
期

５
３

６６
７４

７４
集
石

計
５

５
１

４３
９

２８
２１４

４２４
７１９

７２４

表
Ⅳ
－
８
焼
土
出
土
遺
物
一
覧
�

表
Ⅳ
－
９
集
石
出
土
遺
物
一
覧
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遺
構

番
号

グ
リ
ッ
ド

検 出 面
時
期

長
径

（
㎝
）
短
径

（
㎝
）
深
さ

（
㎝
）

土
器

土
器 計

土
製
品

土
製

品
計

漆
塗
製
品

漆
塗

製
品 計

石
器

石 器 計

石
製
品

そ の 他

骨
角
器

石製
品

骨角
器 他

全
体
合
計

備
考

Ⅰ 群
Ⅱ 群
Ⅲ 群

Ⅳ
群

Ⅴ
群

Ⅵ 群
Ⅶ 群

土 玉
垂 飾
耳 栓
環
状
土
製 品

オ
ロ
シ

ガ
ネ
状

土
製
品

焼 成 粘 土

土 偶 片 そ の 他

漆 塗 櫛

漆 塗 櫛 片

環 状 漆 塗 製 品

漆 塗 玉

そ の 他
石 鏃

石
槍
ナ
イ フ
石 錐

つ
ま
み

付
き

ナ
イ
フ

ス
ク
レ

イ
パ
ー
類

楔 形 石 器

石 核
石 斧
石 斧 片

石 斧 未 製 品

敲 き 石
砥 石
す り 石
石 皿

礫
石
器

そ
の
他
礫
そ の 他

フ
レ

イ
ク

玉 類
石 棒
石 製 品

サ メ 歯

骨 角 器
Ⅳ
a
Ⅳ
b
Ⅳ
c
Ⅴ
a
Ⅴ
b
Ⅴ
c

Ｓ
Ｐ
２５
１３

Ｓ
－
１６

主
柱
穴

中
期

６２
４８

２４
１

１
１

７
８

９
Ｓ
Ｐ
２５
１４

Ｒ
－
１６

主
柱
穴

２８
２６
．５

３８
Ｓ
Ｐ
２５
１５

Ｑ
－
１６

壁
柱
穴

１８
．５

１７
３６
．４

Ｓ
Ｐ
２５
１６

Ｏ
－
１６

壁
柱
穴

１６
１４

２２
Ｓ
Ｐ
２５
１７

Ｏ
－
１６

壁
柱
穴

１６
１４

１０
Ｓ
Ｐ
２５
１８

Ｏ
－
１６

壁
柱
穴

中
期

４０
．５

４０
．２

１６
．４

１
１

１
Ｓ
Ｐ
２５
１９

Ｏ
－
１６

壁
柱
穴

１６
１５

３４
Ｓ
Ｐ
２５
２０

Ｎ
－
１６

壁
柱
穴

２４
２２
．５

２２
Ｓ
Ｐ
２５
２１

Ｎ
－
１６

壁
柱
穴

２２
２１
．５

１８
Ｓ
Ｐ
２５
２２

Ｎ
－
１６

壁
柱
穴

２０
１０

８．４
Ｓ
Ｐ
２５
２３

Ｎ
－
１６

壁
柱
穴

２０
１９

１２
Ｓ
Ｐ
２５
２４

Ｍ
－
１６

壁
柱
穴
後
期
後
葉

２２
１７

１６
１

１
１

Ｓ
Ｐ
２５
２５

Ｍ
－
１６

壁
柱
穴
後
期
後
葉

１２
．４

１２
１２

１
１

１
Ｓ
Ｐ
２５
２６

Ｍ
－
１６

壁
柱
穴

１２
１１

７
Ｓ
Ｐ
２５
２７

Ｍ
－
１６

壁
柱
穴

１４
１３
．５

８
Ｓ
Ｐ
２５
２８

Ｍ
－
１６

壁
柱
穴

１０
．４

１０
３６

Ｓ
Ｐ
２５
２９

Ｍ
－
１６

壁
柱
穴
後
期
後
葉

２２
２１

８．２
１

１
１

Ｓ
Ｐ
２５
３０

Ｍ
－
１６

壁
柱
穴

１０
７

１０
Ｓ
Ｐ
２５
３１

Ｍ
－
１６

壁
柱
穴

９
８

９
Ｓ
Ｐ
２５
３２

Ｍ
－
１６

壁
柱
穴
後
期
後
葉

１２
１０

１６
４

４
１

１
５

Ｓ
Ｐ
２５
３３

Ｍ
－
１６

壁
柱
穴

１４
．２

１４
１１
．８

Ｓ
Ｐ
２５
３４

Ｍ
－
１６

壁
柱
穴

２０
１６

１０
．２

Ｓ
Ｐ
２５
３５

Ｌ
－
１６

壁
柱
穴

８．２
８

２２
Ｓ
Ｐ
２５
３６

Ｌ
－
１６

壁
柱
穴

８．５
８．５

１３
．６

Ｓ
Ｐ
２５
３７

Ｌ
－
１６

壁
柱
穴

１６
１２

１０
Ｓ
Ｐ
２５
３８

Ｍ
－
１８

壁
柱
穴
後
期
後
葉

１８
１８

１４
２

２
２

Ｓ
Ｐ
２５
３９

Ｍ
－
１８

壁
柱
穴

１４
．５

１４
２０

Ｓ
Ｐ
２５
４０

Ｍ
－
１８

壁
柱
穴

１４
１２

１４
．２

Ｓ
Ｐ
２５
４１

Ｍ
－
１８

壁
柱
穴

２１
２０

２６
Ｓ
Ｐ
２５
４２

Ｍ
－
１８

壁
柱
穴

１１
１０

１２
１

１
１

Ｓ
Ｐ
２５
４３

Ｍ
－
１８

壁
柱
穴

１４
１２

１１
１

１
１

Ｓ
Ｐ
２５
４４

Ｍ
－
１８

壁
柱
穴

１４
１３

９
Ｓ
Ｐ
２５
４５

Ｏ
－
１７

壁
柱
穴

１７
１６
．５

１２
Ｓ
Ｐ
２５
４６

Ｏ
－
１７

壁
柱
穴

１１
１０
．６

３
Ｓ
Ｐ
２５
４７

Ｏ
－
１８

壁
柱
穴

２４
．５

２１
８

Ｓ
Ｐ
２５
４８

Ｐ
－
１８

壁
柱
穴
後
期
後
葉

３０
２６

１０
３

３
１

１
４

Ｓ
Ｐ
２５
４９

Ｌ
－
１８

壁
柱
穴
後
期
後
葉

２１
１９
．６

２１
２

２
２

Ｓ
Ｐ
２５
５０

Ｌ
－
１８

壁
柱
穴

１０
１０

８
Ｓ
Ｐ
２５
５１

Ｌ
－
１８

壁
柱
穴

１８
１７

２０
Ｓ
Ｐ
２５
５２

Ｌ
－
１８

壁
柱
穴

１７
１６

６
Ｓ
Ｐ
２５
５３

Ｌ
－
１８

壁
柱
穴
後
期
後
葉

１２
．６

１２
１２

１
１

１
Ｓ
Ｐ
２５
５４

Ｌ
－
１８

杭
８

８
１５

Ｓ
Ｐ
２５
５５

Ｌ
－
１８

杭
９

９
１７

Ｓ
Ｐ
２５
５６

Ｌ
－
１８

杭
１０

１０
１５

Ｓ
Ｐ
２５
５７

Ｌ
－
１８

小
柱
穴

１９
１５

８
Ｓ
Ｐ
２５
５８

Ｌ
－
１８

小
柱
穴

１８
１７

１５
．８

Ｓ
Ｐ
２５
５９

Ｌ
－
１８

小
柱
穴

２３
２２

２２
１

１
１

Ｓ
Ｐ
２５
６０

Ｌ
－
１８

杭
１２

１１
．６

２７
Ｓ
Ｐ
２５
６１

Ｌ
－
１８

小
柱
穴

２１
２０

１５
．５

Ｓ
Ｐ
２５
６２

Ｌ
－
１８

小
柱
穴
後
期
後
葉

２２
２１

２２
１

１
１

Ｓ
Ｐ
２５
６３

Ｌ
－
１８

小
柱
穴
後
期
後
葉

１８
１８

２１
２

２
２

Ｓ
Ｐ
２５
６４

Ｌ
－
１８

小
柱
穴

１９
１８

２２
Ｓ
Ｐ
２５
６５

Ｌ
－
１８

小
柱
穴

１２
１０
．６

１６
Ｓ
Ｐ
２５
６６

Ｋ
・
Ｌ
－１
８

小
柱
穴
後
期
後
葉

２０
１８

１６
１

１
１

Ｓ
Ｐ
２５
６７

Ｌ
－
１７

小
柱
穴
後
期
後
葉

１８
１６

１９
１

１
１

Ｓ
Ｐ
２５
６８

Ｌ
－
１７

小
柱
穴

１３
１１

６．５
Ｓ
Ｐ
２５
６９

Ｌ
－
１７

小
柱
穴

２１
２０

１０
Ｓ
Ｐ
２５
７０

Ｌ
－
１７

小
柱
穴

１５
１４

１９
．８

Ｓ
Ｐ
２５
７１

Ｌ
－
１７

小
柱
穴

１４
１３

１８
．５

Ｓ
Ｐ
２５
７２

Ｌ
－
１７

小
柱
穴

１７
１４
．５

１６
Ｓ
Ｐ
２５
７３

Ｌ
－
１７

小
柱
穴
後
期
後
葉

１５
．６

１５
２０

２
２

２
Ｓ
Ｐ
２５
７４

Ｌ
－
１７

小
柱
穴
後
期
後
葉

１４
１３

１２
１

１
１

Ｓ
Ｐ
２５
７５

Ｌ
－
１７

小
柱
穴

１６
１４
．５

１２
Ｓ
Ｐ
２５
７６

Ｌ
－
１７

小
柱
穴

１６
．２

１６
１６

Ｓ
Ｐ
２５
７７

Ｌ
－
１７

小
柱
穴

１５
．６

１４
．５

１０
．２

Ｓ
Ｐ
２５
７８

Ｌ
－
１７

杭
１０

１０
１９

Ｓ
Ｐ
２５
７９

Ｌ
－
１７

小
柱
穴

１６
１５
．６

２８
Ｓ
Ｐ
２５
８０

Ｌ
－
１７

小
柱
穴

１０
．２

１０
．２

１０
Ｓ
Ｐ
２５
８１

Ｌ
－
１７

杭
１０

９．６
３５

Ｓ
Ｐ
２５
８２

Ｌ
－
１７

小
柱
穴

２１
１８

２７
．６

Ｓ
Ｐ
２５
８３

Ｌ
－
１７

小
柱
穴

１４
１３
．５

８
Ｓ
Ｐ
２５
８４

Ｌ
－
１７

小
柱
穴

１２
．６

８．５
９

Ｓ
Ｐ
２５
８５

Ｌ
－
１７

小
柱
穴

１５
１２
．６

１９
Ｓ
Ｐ
２５
８６

Ｌ
－
１７

小
柱
穴

１４
１４

８．５
Ｓ
Ｐ
２５
８７

Ｌ
－
１７

杭
１２

１１
１９

Ｓ
Ｐ
２５
８８

Ｍ
－
１９

小
柱
穴

１７
．８

１２
１３

１
１

１
Ｓ
Ｐ
２５
８９

Ｍ
－
１９

小
柱
穴

１４
１２
．８

６
Ｓ
Ｐ
２５
９０

Ｍ
－
１９

小
柱
穴
後
期
後
葉

１６
１５
．６

２６
１

１
１

Ｓ
Ｐ
２５
９１

Ｍ
－
１９

小
柱
穴
後
期
後
葉

１６
．５

１５
．８

１１
３

３
３

Ｓ
Ｐ
２５
９２

Ｍ
－
１９

小
柱
穴
後
期
後
葉

１８
１６
．４

４．５
２

２
１

１
３

表
Ⅳ
－
１０

Ｓ
Ｐ
出
土
遺
物
一
覧
�

Ⅳ 遺構と遺物
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遺
構

番
号

グ
リ
ッ
ド

検 出 面
時
期

長
径

（
㎝
）
短
径

（
㎝
）
深
さ

（
㎝
）

土
器

土
器 計

土
製
品

土
製

品
計

漆
塗
製
品

漆
塗

製
品 計

石
器

石 器 計

石
製
品

そ の 他

骨
角
器

石製
品

骨角
器 他

全
体
合
計

備
考

Ⅰ 群
Ⅱ 群
Ⅲ 群

Ⅳ
群

Ⅴ
群

Ⅵ 群
Ⅶ 群

土 玉
垂 飾
耳 栓
環
状
土
製 品

オ
ロ
シ

ガ
ネ
状

土
製
品

焼 成 粘 土

土 偶 片 そ の 他

漆 塗 櫛

漆 塗 櫛 片

環 状 漆 塗 製 品

漆 塗 玉

そ の 他
石 鏃

石
槍
ナ
イ フ
石 錐

つ
ま
み

付
き

ナ
イ
フ

ス
ク
レ

イ
パ
ー
類

楔 形 石 器

石 核
石 斧
石 斧 片

石 斧 未 製 品

敲 き 石
砥 石
す り 石
石 皿

礫
石
器

そ
の
他
礫
そ の 他

フ
レ

イ
ク

玉 類
石 棒
石 製 品

サ メ 歯

骨 角 器
Ⅳ
a
Ⅳ
b
Ⅳ
c
Ⅴ
a
Ⅴ
b
Ⅴ
c

Ｓ
Ｐ
２５
９３

Ｍ
－
１９

小
柱
穴
後
期
後
葉

２３
１８

１７
．５

５
５

１
１

６
Ｓ
Ｐ
２５
９４

Ｍ
－
１９

小
柱
穴

１６
．４

１６
５．５

Ｓ
Ｐ
２５
９５

Ｍ
－
１９

小
柱
穴

１６
１３

５
Ｓ
Ｐ
２５
９６

Ｍ
－
１９

小
柱
穴

１６
１５

１１
．５

Ｓ
Ｐ
２５
９７

Ｍ
－
１９

小
柱
穴
後
期
後
葉

１６
１３

１２
．４

１
１

１
Ｓ
Ｐ
２５
９８

Ｏ
－
１８

小
柱
穴

１４
１４

３４
Ｓ
Ｐ
２５
９９

Ｏ
－
１８

小
柱
穴

１４
１３
．２

１５
Ｓ
Ｐ
２６
００

Ｏ
－
１７

小
柱
穴

１７
１６
．５

８
Ｓ
Ｐ
２６
０１

Ｏ
－
１７

小
柱
穴

１１
．８

１０
７

Ｓ
Ｐ
２６
０２

Ｎ
－
１７

小
柱
穴

２０
１７

９
Ｓ
Ｐ
２６
０３

Ｏ
－
１７

小
柱
穴

２２
２１

８
Ｓ
Ｐ
２６
０４

Ｏ
－
１７

小
柱
穴

１５
１５

１３
Ｓ
Ｐ
２６
０５

Ｏ
－
１７

小
柱
穴

９
８

２４
．２

Ｓ
Ｐ
２６
０６

Ｎ
－
１８

小
柱
穴

９．８
８

２６
Ｓ
Ｐ
２６
０７

Ｎ
－
１８

小
柱
穴

１７
１６

１８
Ｓ
Ｐ
２６
０８

Ｎ
－
１８

小
柱
穴

１２
１１

１４
Ｓ
Ｐ
２６
０９

Ｎ
－
１８

小
柱
穴

１１
１０

１０
Ｓ
Ｐ
２６
１０

Ｎ
－
１８

小
柱
穴

１４
．６

１４
１９

Ｓ
Ｐ
２６
１１

Ｒ
－
２０

小
柱
穴

１７
１２
．５

１１
Ｓ
Ｐ
２６
１２

Ｒ
－
２０

小
柱
穴

１３
１２

１４
Ｓ
Ｐ
２６
１３

Ｒ
－
２０

小
柱
穴

１６
１０

４
Ｓ
Ｐ
２６
１４

Ｒ
－
２０

小
柱
穴
後
期
後
葉

１６
１０

１１
２

２
２

Ｓ
Ｐ
２６
１５

Ｑ
－
２０

小
柱
穴

１９
１５

８．５
Ｓ
Ｐ
２６
１６

Ｑ
－
２０

小
柱
穴

１３
．８

１２
５

Ｓ
Ｐ
２６
１７

Ｑ
－
２０

小
柱
穴

１６
．８

１３
９．８

Ｓ
Ｐ
２６
１８

Ｑ
－
２０

小
柱
穴

１８
１４

１１
．５

Ｓ
Ｐ
２６
１９

Ｌ
－
１９

小
柱
穴

１６
．５

１５
２０

１
１

１
Ｓ
Ｐ
２６
２０

Ｌ
－
１９

小
柱
穴

９
８

６
Ｓ
Ｐ
２６
２１

Ｌ
－
１９

小
柱
穴

９．８
８

１１
Ｓ
Ｐ
２６
２２

Ｌ
－
１９

小
柱
穴

１７
１６
．５

１４
１

１
１

Ｓ
Ｐ
２６
２３

Ｌ
－
１９

小
柱
穴
後
期
後
葉

１８
１７
．８

１１
１

１
１

Ｓ
Ｐ
２６
２４

Ｌ
－
１９

小
柱
穴

１１
１１

１８
．５

Ｓ
Ｐ
２６
２５

Ｌ
－
１９

小
柱
穴

１０
９

１６
．５

Ｓ
Ｐ
２６
２６

Ｌ
－
１９

小
柱
穴
後
期
後
葉

１６
１５

８
１

１
１

Ｓ
Ｐ
２６
２７

Ｌ
－
１９

小
柱
穴
後
期
後
葉

１１
．５

１０
．８

８．５
１

１
１

Ｓ
Ｐ
２６
２８

Ｌ
－
１９

小
柱
穴

１６
１６

１０
２

２
２

Ｓ
Ｐ
２６
２９

Ｌ
－
１９

小
柱
穴
後
期
後
葉

１８
１３
．５

１５
２

２
１

５
６

８
Ｓ
Ｐ
２６
３０

Ｌ
－
１９

小
柱
穴

１８
１０
．５

１６
Ｓ
Ｐ
２６
３１

Ｌ
－
１９

小
柱
穴

１６
１５

１３
Ｓ
Ｐ
２６
３２

Ｌ
－
１９

小
柱
穴

１３
１０

１４
Ｓ
Ｐ
２６
３３

Ｌ
－
１９

小
柱
穴
後
期
後
葉

３０
１０

１６
．５

１
１

１
Ｓ
Ｐ
２６
３４

Ｌ
－
１９

小
柱
穴

１３
１０

１７
Ｓ
Ｐ
２６
３５

Ｌ
－
１９

小
柱
穴

１４
１４

１２
Ｓ
Ｐ
２６
３６

Ｌ
－
１９

小
柱
穴
後
期
後
葉

１４
．５

１４
１６
．５

２
２

２
Ｓ
Ｐ
２６
３７

Ｌ
－
１９

小
柱
穴
後
期
後
葉

１４
１２
．８

１２
．５

３
３

３
Ｓ
Ｐ
２６
３８

Ｌ
－
１９

小
柱
穴
後
期
後
葉

１４
１３

１１
１

１
１

Ｓ
Ｐ
２６
３９

Ｋ
－
１９

小
柱
穴

１２
１０
．５

１４
Ｓ
Ｐ
２６
４０

Ｋ
－
１９

小
柱
穴
後
期
後
葉

１５
１５

２０
３

３
３

Ｓ
Ｐ
２６
４１

Ｋ
－
１９

小
柱
穴
後
期
後
葉

（３
２）

３１
１６

２０
２０

１９
１９

３９
Ｓ
Ｐ
２６
４２

Ｋ
－
１９

小
柱
穴
後
期
後
葉

１６
１１

９
１

１
２

２
３

Ｓ
Ｐ
２６
４３

Ｋ
－
１９

小
柱
穴
後
期
後
葉

９
９

７
１

１
１

Ｓ
Ｐ
２６
４４

Ｋ
－
１９

小
柱
穴

１２
１１
．８

１７
Ｓ
Ｐ
２６
４５

Ｋ
－
１９

小
柱
穴

１９
１４
．５

２１
Ｓ
Ｐ
２６
４６

Ｋ
－
１９

小
柱
穴
後
期
後
葉

１１
．８

１０
１２

２
２

１
１

３
Ｓ
Ｐ
２６
４７

Ｋ
－
１９

小
柱
穴

１４
１０

１０
Ｓ
Ｐ
２６
４８

Ｋ
－
１９

小
柱
穴
後
期
後
葉

１４
１３

５
３

３
３

Ｓ
Ｐ
２６
４９

Ｋ
－
１９

小
柱
穴

１５
１５

８
Ｓ
Ｐ
２６
５０

Ｋ
－
１９

小
柱
穴

１６
１６

３０
Ｓ
Ｐ
２６
５１

Ｋ
－
１９

小
柱
穴

１４
１４

６
１

１
１

Ｓ
Ｐ
２６
５２

Ｋ
－
１９

小
柱
穴
後
期
後
葉

１２
．５

１２
１５

１
１

１
Ｓ
Ｐ
２６
５３

Ｋ
－
１９

小
柱
穴

１０
．５

９．８
４．２

１
１

１
Ｓ
Ｐ
２６
５４

Ｌ
－
１９

小
柱
穴

１５
１１

１４
Ｓ
Ｐ
２６
５５

Ｌ
－
１９

小
柱
穴

１４
１３
．５

１９
Ｓ
Ｐ
２６
５６

Ｌ
－
１９

小
柱
穴

１６
１６

１１
Ｓ
Ｐ
２６
５７

Ｌ
－
１９

小
柱
穴

１３
（９
）

２０
Ｓ
Ｐ
２６
５８

Ｐ
－
２１

小
柱
穴

１７
１６
．５

３０
Ｓ
Ｐ
２６
５９

Ｐ
－
２１

小
柱
穴

２３
２３

１０
Ｓ
Ｐ
２６
６０

Ｐ
－
２１

小
柱
穴

１８
１６

３６
Ｓ
Ｐ
２６
６１

Ｐ
－
２１

小
柱
穴

２８
．８

１７
２３

Ｓ
Ｐ
２６
６２

Ｏ
－
２１

小
柱
穴

１５
１３
．５

１４
Ｓ
Ｐ
２６
６３

Ｏ
－
２１

小
柱
穴
後
期
後
葉

１８
１７

１１
４

４
４

Ｓ
Ｐ
２６
６４

Ｏ
－
２１

小
柱
穴

１７
１７

１３
Ｓ
Ｐ
２６
６５

Ｏ
－
２１

杭
１２

１２
１４

Ｓ
Ｐ
２６
６６

Ｏ
－
２１

小
柱
穴

２１
２０

１２
Ｓ
Ｐ
２６
６７

Ｏ
－
２１

小
柱
穴

１０
．５

１０
５

Ｓ
Ｐ
２６
６８

Ｏ
－
２１

小
柱
穴

２０
１８
．５

１１
Ｓ
Ｐ
２６
６９

Ｐ
－
２４

小
柱
穴

１９
１８

１８
Ｓ
Ｐ
２６
７０

Ｐ
－
２４

小
柱
穴

１８
１６

１５
１

１
１

Ｓ
Ｐ
２６
７１

Ｐ
－
２４

小
柱
穴

１３
．８

１３
９

Ｓ
Ｐ
２６
７２

Ｐ
－
２４

小
柱
穴

１９
１８

１８

表
Ⅳ
－
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Ｐ
出
土
遺
物
一
覧
�
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遺
構

番
号

グ
リ
ッ
ド

検 出 面
時
期

長
径

（
㎝
）
短
径

（
㎝
）
深
さ

（
㎝
）

土
器

土
器 計

土
製
品

土
製

品
計

漆
塗
製
品

漆
塗

製
品 計

石
器

石 器 計

石
製
品

そ の 他

骨
角
器

石製
品

骨角
器 他

全
体
合
計

備
考

Ⅰ 群
Ⅱ 群
Ⅲ 群

Ⅳ
群

Ⅴ
群

Ⅵ 群
Ⅶ 群

土 玉
垂 飾
耳 栓
環
状
土
製 品

オ
ロ
シ

ガ
ネ
状

土
製
品

焼 成 粘 土

土 偶 片 そ の 他

漆 塗 櫛

漆 塗 櫛 片

環 状 漆 塗 製 品

漆 塗 玉

そ の 他
石 鏃

石
槍
ナ
イ フ
石 錐

つ
ま
み

付
き

ナ
イ
フ

ス
ク
レ

イ
パ
ー
類

楔 形 石 器

石 核
石 斧
石 斧 片

石 斧 未 製 品

敲 き 石
砥 石
す り 石
石 皿

礫
石
器

そ
の
他
礫
そ の 他

フ
レ

イ
ク

玉 類
石 棒
石 製 品

サ メ 歯

骨 角 器
Ⅳ
a
Ⅳ
b
Ⅳ
c
Ⅴ
a
Ⅴ
b
Ⅴ
c

Ｓ
Ｐ
２６
７３

Ｐ
－
２４

小
柱
穴

２３
２０

２２
Ｓ
Ｐ
２６
７４

Ｐ
－
２４

小
柱
穴

１８
．５

１８
８

Ｓ
Ｐ
２６
７５

Ｐ
－
２４

小
柱
穴

１５
１２
．５

１１
Ｓ
Ｐ
２６
７６

Ｐ
－
２４

小
柱
穴

２０
１８

１２
．５

Ｓ
Ｐ
２６
７７

Ｐ
－
２４

小
柱
穴

１８
１６
．５

１１
Ｓ
Ｐ
２６
７８

Ｐ
－
２４

小
柱
穴

１７
．５

１６
２７

Ｓ
Ｐ
２６
７９

Ｐ
－
２４

小
柱
穴

３０
１６

１０
Ｓ
Ｐ
２６
８０

Ｑ
－
２４

小
柱
穴

２５
２４

１７
Ｓ
Ｐ
２６
８１

Ｑ
－
２４

小
柱
穴

１２
１０
．８

８
Ｓ
Ｐ
２６
８２

Ｑ
－
２４

小
柱
穴

１６
．５

１１
１４

Ｓ
Ｐ
２６
８３

Ｑ
－
２４

小
柱
穴

１４
．５

１４
１８

Ｓ
Ｐ
２６
８４

Ｑ
－
２４

小
柱
穴

２１
２１

１４
Ｓ
Ｐ
２６
８５

Ｑ
－
２３

小
柱
穴

１６
１５

１１
Ｓ
Ｐ
２６
８６

Ｑ
－
２４

小
柱
穴

１８
１７

１４
Ｓ
Ｐ
２６
８７

Ｑ
－
２４

小
柱
穴

１８
１８

８．５
Ｓ
Ｐ
２６
８８

Ｑ
－
２４

杭
１７

１７
１１

Ｓ
Ｐ
２６
８９

Ｐ
－
２０

小
柱
穴

１０
１０

１２
Ｓ
Ｐ
２６
９０

Ｐ
－
２０

小
柱
穴

２０
１７

１６
Ｓ
Ｐ
２６
９１

Ｐ
－
２０

小
柱
穴

１９
１５

６
Ｓ
Ｐ
２６
９２

Ｏ
－
２０

小
柱
穴

１５
１３
．５

１４
．５

Ｓ
Ｐ
２６
９３

Ｏ
－
２０

小
柱
穴

１９
１８

８．５
Ｓ
Ｐ
２６
９４

Ｐ
－
２３

小
柱
穴

２０
１９
．５

１２
Ｓ
Ｐ
２６
９５

Ｐ
－
２３

小
柱
穴

１５
１５

９
Ｓ
Ｐ
２６
９６

Ｐ
－
２３

小
柱
穴

１９
１８

１３
Ｓ
Ｐ
２６
９７

Ｐ
－
２３

小
柱
穴

１３
１２

８．５
Ｓ
Ｐ
２６
９８

Ｐ
－
２３

小
柱
穴

１４
１４

１９
Ｓ
Ｐ
２６
９９

Ｐ
－
２３

小
柱
穴

１２
．８

１２
．５

８．５
Ｓ
Ｐ
２７
００

Ｐ
－
２３

小
柱
穴

２２
２１

１０
Ｓ
Ｐ
２７
０１

Ｑ
－
２３

杭
９

８．８
２９

Ｓ
Ｐ
２７
０２

Ｔ
－
２２

小
柱
穴

１２
１０

６．５
Ｓ
Ｐ
２７
０３

Ｓ
－
２２

小
柱
穴

１４
１２

２３
Ｓ
Ｐ
２７
０４

Ｓ
－
２２

小
柱
穴

１６
１５

９
Ｓ
Ｐ
２７
０５

Ｓ
－
２２

小
柱
穴

１４
１１
．５

１２
Ｓ
Ｐ
２７
０６

Ｓ
－
２２

小
柱
穴

１６
１４
．５

２６
３

３
３

Ｓ
Ｐ
２７
０７

Ｓ
－
２３

小
柱
穴

１４
．５

１３
１９

Ｓ
Ｐ
２７
０８

Ｓ
－
２３

小
柱
穴

１６
１５

１２
Ｓ
Ｐ
２７
０９

Ｒ
－
２２

小
柱
穴

１４
１２
．５

４．２
Ｓ
Ｐ
２７
１０

Ｒ
－
２２

小
柱
穴

１６
．５

１３
１２

Ｓ
Ｐ
２７
１１

Ｒ
－
２２

小
柱
穴

１８
１７

８
Ｓ
Ｐ
２７
１２

Ｒ
－
２２

小
柱
穴

２０
１５

６
Ｓ
Ｐ
２７
１３

Ｒ
－
２２

小
柱
穴

１５
１５

６
Ｓ
Ｐ
２７
１４

Ｒ
－
２３

小
柱
穴

１９
１７
．５

１０
Ｓ
Ｐ
２７
１５

Ｒ
－
２３

小
柱
穴

１２
．５

１２
９

Ｓ
Ｐ
２７
１６

Ｒ
－
２３

杭
１３

１２
３４

Ｓ
Ｐ
２７
１７

Ｒ
－
２３

杭
１４

１４
２４

Ｓ
Ｐ
２７
１８

Ｓ
－
２４

杭
１３

１２
１９

Ｓ
Ｐ
２７
１９

Ｓ
－
２４

小
柱
穴

１６
１２

５．５
Ｓ
Ｐ
２７
２０

Ｓ
－
２４

小
柱
穴

２９
１５

１２
Ｓ
Ｐ
２７
２１

Ｓ
－
２４

小
柱
穴

１８
１４

７
Ｓ
Ｐ
２７
２２

Ｓ
－
２４

小
柱
穴

１６
．５

１５
７

Ｓ
Ｐ
２７
２３

Ｓ
－
２４

小
柱
穴

１３
１３

３１
Ｓ
Ｐ
２７
２４

Ｓ
－
２４

小
柱
穴

１６
１５

６
Ｓ
Ｐ
２７
２５

Ｓ
－
２４

小
柱
穴

１９
１６

９
Ｓ
Ｐ
２７
２６

Ｓ
－
２４

小
柱
穴

２１
１９

１７
Ｓ
Ｐ
２７
２７

Ｓ
－
２５

小
柱
穴

１６
１４

８
Ｓ
Ｐ
２７
２８

Ｓ
－
２５

小
柱
穴

１２
１２

９
Ｓ
Ｐ
２７
２９

Ｓ
－
２５

小
柱
穴

１９
１６

２０
Ｓ
Ｐ
２７
３０

Ｓ
－
２５

小
柱
穴

１５
１４
．５

２２
Ｓ
Ｐ
２７
３１

Ｓ
－
２５

杭
１０

１０
２９

Ｓ
Ｐ
２７
３２

Ｑ
－
２２

小
柱
穴

中
期

２３
．８

１９
２０

１
１

１
Ｓ
Ｐ
２７
３３

Ｑ
－
２２

小
柱
穴
後
期
後
葉

２２
２２

２２
１

１
１

１
２

Ｓ
Ｐ
２７
３４

Ｑ
－
２２

小
柱
穴

１５
．５

１５
１７

Ｓ
Ｐ
２７
３５

Ｑ
－
２２

小
柱
穴

２０
２０

８
Ｓ
Ｐ
２７
３６

Ｑ
－
２２

小
柱
穴

１６
．５

１５
１２

Ｓ
Ｐ
２７
３７

Ｐ
－
２２

小
柱
穴

１２
．５

１２
１７

Ｓ
Ｐ
２７
３８

Ｐ
－
２２

小
柱
穴

１６
１５

１４
Ｓ
Ｐ
２７
３９

Ｐ
－
２２

小
柱
穴

１２
．８

１３
７．５

Ｓ
Ｐ
２７
４０

Ｐ
－
２２

小
柱
穴

１７
１５

７
Ｓ
Ｐ
２７
４１

Ｐ
－
２２

小
柱
穴

１９
１８

１０
．５

Ｓ
Ｐ
２７
４２

Ｐ
－
２２

小
柱
穴

１８
１６
．５

１８
Ｓ
Ｐ
２７
４３

Ｏ
－
２２

－
１５

１４
．５

１８
Ｓ
Ｐ
２７
４４

Ｏ
－
２２

小
柱
穴

１４
１２

１２
．５

Ｓ
Ｐ
２７
４５

Ｏ
－
２２

小
柱
穴

１７
１６

９．５
Ｓ
Ｐ
２７
４６

Ｏ
－
２２

小
柱
穴

１９
１６
．２

１４
Ｓ
Ｐ
２７
４７

Ｏ
－
２２

小
柱
穴
後
期
後
葉

１８
１６

１１
２

２
２

Ｓ
Ｐ
２７
４８

Ｏ
－
２２

小
柱
穴

２０
１７

１８
Ｓ
Ｐ
２７
４９

Ｏ
－
２２

小
柱
穴
後
期
後
葉

１８
１８

１６
１

１
１

Ｓ
Ｐ
２７
５０

Ｏ
－
２２

小
柱
穴

１１
１１

１９
Ｓ
Ｐ
２７
５１

Ｎ
－
２２

小
柱
穴

２０
１８
．５

２１
Ｓ
Ｐ
２７
５２

Ｎ
－
２２

小
柱
穴

１６
１６

１３

表
Ⅳ
－
１０

Ｓ
Ｐ
出
土
遺
物
一
覧
�

Ⅳ 遺構と遺物

―１９５―



遺
構

番
号

グ
リ
ッ
ド

検 出 面
時
期

長
径

（
㎝
）
短
径

（
㎝
）
深
さ

（
㎝
）

土
器

土
器 計

土
製
品

土
製

品
計

漆
塗
製
品

漆
塗

製
品 計

石
器

石 器 計

石
製
品

そ の 他

骨
角
器

石製
品

骨角
器 他

全
体
合
計

備
考

Ⅰ 群
Ⅱ 群
Ⅲ 群

Ⅳ
群

Ⅴ
群

Ⅵ 群
Ⅶ 群

土 玉
垂 飾
耳 栓
環
状
土
製 品

オ
ロ
シ

ガ
ネ
状

土
製
品

焼 成 粘 土

土 偶 片 そ の 他

漆 塗 櫛

漆 塗 櫛 片

環 状 漆 塗 製 品

漆 塗 玉

そ の 他
石 鏃

石
槍
ナ
イ フ
石 錐

つ
ま
み

付
き

ナ
イ
フ

ス
ク
レ

イ
パ
ー
類

楔 形 石 器

石 核
石 斧
石 斧 片

石 斧 未 製 品

敲 き 石
砥 石
す り 石
石 皿

礫
石
器

そ
の
他
礫
そ の 他

フ
レ

イ
ク

玉 類
石 棒
石 製 品

サ メ 歯

骨 角 器
Ⅳ
a
Ⅳ
b
Ⅳ
c
Ⅴ
a
Ⅴ
b
Ⅴ
c

Ｓ
Ｐ
２７
５３

Ｎ
－
２２

小
柱
穴

１７
１５
．５

８
Ｓ
Ｐ
２７
５４

Ｎ
－
２２

小
柱
穴

１５
１４

１０
Ｓ
Ｐ
２７
５５

Ｎ
－
２２

小
柱
穴

１７
．８

１６
１９
．５

Ｓ
Ｐ
２７
５６

Ｎ
－
２２

小
柱
穴

１５
１４
．５

１１
Ｓ
Ｐ
２７
５７

Ｎ
－
２２

小
柱
穴

１８
１７

１３
．５

Ｓ
Ｐ
２７
５８

Ｎ
－
２２

小
柱
穴

１６
．５

１４
９

Ｓ
Ｐ
２７
５９

Ｎ
－
２２

小
柱
穴

１６
１２
．４

５
Ｓ
Ｐ
２７
６０

Ｎ
－
２２

小
柱
穴

１３
１３

９
Ｓ
Ｐ
２７
６１

Ｎ
－
２２

小
柱
穴

１２
．８

１２
．８

６
Ｓ
Ｐ
２７
６２

Ｎ
－
２２

小
柱
穴

１２
１０

４
Ｓ
Ｐ
２７
６３

Ｎ
－
２２

小
柱
穴

１４
．４

１４
９

Ｓ
Ｐ
２７
６４

Ｎ
－
２２

小
柱
穴

１６
１２

４．５
Ｓ
Ｐ
２７
６５

Ｎ
－
２１

小
柱
穴

１５
．５

１３
１０

１
１

２
２

Ｓ
Ｐ
２７
６６

Ｎ
－
２１

小
柱
穴

２５
２２

３２
２

２
２

Ｓ
Ｐ
２７
６７

Ｎ
－
２１

杭
１１
．５

１０
２４

Ｓ
Ｐ
２７
６８

Ｎ
－
２１

小
柱
穴

１４
１４

７
Ｓ
Ｐ
２７
６９

Ｎ
－
２１

小
柱
穴
後
期
後
葉

１６
１４

１９
．５

１
３

４
４

Ｓ
Ｐ
２７
７０

Ｎ
－
２１

小
柱
穴

２２
１９

１７
Ｓ
Ｐ
２７
７１

Ｎ
－
２１

小
柱
穴

１９
１６

９
Ｓ
Ｐ
２７
７２

Ｎ
－
２１

小
柱
穴

２２
１８

１１
Ｓ
Ｐ
２７
７３

Ｎ
－
２１

小
柱
穴

２０
１８

２７
Ｓ
Ｐ
２７
７４

Ｎ
－
２１

小
柱
穴

１６
１６

９．５
Ｓ
Ｐ
２７
７５

Ｎ
－
２１

小
柱
穴

１３
１２

１０
Ｓ
Ｐ
２７
７６

Ｎ
－
２１

小
柱
穴

１４
１３

８
Ｓ
Ｐ
２７
７７

Ｎ
－
２０

小
柱
穴

２０
．５

１６
．５

１０
Ｓ
Ｐ
２７
７８

Ｎ
－
２０

小
柱
穴

１９
１４

９．５
Ｓ
Ｐ
２７
７９

Ｎ
－
２０

小
柱
穴

１６
１６

９
Ｓ
Ｐ
２７
８０

Ｎ
－
２０

小
柱
穴
後
期
後
葉

２２
２０

１５
７

７
７

Ｓ
Ｐ
２７
８１

Ｎ
－
２０

小
柱
穴

１６
１５

１２
Ｓ
Ｐ
２７
８２

Ｍ
－
２０

後
期
後
葉

１６
１６

１４
２

２
２

Ｓ
Ｐ
２７
８３

Ｍ
－
２０

１３
１２

５
Ｓ
Ｐ
２７
８４

Ｍ
－
２０

１４
１４

８
Ｓ
Ｐ
２７
８５

Ｍ
－
２０

１７
１３

８
Ｓ
Ｐ
２７
８６

Ｍ
－
２０

１５
１４

２７
Ｓ
Ｐ
２７
８７

Ｍ
－
２０

２０
１９

１４
．５

Ｓ
Ｐ
２７
８８

Ｍ
－
２０

１６
１５
．５

９
Ｓ
Ｐ
２７
８９

Ｍ
－
２０

１９
１７

９
Ｓ
Ｐ
２７
９０

Ｍ
－
２０

１６
１４

１４
Ｓ
Ｐ
２７
９１

Ｍ
－
２０

１６
１４

８
Ｓ
Ｐ
２７
９２

Ｍ
－
２０

後
期
後
葉

１８
１７

２１
１

１
１

Ｓ
Ｐ
２７
９３

Ｍ
－
２０

１５
１３

１６
Ｓ
Ｐ
２７
９４

Ｍ
－
２１

後
期
後
葉

１６
１４

１５
．５

１
１

１
Ｓ
Ｐ
２７
９５

Ｍ
－
２１

１２
１１

７．５
Ｓ
Ｐ
２７
９６

Ｍ
－
２１

１２
１１

１２
Ｓ
Ｐ
２７
９７

Ｍ
－
２１

１２
１０

１９
．５

Ｓ
Ｐ
２７
９８

Ｍ
－
２１

１７
１６

１０
Ｓ
Ｐ
２７
９９

Ｍ
－
２１

１６
１５

１３
．５

Ｓ
Ｐ
２８
００

Ｍ
－
２１

１６
１４
．５

９．５
Ｓ
Ｐ
２８
０１

Ｐ
－
２６

小
柱
穴

１８
１６

８
Ｓ
Ｐ
２８
０２

Ｐ
－
２６

小
柱
穴

１２
１０
．５

１０
Ｓ
Ｐ
２８
０３

Ｐ
－
２５

小
柱
穴

１８
１７

１６
Ｓ
Ｐ
２８
０４

Ｐ
－
２５

小
柱
穴

２０
．５

１９
２０

Ｓ
Ｐ
２８
０５

Ｐ
－
２５

小
柱
穴

２０
１９

９
Ｓ
Ｐ
２８
０６

Ｐ
－
２５

小
柱
穴

１４
１０

３０
Ｓ
Ｐ
２８
０７

Ｐ
－
２５

小
柱
穴

１４
．５

１４
１６

Ｓ
Ｐ
２８
０８

Ｐ
－
２５

小
柱
穴
後
期
後
葉

１７
１５
．５

８
１

１
１

Ｓ
Ｐ
２８
０９

Ｐ
－
２５

小
柱
穴
後
期
後
葉

１８
１６

２５
２

１
３

３
Ｓ
Ｐ
２８
１０

Ｐ
－
２５

小
柱
穴

１９
１８

１２
Ｓ
Ｐ
２８
１１

Ｐ
－
２５

小
柱
穴

１１
１０

６
Ｓ
Ｐ
２８
１２

Ｐ
－
２５

小
柱
穴

２０
１８

１８
Ｓ
Ｐ
２８
１３

Ｏ
－
２５

小
柱
穴

２１
１９

１２
Ｓ
Ｐ
２８
１４

Ｏ
－
２５

小
柱
穴

１８
１６

８
Ｓ
Ｐ
２８
１５

Ｏ
－
２５

小
柱
穴

１７
１５
．５

７
Ｓ
Ｐ
２８
１６

Ｏ
－
２５

小
柱
穴

２４
．５

２０
．５

１６
Ｓ
Ｐ
２８
１７

Ｏ
－
２５

小
柱
穴

１９
１８

９
Ｓ
Ｐ
２８
１８

Ｏ
－
２５

小
柱
穴

１８
１７

６
Ｓ
Ｐ
２８
１９

Ｏ
－
２５

小
柱
穴

２２
１９

１５
Ｓ
Ｐ
２８
２０

Ｏ
－
２５

小
柱
穴

１９
．５

１８
８

Ｓ
Ｐ
２８
２１

Ｏ
－
２５

小
柱
穴

１９
．５

１８
．５

１２
Ｓ
Ｐ
２８
２２

Ｏ
－
２５

小
柱
穴

１８
１７

１３
．５

Ｓ
Ｐ
２８
２３

Ｏ
－
２５

小
柱
穴

１８
．５

１６
１０

Ｓ
Ｐ
２８
２４

Ｏ
－
２５

小
柱
穴

２３
１７

１６
Ｓ
Ｐ
２８
２５

Ｏ
－
２５

小
柱
穴

２０
１９

１２
Ｓ
Ｐ
２８
２６

Ｏ
－
２５

杭
１１

１０
２１

Ｓ
Ｐ
２８
２７

Ｏ
－
２５

小
柱
穴

１４
．５

１３
５

Ｓ
Ｐ
２８
２８

Ｏ
－
２５

小
柱
穴

１７
１６
．５

６
Ｓ
Ｐ
２８
２９

Ｏ
－
２５

小
柱
穴

１６
１４
．５

８
Ｓ
Ｐ
２８
３０

Ｏ
－
２５

小
柱
穴

１９
１７

２３
Ｓ
Ｐ
２８
３１

Ｏ
－
２５

小
柱
穴

１８
１７

９
Ｓ
Ｐ
２８
３２

Ｏ
－
２５

小
柱
穴

１８
１４

１９

表
Ⅳ
－
１０

Ｓ
Ｐ
出
土
遺
物
一
覧
�
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遺
構

番
号

グ
リ
ッ
ド

検 出 面
時
期

長
径

（
㎝
）
短
径

（
㎝
）
深
さ

（
㎝
）

土
器

土
器 計

土
製
品

土
製

品
計

漆
塗
製
品

漆
塗

製
品 計

石
器

石 器 計

石
製
品

そ の 他

骨
角
器

石製
品

骨角
器 他

全
体
合
計

備
考

Ⅰ 群
Ⅱ 群
Ⅲ 群

Ⅳ
群

Ⅴ
群

Ⅵ 群
Ⅶ 群

土 玉
垂 飾
耳 栓
環
状
土
製 品

オ
ロ
シ

ガ
ネ
状

土
製
品

焼 成 粘 土

土 偶 片 そ の 他

漆 塗 櫛

漆 塗 櫛 片

環 状 漆 塗 製 品

漆 塗 玉

そ の 他
石 鏃

石
槍
ナ
イ フ
石 錐

つ
ま
み

付
き

ナ
イ
フ

ス
ク
レ

イ
パ
ー
類

楔 形 石 器

石 核
石 斧
石 斧 片

石 斧 未 製 品

敲 き 石
砥 石
す り 石
石 皿

礫
石
器

そ
の
他
礫
そ の 他

フ
レ

イ
ク

玉 類
石 棒
石 製 品

サ メ 歯

骨 角 器
Ⅳ
a
Ⅳ
b
Ⅳ
c
Ⅴ
a
Ⅴ
b
Ⅴ
c

Ｓ
Ｐ
２８
３３

Ｏ
－
２５

小
柱
穴

２１
２１

１２
Ｓ
Ｐ
２８
３４

Ｏ
－
２５

小
柱
穴

２３
．５

２０
８

Ｓ
Ｐ
２８
３５

Ｍ
－
２２

小
柱
穴

９
９

１２
Ｓ
Ｐ
２８
３６

Ｍ
－
２２

小
柱
穴
後
期
後
葉

１３
１３

１０
１

１
１

Ｓ
Ｐ
２８
３７

Ｍ
－
２２

小
柱
穴
後
期
後
葉

１４
１３

１０
１

１
１

Ｓ
Ｐ
２８
３８

Ｍ
－
２２

小
柱
穴

１８
１５

１２
Ｓ
Ｐ
２８
３９

Ｍ
－
２２

小
柱
穴

２２
２１

２２
Ｓ
Ｐ
２８
４０

Ｍ
－
２２

小
柱
穴

２３
２１

１５
Ｓ
Ｐ
２８
４１

Ｍ
－
２２

小
柱
穴

１１
１０

８
Ｓ
Ｐ
２８
４２

Ｍ
－
２２

小
柱
穴

２２
．５

１７
１４

Ｓ
Ｐ
２８
４３

Ｍ
－
２２

小
柱
穴

１２
．５

１２
１３
．５

Ｓ
Ｐ
２８
４４

Ｍ
－
２２

小
柱
穴

１４
１２

７
Ｓ
Ｐ
２８
４５

Ｍ
－
２２

小
柱
穴
後
期
後
葉

２５
２１

２２
１

１
１

１
２

Ｓ
Ｐ
２８
４６

Ｍ
－
２２

小
柱
穴

１３
１１

６
Ｓ
Ｐ
２８
４７

Ｍ
－
２２

小
柱
穴

１４
１３

１０
１

１
１

Ｓ
Ｐ
２８
４８

Ｍ
－
２２

小
柱
穴
後
期
後
葉

１７
１４

１６
．５

２
２

２
Ｓ
Ｐ
２８
４９

Ｍ
－
２２

小
柱
穴

１６
１５

１２
Ｓ
Ｐ
２８
５０

Ｍ
－
２２

小
柱
穴
後
期
後
葉

２７
２１

１０
１

１
２

２
Ｓ
Ｐ
２８
５１

Ｍ
－
２２

小
柱
穴
後
期
後
葉

１３
（１
３）

１８
４

４
４

Ｓ
Ｐ
２８
５２

Ｍ
－
２２

小
柱
穴

１６
１５

１５
Ｓ
Ｐ
２８
５３

Ｍ
－
２２

小
柱
穴
後
期
後
葉

１７
１５
．５

２９
５

５
１

１
６

Ｓ
Ｐ
２８
５４

Ｍ
－
２２

小
柱
穴

１５
１４

８
Ｓ
Ｐ
２８
５５

Ｍ
－
２２

小
柱
穴

１３
１３

１６
Ｓ
Ｐ
２８
５６

Ｍ
－
２２

小
柱
穴

１５
１５

２１
１

１
２

２
Ｓ
Ｐ
２８
５７

Ｍ
－
２２

小
柱
穴

１９
１８

２３
Ｓ
Ｐ
２８
５８

Ｍ
－
２２

小
柱
穴
後
期
後
葉

１３
１２

２４
３

３
１

１
２

５
Ｓ
Ｐ
２８
５９

Ｍ
－
２２

小
柱
穴
後
期
後
葉

２０
２０

１２
３

３
３

Ｓ
Ｐ
２８
６０

Ｍ
－
２２

小
柱
穴

１１
１０

８
Ｓ
Ｐ
２８
６１

Ｍ
－
２２

小
柱
穴
後
期
後
葉

３１
．５

１９
１２

６
６

６
Ｓ
Ｐ
２８
６２

Ｍ
－
２２

小
柱
穴
後
期
後
葉

１３
１２
．５

９
１

１
１

Ｓ
Ｐ
２８
６３

Ｍ
－
２２

小
柱
穴

１４
１２

１１
Ｓ
Ｐ
２８
６４

Ｍ
－
２２

小
柱
穴

２２
１６

１２
Ｓ
Ｐ
２８
６５

Ｍ
－
２２

小
柱
穴
後
期
後
葉

１７
１６
．５

１０
３

３
３

Ｓ
Ｐ
２８
６６

Ｍ
－
２２

小
柱
穴
後
期
後
葉

２４
１８

１６
１

１
２

２
３

Ｓ
Ｐ
２８
６７

Ｍ
－
２２

小
柱
穴

２０
．５

１６
１７

Ｓ
Ｐ
２８
６８

Ｌ
－
２２

小
柱
穴

１９
１９

１４
Ｓ
Ｐ
２８
６９

Ｌ
－
２２

小
柱
穴
後
期
後
葉

１９
１８

１４
７

７
７

Ｓ
Ｐ
２８
７０

Ｌ
－
２２

小
柱
穴
後
期
後
葉

１６
１６

８
４

４
４

Ｓ
Ｐ
２８
７１

Ｌ
－
２２

小
柱
穴

１６
８

７．５
Ｓ
Ｐ
２８
７２

Ｌ
－
２２

小
柱
穴
後
期
後
葉

２６
１５

１０
．５

２
２

１
１

３
Ｓ
Ｐ
２８
７３

Ｌ
－
２２

小
柱
穴
後
期
後
葉

１５
１５

１０
２

２
２

Ｓ
Ｐ
２８
７４

Ｌ
－
２２

小
柱
穴
後
期
後
葉

１６
１５

１２
５

５
５

Ｓ
Ｐ
２８
７５

Ｌ
－
２２

小
柱
穴

２０
１８
．５

１８
１

１
１

Ｓ
Ｐ
２８
７６

Ｌ
－
２２

小
柱
穴
後
期
後
葉

１９
１８

１５
３

３
３

Ｓ
Ｐ
２８
７７

Ｌ
－
２２

小
柱
穴
後
期
後
葉

１７
１６

１４
３

３
３

Ｓ
Ｐ
２８
７８

Ｌ
－
２２

小
柱
穴
後
期
後
葉

３０
１８

１４
１

４
５

５
Ｓ
Ｐ
２８
７９

Ｌ
－
２２

小
柱
穴

１８
１５
．５

８
Ｓ
Ｐ
２８
８０

Ｌ
－
２２

小
柱
穴
後
期
後
葉

１５
１５

１９
２

２
２

Ｓ
Ｐ
２８
８１

Ｌ
－
２２

小
柱
穴

１１
１１

１１
１

１
１

Ｓ
Ｐ
２８
８２

Ｌ
－
２２

小
柱
穴
後
期
後
葉

１８
．５

１８
６

２
２

２
Ｓ
Ｐ
２８
８３

Ｌ
－
２２

小
柱
穴

１３
（１
１）

８
Ｓ
Ｐ
２８
８４

Ｌ
－
２２

小
柱
穴

１４
１３

８
Ｓ
Ｐ
２８
８５

Ｌ
－
２２

小
柱
穴
後
期
後
葉

１３
１３

１４
２

２
２

Ｓ
Ｐ
２８
８６

Ｌ
－
２２

小
柱
穴

１１
１０

６
Ｓ
Ｐ
２８
８７

Ｌ
－
２２

小
柱
穴
後
期
後
葉

２４
１８

２２
３

３
３

Ｓ
Ｐ
２８
８８

Ｌ
－
２２

小
柱
穴

１５
１５

１２
Ｓ
Ｐ
２８
８９

Ｌ
－
２２

小
柱
穴

３４
２０

１１
Ｓ
Ｐ
２８
９０

Ｌ
－
２２

小
柱
穴
後
期
後
葉

１９
．５

１９
１２

４
４

４
Ｓ
Ｐ
２８
９１

Ｌ
－
２２

小
柱
穴

１２
１１

１３
Ｓ
Ｐ
２８
９２

Ｌ
－
２２

小
柱
穴

１４
１３

９
Ｓ
Ｐ
２８
９３

Ｌ
－
２２

小
柱
穴

１１
．５

１１
１２

Ｓ
Ｐ
２８
９４

Ｌ
－
２２

小
柱
穴
後
期
後
葉

１４
．５

１３
１１

１
１

１
Ｓ
Ｐ
２８
９５

Ｌ
－
２２

小
柱
穴

１１
１１

８
Ｓ
Ｐ
２８
９６

Ｌ
－
２２

小
柱
穴

１３
１２

５
Ｓ
Ｐ
２８
９７

Ｌ
－
２２

小
柱
穴

１２
１２

６．５
Ｓ
Ｐ
２８
９８

Ｌ
－
２２

小
柱
穴

１４
１３

１４
Ｓ
Ｐ
２８
９９

Ｌ
－
２２

小
柱
穴
後
期
後
葉

１２
１２

６
６

６
６

Ｓ
Ｐ
２９
００

Ｌ
－
２２

小
柱
穴

１５
１４

１２
Ｓ
Ｐ
２９
０１

Ｌ
－
２２

小
柱
穴

１１
１０

８．５
Ｓ
Ｐ
２９
０２

Ｏ
－
２３

小
柱
穴

１２
．５

１２
８

Ｓ
Ｐ
２９
０３

Ｏ
－
２３

小
柱
穴

８
８

３．５
Ｓ
Ｐ
２９
０４

Ｏ
－
２３

杭
９

８．５
１５

Ｓ
Ｐ
２９
０５

Ｎ
－
２３

小
柱
穴

１１
１１

１２
Ｓ
Ｐ
２９
０６

Ｏ
－
２３

小
柱
穴

１６
１６

６
Ｓ
Ｐ
２９
０７

Ｎ
－
２３

小
柱
穴

２０
１８
．５

１４
Ｓ
Ｐ
２９
０８

Ｏ
－
２３

小
柱
穴

１５
１５

１３
Ｓ
Ｐ
２９
０９

Ｎ
－
２３

小
柱
穴
後
期
後
葉

２０
．５

１９
１８

２
２

４
４

Ｓ
Ｐ
２９
１０

Ｎ
－
２３

小
柱
穴
後
期
後
葉

１５
１５

９
２

２
２

Ｓ
Ｐ
２９
１１

Ｎ
－
２３

小
柱
穴

１６
１６

７
Ｓ
Ｐ
２９
１２

Ｎ
－
２３

小
柱
穴

１２
１２

１２

表
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遺
構

番
号

グ
リ
ッ
ド

検 出 面
時
期

長
径

（
㎝
）
短
径

（
㎝
）
深
さ

（
㎝
）

土
器

土
器 計

土
製
品

土
製

品
計

漆
塗
製
品

漆
塗

製
品 計

石
器

石 器 計

石
製
品

そ の 他

骨
角
器

石製
品

骨角
器 他

全
体
合
計

備
考

Ⅰ 群
Ⅱ 群
Ⅲ 群

Ⅳ
群

Ⅴ
群

Ⅵ 群
Ⅶ 群

土 玉
垂 飾
耳 栓
環
状
土
製 品

オ
ロ
シ

ガ
ネ
状

土
製
品

焼 成 粘 土

土 偶 片 そ の 他

漆 塗 櫛

漆 塗 櫛 片

環 状 漆 塗 製 品

漆 塗 玉

そ の 他
石 鏃

石
槍
ナ
イ フ
石 錐

つ
ま
み

付
き

ナ
イ
フ

ス
ク
レ

イ
パ
ー
類

楔 形 石 器

石 核
石 斧
石 斧 片

石 斧 未 製 品

敲 き 石
砥 石
す り 石
石 皿

礫
石
器

そ
の
他
礫
そ の 他

フ
レ

イ
ク

玉 類
石 棒
石 製 品

サ メ 歯

骨 角 器
Ⅳ
a
Ⅳ
b
Ⅳ
c
Ⅴ
a
Ⅴ
b
Ⅴ
c

Ｓ
Ｐ
２９
１３

Ｎ
－
２３

小
柱
穴

２０
１５

８
Ｓ
Ｐ
２９
１４

Ｎ
－
２３

小
柱
穴

１５
１４

８．５
Ｓ
Ｐ
２９
１５

Ｎ
－
２３

小
柱
穴

２４
１６

９
Ｓ
Ｐ
２９
１６

Ｎ
－
２３

杭
１２

１１
１５

Ｓ
Ｐ
２９
１７

Ｎ
－
２３

小
柱
穴

１５
１４

８
Ｓ
Ｐ
２９
１８

Ｎ
－
２３

小
柱
穴

１２
１２

５
Ｓ
Ｐ
２９
１９

Ｎ
－
２３

小
柱
穴

１５
１４

１１
Ｓ
Ｐ
２９
２０

Ｎ
－
２３

小
柱
穴

（１
１）

１１
９

Ｓ
Ｐ
２９
２１

Ｎ
－
２３

杭
１４

１３
２３

Ｓ
Ｐ
２９
２２

Ｎ
－
２３

小
柱
穴

１６
１５

１３
Ｓ
Ｐ
２９
２３

Ｎ
－
２３

小
柱
穴

１２
１１

１０
Ｓ
Ｐ
２９
２４

Ｎ
－
２３

小
柱
穴

１９
１８
．５

１６
Ｓ
Ｐ
２９
２５

Ｎ
－
２３

小
柱
穴

１７
．６

１６
．５

６
Ｓ
Ｐ
２９
２６

Ｎ
－
２３

小
柱
穴

２２
（２
０）

１４
Ｓ
Ｐ
２９
２７

Ｎ
－
２３

小
柱
穴

１７
１２

１０
Ｓ
Ｐ
２９
２８

Ｎ
－
２３

小
柱
穴

１６
．５

１６
．７

Ｓ
Ｐ
２９
２９

Ｎ
－
２３

小
柱
穴

２４
１９

７
Ｓ
Ｐ
２９
３０

Ｎ
－
２３

小
柱
穴

２９
２４

２９
Ｓ
Ｐ
２９
３１

Ｎ
－
２３

小
柱
穴

４５
３７

２８
Ｓ
Ｐ
２９
３２

Ｎ
－
２３

小
柱
穴

２３
１６
．５

１４
Ｓ
Ｐ
２９
３３

Ｎ
－
２３

杭
１３

１２
２７

Ｓ
Ｐ
２９
３４

Ｎ
－
２３

小
柱
穴

２２
２０

６
Ｓ
Ｐ
２９
３５

Ｎ
－
２３

小
柱
穴

１８
１７
．５

５
Ｓ
Ｐ
２９
３６

Ｏ
－
２４

小
柱
穴

１８
１６

１０
Ｓ
Ｐ
２９
３７

Ｏ
－
２４

小
柱
穴

２１
２１

１０
Ｓ
Ｐ
２９
３８

Ｏ
－
２４

小
柱
穴

１９
１８

１２
Ｓ
Ｐ
２９
３９

Ｏ
－
２４

小
柱
穴

２５
２２

１５
Ｓ
Ｐ
２９
４０

Ｏ
－
２４

小
柱
穴

１８
１５

１１
．５

Ｓ
Ｐ
２９
４１

Ｏ
－
２４

小
柱
穴

１７
１６

８
Ｓ
Ｐ
２９
４２

Ｏ
－
２４

小
柱
穴

２０
１８

１６
Ｓ
Ｐ
２９
４３

Ｏ
－
２４

小
柱
穴

１９
１７

１０
Ｓ
Ｐ
２９
４４

Ｏ
－
２４

小
柱
穴
後
期
後
葉

２０
２０

８
２

２
２

Ｓ
Ｐ
２９
４５

Ｏ
－
２４

小
柱
穴

１６
１５

１０
Ｓ
Ｐ
２９
４６

Ｏ
－
２４

小
柱
穴

１７
１５

１８
Ｓ
Ｐ
２９
４７

Ｏ
－
２４

小
柱
穴

１８
１５

１７
Ｓ
Ｐ
２９
４８

Ｏ
－
２４

小
柱
穴

１９
１９

２２
Ｓ
Ｐ
２９
４９

Ｏ
－
２４

小
柱
穴

１６
１６

８
Ｓ
Ｐ
２９
５０

Ｏ
－
２４

小
柱
穴

１８
１６
．５

１２
Ｓ
Ｐ
２９
５１

Ｏ
－
２４

小
柱
穴

１７
１５

８
Ｓ
Ｐ
２９
５２

Ｏ
－
２４

小
柱
穴
後
期
後
葉

１６
１２

５
１

１
１

Ｓ
Ｐ
２９
５３

Ｏ
－
２４

小
柱
穴

１７
１６

１９
Ｓ
Ｐ
２９
５４

Ｏ
－
２４

小
柱
穴

２３
２０

１６
Ｓ
Ｐ
２９
５５

Ｏ
－
２４

小
柱
穴

１８
１５

１６
Ｓ
Ｐ
２９
５６

Ｏ
－
２４

小
柱
穴

２０
１９

１６
２

２
２

Ｓ
Ｐ
２９
５７

Ｏ
－
２４

小
柱
穴

１２
１０
．５

１０
Ｓ
Ｐ
２９
５８

Ｏ
－
２４

小
柱
穴
後
期
後
葉

２１
１６

１２
．５

１
１

１
Ｓ
Ｐ
２９
５９

Ｏ
－
２４

小
柱
穴

１４
１３

１９
Ｓ
Ｐ
２９
６０

Ｏ
－
２４

小
柱
穴

１４
１２

１８
１

１
１

Ｓ
Ｐ
２９
６１

Ｏ
－
２４

小
柱
穴
後
期
後
葉

１８
．５

１７
．５

１２
３

３
１

１
４

Ｓ
Ｐ
２９
６２

Ｏ
－
２４

小
柱
穴
後
期
後
葉

１７
１６

１２
１

１
１

Ｓ
Ｐ
２９
６３

Ｏ
－
２４

小
柱
穴
後
期
後
葉

２１
１７

２０
１

１
１

１
２

Ｓ
Ｐ
２９
６４

Ｏ
－
２４

小
柱
穴

１８
１６

６
Ｓ
Ｐ
２９
６５

Ｎ
－
２４

小
柱
穴
後
期
後
葉

１８
１７

２９
４

４
３

３
７

Ｓ
Ｐ
２９
６６

Ｎ
－
２４

小
柱
穴
後
期
後
葉

２０
．５

１９
１５

２
２

２
Ｓ
Ｐ
２９
６７

Ｎ
－
２４

小
柱
穴

１８
１１

８
Ｓ
Ｐ
２９
６８

Ｎ
－
２４

小
柱
穴
後
期
後
葉

１８
（１
６）

１７
１２

１２
１２

Ｓ
Ｐ
２９
６９

Ｎ
－
２４

小
柱
穴

１４
１４

８
Ｓ
Ｐ
２９
７０

Ｎ
－
２４

小
柱
穴
後
期
後
葉

１８
１７

８
３

３
３

Ｓ
Ｐ
２９
７１

Ｎ
－
２４

小
柱
穴
後
期
後
葉

１８
１７

１５
１

１
１

Ｓ
Ｐ
２９
７２

Ｎ
－
２４

小
柱
穴

１８
１８

１４
Ｓ
Ｐ
２９
７３

Ｎ
－
２４

小
柱
穴
後
期
後
葉

１９
．５

１６
１０

２
２

２
２

４
Ｓ
Ｐ
２９
７４

Ｎ
－
２４

小
柱
穴

１３
（１
０）

８．５
Ｓ
Ｐ
２９
７５

Ｎ
－
２４

小
柱
穴

２０
１９

２７
Ｓ
Ｐ
２９
７６

Ｎ
－
２４

小
柱
穴
後
期
後
葉

１８
１６

１４
２

２
２

Ｓ
Ｐ
２９
７７

Ｎ
－
２４

小
柱
穴

１２
１１

１５
Ｓ
Ｐ
２９
７８

Ｎ
－
２４

小
柱
穴

１６
１５

８
Ｓ
Ｐ
２９
７９

Ｎ
－
２４

小
柱
穴

１３
１２

７
Ｓ
Ｐ
２９
８０

Ｎ
－
２４

小
柱
穴

１４
１４

１０
Ｓ
Ｐ
２９
８１

Ｎ
－
２４

小
柱
穴

１８
１７

１０
Ｓ
Ｐ
２９
８２

Ｎ
－
２４

小
柱
穴

１７
（１
４）

１４
Ｓ
Ｐ
２９
８３

Ｎ
－
２４

小
柱
穴

１９
１８

１９
１

１
１

Ｓ
Ｐ
２９
８４

Ｎ
－
２４

小
柱
穴
後
期
後
葉

１８
１８

１９
６

６
６

Ｓ
Ｐ
２９
８５

Ｎ
－
２４

小
柱
穴

１９
１６

９
Ｓ
Ｐ
２９
８６

Ｎ
－
２４

小
柱
穴
後
期
後
葉

１７
（１
５）

８
８

８
２

２
１０

Ｓ
Ｐ
２９
８７

Ｎ
－
２４

小
柱
穴

１６
．５

１６
．５

８
Ｓ
Ｐ
２９
８８

Ｎ
－
２４

小
柱
穴
後
期
後
葉

１３
１２
．５

６
１

１
１

Ｓ
Ｐ
２９
８９

Ｎ
－
２４

小
柱
穴

１４
（１
３）

１３
Ｓ
Ｐ
２９
９０

Ｎ
－
２４

小
柱
穴

１３
．５

１３
１７

欠
番

Ｎ
－
２４

小
柱
穴

－
－

－
Ｓ
Ｐ
２９
９２

Ｎ
－
２４

小
柱
穴

１６
１４

１９
．５

表
Ⅳ
－
１０

Ｓ
Ｐ
出
土
遺
物
一
覧
�

―１９８―



遺
構

番
号

グ
リ
ッ
ド

検 出 面
時
期

長
径

（
㎝
）
短
径

（
㎝
）
深
さ

（
㎝
）

土
器

土
器 計

土
製
品

土
製

品
計

漆
塗
製
品

漆
塗

製
品 計

石
器

石 器 計

石
製
品

そ の 他

骨
角
器

石製
品

骨角
器 他

全
体
合
計

備
考

Ⅰ 群
Ⅱ 群
Ⅲ 群

Ⅳ
群

Ⅴ
群

Ⅵ 群
Ⅶ 群

土 玉
垂 飾
耳 栓
環
状
土
製 品

オ
ロ
シ

ガ
ネ
状

土
製
品

焼 成 粘 土

土 偶 片 そ の 他

漆 塗 櫛

漆 塗 櫛 片

環 状 漆 塗 製 品

漆 塗 玉

そ の 他
石 鏃

石
槍
ナ
イ フ
石 錐

つ
ま
み

付
き

ナ
イ
フ

ス
ク
レ

イ
パ
ー
類

楔 形 石 器

石 核
石 斧
石 斧 片

石 斧 未 製 品

敲 き 石
砥 石
す り 石
石 皿

礫
石
器

そ
の
他
礫
そ の 他

フ
レ

イ
ク

玉 類
石 棒
石 製 品

サ メ 歯

骨 角 器
Ⅳ
a
Ⅳ
b
Ⅳ
c
Ⅴ
a
Ⅴ
b
Ⅴ
c

Ｓ
Ｐ
２９
９３

Ｎ
－
２４

小
柱
穴
後
期
後
葉

（１
６）

１６
２９
．５

６
６

６
Ｓ
Ｐ
２９
９４

Ｒ
－
２５

小
柱
穴

１９
１４

７
Ｓ
Ｐ
２９
９５

Ｒ
－
２５

小
柱
穴

２５
１７

５
Ｓ
Ｐ
２９
９６

Ｒ
－
２５

小
柱
穴

２２
．５

１８
９

Ｓ
Ｐ
２９
９７

Ｒ
－
２５

小
柱
穴

１１
１１

１２
Ｓ
Ｐ
２９
９８

Ｒ
－
２５

小
柱
穴

１２
１２

１３
Ｓ
Ｐ
２９
９９

Ｒ
－
２５

小
柱
穴

１１
．５

１１
１０

Ｓ
Ｐ
３０
００

Ｒ
－
２５

主
柱
穴

２０
１７

２９
Ｓ
Ｐ
３０
０１

Ｒ
－
２５

小
柱
穴

１３
１３

２０
Ｓ
Ｐ
３０
０２

Ｒ
－
２５

小
柱
穴

１４
１３

１３
Ｓ
Ｐ
３０
０３

Ｑ
・
Ｒ
－２
５

小
柱
穴

１４
１２

２１
Ｓ
Ｐ
３０
０４

Ｒ
－
２５

小
柱
穴

１４
．５

１４
１５

Ｓ
Ｐ
３０
０５

Ｒ
－
２６

小
柱
穴

１４
１２
．５

６
Ｓ
Ｐ
３０
０６

Ｒ
－
２６

小
柱
穴

（２
２）

２２
２６
．５

Ｓ
Ｐ
３０
０７

Ｒ
－
２６

小
柱
穴

１５
１４

１５
Ｓ
Ｐ
３０
０８

Ｒ
－
２６

小
柱
穴

１９
１７

１２
Ｓ
Ｐ
３０
０９

Ｑ
－
２６

小
柱
穴

１４
１３

１８
Ｓ
Ｐ
３０
１０

Ｑ
・
Ｒ
－２
６

小
柱
穴

１３
１３

１４
Ｓ
Ｐ
３０
１１

Ｑ
－
２６

小
柱
穴

１６
１５

１４
Ｓ
Ｐ
３０
１２

Ｑ
－
２６

杭
９．５

９
２８

Ｓ
Ｐ
３０
１３

Ｑ
－
２６

小
柱
穴

１８
１５

６
Ｓ
Ｐ
３０
１４

Ｌ
－２
１・
２２

小
柱
穴

１６
１４

１１
Ｓ
Ｐ
３０
１５

Ｌ
－２
１・
２２

小
柱
穴

（１
９）

１７
１１
．５

Ｓ
Ｐ
３０
１６

Ｌ
－
２１

小
柱
穴

１７
１５

１３
Ｓ
Ｐ
３０
１７

Ｌ
－
２１

小
柱
穴

１８
１８

２２
Ｓ
Ｐ
３０
１８

Ｌ
－
２１

小
柱
穴

１８
１８

１２
Ｓ
Ｐ
３０
１９

Ｌ
－
２１

小
柱
穴

１１
１０
．５

１４
Ｓ
Ｐ
３０
２０

Ｌ
－
２１

小
柱
穴

９
８

１４
Ｓ
Ｐ
３０
２１

Ｌ
－
２１

杭
１１
．５

１１
３４

Ｓ
Ｐ
３０
２２

Ｌ
－
２１

杭
１４

１２
４８

Ｓ
Ｐ
３０
２３

Ｌ
－
２１

小
柱
穴

１７
１７

６
Ｓ
Ｐ
３０
２４

Ｌ
－
２１

小
柱
穴

１８
１７

７
Ｓ
Ｐ
３０
２５

Ｌ
－
２１

小
柱
穴

１４
１４

１２
．５

Ｓ
Ｐ
３０
２６

Ｌ
－
２１

小
柱
穴

１４
１２
．５

７
Ｓ
Ｐ
３０
２７

Ｌ
－
２１

小
柱
穴

１５
１２

２２
Ｓ
Ｐ
３０
２８

Ｌ
－
２１

小
柱
穴

１４
１４

３．５
Ｓ
Ｐ
３０
２９

Ｌ
－
２１

小
柱
穴

１４
１４

２４
Ｓ
Ｐ
３０
３０

Ｌ
－
２１

小
柱
穴

１７
１４

９
Ｓ
Ｐ
３０
３１

Ｌ
－
２０

小
柱
穴

１４
１２
．５

１１
Ｓ
Ｐ
３０
３２

Ｌ
－
２０

小
柱
穴

１４
１４

９．５
Ｓ
Ｐ
３０
３３

Ｌ
－
２０

小
柱
穴

１４
１２

２２
Ｓ
Ｐ
３０
３４

Ｌ
－
２０

杭
１４
．５

１３
１７

Ｓ
Ｐ
３０
３５

Ｌ
－
２０

小
柱
穴

１８
１６

８
Ｓ
Ｐ
３０
３６

Ｌ
－
２０

小
柱
穴

１４
１２

１１
Ｓ
Ｐ
３０
３７

Ｌ
－
２０

小
柱
穴

１７
１６

１６
Ｓ
Ｐ
３０
３８

Ｌ
－
２０

小
柱
穴

１６
１４

１２
Ｓ
Ｐ
３０
３９

Ｌ
－
２０

小
柱
穴

１８
１６

１３
Ｓ
Ｐ
３０
４０

Ｌ
－
２０

小
柱
穴

１９
．５

１９
１８

Ｓ
Ｐ
３０
４１

Ｌ
－１
９・
２０

小
柱
穴

１９
１８
．５

１０
Ｓ
Ｐ
３０
４２

Ｌ
－１
９・
２０

小
柱
穴

１４
．５

１２
１０

Ｓ
Ｐ
３０
４３

Ｌ
－１
９・
２０

小
柱
穴

１８
１８

１０
．５

Ｓ
Ｐ
３０
４４

Ｍ
－
２３

小
柱
穴

１９
１６

１２
Ｓ
Ｐ
３０
４５

Ｍ
－
２３

杭
１５

１１
２４

Ｓ
Ｐ
３０
４６

Ｍ
－
２３

小
柱
穴

１５
１５

１３
Ｓ
Ｐ
３０
４７

Ｍ
－
２３

小
柱
穴

１３
１２

９．５
Ｓ
Ｐ
３０
４８

Ｍ
－
２３

小
柱
穴

１７
１６

６
Ｓ
Ｐ
３０
４９

Ｍ
－
２３

小
柱
穴

１３
１１

６
Ｓ
Ｐ
３０
５０

Ｍ
－
２３

小
柱
穴

１４
１４

１１
Ｓ
Ｐ
３０
５１

Ｍ
－
２３

小
柱
穴

（１
２）

１１
１０

Ｓ
Ｐ
３０
５２

Ｍ
－
２３

小
柱
穴

１５
１２

６
Ｓ
Ｐ
３０
５３

Ｍ
－
２３

小
柱
穴
後
期
後
葉

２８
１６

１８
１

１
１

Ｓ
Ｐ
３０
５４

Ｍ
－
２３

小
柱
穴

（１
３）

１２
１７

Ｓ
Ｐ
３０
５５

Ｍ
－２
２・
２３

小
柱
穴
後
期
後
葉

１８
１８

１１
１

１
１

Ｓ
Ｐ
３０
５６

Ｍ
－２
２・
２３

小
柱
穴

１３
１２

１０
Ｓ
Ｐ
３０
５７

Ｍ
－
２３

小
柱
穴

１３
１２

６
Ｓ
Ｐ
３０
５８

Ｍ
－
２３

小
柱
穴

１３
１２
．５

１２
Ｓ
Ｐ
３０
５９

Ｍ
－
２３

小
柱
穴

１４
１４

５
Ｓ
Ｐ
３０
６０

Ｍ
－
２３

小
柱
穴

１９
１５

６
Ｓ
Ｐ
３０
６１

Ｍ
－
２３

小
柱
穴

１１
１１

１１
Ｓ
Ｐ
３０
６２

Ｍ
－
２３

小
柱
穴

１４
１１

９
Ｓ
Ｐ
３０
６３

Ｍ
－
２３

小
柱
穴

１３
１２

１３
Ｓ
Ｐ
３０
６４

Ｌ
－
２３

杭
１０

９
１６

Ｓ
Ｐ
３０
６５

Ｌ
－
２３

小
柱
穴

２１
１８

１０
Ｓ
Ｐ
３０
６６

Ｌ
－
２３

小
柱
穴

１１
１１

５
Ｓ
Ｐ
３０
６７

Ｌ
－
２３

小
柱
穴

９
８

５
Ｓ
Ｐ
３０
６８

Ｌ
－
２３

小
柱
穴

２３
１９

９
Ｓ
Ｐ
３０
６９

Ｌ
－
２３

小
柱
穴

１３
１２

８
Ｓ
Ｐ
３０
７０

Ｌ
－
２３

小
柱
穴

１５
１４
．５

１０
Ｓ
Ｐ
３０
７１

Ｌ
－
２３

小
柱
穴

１３
１２

１０
Ｓ
Ｐ
３０
７２

Ｌ
－
２３

小
柱
穴

１３
．５

１３
７

表
Ⅳ
－
１０

Ｓ
Ｐ
出
土
遺
物
一
覧
�
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遺
構

番
号

グ
リ
ッ
ド

検 出 面
時
期

長
径

（
㎝
）
短
径

（
㎝
）
深
さ

（
㎝
）

土
器

土
器 計

土
製
品

土
製

品
計

漆
塗
製
品

漆
塗

製
品 計

石
器

石 器 計

石
製
品

そ の 他

骨
角
器

石製
品

骨角
器 他

全
体
合
計

備
考

Ⅰ 群
Ⅱ 群
Ⅲ 群

Ⅳ
群

Ⅴ
群

Ⅵ 群
Ⅶ 群

土 玉
垂 飾
耳 栓
環
状
土
製 品

オ
ロ
シ

ガ
ネ
状

土
製
品

焼 成 粘 土

土 偶 片 そ の 他

漆 塗 櫛

漆 塗 櫛 片

環 状 漆 塗 製 品

漆 塗 玉

そ の 他
石 鏃

石
槍
ナ
イ フ
石 錐

つ
ま
み

付
き

ナ
イ
フ

ス
ク
レ

イ
パ
ー
類

楔 形 石 器

石 核
石 斧
石 斧 片

石 斧 未 製 品

敲 き 石
砥 石
す り 石
石 皿

礫
石
器

そ
の
他
礫
そ の 他

フ
レ

イ
ク

玉 類
石 棒
石 製 品

サ メ 歯

骨 角 器
Ⅳ
a
Ⅳ
b
Ⅳ
c
Ⅴ
a
Ⅴ
b
Ⅴ
c

Ｓ
Ｐ
３０
７３

Ｌ
－
２３

小
柱
穴

１３
１１

１５
Ｓ
Ｐ
３０
７４

Ｌ
－
２３

小
柱
穴

１２
１１

８
Ｓ
Ｐ
３０
７５

Ｌ
－
２３

小
柱
穴

１７
１４

８
Ｓ
Ｐ
３０
７６

Ｌ
－
２３

小
柱
穴

１８
１８

７
Ｓ
Ｐ
３０
７７

Ｋ
・
Ｌ
－２
３

小
柱
穴

１３
１２

１１
Ｓ
Ｐ
３０
７８

Ｌ
－
２３

小
柱
穴

１６
１５

８．５
Ｓ
Ｐ
３０
７９

Ｌ
－
２３

小
柱
穴
後
期
後
葉

１９
１９

１４
１

１
１

Ｓ
Ｐ
３０
８０

Ｌ
－
２３

小
柱
穴

１５
１４
．５

８
Ｓ
Ｐ
３０
８１

Ｌ
－
２３

小
柱
穴

２１
１６

６．５
Ｓ
Ｐ
３０
８２

Ｌ
－
２３

小
柱
穴
後
期
後
葉

１６
１５

８
１

１
１

Ｓ
Ｐ
３０
８３

Ｌ
－
２３

小
柱
穴

１８
１６

１４
．５

Ｓ
Ｐ
３０
８４

Ｌ
－２
２・
２３

小
柱
穴
後
期
後
葉

１５
１４

１５
３

３
３

Ｓ
Ｐ
３０
８５

Ｌ
－
２３

小
柱
穴

１１
１１

６
Ｓ
Ｐ
３０
８６

Ｎ
－
２５

小
柱
穴

１５
１４

１４
Ｓ
Ｐ
３０
８７

Ｎ
－
２５

小
柱
穴

１３
１２
．５

９
Ｓ
Ｐ
３０
８８

Ｎ
－
２５

小
柱
穴

１４
１４

５
Ｓ
Ｐ
３０
８９

Ｎ
－
２５

小
柱
穴

１９
１８

２２
Ｓ
Ｐ
３０
９０

Ｎ
－
２５

小
柱
穴

１２
（１
０）

１６
Ｓ
Ｐ
３０
９１

Ｎ
－
２５

小
柱
穴

１０
１０

５
Ｓ
Ｐ
３０
９２

Ｎ
－
２５

小
柱
穴

１６
．５

１６
．５

１４
Ｓ
Ｐ
３０
９３

Ｎ
－
２５

小
柱
穴

１６
１５

１３
Ｓ
Ｐ
３０
９４

Ｎ
－
２５

小
柱
穴

（２
０）

１８
２２

１
１

１
Ｓ
Ｐ
３０
９５

Ｎ
－
２５

小
柱
穴

２５
２２

１８
Ｓ
Ｐ
３０
９６

Ｎ
－
２５

小
柱
穴

２４
１４

１０
Ｓ
Ｐ
３０
９７

Ｎ
－
２５

小
柱
穴

１２
．５

１２
．５

１６
Ｓ
Ｐ
３０
９８

Ｎ
－
２５

小
柱
穴
後
期
後
葉

２１
２０
．５

１０
１

１
１

Ｓ
Ｐ
３０
９９

Ｎ
－
２５

小
柱
穴
後
期
後
葉

１８
１６
．５

１５
３

３
３

Ｓ
Ｐ
３１
００

Ｎ
－
２５

小
柱
穴

１８
１７

１８
Ｓ
Ｐ
３１
０１

Ｎ
－
２５

小
柱
穴
後
期
後
葉

１４
１４

１５
３

３
３

Ｓ
Ｐ
３１
０２

Ｍ
－
２５

小
柱
穴

１６
１６

１２
Ｓ
Ｐ
３１
０３

Ｍ
－
２５

小
柱
穴

１４
．５

１０
８

Ｓ
Ｐ
３１
０４

Ｍ
－
２５

小
柱
穴

１９
１９

９
Ｓ
Ｐ
３１
０５

Ｍ
－
２５

小
柱
穴

１４
．５

１４
１９
．５

Ｓ
Ｐ
３１
０６

Ｌ
－
２５

小
柱
穴

１２
１１

１６
Ｓ
Ｐ
３１
０７

Ｌ
－
２５

小
柱
穴

１８
１８

１９
Ｓ
Ｐ
３１
０８

Ｌ
－
２５

小
柱
穴

１７
１７

７
Ｓ
Ｐ
３１
０９

Ｌ
－
２５

小
柱
穴

１２
１２

３５
Ｓ
Ｐ
３１
１０

Ｌ
－
２５

小
柱
穴

１５
１５

６
Ｓ
Ｐ
３１
１１

Ｌ
－
２５

小
柱
穴

１３
１２
．５

９
１

１
１

Ｓ
Ｐ
３１
１２

Ｌ
－
２５

小
柱
穴

１７
１３

９
Ｓ
Ｐ
３１
１３

Ｌ
－
２５

小
柱
穴

１９
１８

３２
Ｓ
Ｐ
３１
１４

Ｌ
－
２４

小
柱
穴

１８
１８

５．５
Ｓ
Ｐ
３１
１５

Ｌ
－
２４

小
柱
穴

１４
１４

６
Ｓ
Ｐ
３１
１６

Ｌ
－
２４

小
柱
穴

続
縄
文

１９
１８
．５

２８
１

１
１

Ｓ
Ｐ
３１
１７

Ｋ
－
２５

小
柱
穴

１６
１６

１４
Ｓ
Ｐ
３１
１８

Ｋ
－
２５

小
柱
穴

１４
１４

１１
Ｓ
Ｐ
３１
１９

Ｋ
－
２５

小
柱
穴

２４
２４

６．５
Ｓ
Ｐ
３１
２０

Ｋ
－
２５

小
柱
穴

１５
．５

１５
８

Ｓ
Ｐ
３１
２１

Ｋ
－
２５

小
柱
穴

１４
１３

１４
Ｓ
Ｐ
３１
２２

Ｋ
－
２５

小
柱
穴

１１
１０

１４
Ｓ
Ｐ
３１
２３

Ｋ
－
２５

小
柱
穴

１５
１４

８
Ｓ
Ｐ
３１
２４

Ｋ
－
２５

小
柱
穴

１１
．５

１１
１９

Ｓ
Ｐ
３１
２５

Ｋ
－
２０

小
柱
穴
後
期
後
葉

１５
１４
．５

１２
１

１
１

Ｓ
Ｐ
３１
２６

Ｋ
－
２０

小
柱
穴
後
期
後
葉

１２
１１

７
１

１
１

Ｓ
Ｐ
３１
２７

Ｋ
－
２０

小
柱
穴

１４
１２

８
Ｓ
Ｐ
３１
２８

Ｋ
－
２０

小
柱
穴

１０
９

７
Ｓ
Ｐ
３１
２９

Ｋ
－
２０

小
柱
穴

１２
．５

１２
９

Ｓ
Ｐ
３１
３０

Ｋ
－
２０

小
柱
穴
後
期
後
葉

１７
１４
．５

１３
１

１
１

１
２

Ｓ
Ｐ
３１
３１

Ｋ
－
２０

小
柱
穴

１４
．５

１４
１２

Ｓ
Ｐ
３１
３２

Ｋ
－
２０

小
柱
穴

１２
１２

６
Ｓ
Ｐ
３１
３３

Ｋ
－
２０

小
柱
穴
後
期
後
葉

２４
１６

１４
１

１
１

Ｓ
Ｐ
３１
３４

Ｋ
－
２０

杭
１３

１２
３５

Ｓ
Ｐ
３１
３５

Ｋ
－
２０

小
柱
穴

１２
１２

２２
Ｓ
Ｐ
３１
３６

Ｋ
－
２０

小
柱
穴

９
９

１０
Ｓ
Ｐ
３１
３７

Ｋ
－
２０

杭
１１
．５

１１
２３

Ｓ
Ｐ
３１
３８

Ｋ
－
２０

杭
１３

１３
２２

Ｓ
Ｐ
３１
３９

Ｋ
－
２０

小
柱
穴

１７
１５

９．５
Ｓ
Ｐ
３１
４０

Ｋ
－
２０

小
柱
穴
後
期
後
葉

２３
１８

１２
２

２
１

１
３

Ｓ
Ｐ
３１
４１

Ｋ
－
２０

小
柱
穴

１１
１０
．５

１６
Ｓ
Ｐ
３１
４２

Ｋ
－
２０

小
柱
穴

１９
１８

１３
Ｓ
Ｐ
３１
４３

Ｋ
－
２０

小
柱
穴

１６
１５

１０
．５

Ｓ
Ｐ
３１
４４

Ｋ
－
２０

小
柱
穴

１５
１３

１８
Ｓ
Ｐ
３１
４５

Ｋ
－
２０

小
柱
穴

１４
１２
．５

２７
Ｓ
Ｐ
３１
４６

Ｋ
－
２０

小
柱
穴

１０
９

１７
Ｓ
Ｐ
３１
４７

Ｊ
－
２０

小
柱
穴

１７
１６

１１
Ｓ
Ｐ
３１
４８

Ｋ
－
２１

小
柱
穴
後
期
後
葉

１９
１８

３０
３

３
１

１
４

Ｓ
Ｐ
３１
４９

Ｋ
－
２１

小
柱
穴

１８
１６
．５

１０
Ｓ
Ｐ
３１
５０

Ｋ
－
２１

小
柱
穴

１７
１６

９
Ｓ
Ｐ
３１
５１

Ｋ
－
２１

小
柱
穴

１３
１３

２９
Ｓ
Ｐ
３１
５２

Ｋ
－
２１

小
柱
穴

１９
１５

８

表
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遺
構

番
号

グ
リ
ッ
ド

検 出 面
時
期

長
径

（
㎝
）
短
径

（
㎝
）
深
さ

（
㎝
）

土
器

土
器 計

土
製
品

土
製

品
計

漆
塗
製
品

漆
塗

製
品 計

石
器

石 器 計

石
製
品

そ の 他

骨
角
器

石製
品

骨角
器 他

全
体
合
計

備
考

Ⅰ 群
Ⅱ 群
Ⅲ 群

Ⅳ
群

Ⅴ
群

Ⅵ 群
Ⅶ 群

土 玉
垂 飾
耳 栓
環
状
土
製 品

オ
ロ
シ

ガ
ネ
状

土
製
品

焼 成 粘 土

土 偶 片 そ の 他

漆 塗 櫛

漆 塗 櫛 片

環 状 漆 塗 製 品

漆 塗 玉

そ の 他
石 鏃

石
槍
ナ
イ フ
石 錐

つ
ま
み

付
き

ナ
イ
フ

ス
ク
レ

イ
パ
ー
類

楔 形 石 器

石 核
石 斧
石 斧 片

石 斧 未 製 品

敲 き 石
砥 石
す り 石
石 皿

礫
石
器

そ
の
他
礫
そ の 他

フ
レ

イ
ク

玉 類
石 棒
石 製 品

サ メ 歯

骨 角 器
Ⅳ
a
Ⅳ
b
Ⅳ
c
Ⅴ
a
Ⅴ
b
Ⅴ
c

Ｓ
Ｐ
３１
５３

Ｋ
－
２１

小
柱
穴

（１
８）

１７
．５

２９
Ｓ
Ｐ
３１
５４

Ｋ
－
２１

小
柱
穴

１４
１３
．５

１４
Ｓ
Ｐ
３１
５５

Ｋ
－
２１

小
柱
穴

１５
１０
．５

１１
Ｓ
Ｐ
３１
５６

Ｋ
－
２１

小
柱
穴

１４
１２

６
Ｓ
Ｐ
３１
５７

Ｋ
－
２１

小
柱
穴
後
期
後
葉

１４
（１
２）

１２
１

１
１

Ｓ
Ｐ
３１
５８

Ｋ
－
２１

小
柱
穴

１２
．５

１１
９

Ｓ
Ｐ
３１
５９

Ｋ
－
２１

小
柱
穴

１２
（９
．５）

１２
Ｓ
Ｐ
３１
６０

Ｋ
－
２１

小
柱
穴

１５
１４
．５

９
Ｓ
Ｐ
３１
６１

Ｋ
－
２１

小
柱
穴

１８
１７

２２
Ｓ
Ｐ
３１
６２

Ｋ
－
２１

小
柱
穴
後
期
後
葉

２４
２０

３２
１

１
１

１
２

Ｓ
Ｐ
３１
６３

Ｋ
－
２１

小
柱
穴

１３
１２
．５

１２
Ｓ
Ｐ
３１
６４

Ｋ
－
２１

杭
１２

１１
１９

Ｓ
Ｐ
３１
６５

Ｋ
－
２１

杭
１５

１３
１８

Ｓ
Ｐ
３１
６６

Ｋ
－
２１

小
柱
穴

１４
１４

７．５
Ｓ
Ｐ
３１
６７

Ｋ
－
２１

小
柱
穴

１０
１０

１０
Ｓ
Ｐ
３１
６８

Ｊ
・
Ｋ
－２
１

小
柱
穴

２０
１８

１２
Ｓ
Ｐ
３１
６９

Ｋ
－
２１

小
柱
穴
後
期
後
葉

１６
１４

１０
２

２
２

Ｓ
Ｐ
３１
７０

Ｋ
－
２１

小
柱
穴

１９
１９

１４
Ｓ
Ｐ
３１
７１

Ｋ
－
２１

小
柱
穴

１８
１７

１６
Ｓ
Ｐ
３１
７２

Ｋ
－
２１

小
柱
穴

１９
１８

２２
Ｓ
Ｐ
３１
７３

Ｋ
－
２１

小
柱
穴

１５
１５

１８
Ｓ
Ｐ
３１
７４

Ｋ
－
２１

小
柱
穴

２６
２５

１９
Ｓ
Ｐ
３１
７５

Ｋ
－
２１

小
柱
穴

１１
．５

１０
．５

１７
Ｓ
Ｐ
３１
７６

Ｋ
－２
０・
２１

杭
１２

１１
２３

Ｓ
Ｐ
３１
７７

Ｋ
－
２１

小
柱
穴

１４
１３

７
Ｓ
Ｐ
３１
７８

Ｋ
－
２１

小
柱
穴
後
期
後
葉

２７
２３

１９
１

２
３

３
Ｓ
Ｐ
３１
７９

Ｋ
－
２３

小
柱
穴

２４
２４

１２
Ｓ
Ｐ
３１
８０

Ｋ
－
２３

小
柱
穴

１２
１２

６
Ｓ
Ｐ
３１
８１

Ｋ
－
２３

小
柱
穴

１８
１８

９
Ｓ
Ｐ
３１
８２

Ｋ
－
２３

小
柱
穴

１４
１４

７
Ｓ
Ｐ
３１
８３

Ｋ
－
２３

小
柱
穴

１６
．５

１６
１０

Ｓ
Ｐ
３１
８４

Ｋ
－
２３

小
柱
穴

１８
．５

１８
８

Ｓ
Ｐ
３１
８５

Ｋ
－
２３

小
柱
穴

１３
１２

６
Ｓ
Ｐ
３１
８６

Ｋ
－
２３

小
柱
穴

１８
１８

１２
Ｓ
Ｐ
３１
８７

Ｋ
－
２３

小
柱
穴
後
期
後
葉

１５
１４
．５

７
２

２
１

１
３

Ｓ
Ｐ
３１
８８

Ｋ
－
２３

小
柱
穴

１７
１６

１２
Ｓ
Ｐ
３１
８９

Ｋ
－
２３

小
柱
穴
後
期
後
葉

１１
１１

９
１

１
１

Ｓ
Ｐ
３１
９０

Ｋ
－
２３

小
柱
穴

２０
１９

１９
Ｓ
Ｐ
３１
９１

Ｋ
－
２３

小
柱
穴

１１
１１

９
Ｓ
Ｐ
３１
９２

Ｋ
－
２３

小
柱
穴

１２
（１
０）

８
Ｓ
Ｐ
３１
９３

Ｋ
－
２３

小
柱
穴

１４
１２
．５

８
Ｓ
Ｐ
３１
９４

Ｋ
－
２３

杭
１０

１０
２２

Ｓ
Ｐ
３１
９５

Ｋ
－
２３

小
柱
穴

６．５
６．５

７
Ｓ
Ｐ
３１
９６

Ｋ
－
２３

小
柱
穴

１０
９．５

５．５
Ｓ
Ｐ
３１
９７

Ｋ
－
２３

小
柱
穴

１０
１０

４
Ｓ
Ｐ
３１
９８

Ｋ
－
２３

小
柱
穴

１６
．５

１６
８

Ｓ
Ｐ
３１
９９

Ｋ
－
２３

小
柱
穴

１８
１６
．５

６
Ｓ
Ｐ
３２
００

Ｋ
－
２２

小
柱
穴

２０
２０

１３
Ｓ
Ｐ
３２
０１

Ｋ
－
２２

小
柱
穴

１１
１０

６
Ｓ
Ｐ
３２
０２

Ｋ
－
２２

小
柱
穴

１８
１７
．５

１１
Ｓ
Ｐ
３２
０３

Ｋ
－
２２

小
柱
穴

１５
１４

１７
Ｓ
Ｐ
３２
０４

Ｋ
－
２２

小
柱
穴

１８
１８

１０
Ｓ
Ｐ
３２
０５

Ｋ
－
２２

小
柱
穴

２０
２０

９．５
Ｓ
Ｐ
３２
０６

Ｋ
－
２２

小
柱
穴

１５
１４
．５

２５
Ｓ
Ｐ
３２
０７

Ｋ
－
２２

杭
８

８
２１

Ｓ
Ｐ
３２
０８

Ｋ
－
２２

小
柱
穴

１１
１０

１１
Ｓ
Ｐ
３２
０９

Ｋ
－
２２

小
柱
穴

１３
１３

４
Ｓ
Ｐ
３２
１０

Ｋ
－
２２

小
柱
穴

１４
１４

５
Ｓ
Ｐ
３２
１１

Ｋ
－
２２

小
柱
穴

１４
（１
２）

２８
Ｓ
Ｐ
３２
１２

Ｋ
－
２２

小
柱
穴

１２
１２

１４
Ｓ
Ｐ
３２
１３

Ｋ
－
２２

小
柱
穴

２０
２０

１２
Ｓ
Ｐ
３２
１４

Ｋ
－
２２

小
柱
穴

１６
１６

６
Ｓ
Ｐ
３２
１５

Ｋ
－
２２

小
柱
穴

１２
１２

１３
Ｓ
Ｐ
３２
１６

Ｋ
－
２２

小
柱
穴

１５
１４

１０
Ｓ
Ｐ
３２
１７

Ｋ
－
２２

小
柱
穴

１４
１４

１４
Ｓ
Ｐ
３２
１８

Ｋ
－
２２

小
柱
穴

３９
２２

１２
Ｓ
Ｐ
３２
１９

Ｋ
－
２２

小
柱
穴

２６
１６

１６
Ｓ
Ｐ
３２
２０

Ｊ
－
２２

小
柱
穴

８．５
８

１０
．５

Ｓ
Ｐ
３２
２１

Ｋ
－
２２

小
柱
穴

１５
１４

７．５
Ｓ
Ｐ
３２
２２

Ｌ
－
２４

小
柱
穴

１９
１８

１３
Ｓ
Ｐ
３２
２３

Ｌ
－
２４

小
柱
穴

１３
．５

１３
７

Ｓ
Ｐ
３２
２４

Ｌ
－
２４

小
柱
穴

１４
１４

１２
Ｓ
Ｐ
３２
２５

Ｌ
－
２４

小
柱
穴

１６
１５

１４
１

１
１

Ｓ
Ｐ
３２
２６

Ｌ
－
２４

小
柱
穴

１１
１０
．５

１０
Ｓ
Ｐ
３２
２７

Ｌ
－
２４

小
柱
穴

１１
１０

１３
Ｓ
Ｐ
３２
２８

Ｌ
－
２４

小
柱
穴

１３
１２

７．５
Ｓ
Ｐ
３２
２９

Ｌ
－
２４

小
柱
穴

１３
１３

１２
．５

Ｓ
Ｐ
３２
３０

Ｌ
－
２４

小
柱
穴

１６
１５

２１
Ｓ
Ｐ
３２
３１

Ｌ
－
２４

小
柱
穴

１３
１３

８
Ｓ
Ｐ
３２
３２

Ｌ
－
２４

小
柱
穴

１４
１３

６

表
Ⅳ
－
１０

Ｓ
Ｐ
出
土
遺
物
一
覧
�

Ⅳ 遺構と遺物

―２０１―



遺
構

番
号

グ
リ
ッ
ド

検 出 面
時
期

長
径

（
㎝
）
短
径

（
㎝
）
深
さ

（
㎝
）

土
器

土
器 計

土
製
品

土
製

品
計

漆
塗
製
品

漆
塗

製
品 計

石
器

石 器 計

石
製
品

そ の 他

骨
角
器

石製
品

骨角
器 他

全
体
合
計

備
考

Ⅰ 群
Ⅱ 群
Ⅲ 群

Ⅳ
群

Ⅴ
群

Ⅵ 群
Ⅶ 群

土 玉
垂 飾
耳 栓
環
状
土
製 品

オ
ロ
シ

ガ
ネ
状

土
製
品

焼 成 粘 土

土 偶 片 そ の 他

漆 塗 櫛

漆 塗 櫛 片

環 状 漆 塗 製 品

漆 塗 玉

そ の 他
石 鏃

石
槍
ナ
イ フ
石 錐

つ
ま
み

付
き

ナ
イ
フ

ス
ク
レ

イ
パ
ー
類

楔 形 石 器

石 核
石 斧
石 斧 片

石 斧 未 製 品

敲 き 石
砥 石
す り 石
石 皿

礫
石
器

そ
の
他
礫
そ の 他

フ
レ

イ
ク

玉 類
石 棒
石 製 品

サ メ 歯

骨 角 器
Ⅳ
a
Ⅳ
b
Ⅳ
c
Ⅴ
a
Ⅴ
b
Ⅴ
c

Ｓ
Ｐ
３２
３３

Ｌ
－
２４

杭
１０

９
２０

Ｓ
Ｐ
３２
３４

Ｌ
－
２４

小
柱
穴

１２
１２

５
Ｓ
Ｐ
３２
３５

Ｌ
－
２４

小
柱
穴

９
８．５

１０
Ｓ
Ｐ
３２
３６

Ｌ
－
２４

小
柱
穴

９．５
９

５
Ｓ
Ｐ
３２
３７

Ｌ
－
２４

小
柱
穴

１８
１６

１２
Ｓ
Ｐ
３２
３８

Ｌ
－
２４

小
柱
穴

１３
１２

７
Ｓ
Ｐ
３２
３９

Ｌ
－
２４

小
柱
穴

１３
１１

８
Ｓ
Ｐ
３２
４０

Ｌ
－
２４

小
柱
穴

１４
１３
．５

９．５
Ｓ
Ｐ
３２
４１

Ｋ
－
２４

小
柱
穴

２０
１９

１１
Ｓ
Ｐ
３２
４２

Ｋ
－
２４

小
柱
穴

１８
１７

８
Ｓ
Ｐ
３２
４３

Ｋ
－
２４

小
柱
穴

１５
１３
．５

５
欠
番

Ｋ
－
２４

小
柱
穴

－
－

－
Ｓ
Ｐ
３２
４５

Ｋ
－
２４

小
柱
穴

１６
１５

１３
Ｓ
Ｐ
３２
４６

Ｍ
－
２４

小
柱
穴

９
９

７．５
Ｓ
Ｐ
３２
４７

Ｎ
－
２４

小
柱
穴

３４
３２

１８
Ｓ
Ｐ
３２
４８

Ｍ
－
２４

小
柱
穴

１０
１０

３
Ｓ
Ｐ
３２
４９

Ｍ
－
２４

小
柱
穴

１３
１３

４．５
Ｓ
Ｐ
３２
５０

Ｍ
－
２４

小
柱
穴

１１
１０

５
Ｓ
Ｐ
３２
５１

Ｍ
－
２４

小
柱
穴

９
８．５

１１
Ｓ
Ｐ
３２
５２

Ｍ
－
２４

杭
９

９
１６

Ｓ
Ｐ
３２
５３

Ｍ
－
２４

小
柱
穴

１４
１３

７
Ｓ
Ｐ
３２
５４

Ｍ
－
２４

小
柱
穴

１３
１２

１６
．５

Ｓ
Ｐ
３２
５５

Ｋ
－
１８

小
柱
穴
後
期
後
葉

１６
１６

１６
２

２
２

Ｓ
Ｐ
３２
５６

Ｋ
－
１８

小
柱
穴

１４
１４

１３
．５

Ｓ
Ｐ
３２
５７

Ｋ
－
１８

小
柱
穴

２６
１４

９
Ｓ
Ｐ
３２
５８

Ｋ
－
１８

小
柱
穴

１５
１４
．５

１５
Ｓ
Ｐ
３２
５９

Ｋ
－
１８

小
柱
穴

（１
３）

１２
１８

Ｓ
Ｐ
３２
６０

Ｋ
－
１８

小
柱
穴
後
期
後
葉

１６
．５

１６
１７

４
４

４
Ｓ
Ｐ
３２
６１

Ｋ
－
１８

小
柱
穴

１４
１３

１６
Ｓ
Ｐ
３２
６２

Ｋ
－
１８

小
柱
穴

１４
１４

１５
Ｓ
Ｐ
３２
６３

Ｋ
－
１８

小
柱
穴

１８
１７

１５
Ｓ
Ｐ
３２
６４

Ｋ
－
１８

小
柱
穴
後
期
後
葉

１６
１６

１３
２

２
１

１
３

Ｓ
Ｐ
３２
６５

Ｋ
－
１８

小
柱
穴
後
期
後
葉

１４
１４

２２
１

１
１

Ｓ
Ｐ
３２
６６

Ｋ
－
１８

小
柱
穴
後
期
後
葉

１２
．５

１２
１６

１
１

１
Ｓ
Ｐ
３２
６７

Ｋ
－
１８

小
柱
穴
後
期
後
葉

１２
．５

１２
．５

１０
１

２
３

３
Ｓ
Ｐ
３２
６８

Ｋ
－
１８

小
柱
穴

１１
１０

９
１

１
１

Ｓ
Ｐ
３２
６９

Ｋ
－
１８

小
柱
穴

１６
１６

１３
Ｓ
Ｐ
３２
７０

Ｋ
－
１８

小
柱
穴

１２
（１
１）

１０
Ｓ
Ｐ
３２
７１

Ｋ
－
１８

杭
１１

１０
２１

Ｓ
Ｐ
３２
７２

Ｋ
－
１８

小
柱
穴

１１
１０
．５

７
Ｓ
Ｐ
３２
７３

Ｋ
－
１８

小
柱
穴

１６
．５

１６
７

Ｓ
Ｐ
３２
７４

Ｋ
－
１７

小
柱
穴

１６
１６

７
Ｓ
Ｐ
３２
７５

Ｋ
－
１７

小
柱
穴

１０
９

８
Ｓ
Ｐ
３２
７６

Ｋ
－
１７

小
柱
穴

１１
１０

１２
Ｓ
Ｐ
３２
７７

Ｋ
－
１７

小
柱
穴

１５
１４

２２
Ｓ
Ｐ
３２
７８

Ｋ
－
１７

小
柱
穴

１３
１３

８
Ｓ
Ｐ
３２
７９

Ｋ
－
１７

小
柱
穴

１６
１６

１１
Ｓ
Ｐ
３２
８０

Ｋ
－
１７

小
柱
穴

１１
１１

７．５
Ｓ
Ｐ
３２
８１

Ｋ
－
１６

小
柱
穴

１２
１２

１６
．５

Ｓ
Ｐ
３２
８２

Ｋ
－
１６

小
柱
穴

１３
１２
．５

１０
Ｓ
Ｐ
３２
８３

Ｌ
－
１６

小
柱
穴

１５
１５

１０
Ｓ
Ｐ
３２
８４

Ｋ
－
１６

小
柱
穴

８
８

１４
Ｓ
Ｐ
３２
８５

Ｋ
－
１６

小
柱
穴

１１
１１

５
Ｓ
Ｐ
３２
８６

Ｋ
－
１６

小
柱
穴

１０
１０

９
Ｓ
Ｐ
３２
８７

Ｋ
－
１６

小
柱
穴

１０
９

４
Ｓ
Ｐ
３２
８８

Ｏ
－
２７

小
柱
穴

１４
．６

１４
１８

Ｓ
Ｐ
３２
８９

Ｏ
－
２７

小
柱
穴
後
期
後
葉

１８
１４

２１
１

１
１

Ｓ
Ｐ
３２
９０

Ｏ
－
２７

小
柱
穴

１７
．６

１３
．６

２８
Ｓ
Ｐ
３２
９１

Ｏ
－
２７

小
柱
穴

１１
．６

９
２２

Ｓ
Ｐ
３２
９２

Ｏ
－
２７

小
柱
穴
後
期
後
葉

２４
．４

２２
２０

１
１

１
Ｓ
Ｐ
３２
９３

Ｏ
－２
７・
２８

小
柱
穴

１４
．４

１２
．４

３１
Ｓ
Ｐ
３２
９４

Ｏ
－
２８

小
柱
穴

２１
．６

２０
１８
．４

１
１

１
Ｓ
Ｐ
３２
９５

Ｏ
－
２８

柱
穴

後
期
後
葉

３４
３３
．６

３２
１

１６
１７

１
１

２
１９

Ｓ
Ｐ
３２
９６

Ｏ
－
２８

小
柱
穴

２２
１６
．４

２０
Ｓ
Ｐ
３２
９７

Ｏ
－
２８

小
柱
穴

１６
１６

１６
Ｓ
Ｐ
３２
９８

Ｏ
－
２８

小
柱
穴
後
期
後
葉

２４
２０

１６
２

２
２

Ｓ
Ｐ
３２
９９

Ｏ
－
２８

小
柱
穴

１５
．６

１４
１８
．４

Ｓ
Ｐ
３３
００

Ｏ
－
２８

柱
穴

後
期
後
葉

２４
２３
．６

３９
１

１
１

１
２

Ｓ
Ｐ
３３
０１

Ｏ
－
２８

小
柱
穴

２０
．４

２０
１６
．４

Ｓ
Ｐ
３３
０２

Ｏ
－
２８

小
柱
穴

１２
８．６

１６
Ｓ
Ｐ
３３
０３

Ｏ
－
２８

小
柱
穴
晩
期
前
葉

２８
２２

２９
．５

８
１

９
１

１
３

５
１４

Ｓ
Ｐ
３３
０４

Ｐ
－
２８

小
柱
穴
後
期
後
葉

２６
２６

２８
．４

１
１７

１８
１８

Ｓ
Ｐ
３３
０５

Ｐ
－
２８

小
柱
穴

２１
１５
．６

２２
Ｓ
Ｐ
３３
０６

Ｐ
－
２８

小
柱
穴

１９
．６

１８
１８

Ｓ
Ｐ
３３
０７

Ｐ
－
２９

小
柱
穴

１３
１２

１６
Ｓ
Ｐ
３３
０８

Ｐ
－
２９

小
柱
穴

１１
．６

１０
１２
．６

Ｓ
Ｐ
３３
０９

Ｏ
－
２９

小
柱
穴
後
期
後
葉

３０
３０

５２
１１

１１
２

６
８

１９
Ｓ
Ｐ
３３
１０

Ｏ
－２
８・
２９

小
柱
穴

１６
１２

２８
Ｓ
Ｐ
３３
１１

Ｏ
－
２９

小
柱
穴

１２
１０
．６

４６
Ｓ
Ｐ
３３
１２

Ｌ
－
２６

小
柱
穴

早
期

２２
．４

１８
．６

３０
３

３
３

表
Ⅳ
－
１０

Ｓ
Ｐ
出
土
遺
物
一
覧
�
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遺
構

番
号

グ
リ
ッ
ド

検 出 面
時
期

長
径

（
㎝
）
短
径

（
㎝
）
深
さ

（
㎝
）

土
器

土
器 計

土
製
品

土
製

品
計

漆
塗
製
品

漆
塗

製
品 計

石
器

石 器 計

石
製
品

そ の 他

骨
角
器

石製
品

骨角
器 他

全
体
合
計

備
考

Ⅰ 群
Ⅱ 群
Ⅲ 群

Ⅳ
群

Ⅴ
群

Ⅵ 群
Ⅶ 群

土 玉
垂 飾
耳 栓
環
状
土
製 品

オ
ロ
シ

ガ
ネ
状

土
製
品

焼 成 粘 土

土 偶 片 そ の 他

漆 塗 櫛

漆 塗 櫛 片

環 状 漆 塗 製 品

漆 塗 玉

そ の 他
石 鏃

石
槍
ナ
イ フ
石 錐

つ
ま
み

付
き

ナ
イ
フ

ス
ク
レ

イ
パ
ー
類

楔 形 石 器

石 核
石 斧
石 斧 片

石 斧 未 製 品

敲 き 石
砥 石
す り 石
石 皿

礫
石
器

そ
の
他
礫
そ の 他

フ
レ

イ
ク

玉 類
石 棒
石 製 品

サ メ 歯

骨 角 器
Ⅳ
a
Ⅳ
b
Ⅳ
c
Ⅴ
a
Ⅴ
b
Ⅴ
c

Ｓ
Ｐ
３３
１３

Ｌ
－
２６

杭
８．４

８
１２
．６

Ｓ
Ｐ
３３
１４

Ｌ
－
２６

杭
１０
．６

８．４
１８
．４

Ｓ
Ｐ
３３
１５

Ｌ
－
２６

小
柱
穴

２０
．２

１８
１０

Ｓ
Ｐ
３３
１６

Ｍ
－
２６

小
柱
穴
後
期
後
葉

２０
１７

２０
３

３
３

Ｓ
Ｐ
３３
１７

Ｌ
－
２７

杭
８．５

８
２２

１
１

１
Ｓ
Ｐ
３３
１８

Ｌ
－
２７

小
柱
穴

１０
．６

１０
．６

１４
Ｓ
Ｐ
３３
１９

Ｌ
－
２７

小
柱
穴

１７
１６

１４
．４

Ｓ
Ｐ
３３
２０

Ｍ
－
２７

小
柱
穴

１４
１２

１６
Ｓ
Ｐ
３３
２１

Ｍ
－
２７

小
柱
穴

１２
１０

１２
Ｓ
Ｐ
３３
２２

Ｎ
－
２６

小
柱
穴

１２
８

１２
Ｓ
Ｐ
３３
２３

Ｎ
－
２６

小
柱
穴

１４
１３

１８
Ｓ
Ｐ
３３
２４

Ｎ
－
２６

杭
６

５
１０

Ｓ
Ｐ
３３
２５

Ｎ
－
２６

小
柱
穴

１２
１０

１９
Ｓ
Ｐ
３３
２６

Ｎ
－
２６

小
柱
穴
後
期
後
葉

１９
．６

１８
１８

１
１

１
Ｓ
Ｐ
３３
２７

Ｎ
－
２６

小
柱
穴

１８
１８

１４
Ｓ
Ｐ
３３
２８

Ｎ
－
２７

小
柱
穴

１０
．６

１０
．２

２５
Ｓ
Ｐ
３３
２９

Ｎ
－
２７

小
柱
穴

１５
１６

１９
Ｓ
Ｐ
３３
３０

Ｎ
－
２７

小
柱
穴

２０
１６

１０
Ｓ
Ｐ
３３
３１

Ｎ
－
２７

柱
穴

２４
．６

２２
１４

Ｓ
Ｐ
３３
３２

Ｎ
－
２６

小
柱
穴

１５
．６

１４
．６

１４
Ｓ
Ｐ
３３
３３

Ｌ
－
２８

小
柱
穴
後
期
後
葉

１５
．６

１５
１７

１
２

３
３

Ｓ
Ｐ
３３
３４

Ｌ
－
２８

小
柱
穴
後
期
後
葉

１６
．４

１５
．６

１１
１

１
１

Ｓ
Ｐ
３３
３５

Ｌ
－
２８

小
柱
穴

１０
．４

１０
１６

Ｓ
Ｐ
３３
３６

Ｌ
－
２８

小
柱
穴

１７
．６

１６
２０
．４

Ｓ
Ｐ
３３
３７

Ｌ
－
２８

小
柱
穴

２８
．４

２０
１７
．６

１
１

１
Ｓ
Ｐ
３３
３８

Ｌ
－
２８

小
柱
穴

１９
．６

１８
．４

１７
Ｓ
Ｐ
３３
３９

Ｌ
－
２８

小
柱
穴
後
期
後
葉

２３
１９

１２
２

２
２

Ｓ
Ｐ
３３
４０

Ｌ
－
２８

小
柱
穴
後
期
後
葉

２４
１４

１８
１

１
１

Ｓ
Ｐ
３３
４１

Ｌ
－
２８

小
柱
穴
後
期
後
葉

１９
．６

１４
１５

１
１

１
Ｓ
Ｐ
３３
４２

Ｌ
－
２８

小
柱
穴

１２
．６

１２
１４

Ｓ
Ｐ
３３
４３

Ｌ
－
２８

小
柱
穴

２０
１９
．６

１２
．６

Ｓ
Ｐ
３３
４４

Ｌ
－
２８

小
柱
穴

２２
１６

１６
Ｓ
Ｐ
３３
４５

Ｌ
－
２８

杭
８．４

７．６
２２

Ｓ
Ｐ
３３
４６

Ｍ
－
２８

小
柱
穴
後
期
後
葉

１２
．４

１２
２４

３
３

３
Ｓ
Ｐ
３３
４７

Ｍ
－
２８

小
柱
穴

１３
１２
．６

１２
Ｓ
Ｐ
３３
４８

Ｍ
－２
７・
２８

小
柱
穴
後
期
後
葉

２４
．４

１９
２３

５
５

５
Ｓ
Ｐ
３３
４９

Ｍ
－
２８

小
柱
穴

２２
．６

１６
１６

Ｓ
Ｐ
３３
５０

Ｐ
－
３５

１
１

１
Ｓ
Ｐ
３３
５１

Ｍ
－
２８

小
柱
穴

１８
１５
．６

１８
．６

Ｓ
Ｐ
３３
５２

Ｍ
－
２８

小
柱
穴

２４
２２
．４

１４
１

１
１

Ｓ
Ｐ
３３
５３

Ｍ
－
２８

小
柱
穴
後
期
後
葉

１６
１５
．６

２０
．４

１０
１０

１０
Ｓ
Ｐ
３３
５４

Ｍ
－
２８

杭
１９
．６

１４
．６

３２
Ｓ
Ｐ
３３
５５

Ｍ
－
２８

杭
２５

２０
４４

Ｓ
Ｐ
３３
５６

Ｍ
－
２８

小
柱
穴

１６
．６

１５
．６

１８
Ｓ
Ｐ
３３
５７

Ｍ
－２
８・
２９

柱
穴

後
期
後
葉

２８
１９
．６

２７
３

３
３

Ｓ
Ｐ
３３
５８

Ｍ
－
２８

小
柱
穴

１９
．６

１４
．６

１４
．６

Ｓ
Ｐ
３３
５９

Ｍ
・
Ｎ
－２
８

小
柱
穴

２２
．４

１９
１６

Ｓ
Ｐ
３３
６０

Ｎ
－
２８

小
柱
穴

２６
．４

１８
．６

２８
Ｓ
Ｐ
３３
６１

Ｎ
－
２８

小
柱
穴

２１
２０

２６
Ｓ
Ｐ
３３
６２

Ｎ
－
２８

小
柱
穴

２０
１７

１１
Ｓ
Ｐ
３３
６３

Ｎ
－
２８

柱
穴

後
期
後
葉

２６
１８

２８
１

１
１

Ｓ
Ｐ
３３
６４

Ｎ
－
２８

小
柱
穴

１７
１６

１６
．６

Ｓ
Ｐ
３３
６５

Ｎ
－
２８

小
柱
穴

１７
１７

２５
Ｓ
Ｐ
３３
６６

Ｎ
－２
８・
２９

小
柱
穴
後
期
後
葉

２２
２１
．６

１０
３

３
１

１
４

Ｓ
Ｐ
３３
６７

Ｎ
－
２９

杭
１０
．６

１０
１６

Ｓ
Ｐ
３３
６８

Ｎ
－
２９

柱
穴

２１
１９
．６

３
Ｓ
Ｐ
３３
６９

Ｌ
－
２９

小
柱
穴

１４
１２
．６

３２
Ｓ
Ｐ
３３
７０

Ｌ
－
２９

柱
穴

２０
１６

２８
Ｓ
Ｐ
３３
７１

Ｌ
－
２９

小
柱
穴
後
期
後
葉

１７
１５
．６

１２
４

４
４

欠
番

Ｌ
－
２９

小
柱
穴

－
－

－
Ｓ
Ｐ
３３
７３

Ｌ
－
２９

柱
穴

後
期
後
葉

２６
１９

２８
４

３
７

１
１

８
Ｓ
Ｐ
３３
７４

Ｍ
－
２９

小
柱
穴
後
期
後
葉

２４
１７
．６

１４
．４

１
１

１
Ｓ
Ｐ
３３
７５

Ｍ
－
２９

杭
７

６
２８
．４

Ｓ
Ｐ
３３
７６

Ｍ
－
２９

柱
穴

１７
．６

１４
２７

Ｓ
Ｐ
３３
７７

Ｍ
－２
８・
２９

杭
８

７
４４

Ｓ
Ｐ
３３
７８

Ｍ
－
２９

小
柱
穴

２０
１４

１６
Ｓ
Ｐ
３３
７９

Ｍ
－
２９

小
柱
穴

１４
１２

２１
Ｓ
Ｐ
３３
８０

Ｒ
－
２８

小
柱
穴
後
期
後
葉

１６
．６

１４
２０

２１
２１

２
２

２３
Ｓ
Ｐ
３３
８１

Ｌ
－
３１

小
柱
穴

１８
．４

１８
１２
．４

１
１

１
Ｓ
Ｐ
３３
８２

Ｑ
－
２９

小
柱
穴

１４
．６

１２
２３

Ｓ
Ｐ
３３
８３

Ｑ
－
２９

柱
穴

９．６
８

２４
．６

Ｓ
Ｐ
３３
８４

Ｑ
－
２９

小
柱
穴

１４
．４

１４
１６

Ｓ
Ｐ
３３
８５

Ｑ
－
３０

小
柱
穴

１６
１３

２６
Ｓ
Ｐ
３３
８６

Ｑ
－
３０

小
柱
穴

１３
１３

２５
Ｓ
Ｐ
３３
８７

Ｐ
－
３０

小
柱
穴

１８
１４
．６

３２
Ｓ
Ｐ
３３
８８

Ｐ
－
３１

小
柱
穴

１５
１１

２４
Ｓ
Ｐ
３３
８９

Ｐ
－
３２

柱
穴

２９
．６

２８
１６

１
１

１
Ｓ
Ｐ
３３
９０

Ｕ
－
３４

小
柱
穴

１８
１７
．６

１５
Ｓ
Ｐ
３３
９１

Ｓ
－
３４

柱
穴

２０
１９

３６
Ｓ
Ｐ
３３
９２

Ｓ
－
３５

小
柱
穴

１６
１５
．６

２１
．６

表
Ⅳ
－
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遺
構

番
号

グ
リ
ッ
ド

検 出 面
時
期

長
径

（
㎝
）
短
径

（
㎝
）
深
さ

（
㎝
）

土
器

土
器 計

土
製
品

土
製

品
計

漆
塗
製
品

漆
塗

製
品 計

石
器

石 器 計

石
製
品

そ の 他

骨
角
器

石製
品

骨角
器 他

全
体
合
計

備
考

Ⅰ 群
Ⅱ 群
Ⅲ 群

Ⅳ
群

Ⅴ
群

Ⅵ 群
Ⅶ 群

土 玉
垂 飾
耳 栓
環
状
土
製 品

オ
ロ
シ

ガ
ネ
状

土
製
品

焼 成 粘 土

土 偶 片 そ の 他

漆 塗 櫛

漆 塗 櫛 片

環 状 漆 塗 製 品

漆 塗 玉

そ の 他
石 鏃

石
槍
ナ
イ フ
石 錐

つ
ま
み

付
き

ナ
イ
フ

ス
ク
レ

イ
パ
ー
類

楔 形 石 器

石 核
石 斧
石 斧 片

石 斧 未 製 品

敲 き 石
砥 石
す り 石
石 皿

礫
石
器

そ
の
他
礫
そ の 他

フ
レ

イ
ク

玉 類
石 棒
石 製 品

サ メ 歯

骨 角 器
Ⅳ
a
Ⅳ
b
Ⅳ
c
Ⅴ
a
Ⅴ
b
Ⅴ
c

Ｓ
Ｐ
３３
９３

Ｔ
－
３５

小
柱
穴

３７
２６

６
Ｓ
Ｐ
３３
９４

Ｓ
・
Ｔ
－３
６

小
柱
穴

４１
３８

１０
Ｓ
Ｐ
３３
９５

Ｔ
－
３６

小
柱
穴

４０
４０

１０
Ｓ
Ｐ
３３
９６

Ｓ
－
３６

柱
穴

１８
．６

１７
．６

５９
Ｓ
Ｐ
３３
９７

Ｓ
－
３６

柱
穴

３７
．６

２６
５３

１
１

１
Ｓ
Ｐ
３３
９８

Ｎ
－
３５

小
柱
穴

２３
．５

１９
３６

Ｓ
Ｐ
３３
９９

Ｎ
－
３５

小
柱
穴
後
期
後
葉

３４
２３

３９
１

１
１

１
２

Ｓ
Ｐ
３４
００

Ｑ
－
４６

小
柱
穴

１２
１０
．６

２６
Ｓ
Ｐ
３４
０１

Ｑ
－
４６

小
柱
穴

１６
１５

２３
Ｓ
Ｐ
３４
０２

Ｖ
－
４３

小
柱
穴

１４
１４

９
Ｓ
Ｐ
３４
０３

Ｖ
－
４３

小
柱
穴

１２
１１

１０
Ｓ
Ｐ
３４
０４

Ｖ
－
４４

小
柱
穴

９
８

１２
Ｓ
Ｐ
３４
０５

Ｖ
－
４４

小
柱
穴

１４
１４

１４
Ｓ
Ｐ
３４
０６

Ｖ
－
４４

小
柱
穴

１６
１５
．６

１０
Ｓ
Ｐ
３４
０７

Ｖ
－
４４

小
柱
穴

前
期

１７
１７

１８
．４

１
１

１
Ｓ
Ｐ
３４
０８

Ｖ
－
４４

小
柱
穴

２４
１８

１７
Ｓ
Ｐ
３４
０９

Ｖ
－
４４

小
柱
穴

１４
．６

１１
１３

Ｓ
Ｐ
３４
１０

Ｖ
－
４４

杭
１０

８
１９
．６

Ｓ
Ｐ
３４
１１

Ｖ
－
４４

小
柱
穴

１３
１３

１４
．６

Ｓ
Ｐ
３４
１２

Ｖ
－
４４

杭
７．６

６
２２

Ｓ
Ｐ
３４
１３

Ｖ
－
４４

小
柱
穴

１２
１２

９．６
１

１
１

Ｓ
Ｐ
３４
１４

Ｖ
－
４５

小
柱
穴

１２
１１
．６

１０
．４

Ｓ
Ｐ
３４
１５

Ｖ
－
４５

小
柱
穴

１２
８

８
Ｓ
Ｐ
３４
１６

Ｖ
－
４５

小
柱
穴

１７
１３

６
Ｓ
Ｐ
３４
１７

Ｖ
－
４５

小
柱
穴

１３
．６

１２
９．６

Ｓ
Ｐ
３４
１８

Ｖ
－
４５

小
柱
穴

９
９

５
Ｓ
Ｐ
３４
１９

Ｖ
－
４５

小
柱
穴

１１
９．６

１１
Ｓ
Ｐ
３４
２０

Ｖ
－
４５

小
柱
穴

１１
１１

１１
．６

Ｓ
Ｐ
３４
２１

Ｖ
－
４５

小
柱
穴

１２
１０

８
Ｓ
Ｐ
３４
２２

Ｖ
－
４５

小
柱
穴

１２
１０

１０
Ｓ
Ｐ
３４
２３

Ｖ
－
４５

小
柱
穴

１０
．４

９
５．６

Ｓ
Ｐ
３４
２４

Ｖ
－
４５

小
柱
穴

９
９

１２
Ｓ
Ｐ
３４
２５

Ｖ
－
４５

小
柱
穴

１６
１４

１４
Ｓ
Ｐ
３４
２６

Ｖ
－
４５

小
柱
穴

１３
１１

１１
Ｓ
Ｐ
３４
２７

Ｖ
－
４５

小
柱
穴

１７
．６

１４
１５

Ｓ
Ｐ
３４
２８

Ｖ
－
４５

小
柱
穴

１５
１４

１６
Ｓ
Ｐ
３４
２９

Ｑ
－
４５

小
柱
穴

１６
１２

１３
Ｓ
Ｐ
３４
３０

Ｘ
－
３８

柱
穴

前
期

２７
１４

４２
５

５
１

１
６

Ｓ
Ｐ
３４
３１

Ｘ
－
３８

柱
穴

中
期

１１
．６

１０
．４

４１
１

１
１

Ｓ
Ｐ
３４
３２

Ｗ
－
３７

小
柱
穴

１６
１４

２９
Ｓ
Ｐ
３４
３３

Ｗ
－
３７

小
柱
穴

１８
１４

３０
．６

Ｓ
Ｐ
３４
３４

Ｖ
－
３７

小
柱
穴

２１
１６

３６
Ｓ
Ｐ
３４
３５

Ｖ
－
３７

小
柱
穴

２１
１６

３８
Ｓ
Ｐ
３４
３６

Ｖ
－
３７

小
柱
穴

２４
２０

３６
．６

Ｓ
Ｐ
３４
３７

Ｕ
－
３７

柱
穴

１０
１０

２８
Ｓ
Ｐ
３４
３８

Ｕ
－
３７

柱
穴

１３４
１２０

４８
Ｓ
Ｐ
３４
３９

Ｕ
－
３７

小
柱
穴

１２０
９０

１３０
欠
番

Ｕ
－
３７

小
柱
穴

－
－

－
Ｓ
Ｐ
３４
４１

Ｕ
－
３７

小
柱
穴

早
期

２８
２２

２４
．６

１
１

１
Ｓ
Ｐ
３４
４２

Ｕ
－
３７

柱
穴

２０
．４

１２
．４

４６
Ｓ
Ｐ
３４
４３

Ｔ
－
３７

小
柱
穴

２９
．６

２９
１２

Ｓ
Ｐ
３４
４４

Ｔ
－
３７

小
柱
穴

２３
１８

３８
Ｓ
Ｐ
３４
４５

Ｔ
－
３７

小
柱
穴

２８
２１

７
Ｓ
Ｐ
３４
４６

Ｔ
－
３７

柱
穴

前
期

２８
２１

４０
１

１
１

Ｓ
Ｐ
３４
４７

Ｔ
－
３７

柱
穴

３４
２９

４７
Ｓ
Ｐ
３４
４８

Ｔ
－
３７

小
柱
穴

２６
２３

２４
１

１
１

Ｓ
Ｐ
３４
４９

Ｔ
－
３７

小
柱
穴

２２
２０

２２
Ｓ
Ｐ
３４
５０

Ｔ
－
３７

小
柱
穴

１８
１６

１５
Ｓ
Ｐ
３４
５１

Ｔ
－
３７

柱
穴

２０
２０

５９
Ｓ
Ｐ
３４
５２

Ｔ
－
３７

柱
穴

２３
１８

４４
Ｓ
Ｐ
３４
５３

Ｔ
－
３７

柱
穴

１８
．４

１８
５８

Ｓ
Ｐ
３４
５４

Ｔ
－
３７

小
柱
穴

１４
１３

２０
Ｓ
Ｐ
３４
５５

Ｔ
－
３７

柱
穴

１９
１８

３９
Ｓ
Ｐ
３４
５６

Ｔ
－
３７

柱
穴

２６
．４

２４
４８

Ｓ
Ｐ
３４
５７

Ｓ
－
３７

小
柱
穴

１５
．６

１４
．６

１４
Ｓ
Ｐ
３４
５８

Ｓ
－
３７

小
柱
穴

１４
１４

４０
Ｓ
Ｐ
３４
５９

Ｓ
－
３７

小
柱
穴

３６
３２
．６

８
３

１
４

４
Ｓ
Ｐ
３４
６０

Ｓ
－
３７

小
柱
穴

５０
．６

３６
１８

２
１

３
３

Ｓ
Ｐ
３４
６１

Ｓ
－
３７

小
柱
穴
後
期
後
葉

４０
３８
．６

１１
１

１
１

Ｓ
Ｐ
３４
６２

Ｓ
－
３７

小
柱
穴

１７
１６

４８
Ｓ
Ｐ
３４
６３

Ｓ
－
３７

小
柱
穴

１８
１７
．４

３８
Ｓ
Ｐ
３４
６４

Ｖ
－
３８

小
柱
穴

２６
２４
．６

１６
欠
番

Ｎ
－
３５

柱
穴

－
－

４２
Ｓ
Ｐ
３４
６６

Ｖ
－
３７

柱
穴

２０
２０

５８
Ｓ
Ｐ
３４
６７

Ｖ
－
３７

柱
穴

１７
１６

５４
Ｓ
Ｐ
３４
６８

Ｎ
－
３４

大
柱
穴

８５
７５
．６

４８
Ｓ
Ｐ
３４
６９

Ｓ
－
３３

小
柱
穴

１９
．６

１８
．４

２４
．６

Ｓ
Ｐ
３４
７０

Ｓ
－
３４

小
柱
穴

２４
２３
．６

３６
Ｓ
Ｐ
３４
７１

Ｏ
－
３１

柱
穴

２２
２２

１７
Ｓ
Ｐ
３４
７２

Ｏ
－
３１

柱
穴

２２
２０

２４
．６

表
Ⅳ
－
１０

Ｓ
Ｐ
出
土
遺
物
一
覧
�
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遺
構

番
号

グ
リ
ッ
ド

検 出 面
時
期

長
径

（
㎝
）
短
径

（
㎝
）
深
さ

（
㎝
）

土
器

土
器 計

土
製
品

土
製

品
計

漆
塗
製
品

漆
塗

製
品 計

石
器

石 器 計

石
製
品

そ の 他

骨
角
器

石製
品

骨角
器 他

全
体
合
計

備
考

Ⅰ 群
Ⅱ 群
Ⅲ 群

Ⅳ
群

Ⅴ
群

Ⅵ 群
Ⅶ 群

土 玉
垂 飾
耳 栓
環
状
土
製 品

オ
ロ
シ

ガ
ネ
状

土
製
品

焼 成 粘 土

土 偶 片 そ の 他

漆 塗 櫛

漆 塗 櫛 片

環 状 漆 塗 製 品

漆 塗 玉

そ の 他
石 鏃

石
槍
ナ
イ フ
石 錐

つ
ま
み

付
き

ナ
イ
フ

ス
ク
レ

イ
パ
ー
類

楔 形 石 器

石 核
石 斧
石 斧 片

石 斧 未 製 品

敲 き 石
砥 石
す り 石
石 皿

礫
石
器

そ
の
他
礫
そ の 他

フ
レ

イ
ク

玉 類
石 棒
石 製 品

サ メ 歯

骨 角 器
Ⅳ
a
Ⅳ
b
Ⅳ
c
Ⅴ
a
Ⅴ
b
Ⅴ
c

Ｓ
Ｐ
３４
７３

Ｏ
－
３１

柱
穴

２０
１９
．６

３０
Ｓ
Ｐ
３４
７４

Ｏ
－
３１

柱
穴

２２
．４

２０
．４

２４
Ｓ
Ｐ
３４
７５

Ｒ
－
３７

小
柱
穴

１７
１４
．６

１７
Ｓ
Ｐ
３４
７６

Ｒ
－
３７

柱
穴

２２
．４

２１
．６

４５
Ｓ
Ｐ
３４
７７

Ｏ
－
３７

小
柱
穴

２０
２０

１８
．４

Ｓ
Ｐ
３４
７８

Ｏ
－
３７

小
柱
穴

２２
２０

１２
Ｓ
Ｐ
３４
７９

Ｏ
－３
６・
３７

柱
穴

後
期
後
葉

５０
２９

２７
１

１
１

Ｓ
Ｐ
３４
８０

Ｔ
－
４２

柱
穴

２８
．４

２３
．６４

Ｓ
Ｐ
３４
８１

Ｔ
－
４３

小
柱
穴

２５
２３

９．６
Ｓ
Ｐ
３４
８２

Ｔ
－
４３

柱
穴

前
期

３０
２５

４７
１

１
１

１
２

Ｓ
Ｐ
３４
８３

Ｓ
－
４３

柱
穴

１７
１６
．４

４２
Ｓ
Ｐ
３４
８４

Ｓ
－
４５

小
柱
穴

２５
２４

８
１

１
１

Ｓ
Ｐ
３４
８５

Ｓ
－
４５

小
柱
穴

２６
２４

２７
Ｓ
Ｐ
３４
８６

Ｓ
－
４５

小
柱
穴

１９
１７

１０
Ｓ
Ｐ
３４
８７

Ｏ
－
３７

小
柱
穴

１８
１７

１９
Ｓ
Ｐ
３４
８８

Ｎ
－
３６

小
柱
穴

１５
１４

３４
１

１
１

Ｓ
Ｐ
３４
８９

Ｍ
－
３７

柱
穴

１２
．６

１２
４２

１
１

１
Ｓ
Ｐ
３４
９０

Ｔ
－
４７

柱
穴
？

４０
．４

４０
．４

８
Ｓ
Ｐ
３４
９１

Ｖ
－
４２

柱
穴

２４
．４

２４
．４

２４
．６

Ｓ
Ｐ
３４
９２

Ｖ
－
４２

柱
穴

２４
２３
．６

１４
Ｓ
Ｐ
３４
９３

Ｖ
－
４２

柱
穴

４０
３８

４２
１

１
１

Ｓ
Ｐ
３４
９４

Ｖ
－
４２

小
柱
穴

１４
１４

１３
Ｓ
Ｐ
３４
９５

Ｖ
－
４２

小
柱
穴

１３
．６

１３
．６

１２
．４

Ｓ
Ｐ
３４
９６

Ｖ
－
４２

小
柱
穴

１５
１３
．６

９．６
Ｓ
Ｐ
３４
９７

Ｖ
－
４２

小
柱
穴

１５
１４

２１
１

１
１

Ｓ
Ｐ
３４
９８

Ｖ
－
４２

小
柱
穴

１２
１２

１５
．６

Ｓ
Ｐ
３４
９９

Ｖ
－
４２

小
柱
穴

１４
１４

１１
Ｓ
Ｐ
３５
００

Ｖ
－
４１

小
柱
穴

１９
１９

２６
．６

Ｓ
Ｐ
３５
０１

Ｖ
－
４１

小
柱
穴

１４
１３
．６

１５
Ｓ
Ｐ
３５
０２

Ｖ
－
４１

小
柱
穴

２６
２５
．６

５６
１

１
１

Ｓ
Ｐ
３５
０３

Ｖ
－
４１

小
柱
穴

１９
．６

１８
１９

１
１

１
Ｓ
Ｐ
３５
０４

Ｖ
－
４１

小
柱
穴

１７
．６

１７
１８

Ｓ
Ｐ
３５
０５

Ｖ
－
４１

小
柱
穴

１３
１３

２３
．６

Ｓ
Ｐ
３５
０６

Ｖ
－
４１

小
柱
穴

１２
．６

１２
１４
．６

Ｓ
Ｐ
３５
０７

Ｖ
－
４１

小
柱
穴

１８
１７
．４

３６
Ｓ
Ｐ
３５
０８

Ｕ
－
４１

小
柱
穴

１８
１７

２８
Ｓ
Ｐ
３５
０９

Ｕ
－
４１

柱
穴

２４
２３
．６

５４
．６

Ｓ
Ｐ
３５
１０

Ｕ
－
４１

小
柱
穴

１９
１８

３４
Ｓ
Ｐ
３５
１１

Ｕ
－
４１

小
柱
穴

１８
１８

２６
１

１
１

Ｓ
Ｐ
３５
１２

Ｕ
－
４１

柱
穴

３２
３３

４８
１

１
１

Ｓ
Ｐ
３５
１３

Ｕ
－
４１

柱
穴

２３
２２

３５
１

３
４

４
Ｓ
Ｐ
３５
１４

Ｕ
－
４１

柱
穴

後
期
後
葉

４３
．６

４１
５６

３
３

１
１

４
Ｓ
Ｐ
３５
１５

Ｗ
－
４０

柱
穴

前
期

３８
３６

３７
２

２
２

Ｓ
Ｐ
３５
１６

Ｖ
・
Ｗ
－４
０
柱
穴

中
期

４４
４１

２３
６

６
１

１
５

７
１３

Ｓ
Ｐ
３５
１７

Ｕ
－
４０

柱
穴

４３
．６

２８
２９
．６

Ｓ
Ｐ
３５
１８

Ｖ
－
３９

柱
穴

２７
２６

２８
Ｓ
Ｐ
３５
１９

Ｖ
－
３９

小
柱
穴

１６
．４

１６
２９

Ｓ
Ｐ
３５
２０

Ｖ
－
４０

小
柱
穴

１４
１４

２１
Ｓ
Ｐ
３５
２１

Ｕ
－
３９

小
柱
穴
後
期
前
葉

１８
１７
．６

３４
５

５
５

Ｓ
Ｐ
３５
２２

Ｕ
－
３８

柱
穴

４０
３９

２８
１

１
１

Ｓ
Ｐ
３５
２３

Ｖ
－
３８

柱
穴

２０
２０

３５
Ｓ
Ｐ
３５
２４

Ｔ
－
３９

柱
穴

中
期

４４
４４

２１
２

２
１

１
２

４
Ｓ
Ｐ
３５
２５

Ｕ
－
３８

柱
穴

２４
２３
．６

２８
１

１
１

Ｓ
Ｐ
３５
２６

Ｔ
－
３９

柱
穴

１９
１９

２９
Ｓ
Ｐ
３５
２７

Ｓ
－
４０

柱
穴

２５
２４

３４
Ｓ
Ｐ
３５
２８

Ｓ
－
４０

柱
穴

２２
２１

４０
Ｓ
Ｐ
３５
２９

Ｓ
－
３９

柱
穴

１４
１４

３９
Ｓ
Ｐ
３５
３０

Ｓ
－
３９

柱
穴

１８
１８

３９
Ｓ
Ｐ
３５
３１

Ｓ
・
Ｔ
－３
９
柱
穴

１９
１８

２７
Ｓ
Ｐ
３５
３２

Ｓ
－
４０

柱
穴

２９
２９

４２
Ｓ
Ｐ
３５
３３

Ｔ
－
４０

浅
い
Ｐ

５０
４９

６
１

１
１

Ｓ
Ｐ
３５
３４

Ｔ
－
３９

浅
い
Ｐ

４０
３９

８
１

１
１

Ｓ
Ｐ
３５
３５

Ｓ
－
３９

浅
い
Ｐ

中
期

４０
４０

１６
１

１
１

Ｓ
Ｐ
３５
３６

Ｓ
－３
７・
３８

浅
い
Ｐ

４６
４４

１２
１

１
１

Ｓ
Ｐ
３５
３７

Ｓ
・
Ｔ
－３
７
柱
穴

２５
．６

２３
．６

６６
Ｓ
Ｐ
３５
３８

Ｓ
－
３６

小
柱
穴

２１
２０

２９
．６

Ｓ
Ｐ
３５
３９

Ｓ
－
３６

小
柱
穴

２０
１９

４１
Ｓ
Ｐ
３５
４０

Ｔ
－
３６

小
柱
穴

１６
．４

１６
．４

２４
Ｓ
Ｐ
３５
４１

Ｔ
－
３６

小
柱
穴

１７
１６

２９
Ｓ
Ｐ
３５
４２

Ｔ
－
３６

小
柱
穴

１８
１８

２４
Ｓ
Ｐ
３５
４３

Ｔ
－
３６

小
柱
穴

１６
１６

１８
Ｓ
Ｐ
３５
４４

Ｔ
－３
５・
３６

小
土
壙

５３
２０

１８
１

１
２

２
Ｓ
Ｐ
３５
４５

Ｓ
－
３６

小
柱
穴

２２
２２

１８
Ｓ
Ｐ
３５
４６

Ｓ
－
３６

小
柱
穴

２０
１９

３１
Ｓ
Ｐ
３５
４７

Ｒ
－
３６

小
柱
穴

１５
１４

１９
Ｓ
Ｐ
３５
４８

Ｒ
－
３５

小
柱
穴

１８
１６

３０
．４

Ｓ
Ｐ
３５
４９

Ｒ
－
３５

小
柱
穴

２１
２０

３０
Ｓ
Ｐ
３５
５０

Ｒ
－
３５

小
柱
穴

２２
２１

２６
Ｓ
Ｐ
３５
５１

Ｒ
－
３５

小
柱
穴
後
期
後
葉

１９
１８

１４
１

１
１

１
２

Ｓ
Ｐ
３５
５２

Ｒ
－
３５

小
土
壙

４４
４３

６．４
１

１
１

表
Ⅳ
－
１０

Ｓ
Ｐ
出
土
遺
物
一
覧
�

Ⅳ 遺構と遺物
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遺
構

番
号

グ
リ
ッ
ド

検 出 面
時
期

長
径

（
㎝
）
短
径

（
㎝
）
深
さ

（
㎝
）

土
器

土
器 計

土
製
品

土
製

品
計

漆
塗
製
品

漆
塗

製
品 計

石
器

石 器 計

石
製
品

そ の 他

骨
角
器

石製
品

骨角
器 他

全
体
合
計

備
考

Ⅰ 群
Ⅱ 群
Ⅲ 群

Ⅳ
群

Ⅴ
群

Ⅵ 群
Ⅶ 群

土 玉
垂 飾
耳 栓
環
状
土
製 品

オ
ロ
シ

ガ
ネ
状

土
製
品

焼 成 粘 土

土 偶 片 そ の 他

漆 塗 櫛

漆 塗 櫛 片

環 状 漆 塗 製 品

漆 塗 玉

そ の 他
石 鏃

石
槍
ナ
イ フ
石 錐

つ
ま
み

付
き

ナ
イ
フ

ス
ク
レ

イ
パ
ー
類

楔 形 石 器

石 核
石 斧
石 斧 片

石 斧 未 製 品

敲 き 石
砥 石
す り 石
石 皿

礫
石
器

そ
の
他
礫
そ の 他

フ
レ

イ
ク

玉 類
石 棒
石 製 品

サ メ 歯

骨 角 器
Ⅳ
a
Ⅳ
b
Ⅳ
c
Ⅴ
a
Ⅴ
b
Ⅴ
c

Ｓ
Ｐ
３５
５３

Ｒ
－
３６

小
柱
穴

１６
．４

１５
．６

１８
Ｓ
Ｐ
３５
５４

Ｒ
－
３６

小
柱
穴

１３
１２
．４

２１
Ｓ
Ｐ
３５
５５

Ｒ
－
３６

小
柱
穴

１８
．４

１８
．４

４７
Ｓ
Ｐ
３５
５６

Ｑ
－
３６

小
柱
穴

１６
１６

１４
Ｓ
Ｐ
３５
５７

Ｑ
－
３６

小
柱
穴

１３
１２
．４

２８
Ｓ
Ｐ
３５
５８

Ｑ
－
３６

柱
穴

３０
３０

２５
Ｓ
Ｐ
３５
５９

Ｑ
－
３６

小
柱
穴

１９
１８

２７
．６

Ｓ
Ｐ
３５
６０

Ｒ
－
３５

柱
穴

２４
２３

５２
Ｓ
Ｐ
３５
６１

Ｑ
－３
５・
３６

小
柱
穴

１６
１６

３９
Ｓ
Ｐ
３５
６２

Ｑ
－
３５

小
柱
穴

１６
．４

１６
．４

１５
Ｓ
Ｐ
３５
６３

Ｑ
－
３５

小
柱
穴

２２
２２

３７
Ｓ
Ｐ
３５
６４

Ｑ
－
３５

小
土
壙

３８
３８

８．４
Ｓ
Ｐ
３５
６５

Ｑ
－
３５

小
土
壙
後
期
後
葉

１８
１５

８．４
９

９
９

Ｓ
Ｐ
３５
６６

Ｑ
－
３５

柱
穴

２２
２２

４４
Ｓ
Ｐ
３５
６７

Ｑ
－
３６

小
柱
穴

１５
１４
．６

２０
Ｓ
Ｐ
３５
６８

Ｑ
－
３６

小
柱
穴

２０
１９

１９
．６

Ｓ
Ｐ
３５
６９

Ｑ
－
３６

小
柱
穴

２２
２２

６８
Ｓ
Ｐ
３５
７０

Ｑ
－
３６

小
柱
穴

２２
２０

２７
Ｓ
Ｐ
３５
７１

Ｑ
－
３６

小
柱
穴

２０
２０

１７
Ｓ
Ｐ
３５
７２

Ｑ
－
３６

小
柱
穴

１４
１４

１５
Ｓ
Ｐ
３５
７３

Ｐ
－
３６

小
柱
穴

早
期

１７
１６

４２
１

１
１

Ｓ
Ｐ
３５
７４

Ｐ
－
３６

小
柱
穴

１４
１４

２９
Ｓ
Ｐ
３５
７５

Ｐ
－
３６

小
柱
穴

２１
２２

５３
１

１
１

Ｓ
Ｐ
３５
７６

Ｐ
－
３６

小
柱
穴

１４
１４

１８
Ｓ
Ｐ
３５
７７

Ｐ
－
３６

小
柱
穴

１５
．６

１４
２２

Ｓ
Ｐ
３５
７８

Ｐ
－
３６

小
柱
穴

１７
１６

１５
Ｓ
Ｐ
３５
７９

Ｐ
－
３６

小
柱
穴

１８
１７
．６

１３
Ｓ
Ｐ
３５
８０

Ｐ
－３
４・
３５

小
柱
穴

前
期

２２
２２

５５
１

１
１

Ｓ
Ｐ
３５
８１

Ｑ
－
３４

小
柱
穴

１８
．４

１８
４１

Ｓ
Ｐ
３５
８２

Ｑ
－
３４

小
柱
穴

２１
２０

１５
Ｓ
Ｐ
３５
８３

Ｑ
－
３４

小
柱
穴

１７
１７

２１
Ｓ
Ｐ
３５
８４

Ｑ
－
３４

小
柱
穴

１８
１７

２２
Ｓ
Ｐ
３５
８５

Ｑ
－３
３・
３４

小
土
壙

４４
４４

１８
Ｓ
Ｐ
３５
８６

Ｑ
－３
３・
３４

小
土
壙

４４
４２

１０
２

２
２

Ｓ
Ｐ
３５
８７

Ｓ
－
３３

小
土
壙

４０
３９

１１
Ｓ
Ｐ
３５
８８

Ｐ
－
３６

小
柱
穴

２０
１９

３１
Ｓ
Ｐ
３５
８９

Ｎ
－
３２

小
柱
穴

１８
１８

４０
Ｓ
Ｐ
３５
９０

Ｍ
－
３２

小
柱
穴

１５
１４

２８
Ｓ
Ｐ
３５
９１

Ｎ
－
３１

小
柱
穴
後
期
後
葉

１９
１８

１７
３

３
３

Ｓ
Ｐ
３５
９２

Ｎ
－
３１

小
柱
穴

１５
１５

２６
Ｓ
Ｐ
３５
９３

Ｎ
－
３１

小
柱
穴

２５
２５

３０
１

１
１

Ｓ
Ｐ
３５
９４

Ｎ
－
３１

小
土
壙
後
期
後
葉

２１
２０

１５
５

５
２

２
７

Ｓ
Ｐ
３５
９５

Ｎ
・
Ｏ
－３
０

小
土
壙

４２
４１

９
Ｓ
Ｐ
３５
９６

Ｍ
－
３１

小
柱
穴

１９
１９

２７
Ｓ
Ｐ
３５
９７

Ｍ
－
３１

小
柱
穴

１２
１１

２２
Ｓ
Ｐ
３５
９８

Ｍ
－
３１

小
柱
穴

１３
１２

３０
Ｓ
Ｐ
３５
９９

Ｍ
－
３１

小
柱
穴

２１
２０

２２
Ｓ
Ｐ
３６
００

Ｍ
－
３２

小
柱
穴

２０
２０

２７
Ｓ
Ｐ
３６
０１

Ｍ
－
３２

小
柱
穴

１６
１５

２６
Ｓ
Ｐ
３６
０２

Ｍ
－
３２

小
柱
穴

１４
１３

１０
Ｓ
Ｐ
３６
０３

Ｍ
－
３２

小
柱
穴
後
期
後
葉

２０
１９

１０
１

１
１

Ｓ
Ｐ
３６
０４

Ｍ
－
３２

小
柱
穴

１６
１４
．６

８．４
Ｓ
Ｐ
３６
０５

Ｎ
－
３２

小
柱
穴

１８
１８

３０
Ｓ
Ｐ
３６
０６

Ｎ
－
３２

小
柱
穴

２０
１９

３８
Ｓ
Ｐ
３６
０７

Ｎ
－３
１・
３２

小
柱
穴

１８
１７
．６

２１
３

３
３

Ｓ
Ｐ
３６
０８

Ｎ
－
３２

小
柱
穴

２１
２１

２５
Ｓ
Ｐ
３６
０９

Ｏ
－
３２

小
柱
穴
後
期
前
葉

２４
２３

１５
１

１
１

Ｓ
Ｐ
３６
１０

Ｏ
－
３２

小
土
壙
後
期
後
葉

７２
３２

１６
．６

２
６

８
１

１
９

Ｓ
Ｐ
３６
１１

Ｎ
－
３２

小
柱
穴

２４
．６

２４
１４
．６

Ｓ
Ｐ
３６
１２

Ｎ
－
３３

柱
穴

２６
２４

３２
Ｓ
Ｐ
３６
１３

Ｎ
－
３３

小
柱
穴

１８
１８

１７
Ｓ
Ｐ
３６
１４

Ｎ
－
３３

小
柱
穴

１８
１６

２８
Ｓ
Ｐ
３６
１５

Ｎ
－
３４

柱
穴

早
期

４８
３３

２２
１

１
１

Ｓ
Ｐ
３６
１６

Ｎ
－
３４

小
柱
穴

１６
１５

２０
Ｓ
Ｐ
３６
１７

Ｎ
－
３４

小
柱
穴

１４
１４

１７
Ｓ
Ｐ
３６
１８

Ｏ
－
３４

小
土
壙

４８
２８

１３
Ｓ
Ｐ
３６
１９

Ｏ
－
３３

小
柱
穴

２０
２０

３０
Ｓ
Ｐ
３６
２０

Ｏ
－
３３

小
柱
穴

２１
２０

３０
Ｓ
Ｐ
３６
２１

Ｏ
－
３４

小
土
壙

４６
４４

１１
Ｓ
Ｐ
３６
２２

Ｏ
－
３３

小
柱
穴

２３
．６

２３
２５

Ｓ
Ｐ
３６
２３

Ｏ
－
３３

小
柱
穴

１８
１８

１４
．６

Ｓ
Ｐ
３６
２４

Ｏ
－
３３

小
柱
穴

２０
１９
．６

２９
Ｓ
Ｐ
３６
２５

Ｏ
－
３３

小
土
壙

早
期

４１
４０

１３
１

１
１

１
２

３
Ｓ
Ｐ
３６
２６

Ｏ
－
３３

小
柱
穴

２１
．６

２１
．６

２９
Ｓ
Ｐ
３６
２７

Ｏ
－
３３

小
土
壙
後
期
後
葉

３５
３５

２１
２

２
２

Ｓ
Ｐ
３６
２８

Ｏ
－
３３

小
柱
穴

２１
２０

１１
Ｓ
Ｐ
３６
２９

Ｏ
－
３３

小
柱
穴

２１
２１

１２
Ｓ
Ｐ
３６
３０

Ｎ
－
３２

小
柱
穴

１８
１７

１３
１

１
１

Ｓ
Ｐ
３６
３１

Ｎ
－
３２

小
柱
穴

１９
１８

１３
Ｓ
Ｐ
３６
３２

Ｏ
－
３２

小
柱
穴

早
期

２５
２５

１８
１

１
１

表
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遺
構

番
号

グ
リ
ッ
ド

検 出 面
時
期

長
径

（
㎝
）
短
径

（
㎝
）
深
さ

（
㎝
）

土
器

土
器 計

土
製
品

土
製

品
計

漆
塗
製
品

漆
塗

製
品 計

石
器

石 器 計

石
製
品

そ の 他

骨
角
器

石製
品

骨角
器 他

全
体
合
計

備
考

Ⅰ 群
Ⅱ 群
Ⅲ 群

Ⅳ
群

Ⅴ
群

Ⅵ 群
Ⅶ 群

土 玉
垂 飾
耳 栓
環
状
土
製 品

オ
ロ
シ

ガ
ネ
状

土
製
品

焼 成 粘 土

土 偶 片 そ の 他

漆 塗 櫛

漆 塗 櫛 片

環 状 漆 塗 製 品

漆 塗 玉

そ の 他
石 鏃

石
槍
ナ
イ フ
石 錐

つ
ま
み

付
き

ナ
イ
フ

ス
ク
レ

イ
パ
ー
類

楔 形 石 器

石 核
石 斧
石 斧 片

石 斧 未 製 品

敲 き 石
砥 石
す り 石
石 皿

礫
石
器

そ
の
他
礫
そ の 他

フ
レ

イ
ク

玉 類
石 棒
石 製 品

サ メ 歯

骨 角 器
Ⅳ
a
Ⅳ
b
Ⅳ
c
Ⅴ
a
Ⅴ
b
Ⅴ
c

Ｓ
Ｐ
３６
３３

Ｐ
－
３５

小
柱
穴

１８
１８

２４
Ｓ
Ｐ
３６
３４

Ｎ
・
Ｏ
－３
３

小
柱
穴

３５
３４

２２
．４

Ｓ
Ｐ
３６
３５

Ｎ
－
３８

小
柱
穴

１２
１２

２９
１

１
１

Ｓ
Ｐ
３６
３６

Ｏ
－
３８

小
柱
穴

１５
．６

１４
２５

Ｓ
Ｐ
３６
３７

Ｏ
－
３８

小
柱
穴

１６
１５

３２
Ｓ
Ｐ
３６
３８

Ｏ
－
３８

小
柱
穴

１５
１４
．６

３２
Ｓ
Ｐ
３６
３９

Ｏ
－
３８

小
柱
穴

８１
２４

２１
２

２
２

Ｓ
Ｐ
３６
４０

Ｏ
－
３８

小
土
壙

１８
．６

１８
２３

Ｓ
Ｐ
３６
４１

Ｑ
－
３５

小
柱
穴

２２
２０

４７
１

１
１

Ｓ
Ｐ
３６
４２

Ｐ
－
３８

柱
穴

１４
．６

１４
．４

２２
．４

Ｓ
Ｐ
３６
４３

Ｑ
－
３８

小
柱
穴

１４
．６

１４
．４

２１
Ｓ
Ｐ
３６
４４

Ｐ
－３
８・
３９

小
柱
穴

１５
１５

１６
Ｓ
Ｐ
３６
４５

Ｑ
－
３９

小
柱
穴

１９
１８

５４
１

１
２

２
Ｓ
Ｐ
３６
４６

Ｑ
－
３８

小
柱
穴

２４
２４

１６
Ｓ
Ｐ
３６
４７

Ｐ
－
３９

小
柱
穴

１５
１５

３１
Ｓ
Ｐ
３６
４８

Ｏ
－
３９

柱
穴

２５
２５

２４
Ｓ
Ｐ
３６
４９

Ｏ
－
３９

柱
穴

前
期

３３
２９

１８
３

３
３

Ｓ
Ｐ
３６
５０

Ｏ
－
３９

小
柱
穴

２２
２２

１３
Ｓ
Ｐ
３６
５１

Ｐ
－
４０

小
柱
穴

１４
１４

１９
Ｓ
Ｐ
３６
５２

Ｐ
－
４０

小
柱
穴

１６
１６

２４
Ｓ
Ｐ
３６
５３

Ｐ
－
４０

小
柱
穴

１２
．４

１２
１９

Ｓ
Ｐ
３６
５４

Ｐ
－４
０・
４１

小
柱
穴

１４
１４

１９
Ｓ
Ｐ
３６
５５

Ｑ
－４
０・
４１

小
柱
穴

１６
１６

１５
Ｓ
Ｐ
３６
５６

Ｒ
－
４０

小
柱
穴

１８
１７

２８
Ｓ
Ｐ
３６
５７

Ｒ
－
４０

小
柱
穴

１２
１２

１２
Ｓ
Ｐ
３６
５８

Ｑ
－
４０

小
柱
穴

２４
２４

１２
Ｓ
Ｐ
３６
５９

Ｑ
－
４０

小
柱
穴

１４
１３

１１
Ｓ
Ｐ
３６
６０

Ｒ
－
４０

小
柱
穴

１３
１３

１３
．６

Ｓ
Ｐ
３６
６１

Ｒ
－
３９

小
柱
穴

２０
１９
．６

１６
Ｓ
Ｐ
３６
６２

Ｐ
－
４０

小
柱
穴

１０
１０

１７
Ｓ
Ｐ
３６
６３

Ｓ
－
４２

小
柱
穴

１３
１２
．６

２０
Ｓ
Ｐ
３６
６４

Ｓ
－
４２

小
柱
穴

１４
．６

１４
９．６

Ｓ
Ｐ
３６
６５

Ｓ
－
４２

小
柱
穴

１３
１２

１２
Ｓ
Ｐ
３６
６６

Ｓ
－
４１

小
柱
穴

１２
１２

２２
Ｓ
Ｐ
３６
６７

Ｔ
－
４１

小
柱
穴

１６
１６

２２
Ｓ
Ｐ
３６
６８

Ｔ
－
４１

小
柱
穴

１２
１１
．６

１２
Ｓ
Ｐ
３６
６９

Ｔ
－
４１

小
柱
穴

２０
２０

１４
Ｓ
Ｐ
３６
７０

Ｔ
－
４１

小
柱
穴

１５
１４

２５
Ｓ
Ｐ
３６
７１

Ｔ
－
４１

小
柱
穴

１２
１１
．６

１８
Ｓ
Ｐ
３６
７２

Ｔ
－
４１

小
柱
穴

１９
１８

３３
１

１
１

Ｓ
Ｐ
３６
７３

Ｔ
－
３８

柱
穴

２６
２４

２６
Ｓ
Ｐ
３６
７４

Ｔ
－
３９

小
柱
穴

１６
１５

４５
Ｓ
Ｐ
３６
７５

Ｔ
－
３９

小
柱
穴

２１
２０

１４
Ｓ
Ｐ
３６
７６

Ｔ
－
３９

小
柱
穴

１５
１４

２６
Ｓ
Ｐ
３６
７７

Ｓ
－
３９

小
柱
穴

１６
１５

１５
Ｓ
Ｐ
３６
７８

Ｓ
－
３８

小
柱
穴

２２
２０

１２
Ｓ
Ｐ
３６
７９

Ｓ
－
３８

小
柱
穴

２１
２１

１２
Ｓ
Ｐ
３６
８０

Ｓ
－
３８

小
土
壙

３４
．６

３４
６．４

Ｓ
Ｐ
３６
８１

Ｓ
－
３７

小
柱
穴

２０
１９

１９
Ｓ
Ｐ
３６
８２

Ｒ
－
３４

小
柱
穴

１４
１３

１８
Ｓ
Ｐ
３６
８３

Ｒ
－
３４

小
柱
穴

２４
２４

１８
Ｓ
Ｐ
３６
８４

Ｒ
－
３４

小
柱
穴

１６
１６

３０
Ｓ
Ｐ
３６
８５

Ｑ
－
３３

小
柱
穴

１８
．６

１８
３０

Ｓ
Ｐ
３６
８６

Ｓ
－
３２

小
柱
穴

１３
１２

１６
．６

Ｓ
Ｐ
３６
８７

Ｓ
－
３２

小
柱
穴

１５
１４

２１
Ｓ
Ｐ
３６
８８

Ｓ
－
３２

小
土
壙

４４
４３

１０
．６

Ｓ
Ｐ
３６
８９

Ｓ
－
３２

小
柱
穴

中
期

２０
１９

２２
１

１
１

Ｓ
Ｐ
３６
９０

Ｓ
－
３１

小
柱
穴

１３
１２

２３
Ｓ
Ｐ
３６
９１

Ｓ
－
３１

小
柱
穴

１９
１８

２０
Ｓ
Ｐ
３６
９２

Ｓ
－
３１

小
柱
穴

１２
１１

１９
．６

Ｓ
Ｐ
３６
９３

Ｓ
－
３０

小
柱
穴

２７
２７

１９
Ｓ
Ｐ
３６
９４

Ｔ
－
２９

小
柱
穴

１５
１４
．６

２０
Ｓ
Ｐ
３６
９５

Ｔ
－
２８

小
柱
穴

中
期

２４
２４

３０
１

１
１

Ｓ
Ｐ
３６
９６

Ｔ
－
２８

小
柱
穴

１７
１６

１８
Ｓ
Ｐ
３６
９７

Ｓ
－
２８

小
柱
穴

中
期

３０
２８

１４
１

１
３

３
４

Ｓ
Ｐ
３６
９８

Ｓ
－
２９

柱
穴

３６
３４

３３
Ｓ
Ｐ
３６
９９

Ｓ
－
２９

小
柱
穴
後
期
後
葉

２０
２０

１７
２

２
１

１
３

Ｓ
Ｐ
３７
００

Ｓ
－
２９

小
柱
穴
後
期
後
葉

１８
．６

１８
１４

２
２

２
Ｓ
Ｐ
３７
０１

Ｖ
－
４３

小
柱
穴

１３
１２

１０
Ｓ
Ｐ
３７
０２

Ｖ
－
４３

小
柱
穴

１４
１４

１６
Ｓ
Ｐ
３７
０３

Ｖ
－
４３

小
柱
穴

１１
１１

７
Ｓ
Ｐ
３７
０４

Ｖ
－
４３

小
柱
穴

１８
．６

１８
１１

Ｓ
Ｐ
３７
０５

Ｖ
－
４３

小
柱
穴

１８
１８

１２
Ｓ
Ｐ
３７
０６

Ｖ
－
４３

小
柱
穴

２０
１９

２０
Ｓ
Ｐ
３７
０７

Ｖ
－
４３

小
柱
穴

２０
１８

１１
．６

Ｓ
Ｐ
３７
０８

Ｖ
－
４３

小
柱
穴

１４
１３

１１
．６

Ｓ
Ｐ
３７
０９

Ｖ
－
４３

小
柱
穴

１２
．６

１２
２２

Ｓ
Ｐ
３７
１０

Ｖ
－
４３

小
柱
穴

１７
１６

２２
Ｓ
Ｐ
３７
１１

Ｖ
－
４３

小
柱
穴

１６
１５

１８
Ｓ
Ｐ
３７
１２

Ｖ
－
４３

小
柱
穴

１６
．４

１６
１７

表
Ⅳ
－
１０

Ｓ
Ｐ
出
土
遺
物
一
覧
�

Ⅳ 遺構と遺物

―２０７―



遺
構

番
号

グ
リ
ッ
ド

検 出 面
時
期

長
径

（
㎝
）
短
径

（
㎝
）
深
さ

（
㎝
）

土
器

土
器 計

土
製
品

土
製

品
計

漆
塗
製
品

漆
塗

製
品 計

石
器

石 器 計

石
製
品

そ の 他

骨
角
器

石製
品

骨角
器 他

全
体
合
計

備
考

Ⅰ 群
Ⅱ 群
Ⅲ 群

Ⅳ
群

Ⅴ
群

Ⅵ 群
Ⅶ 群

土 玉
垂 飾
耳 栓
環
状
土
製 品

オ
ロ
シ

ガ
ネ
状

土
製
品

焼 成 粘 土

土 偶 片 そ の 他

漆 塗 櫛

漆 塗 櫛 片

環 状 漆 塗 製 品

漆 塗 玉

そ の 他
石 鏃

石
槍
ナ
イ フ
石 錐

つ
ま
み

付
き

ナ
イ
フ

ス
ク
レ

イ
パ
ー
類

楔 形 石 器

石 核
石 斧
石 斧 片

石 斧 未 製 品

敲 き 石
砥 石
す り 石
石 皿

礫
石
器

そ
の
他
礫
そ の 他

フ
レ

イ
ク

玉 類
石 棒
石 製 品

サ メ 歯

骨 角 器
Ⅳ
a
Ⅳ
b
Ⅳ
c
Ⅴ
a
Ⅴ
b
Ⅴ
c

Ｓ
Ｐ
３７
１３

Ｖ
－
４３

小
柱
穴

１０
９

１７
Ｓ
Ｐ
３７
１４

Ｖ
－
４３

小
柱
穴

１２
１２

１７
Ｓ
Ｐ
３７
１５

Ｕ
・
Ｖ
－４
２

小
柱
穴

２３
２２

２０
Ｓ
Ｐ
３７
１６

Ｖ
－
４２

小
柱
穴

１７
１７

２０
Ｓ
Ｐ
３７
１７

Ｗ
－
４１

小
柱
穴

２０
２０

１３
Ｓ
Ｐ
３７
１８

Ｗ
－
４１

小
柱
穴

２６
２６

２０
Ｓ
Ｐ
３７
１９

Ｗ
－
４２

小
柱
穴

前
期

２２
２１

２３
．６

２
２

２
Ｓ
Ｐ
３７
２０

Ｗ
－
４２

小
柱
穴

１８
１７

１９
Ｓ
Ｐ
３７
２１

Ｗ
－
４１

小
柱
穴

２２
２０

２４
Ｓ
Ｐ
３７
２２

Ｗ
－
４０

小
柱
穴

１９
１８

２２
Ｓ
Ｐ
３７
２３

Ｗ
－
４０

小
柱
穴

２０
２０

３３
Ｓ
Ｐ
３７
２４

Ｗ
－
４０

小
柱
穴

１９
１９

２２
Ｓ
Ｐ
３７
２５

Ｗ
－
４０

小
土
壙

５６
５４

８
Ｓ
Ｐ
３７
２６

Ｕ
－
４２

小
柱
穴

２３
２２

２０
Ｓ
Ｐ
３７
２７

Ｓ
－２
８・
２９

小
柱
穴
後
期
後
葉

２０
１９

１６
３

３
１

１
４

Ｓ
Ｐ
３７
２８

Ｓ
－
２８

小
柱
穴

１６
１５

２３
Ｓ
Ｐ
３７
２９

Ｓ
－
２８

小
柱
穴
後
期
後
葉

１６
１５
．６

２０
２

２
２

Ｓ
Ｐ
３７
３０

Ｓ
－
２８

小
柱
穴

２０
１８

２３
Ｓ
Ｐ
３７
３１

Ｓ
－
２８

小
土
壙

４６
４４

１０
Ｓ
Ｐ
３７
３２

Ｓ
－
２８

小
柱
穴

中
期

２５
２５

１５
．６

３
３

３
Ｓ
Ｐ
３７
３３

Ｔ
－
２８

小
柱
穴

２１
２０

１９
Ｓ
Ｐ
３７
３４

Ｓ
・
Ｔ
－２
７

小
柱
穴

１３
１２

３０
Ｓ
Ｐ
３７
３５

Ｓ
－
２７

小
柱
穴

１５
１４

３２
Ｓ
Ｐ
３７
３６

Ｓ
－
２７

小
柱
穴

１２
１０
．６

４２
Ｓ
Ｐ
３７
３７

Ｒ
－
２６

小
柱
穴

２３
２２

２１
Ｓ
Ｐ
３７
３８

Ｒ
－
２６

小
柱
穴
後
期
後
葉

１８
１５
．６

６
５

５
５

Ｓ
Ｐ
３７
３９

Ｒ
－
２６

小
柱
穴

１６
－

２８
Ｓ
Ｐ
３７
４０

Ｒ
－
２６

小
柱
穴
後
期
後
葉

２２
２２

１６
１

１
１

１
２

Ｓ
Ｐ
３７
４１

Ｒ
－
２６

小
柱
穴

２４
２４

１９
Ｓ
Ｐ
３７
４２

Ｒ
－
２６

小
柱
穴

中
期

２１
２０

１２
１

１
１

Ｓ
Ｐ
３７
４３

Ｑ
－
２７

小
柱
穴

２０
１９

１６
Ｓ
Ｐ
３７
４４

Ｑ
－
２７

小
柱
穴

１８
１８

１９
Ｓ
Ｐ
３７
４５

Ｐ
－
２６

小
柱
穴

１３
．６

１３
２２

Ｓ
Ｐ
３７
４６

Ｐ
－
２６

小
柱
穴

１６
１５

２４
Ｓ
Ｐ
３７
４７

Ｑ
－
２８

小
柱
穴

１７
１６

２４
．４

Ｓ
Ｐ
３７
４８

Ｒ
－
２８

小
柱
穴

１４
１４

１８
Ｓ
Ｐ
３７
４９

Ｑ
－
２９

小
柱
穴

１６
１６

３２
Ｓ
Ｐ
３７
５０

Ｑ
－
２９

小
柱
穴
後
期
後
葉

２２
２０

１３
４

４
４

Ｓ
Ｐ
３７
５１

Ｍ
－
３１

小
柱
穴

１１
１１

４２
Ｓ
Ｐ
３７
５２

Ｌ
－
３２

小
柱
穴

１２
１１

２６
Ｓ
Ｐ
３７
５３

Ｌ
－
３２

小
柱
穴

１８
．４

１７
．６

１６
Ｓ
Ｐ
３７
５４

Ｎ
・
Ｏ
－３
４

小
柱
穴

１８
１８

１９
Ｓ
Ｐ
３７
５５

Ｏ
－
３４

小
柱
穴
後
期
後
葉

１９
１９

１８
１

１
１

Ｓ
Ｐ
３７
５６

Ｏ
－
３４

小
柱
穴

２１
２０

１５
Ｓ
Ｐ
３７
５７

Ｏ
－
３５

小
柱
穴

１９
１８

２１
Ｓ
Ｐ
３７
５８

Ｎ
－
３４

小
柱
穴
後
期
後
葉

２４
２２

２２
５

５
５

Ｓ
Ｐ
３７
５９

Ｎ
－
３４

小
柱
穴

２３
２２
．６

１９
Ｓ
Ｐ
３７
６０

Ｍ
－
３４

小
柱
穴

１７
１６

１５
Ｓ
Ｐ
３７
６１

Ｍ
－３
４・
３５

小
柱
穴

１６
１５

２０
１

１
１

Ｓ
Ｐ
３７
６２

Ｎ
－
３５

小
柱
穴

１９
１８

２７
Ｓ
Ｐ
３７
６３

Ｍ
－
３５

小
柱
穴

１５
１５

１３
Ｓ
Ｐ
３７
６４

Ｏ
－
３５

小
柱
穴

前
期

１７
１７

２２
１

１
１

Ｓ
Ｐ
３７
６５

Ｏ
－
３４

小
柱
穴

２５
２４

１６
Ｓ
Ｐ
３７
６６

Ｔ
－
２９

小
柱
穴

２０
１９

３５
．４

Ｓ
Ｐ
３７
６７

Ｓ
－
４３

小
柱
穴

２７
２６

３４
Ｓ
Ｐ
３７
６８

Ｒ
－
４３

小
柱
穴

１９
．４

１８
．６

２１
Ｓ
Ｐ
３７
６９

Ｓ
－
４０

小
柱
穴

１６
１５

７
Ｓ
Ｐ
３７
７０

Ｓ
－
３９

小
柱
穴

１８
．６

１７
２９

Ｓ
Ｐ
３７
７１

Ｏ
－
３５

小
柱
穴

１４
１４

２８
Ｓ
Ｐ
３７
７２

Ｍ
－
３１

小
柱
穴

中
期

２２
１９

２７
１

１
１

Ｓ
Ｐ
３７
７３

Ｍ
－
３１

小
柱
穴

中
期

１６
１５

２８
１

１
１

Ｓ
Ｐ
３７
７４

Ｒ
－
３５

小
柱
穴

５２
４４

１２
Ｓ
Ｐ
計

９
１８

３８
６

４７１
１

５４３
１

１
５

１
５

１８
１

２
９

８
１５

４
１２４

１９２
７３６

Ｐ
１５

ｆ
－
６７

Ⅳ
晩
期
後
葉

６０
６０

１
２

５
８

６８
晩
期
土
器
入
り

Ｐ
１６

ｇ
・
ｈ
－６
５

Ⅳ
晩
期
後
葉

２
３

７
５

１７
３

１
４

２１
後
期
の
墓
ら
し
い

Ｐ
１７

ｇ
－
６６

Ⅳ
中
期

３
３

１
１

２
５

Ｔ
Ｐ
３
を
切
る

Ｐ
１８

ｇ
－
６３

Ⅳ
前
期

１
１

３
３

４
Ｔ
Ｐ
３

ｇ
－
６６

Ⅳ
－

７
４

１１
１１

遺
構
合
計

１
２１

５６
１

２
２０２

７
７５

６４
４２９

２０８
２０８

７
１

１
６

１
２

２１
２４４

２８３
１

１
９２１

包
含
層
合
計

３５５
５，０
６５

３，４
３１

３４
１，５
９４

２２
，１７
２

２
２，４
２５

７３
１５４

３５
，３０
５

１
１

３
３

８
４

４
１９１

１６
３７

５４
２１１

１０
２９

６４
１３

５５
２３

８６
６８

６５
１６

８８４
５４

４，２
１２

６，０
８８

１
１２

９
１

２３
４１
，４２
８

西
島
松
３
遺
跡
出
土
遺
物
合
計

３５６
５，０
８９

３，４
９３

３５
１，５
９６

２２
，３８
１

７
２
２，５
６５

１３７
１５４

３５
，８１
５

１
１

２１１
３

２１６
４

４
１９８

１７
３７

５５
２１７

１０
２９

６５
１３

５５
２４

８７
７０

６５
１６

９２１
５４

４，４
６６

６，３
９９

２
１２

９
１

２４
４２
，４５
８

表
Ⅳ
－
１０

Ｓ
Ｐ
出
土
遺
物
一
覧
�

表
Ⅳ
－
１１

西
島
松
３
遺
跡
遺
構
出
土
遺
物
一
覧
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Ⅴ 自然科学的手法による分析

１ 西島松５遺跡出土の玉類・石製品・石斧石材の岩石学的分析
西島松５遺跡の平成１４～１６年度の調査において出土した玉類・石製品・石斧の石材について、平成

１６・１８・１９年度の３ヵ年にわたり、アースサイエンス株式会社に依頼して岩石学的分析を行った。

平成１６年度は、墓から出土した玉類２２点、包含層出土の石斧２点を分析した。その結果、「カンラ

ン岩」と予想された玉類の石材について、「変質ダンカンラン岩」という予察的な見解が示された。

また、従来「蛇紋岩」とされることの多かった石斧の石材について、「ロジン岩」との結果を得た。

平成１８年度には、墓から出土した玉の過半数におよぶ７５１点を分析し、その結果、前回「変質ダン

カンラン岩」とされたものの含め、大部分が「緑泥石岩」との結論を得た。

平成１９年度は墓から出土した玉類５点と石棒５点を分析した。玉類については、前年までの分析デ

ータを補完するため、資料の破壊を伴うＸ線粉末分析を含む分析を行った。破壊を伴う分析には、接

合・個体復元が不可能な小破片を用いた。その結果、玉類は前年までの結果を追認するデータが得ら

れ、石棒については緑色凝灰岩・石英片岩などとの鑑定結果が得られている。

以下、１－１～１－３として、各年度の分析報告を掲載する。このうち、平成１６年度に分析を行っ

た石斧は、北埋調報２４８集「西島松３遺跡・西島松５遺跡�」において報告済みで、第３分冊図版２８４
に写真を再掲している。

なお、分析報告中の遺物番号は、当初現地での取り上げ番号を使用していたが、今回の掲載に当た

り本報告書掲載番号に置き換えてある。

１－１ 西島松５遺跡出土カンラン岩・ロジン岩製遺物産地分析（平成１７年度）
アースサイエンス株式会社

１．分析方針

� 実体顕微鏡による検鏡

ここでは予察的に玉類２２資料、石斧２資料を検鏡したが、これを含めて詳細な記載を行う。代

表的な資料数点については実体鏡写真を撮影する。

� 非破壊分析

１）全岩化学組成分析

ＸＲＦ（蛍光Ｘ線）による分析を行う。

ダンカンラン岩………３資料（うち１資料は自形クロマイトを含むもの）

ロジン岩？……………４資料（１資料は日高町より入手）

タルク岩？……………１資料

２）鉱物分析

ＥＤＳ（エネルギー分散型ＥＰＭＡ）による鉱物分析を行う。

ダンカンラン岩………３資料につき各カンラン石？、クロマイト

ロジン岩………………４資料につき各３鉱物

タルク岩？……………１資料につき１鉱物

３）分析試料

非破壊分析用資料は以下を使用する。

Ⅴ 自然科学的手法による分析

―２０９―



ダンカンラン岩 ・Ｐ５１１２０９（自形クロマイト、帯緑灰色カンラン石？）

・Ｐ５１６３（他形クロマイト、帯緑灰色カンラン石？）

・Ｐ５１６８（自形クロマイト、黄緑色カンラン石？）

ロジン岩？ ・Ｐ５１６１３（ザクロ石？、透輝石？、クロマイト？）

・Ｐ５１６１９（ザクロ石？、ペクトライト？、石英？、緑色鉱物）

・包含層Ｐ－４５１１層（小）（ペクトライト？、タルク？）

・日高ひすい入りロジン岩（ペクトライト、透輝石、ザクロ石）

タルク岩 ・Ｐ５１６１２（タルク？）

� 破壊分析

１）Ｘ線粉末回折

ＸＲＤ（Ｘ線粉末回折）による分析を行う。

ロジン岩……………２資料

２）分析試料

資料は以下のごく一部を使用する。

・Ｐ－４３１１層（大）

・Ｐ－４５１１層（小）

� 考察

すべてのデータを総合し、供給源の推定を行う。

１）カンラン岩は北海道のものであれば、幌満カンラン岩体（様似町）を含む日高帯の諸カン

ラン岩体、または神居古潭帯の岩内岳カンラン岩体（日高町）に由来する。それぞれにダン

カンラン岩が存在するが、日高帯と神居古潭帯のダンカンラン岩の岩石学的特徴がやや異な

ることを利用して、玉類との比較検討を行う。これに基づいて道内のものかどうか？道内の

ものであればどのカンラン岩体に由来するかを議論する。道外のものであれば、その供給源

について考察する。カンラン石は一定の熱水条件の下で蛇紋石や緑泥石に変質し易いので、

この点にも注目する。

２）ロジン岩は蛇紋岩に接触する種々の岩石が蛇紋岩化作用（カンラン岩が蛇紋岩に変化する

作用＝このときCaを蛇紋岩の外へ放出する）に伴うカルシウム交代作用を受けて、種々の

カルウム鉱物の集合体となった岩石である。すなわち、ロジン岩であるということはそれが

蛇紋岩地域からもたらされたことを意味する。この中でとくに、微褶曲が発達する特殊なロ

ジン岩は分布が限られ、これに、いわゆる「日高ひすい」（＝クロム透輝石）が含まれていれ

ば、それは日高町から平取町にかけて分布する糠平蛇紋岩体からもたらされた可能性が非常

に高くなる。すなわち、石器の材料としてロジン岩の転石を採取したとすると、沙流川水系

ということになる。

これらの可能性について分析データを総合し、既存データとの比較・検討を行った上で議

論する。

３）タルクは蛇紋岩中に局所的に生成することが多い。したがって、タルクであることが確認

されれば、これを含む石器の石材が蛇紋岩地域からもたらされたものである可能性が高くな

る。しかし、タルクは強度的に弱い鉱物なので、ひすい輝石等他の鉱物の可能性も考えられ

る。

４）ロジン岩の可能性を考えた資料の一部は、緑色凝灰岩の可能性もある。この点について明
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らかにする。

５）全体を総合し、玉類の母材の供給源を推定する。

２．玉類代表試料他の肉眼鑑定結果

肉眼鑑定はルーペと実体鏡（４０×）を併用して行った。結果を表２－１に示す。

なお、表の岩石名等は分析の結果に基づいて修正してある。

３．全岩化学分析

全岩化学分析（および鉱物分析）を行った資料のうち、玉の写真を図３－１に示す。

３－１ 分析装置及び分析条件

分析には北海道教育大学札幌校のフィリップス社製蛍光Ｘ線分析装置MagiXを使用した。各元素の

測定条件を表３－１に示す。Ｘ線管球はエンドウィンドウ型のＲｈ管球を用いた。測定環境はヘリウ

ム環境中で測定している。測定時間は一試料につき約２３分である。

試料及び定量操作：試料は未処理のものをそのまま測定試料とした。試料測定用プラスチック製カ

ップに、一重のポリプロピレンフィルムを装着し、試料を入れた。中の試料が動かないようにフタを

して、金属ホルダーに入れ試料室にセットし測定を行った。定量分析はフィリップス社製のソフト

ＩＱ＋を用いファンダメンタルパラメータ法（ＦＰ法）によって行った。

なお、本装置では、Na―Uの元素が定量可能であり、Ｃ、Ｎ、Ｏといった軽元素は検出できない。

本試料の測定で用いたＦＰ法は、標準試料を用いた検量線法とは異なり、分析線の強度が試料の組

成と基礎的定数（ファンダメンタルパラメータ）の関数として記述できるという考え方を基礎とした

理論計算法である。この方法は、出所不明の未知試料の分析や、試料の形状・重量に関係なく前処理

なしで定量できるメリットがある。

Ⅴ 自然科学的手法による分析
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Analytical element
Crystal Detector kV mA

Angle

（°２θ）

Counting time

（s）Kα Lα

１ Mo－Pr LiF２００ Scint. ６０ ５０ ９．５－２１ １１５

２ Zn－Mo Re－Am LiF２２０ Scint. ６０ ５０ ２７．５－６２ ３４５

３ V－Cu Pr－W LiF２２０ Duplex ５０ ６０ ６１－１２６ ６５０

４ K－V In－Ce LiF２００ Flow ２４ １２５ ７６－１４６ １７５

５ P－Cl Zr－Ru Ge１１１ Flow ２４ １２５ ９１－１４６ ２２

６ Si－Si Rb－Sr PE００２ Flow ２４ １２５ １００－１１５ ５

７ Al－Al Br－Br PE００２ Flow ２４ １２５ １３０－１４７．０４ ５．６８

８ Na－Mg Zn－Se PX１ Flow ２４ １２５ ２０－３０．０５ ２．６８

遺構
番号 遺物番号 岩石名 備 考

玉

Ｐ５１１ 図１３８－２０９ 変質ダンカンラン岩 帯緑灰色半透明のカンラン石（変質）が主体．自形のクロマイトを含む．直径５㎜，厚
さ３㎜→蛇紋石主体らしい．

Ｐ５１１ 図１３８－２６ 変質ダンカンラン岩 直径１２㎜，厚さ（長さ）１９㎜の筒状．暗灰色のカンラン石（変質）が主体．自形のクロ
マイトを含む．

Ｐ５１６ 図１４４－１ 変質ダンカンラン岩 暗緑灰色のカンラン石（変質）が主体．クロマイトは認められない．

Ｐ５１６ 図１４４－２ 変質ダンカンラン岩 帯緑灰色のカンラン石（変質）が主体．半自形のクロマイトを含む．カンラン石は部分
的に蛇紋石化？

Ｐ５１６ 図１４４－３ 変質ダンカンラン岩 帯緑灰色のカンラン石（変質）が主体．クロマイトが含まれるが他形．テクトニックな
変形組織が認められる．→緑泥石主体であった．

Ｐ５１６ 図１４４－４ 変質ダンカンラン岩 帯緑灰色のカンラン石（変質）が主体．自形のクロマイトを含む．微細フラクチャーに
沿ってわずかに蛇紋石脈生成．

Ｐ５１６ 図１４４－６ 変質ダンカンラン岩 帯緑灰色のカンラン石（変質）が主体．リングの側面に形の良い自形のクロマイトを含む．

Ｐ５１６ 図１４４－５ 変質ダンカンラン岩 帯緑灰色のカンラン石（変質）が主体．自形のクロマイトを含む．直径７㎜，厚さ３㎜．

Ｐ５１６ 図１４４－７ 変質ダンカンラン岩 黄緑色のカンラン石（変質）が主体．自形のクロマイトを含む．

Ｐ５１６ 図１４４－８ 変質ダンカンラン岩 黄緑色のカンラン石（変質）が主体．自形のクロマイトを含む．微細なフラクチャーに
沿って，蛇紋石化．→緑泥石主体であった．

Ｐ５１６ 図１４４－９ 変質ダンカンラン岩 帯緑灰色のカンラン石（変質）が主体．半自形～自形のクロマイトを含む．微細なフラ
クチャーに沿って蛇紋石化？．

Ｐ５１６ 図１４４－１０ 変質ダンカンラン岩 帯緑灰色のカンラン石（変質）が主体．自形？のクロマイトを含む．径７㎜．

Ｐ５１６ 図１４４－１１ 変質ダンカンラン岩 帯緑灰色のカンラン石（変質）が主体．半自形のクロマイトを含む．

Ｐ５１６ 図１４４－１２ ひすい輝石岩 透明感の強い帯緑灰色のタルク（滑石）？のみからなる．→分析の結果ひすい輝石岩
（ひすい輝石＋オンファス輝石）であることが判明．

Ｐ５１６ 図１４４－１３ 緑色凝灰岩 帯緑灰色を呈する粒子と灰白色粒子の集合体．帯緑灰色粒子はときに自形，ときに灰白色
粒子間で他形．灰白色粒子はときにカンラン石様の自形．不透明鉱物が１個認められる．

Ｐ５１６ 図１４４－１４ 変質ダンカンラン岩 帯緑灰色のカンラン石（変質）が主体．自形～他形のクロマイトを含む．数枚の蛇紋石
細脈？が定向配列．

Ｐ５１６ 図１４４－１５ 変質ダンカンラン岩 帯緑灰色のカンラン石（変質）が主体．半自形のクロマイトを含む．蛇紋石細脈？生成．

Ｐ５１６ 図１４４－１６ 変質ダンカンラン岩 帯緑灰色のカンラン石（変質）が主体．半自形？のクロマイトを含む．

Ｐ５１６ 図１４４－１７ 緑色凝灰岩 帯緑灰色を呈する自形または他形の粒子と灰白色を呈する自形または他形の粒子の集合
体．「Ｐ５１６１４」と酷似．ただし，不透明鉱物は認められない．

Ｐ５１６ 図１４４－１８ 変質ダンカンラン岩 帯緑灰色のカンラン石（変質）が主体．自形のクロマイトを含む．変質したカンラン石は
さらに部分的に風化し，淡褐色を呈する．８×１５㎜（厚さは５㎜）程度の細長い楕円状．

Ｐ５１６ 図１４４－１９ 緑色凝灰岩

帯緑灰色の基質中に無数の楕円形で不規則な外形をした灰白色粒子（ガラス？）が散在
する．これは一部同心円状に灰白色鉱物が生成しており，発泡痕を埋めているような印
象もある．自形・短柱状の石英？（炭酸塩鉱物？）が晶洞中に生成．自形の不透明鉱物
が微少量存在．ガラス片主体の緑色凝灰岩と考えられる．

Ｐ６６６ 図２０５－２３ 変質ダンカンラン岩 帯緑灰色のカンラン石（変質）が主体．自形のクロマイトを含む．

石
斧

包含層
Ｐ－４３
１１層
（大）

北埋調報２４８
「西島松３遺跡・
西島松５遺跡�」
図Ⅴ－７８－１２

ロジン岩
（微褶曲タイプ）

灰白色片状で微褶曲が発達．主として針状透明鉱物（方解石やアラレ石ではない）の集
合体．一部暗灰色半透明鉱物を含む．クロマイト様半自形鉱物を少量含む．Ｘ線粉末回
折から，トレモラ閃石集合体である．

包含層
Ｐ－４５
１１層
（小）

北埋調報２４８
「西島松３遺跡・
西島松５遺跡�」
図Ⅴ－７８－１６

ロジン岩
（微褶曲タイプ）

帯緑灰色片状で微褶曲が発達．他形～半自形のクロマイトらしい粒状鉱物が散在．Ｘ線
粉末回折から，トレモラ閃石＞＞緑泥石である．

表２－１ 恵庭市西島松５遺跡玉類他の肉眼鑑定結果

表３－１ 各元素の測定条件

Scint．；；シンチレーション検出器
Duplex；ガスフロー検出器とXeシールド型のタンデム型検出器
Flow；ガスフロー検出器
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３－２ 分析結果

全岩化学分析値を表３－２に示す。非破壊のため、表面に凹凸があり、かつ試料がX線照射面積の

一部しか占めないので、ノーマライズ前の合計値は低い。

１）変質ダンカンラン岩

ダンカンラン岩と肉眼鑑定した３試料（Ｐ５１１－２０９、Ｐ５１６－３、Ｐ５１６－５）はすべて変質し

ている可能性が高い。新鮮なダンカンラン岩は、岩内岳カンラン岩体の例では、SiO２ ４２～

４３％、MgO ４５％前後、Al２O３ ０．１～１．０％である（例えば資源エネルギー庁、１９８９）。これに対

し、Ｐ５１１－２０９は、Al２O３ １．５％とダンカンラン岩に近いものの、SiO２は６１％と多く、MgOは逆

に３２％と少ない。これはダンカンラン岩質蛇紋岩の分析値（SiO２ ３２～４２％、MgO ４０～４２％、

Al２O３ ０．２～１．０％）（資源エネルギー庁、１９８９）と比べても、やはりSiO２が多く、MgOが少な

い。ただし、MgOは３２％とは言え、普通の岩石としては非常に多い。Al２O３が少ないことからみ

て、斜長石を含む岩石ではないと考えられる。自形のスピネル（クロマイト）を含むことも考え

ると、ダンカンラン岩質の蛇紋岩がさらに変質作用を受けて、不良結晶度蛇紋石（ジュエライ

ト）主体の変質鉱物集合に変わっている可能性が考えられる。

Ｐ５１６－３とＰ５１６－８は新鮮なダンカンラン岩に比べてSiO２量は矛盾しないが、MgOは少なく

（２８～２９％）、Al２O３が異常に多い（１８～２１％）。このことは、少なくとも蛇紋石が主体ではなく、

MgOの多い緑泥石が主体であることを示している。

２）ひすい

Ｐ５１６－１２は、当初タルク（滑石）の可能性を考えたが、分析値はSiO２ ６１％、Al２O３ ２０％、

MgO ３％、CaO ７％、Na２O ７％などであった。

タルクはAl２O３を含まないので、タルクではない。淡緑色半透明の玉として使われる鉱物はひ

すい輝石が考えられる。ひすい輝石はSiO２ ５６～６２％、Al２O３ １２～２５％、MgO ２％以下、CaO

０．３～４％（特殊なもので１３％）、Na２O １２～１５％（特殊なもので６％）（Deer. et al．，１９９７）で

あるので、分析値からみてひすい輝石である可能性が高い。

３）凝灰岩

Ｐ５１６－１３および１７は岩石組織からみて、複数種の鉱物片の集合体である。SiO２ ５９～６７％、

Al２O３ １６％、Fe２O３ ２．５～８％、CaO ３．６～５．４％、K２O ５．２～６．８％が含まれる。

肉眼的に淡緑色であることなども考えると、続成作用ないし、低温の熱水変質作用を受けて生

成した緑色凝灰岩であると考えられる。この場合、沸石を多量に生じることが多いが、この分析

値はその可能性を支持している。

４）ロジン岩

Ｐ－４５（小型の石斧）はSiO２ ５０％、Al２O３ ８％、Fe２O３ １４％、MgO １６％、CaO １０％を

含む。トレモラ閃石が主体のロジン岩であろう。

Ｐ－４３のHR－３とHR－５は「日高ひすい」を含むロジン岩である。白色の単斜輝石が主体で

あって、Ｐ－４５とは構成鉱物種が異なる。

ロジン岩は、日高町～平取町周辺の例によると、トレモラ閃石主体のものも単斜輝石主体のも

のも存在する（Katoh･Niida，１９８３）。ただし、蛇紋岩起源のロジン岩で、トレモラ閃石主体のも

のは、現在のところ確認されていない。

Ⅴ 自然科学的手法による分析
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試料番号 Ｐ５１１－２０９ Ｐ５１６－３ Ｐ５１６－８ Ｐ５１６－１２ Ｐ５１６－１３ Ｐ５１６－１９ Ｐ－４５ ＨＲ－３（Ｐ－４５） ＨＲ－５（Ｐ－４５）

岩石名 変質
ダンカンラン岩

変質
ダンカンラン岩

変質
ダンカンラン岩 ひすい輝石岩 凝灰岩 ガラス質凝灰岩 ロジン岩 日高ひすい

ロジン岩（暗緑色部）
日高ひすい

ロジン岩（灰白部）

化合物名 濃度（％）絶対誤差（％） 濃度（％）絶対誤差（％） 濃度（％）絶対誤差（％） 濃度（％）絶対誤差（％） 濃度（％）絶対誤差（％） 濃度（％）絶対誤差（％） 濃度（％）絶対誤差（％） 濃度（％）絶対誤差（％） 濃度（％）絶対誤差（％）

SiO２ ６１．０９ ０．９ ４３．８４ ０．６ ４２．８６ ０．６ ６０．７３ １ ６６．５１ ０．６ ５８．９０ ０．５ ４９．８０ ０．２ ５５．２９ ０．２ ５２．２４ ０．３

TiO２ １．１３ ０．０４ ０．０９ ０．００６

Al２O３ １．４７ ０．１ １８．２０ ０．３ ２０．９０ ０．４ １９．５３ ０．５ １６．１７ ０．３ １６．３７ ０．３ ７．９４ ０．１ １．９２ ０．０４ ０．８６ ０．０５

Fe２O３ ４．８３ ０．１ ７．６２ ０．０６ ６．８４ ０．０９ １．７２ ０．０８ ２．５０ ０．０６ ７．９８ ０．０８ １４．３４ ０．０５ ３．２６ ０．０３ ４．４３ ０．０５

MnO ０．１２ ０．００８ ０．５６ ０．０３ ０．８５ ０．０１ ０．０５ ０．００２ ０．２７ ０．０２０

MgO ３１．５６ ０．４ ２９．１８ ０．２ ２７．８９ ０．３ ３．０２ ０．１ ０．５０ ０．０３ １．２７ ０．０４ １５．６７ ０．０９ １５．２６ １２．２８ ０．１

CaO ６．５４ ０．２ ５．３７ ０．１ ３．５９ ０．０７ １０．０８ ０．０５ ２３．８５ ２９．６６ ０．１

Na２O ６．６５ ０．３ ０．２２ ０．０１

K２O ０．３７ ０．０４ ６．８４ ０．１ ５．１９ ０．０６ ０．１１ ０．００６

P２O５ ０．６１ ０．０６ ０．６２ ０．０４ ０．８７ ０．０６ ０．７９ ０．０６ ０．６０ ０．０３ ０．６５ ０．０３ ０．１４ ０．０１

SO３ ０．１８ ０．０２ ０．３１ ０．０４ ０．０９ ０．００６ ０．０６ ０．００７

Ba ０．９７ ０．０３ ３．６５ ０．０５

Rb ０．０２ ０．００１ ０．０３ ０．００１

Sr ０．１０ ０．００２ ０．５４ ０．００４ ０．７０ ０．００４ ０．０１ ０．００１ ０．０１ ０．００１

Ni ０．４４０ ０．０２ ０．３２ ０．００９ ０．４６８ ０．０２ ０．２４ ０．０１ ０．５０ ０．００８ ０．１４ ０．００４ ０．１０ ０．００６

Cr ０．０９ ０．００７ ０．３６ ０．０１ ０．１０ ０．００６

Co ０．０３ ０．００２

Total １００．００ ９９．９９ １００．０１ １００．００ １００．０２ １００．０２ １００．０１ １００．００ １００．００

ノーマライズ
前
Total

２．７０％ ８．６０％ ５．２０％ ２．６０％ ６．４０％ １２．４０％ ４０．１０％ ４９．００％ １５．９０％

備考

Al２O３が少なく，
MgOが多い．
不良結晶度蛇
紋石（ジュエ
ライト）主体
の可能性．

Al２O３が多く，
MgOが多い．
緑泥石主体の
可能性．

Al２O３が多く，
MgOが多い．
緑泥石主体の
可能性．

ひすい輝石よ
りオンファス
輝石に近い組
成．

緑色凝灰岩．
沸石主体と考
えられる．

緑色凝灰岩．
沸石主体と考
えられる．

トレモラ閃
石〉〉緑泥石

単斜輝石〉〉
アンチゴライ
ト〉緑泥石

単斜輝石

表３－２ 全岩化学分析値

分析法：蛍光Ｘ線分析（非破壊，ファンダメンタル・パラメータ法）

４．EPMA分析

構成鉱物の化学分析は、走査電子型顕微鏡とそれに付設のエネルギー分散型Ｘ線分析装置によっ

た。装置は北海道教育大学札幌校のLink社製QX２００Jである。加速電圧は１５kV、補正はZAF補正によ

った。試料は前処理として、炭素蒸着を行った。これは非導電性試料に炭素を真空蒸着することによ

って電子線照射による試料面の帯電を防ぐ効果がある。この炭素膜は測定後アセトンやアルコールに

て容易に取り除くことができる。電子線は最小領域２～３ミクロンまで絞り込むことができ、試料中

鉱物の微小領域の化学分析が可能である。電子線照射によって発生する元素特有の波長を示す固有Ｘ

線を検出することによって元素の定性・定量分析を行うが、正確な定量分析を行うためには、試料表

面を平滑にする必要がある。今回の分析試料の多くは穿孔されたリング状形態をもっているが、測定

にあたっては、出来るだけ平滑な部分を選んで行った。合計重量が１００％近くにならない場合が多い

が、分析結果から推定される予想鉱物の理想化学式との対応は概ね良い（表４－１）。

―２１４―



試料番号 Ｐ５１６－８
Sp１

Ｐ５１６－８
Sp２

Ｐ５１６－８
Chl１

Ｐ５１６－８
Chl２

Hr－３（包含層Ｐ－
４３）Ca１

Hr－３（包含層Ｐ－
４３）Tr１

Hr－３（包含層Ｐ－
４３）Tr２

Hr－３（包含層Ｐ－
４３）Mt１

Hr－３（包含層Ｐ－
４３）Mt２

鉱物

酸化物
（重量％）

スピネル スピネル 緑泥石 緑泥石

緑泥石
＋

炭酸塩
鉱物

トレモラ閃石
トレモラ閃石

＋
磁鉄鉱？

変質
スピネル

変質
スピネル

SiO２ ３５．０１ ３６．８５ ３４．０４ ５１．２０ ４０．９３
TiO２ ０．００ ０．００ ０．１４ ０．００ ０．１３ ０．００ ０．０１ ０．０８ ０．２２
Al２O３ １３．７７ １３．４５ ２１．６０ １８．１３ ６．２７ ９．２３ ９．８７ １１．７０ ７．８７
FeO※ １７．３３ １６．９３ ５．１４ ５．８３ １０．０３ １０．２４ ２５．１８ ８４．５６ ８９．８６
MnO ０．００ ０．００ ０．０８ ０．１１ ０．２１ ０．３５ １．００ ０．１９ ０．８６
MgO １２．７３ １３．６９ ３４．７９ ３８．１０ １４．６８ ２２．１２ ２１．０１ ３．３０ １．２４
CaO ０．１５ ０．０１ ３３．２５ ５．０９ １．８８
Na２O ２．１９ ０．８２ １．４１ １．２５ ０．２１
K２O ０．１０ ０．１３ ０．００ ０．１３ ０．００
Cr２O３ ５２．２１ ５０．６１ ０．１７ ０．００
NiO
SO３ ０．８０ ０．０６ ０．１０
Total ９６．０４ ９４．６８ １００．００ １００．０４ １００．１２ ９９．６１ １００．０９ １００．００ １００．０５
原子比 ０＝８ ０＝９ － ０＝２３ － ０＝８
Si １．８６７ １．９６９ ７．０００
Ti ０．０００ ０．０００ ０．００６ ０．０００ ０．０００ ０．００５ ０．０１５
Al １．０８６ １．０７５ １．３５７ １．１４２ １．４９０ １．１４０ ０．８０８
Fe ０．９７０ ０．９６０ ０．２２９ ０．２６０ １．１７０ ５．８４４ ６．５４１
Mn ０．０００ ０．０００ ０．００４ ０．００５ ０．０４０ ０．０１３ ０．０６３
Mg １．２７０ １．３８５ ２．７６５ ３．０３４ ４．５１０ ０．４０６ ０．１６１
Ca ０．００９ ０．０００ ０．７４０
Na ０．２２６ ０．０８５ ０．３３０
K ０．００７ ０．００９ ０．０２０
Cr ２．７６２ ２．７１４ ０．０００
Ni
S ０．０５０

試料番号 Ｐ５１６－１２
Ja２

Ｐ５１６－１２
Ja３

包含層Ｐ－４５
Tr１

包含層Ｐ－４５
Tr２

Ｐ５１６－１３
Si１

Ｐ５１６－１３
Si２

Ｐ５１６－１３
Si３

Ｐ５１６－１９
Si２

Ｐ５１６－１９
Si３

Ｐ５１６－１９
Si４

鉱物
酸化物（重量％） ひすい輝石 ひすい輝石 トレモラ閃石 トレモラ閃石 沸石 沸石 沸石 沸石 沸石 沸石

SiO２ ４６．１０ ４９．４４ ５３．７７ ５３．０７ ７０．４６ ５６．４０ ６０．８３ ６９．２５ ６５．７９ ７６．３９
TiO２ ０．３０ ０．００ ０．０６ ０．０８ ０．９８ １．３２ ０．６０ ０．９０ １．５３ ０．５０
Al２O３ ２４．４０ ２１．７６ ５．４１ ４．０６ １６．９１ １７．５３ ２３．８５ １７．２８ １６．９７ １０．９２
FeO※ ３．９２ ３．９７ ７．０７ ８．０５ ３．１５ １１．４３ ８．５３ ４．４５ ６．０８ ５．００
MnO ０．３７ ０．０９ ０．７１ ０．２６ ０．００ ０．１４ ０．００ ０．００ ０．００ ０．２３
MgO ５．７８ ５．１４ ２４．０３ ２１．４４ ０．６２ ２．９０ ０．８５ ０．８２ ２．４８ １．６３
CaO ４．１６ ３．６１ ８．８６ １２．２２ ４．７０ ３．４１ ２．３０ ３．２７ ２．１１ １．１４
Na２O １３．１９ １５．０９ ＜０．０１ ０．７０ ０．１１ ０．６４ ０．１１ ０．３６ ０．００ ０．７０
K２O ０．８７ ０．４４ ＜０．０１ ０．００ ２．８５ ６．１１ ２．０９ ３．９３ ５．１１ ２．６６
Cr２O３ ０．００ ０．００ ０．００ ０．００ ０．００ ０．００ ０．００ ０．００ ０．００ ０．００
NiO ０．００ ０．００ ０．００ ０．００ ０．００ ０．００ ０．００ ０．００ ０．００ ０．００
SO３ ０．９１ ０．４６ ０．０８ ０．１８ ０．２５ ０．１１ ０．８８ ０．００ ０．００ ０．８３
Total １００．００ １００．００ １００．０１ １００．０６ １００．０３ ９９．９９ １００．０４ １００．２６ １００．０７ １００．００
原子比 ０＝６ ０＝２３ ０＝７２
Si １．６３５ １．７３６ ７．３０８ ７．３３２ ２７．６４０ ２４．１４０ ２４．４７０ ２７．４８０ ２６．６１０ ２９．７１０
Ti ０．００８ ０．０００ ０．００６ ０．００９ ０．２９０ ０．４３０ ０．１８０ ０．２７０ ０．４７０ ０．１５０
Al １．０２０ ０．９１１ ０．８６６ ０．６６１ ７．８３０ ８．８４０ １１．３１０ ８．０８０ ８．０９０ ５．０１０
Fe ０．１１６ ０．１１８ ０．８０４ ０．９３０ １．０３０ ４．０９０ ２．８７０ １．４８０ ２．０６０ １．６２０
Mn ０．０１１ ０．００３ ０．０８２ ０．０３０ ０．０００ ０．０５０ ０．０００ ０．０００ ０．０１０ ０．０８０
Mg ０．３０６ ０．２７２ ４．８６８ ４．４１６ ０．３６０ １．８５０ ０．５１０ ０．４８０ １．５００ ０．９５０
Ca ０．１５８ ０．１３７ １．２９０ １．８０９ １．９８０ １．５７０ ０．９９０ １．３９０ ０．９２０ ０．４７０
Na ０．９０７ １．０３９ ０．００１ ０．１８７ ０．０８０ ０．５３０ ０．０８０ ０．２８０ ０．０００ ０．５３０
K ０．０２０ ０．０１０ ＜０．００１ ０．０００ １．４３０ ３．３４０ １．０７０ １．９９０ ２．６４０ １．３２０
Cr ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０００
Ni ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０００
S ０．０２４ ０．０１２ ０．００９ ０．０１８ ０．０７０ ０．０４０ ０．２７０ ０．０００ ０．０００ ０．２４０

試料番号 Ｐ５１１－２０９
Sp１

Ｐ５１１－２０９
Sp２

Ｐ５１１－２０９
C１１

Ｐ５１１－２０９
C１２

Ｐ５１１－２０９
C１３

Ｐ５１６－３
Sp１

Ｐ５１６－３
Sp２

Ｐ５１６－３
Chl１

Ｐ５１６－３
Chl２

鉱物
酸化物（重量％） スピネル スピネル ジュエ

ライト
ジュエ
ライト

ジュエ
ライト スピネル スピネル 緑泥石 緑泥石

SiO２ ４３．８１ ４９．５５ ２９．７０ ２２．００ ２１．６４
TiO２ ３．０７ ３．２３ ０．００ ０．１７ ０．００ ０．１７ ０．１１ ０．０１ ０．１２
Al２O３ ４．２４ ４．２６ ２．４９ ２．８２ ３．７４ ２２．３６ １８．５０ １２．８７ １２．４５
FeO※ ３７．４７ ３６．７１ ２．８２ ２．７１ ２．５９ ２０．７１ ２１．７３ ３．１２ ３．１２
MnO １．８９ ０．５１ ０．１８ ０．２５ ０．０１ １．００ １．３５ ０．０２ ０．１４
MgO ０．６５ １．４２ ２５．０３ ３０．３３ １７．７３ １０．２６ ９．８５ ２１．７７ ２２．９２
CaO ０．０５ ０．０６ ０．０５ ０．０４ ０．０９
Na２O ０．６６ ０．００ １．０１ ０．００ ０．８５
K２O ０．１７ ０．００ ０．０１ ０．０７ ０．０３
Cr２O３ ５２．６８ ５３．８７ ０．００ ０．００ ０．００ ４５．４９ ４８．４６ ０．００ ０．００
NiO ０．００ ０．００ ０．００
SO３ ０．１２ ０．１２ ０．１６ ０．２６ ０．００
Total １００．００ １００．００ ７５．３３ ８６．０１ ５５．００ ９９．９９ １００．００ ６０．１６ ６１．３６
原子比 ０＝８ ０＝１４ ０＝８ ０＝９
Si ４．６０６ ４．５５３ ４．３２９ ０．９３０ １．８８４
Ti ０．１７０ ０．１７８ ０．０００ ０．０１２ ０．０００ ０．００８ ０．００６ ０．００１ ０．００８
Al ０．３６８ ０．３６６ ０．３０９ ０．３０５ ０．６２４ １．６５７ １．４０３ １．３３０ １．２７８
Fe ２．３１１ ２．２４２ ０．２４９ ０．２０８ ０．３１６ １．０８９ １．１６９ ０．２２９ ０．２２７
Mn ０．１１８ ０．００３ ０．０１６ ０．０２０ ０．００２ ０．０５４ ０．０７４ ０．００２ ０．０１１
Mg ０．００７ ０．１５５ ２．９２３ ４．１５３ ３．８５３ ０．９６２ ０．９４４ ２．８４６ ２．９７５
Ca ０．００５ ０．００６ ０．００８ ０．００３ ０．００９
Na ０．１３４ ０．０００ ０．２８６ ０．０００ ０．１４４
K ０．０１１ ０．０００ ０．００２ ０．００４ ０．００２
Cr ３．０７１ ３．１１１ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ２．２６２ ２．４６５ ０．０００ ０．０００
Ni ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０００
S ０．００９ ０．００９ ０．０１７ ０．０１７ ０．０００

表４－１ 鉱物のEPMA分析結果

Ⅴ 自然科学的手法による分析
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不定方位

対陰極 Cu

フィルター Counter monocrometer

管電圧 ３０kV

管電流 ２０mA

スリット系 １°－０．３mm－１°

走査速度 ２°／min

フルスケール計数 ２０００cps

タイムコンスタント １．５sec

走査範囲 ２～６５°

サンプル名 Am Chl

P－４３ ◎

P－４５ ◎ ＋

表５－１ Ｘ線粉末回折測定条件

表５－２ Ｘ線粉末回折結果一覧表

凡例
◎：極多量 ○：多量 △：中量 ＋：少量 －：微量 ？：不確実
Am：角閃石（トレモラ閃石） Chl：緑泥石

５．Ｘ線粉末回折

� 測定方法

採取した試料から、次の要領で定方位試料と不定方位試料を作製し、X線粉末回折分析を行っ

た。

１－１ 不定方位試料

試料の一部を風乾後、鉄乳鉢内で粗砕した。さらにめのう乳鉢で指先にざらつきを感じない程度ま

で粉砕した。粉末した試料をアルミニウム製試料ホルダーに圧入し測定に供した。

１－２ 含有量の推定

回折Ｘ線の強度は、結晶相物質の含有量・鉱物種類（化学組成、結晶構造）・結晶度・粉末粒子の形

状・大きさ・方位・測定条件・混合物全体のＸ線吸収係数などによって決定する。これら主要な要素

のみについてみても鉱物の種類によって異なり、また同族の鉱物であっても異変があり、同じ結晶面

の回折強度が一定の強度を示すとは限らない。従ってＸ線回折より得られる結果は、あくまでも定性

的なものであり、量的な評価はある程度相対的なものである。

１－３ 測定条件

分析は、島津製作所製ＸＲＤ６０００型Ｘ線回折装置を使用し、測定条件は以下の通りである。
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６．考察

� 「カンラン岩」について

分析の結果、肉眼鑑定で「ダンカンラン岩」と考えた３試料（Ｐ５１１－２０９、Ｐ５１６－３、Ｐ５１６

－８）には、いずれもカンラン石が残存していないことが判明した（表３－２、表４－１、表６

－１）。これらはクロムを多く含有する自形のスピネル（クロマイト）を伴うことなどから、原

岩がダンカンラン岩（dunite）であることは間違いない（表６－２）。

このことから、これらの試料は（変質していない）岩内岳カンラン岩体や幌満カンラン岩体の

ダンカンラン岩ではないということが言える。岩内岳カンラン岩体の周囲を含む神居古潭帯には

広く蛇紋岩が分布するが、Ｐ５１６－３、Ｐ５１６－８のように緑泥石岩化したものはほとんど知られ

ていない。後述する「ひすい輝石岩の玉」と一緒に出土していることを考えると、これが出土す

る糸魚川（青海－小滝）周辺の蛇紋岩体からもたらされた可能性がある。しかし、現在のとこ

ろ、この蛇紋岩体のダンカンラン岩が緑泥石岩化しているというデータがない。例えば、Chi-

hara（１９７１）によれば、この蛇紋岩の分析値の平均はAl２O３＝１．４０％なので、緑泥石岩はあっても

少ないであろう。したがって、現地での注意深いサンプリングと分析を行って緑泥石岩が存在す

るか確かめる必要がある。

なお、Ｐ５１１－２０９に認められたジュエライト（deweylte）と呼ばれる不良結晶度の蛇紋石は蛇

紋岩中の鉱物を置換したり、蛇紋岩中のフラクチャーに沈澱する低温生成の鉱物である。この鉱

物は北海道や中国地方の蛇紋岩体周辺から報告されている（湊・岡村、１９５８；渋谷・原田、

１９８０；水落ほか、２００４）が、蛇紋岩地帯であればどこにでも生成している可能性がある。しか

し、玉にできる大きさの結晶や集合体の存在は今のところ報告がない。

� ひすい輝石岩について

Ｐ５１６－１２は灰白色および淡緑色半透明の鉱物の集合体である。全岩分析によるとオンファス

輝石に近く（表３－２、表６－１）、鉱物分析によるとひすい輝石に近い（表４－１、表６－

１）。糸魚川の「ひすい輝石」は近年の研究により、白色部がひすい輝石で、淡緑色部がオンフ

ァス輝石であることが判明した（フォッサマグナミュージアム、ホームページ）。したがって、

本試料は糸魚川産のひすい輝石岩であると考えられる。

全岩はオンファス輝石主体で、鉱物分析はひすい輝石を分析したと考えられる。

� 緑色凝灰岩について

実体顕微鏡下で帯緑灰色を呈し、複数種の粒状鉱物と基質からなる玉（Ｐ５１６－１３、Ｐ５１６－

１９）は緑色凝灰岩であると考えられる。とくにＰ５１６－１９は均質な丸味を帯びたガラス（粘土鉱

物ないし珪長質鉱物に交代）と考えられる粒子が多い（Ｐ５１６－４にも少ないが同じものを含

む）。これらは全岩化学分析でSiO２５９～６７％であり（表３－２）。中性（安山岩質）の火山噴出

物を起源とする可能性が高い。これが、続成作用や低温の熱水変質作用を受けて淡緑色の岩石と

なったと考えられる。このような岩石は北海道から山陰にかけての日本海沿いのいわゆるグリー

ンタフ地域に広く分布する。この緑色凝灰岩にはしばしば沸石を伴う。今回の分析値はいずれも

沸石であると考えられる（表４－１、表６－３）。沸石の中では比較的SiO２に富み、CaO、K２Oに

富むという共通性がある。これらの特徴はヒューランダイト（輝沸石）に似ている（表６－３）

が、試料がFeOに富む（４．５～１１％）などよくわからない点もある。いずれにしても沸石主体の

変質凝灰岩（緑色凝灰岩）であると考えられる。
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� ロジン岩について

分析した玉の中にはロジン岩は認められなかった。石斧２試料（Ｐ－４３、Ｐ－４５）はともに蛇

紋岩起源で、トレモラ閃石が主体のロジン岩である。

蛇紋岩起源のロジン岩は、日高町のペンケユクトラシナイ川に産するいわゆる「日高ヒスイ」

がある（番場、１９７２）。しかし、これはクロムを含有する透輝石（ディオプサイド）である。神

居古潭帯のロジン岩にはトレモラ閃石も出現する（Katoh and Niida、１９８３）が蛇紋岩起源のロジ

ン岩で、トレモラ閃石主体のものは現在のところ知られていない。

したがって今後、神居古潭帯の蛇紋岩体とともに、糸魚川や東北地方を含む本州起源の可能性

も考慮に入れて検討する必要があるであろう。
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鉱物名 ひすい輝石 オンファス輝石 クロム透輝石
（“日高ヒスイ”） トレモラ閃石 カンラン石 蛇紋石 ジュエライト 緑泥石

産地 新潟、糸魚川（白色） 糸魚川（緑色） 北海道、日高町 台湾 北海道、岩内岳 同、沙流川岩体 同、幌加内 茨城県日立鉱山 島根県鰐淵鉱山

酸化物
（重量％）
SiO２ ５９．２０ ５７．６０ ５２．５２ ５７．７０ ４０．２０ ３９．８０ ４１．６２ ２５．７６ ２９．０７
TiO２ ０．１６ ０．０４ ０．００ ０．０１ ― ― ０．３２
Al２O３ ２４．８８ １３．０８ ４．６１ ０．５７ ０．０４ １．０７ ０．０６ ２１．２６ ２１．８２
Cr２O３ ０．９５ ０．００ ０．１１
Fe２O３ ０．２８ ０．０３ ６．７５ ０．８３
FeO ０．０６ ０．３８ ２．０３ ３．９９ ６．３３ ４．２７ １．３５ １４．６０ ３．６７
MnO ０．１３ ０．１３ ０．２０ tr ― ―
MgO ０．１２ ８．６１ １６．１２ ２１．３３ ５３．７ ３９．８４ ３３．８９ １８．６４ ２９．９０
CaO ０．２８ １２．３１ ２２．４３ １３．７２ ０．０３ ０．００ ０．０６ ０．９０ ０．１９
Na２O １５．３２ ７．７９ ０．７４ ０．０５ ０．００ tr
K２O ０．０３ ０．０１ tr
NiO
LOI ０．４２ ０．５２
H２O＋ ０．０８ １７．６０ １０．３３ １０．７６
H２O－ ０．０２ ６．１３ １．３２ ２．７６
Total ９９．９７ ９７．５４ １００．９０ ８５．８２ １００．７４ ９９．５６ ９９．３２

０＝６ ０（O,OH,F,Cl）＝２４ ０＝１４ ０＝１０，（OH）＝８
原子比
Si １．９０４

２．０００
７．９６４

８．０００
３．８３７ ２．８０

Al ０．０９６ ０．０３６ ０．１２２ １．２０
Al ０．１００ ０．０５６ １．２８
Ti ０．００４ ０．００４ ０．０００
Fe３＋ ０．００９ ０．０６
Cr ０．０２６ １．０７７ ４．９９０ ０．００８
Mg ０．８７７ ４．３８８ ５．７２７ ４．３０
Fe２＋ ０．０６１ ０．４３１ ０．３４４ ０．０３
Mn ― ０．０１５ ０．０１７
Na ０．０５２ ０．０１３ １．９５９

（ΣB）Ca ０．０８７ １．０７７ １．９４６ ０．０００
K ０．０００ ０．００２ ０．００２
Ni （ΣA） ０．０４１

文献 ― 番場（１９７２） Yui et al．（１９８７） Arai（１９７８） 加藤
（未公表データ） 湊・村岡（１９５８） Sudo（１９５６） Sakamoto&Sudo

（１９５６）

備考

フォッサマグナミュージアム
「ヒスイの館」ホームページ
より

ロジン岩の一種
に含まれる。普
通のヒスイでは
ない。

ネフライト（トレモラ
閃石）からなるロジン
岩。 Cr２O３ ０．０３％、
NiO ０．１８％を含む

ダンカンラン
岩中のカンラ
ン石。

岩内岳周辺の
蛇紋岩に含ま
れるリザルダ
イト。

不良結晶度蛇
紋石。

鉱体に伴う変質塩
基性岩中。須藤
（１９７４）より。

石膏鉱体をとりま
く変質帯中。須藤
（１９７４）より。

化合物名 ヒューラン
ダイト

クリノプチロ
ライト モルデナイト アナルサイム ワイラカイト ローモン

タイト

重量％

SiO２ ５７．３８ ６８．３０ ６８．２４ ５９．７０ ５４．９１ ４９．７８
TiO２ ０．１１ Tr ０．０１ Tr
Al２O３ １６．９１ １１．６６ １１．０４ ２０．０３ ２２．７５ ２１．９２
Fe２O３ ０．０２ １．７４ ０．６４ ０．０７
FeO ０．４４
MnO ０．０６ ０．０１ Tr
MgO ０．０１ ０．３６ ０．２３ Tr ０．２３ ０．０２
CaO ７．００ １．０３ １．３１ Tr １１．６９ ９．８４
SrO １．５５ Tr
Na２O ０．１０ ２．４７ ３．１９ １２．０６ ０．６０ １．２２
K２O １．３８ ２．９３ ２．４５ ０．０５ ０．３１ ０．６７
H２O＋ １３．６７ １３．２３＊ ６．５９ ８．３５ ８．２３ １６．０６
H２O－ ３．０６ ５．０２ ０．３０ ０．１９
P２O５ ０．０１
Total １０１．０６ １００．００ ９９．９２ １００．５５ １００．０１ ９９．５９
Si ２６．８２ ３０．１７ ４０．３ ３４．４ ３２．５９ １５．８７
Ai ９．３１ ５．８３ ７．７ １３．６ １５．３８ ８．２４
Mg ０．０１ ０．２３ ０．２
Ca ３．５０ ０．４８ ０．８ ７．１９ ３．３５
Sr ０．４２
Na ０．０９ ２．１０ ３．７ １３．５ １．１２ ０．７７
K ０．８３ １．６４ １．８ ０．０１ ０．２７
H２O ２６．１０ ２４．００ ２２．９ １６ １６ １７．１０
O ７２ ７２ ９６ ９６ ９６ ４８

鉱物名 スピネル スピネル
産地 岩内岳カンラン岩体 幌満カンラン岩体

酸化物
（重量％）
SiO２ n.d. n.d.
TiO２ ０．０６ n.d.
Al２O３ ９．３８ ４４．９５
Cr２O３ ６２．１０ ２５．４７
FeO＊ １５．３０ １７．５３
MnO ０．６１ n.d.
MgO １２．５０ １０．３９
CaO n.d. １．１２
NaO n.d. n.d.
NiO ０．０６ n.d.
Total １００．００ ９９．５０

文献 Arai（１９７７） 番場（１９５３）

備考 ダンカンラン岩 ダンカンラン岩

表６－１ 比較対象鉱物の分析値例１（ひすい、蛇紋石、緑泥石岩石ほか）

表６－２ 比較対象鉱物の分析値例２
（スピネル）

表６－３ 比較対象鉱物の分析値例３
（沸石）

*EPMAによる分析であって、水分は差の値で示されている（冨永編、１９８７による）。

―２２０―



第１図 分析資料の写真

P４３９‐No．２８：（蛇紋岩質）緑泥石岩，P５１０‐No．７：蛇紋岩（緑泥石岩化），P４３２‐No．２３：ヒスイ
P４３９‐No．２３：（蛇紋岩質）緑泥石岩，P４３２‐No．６：ジャスパー，P４１２‐No．１６：タルク化蛇紋岩，P３９８‐No．４０：（蛇紋岩質）緑泥石岩
P５０９‐No．１２：（蛇紋岩質）緑泥石岩，P５０９‐No．１７：（蛇紋岩質）緑泥石岩，P４８０‐No．４：タルク，P４３９‐No．１６：（蛇紋岩質）緑泥石岩
（最上段３資料はEDSによる鉱物分析を，中下段の資料はXRFによる全岩分析を行った）

１－２ 西島松５遺跡出土玉類の岩石学的分析（平成１８年度）

アースサイエンス株式会社

はじめに

本報告書は「西島松５遺跡出土玉類の岩石学的分析」についてのものです。

XRFおよびEDS分析にあたっては、北海道教育大学の岡村聡教授の御指導をいただきました。ま

た、鑑定と分析にあたっては、同大学菅原いよ氏および加藤欣也氏の補助をいただきました。記して

感謝いたします。

� 玉類の肉眼鑑定

玉類約７５０試料について、ルーペと実体鏡を併用して肉眼鑑定を行った。このうち、化学分析

を行った試料の写真を第１図に示す。また、鑑定結果を第１表に示す。なお、この表には、全岩

および鉱物の非破壊化学分析を行った試料も含まれ、分析結果は岩石名に反映させている。

Ⅴ 自然科学的手法による分析

―２２１―



番号 遺構番号 遺物番号 岩石名 備 考 番号 遺構番号 遺物番号 岩石名 備 考

１ Ｐ３９８ 図２９－２０ 緑泥石岩 スピネル ５１ Ｐ４０４ 図４２－５ 緑泥石岩 自形スピネル．淡緑色

２ Ｐ３９８ 図２９－２２ 緑泥石岩 自形スピネル ５２ Ｐ４０４ 図４２－６ 緑泥石岩 自形スピネル．淡緑色

３ Ｐ３９８ 図２９－２３ 緑泥石岩 自形スピネル．濃緑色 ５３ Ｐ４０４ 図４２－７ 緑泥石岩 自形スピネル．淡緑色

４ Ｐ３９８ 図２９－２９ 凝灰岩 堆積構造あり ５４ Ｐ４０４ 図４２－８ 緑泥石岩 自形スピネル．淡緑色

５ Ｐ３９８ 図２９－３０ 緑泥石岩 自形スピネル ５５ Ｐ４１１ 図４８－４ 緑泥石岩

６ Ｐ３９８ 図２９－３１ 緑泥石岩 ５６ Ｐ４１２ 図５３－３９ 緑泥石岩 自形スピネル

７ Ｐ３９８ 図２９－３２ 緑泥石岩 ５７ Ｐ４１２ 図５３－７ タルク化蛇紋岩 斑点状．自形スピネル

８ Ｐ３９８ 図２９－３３ 緑泥石岩 ５８ Ｐ４１２ 図５３－８ タルク化蛇紋岩 斑点状．自形スピネル

９ Ｐ３９８ 図２９－３４ 緑泥石岩 自形スピネル ５９ Ｐ４１２ 図５３－９ タルク化蛇紋岩 斑点状．自形スピネル

１０ Ｐ３９８ 図２９－３５ 緑泥石岩 ６０ Ｐ４１２ 図５３－１０ タルク化蛇紋岩 斑点状．自形スピネル

１１ Ｐ３９８ 図２９－３６ 凝灰岩 堆積構造あり ６１ Ｐ４１２ 図５３－１１ タルク化蛇紋岩 斑点状．自形スピネル

１２ Ｐ３９８ 図２９－３７ 緑泥石岩 ６２ Ｐ４１２ 図５３－１２ 緑泥石岩

１３ Ｐ３９８ 図２９－３８ 凝灰岩 ６３ Ｐ４１２ 図５３－１３ タルク化蛇紋岩 斑点状．自形スピネル

１４ Ｐ３９８ 図２９－３９ 緑泥石岩 自形スピネル．淡緑色 ６４ Ｐ４１２ 図５３－１４ タルク化蛇紋岩 斑点状

※１５ Ｐ３９８ 図２９－４０ 緑泥石岩 自形スピネル ６５ Ｐ４１２ 図５３－１５ 緑泥石岩 自形スピネル

１６ Ｐ３９８ 図２９－４１ 緑泥石岩 自形スピネル ※６６ Ｐ４１２ 図５３－１６ タルク化蛇紋岩 斑点状．ナツメ玉．自形スピネル

１７ Ｐ３９８ 図２９－４２ 緑泥石岩 ６７ Ｐ４１２ 図５３－１７ タルク化蛇紋岩 斑点状

１８ Ｐ３９８ 図２９－４３ 緑泥石岩 ６８ Ｐ４１２ 図５３－１８ タルク化蛇紋岩 斑点状．自形スピネル

１９ Ｐ３９８ 図２９－４４ 緑泥石岩 ６９ Ｐ４１２ 図５３－１９ タルク化蛇紋岩 斑点状

２０ Ｐ３９８ 図２９－４６ 緑泥石岩 自形スピネル．変形 ７０ Ｐ４１２ 図５３－２０ 緑泥石岩 自形スピネル

２１ Ｐ３９８ 図２９－４５ 緑泥石岩 ７１ Ｐ４１２ 図５３－２１ タルク化蛇紋岩 斑点状．風化

２２ Ｐ３９８ 図２９－５１ 緑泥石岩 ７２ Ｐ４１２ 図５３－２２ タルク化蛇紋岩 斑点状

２３ Ｐ３９８ 図２９－５２ 緑泥石岩 自形スピネル ７３ Ｐ４１２ 図５３－２３ 緑泥石岩 スピネル？

２４ Ｐ３９８ 図２９－５３ 緑泥石岩 ７４ Ｐ４１２ 図５３－２４ 緑泥石岩 自形スピネル

２５ Ｐ３９８ 図２９－５５ 緑泥石岩 ７５ Ｐ４１２ 図５３－２５ タルク化蛇紋岩 斑点状

２６ Ｐ３９８ 図２９－５４ 緑泥石岩 ７６ Ｐ４１２ 図５３－２６ 緑泥石岩

２７ Ｐ３９８ 図２９－５６ 緑泥石岩 自形スピネル（多い） ７７ Ｐ４１２ 図５３－２７ 緑泥石岩 自形スピネル．白っぽい

２８ Ｐ３９８ 図２９－５７ 緑泥石岩 自形スピネル ７８ Ｐ４１２ 図５３－３５ タルク化蛇紋岩 斑点状

２９ Ｐ３９８ 図２９－５８ 緑泥石岩 ７９ Ｐ４１２ 図５３－３４ タルク化蛇紋岩 斑点状．自形スピネル

３０ Ｐ３９８ 図２９－５９ 緑泥石岩 自形スピネル ８０ Ｐ４１２ 図５３－３３ タルク化蛇紋岩 斑点状

３１ Ｐ３９８ 図２９－６０ 緑泥石岩 ８１ Ｐ４１２ 図５３－３２ タルク化蛇紋岩 斑点状

３２ Ｐ３９８ 図２９－６１ 緑泥石岩 自形スピネル ８２ Ｐ４１２ 図５３－３０ 緑泥石岩 自形スピネル

３３ Ｐ３９８ 図２９－６３ 緑泥石岩 ８３ Ｐ４１２ 図５３－２９ タルク化蛇紋岩 斑点状．自形スピネル

３４ Ｐ３９８ 図２９－６２ 緑泥石岩 ８４ Ｐ４１２ 図５３－２８ タルク化蛇紋岩 斑点状．自形スピネル

３５ Ｐ３９８ 図２９－６４ 緑泥石岩 ８５ Ｐ４１２ 図５３－３１ タルク化蛇紋岩 斑点状

３６ Ｐ３９８ 図２９－６５ 緑泥石岩 ８６ Ｐ４１２ 図５３－３６ 緑泥石岩 自形スピネル

３７ Ｐ３９８ 図２９－６６ ロジン岩？ 変形．白っぽい．自形スピネル ８７ Ｐ４１２ 図５３－３７ タルク化蛇紋岩 斑点状．自形スピネル

３８ Ｐ３９８ 図２９－６７ 緑泥石岩 ８８ Ｐ４１２ 図５３－３８ タルク化蛇紋岩 斑点状

３９ Ｐ４０１ 図３８－６ 緑泥石岩 自形スピネル ８９ Ｐ４３２ 図６４－４ 緑泥石岩 自形スピネル

４０ Ｐ４０１ 図３８－８ 緑泥石岩 自形スピネル ９０ Ｐ４３２ 図６４－５ 緑泥石岩 縞状組織

４１ Ｐ４０１ 図３８－７ 緑泥石岩 自形スピネル ※９１ Ｐ４３２ 図６４－６ ジャスパー 原岩は凝灰岩

４２ Ｐ４０１ 図３８－９ 緑泥石岩 自形スピネル ９２ Ｐ４３２ 図６４－７ 緑泥石岩

４３ Ｐ４０１ 図３８－１２ 緑泥石岩 自形スピネル ９３ Ｐ４３２ 図６４－９ 緑泥石岩 半自形スピネル．縞状

４４ Ｐ４０１ 図３８－１１ 緑泥石岩 ９４ Ｐ４３２ 図６４－８ 緑泥石岩

４５ Ｐ４０１ 図３８－１０ 緑泥石岩 ※※９５ Ｐ４３２ 図６４－２３ ヒスイ

４６ Ｐ４０２ 図３９－２１ 緑泥石岩 自形スピネル ９６ Ｐ４３２ 図６４－２ 緑泥石岩 自形スピネル

４７ Ｐ４０２ 図３９－２４ 緑泥石岩 自形スピネル ９７ Ｐ４３２ 図６４－２２ 緑泥石岩 自形スピネル

４８ Ｐ４０２ 図３９－２３ 緑泥石岩 自形スピネル ９８ Ｐ４３２ 図６４－２１ 緑泥石岩

４９ Ｐ４０２ 図３９－２２ 緑泥石岩 自形スピネル．淡緑色 ９９ Ｐ４３２ 図６４－２０ 緑泥石岩 脈あり

５０ Ｐ４０４ 図４２－４ 緑泥石岩 自形スピネル １００ Ｐ４３２ 図６４－１０ 緑泥石岩

第１表� 玉類の鑑定結果

注：「緑泥石岩」は蛇紋岩質緑泥石岩（蛇紋岩起源の緑泥石岩）
※蛍光Ｘ線分析 ※※：エネルギー分散法EPMA分析（EDS分析）
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番号 遺構番号 遺物番号 岩石名 備 考 番号 遺構番号 遺物番号 岩石名 備 考

１０１ Ｐ４３２ 図６４－１１ 緑泥石岩 自形スピネル １５１ Ｐ４３９ 図７７－５８ 緑泥石岩

１０２ Ｐ４３２ 図６４－１２ 緑泥石岩 自形スピネル １５２ Ｐ４３９ 図７７－５９ 緑泥石岩

１０３ Ｐ４３２ 図６４－１３ 緑泥石岩 自形スピネル．白／緑 １５３ Ｐ４３９ 図７７－６０ 緑泥石岩

１０４ Ｐ４３２ 図６４－１４ 緑泥石岩 自形スピネル １５４ Ｐ４３９ 図７７－６１ 緑泥石岩

１０５ Ｐ４３２ 図６４－１５ 緑泥石岩 自形スピネル １５５ Ｐ４３９ 図７７－６２ 緑泥石岩 白っぽい

１０６ Ｐ４３２ 図６４－１６ 緑泥石岩 自形スピネル（大） １５６ Ｐ４３９ 図７７－６４ 緑泥石岩

１０７ Ｐ４３２ 図６４－１７ 緑泥石岩 自形スピネル １５７ Ｐ４３９ 図７７－６３ 緑泥石岩

１０８ Ｐ４３２ 図６４－１８ 緑泥石岩 １５８ Ｐ４３９ 図７７－５３ 緑泥石岩 自形スピネル

１０９ Ｐ４３２ 図６４－３ 緑泥石岩 変形著しい １５９ Ｐ４３９ 図７７－５４ 緑泥石岩 自形スピネル

１１０ Ｐ４３２ 図６４－１９ 緑泥石岩 変形著しい １６０ Ｐ４３９ 図７７－２９ 緑泥石岩

１１１ Ｐ４３２ 図６４－１ 蛇紋岩 自形スピネル．アンチゴライト １６１ Ｐ４３９ 図７７－３０ 緑泥石岩

１１２ Ｐ４３３ 図６７－５ 赤色変質岩（蛇紋岩質）自形スピネル １６２ Ｐ４４１ 図７９－３８ 緑泥石岩

１１３ Ｐ４３５ 図７０－７ 緑泥石岩 自形スピネル １６３ Ｐ４４１ 図７９－３７ 緑泥石岩 自形スピネル．淡緑色

１１４ Ｐ４３５ 図７０－６ 緑泥石岩 自形スピネル １６４ Ｐ４４１ 図７９－３６ 緑泥石岩

１１５ Ｐ４３５ 図７０－５ 緑泥石岩 自形スピネル １６５ Ｐ４４１ 図７９－３５ 凝灰岩？

１１６ Ｐ４３５ 図７０－１１ 緑泥石岩 １６６ Ｐ４４１ 図７９－３４ 緑泥石岩

１１７ Ｐ４３５ 図７０－１０ 緑泥石岩 褐色部あり １６７ Ｐ４４１ 図７９－３３ 緑泥石岩 自形スピネル

１１８ Ｐ４３５ 図７０－８ 緑泥石岩 自形スピネル １６８ Ｐ４４１ 図７９－３２ 緑泥石岩

１１９ Ｐ４３５ 図７０－９ 緑泥石岩 １６９ Ｐ４４１ 図７９－３０ 緑泥石岩

１２０ Ｐ４３８ 図７２－５ 緑泥石岩 １７０ Ｐ４４１ 図７９－３１ 緑泥石岩 自形スピネル

１２１ Ｐ４３８ 図７２－２５ 緑泥石岩 １７１ Ｐ４４１ 図７９－２９ 緑泥石岩

１２２ Ｐ４３８ 図７２－２４ 緑泥石岩 自形スピネル １７２ Ｐ４４１ 図７９－２８ 緑泥石岩

１２３ Ｐ４３８ 図７２－４ 緑泥石岩 淡緑色 １７３ Ｐ４４１ 図７９－２７ 緑泥石岩

１２４ Ｐ４３８ 図７２－２２ 緑泥石岩 自形スピネル １７４ Ｐ４４１ 図７９－２６ 緑泥石岩

１２５ Ｐ４３８ 図７２－２１ 緑泥石岩 自形スピネル １７５ Ｐ４４１ 図７９－２５ 緑泥石岩 自形スピネル

１２６ Ｐ４３８ 図７２－２０ 緑泥石岩 自形スピネル １７６ Ｐ４４１ 図７９－２４ 緑泥石岩

１２７ Ｐ４３８ 図７２－１９ 緑泥石岩 １７７ Ｐ４４１ 図７９－２０ 凝灰岩

１２８ Ｐ４３８ 図７２－１８ 緑泥石岩 自形スピネル １７８ Ｐ４４１ 図７９－１９ 緑泥石岩

１２９ Ｐ４３８ 図７２－１５ 緑泥石岩 自形スピネル １７９ Ｐ４４１ 図７９－１７ 緑泥石岩

１３０ Ｐ４３８ 図７２－６ 緑泥石岩 白っぽい １８０ Ｐ４４１ 図７９－１６ 緑泥石岩 淡緑色

１３１ Ｐ４３８ 図７２－７ 緑泥石岩 １８１ Ｐ４４１ 図７９－１８ 凝灰岩？

１３２ Ｐ４３８ 図７２－８ 緑泥石岩 自形スピネル １８２ Ｐ４４１ 図７９－２１ 緑泥石岩

１３３ Ｐ４３８ 図７２－９ 緑泥石岩 １８３ Ｐ４４１ 図７９－２２ 緑泥石岩

１３４ Ｐ４３８ 図７２－１０ 緑泥石岩 白っぽい １８４ Ｐ４４１ 図７９－２３ 緑泥石岩

１３５ Ｐ４３８ 図７２－１１ 緑泥石岩 １８５ Ｐ４４４ 図８４－１ 緑泥石岩

１３６ Ｐ４３８ 図７２－１４ 緑泥石岩 自形スピネル １８６ Ｐ４４４ 図８４－２ 緑泥石岩

※※１３７ Ｐ４３９ 図７７－２８ 緑泥石岩 自形スピネル １８７ Ｐ４４４ 図８４－３ 緑泥石岩 自形スピネル

１３８ Ｐ４３９ 図７７－２７ 緑泥石岩 １８８ Ｐ４４４ 図８４－４ 緑泥石岩

１３９ Ｐ４３９ 図７７－２６ 緑泥石岩 自形スピネル １８９ Ｐ４４４ 図８４－８ 緑泥石岩

※１４０ Ｐ４３９ 図７７－２３ 緑泥石岩 匂玉．自形スピネル １９０ Ｐ４４４ 図８４－９ 緑泥石岩

１４１ Ｐ４３９ 図７７－２０ 緑泥石岩 １９１ Ｐ４４４ 図８４－７ 緑泥石岩

１４２ Ｐ４３９ 図７７－１７ 緑泥石岩 １９２ Ｐ４４４ 図８４－６ 緑泥石岩

※１４３ Ｐ４３９ 図７７－１６ 緑泥石岩 数珠．自形スピネル １９３ Ｐ４４４ 図８４－４５ 緑泥石岩 自形スピネル？

１４４ Ｐ４３９ 図７７－１３ 緑泥石岩 白っぽい １９４ Ｐ４４４ 図８４－５ 緑泥石岩

１４５ Ｐ４３９ 図７７－１２ 緑泥石岩 １９５ Ｐ４４４ 図８４－４４ 緑泥石岩

１４６ Ｐ４３９ 図７７－９ 緑泥石岩 １９６ Ｐ４４４ 図８４－４３ 緑泥石岩

１４７ Ｐ４３９ 図７７－８ 緑泥石岩 １９７ Ｐ４４４ 図８４－４２ 緑泥石岩 自形スピネル

１４８ Ｐ４３９ 図７７－５５ 緑泥石岩 １９８ Ｐ４４４ 図８４－４１ 緑泥石岩

１４９ Ｐ４３９ 図７７－５６ 緑泥石岩 １９９ Ｐ４４４ 図８４－４０ 緑泥石岩

１５０ Ｐ４３９ 図７７－５７ 緑泥石岩 ２００ Ｐ４４４ 図８４－３９ 緑泥石岩

第１表� 玉類の鑑定結果

注：「緑泥石岩」は蛇紋岩質緑泥石岩（蛇紋岩起源の緑泥石岩）
※蛍光Ｘ線分析 ※※：エネルギー分散法EPMA分析（EDS分析）

Ⅴ 自然科学的手法による分析
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番号 遺構番号 遺物番号 岩石名 備 考 番号 遺構番号 遺物番号 岩石名 備 考

２０１ Ｐ４４４ 図８４－１１ 緑泥石岩 白っぽい ２５１ Ｐ４７６ 図１０９－３２ 緑泥石岩

２０２ Ｐ４４４ 図８４－１２ 緑泥石岩 変形 ２５２ Ｐ４７６ 図１０９－３５ 緑泥石岩 自形スピネル

２０３ Ｐ４４４ 図８４－１３ 緑泥石岩 ２５３ Ｐ４７６ 図１０９－３４ 緑泥石岩 一部褐色

２０４ Ｐ４４４ 図８４－１０ 緑泥石岩 ２５４ Ｐ４７６ 図１０９－３３ 緑泥石岩

２０５ Ｐ４４４ 図８４－１８ 緑泥石岩 ２５５ Ｐ４７６ 図１０９－３６ 緑泥石岩

２０６ Ｐ４４４ 図８４－２５ 緑泥石岩 変形 ２５６ Ｐ４７６ 図１０９－３７ 緑泥石岩

２０７ Ｐ４４４ 図８４－２６ 緑泥石岩 ２５７ Ｐ４７６ 図１０９－３８ 緑泥石岩 自形スピネル

２０８ Ｐ４４４ 図８４－２７ 緑泥石岩 赤っぽい ２５８ Ｐ４７６ 図１０９－１１ 緑泥石岩 自形スピネル

２０９ Ｐ４４４ 図８４－１６ 緑泥石岩 ２５９ Ｐ４８０ 図１１１－２ 緑泥石岩

２１０ Ｐ４４４ 図８４－３８ 緑泥石岩 ２６０ Ｐ４８０ 図１１１－３ タルク 灰白色

２１１ Ｐ４４４ 図８４－３７ 緑泥石岩 自形スピネル ※２６１ Ｐ４８０ 図１１１－４ タルク 自形スピネル．灰白色

２１２ Ｐ４４４ 図８４－３６ 緑泥石岩 ２６２ Ｐ４８３ 図１１４－１ 緑泥石岩

２１３ Ｐ４４４ 図８４－３５ 緑泥石岩 自形スピネル ２６３ Ｐ４８３ 図１１４－２ 緑泥石岩

２１４ Ｐ４４４ 図８４－３４ 緑泥石岩 ２６４ Ｐ４８３ 図１１４－３ 緑泥石岩

２１５ Ｐ４４５ 図８７－４９ 緑泥石岩 自形スピネル ２６５ Ｐ４８３ 図１１４－４ 緑泥石岩

２１６ Ｐ４４５ 図８７－４７ 緑泥石岩 ２６６ Ｐ４８３ 図１１４－５ 緑泥石岩 淡緑色

２１７ Ｐ４４５ 図８７－４８ 緑泥石岩 自形スピネル（多い） ２６７ Ｐ４８３ 図１１４－６ 緑泥石岩

２１８ Ｐ４４５ 図８７－５１ 緑泥石岩 淡緑色 ２６８ Ｐ４８３ 図１１４－７ 緑泥石岩

２１９ Ｐ４４５ 図８７－５０ 緑泥石岩 ２６９ Ｐ４８３ 図１１４－８ ジャスパー？ 淡褐色

２２０ Ｐ４４７ 図８８－３ 緑泥石岩 ２７０ Ｐ４８３ 図１１４－９ 緑泥石岩

２２１ Ｐ４４７ 図８８－５ 緑色凝灰岩 ２７１ Ｐ４８３ 図１１４－１０ 緑泥石岩

２２２ Ｐ４４７ 図８８－４ 緑色凝灰岩 ２７２ Ｐ４８３ 図１１４－１１ 緑泥石岩

２２３ Ｐ４４７ 図８８－２ 緑泥石岩 自形スピネル ２７３ Ｐ４８３ 図１１４－１２ 緑泥石岩

２２４ Ｐ４７６ 図１０９－１３ 緑泥石岩 ２７４ Ｐ４８３ 図１１４－１３ 緑泥石岩 自形スピネル

２２５ Ｐ４７６ 図１０９－１４ 緑泥石岩 ２７５ Ｐ４８３ 図１１４－１４ 緑泥石岩

２２６ Ｐ４７６ 図１０９－１５ 緑泥石岩 自形スピネル ２７６ Ｐ４８３ 図１１４－１５ 緑泥石岩

２２７ Ｐ４７６ 図１０９－９ 緑泥石岩 ２７７ Ｐ４８３ 図１１４－１６ 緑泥石岩

２２８ Ｐ４７６ 図１０９－８ 緑泥石岩 自形スピネル ２７８ Ｐ４８３ 図１１４－１７ 緑泥石岩

２２９ Ｐ４７６ 図１０９－４ 緑泥石岩 ２７９ Ｐ４８３ 図１１４－１８ 緑泥石岩

２３０ Ｐ４７６ 図１０９－５ 緑泥石岩 自形スピネル？ ２８０ Ｐ４８３ 図１１４－１９ 緑泥石岩 自形スピネル

２３１ Ｐ４７６ 図１０９－６ 緑泥石岩 ２８１ Ｐ４８３ 図１１４－２０ 緑泥石岩

２３２ Ｐ４７６ 図１０９－７ 緑泥石岩 ２８２ Ｐ４８３ 図１１４－２１ 緑泥石岩

２３３ Ｐ４７６ 図１０９－１０ 緑泥石岩 ２８３ Ｐ４８３ 図１１４－２２ 緑泥石岩

２３４ Ｐ４７６ 図１０９－１２ 緑泥石岩 自形スピネル ２８４ Ｐ４８３ 図１１４－２３ 緑泥石岩

２３５ Ｐ４７６ 図１０９－１６ 緑泥石岩 ２８５ Ｐ４８３ 図１１４－２４ 緑泥石岩

２３６ Ｐ４７６ 図１０９－１７ 緑泥石岩 ２８６ Ｐ４８３ 図１１４－２５ 緑泥石岩

２３７ Ｐ４７６ 図１０９－１９ 緑泥石岩 ２８７ Ｐ４８３ 図１１４－２６ 緑泥石岩 自形スピネル

２３８ Ｐ４７６ 図１０９－１８ 緑泥石岩 ２８８ Ｐ４８３ 図１１４－２７ 緑泥石岩

２３９ Ｐ４７６ 図１０９－２１ 緑泥石岩 自形スピネル ２８９ Ｐ４８３ 図１１４－２８ 緑泥石岩

２４０ Ｐ４７６ 図１０９－２２ 緑泥石岩 ２９０ Ｐ４８３ 図１１４－２９ 緑泥石岩 淡緑色

２４１ Ｐ４７６ 図１０９－２０ 緑泥石岩 ２９１ Ｐ４８３ 図１１４－３０ 緑泥石岩

２４２ Ｐ４７６ 図１０９－２３ 緑泥石岩 ２９２ Ｐ４８３ 図１１４－３１ 緑泥石岩 自形スピネル

２４３ Ｐ４７６ 図１０９－２５ 緑泥石岩 ２９３ Ｐ４８３ 図１１４－３２ 緑泥石岩

２４４ Ｐ４７６ 図１０９－２６ 緑泥石岩 半自形スピネル？ ２９４ Ｐ４８３ 図１１４－３３ 緑泥石岩

２４５ Ｐ４７６ 図１０９－２４ 緑泥石岩 ２９５ Ｐ４８３ 図１１４－３４ 緑泥石岩

２４６ Ｐ４７６ 図１０９－２７ 緑泥石岩 ２９６ Ｐ４８３ 図１１４－３５ 緑泥石岩

２４７ Ｐ４７６ 図１０９－２８ 緑泥石岩 ２９７ Ｐ４８３ 図１１４－３６ 緑泥石岩

２４８ Ｐ４７６ 図１０９－２９ 緑泥石岩 自形スピネル ２９８ Ｐ４８３ 図１１４－３７ 緑泥石岩

２４９ Ｐ４７６ 図１０９－３０ 緑泥石岩 ２９９ Ｐ４８３ 図１１４－３８ 緑泥石岩

２５０ Ｐ４７６ 図１０９－３１ 緑泥石岩 ３００ Ｐ４８３ 図１１４－３９ 緑泥石岩 自形スピネル

第１表� 玉類の鑑定結果

注：「緑泥石岩」は蛇紋岩質緑泥石岩（蛇紋岩起源の緑泥石岩）
※蛍光Ｘ線分析 ※※：エネルギー分散法EPMA分析（EDS分析）
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番号 遺構番号 遺物番号 岩石名 備 考 番号 遺構番号 遺物番号 岩石名 備 考

３０１ Ｐ４８３ 図１１４－４０ 緑泥石岩 ３５１ Ｐ５１０ 図１３５－３３ 緑泥石岩 濃緑色脈あり

３０２ Ｐ４８３ 図１１４－４１ 緑泥石岩 ３５２ Ｐ５１０ 図１３５－１３ 緑泥石岩

３０３ Ｐ４８３ 図１１４－４２ 緑泥石岩 ３５３ Ｐ５１０ 図１３５－６ 緑泥石岩 変形

３０４ Ｐ４８３ 図１１４－４３ 緑泥石岩 自形スピネル ３５４ Ｐ５１０ 図１３５－８ 緑泥石岩 濃緑色脈あり．自形スピネル

３０５ Ｐ４８３ 図１１４－４４ 緑泥石岩 ３５５ Ｐ５１０ 図１３５－５ 緑泥石岩 濃緑色脈あり

３０６ Ｐ４８３ 図１１４－４５ 緑泥石岩 自形スピネル ３５６ Ｐ５１０ 図１３５－９ 緑泥石岩 濃緑色脈あり

３０７ Ｐ４８３ 図１１４－４６ 緑泥石岩 ３５７ Ｐ５１０ 図１３５－１２ 緑泥石岩

３０８ Ｐ４８３ 図１１４－４７ 緑泥石岩 ３５８ Ｐ５１０ 図１３５－１０ 緑泥石岩 濃緑色脈あり

３０９ Ｐ４８３ 図１１４－４８ 緑泥石岩 ３５９ Ｐ５１０ 図１３５－２０ 緑泥石岩

３１０ Ｐ４８３ 図１１４－４９ 緑泥石岩 ３６０ Ｐ５１０ 図１３５－１９ 緑泥石岩

３１１ Ｐ４８３ 図１１４－５２ 緑泥石岩 自形スピネル ３６１ Ｐ５１０ 図１３５－２１ 緑泥石岩 自形スピネル

３１２ Ｐ４８３ 図１１４－５３ 緑泥石岩 淡緑色 ３６２ Ｐ５１０ 図１３５－２３ 緑泥石岩 変形

３１３ Ｐ４８３ 図１１４－５４ 緑泥石岩 淡緑色．自形スピネル ３６３ Ｐ５１０ 図１３５－２６ 緑泥石岩 変形．自形スピネル

３１４ Ｐ４８３ 図１１４－５５ 緑泥石岩 ３６４ Ｐ５１０ 図１３５－１８ 緑泥石岩

３１５ Ｐ４８３ 図１１４－５６ 緑泥石岩 淡緑色．自形スピネル ３６５ Ｐ５１０ 図１３５－２２ 緑泥石岩 変形．自形スピネル

３１６ Ｐ４８３ 図１１４－５７ 緑泥石岩 淡緑色 ３６６ Ｐ５１０ 図１３５－４２ 緑泥石岩 変形．自形スピネル

３１７ Ｐ４８３ 図１１４－５８ 緑泥石岩 ３６７ Ｐ５１０ 図１３５－２５ 緑泥石岩

３１８ Ｐ４８３ 図１１４－５９ タルク 他形スピネル ３６８ Ｐ５１０ 図１３５－３４ 緑泥石岩

３１９ Ｐ４８３ 図１１４－６０ 緑泥石岩 ３６９ Ｐ５１０ 図１３５－４１ 緑泥石岩 自形スピネル

３２０ Ｐ４８３ 図１１４－６１ 緑泥石岩 ３７０ Ｐ５１０ 図１３５－３０ 緑泥石岩

３２１ Ｐ４８３ 図１１４－６２ 緑泥石岩 ３７１ Ｐ５１０ 図１３５－３２ 緑泥石岩

３２２ Ｐ４８３ 図１１４－６３ 緑泥石岩 自形スピネル ３７２ Ｐ５１０ 図１３５－３１ 緑泥石岩

３２３ Ｐ４８３ 図１１４－６４ 緑泥石岩 自形スピネル ３７３ Ｐ５１０ 図１３５－３５ 緑泥石岩 自形スピネル

３２４ Ｐ４８３ 図１１４－６５ ジャスパー 淡褐色 ３７４ Ｐ５１０ 図１３５－２９ 緑泥石岩 自形スピネル

３２５ Ｐ４８３ 図１１４－６６ タルク化蛇紋岩 自形スピネル ３７５ Ｐ５１０ 図１３５－２８ 緑泥石岩

３２６ Ｐ４８３ 図１１４－６７ 緑泥石岩 ３７６ Ｐ５１０ 図１３５－２７ 緑泥石岩

３２７ Ｐ４８３ 図１１４－５０ 緑泥石岩 自形スピネル ３７７ Ｐ５１０ 図１３５－３６ 緑泥石岩

３２８ Ｐ４８３ 図１１４－５１ 緑泥石岩 自形スピネル ３７８ Ｐ５１０ 図１３５－３７ 緑泥石岩

３２９ Ｐ５０９ 図１３３－１ 緑泥石岩 変形．自形スピネル ３７９ Ｐ５１０ 図１３５－３８ 緑泥石岩 自形スピネル

３３０ Ｐ５０９ 図１３３－２ 緑泥石岩 ３８０ Ｐ５１０ 図１３５－３９ 緑泥石岩 自形スピネル

３３１ Ｐ５０９ 図１３３－３ 緑泥石岩 ３８１ Ｐ５１０ 図１３５－４０ 緑泥石岩 白色脈あり

３３２ Ｐ５０９ 図１３３－４ 緑泥石岩 ３８２ Ｐ５１０ 図１３５－１１ 緑泥石岩 自形スピネル

３３３ Ｐ５０９ 図１３３－５ 緑泥石岩 ３８３ Ｐ５１０ 図１３５－１４ 緑泥石岩

３３４ Ｐ５０９ 図１３３－６ 緑泥石岩 ３８４ Ｐ５１０ 図１３５－１５ 緑泥石岩

３３５ Ｐ５０９ 図１３３－７ 緑泥石岩 一部白色 ３８５ Ｐ５１０ 図１３５－１６ 緑泥石岩 縞状組織あり

３３６ Ｐ５０９ 図１３３－８ 緑泥石岩 ３８６ Ｐ５１０ 図１３５－１７ 緑泥石岩

３３７ Ｐ５０９ 図１３３－９ 緑泥石岩 ３８７ Ｐ５１１ 図１３８－２２ ヒスイ

３３８ Ｐ５０９ 図１３３－１０ 緑泥石岩 ３８８ Ｐ５１１ 図１３８－２５ ジャスパー

３３９ Ｐ５０９ 図１３３－１１ 緑泥石岩 ３８９ Ｐ５１１ 図１３８－２７ ジャスパー

３４０ Ｐ５０９ 図１３３－１３ 緑泥石岩 ３９０ Ｐ５１１ 図１３８－２８ 緑泥石岩

３４１ Ｐ５０９ 図１３３－１４ 緑泥石岩 自形スピネル ３９１ Ｐ５１１ 図１３８－３０ 緑泥石岩

３４２ Ｐ５０９ 図１３３－１５ 緑泥石岩 自形スピネル ３９２ Ｐ５１１ 図１３８－２９ 緑泥石岩

３４３ Ｐ５０９ 図１３３－１６ 緑泥石岩 自形スピネル ３９３ Ｐ５１１ 図１３８－３２ 緑泥石岩

※３４４ Ｐ５０９ 図１３３－１７ 緑泥石岩 他形スピネル ３９４ Ｐ５１１ 図１３８－３３ 緑泥石岩 自形スピネル

３４５ Ｐ５０９ 図１３３－１８ 緑泥石岩 ３９５ Ｐ５１１ 図１３８－３４ 緑泥石岩 自形スピネル．タルク（光る）

※３４６ Ｐ５０９ 図１３３－１２ 緑泥石岩 匂玉．自形スピネル．縞状組織 ３９６ Ｐ５１１ 図１３８－３５ 緑泥石岩 自形スピネル

３４７ Ｐ５１０ 図１３５－１ 緑泥石岩 自形スピネル ３９７ Ｐ５１１ 図１３８－３６ 緑泥石岩 繊維状の脈

※※３４８ Ｐ５１０ 図１３５－７ 蛇紋岩 自形スピネル．緑泥石岩化 ３９８ Ｐ５１１ 図１３８－３７ 緑泥石岩 自形スピネル

３４９ Ｐ５１０ 図１３５－４ 緑泥石岩 ３９９ Ｐ５１１ 図１３８－３８ 緑泥石岩

３５０ Ｐ５１０ 図１３５－２４ 緑泥石岩 ４００ Ｐ５１１ 図１３８－３９ 緑泥石岩

第１表� 玉類の鑑定結果

注：「緑泥石岩」は蛇紋岩質緑泥石岩（蛇紋岩起源の緑泥石岩）
※蛍光Ｘ線分析 ※※：エネルギー分散法EPMA分析（EDS分析）

Ⅴ 自然科学的手法による分析
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番号 遺構番号 遺物番号 岩石名 備 考 番号 遺構番号 遺物番号 岩石名 備 考

４０１ Ｐ５１１ 図１３８－４０ 緑泥石岩 ４５１ Ｐ５１１ 図１３８－１７９ 緑泥石岩 タルク（光る）含む

４０２ Ｐ５１１ 図１３８－４１ 緑泥石岩 自形スピネル ４５２ Ｐ５１１ 図１３８－１７７ 緑泥石岩 自形スピネル

４０３ Ｐ５１１ 図１３８－４２ 緑泥石岩 自形スピネル？ ４５３ Ｐ５１１ 図１３８－１４１ 緑泥石岩 自形スピネル？

４０４ Ｐ５１１ 図１３８－４３ 緑泥石岩 自形スピネル？ ４５４ Ｐ５１１ 図１３８－１４０ 緑泥石岩 濃緑／灰白

４０５ Ｐ５１１ 図１３８－４５ 緑泥石岩 白色脈あり ４５５ Ｐ５１１ 図１３８－２１５ 緑泥石岩 自形スピネル

４０６ Ｐ５１１ 図１３８－４６ 緑泥石岩 濃緑色 ４５６ Ｐ５１１ 図１３８－２１４ 緑泥石岩 タルク（光る）含む

４０７ Ｐ５１１ 図１３８－４７ 緑泥石岩 自形スピネル ４５７ Ｐ５１１ 図１３８－１２５ 緑泥石岩 自形スピネル

４０８ Ｐ５１１ 図１３８－４８ 緑泥石岩 自形スピネル ４５８ Ｐ５１１ 図１３８－１８７ 緑泥石岩 淡緑色

４０９ Ｐ５１１ 図１３８－４９ 緑泥石岩 自形スピネル ４５９ Ｐ５１１ 図１３８－２１２ 緑泥石岩

４１０ Ｐ５１１ 図１３８－５０ 緑泥石岩 ４６０ Ｐ５１１ 図１３８－１２６ 緑泥石岩 濃緑／灰白

４１１ Ｐ５１１ 図１３８－５１ 緑泥石岩 タルク（光る）含む ４６１ Ｐ５１１ 図１３８－９８ 緑泥石岩 白っぽい

４１２ Ｐ５１１ 図１３８－５２ 緑泥石岩 自形スピネル ４６２ Ｐ５１１ 図１３８－９３ 緑泥石岩 淡緑／灰白

４１３ Ｐ５１１ 図１３８－５３ 緑泥石岩 ４６３ Ｐ５１１ 図１３８－２０７ 緑泥石岩 淡緑．タルク含む

４１４ Ｐ５１１ 図１３８－５４ 緑泥石岩 ４６４ Ｐ５１１ 図１３８－１０７ 緑泥石岩 暗緑／灰白

４１５ Ｐ５１１ 図１３８－１９ 緑泥石岩 淡緑色．タルク（光る）含む ４６５ Ｐ５１１ 図１３８－１０６ 緑泥石岩 一部濃緑

４１６ Ｐ５１１ 図１３８－１８ 緑泥石岩 自形スピネル ４６６ Ｐ５１２ 図１２５－２ 緑泥石岩 自形スピネル

４１７ Ｐ５１１ 図１３８－３１ 緑泥石岩 自形スピネル？ ４６７ Ｐ５１２ 図１２５－３ 緑泥石岩 自形スピネル

４１８ Ｐ５１１ 図１３８－１９６ 緑泥石岩 緑泥石 ４６８ Ｐ５１２ 図１２５－４ 緑泥石岩 濃緑／灰白

４１９ Ｐ５１１ 図１３８－２１３ 緑泥石岩 淡緑色 ４６９ Ｐ５１２ 図１２５－５ 緑泥石岩 自形スピネル．濃緑／灰白

４２０ Ｐ５１１ 図１３８－１３８ 緑泥石岩 白っぽい ４７０ Ｐ５１２ 図１２５－６ 緑泥石岩

４２１ Ｐ５１１ 図１３８－１３９ 緑泥石岩 白っぽい．自形スピネル ４７１ Ｐ５１２ 図１２５－７ 緑泥石岩 自形スピネル

４２２ Ｐ５１１ 図１３８－１３６ 緑泥石岩 白っぽい ４７２ Ｐ５１２ 図１２５－８ 緑泥石岩

４２３ Ｐ５１１ 図１３８－１３５ 緑泥石岩 白っぽい ４７３ Ｐ５１２ 図１２５－９ 緑泥石岩 タルク（光る）含む

４２４ Ｐ５１１ 図１３８－２１６ 緑泥石岩 ４７４ Ｐ５１２ 図１２５－１０ 緑泥石岩 タルク（光る）含む

４２５ Ｐ５１１ 図１３８－１１３ 緑泥石岩 ４７５ Ｐ５１２ 図１２５－１１ 緑泥石岩

４２６ Ｐ５１１ 図１３８－１６２ 緑泥石岩 タルク（光る）含む ４７６ Ｐ５１２ 図１２５－１２ 緑泥石岩

４２７ Ｐ５１１ 図１３８－１６３ 緑泥石岩 タルク（光る）含む ４７７ Ｐ５１３ 図１４０－２６ 緑泥石岩

４２８ Ｐ５１１ 図１３８－７０ 緑泥石岩 淡緑色（白っぽい） ４７８ Ｐ５１３ 図１４０－２５ 緑泥石岩

４２９ Ｐ５１１ 図１３８－１６４ 緑泥石岩 ４７９ Ｐ５１３ 図１４０－２４ 緑泥石岩

４３０ Ｐ５１１ 図１３８－１６５ 緑泥石岩 ４８０ Ｐ５１３ 図１４０－２３ 緑泥石岩

４３１ Ｐ５１１ 図１３８－７１ 緑泥石岩 暗緑色／淡緑色 ４８１ Ｐ５１３ 図１４０－２２ 緑泥石岩 自形スピネル

４３２ Ｐ５１１ 図１３８－７３ 緑泥石岩 暗緑色／淡緑色 ４８２ Ｐ５１３ 図１４０－２１ 緑泥石岩

４３３ Ｐ５１１ 図１３８－７２ 緑泥石岩 ４８３ Ｐ５１３ 図１４０－２０ 緑泥石岩 暗緑／灰白

４３４ Ｐ５１１ 図１３８－１５３ 緑泥石岩 ４８４ Ｐ５１３ 図１４０－１９ 緑泥石岩

４３５ Ｐ５１１ 図１３８－１５４ 緑泥石岩 ４８５ Ｐ５１３ 図１４０－１７ 緑泥石岩

４３６ Ｐ５１１ 図１３８－１５８ 緑泥石岩 ４８６ Ｐ５１３ 図１４０－１６ 凝灰岩

４３７ Ｐ５１１ 図１３８－１５９ 緑泥石岩 自形スピネル ４８７ Ｐ５１３ 図１４０－１５ 緑泥石岩

４３８ Ｐ５１１ 図１３８－２２０ 緑泥石岩 自形スピネル ４８８ Ｐ５１３ 図１４０－１４ 緑泥石岩 輝石含む？

４３９ Ｐ５１１ 図１３８－１５５ 緑泥石岩 ４８９ Ｐ５１３ 図１４０－１３ 緑泥石岩 自形スピネル

４４０ Ｐ５１１ 図１３８－１５７ 緑泥石岩 自形スピネル ４９０ Ｐ５１３ 図１４０－１２ 緑泥石岩

４４１ Ｐ５１１ 図１３８－２２１ 緑泥石岩 自形スピネル ４９１ Ｐ５１３ 図１４０－１１ 緑泥石岩

４４２ Ｐ５１１ 図１３８－６８ 緑泥石岩 ４９２ Ｐ５１３ 図１４０－１０ 緑泥石岩

４４３ Ｐ５１１ 図１３８－１６６ 緑泥石岩 自形スピネル？ ４９３ Ｐ５１３ 図１４０－９ 緑泥石岩

４４４ Ｐ５１１ 図１３８－９４ 緑泥石岩 ４９４ Ｐ５１３ 図１４０－８ 緑泥石岩

４４５ Ｐ５１１ 図１３８－１６７ 緑泥石岩 自形スピネル ４９５ Ｐ５１３ 図１４０－７ 緑泥石岩

４４６ Ｐ５１１ 図１３８－１４９ 凝灰岩 ４９６ Ｐ５１３ 図１４０－６ 緑泥石岩

４４７ Ｐ５１１ 図１３８－１８５ 緑泥石岩 ４９７ Ｐ５１３ 図１４０－１８ 緑泥石岩

４４８ Ｐ５１１ 図１３８－１８２ 緑泥石岩 自形スピネル ４９８ Ｐ５１６ 図１４４－２０ 緑泥石岩

４４９ Ｐ５１１ 図１３８－１８１ 緑泥石岩 タルク（光る）含む ４９９ Ｐ５１６ 図１４４－２１ 緑泥石岩 暗緑／淡緑

４５０ Ｐ５１１ 図１３８－１８０ 緑泥石岩 タルク（光る）含む ５００ Ｐ５１６ 図１４４－２２ 緑泥石岩

第１表� 玉類の鑑定結果

注：「緑泥石岩」は蛇紋岩質緑泥石岩（蛇紋岩起源の緑泥石岩）
※蛍光Ｘ線分析 ※※：エネルギー分散法EPMA分析（EDS分析）

―２２６―



番号 遺構番号 遺物番号 岩石名 備 考 番号 遺構番号 遺物番号 岩石名 備 考

５０１ Ｐ５１６ 図１４４－２３ 緑泥石岩 自形スピネル．輝石？ ５５１ Ｐ５１９ 図１４９－５１ 緑泥石岩

５０２ Ｐ５１６ 図１４４－２４ 緑泥石岩 自形スピネル ５５２ Ｐ５１９ 図１４９－５０ 緑泥石岩

５０３ Ｐ５１６ 図１４４－２５ 緑泥石岩 自形スピネル ５５３ Ｐ５１９ 図１４９－４９ 凝灰岩

５０４ Ｐ５１６ 図１４４－２６ 緑泥石岩 暗緑色 ５５４ Ｐ５１９ 図１４９－４６ 緑泥石岩 自形スピネル

５０５ Ｐ５１６ 図１４４－２７ 緑泥石岩 一部灰白 ５５５ Ｐ５１９ 図１４９－３０ 緑泥石岩

５０６ Ｐ５１６ 図１４４－２８ 緑泥石岩 自形スピネル ５５６ Ｐ５１９ 図１４９－３１ 緑泥石岩 自形スピネル

５０７ Ｐ５１６ 図１４４－２９ 緑泥石岩 ５５７ Ｐ５１９ 図１４９－３３ 緑泥石岩

５０８ Ｐ５１６ 図１４４－３０ 緑泥石岩 ５５８ Ｐ５１９ 図１４９－３４ 緑泥石岩

５０９ Ｐ５１６ 図１４４－３１ 緑色凝灰岩 ５５９ Ｐ５１９ 図１４９－３５ 緑泥石岩

５１０ Ｐ５１６ 図１４４－３２ 緑泥石岩 自形スピネル ５６０ Ｐ５１９ 図１４９－３７ 緑泥石岩 一部赤褐色

５１１ Ｐ５１６ 図１４４－３３ 緑泥石岩 ５６１ Ｐ５１９ 図１４９－３８ 緑泥石岩

５１２ Ｐ５１６ 図１４４－３４ 緑泥石岩 ５６２ Ｐ５１９ 図１４９－３９ 緑泥石岩

５１３ Ｐ５１６ 図１４４－３５ 緑泥石岩 ５６３ Ｐ５１９ 図１４９－４０ 緑泥石岩

５１４ Ｐ５１６ 図１４４－３６ 緑泥石岩 淡緑色．自形スピネル ５６４ Ｐ５１９ 図１４９－４２ 緑泥石岩 淡緑色

５１５ Ｐ５１６ 図１４４－３７ 緑泥石岩 自形スピネル．輝石？ ５６５ Ｐ５１９ 図１４９－４１ 緑泥石岩

５１６ Ｐ５１６ 図１４４－３８ 緑泥石岩 ５６６ Ｐ５１９ 図１４９－２９ 緑泥石岩

５１７ Ｐ５１６ 図１４４－３９ 緑泥石岩 ５６７ Ｐ５１９ 図１４９－６８ 緑泥石岩

５１８ Ｐ５１６ 図１４４－４０ 緑泥石岩 ５６８ Ｐ５５３ 図１６４－４８ 緑泥石岩 淡緑色

５１９ Ｐ５１６ 図１４４－４１ 緑泥石岩 ５６９ Ｐ５５３ 図１６４－４９ 緑泥石岩

５２０ Ｐ５１６ 図１４４－４２ 緑泥石岩 自形スピネル ５７０ Ｐ５５３ 図１６４－５０ 緑泥石岩

５２１ Ｐ５１６ 図１４４－４３ 緑泥石岩 輝石？ ５７１ Ｐ５５３ 図１６４－５１ 緑泥石岩

５２２ Ｐ５１６ 図１４４－４４ 緑泥石岩 自形スピネル ５７２ Ｐ５５３ 図１６４－５２ 緑泥石岩 淡緑色．タルク（光る）

５２３ Ｐ５１６ 図１４４－４５ 緑泥石岩 ５７３ Ｐ５５３ 図１６４－５３ 緑泥石岩 自形スピネル．暗緑色

５２４ Ｐ５１６ 図１４４－４６ 緑泥石岩 自形スピネル ５７４ Ｐ５５３ 図１６４－５４ 緑泥石岩 自形スピネル．暗緑色脈

５２５ Ｐ５１６ 図１４４－４７ 緑泥石岩 ５７５ Ｐ５５３ 図１６４－５５ 緑泥石岩

５２６ Ｐ５１６ 図１４４－４８ 緑泥石岩 ５７６ Ｐ５５３ 図１６４－１６ 緑泥石岩 白っぽい．自形スピネル

５２７ Ｐ５１６ 図１４４－４９ 緑泥石岩 ５７７ Ｐ５５３ 図１６４－１７ 緑泥石岩

５２８ Ｐ５１６ 図１４４－５０ 緑泥石岩 ５７８ Ｐ５５３ 図１６４－１８ 緑泥石岩 暗緑／灰白．自形スピネル

５２９ Ｐ５１６ 図１４４－５１ 緑泥石岩 ５７９ Ｐ５５３ 図１６４－１９ 緑泥石岩 自形スピネル．暗緑色

５３０ Ｐ５１９ 図１４９－６５ 緑泥石岩 ５８０ Ｐ５５３ 図１６４－３５ 緑泥石岩 淡緑色．タルク含む

５３１ Ｐ５１９ 図１４９－６３ 緑色凝灰岩 ５８１ Ｐ５５３ 図１６４－３４ 緑泥石岩 一部淡緑色．タルク含む

５３２ Ｐ５１９ 図１４９－６６ 緑泥石岩 自形スピネル ５８２ Ｐ５５３ 図１６４－３３ 緑泥石岩 淡緑色．タルク含む

５３３ Ｐ５１９ 図１４９－２４ 凝灰質泥岩 ５８３ Ｐ５５３ 図１６４－３２ 緑泥石岩 淡緑色

５３４ Ｐ５１９ 図１４９－６１ 緑色凝灰岩 ５８４ Ｐ５５３ 図１６４－１ 緑泥石岩 タルク含む．自形スピネル

５３５ Ｐ５１９ 図１４９－６０ 緑泥石岩 ５８５ Ｐ５５３ 図１６４－２ 緑泥石岩 淡緑色．タルク含む

５３６ Ｐ５１９ 図１４９－５９ 緑泥石岩 ５８６ Ｐ５５３ 図１６４－３ 緑泥石岩 淡緑色

５３７ Ｐ５１９ 図１４９－５８ 緑泥石岩 自形スピネル ５８７ Ｐ５５３ 図１６４－４ 緑泥石岩 淡緑色．自形スピネル．タルク

５３８ Ｐ５１９ 図１４９－６４ 緑泥石岩 ５８８ Ｐ５５３ 図１６４－５ 緑泥石岩 淡緑色

５３９ Ｐ５１９ 図１４９－６２ 緑泥石岩 ５８９ Ｐ５５３ 図１６４－６ 緑泥石岩

５４０ Ｐ５１９ 図１４９－４８ コハク ５９０ Ｐ５５３ 図１６４－７ 緑泥石岩 淡緑色．タルク含む

５４１ Ｐ５１９ 図１４９－４７ 緑泥石岩 自形スピネル ５９１ Ｐ５５３ 図１６４－８ 緑泥石岩 淡緑色

５４２ Ｐ５１９ 図１４９－２５ 緑泥石岩 自形スピネル．赤褐色化 ５９２ Ｐ５５３ 図１６４－９ 緑泥石岩 淡緑色

５４３ Ｐ５１９ 図１４９－６９ 凝灰質泥岩 ５９３ Ｐ５５３ 図１６４－１０ 緑泥石岩

５４４ Ｐ５１９ 図１４９－２７ 緑泥石岩 自形スピネル ５９４ Ｐ５５３ 図１６４－１１ 緑泥石岩 自形スピネル．タルク

５４５ Ｐ５１９ 図１４９－５７ 緑泥石岩 ５９５ Ｐ５５３ 図１６４－１２ 緑泥石岩

５４６ Ｐ５１９ 図１４９－５６ 緑泥石岩 ５９６ Ｐ５５３ 図１６４－１３ 緑泥石岩 自形スピネル

５４７ Ｐ５１９ 図１４９－５５ 緑泥石岩 ５９７ Ｐ５５３ 図１６４－２０ 緑泥石岩 淡緑色

５４８ Ｐ５１９ 図１４９－５４ 緑泥石岩 自形スピネル ５９８ Ｐ５５３ 図１６４－２８ 緑泥石岩 淡緑色．タルク

５４９ Ｐ５１９ 図１４９－５３ 緑泥石岩 自形スピネル ５９９ Ｐ５５３ 図１６４－３１ 緑泥石岩 自形スピネル

５５０ Ｐ５１９ 図１４９－５２ 緑泥石岩 自形スピネル ６００ Ｐ５５３ 図１６４－３０ 緑泥石岩 淡緑色

第１表� 玉類の鑑定結果

注：「緑泥石岩」は蛇紋岩質緑泥石岩（蛇紋岩起源の緑泥石岩）
※蛍光Ｘ線分析 ※※：エネルギー分散法EPMA分析（EDS分析）

Ⅴ 自然科学的手法による分析
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番号 遺構番号 遺物番号 岩石名 備 考 番号 遺構番号 遺物番号 岩石名 備 考

６０１ Ｐ５５３ 図１６４－２９ 緑泥石岩 自形スピネル．淡緑色 ６５１ Ｐ５５４ 図１６６－７６ 緑泥石岩 自形スピネル

６０２ Ｐ５５３ 図１６４－１４ 緑泥石岩 ６５２ Ｐ５５４ 図１６６－７５ 緑泥石岩 自形スピネル

６０３ Ｐ５５３ 図１６４－１５ 緑泥石岩 自形スピネル ６５３ Ｐ５５４ 図１６６－７３ 緑泥石岩

６０４ Ｐ５５３ 図１６４－４７ 緑泥石岩 自形スピネル ６５４ Ｐ５５４ 図１６６－７４ 緑泥石岩

６０５ Ｐ５５３ 図１６４－４６ 緑泥石岩 自形スピネル ６５５ Ｐ５５４ 図１６６－７２ 緑泥石岩

６０６ Ｐ５５３ 図１６４－４５ 緑泥石岩 自形スピネル ６５６ Ｐ５５４ 図１６６－７１ 緑泥石岩 自形スピネル

６０７ Ｐ５５３ 図１６４－４４ 緑泥石岩 自形スピネル ６５７ Ｐ５５４ 図１６６－７０ 緑泥石岩 自形スピネル

６０８ Ｐ５５３ 図１６４－４３ 赤色変質岩 自形スピネル．蛇紋岩質 ６５８ Ｐ５５４ 図１６６－６９ 緑泥石岩

６０９ Ｐ５５３ 図１６４－４２ 緑泥石岩 ６５９ Ｐ５５４ 図１６６－６８ 緑泥石岩 自形スピネル

６１０ Ｐ５５３ 図１６４－２６ タルク 淡緑色 ６６０ Ｐ５５４ 図１６６－６７ 緑泥石岩 自形スピネル

６１１ Ｐ５５３ 図１６４－２５ タルク ６６１ Ｐ５５４ 図１６６－６６ 緑泥石岩

６１２ Ｐ５５３ 図１６４－２４ 緑泥石岩 ６６２ Ｐ５５４ 図１６６－６５ 緑泥石岩

６１３ Ｐ５５３ 図１６４－２３ 緑泥石岩 淡緑色 ６６３ Ｐ５５４ 図１６６－６４ 緑泥石岩 自形スピネル

６１４ Ｐ５５３ 図１６４－２２ タルク 淡緑色 ６６４ Ｐ５５４ 図１６６－６３ 緑泥石岩 自形スピネル

６１５ Ｐ５５３ 図１６４－２１ 緑泥石岩 タルクの可能性もある ６６５ Ｐ５５４ 図１６６－６２ 緑泥石岩 自形スピネル

６１６ Ｐ５５３ 図１６４－２７ 緑泥石岩 ６６６ Ｐ５５４ 図１６６－６１ 緑泥石岩 風化

６１７ Ｐ５５３ 図１６４－４１ 緑泥石岩 ６６７ Ｐ５５４ 図１６６－６０ 緑泥石岩 風化

６１８ Ｐ５５３ 図１６４－４０ 緑泥石岩 ６６８ Ｐ５５４ 図１６６－５９ 緑泥石岩 自形スピネル

６１９ Ｐ５５３ 図１６４－３９ 緑泥石岩 ６６９ Ｐ５５４ 図１６６－５８ 緑泥石岩 自形スピネル

６２０ Ｐ５５３ 図１６４－３８ 緑泥石岩 ６７０ Ｐ５５４ 図１６６－５７ 緑泥石岩 自形スピネル

６２１ Ｐ５５３ 図１６４－３７ 緑泥石岩 ６７１ Ｐ５５４ 図１６６－５６ 緑泥石岩 自形スピネル

６２２ Ｐ５５３ 図１６４－３６ 緑泥石岩 自形スピネル ６７２ Ｐ５５４ 図１６６－５５ 緑泥石岩

６２３ Ｐ５５４ 図１６６－９３ 緑泥石岩 ６７３ Ｐ５５４ 図１６６－５４ 緑泥石岩

６２４ Ｐ５５４ 図１６６－９４ タルク 自形スピネル ６７４ Ｐ５５４ 図１６６－５３ 緑泥石岩

６２５ Ｐ５５４ 図１６６－９１ 緑泥石岩 黄褐色 ６７５ Ｐ５５４ 図１６６－５２ 緑泥石岩 自形スピネル．風化

６２６ Ｐ５５４ 図１６６－９０ 緑泥石岩 黄褐色 ６７６ Ｐ５５４ 図１６６－５１ 緑泥石岩 自形スピネル（多い）．風化

６２７ Ｐ５５４ 図１６６－９２ 緑泥石岩 黄褐色 ６７７ Ｐ５５４ 図１６６－５０ 緑泥石岩

６２８ Ｐ５５４ 図１６６－１０ 緑泥石岩 ６７８ Ｐ５５４ 図１６６－４９ 緑泥石岩 鉱物各種含む

６２９ Ｐ５５４ 図１６６－９５ 緑泥石岩 自形スピネル？ ６７９ Ｐ５５４ 図１６６－４８ 緑泥石岩 自形スピネル．風化

６３０ Ｐ５５４ 図１６６－１１ 緑泥石岩 黄褐色 ６８０ Ｐ５５４ 図１６６－４７ 緑泥石岩

６３１ Ｐ５５４ 図１６６－１２ 緑泥石岩 自形スピネル？ ６８１ Ｐ５５４ 図１６６－４６ 緑泥石岩 自形スピネル

６３２ Ｐ５５４ 図１６６－１３ 緑泥石岩 ６８２ Ｐ５５４ 図１６６－４５ 緑泥石岩

６３３ Ｐ５５４ 図１６６－１４ 緑泥石岩 ６８３ Ｐ５５４ 図１６６－４４ 緑泥石岩 淡緑色

６３４ Ｐ５５４ 図１６６－１５ 緑泥石岩 ６８４ Ｐ５５４ 図１６６－４３ 緑泥石岩 自形スピネル．淡緑色

６３５ Ｐ５５４ 図１６６－１６ 緑泥石岩 黄褐色 ６８５ Ｐ５５４ 図１６６－４２ 緑泥石岩 自形スピネル

６３６ Ｐ５５４ 図１６６－１７ 緑泥石岩 黄褐色 ６８６ Ｐ５５４ 図１６６－４１ 緑泥石岩 自形スピネル

６３７ Ｐ５５４ 図１６６－２７ 緑泥石岩 ６８７ Ｐ５５４ 図１６６－４０ 緑泥石岩

６３８ Ｐ５５４ 図１６６－３１ 緑泥石岩 黄褐色 ６８８ Ｐ５５４ 図１６６－３８ 緑泥石岩

６３９ Ｐ５５４ 図１６６－３２ 緑泥石岩 ６８９ Ｐ５５４ 図１６６－３７ 緑泥石岩 自形スピネル

６４０ Ｐ５５４ 図１６６－３０ 緑泥石岩 黄褐色 ６９０ Ｐ５５４ 図１６６－３６ 緑泥石岩

６４１ Ｐ５５４ 図１６６－２５ 緑泥石岩 黄褐色 ６９１ Ｐ５５４ 図１６６－３５ 緑泥石岩 自形スピネル

６４２ Ｐ５５４ 図１６６－２３ 緑泥石岩 黄褐色 ６９２ Ｐ５５４ 図１６６－３４ 緑泥石岩 自形スピネル

６４３ Ｐ５５４ 図１６６－２４ 緑泥石岩 黄褐色 ６９３ Ｐ５５４ 図１６６－８９ 緑泥石岩

６４４ Ｐ５５４ 図１６６－１８ 緑泥石岩 黄褐色 ６９４ Ｐ５５４ 図１６６－８７ 緑泥石岩 自形スピネル

６４５ Ｐ５５４ 図１６６－２０ 緑泥石岩 黄褐色 ６９５ Ｐ５５４ 図１６６－８６ 緑泥石岩 淡緑色．自形スピネル

６４６ Ｐ５５４ 図１６６－１９ 緑泥石岩 黄褐色 ６９６ Ｐ５５４ 図１６６－８５ タルク

６４７ Ｐ５５４ 図１６６－２１ 緑泥石岩 黄褐色 ６９７ Ｐ５５４ 図１６６－８４ 緑泥石岩

６４８ Ｐ５５４ 図１６６－２２ 緑泥石岩 黄褐色 ６９８ Ｐ５５４ 図１６６－８２ タルク 自形スピネル

６４９ Ｐ５５４ 図１６６－９ 緑泥石岩 ６９９ Ｐ５５４ 図１６６－８１ タルク

６５０ Ｐ５５４ 図１６６－７７ 緑泥石岩 自形スピネル ７００ Ｐ５５４ 図１６６－８３ 赤色変質岩 自形スピネル．蛇紋岩質

第１表� 玉類の鑑定結果

注：「緑泥石岩」は蛇紋岩質緑泥石岩（蛇紋岩起源の緑泥石岩）
※蛍光Ｘ線分析 ※※：エネルギー分散法EPMA分析（EDS分析）

―２２８―



番号 遺構番号 遺物番号 岩石名 備 考 番号 遺構番号 遺物番号 岩石名 備 考

７０１ Ｐ５５４ 図１６６－８０ 緑泥石岩 ７２６ Ｐ７８７ 図２４９－１３ タルク

７０２ Ｐ５５４ 図１６６－８８ 緑泥石岩 ７２７ Ｐ７８７ 図２４９－１４ 緑泥石岩 暗緑色

７０３ Ｐ５５４ 図１６６－２６ 緑泥石岩 黄褐色 ７２８ Ｐ７８７ 図２４９－１５ 緑泥石岩 暗緑色

７０４ Ｐ５５４ 図１６６－２９ 緑泥石岩 黄褐色 ７２９ Ｐ７８７ 図２４９－１６ 緑泥石岩

７０５ Ｐ５５４ 図１６６－２８ 緑泥石岩 自形スピネル ７３０ Ｐ７８７ 図２４９－１７ 緑泥石岩

７０６ Ｐ５５４ 図１６６－３９ 緑泥石岩 自形スピネル ７３１ Ｐ７８７ 図２４９－５７ 緑泥石岩 自形スピネル

７０７ Ｐ５５４ 図１６６－７８ 緑泥石岩 ７３２ Ｐ７８７ 図２４９－５６ 緑泥石岩

７０８ Ｐ５５４ 図１６６－７９ 緑泥石岩 自形スピネル ７３３ Ｐ７８７ 図２４９－４２ タルク

７０９ Ｐ５５４ 図１６６－３３ 緑泥石岩 自形スピネル ７３４ Ｐ７８７ 図２４９－４１ 緑泥石岩 自形スピネル

７１０ Ｐ５５４ 図１６６－８ 緑泥石岩 ７３５ Ｐ７８７ 図２４９－４０ 緑泥石岩

７１１ Ｐ７５４ 図２３６－４ ヒスイ？ 要分析．鮮緑色．自形スピネル ７３６ Ｐ７８７ 図２４９－２９ 緑泥石岩 自形スピネル

７１２ Ｐ７８１ 図２４７－２１ 緑泥石岩 淡緑色 ７３７ Ｐ７８７ 図２４９－３０ 緑泥石岩 自形スピネル

７１３ Ｐ７８１ 図２４７－２２ 緑泥石岩 淡緑色．自形スピネル ７３８ Ｐ７８７ 図２４９－３１ 緑泥石岩 自形スピネル

７１４ Ｐ７８１ 図２４７－２３ 緑泥石岩 自形スピネル ７３９ Ｐ７８７ 図２４９－３９ 緑泥石岩

７１５ Ｐ７８１ 図２４７－３１ 緑泥石岩 自形スピネル？ ７４０ Ｐ７８７ 図２４９－３８ タルク 自形スピネル

７１６ Ｐ７８１ 図２４７－２４ 緑泥石岩 自形スピネル ７４１ Ｐ７８７ 図２４９－３７ 緑色凝灰岩

７１７ Ｐ７８１ 図２４７－２５ 緑泥石岩 自形スピネル ７４２ Ｐ７８７ 図２４９－３２ 緑泥石岩 自形スピネル

７１８ Ｐ７８１ 図２４７－２６ 緑泥石岩 ７４３ Ｐ７８７ 図２４９－３３ 緑泥石岩 白色鉱物．縞状沈澱

７１９ Ｐ７８１ 図２４７－２７ 緑泥石岩 自形スピネル ７４４ Ｐ８１５ 図２５８－１ 緑泥石岩

７２０ Ｐ７８１ 図２４７－２８ 緑泥石岩 暗緑色脈あり ７４５ Ｐ８１５ 図２５８－３ 緑泥石岩 自形スピネル

７２１ Ｐ７８１ 図２４７－３０ 緑泥石岩 自形スピネル ７４６ Ｐ８１５ 図２５８－２ 緑泥石岩 自形スピネル

７２２ Ｐ７８１ 図２４７－２９ 緑泥石岩 淡緑色．自形スピネル ７４７ Ｐ８１５ 図２５８－７ 緑泥石岩 風化

７２３ Ｐ７８７ 図２４９－１ 緑泥石岩 自形スピネル ７４８ Ｐ８１５ 図２５８－４ 緑色凝灰岩

７２４ Ｐ７８７ 図２４９－２ 緑泥石岩 自形スピネル ７４９ Ｐ８１５ 図２５８－６ ヒスイ

７２５ Ｐ７８７ 図２４９－１２ 緑泥石岩 ７５０ Ｐ８１５ 図２５８－５ 緑色凝灰岩

Ｐ４０２ ３ 緑泥石岩

第１表� 玉類の鑑定結果

注：「緑泥石岩」は蛇紋岩質緑泥石岩（蛇紋岩起源の緑泥石岩）
※蛍光Ｘ線分析

� 全岩化学分析

�－１ 分析装置及び分析条件

分析には北海道教育大学札幌校のフィリップス社製蛍光Ｘ線分析装置MagiXを使用した。各元素の

測定条件を第２－１表に示す。Ｘ線管球はエンドウィンドウ型のＲｈ管球を用いた。測定環境はヘリ

ウム環境中で測定している。測定時間は一試料につき約２３分である。

試料及び定量操作：試料は未処理のものをそのまま測定試料とした。試料測定用プラスチック製カ

ップに、一重のポリプロピレンフィルムを装着し、試料を入れた。中の試料が動かないようにフタを

して、金属ホルダーに入れ試料室にセットし測定を行った。定量分析はフィリップス社製のソフト

ＩＱ＋を用いファンダメンタルパラメータ法（ＦＰ法）によって行った。

なお、本装置では、Na‐Uの元素が定量可能であり、Ｃ、Ｎ、Ｏといった軽元素は検出できない。

本試料の測定で用いたＦＰ法は、標準試料を用いた検量線法とは異なり、分析線の強度が試料の組

成と基礎的定数（ファンダメンタルパラメータ）の関数として記述できるという考え方を基礎とした

理論計算法である。この方法は、出所不明の未知試料の分析や、試料の形状・重量に関係なく前処理

なしで定量できるメリットがある。

Ⅴ 自然科学的手法による分析

―２２９―



Analytical element
Crystal Detector kV mA

Angle

（°２θ）

Counting time

（ｓ）Kα Lα

１ Mo-Pr LiF２００ Scint. ６０ ５０ ９．５－２１ １１５

２ Zn-Mo Re-Am LiF２２０ Scint. ６０ ５０ ２７．５－６２ ３４５

３ V-Cu Pr-W LiF２２０ Duplex ５０ ６０ ６１－１２６ ６５０

４ K-V In-Ce LiF２００ Flow ２４ １２５ ７６－１４６ １７５

５ P-Cl Zr-Ru Ge１１１ Flow ２４ １２５ ９１－１４６ ２２

６ Si-Si Rb-Sr PE００２ Flow ２４ １２５ １００－１１５ ５

７ Al-Al Br-Br PE００２ Flow ２４ １２５ １３０－１４７．０４ ５．６８

８ Na-Mg Zn-Se PX１ Flow ２４ １２５ ２０－３０．０５ ２．６８

第２－１表 各元素の測定条件

Scint．；；シンチレーション検出器
Duplex；ガスフロー検出器とXeシールド型のタンデム型検出器
Flow；ガスフロー検出器

試料番号 Ｐ３９８－No．４０ Ｐ４１２－No．１６ Ｐ４３２－No．６ Ｐ４３９－No．２３ Ｐ４３９－No．１６ Ｐ４８０－No．４ Ｐ５０９－No．１７ Ｐ５０９－No．１２

岩石名 緑泥石岩
タルク化

蛇紋岩
ジャスパー 緑泥石岩 緑泥石岩 タルク 緑泥石岩 緑泥石岩

酸化物・

元素

（重量％）

SiO２ ４１．７２ ５９．５０ ９３．８６ ４２．２７ ３９．８７ ６２．８１ ３９．７３ ６０．６７

TiO２ ０．０７ ０．１１ ０．２２

Al２O３ １９．８３ ４．３５ ３．１７ ２０．５８ ２０．２０ ０．９４ １９．９１ ２２．６９

Fe２O３ ５．６２ ７．８０ ０．５３ ６．４２ ５．５１ ４．７４ ５．６２ １３．５７

MnO ０．１３ ０．２４ ０．０７ ０．１６ ０．２８

MgO ３０．９７ ２４．２８ ０．４９ ２６．０１ ３０．７９ ３０．７９ ３２．２４

CaO ０．１２ ０．１６ ０．１３ １．００ ０．５１ ０．２８

Na２O ０．６４

K２O ０．１５ ０．５０ ０．２１ ０．０６

P２O５ １．０７ ２．０６ ０．９６ ２．６４ ２．４３ ０．２４ １．３７ １．１８

Ni ０．３６９２６ ０．４３４１６ ０．０７０９６ ０．５２７３７ ０．３０３９５ ０．４９１２３ ０．３４１８７ ０．６９４８７

Cr ０．１３２１９ ０．１８９０６ ０．１１８３８ ０．０４４３２ ０．６１５４５ ０．２７４２１

SO２ ０．０７３６７ ０．１２８７ ０．１０５２９ ０．１４９４ ０．０６５９ ０．１４００５

Zn ０．０２５６１ ０．０７０４３ ０．０２４０１

Cl ０．１１６９１

第２－２表 全岩化学分析値

注：合計を１００％にノーマライズして示す
・「緑泥石岩」はすべて蛇紋岩に由来する緑泥石岩（蛇紋岩質緑泥石岩）
・タルク：滑石 ジャスパー：碧玉

�－２ 分析結果

肉眼鑑定を行った試料から８試料について全岩化学分析を行った。結果を第２－２表に示す。この

表の上部には肉眼鑑定と分析値から考えられる岩石名を示した。

―２３０―



� 鉱物の化学分析

�－１ 分析方法

構成鉱物の化学分析は、走査型電子顕微鏡とそれに付設のエネルギー分散型Ｘ線分析装置によっ

た。装置は北海道教育大学札幌校の電子顕微鏡（JEOL JSM-T３３０A）に付設したLink社製QX２００Jであ

る。加速電圧は１５kV、補正はZAF補正によった。試料は前処理として、炭素蒸着を行った。これは

非導電性試料に炭素を真空蒸着することによって電子線照射による試料面の帯電を防ぐ効果がある。

この炭素膜は測定後アセトンやアルコールにて容易に取り除くことができる。電子線は最小領域２～

３ミクロンまで絞り込むことができ、試料中鉱物の微小領域の化学分析が可能である。電子線照射に

よって発生する元素特有の波長を示す固有Ｘ線を検出することによって元素の定性・定量分析を行う

が、正確な定量分析を行うためには、試料表面を平滑にする必要がある。今回の分析試料の多くは穿

孔されたリング状形態をもっているが、測定にあたっては、出来るだけ平滑な部分を選んで行った。

合計重量が１００％近くにならない場合が多いが、分析結果から推定される予想鉱物の理想化学式との

対応は概ね良い（第３－１～第３－３表）。

�－２ 分析結果

鉱物分析が必要と考えられる３試料（Ｐ４３９－No．２８、Ｐ５１０－No．７、Ｐ４３２－No．２３）について、

各２～６点の分析を行った。結果を第３－１～第３－３表に示す。各表には肉眼鑑定と鉱物分析から

考えられる岩石名と鉱物名を示した。

第３－１図には蛇紋岩（緑泥石岩

化：Ｐ５１０－No．７）の組成像を示す。

緑泥石が多量に生成しているが、Alに

乏しい蛇紋石が不均質に残存してい

る。

また第３－２図にはヒスイ（ひすい

輝石岩：Ｐ４３２－No．２３）の組成像を

示す。Naに富みCaに乏しいひすい輝

石と、Naに乏しくCaに富むオンファ

ス輝石が入り混じって成長している。

第３－１表 緑泥石岩の鉱物分析値

P４３９－No．２８（蛇紋岩質）緑泥石岩

１－１（１００） １－１ １－２（１００） １－２

鉱物名 緑泥石 緑泥石 緑泥石 緑泥石

SiO２ ３７．９９ ２５．１４ ３９．３３ ２６．５７

TiO２ ０．０２ ０．０１ ０．１０ ０．０７

Al２O３ ２４．１０ １５．９５ ２３．４３ １５．８２

Cr２O３ ０．１７ ０．１２

FeO ４．９７ ３．２９ ４．８２ ３．２６

MnO ０．１０ ０．０６

MgO ３１．１６ ２０．６２ ３０．９９ ２０．９４

CaO ０．９０ ０．５９ ０．８６ ０．５８

Na２O ０．７３ ０．４８ ０．４５ ０．３０

K２O ０．０７ ０．０５ ０．０２ ０．０１

total １００．０３ ６６．２０ １００．１７ ６７．６６

Si ６．２２１ ６．２２１ ３．２０４ ３．２０４

Ti ０．００３ ０．００３ ０．００６ ０．００６

Al ４．６５１ ４．６５１ ２．２４９ ２．２４９

Cr ０．０１１ ０．０１１

Fe ０．６８１ ０．６８１ ０．３２９ ０．３２９

Mn ０．０１４ ０．０１４

Mg ７．６０７ ７．６０７ ３．７６３ ３．７６３

Ca ０．１５７ ０．１５７ ０．０７５ ０．０７５

Na ０．２３１ ０．２３１ ０．０７１ ０．０７１

K ０．０１６ ０．０１６ ０．００２ ０．００２

O １４ １４ １４ １４

１－１，１－２ともに左側（１００）は右側の分析値を１００％にノーマライズした値．

Ⅴ 自然科学的手法による分析
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P５１０－No．７ 蛇紋岩（緑泥石岩化）

２－１ ２－２ ２－３ ２－４ ２－５ ２－６ ２－７

鉱物名 スピネル 蛇紋石 緑泥石 蛇紋石 緑泥石 スピネル スピネル

SiO２ ０．８１ ４８．９５ ４４．７２ ４９．７５ ４３．２９ ０．３７ ０．６４

TiO２ ０．１１ ０．０１ ０．０３ ０．２５ ０．０２

Al２O３ ８．３０ ２．７０ １７．８２ ０．７４ １８．４５ ９．７８ ４．２８

Cr２O３ ４０．９６ ０．４２ ０．４３ ０．０８ ５９．００ ６８．７５

FeO １５．７５ ２．１３ ６．９７ ３．０９ ６．８８ ２２．０２ ２３．４５

MnO ０．５６ ０．０３ ０．２９ ０．３６ １．３９ ０．４０

MgO ５．１６ ４４．９３ ２９．８１ ４５．０６ ２９．９２ ７．０７ ２．０８

CaO ０．００３ ０．１６ ０．１１ ０．０３ ０．０９

Na２O ０．３８ ０．８３ ０．６１ １．０５ ０．５４ ０．４４ ０．２９

K２O ０．０３ ０．０８ ０．２０ ０．０２

total ７２．０６ １００．０１ １００．４２ １００．３１ １００．００ １００．０９ １００．０１

Si ０．２９８ ３．９６７ ３．６４４ ４．０５３ ３．５４４ ０．０９９ ０．１７９

Ti ０．０３２ ０．００１ ０．００２ ０．０１５ ０．００５

Al ３．６０８ ０．２５８ １．７１１ ０．０７１ １．７８１ ３．１１４ １．４１８

Cr １１．９４７ ０．０２７ ０．０２７ ０．００５ １２．６０３ １５．２８０

Fe ４．８５９ ０．１４４ ０．４７５ ０．２１０ ０．４７１ ４．９７４ ５．５１４

Mn ０．１７６ ０．００２ ０．０２０ ０．０２５ ０．３１９ ０．０９５

Mg ２．８３８ ５．４２７ ３．６２０ ５．４７２ ３．６５１ ２．８４６ ０．８７１

Ca ０．０００３ ０．０１４ ０．００９ ０．００２ ０．０２８

Na ０．２７０ ０．１３０ ０．０９７ ０．１６５ ０．０８６ ０．２３２ ０．１６１

K ０．０１５ ０．００９ ０．０２１ ０．００７

O ３２ １４ １４ １４ １４ ３２ ３２

P４３２－No．２３ ヒスイ

７－１ ７－２ ７－３ ７－４ ７－５ ７－６

鉱物名 ヒスイ輝石 オンファス輝石 ゾイサイト ゾイサイト ヒスイ輝石 ヒスイ輝石

SiO２ ５９．３９ ４９．０８ ４５．４５ ４２．１８ ５５．１３ ５８．７３

TiO２ ０．１９ １．７０ ０．１１

Al２O３ ２５．７７ ２３．４１ ２６．８４ ２６．８０ ２５．６２ ２４．８７

Cr２O３ ０．１７ ０．０２ ０．０１ ０．０３ ０．１６

FeO ０．０１ １．７８ ０．１０ １．０６ ０．６９ ０．３８

MnO ０．１３ ０．１１ ０．２７

MgO ０．５７ １．２３ ０．３０ ０．５６ ０．４１ ０．９４

CaO ０．６６ ６．１７ ２６．８０ ２７．６６ ６．１３ １．４０

Na２O １３．３４ ９．８２ ０．１０ ０．９１ １０．９７ １３．５８

K２O ６．５３ ０．１２ １．０１ １．０１ ０．０７

total １００．０６ １００．００ １００．０１ １００．１９ １００．０８ １００．１３

Si １．９８９ １．７７４ ３．４９５ ３．３３７ １．８９３ １．９８１

Ti ０．００５ ０．０４６ ０．００３

Al １．０１７ ０．９９７ ２．４４８ ２．４９８ １．０３７ ０．９８９

Cr ０．００５ ０．００２ ０．０００４ ０．００１ ０．００４

Fe ０．０００３ ０．０５４ ０．００７ ０．０６９ ０．０２０ ０．０１１

Mn ０．００４ ０．００３ ０．０１７

Mg ０．０２８ ０．０６６ ０．０３５ ０．０６７ ０．０２１ ０．０４７

Ca ０．０２４ ０．２３９ ２．２２１ ２．３４２ ０．２２６ ０．０５０

Na ０．８６６ ０．６８８ ０．００８ ０．１３９ ０．７３０ ０．８８８

K ０．３０１ ０．０１３ ０．１０２ ０．０４４ ０．００３

O ６ ６ １３ １３ ６ ６

第３－２表 蛇紋岩の鉱物分析値

分析値は１００％にノーマライズ．

第３－３表 ヒスイの鉱物分析値

分析値は１００％にノーマライズ．

―２３２―
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� 考 察

�－１ 玉類の岩石種

蛇紋岩に由来する岩石

１）緑泥石岩について

「緑泥石岩」としたものは、すべて蛇紋岩質緑泥石岩で、今回鑑定した資料の実に９１％

（６８３／７５０）を占める。すべて蛇紋岩起源であるが、一部蛇紋岩を不均質に残す資料がある

ものの、大部分が緑泥石の集合に交代された岩石である。主として自形、一部半自形のスピ

ネル（尖晶石）を含むので、さらに前はダンかんらん岩質のかんらん岩であったと考えられ

る。まれに、輝石かんらん岩であったと考えられるものも含む。蛇紋石を残す資料（例え

ば、試料Ｐ５１０－No．７）は、岩石組織や色調からみて、おそらくアンチゴライトが主体であ

る。したがって、この緑泥石岩はダンかんらん岩（一部輝石かんらん岩）→アンチゴライト

質蛇紋岩→緑泥石岩という過程をたどって生成したものであると考えられる。

２）タルク化蛇紋岩について

不均質な灰白色の斑点を伴う岩石で、やはり主として自形～半自形のスピネルを含む（例

えば、試料Ｐ４１２－No．１６）。一部に輝石であったと考えられる仮像を含む。蛇紋岩が不均質

にタルク（滑石）化を受けた岩石である。タルク化蛇紋岩は７５０資料中２４資料（３．２％）含ま

れている。

３）タルクについて

灰白色または帯緑灰白色で、後者は透明感がある。前者はタルクの微細結晶集合体、後者

は粗粒結晶集合体と考えられる。しばしば、自形のスピネルを含むことから、やはり蛇紋岩

起源である（例えば、試料Ｐ４８０－No．４）。７５０資料中タルクは１０資料（１．３％）含まれてい

る。

４）蛇紋岩質赤色変質岩

蛇紋岩起源の赤褐色の変質岩が７５０資料中２資料あった（０．３％）。

ヒスイ（ひすい輝石岩）

灰白色および鮮やかな淡緑色～緑色、半透明の鉱物の集合体である。灰白色の鉱物はひす

い輝石で、緑色の鉱物はオンファス輝石である（試料Ｐ４３２－No．２３）。ヒスイは７５０資料中

３（ないし４）資料（０．４～０．５％）である。

緑色凝灰岩

帯緑灰色を呈し、不均質で複数種の粒状鉱物と基質からなる。今回は分析を行っていない

が、弱い珪化作用を受けて、やや珪酸分（Si）が多くなっていそうなものや、沸石が生成し

ているものがありそうである。中新世のグリーンタフ地域に分布する岩石である。緑色凝灰

岩は７５０資料中５資料（０．７％）である。

ジャスパー

淡緑色または帯褐灰色で微細結晶からなる、ち密均質の場合と、不均質な火砕岩様の組織

を示すものがある。中－古生代の付加体に含まれる岩石のようには変形組織が発達していな

いので、第三紀以降などの非変形の細粒火砕岩（凝灰岩）が、熱水変質作用を受けて珪酸分

に著しく富むようになったものであろう（試料Ｐ４３２－No．６はSiO２＝９４％）。ジャスパーは

７５０資料中２（ないし３）資料（０．３～０．４％）である。

―２３４―



コハク

コハク製の玉が１資料認められた（Ｐ５１９－No．４８）。

その他

その他、凝灰岩やロジン岩？製の玉が少量含まれる。

�－２ 玉類の由来

蛇紋岩に由来する岩石

北海道には神居古譚帯と呼ばれる日本最大の蛇紋岩体が分布する。しかし、緑泥石岩化が

進んだ蛇紋岩体は知られていない（例えば、岡村ほか、２００３）。蛇紋岩に伴うロジン岩の反

応帯に幅数１０�以下で帯緑暗灰色の緑泥石帯が出現する（Katoh&Niida，１９８３）が、玉に使
用される緑泥石岩とは見かけがまったく異なる。すなわち今回、鑑定した蛇紋岩質緑泥石岩

は、元の蛇紋岩の組織的特徴（ち密なアンチゴライト質蛇紋岩）を残したまま、全体が緑泥

石岩化している。また、蛇紋岩組織を残したままタルク化しているもの（斑点状のタルク化

蛇紋岩）がある。これらの特徴は、蛇紋岩体が何らかの熱変成作用～Al交代作用を受けて形

成された可能性を示している。すなわち、元の蛇紋岩に比べてAlが著しく付加されている。

このような蛇紋岩は、古生代などの古い蛇紋岩の一部に存在する可能性がある。すなわち、

シベリアなどの大陸地域や、日本では糸魚川地域を含む飛騨外緑帯（青海－蓮華帯）の蛇紋

岩などである。古い時代の蛇紋岩ほど、後の時代の火成岩の貫入による影響を受けている可

能性が高いのである。

新潟県姫川地域（青海－蓮華帯）の蛇紋岩の一部に緑泥石岩化した岩体がある（大村ほ

か、１９８３）ことに注目しておきたい。

ヒスイ

今回分析した試料（Ｐ４３２－No．２３）には、ひすい輝石とオンファス輝石が共存する。糸

魚川（青海－蓮華帯）の「ひすい輝石」は近年の研究により、白色部がひすい輝石で、淡緑

色部がオンファス輝石であることが判明した（フォッサマグナミュージアム、ホームペー

ジ）。したがって、本試料は糸魚川産のひすい輝石岩である可能性が高い。

緑色凝灰岩

緑色凝灰岩は、東北～北海道の主として日本海側に広く分布するので、今のところその分

布範囲のどこかであるとしか言えないが、他の玉類と一緒に運ばれるという可能性を考える

場合、一つの束縛条件となり得る。

ジャスパー

ジャスパーも緑色凝灰岩と源岩が類似し、緑色凝灰岩より細粒の火砕岩（凝灰岩）が、よ

り強く珪化作用を受けたものであると考えられる。色調は一般に淡緑色～褐灰色で、今回は

認められていないが赤色のものが佐渡に産する（赤玉）。今回のような緑色のものは、佐渡

の他、より広く各地に産する可能性があり、産地となり得る候補地のマップづくりとサンプ

リング・分析を行うことが今後必要であろう。

コハク

コハクについては岩手県などに産地が知られているが、分析を行っておらず、ジャスパー

同様、現在のところ、産地推定の積極的根拠がない。

Ⅴ 自然科学的手法による分析
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番号
遺構

番号
グリッド 層位

点取

No.
遺物名

肉眼

鑑定
写真

EDS

分析

X線粉

末回折

１ Ｐ４３３ Ｎ－３０ 覆土 １２ 石棒 ○ ○

２ Ｐ４６３ Ｐ－３２ 覆土 ４ 石棒 ○ ○

３ Ｐ５５３ Ｒ－３９ 覆土 ５７ 石棒 ○ ○

４ Ｐ７０８ Ｓ－４８ 坑底 １ 石棒 ○ ○

５ Ｐ４９０ Ｎ－２７ 覆土 石棒片 ○ ○ ○ ○

８ Ｐ３９８ Ｒ－２８ 覆土 ５６ 玉（破片） ○ ○ ○

９ Ｐ５１１ Ｒ－２７ 覆土 ２３０ 玉（破片） ○ ○ ○

１０ Ｐ５１８ Ｒ－２９ 覆土 ７ 玉（破片） ○ ○ ○ ○

２６ Ｐ５１１ Ｒ－２７ 覆土 ２３１ 玉（未実測） ○ ○ ○ ○

２７ Ｐ４８６ Ｍ－３２ 覆土 ７６ 玉（未実測） ○ ○ ○ ○

合 計 １０ ８ ６ ６

西島松５遺跡分析試料一覧

１－３ 西島松５遺跡出土の玉・石製品の岩石学的分析（平成１９年度）

アースサイエンス株式会社

はじめに

本報告書は「石器及び玉類の岩石学的分析」についてのものです。蛍光X線（XRF）分析および電

子線マイクロアナライザ（EPMA）分析にあたっては、北海道教育大学札幌校の岡村聡教授ならびに

菅原いよ氏の御指導・御協力をいただきました。記して感謝申し上げます。

� 肉眼鑑定

西島松５遺跡出土の石製品および玉について肉眼鑑定を行った。資料の写真を図１－１に、鑑定結

果を表１－１に示す。なお、肉眼鑑定にあたっては実体鏡とルーペを併用した。
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番号 遺構
番号 グリッド 層位 点取

No. 遺物名 岩石名 備 考

１ Ｐ４３３ Ｎ－３０ 覆土 １２ 石棒 緑色凝灰岩
軽石凝灰岩が淡緑色に変質．弱い珪化作用を受
けて硬質になっている．緑色は緑泥石などが生
成しているためである．

２ Ｐ４６３ Ｐ－３２ 覆土 ４ 石棒 泥質ホルン
フェルス

黒色の泥質岩がホルンフェルス化を受けた岩石．微
細な石英や黒雲母を多量に生じる．点紋状に鉱物が
散在し，菫青石が生成していると考えられる．

３ Ｐ５５３ Ｒ－３９ 覆土 ５７ 石棒 緑色凝灰岩
軽石を含む粗粒な凝灰岩～火山礫凝灰岩が珪化
作用を受けて硬質になっている．緑色は緑泥石
などが生成しているためである．

４ Ｐ７０８ Ｓ－４８ 坑底 １ 石棒 石英片岩 泥質部薄層と石英集合部が細かく互層する片
岩．黒色片岩と石英片岩の中間的な片岩．

５ Ｐ４９０ Ｎ－２７ 覆土 石棒片 藍閃石片岩 青緑色を呈する片岩．

８ Ｐ３９８ Ｒ－２８ 覆土 ５６ 玉（破片） 緑泥石岩 スピネルを含むので蛇紋岩起源と考えられる．

９ Ｐ５１１ Ｒ－２７ 覆土 ２３０ 玉（破片） 緑泥石岩 スピネルを含むので蛇紋岩起源と考えられる．

１０ Ｐ５１８ Ｒ－２９ 覆土 ７ 玉（破片） 緑泥石岩 スピネルを含むので蛇紋岩起源と考えられる．

２６ Ｐ５１１ Ｒ－２７ 覆土 ２３１ 玉（未実測） 緑泥石岩 スピネルを含むので蛇紋岩起源と考えられる．

２７ Ｐ４８６ Ｍ－３２ 覆土 ７６ 玉（未実測） 緑泥石岩 スピネルを含むので蛇紋岩起源と考えられる．

図１－１ 資料の写真�：緑泥石岩
Ｐ４８６，Ｍ－３２，７６

表１－１ 西島松５遺跡出土の石製品および玉の肉眼鑑定結果
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１ ２ ３ ４ ５

SiO２ ３９．９９ ３９．６３ ３９．９５ ３９．２３ ３９．７３

TiO２ ０．００ ０．０３ ０．０２ ０．０４ ０．０２

Al２O３ １９．５３ １９．１０ １８．９０ １９．８１ １９．１１

FeO ３．５３ ３．７２ ３．４０ ３．６０ ３．２７

MnO ０．１６ ０．４７ ０．３２ ０．１５ ０．１４

MgO ３６．３７ ３６．２２ ３６．７５ ３６．５０ ３６．７９

CaO ０．００ ０．０７ ０．０９ ０．０８ ０．０４

Na２O ０．００ ０．３７ ０．２０ ０．３４ ０．１１

K２O ０．００ ０．０２ ０．００ ０．００ ０．１１

Cr２O３ ０．００ ０．００ ０．００ ０．０４ ０．０８

NiO ０．５９ ０．５５ ０．４２ ０．２５ ０．６１

原子比 O＝２８ ２８ ２８ ２８ ２８

Si ６．５００ ６．４７２ ６．５０８ ６．３９６ ６．４８

Ti ０．０００ ０．００４ ０．００３ ０．００５ ０．００

Al ３．７４１ ３．６７６ ３．６３０ ３．８０７ ３．６７

Fe ０．４８０ ０．５０９ ０．４６３ ０．４９１ ０．４５

Mn ０．０２２ ０．０６５ ０．０４４ ０．０２１ ０．０２

Mg ８．８１１ ８．８１５ ８．９２５ ８．８７１ ８．９４

Ca ０．０００ ０．０１２ ０．０１６ ０．０１４ ０．０１

Na ０．０００ ０．１１６ ０．０６３ ０．１０７ ０．０３

K ０．０００ ０．００５ ０．０００ ０．０００ ０．０２

Cr ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．００５ ０．０１

Ni ０．０７７ ０．０７２ ０．０５４ ０．０３３ ０．０８

Total １９．６３０ １９．７４６ １９．７０６ １９．７４８ １９．７０９

鉱物名 緑泥石 緑泥石 緑泥石 緑泥石 緑泥石

１ ２ ３ ４ ５

SiO２ ５４．１２ ５０．１８ ４６．８６ ４１．５７ ４０．６６

TiO２ ０．３５ ５．２４ ０．７９ ０．００ ０．１０

Al２O３ ２４．０８ ６．８９ １０．６１ ３８．０３ ２７．１８

FeO ９．２６ １６．０４ ２５．９２ ２．０５ ７．３４

MnO ０．６２ ０．８６ ０．３５ ０．１７ ０．４７

MgO ０．８９ ６．７６ ４．３０ ０．００ ２．５３

CaO １．４７ １１．８８ ８．０５ １７．８５ ２１．３３

Na２O ７．８０ １．３７ ２．６０ ０．００ ０．００

K２O ０．７３ ０．４３ ０．２０ ０．２５ ０．００

Cr２O３ ０．２８ ０．４４ ０．２２ ０．３６ ０．２７

NiO ０．３９ ０．００ ０．１０ ０．１６ ０．２１

原子比 O＝２４ ２４ ２４ １０ １４

Si ７．５８８ ７．５５１ ７．３１８ ２．４１６ ３．４９

Ti ０．０３７ ０．５９３ ０．０９３ ０．０００ ０．０１

Al ３．９７９ １．２２２ １．９５３ ２．６０５ ２．７５

Fe １．０８５ ２．０１８ ３．３８５ ０．１００ ０．５３

Mn ０．０７４ ０．１１０ ０．０４７ ０．００９ ０．０３

Mg ０．１８６ １．５１６ １．０００ ０．０００ ０．３２

Ca ０．２２１ １．９１５ １．３４７ １．１１１ １．９６

Na ２．１２１ ０．３９９ ０．７８７ ０．０００ ０．００

K ０．１３０ ０．０８２ ０．０３９ ０．０１８ ０．００

Cr ０．０３２ ０．０５３ ０．０２８ ０．０１６ ０．０２

Ni ０．０４４ ０．０００ ０．０１３ ０．００８ ０．０１

Total １５．４９６ １５．４６０ １６．０１１ ６．２８３ ９．１２２

鉱物名 藍閃石 鉄アクチノ
閃石

鉄アクチノ
閃石 ローソン石 パンペ

リー石

表２－１� 鉱物の分析値〔西５－５ P４９０，N－２７〕 表２－１� 鉱物の分析値〔西５－８ P３９８，５６〕

� 鉱物分析

�－１ 分析方法

構成鉱物の化学分析は、走査型電子顕微鏡とそれに付設のエネルギー分散型Ｘ線分析装置試料は

（EDS）によった。装置は北海道教育大学札幌校の電子顕微鏡（JEOL JSM-T３３０A）に付設したOxford

社製Link ISIS３００である。加速電圧は１５kV、補正はZAF補正によった。試料は前処理として、炭素蒸

着を行った。これは非導電性試料に炭素を真空蒸着することによって電子線放射による試料面の帯電

を防ぐ効果がある。この炭素膜は測定後アセトンやアルコールにて容易に取り除くことができる。電

子線は最小領域２～３ミクロンまで絞り込むことができ、試料中鉱物の微小領域の化学分析が可能で

ある。電子線放射によって発生する元素特有の波長を示す固有Ｘ線を検出することによって元素の定

性・定量分析を行うが、正確な定量分析を行うためには、試料表面を平滑にする必要がある。今回の

分析試料は穿孔されたリングの形状をもっているが、測定にあたっては、出来るだけ平滑な部分を選

んで非破壊分析を行った。合計重量が１００％近くにならない場合が多いが、分析結果から推定される

予想鉱物の理想化学式との対応は概ね良い。

�－２ 分析結果

EDSによる鉱物の分析結果を表２－１に示す。

Ⅴ 自然科学的手法による分析
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１ ２ ３ ４ ５

SiO２ ４１．１１ ４１．６２ ４０．７１ ４１．１６ ４０．５６

TiO２ ０．０４ ０．０３ ０．００ ０．００ ０．０６

Al２O３ １８．１０ １７．４６ １８．８８ １７．８５ １８．６１

FeO ４．２３ ４．６０ ３．９８ ３．７４ ４．３４

MnO ０．００ ０．００ ０．３２ ０．００ ０．００

MgO ３５．５６ ３５．１１ ３５．０５ ３６．７４ ３５．１１

CaO ０．４９ ０．５０ ０．３６ ０．３４ ０．３８

Na２O ０．２３ ０．２６ ０．２３ ０．２８ ０．２４

K２O ０．００ ０．１５ ０．０６ ０．００ ０．１２

Cr２O３ ０．００ ０．０５ ０．００ ０．００ ０．００

NiO ０．４７ ０．２４ ０．４５ ０．１８ ０．６２

原子比 ０＝ ２８ ２８ ２８ ２８ ２８

Si ６．６９４ ６．７９７ ６．６４１ ６．６８０ ６．６３

Ti ０．００５ ０．００４ ０．０００ ０．０００ ０．０１

Al ３．４７３ ３．３６０ ３．６２９ ３．４１５ ３．５９

Fe ０．５７７ ０．６２８ ０．５４４ ０．５０８ ０．５９

Mn ０．０００ ０．０００ ０．０４４ ０．０００ ０．００

Mg ８．６３２ ８．５４５ ８．５２３ ８．８８６ ８．５５

Ca ０．０８６ ０．０８８ ０．０６３ ０．０５９ ０．０７

Na ０．０７４ ０．０８２ ０．０７３ ０．０８７ ０．０８

K ０．０００ ０．０３１ ０．０１２ ０．０００ ０．０２

Cr ０．０００ ０．００６ ０．０００ ０．０００ ０．００

Ni ０．０６２ ０．０３１ ０．０５９ ０．０２３ ０．０８

Total １９．６０２ １９．５７２ １９．５８７ １９．６５６ １９．６２０

鉱物名 緑泥石 緑泥石 緑泥石 緑泥石 緑泥石

１ ２ ３ ４ ５

SiO２ ３９．６６ ３９．７１ ４０．４０ ４０．２５ ４０．８０

TiO２ ０．０９ ０．００ ０．１８ ０．００ ０．０７

Al２O３ １７．８７ １８．０２ １８．６６ １８．８９ １８．６７

FeO １２．０３ ６．７８ ５．９４ ５．４４ ５．６８

MnO ０．０４ ０．２２ ０．０９ ０．０５ ０．０５

MgO ２９．７１ ３４．７６ ３３．９２ ３４．４４ ３４．８５

CaO ０．１３ ０．１８ ０．１９ ０．０４ ０．３８

Na２O ０．００ ０．２３ ０．３４ ０．１７ ０．００

K２O ０．１３ ０．１７ ０．０９ ０．０９ ０．００

Cr２O３ ０．００ ０．０５ ０．００ ０．０８ ０．００

NiO ０．５１ ０．０１ ０．３４ ０．５８ ０．００

原子比 ０＝ ２８ ２８ ２８ ２８ ２８

Si ６．６８８ ６．５５９ ６．６３４ ６．６０４ ６．６６

Ti ０．０１１ ０．０００ ０．０２３ ０．０００ ０．０１

Al ３．５５１ ３．５０７ ３．６１１ ３．６５２ ３．５９

Fe １．６９６ ０．９３７ ０．８１６ ０．７４７ ０．７８

Mn ０．００５ ０．０３０ ０．０１２ ０．００７ ０．０１

Mg ７．４６６ ８．５５７ ８．３０２ ８．４２３ ８．４８

Ca ０．０２３ ０．０３２ ０．０３３ ０．００８ ０．０２

Na ０．０００ ０．０７４ ０．１０７ ０．０５５ ０．００

K ０．０２８ ０．０３６ ０．０１９ ０．０１９ ０．００

Cr ０．０００ ０．００７ ０．０００ ０．０１１ ０．００

Ni ０．０６９ ０．００１ ０．０４５ ０．０７６ ０．００

Total １９．５３９ １９．７４０ １９．６００ １９．６０１ １９．５３８

鉱物名 緑泥石 緑泥石 緑泥石 緑泥石 緑泥石

１ ２ ３ ４ ５

SiO２ ４０．８０ ４０．８８ ４１．３１ ４３．００ ３９．７８

TiO２ ０．００ ０．００ ０．１０ ０．２３ ０．００

Al２O３ １８．８５ １５．６３ １５．７６ １５．４０ １９．４９

FeO ３．７８ １０．２３ １０．２８ ９．８６ ２．９７

MnO ０．１６ ０．１７ ０．００ ０．００ ０．００

MgO ３６．２８ ３１．８０ ３１．７０ ３１．０１ ３７．１４

CaO ０．１９ ０．６０ ０．５２ ０．５９ ０．２１

Na２O ０．０７ ０．５３ ０．０４ ０．００ ０．２６

K２O ０．００ ０．００ ０．１０ ０．０４ ０．０３

Cr２O３ ０．００ ０．００ ０．１０ ０．００ ０．１３

NiO ０．００ ０．１９ ０．１２ ０．００ ０．２１

原子比 ０＝ ２８ ２８ ２８ ２８ ２８

Si ６．６２０ ６．８６２ ６．９１２ ７．１３７ ６．４５

Ti ０．０００ ０．０００ ０．０１３ ０．０２９ ０．００

Al ３．６０６ ３．０９３ ３．１０８ ３．０１２ ３．７２

Fe ０．５１２ １．４３６ １．４３９ １．３６９ ０．４０

Mn ０．０２２ ０．０２４ ０．０００ ０．０００ ０．００

Mg ８．７７４ ７．９５７ ７．９０５ ７．６７２ ８．９８

Ca ０．０３３ ０．１０７ ０．０９３ ０．１０５ ０．０４

Na ０．０２１ ０．１７２ ０．０１３ ０．０００ ０．０８

K ０．０００ ０．０００ ０．０２２ ０．００８ ０．０１

Cr ０．０００ ０．０００ ０．０１３ ０．０００ ０．０２

Ni ０．０００ ０．０２６ ０．０１６ ０．０００ ０．０３

Total １９．５８８ １９．６７７ １９．５３３ １９．３３２ １９．７２４

鉱物名 緑泥石 緑泥石 緑泥石 緑泥石 緑泥石

１ ２ ３ ４ ５

SiO２ ４２．３２ ４５．２７ ４１．２３ ３９．６１ ４１．８６

TiO２ ０．００ ０．００ ０．００ ０．１９ ０．０７

Al２O３ １５．４０ １０．４５ １７．２８ １８．５７ １５．８１

FeO ３．７１ ３．２９ ５．２７ ３．９３ ４．２１

MnO ０．００ ０．１１ ０．１３ ０．００ ０．２３

MgO ３８．３８ ３９．９３ ３４．９０ ３７．１３ ３７．１２

CaO ０．００ ０．０５ ０．４２ ０．１９ ０．０３

Na２O ０．３５ ０．４８ ０．６４ ０．２１ ０．２６

K２O ０．００ ０．０５ ０．０９ ０．００ ０．０１

Cr２O３ ０．００ ０．００ ０．００ ０．０５ ０．００

NiO ０．１７ ０．５７ ０．１４ ０．１７ ０．４９

原子比 ０＝ ２８ ２８ ２８ ２８ ２８

Si ６．６８３ ７．３５３ ６．７６０ ６．４６５ ６．８４

Ti ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０２３ ０．０１

Al ２．９４３ ２．００１ ３．３３９ ３．５７１ ３．０４

Fe ０．５０３ ０．４４７ ０．７２２ ０．５３６ ０．５７

Mn ０．０００ ０．０１４ ０．０１８ ０．０００ ０．０３

Mg ９．２７８ ９．６６６ ８．５２９ ９．０３２ ９．０３

Ca ０．０００ ０．００９ ０．０７４ ０．０３３ ０．００

Na ０．１０９ ０．１５２ ０．２０４ ０．０６７ ０．０８

K ０．０００ ０．０１０ ０．０１８ ０．０００ ０．００

Cr ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．００７ ０．００

Ni ０．０２２ ０．０７４ ０．０１９ ０．０２２ ０．０６

Total １９．７１９ １９．７２７ １９．６８２ １９．７５７ １９．６７７

鉱物名 緑泥石 緑泥石 緑泥石 緑泥石 緑泥石

表２－１� 鉱物の分析値〔西５－９ P５１１，２３０〕 表２－１� 鉱物の分析値〔西５－１０ P５１８，７〕

表２－１� 鉱物の分析値〔西５－２６ P５１１，２３１〕 表２－１� 鉱物の分析値〔西５－２７ P４８６，７６〕
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� Ｘ線粉末回折

�－１ Ｘ線粉末回折の方法

Ｘ線回折は、鉱物の結晶構造や結晶状態に関する情報を得るための分析方法である。結晶物質に特

性Ｘ線を照射すると、Ｘ線が結晶格子面で反射しお互いに干渉しあい、ブラッグの条件を満たす方向

に強い回折線を示す。

ブラッグの条件 ２dSinθ=nλ

θ：ブラッグ角

d：結晶粒子の面間隔

λ：Ｘ線の波長

n：反射の次数（整数）

この式により格子面間隔が求められる。面間隔は結晶物質の固有の値で回折Ｘ線の角度（２θ）と

強度を求めることにより、結晶物質の同定ができる。

Ｘ線回折にはいくつかの方法があり、鉱物の判定・定量などには粉末回折法が有効な分析方法であ

り、通常適用されている。分析装置はＸ線ディフラクトメーターが使われる。次にＸ線粉末回折装置

で分析するときの、試料調整法、測定法、試料の特徴などを述べる。

鉱物の同定

Ｘ線粉末回折による鉱物の同定は、鉱物がそれぞれ特有の回折線を与えるので、回折線の位置と強

度を、標準鉱物の回折データと比較して判定する。標準鉱物のデータベースとしてJCPDS（Joint

Committee on Powder Diffraction Standards）のPDF（Powder Data File）粉末データファイルがあり、

これを比較・対照して同定を行う。この場合、以下に述べる不定方位の回折データと比較するが、そ

れだけでは鉱物が決定できない場合があり定方位と各処理が行われる。

不定方位法

不定方位法は、最も一般的な粉末法である。粉末試料に混在する鉱物の判定や各回折線の正確な強

度の測定をするとき、広い範囲の回折角度について回折パターンを得るときなどに使われる。

試料の一部を風乾させ、鉄乳鉢で粗砕する。さらにめのう乳鉢を用いて、指先で粒子を感じない

（１０μm以下）程度まで粉砕する。粉末にした試料をアルミニュウム製試料ホルダーに圧入し測定に供

する。

含有量の推定

回折Ｘ線の強度は、結晶相物質の含有量・鉱物の種類（化学組成、結晶構造）・結晶度・粉末粒子の

形状・大きさ・方位・測定条件・混合物全体のＸ線吸収係数などによって決定される。これら主要な

要素のみについてみても鉱物の種類によって異なり、また同族の鉱物であっても異変があり、同じ結

晶面の回折強度が一定の強度を示すとは限らない。従ってＸ線回折より得られる結果は、あくまでも

定性的なものであり、量的な評価はある程度相対的なものである。

測定条件

分析は、島津製作所製XRD６０００型Ｘ線回折装置を使用した。測定条件は、Ｘ線管球Cu対陰極、カ

ウンタモノクロメータ、管電圧３０kV・管電流２０mA、スリット系：１°－０．３�－１°、走査速度２°／
min、プリセットタイム１．５sec、走査範囲不定方位２～６５°定方位２～２０°で行った。

Ⅴ 自然科学的手法による分析
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番号
サンプルNo.

Qz Pl Glc Pmp Chl
遺構名 遺構番号 点取No.

５ 西島松５ Ｐ４９０ 石棒片 ○ △ ○ △ ＋

８ 西島松５ Ｐ３９８ ５６ ○

９ 西島松５ Ｐ５１１ ２３０ △

１０ 西島松５ Ｐ５１８ ７ ○

２６ 西島松５ Ｐ５１１ ２３１ △

２７ 西島松５ Ｐ４８６ ７６ ○

表３－１ Ｘ線粉末回折結果一覧表

◎：極多量 ○：多量 △：中量 ＋：少量 －：微量 ？不確定
Qz：石英 Pl：斜長石 Glc：藍閃石 Pmp：パンペリー石 Chl：緑泥石

�－２ Ｘ線粉末回折の結果

Ｘ線粉末回折の結果を表３－１に示す。また、以下のページに回折チャートを示す。

� 考察

肉眼鑑定を行った資料は１０点でこのうち、６点についてEDS分析とＸ線粉末回折を行った。１０のう

ち５点が石棒、５点が玉（破片）である。

石棒 石棒は珪化作用を受けて硬質となった緑色凝灰岩が２点、泥質ホルンフェルス、石英変岩、

藍閃石片岩が各１点である。緑色凝灰岩は変形作用を受けていないので、付加体地域に由来するもの

ではない。北海道～本州の主として日本海側に分布するグリーンタフ地域の中で、熱水活動による珪

化変質を受けた地域で形成された可能性が高い。泥質ホルンフェルスは、変形した泥岩すなわち付加

体を構成する泥岩がホルンフェルス化を受けているようである。石英、黒雲母のほか菫青石様鉱物も

生成している。このようなホルンフェルスは北海道では日高変成帯や渡島半島の花崗岩質岩体の周辺

に見られるが、産地の試料のサンプリングを含めて今後の検討が必要である。藍閃石片岩は付加体構

成物が高圧の変成作用を受けてできた岩石で、石英片岩もこの仲間である。北海道では、神居古潭峡

各～幌加内などに分布する。分析した藍閃石片岩にはＸ線粉末回折から石英、斜長石、藍閃石、パン

ペリー石、緑泥石が含まれていることがわかった。鉱物分析からはこの他ローソン石や鉄アクチノ閃

石も含まれている可能性がある。

玉 玉は５試料のいずれも緑泥石岩であった。スピネル（クロムスピネル）を含むので、原岩は蛇

紋岩で、さらにその元はかんらん岩、とくらダンかんらん岩であった。北海道には神居古潭帯などに

蛇紋岩が広く分布している。しかし、緑色片岩化が岩体に広く及んでいる場所は今のところ発見され

ていない。神居古潭帯では蛇紋岩に伴うロジン岩の反応帯として幅数１０㎝以下の規模で帯緑暗灰色の

緑泥石帯が出現する（Katoh and Niida，１９８３）。しかし、これは玉に使用される緑泥石岩とは見かけが

異なり、極めて局所的にしか分布しないので、これらの原産地とは考えにくい。

このような大規模にAlが付加されるような蛇紋岩体は、地質時代に熱水変質作用を受けている古生

代などの古い岩体、例えば日本では糸魚川地域を含む飛騨外縁帯（青海－蓮華帯）やシベリアなどの

大陸地域（岡村ほか、２００３）が上げられる。新潟県姫川地域の蛇紋岩帯には大規模に緑泥石岩化した

部分が報告されており（大村ほか、１９８３）、今後、これらとの比較検討が必要である。

―２４４―
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考古学，第３９輯，７７－８２．

大村一夫・山地英喜・岩槻 修・吉田亘弘・山戸武史（１９８３）：新潟県姫川地域の蛇紋岩－岩盤評価の

前に．応用地質，２４，９－２４．
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２ 西島松５遺跡出土ヒスイ製玉類の産地分析
（有）遺物材料研究所

はじめに

玉類の観察は、一般的に肉眼観察で岩石の種類を決定し、それが真実のよう思われているのが実態

である。岩石製では玉類の原材料として硬玉、滑石、軟玉（角閃石）、蛇紋岩、結晶片岩、碧玉など

が推測される。それぞれの岩石の命名定義に従って岩石名を決定するが、非破壊で命名定義を求める

には限度があり、若干の傷を覚悟して硬度、光沢感、比重、結晶性、主成分組成を求めるなどで、非

破壊で命名の主定義の結晶構造、屈折率などを正確には求められない。原石名が決定されたのみでは

考古学の資料としては不完全で、どこの産地の原石が使用されているかの産地分析が行われて初め

て、考古学に寄与できる資料となる。遺跡から出土する勾玉、管玉など玉類の産地分析というのは、

玉類の製品が何処の玉造遺跡で加工されたということを調査するのではなくて、何ケ所かあるヒスイ

（硬玉、軟玉）とか碧玉の原産地うち、どこの原産地の原石を使用しているかを明らかにするのが、

玉類の原産地推定である。玉類の原石の産地を明らかにすることは考古学上重要な意味をもってい

る。糸魚川市でヒスイが発見されるまでは、中国、雲南、ビルマ説、発見後は、専ら国内説で、岩石

学的方法１）および貴重な考古遺物を非破壊で産地分析を行った蛍光Ｘ線分析で行う元素比法２）、３）、４）

が報告されている。また、碧玉製管玉の産地分析で系統的に行った研究は蛍光Ｘ線分析法と電子スピ

ン共鳴法を併用し産地分析より正確に行った例５）が報告されている。石鏃など石器と玉類の製品は

それぞれ使用目的が異なるため、それぞれの産地分析で得られた結果の意味も異なる。�石器の原材
産地推定で明らかになる、遺跡から石材原産地までの移動、活動範囲は、石器は生活必需品であるた

め、生活上必要な生活圏と考えられる。�玉類は古代人が生きるために必ずしもいるものではない。
勾玉、管玉は権力の象徴、お祭、御守り、占いの道具、アクセサリーとして、精神的な面に重要な作

用を与えると考えられる。従って、玉類の産地分析で、明らかになるヒスイ製玉類の原石の分布範囲

は、権力の象徴としての玉類であれば、権力圏を現わしているかもしれない、お祭、御守り、占いの

道具であれば、同じような習慣を持つ文化圏が考えられる。石器の原材産地分析で得られない貴重な

資料を考古学の分野に提供することができる。今回分析を行った遺物は北海道恵庭市西島松５遺跡

８０６号土坑より出土の縄文時代後期～晩期のヒスイ製勾玉と垂珠の２個について産地分析結果が得ら

れたので報告する。

非破壊での産地分析の方法と手段

原産地推定の第一歩は、原産地間を区別する人間で言えば指紋のような、その原産地だけにしかな

いという指標を見つけなければならない。その区別するための指紋は鉱物組成の組合わせ、比重の違

い、原石に含有されている元素組成の違いなどにより、原産地同士を区別できなければ産地分析はで

きない。成功するかどうかは、とにかく行ってみなければわからない。原産地同士が指紋でもって区

別できたならば、次に遺跡から出土する遺物の指紋と原産地の指紋を比較して、一致しない原産地を

消去して一致する原産地の原石が使用されていると判定する。ヒスイ、碧玉製勾玉、大珠、玉など

は、国宝、重要文化財級のものが多くて、非破壊で産地分析が行える方法でなければ発展しない。石

器の原材産地分析で成功している４）非破壊で分析を行う蛍光Ｘ線法を用いて玉類に含有されている

元素を分析する。

遺跡から出土した大珠、勾玉、管玉などを水洗いして、試料ホルダーに置くだけの、完全な非破壊

で産地分析を行った。ヒスイ製玉類は蛍光Ｘ線分析法で元素の種類と含有量を求め、試料の形や大き
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さの違いの影響を打ち消すために分析された元素同士で含有量の比をり、この元素比の値を原産地を

区別する指紋とした。碧玉製玉類はESR法を併用するが試料を全く破壊することなく、碧玉に含有さ

れている常磁性種を分析し、その信号から碧玉産地間を区別する指標を見つけて、産地分析に利用し

た５）。

ヒスイの原産地

分析したヒスイ原石は、日本国内産では�新潟県糸魚川市と、それに隣接する同県西頚城郡青海町
から産出する糸魚川産、�軟玉ヒスイと言われる北海道沙流郡日高町千栄の日高産６）、�鳥取県八
頭郡若桜町角谷の若桜産、�岡山県阿哲郡大佐町の大佐産、�長崎県長崎市三重町の長崎産であり、
さらに�西黒田ヒスイと呼ばれている静岡県引佐郡引佐町の引佐産の原石、�兵庫県養父郡大屋町か
らの原石、	北海道旭川市神居町の神居コタン産、
岐阜県大野郡丹生川村の飛騨産原石、また、肉
眼的にヒスイに類似した原石で玉類等の原材になったのではないかと考えられる�長崎県西彼杵郡大
瀬戸町雪浦からの原石である。国内産のヒスイ原産地は、これでほぼ調査し尽くされていると思われ

る。これら原石の原産地を図１に示す。これに加えて外国産として、ミャンマー産の硬玉と台湾産軟

玉および韓国、春川産軟玉などのヒスイの分析も行われている。

ヒスイ試料の蛍光Ｘ線分析

ヒスイの主成分元素はナトリウム（Na）、アルミニウム（Al）、珪素（Si）などの軽元素７）で、次い

で比較的含有量の多いカルシウム（Ca）、鉄（Fe）、ストロンチウム（Sr）である。また、ヒスイに微

量含有されている、カリウム（K）、チタン（Ti）、クロム（Cr）、マンガン（Mn）、ルビジウム

（Rb）、イットリウム（Y）、ジルコニウム（Zr）、ニオブ（Nb）、バリウム（Ba）、ランタン（La）、セ

リウム（Ce）の各元素を分析した。主成分の珪素など軽元素の分析を行わないときには、励起線源

のＸ線が試料によって散乱されたピークを観測し、そのピークの大きさが主に試料の分析面積に比例

することに注目し、そのピークを含有元素と同じく産地分析の指標として利用できる。Na元素はヒ

スイ岩を構成するヒスイ輝石に含有される重要な元素で、出土した遺物が硬玉か否かを判定するには

直接ヒスイ輝石を観測すればよい、しかし、ヒスイ輝石を非破壊で検出きる方法が確立されるまで

は、蛍光Ｘ線分析でNa元素を分析し間接的にヒスイ輝石の存在を推測する方法にたよる他ないので

はなかろうか。各原産地の原石のなかで、確実にNa元素の含有が確認されるヒスイ産地は糸魚川、

大屋、若桜、大佐、神居コタン、長崎の各原産地の原石でこれらは硬玉に属すると思われる。Na元

素の含有量が分析誤差範囲の産地は日高、引佐、飛騨の各産地の原石である。糸魚川産原石のうち緑

色系の硬玉に、肉眼的に最も似た原石を産出する産地は、他の硬玉産地よりも後述した日高、飛騨、

引佐の原石に見られる。各原産地の原石の他の特徴を以下に記述する。若桜産のヒスイ原石はSrのピ

ークがFeのピークに比べて相当大きく、またZrの隣に非常に小さなNbのピークが見られ、Baのピー

クも大きく、糸魚川産では見られないLa、Ceのピークが観測されている。このCeのピークは大佐産

と長崎産ヒスイ原石のスペクトルにも見られ、これらCeを含有する原石の産地は、糸魚川の産地と

区別するときに有効な判定基準になる。長崎産ヒスイは、Tiの含有量が多く、Yのピークが見られる

のが特徴的である。日高産、引佐産、飛騨産ヒスイ原石は、Caピークに比べてTiとかK、またFeピー

クに比べてSrなどのピークが小さいのが特徴で糸魚川産のものと区別するときの判断基準になる。春

川軟玉原石は、優白色の工芸加工性に優れた原石で、軟玉であるが、古代では勾玉などの原材料とな

った可能性も考えられることから分析を行った。この原石には、Sr、Zrのピークが全く見られないた

め、糸魚川産などのSr、Zrを含有する原石と容易に区別できる。また、長崎県雪浦のヒスイ類似岩を

ヒスイの代替品として勾玉、大珠などの原材料に使用している可能性が考えられ、分析を行った。こ
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の岩石は比重が２．９１と小さく、比重でもって他の産地のものと区別できる。また砒素（As）のピー

クが見られる個体が多いのも特徴である。これら各原産地の原石は同じ産地の原石であっても、原石

ごとに元素の含有量には異同がある。したがって、一つの原産地について多数の原石を分析し、各元

素の含有量の変動の範囲を求めて、その産地の原石の特徴としなければならない。糸魚川産のヒスイ

は、白色系が多いが、緑色系の半透明の良質のもの、青色系、コバルト系、およびこれらの色が白地

に縞となって入っているものなど様々である。分析した糸魚川産原石の比重を調べると、硬玉の３．２

～３．４の範囲のものと、３．２に達しない軟玉に分類される原石もある。若桜産、大佐産の分析した原石

には、半透明の緑色のものはないが、全体が淡青緑かかった乳白色のような原石、また大屋産は乳白

色が多い。このうち大佐産、大屋産の原石では比重が３．２０に達したものはなく、これらの原石は比重

からは軟玉に分類される。しかし、ヒスイ輝石の含有量が少ない硬玉とも考えられる。長崎産のヒス

イ原石は３個しか分析できなかったが良質である。このうち１個は濃い緑色で、他の２個は淡い緑色

で、少しガラス質である。日高産ヒスイの原石は肉眼観察では比較的糸魚川産のヒスイに似ている。

ミャンマー産のヒスイ原石は、質、種類とも糸魚川産のヒスイ原石と同じものが見られ肉眼で両産地

の原石を区別することは不可能と考えられる。分析した台湾産のヒスイは軟玉に属するもので、暗緑

色のガラス質な原石である。これら各原産地の原石の分析結果から各産地を区別する判断基準を引き

出し産地分析の指標とする。

ヒスイ原産地の判別基準

原石産地の判定を行うときの判断基準を原石の分析データから引き出すが、分析個数が少ないた

め、必ずしもその原産地の特徴を十分に反映したと言えない産地もある。表１に各原産地ごとの原石

の比重と元素比量をまとめた。元素比量の数値は、その原産地の分析した原石の中での最小値と最大

値の範囲を示し、判定基準�とした。ヒスイで比重が３．１９未満の軽い原石は、硬玉ヒスイではない可
能性があるが、糸魚川産の原石で比重が３．１９未満のものも分析を行った。大佐産のヒスイは比重が

３．１７未満であった。したがって、遺物の比重が３．３以上を示す場合は判定基準�により大佐産のヒス
イでないと言える。日高産、引佐産の両ヒスイではSr／Feの比の値が小さくて、糸魚川産と区別する

判定基準�になる。表２の判定基準�にはCr、Mn、Rb、Y、Nb、Ba、La、Ceの各元素の蛍光Ｘ線ピ
ークが観測できた個体数を％で示した表である。例えば遺物を分析してBaのピークが観測されなか

ったとき、その遺物は、若桜、大佐、長崎産のヒスイでないといえる。図２はヒスイ原石のSr／Feの

比の値とSr／Zrの比の値の分布を各原産地ごとにまとめて分布範囲を示したものである。●は糸魚川

産のヒスイで、分布の範囲を実線で囲み、この枠内に遺物の測定点が入れば糸魚川産の原石である可

能性が高いと判断する。□はミャンマー産のヒスイの分布で、その範囲を短い破線で囲む。糸魚川の

実線の範囲とミャンマーの破線の範囲の大部分は重なり両者は区別できないが、ミャンマーと糸魚川

が区別される部分がSr／Feの値（横軸）２．５以上の範囲で見られる。この範囲の中に、遺物の測定点

が入ればミャンマー産と考えるより、糸魚川産である可能性の方が高いと考えられる。▲は大佐産

の、△は若桜産の、▽は大屋産のヒスイの分布を示している。糸魚川と大佐、若桜、大屋のヒスイが

重なる部分に遺物の測定点が入った場合、これら複数の原産地を考えなければならない。しかし、こ

の遺物にBaの蛍光Ｘ線スペクトルのピークが見られなかた場合、表２－２の判定基準�に従えば糸
魚川産または大屋産のヒスイであると判定でき、その遺物の比重が３．２以上あれば大屋産でなくて、

糸魚川産と推定される。■は長崎産ヒスイの分布で、独立した分布の範囲を持っていて他の産地のヒ

スイと容易に区別できる。台湾産の軟玉はグラフの左下に外れる。★印の日高産および＊印の引佐産

ヒスイの分布の一部分が、糸魚川産と重なり区別されない範囲がみられる。しかし、Ca／Si比とSr／
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Fe比を指標とすることにより（図３）、糸魚川産ヒスイは日高産および引佐産の両ヒスイと区別する

ことができる。Na／Si比とMg／Si比を各原産地の原石について分布を示すことにより（図４）、遺物

がどこの原産地の分布内に帰属するかにより、硬玉か軟玉かの判別の手段の一つになると考えられ

る。

西島松５遺跡出土のヒスイ製遺物の分析結果

分析したヒスイ製垂珠、勾玉は比重が約３．３（アルキメデス法）以上を示し硬玉の可能性を示して

いる。これらヒスイ製遺物には硬玉の主成分の一つのNa元素が観測されることから、この玉類を硬

玉製と判定した。また、分析できた含有元素の結果を表３に示した。この硬玉製玉の原産地をあきら

かにするために、これら分析値を各原産地の原石の元素比量の分布範囲と比較し産地判定の図とし

た。分析番号９８５２７（垂珠）、９８５２８（勾玉）は糸魚川産の範囲に入り、糸魚川産のヒスイの可能性を

示した（図５）。次に元素比Sr／Fe対Ca／Siの分布範囲の判定図でも糸魚川産の範囲のみ入り糸魚川

産原石の可能性が推測される（図６）。またNa／Si対Mg／Siの図では分析番号９８５２７は糸魚川産、大

佐産、若桜産の重なる範囲に入り、９８５２７は糸魚川産、若桜産の重なる範囲に入り、これら重なった

産地の原石の可能性が推測さた（図７）。これら判定図と判定基準表１、表２の比重の範囲および蛍

光Ｘ線スペクトル図８－１～－２に示すBa元素の有無などの条件を考慮して、全ての条件を満たし

た産地の結果を総合判定として表４に示した。

結 論

今回分析した西島松５遺跡８０６号土坑出土の硬玉製垂珠、勾玉の総合判定の結果は、糸魚川・青海

産硬玉産地のヒスイが使用されていると判定した。糸魚川・青海産硬玉は縄文、弥生時代に多くみら

れ、使用遺跡を抜粋して示す（図１）と例えば北海道千歳市美々４遺跡から青森県大石平遺跡、岩手

県大日Ⅱ遺跡、山梨県石堂遺跡、岐阜県西田遺跡、愛知県白石遺跡、三重県森添遺跡、大分県ニ反田

遺跡、熊本県ワクド石遺跡、宮崎県学頭遺跡、沖縄県糸満市、北谷町まで日本全国におよび、糸魚川

産ヒスイが尊重される共通の基盤を持っていたと思われる。糸魚川産地から遠くなるにしたがって、

希少価値が増すと推測され本遺跡がヒスイの玉類の供給遺跡の可能性を推測しても産地分析の結果と

矛盾しない。
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３）藁科哲男・東村武信（１９９０）、奈良県内遺跡出土のヒスイ製玉類の産地分析。

橿原考古学研究所紀要『考古学論攷』、１４：９５－１０９

４）藁科哲男・東村武信（１９８３）、石器原材の産地分析。考古学と自然科学、１６：５９－８９

５）Tetsuo Warashina（１９９２）、Alloction of Jasper Archeological

Implements By Means of ESR and XRF. Journal of Archaeological

Science１９：３５７－３７３

６）番場猛夫（１９６７）、北海道日高産軟玉ヒスイ。調査研究報告会講演要旨録

No．１８：１１－１５

７）河野義礼（１９３９）、本邦における翡翠の新産出及び其化学的性質。

岩石砿物鉱床学雑誌２２：１９５－２０１
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原産地名 分析個数
蛍光X線法による元素比の範囲

比重 K/Ca Ti/Ca Sr/Fe Zr/Sr Ca/Si

糸魚川産 ４１ ３．００～３．３５ ０．０１～０．１７ ０．０１～０．５６ ０．１５～３０ ０．００～２．９４ ０．７２～２７．６

若桜産 １２ ３．１２～３．２９ ０．０１～０．９１ ０．０３～０．５９ ３．４５～４７ ０．００～０．２５ ４．３３～４８．４

大佐産 ２０ ２．８５～３．１７ ０．０１～０．０７ ０．００～１．０１ ３．１８～６１ ０．００～１２．４ ３．４７～２８．６

長崎産 ３ ３．１６～３．２３ ０．０１～０．１４ ０．１７～０．３３ ０．０２～０．０６ ４．３０～１６．０

日高産 ２２ ２．９８～３．２９ ０．００～０．０１ ０．００～０．０２ ０．００～０．３７ ０．００～０．０６３ ５．９２～５１．６

引佐産 ８ ３．１５～３．３６ ０．０４～０．０４ ０．００～０．０３ ０．０３～０．３３ ０．００～０．０１８ ３６．３～６５．９

大屋産 １８ ２．９６～３．１９ ０．０３～０．０８ ０．０４～０．１６ １．０８～７９ ０．０２～０．４８ ０．９５～４．８１

神居コタン産 ９ ２．９５～３．１９ ０．０２～０．４９ ０．０９～０．１７ ０．０４～０．２２ ０．１２～０．８５ ２．２２～１７．３

飛騨産 ４０ ２．８５～３．１５ ０．０１～０．０４ ０．００～０．００ ０．０２～０．１０ ０．００～１．２４ １２．７～２８．５

ミャンマ産 ２６ ３．１５～３．３６ ０．０２～０．１４ ０．０１～０．２６ ０．０９～２．５ ０．０１～２３

台湾産 １ ３．００ ０．００３ ND ND ND

原産地名
蛍光X線法による分析元素（各元素が確認できた個体数の百分率）

Cr Mn Rb Y Nb Ba La Ce

糸魚川産 ２６％ ６％ ２０％ ND １３％ ３３％ ND ND

若桜産 ND ND １６％ ND １００％ １００％ ６７％ ６７％

大佐産 ND ND ４４％ ND ３３％ １００％ ６７％ ６７％

長崎産 ND ND ND １００％ １００％ １００％ １００％ １００％

日高産 tr tr ND ND ND tr ND ND

引佐産 ８８％ ７５％ ND ND ND ND ND ND

大屋産 tr ND ３１％ ND ６％ ９０％ １００％ １００％

神居コタン産 ND １００％ ２２％ １００％ ND ５５％ ND ND

飛騨産 １００％ １００％ ND ND ND ND ND ND

ミャンマ産 １３％ ４％ ND ND ND 35% ND ND

台湾産 tr tr ND ND ND ND ND ND

遺物 遺物
番号

分析
番号

元素分析値の比量 試料
比重

試料重量
（�）Na/Si Mg/Si AI/si K/Ca Ca/Si Ti/Ca Cr/Fe Mn/F Ni/Fe Sr/Fe Nb/Sr Ba/Sr La/Sr Ce/Sr Rb/Sr Y/Sr

垂珠 No．２９８５２７０．２０００．２２１０．１８００．１１０３．９０１０．０３００．００５０．０６１０．０６８０．４１９０．０５００．００００．５９００．０１００．０３００．００００．０１０３．３４２３４．７７３８

勾玉 No．１９８５２８０．２３１０．３４７０．１８００．０７０３．５６６０．０６００．０１００．０３６０．０５３０．９５５０．５５３０．０１００．２３００．３２００．０９００．０７００．０００３．３２９１７．０６４２

JG－１a） ０．０３００．１６９０．０９０１．３２０２．３０７０．１８００．００２０．０１１０．００００．４０１０．７９８０．０５０６．０２００．００００．００００．７７００．１５０

遺物 遺物番号 分析番号
各分類基準による判定

総合判定
図５判定 図６判定 図７判定 比重＆基準（２）

垂珠 No．２ ９８５２７ IT IT IT，OS，WK IT，IN 糸魚川産

勾玉 No．１ ９８５２８ IT IT IT，WK IT，IN 糸魚川産

表１ ヒスイ製遺物の原石産地の判定基準�

ND：検出限界以下の濃度

表２ ヒスイ製遺物の原石産地の判定基準�

ND：検出限界以下 tr：検出確認

表３ 西島松５遺跡８０６号土坑出土のヒスイ製遺物の元素分析値と比量の結果

a）：標準試料、Ando, A., Kurasawa, H., Ohmori, T. & Takeda, E．(1974). 1974 compilation of date on the GJS geochemical reference
samples JG-1 granodiorite and JB-1 basalt Geochemical Journal, Vol．8 175-192.

表１－１ 西島松５遺跡出土の石製品および玉の肉眼鑑定結果

IT：糸魚川WK：若桜OS：大佐NG：長崎HK：日高IN：引佐OY：大屋
KM：神居コタンHD：飛騨
注：Ni／Fe比は日高産地および飛騨産地に同時に帰属された遺物の分類指標
（飛騨産原石、４２個の平均値±標準偏差）Ni／Fe＝０．０９１±０．０３０
（日高産原石、１４個の平均値±標準偏差）Ni／Fe＝０．０６５±０．０２８
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３ 西島松５遺跡出土の縄文時代以降の炭化種実について
パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

今回の分析調査では、北海道恵庭市西島松５遺跡の発掘調査により、縄文時代早期、中期、後期後

葉、擦文時代とされる各遺構より出土した種実遺体の同定を実施し、当時の植物利用や周辺植生に関

する資料を作成する。

（１）試料

試料は、遺構覆土の水洗作業（フローテーション）より検出された種実１３０試料（No．１－１３０、リ

スト外試料No．７９を含む）である。各試料は袋に入っており、１袋中には１－１００点以上が確認され

る。詳細は、結果とともに表１に示す。

（２）分析方法

試料を双眼実体顕微鏡下で観察する（試料の洗浄は、脆く壊れやすい水洗乾燥後の種実を破壊する

可能性が高いため、実施していない）。現生標本および石川（１９９４）、中山ほか（２０００）等との対照か

ら、種実の種類と部位を同定し、個数を数えて表示する。分析後は、種類毎に袋に戻して返却する。

（３）結果

� 時代別種実検出状況

結果を表１に示す。木本１２分類群（オニグルミ、サワシバ、コナラ亜属、コナラ属、ホオノキ、コ

ブシ、マタタビ属、キハダ、カエデ属、ブドウ属、ミズキ、タラノキ）６３２個、草本１１分類群（イ

ネ、オオムギ、ヒエ？、イネ科、ホタルイ属、タデ属、アカザ科、ナデシコ科、マメ類、マメ科、カ

タバミ属）１０１個、計７３３個の種実が同定され、栽培植物のイネ１１個、オオムギ１個、ヒエ（？）５

個、マメ類１個が確認された。その他に、種類・部位不明の種実、木の芽、炭化材、植物の節、木材

組織が確認されない不明の物質や炭化物、菌核、動物の骨片、岩片、土粒などが確認された。

種実遺体の遺存状態は不良で、炭化している個体（オニグルミ、サワシバ、コナラ亜属、コナラ

属、キハダ、カエデ属、ブドウ属、ミズキ、イネ、オオムギ、ヒエ？、イネ科、タデ属、マメ類、マ

メ科）、明らかに炭化していない（以下非炭化と表示）個体（マタタビ属、ナデシコ科、イネ科（果

実）、タデ属、カタバミ属）個体、元々黒く硬い果皮・種皮のため炭化しているか不明の個体（ホオ

ノキ、コブシ、キハダ（核）、マタタビ属、ホタルイ属、タデ属、アカザ科）が確認された。

以下に時代別種実検出状況を記す（表２）。

・縄文時代早期（No．１３０）

炭化：オニグルミ１００個、コナラ属果実１個

・縄文時代中期（No．４３・４９・５０・５１・１１４）

非炭化・不明：イネ科２個、タデ属２４個、アカザ科１個

・縄文時代後期後葉（No．４１・４２・５２－１１３・１１５－１２９）

炭化：オニグルミ４５５個、コナラ属子葉１１個、キハダ２個、キハダ？４個、カエデ属４個、イネ胚乳

１１個（３個穎付着）、イネ？４個、オオムギ１個、ヒエ？４個、イネ科胚乳７個、イネ科果実６個、

タデ属１個
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非炭化・不明：マタタビ属５個、タラノキ１個、イネ科果実５個、ホタルイ属１個、タデ属９個、タ

デ属？２個、アカザ科２個、アカザ科？５個、ナデシコ科１個、カタバミ属１個

・擦文時代住居床面（No．５・３２－３８・４０）

炭化：オニグルミ３個、ブドウ属１個、

非炭化・不明：ナデシコ科１個、カタバミ属１個

・擦文時代住居カマド内（No．３・４・１０・３９・４７・４８）

炭化：ヒエ？１個、マメ類１個

非炭化・不明：タデ属２個

・擦文住居９cの覆土（No．１・２・６－９・１１－３１・４４－４６）

炭化：サワシバ１６個、コナラ亜属１個、コナラ属子葉２個、カエデ属２４個、ミズキ１個、マメ科？２

個

非炭化・不明：ホオノキ１個、コブシ１個、マタタビ属２個、イネ科１個、タデ属４個、カタバミ属

１個

� 種実遺体の記載

＜木本＞

・オニグルミ（Juglans mandshurica Maxim. subsp. sieboldiana（Maxim．）Kitamura）クルミ科クルミ

属

核の破片が検出された。炭化しており黒色。完形ならば長さ３－４�、径２．５－３�程度の頂部が尖
る広卵体で、１本の明瞭な縦の縫合線がある。核は硬く緻密で、表面には縦方向に溝状の浅い彫紋が

走り、ごつごつしている。内部には子葉が入る２つの大きな窪みと隔壁がある。破片は最大１．５�程
度。

・サワシバ（Carpinus cordata Blume） カバノキ科クマシデ属

果実が検出された。炭化しており黒色。長さ３．５－４�、幅２－２．５�、厚さ１�程度のやや偏平な卵
状長楕円体。頂部に６－１０個の歯牙と、線形で短い２個の柱頭がある。果皮表面は粗面で、両面には

５－６個の縦隆条が配列する。

・コナラ属コナラ亜属（Quercus subgen. Quercus） ブナ科

幼果が検出された。炭化しており黒色。高さ４．５�、径６�程度の椀型で、表面に覆瓦状に配列する
狭卵形の鱗片が長いことから、カシワ（Q. Thunberg）の可能性がある。

・コナラ属（Quercus） ブナ科

子葉の破片と果実の破片が検出された。炭化しており黒色。子葉は卵状楕円－偏球体、合わせ目に沿

って縦半分に割れた長さは１．１�、径９�程度。子葉は硬く緻密で、表面は縦方向に走る維管束の圧
痕がみられる。合わせ目の表面は平滑で、正中線上は僅かに窪み、頂部には小さな孔（主根）があ

る。果実破片は灰褐色、基部の着点部で、径７．５�程度の歪な円形。外面には維管束の穴が輪状に並
ぶ。内面は粗面。

・ホオノキ（Magnolia obovata Thunb．） モクレン科モクレン属

種子が検出された。黒色、長さ６．５�、幅７�、厚さ３�程度の歪でやや偏平な三角状広卵体。頂部
は尖る。背面は丸く、腹面正中線上は幅広い縦溝と基部に臍がある。種皮は硬く、表面には浅く細い

縦溝がある。

・コブシ（Magnolia kobus DC．） モクレン科モクレン属

種子の破片が検出された。黒色、長さ６．５�、幅６�、厚さ４�程度の頂部がやや尖る腎状広卵体。

Ⅴ 自然科学的手法による分析
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破片は背面を欠損する。腹面正中線上は幅広い縦溝と基部に臍がある。種皮は硬く、表面は粗面。

・マタタビ属（Actinidia） マタタビ科

種子が検出された。茶－黒褐色、長さ１．５－２�、幅１�程度の両凸レンズ状楕円体。基部は斜切形
でやや突出する。種皮は硬く、表面には円－楕円形の凹点が密布し網目模様をなす。

・キハダ（Phellodendron amurense Ruprecht） ミカン科キハダ属

核（内果皮）が検出されたほか、果実と思われる炭化種実が確認された。核は黒色、長さ３－５�、
幅１－３�、厚さ１．５�程度のやや偏平な半横広卵体。内果皮は硬く、表面には浅く微細な縦長の網
目模様が配列する。

果実は炭化しており黒色。長さ９�、径６�程度の楕円体。基部に果柄が確認される。果皮表面は粗
面、断面は厚さ１．５�程度で、内部には、長さ３－５�、幅１－３�、厚さ１．５�程度のやや偏平な半
横広卵体の種子（キハダの核と思われる）が入る５－６室が確認される。

・カエデ属（Acer） カエデ科

果実が検出された。炭化しており黒色。長さ４．５－５�、幅３�、厚さ２．５�程度のやや偏平な広卵体
で、頂部につく非対称倒三角形の翼を欠損する。基部は切形で２翼果の合着面は平ら。果実内部に楕

円体の種子１個が入る。果皮両面の正中線上に鈍稜がある。表面には葉脈状の隆条模様がある。

No．１９の２個は、径６－７�程度と大きく偏平であることから、別種の可能性がある。
・ブドウ属（Vitis） ブドウ科

種子が検出された。炭化しており黒色。長さ４－４．５�、径３－３．７�程度の広倒卵体、側面観は半広
倒卵形。基部の臍の方に向かって細くなり、嘴状に尖る。背面にさじ状の凹みがある。腹面には中央

に縦筋が走り、その両脇には楕円形の深く窪んだ孔が存在する。種皮は薄く硬く、断面は柵状。

・ミズキ（Cornus controversa Hemsley） ミズキ科ミズキ属

核（内果皮）が検出された。炭化しており黒色、径４�程度の偏球体。基部に大きく深い孔がある。
内果皮は硬く、表面には一周する１本のやや幅広く深い縦溝と、やや深い縦溝が数本走る。

・タラノキ（Aralia elata（Miq．）Seemann） ウコギ科タラノキ属

核（内果皮）が検出された。灰褐色、長さ１．８�、幅１．３�程度のやや偏平な半月形。腹面はほぼ直線
状で、片端に突起がある。背面には数本の浅い溝が走る。表面は粗面。

＜草本＞

・イネ（Oryza sativa L．） イネ科イネ属

胚乳と穎（果）が検出された。炭化しており黒色。長楕円形でやや偏平。胚乳は長さ４－５．５�、幅
２．５－３．５�、厚さ１．５�程度。基部一端に胚が脱落した斜切形の凹部がある。表面はやや平滑で、２
－３本の隆条が縦列する。胚乳を包む穎（果）は長さ６－６．５�、幅３－３．５�、厚さ２�程度。基部
に斜切状円柱形の果実序柄と１対の護穎を有し、その上に外穎（護穎と言う場合もある）と内穎があ

る。外穎は５脈、内穎は３脈をもち、ともに舟形を呈し、縫合してやや偏平な長楕円形の稲籾を構成

する。果皮は柔らかく、表面には顆粒状突起が縦列する。

・オオムギ（Hordeum valgare L．） イネ科オオムギ属

胚乳が検出された。炭化しており黒色、長さ６�、径２．８�程度のやや偏平な紡錘状長楕円体。両端
は尖る。腹面は正中線上にやや太く深い縦溝があり、背面は基部正中線上に胚の痕跡があり丸く窪

む。表面はやや平滑で、浅く微細な縦筋がある。

・ヒエ？（Echinochloa utilis Ohwi et Yabuno） イネ科ヒエ属

胚乳が確認された。炭化しており黒色、長さ１．２－１．８�、幅１－１．５�、厚さ１�程度の狭卵－半偏
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球体で背面は丸みがあり腹面はやや平ら。基部正中線上に胚の凹みがある。表面はやや平滑で、浅く

微細な縦筋がある。同定根拠となる穎（果）の付着は認められない。

・イネ科（Gramineae）

果実と胚乳が確認された。イネ、オオムギ、ヒエ？等の栽培種とは区別され、形態上差異のある複数

種を一括している。胚乳と果実の一部は炭化しており黒色、炭化していない果実は淡灰褐色。長さ

１．５－２�、径１�程度の狭卵－半偏球体で背面は丸みがあり腹面は偏平。果皮表面は平滑で微細な
縦長の網目模様が縦列する。表面に伏毛が密生する個体もみられる。胚乳は長さ１．２�、径０．６�程度
の楕円体、背面は丸みがあり腹面は平ら。基部正中線上に胚の凹みがある。胚乳表面はやや平滑で、

浅く微細な縦筋がある。

・ホタルイ属（Scirpus） カヤツリグサ科

果実が検出された。黒色、長さ１．８�、径１．３�程度の片凸レンズ状広倒卵体。頂部は尖り、基部は切
形。基部から伸びる刺針状花被片を欠損する。背面正中線上は鈍稜。果皮表面は光沢があり、不規則

な波状横皺状模様が発達する。

・タデ属（Polygonum） タデ科

果実が検出された。形態上差異のある複数種を一括している。茶－黒褐色、炭化個体は黒色。長さ

１．７－２�、径１．３－１．５�程度の頂部がやや尖る二面または三稜状卵－広卵体。果皮表面は平滑また
は微細な網目模様がある。丸みのある三稜状卵体で、基部に灰褐色の萼片があり、果皮表面はやや平

滑で光沢がある、イヌタデ（P. longisetum De Bruyn）に似る個体などがみられる。

・アカザ科（Chenopodiaceae）

種子が検出された。黒色、径１�程度のやや偏平な円盤状。基部は凹み、臍がある。種皮表面には臍
を取り囲むように微細な網目模様が放射状に配列し、光沢がある。なお、表面の網目模様がやや粗い

種子を、アカザ科？と区別している。

・ナデシコ科（Caryophyllaceae）

種子が検出された。灰褐色、径１�程度のやや偏平な腎状円形。基部は凹み、臍がある。種皮は薄く
表面には瘤－針状突起が臍から同心円状に配列する。

・マメ類（Leguminosae） マメ科

種子が検出された。炭化しており黒色、長さ７�、径５�程度の長楕円体。子葉の合わせ目上にある
長楕円形の臍を欠損する。種皮は薄く表面はやや平滑。なお、長さ２．５�、径２�程度の小型種子に
は、野生種の可能性も含むため、マメ科としている。

・カタバミ属（Oxalis） カタバミ科

種子が検出された。黒褐色、長さ１．５�、幅１�程度の偏平な倒卵体。基部はやや尖る。種皮は薄
く、表面には４－７列の肋骨状横隆条が配列する。

（４）考察

種実同定の結果、木本のオニグルミ、サワシバ、コナラ亜属、コナラ属、ホオノキ、コブシ、マタタ

ビ属、キハダ、カエデ属、ブドウ属、ミズキ、タラノキと、草本のイネ、オオムギ、ヒエ？、イネ

科、ホタルイ属、タデ属、アカザ科、ナデシコ科、マメ類、マメ科、カタバミ属が確認された。

栽培植物は、縄文時代後期後葉でイネ１１個、オオムギ１個、ヒエ（？）４個、擦文時代でヒエ（？）

１個、マメ類１個が確認され、ヒエを除き渡来種とされる。これらの栽培植物の可食種実が、炭化し

た状態で遺構内より出土したことから、本遺跡周辺で入手し植物質食糧として利用され、その後火を

Ⅴ 自然科学的手法による分析

―２５７―



受けたことが推定される。

ただしその利用時期に関しては、北海道の擦文時代におけるヒエ、マメ類の出土例は確認されるのに

対し、縄文時代におけるイネ、オオムギ、ヒエの出土例は、ヒエを除き確認されていない（松

谷，２００１；山田、２００７など）。現時点では、各遺構から確認された栽培植物の種実を、当該期における

利用に直結させるのは早計と判断される。今後は、栽培植物の種実を対象とした年代測定の実施や、

試料採取時の土壌の観察所見、採取時及び採取後の履歴等の検証を行い、利用時期を慎重に評価する

必要がある。

なお、本遺跡周辺域に生育していたものに由来すると考えられる分類群は、縄文時代で、木本のオニ

グルミ、コナラ属、マタタビ属、キハダ、カエデ属、タラノキ、草本のイネ科、ホタルイ属、タデ

属、アカザ科、ナデシコ科、カタバミ属が、擦文時代で、木本のオニグルミ、サワシバ、コナラ亜

属、コナラ属、ホオノキ、コブシ、マタタビ属、カエデ属、ブドウ属、ミズキ、草本のイネ科、タデ

属、ナデシコ科、カタバミ属、マメ科が確認された。

木本は、全て現在の本遺跡周辺域にも分布する落葉広葉樹で、川沿いなどの湿潤な場所を好んで生育

する樹種（オニグルミ、サワシバ、ミズキ）や、林縁部等に生育する低木（タラノキ）、籐本（マタ

タビ属、ブドウ属）などを含む。草本は、明るく開けた場所に草地を形成する、いわゆる人里植物に

属する分類群が多い。

縄文時代早期、後期後葉より多量確認されたオニグルミは、核内部の種子が生食可能で、コナラ属は

子葉がアク抜きすれば食用可能である。これらの堅果類は、長期保存可能で収量も多いことから、古

くより植物質食糧として利用され、遺跡出土例も多い（渡辺，１９７５など）。北海道では、縄文時代早期

～晩期でオニグルミの出土事例が多く、ミズナラやコナラ、カシワ、クリ、トチノキ、ハシバミ等の

堅果類も報告されている。

以上のことから、オニグルミ、コナラ属は、当該期の本遺跡周辺の森林より遺構内に持ち込まれ、植

物質食糧として利用されたことが推定される。また、炭化しているため火を受けたことが推定される

が、可食部（子葉）が確認されたコナラ属に対し、オニグルミは可食部外（核）の破片のみが確認さ

れることから、利用後の残渣の状態で火を受けた可能性がある。

ところで、これらの種実には、遺存状態に違いが認められる。木本のオニグルミ、サワシバ、コナラ

亜属、コナラ属、キハダ（果実）、カエデ属、ブドウ属、ミズキ、草本のイネ科（胚乳・一部の果

実）、タデ属（１個）、マメ科は炭化しているのに対し、マタタビ属（一部）、ナデシコ科、イネ科

（一部の果実）、タデ属（一部）、カタバミ属は、明らかに炭化していない。ホオノキ、コブシ、キハ

ダ（核）、マタタビ属（一部）、ホタルイ属、タデ属（一部）、アカザ科は、黒くて堅く残りやすい果

皮や種皮を持つことから、炭化の有無は不明瞭で、当時の種実が残存していた可能性と、土壌中に混

入した後代のものに由来する可能性がある。

遺跡から出土する種実のうち、低湿地以外から出土した炭化していない種実は、炭化種実と同様に扱

うには問題があるとされ（吉崎、１９９２など）、遺物包含層の年代観と出土種実の年代測定結果が異な

る事例（木下、２００３など）もあることから、今回確認された種類すべてが遺構の帰属時期の植生や植

物利用を反映するものであるかにつては課題が残る。この点については、上述の栽培植物と同様に、

試料の由来を慎重に検討することが望まれる。
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土
３

０
．４
２５

２０
０２

３
２７

Ｃ
１（
Ｈ２
２内
）
覆
土

擦
文
住
居
９
cの
覆
土
７

０
．４
２５

２０
０２

７
２８

Ｃ
１（
Ｈ２
２内
）
覆
土

擦
文
住
居
９
cの
覆
土
２

０
．４
２５

２０
０２

２
２９

Ｃ
１（
Ｈ２
２内
）
覆
土

擦
文
住
居
９
cの
覆
土
５

０
．４
２５

２０
０２

５
３０

Ｃ
１（
Ｈ２
２内
）
覆
土

擦
文
住
居
９
cの
覆
土
３

０
．４
２５

２０
０２

３
３１

Ｃ
１（
Ｈ２
２内
）
覆
土

擦
文
住
居
９
cの
覆
土
３

０
．４
２５

２０
０２

１
１

１
マ
メ
科
：
長
さ２
．５
�，
幅
２
�，
厚
さ
１
�

３２
Ｈ
２２

焼
土

擦
文
住
居
床
面

１
＜
０
．０
１
０
．４
２５

２０
０２

１
破
片

３３
Ｈ
２２

床
面
・
b

擦
文
住
居
床
面

１
０
．４
２５

２０
０２

１
３４
Ｈ
２２

床
面
・
b

擦
文
住
居
床
面

１
０
．４
２５

２０
０２

１
３５
Ｈ
２２

床
面
・
d

擦
文
住
居
床
面

２
０
．４
２５

２０
０２

２
３６
Ｈ
２２

床
面
・
d

擦
文
住
居
床
面

１
０
．４
２５

２０
０２

１
３７
Ｈ
２３

床
面
・
c

擦
文
住
居
床
面

０
．０
６
１
．４
１
２０
０２

２
３８
Ｈ
２３

床
面
・
d

擦
文
住
居
床
面

０
．０
４
１
．４
１
２０
０２

１
３９
Ｈ
２３

床
面
・
カ
マ
ド

擦
文
住
居
カ
マ
ド
内
１

０
．４
２５

２０
０２

１
４０
Ｈ
２５

床
面

擦
文
住
居
床
面

１
２
２０
０２

１
４１
Ｈ
２６

M
C

縄
文
時
代
後
期
後
葉

０
．９

１
．４
１
２０
０３

２４
１

４２
Ｈ
２６

M
C

縄
文
時
代
後
期
後
葉
３

０
．４
２５

２０
０３

１
２

４３
Ｈ
２７

壙
底
直
上

縄
文
時
代
中
期

１
０
．４
２５

２０
０３

１
４４
Ｈ
３０

覆
土

擦
文
住
居
９
cの
覆
土
１

０
．４
２５

２０
０３

１
破
片

４５
Ｈ
３０

覆
土

擦
文
住
居
９
cの
覆
土
１

０
．４
２５

２０
０３

１
木
の
芽
？

４６
Ｈ
３２

Ta
-a
直
下

擦
文
住
居
９
cの
覆
土

０
．４
２５

２０
０３

１
２

４
４７
Ｈ
３３

煙
道

擦
文
住
居
カ
マ
ド
内
１
＜
０
．０
１
０
．４
２５

２０
０３

１
４８
Ｈ
３３

煙
道

擦
文
住
居
カ
マ
ド
内
３

０
．４
２５

２０
０３

１
１

１
ヒ
エ
？
：
長
さ
１
．８
�
，
幅
１
．５
�

表
１
．
種
実
同
定
結
果
�
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分 類 群

木
本

草
本

そ
の
他

オ ニ グ ル ミ

サ ワ シ バ

コ ナ ラ 亜 属

コ ナ ラ 属

ホ オ ノ キ

コ ブ シ

マ タ タ ビ 属

キ ハ ダ

キ ハ ダ ？

カ エ デ 属

ブ ド ウ 属

ミ ズ キ

タ ラ ノ キ

イ ネ
イ ネ ？

オ オ ム ギ

ヒ エ ？

イ ネ 科

ホ タ ル イ 属

タ デ 属

タ デ 属 ？

ア カ ザ 科

ア カ ザ 科 ？

ナ デ シ コ 科

マ メ 類

マ メ 科

カ タ バ ミ 属

不 明 種 実

木 の 芽

炭 化 材

節
不 明
不 明
菌 核
動 物
岩 片
土 粒

部 位 ・ 状 態

核
果 実

幼 果
子 葉
果 実
種 子
種 子
種 子
核

果 実
果 実

種 子
核
核
穎 ・ 胚 乳

胚 乳
胚 乳
胚 乳
胚 乳
胚 乳

果 実
果 実

果 実
果 実
種 子
種 子
種 子
種 子
種 子
種 子

骨

破 片
完 形
破 片
完 形
破 片
破 片
完 形
破 片
完 形
完 形
完 形
破 片
完 形
破 片
完 形
完 形
完 形
完 形
完 形
破 片
完 形
完 形
完 形
完 形
完 形
完 形
完 形
完 形
完 形
破 片
完 形
完 形
完 形
完 形
完 形
完 形
完 形

破 片
試
料
情
報

N
o.
遺
構
名

層
位

遺
構
の
時
期

点 数
重
量

（
�
）
（
�
）
年
度
炭 化
炭 化
炭 化
炭 化
炭 化
炭 化

炭 化
炭 化
炭 化
炭 化
炭 化
炭 化
炭 化

炭 化
炭 化
炭 化
炭 化
炭 化
炭 化
炭 化
炭 化

炭 化
炭 化
炭 化

炭 化
炭 化

備
考

４９
Ｈ
４２

Ｈ
Ｆ
１

縄
文
時
代
中
期

１９
０
．４
２５

２０
０３

１８
５０
Ｈ
４２

Ｈ
Ｆ
２

縄
文
時
代
中
期

７
０
．４
２５

２０
０３

６
１

５１
Ｈ
５７

床
縄
文
時
代
中
期

１
０
．４
２５

２０
０３

１
５２
Ｐ
３６
１

覆
土

縄
文
時
代
後
期
後
葉
２

４２
５
２０
０２

３
５３
Ｐ
３８
６

覆
土

縄
文
時
代
後
期
後
葉

０
．２
７
１
．４
１
２０
０２

９
５４
Ｐ
３８
６

覆
土

縄
文
時
代
後
期
後
葉
２

１
．４
１
２０
０２

１
１

５５
Ｐ
３９
５

土
器
内
土
壌

縄
文
時
代
後
期
後
葉
１

０
．４
２５

２０
０３

１
５６
Ｐ
３９
５

土
器
内
土
壌

縄
文
時
代
後
期
後
葉
１

０
．４
２５

２０
０３

１
５７
Ｐ
３９
８

覆
土

縄
文
時
代
後
期
後
葉
１

０
．４
２５

２０
０３

１
５８
Ｐ
４１
４

覆
土

縄
文
時
代
後
期
後
葉

０
．２
９
１
．４
１
２０
０３

８
５９
Ｐ
４１
９

覆
土

縄
文
時
代
後
期
後
葉
３

０
．４
２５

２０
０３

２
１
１

６０
Ｐ
６３
２

覆
土

縄
文
時
代
後
期
後
葉
２

０
．４
２５

２０
０３

１
１

６１
Ｐ
６３
２

覆
土

縄
文
時
代
後
期
後
葉
２

０
．４
２５

２０
０３

１
１

６２
Ｐ
７９
９

覆
土

縄
文
時
代
後
期
後
葉
３

０
．４
２５

２０
０４

１
３

６３
Ｆ
１６
３

焼
土

縄
文
時
代
後
期
後
葉
１

２
２０
０２

１
断
面
柵
状

６４
Ｆ
１６
４

焼
土

縄
文
時
代
後
期
後
葉
１

０
．４
２５

２０
０２

１
６５
Ｆ
１６
５

焼
土

縄
文
時
代
後
期
後
葉
１

０
．４
２５

２０
０２

１
６６
Ｆ
１６
５

焼
土

縄
文
時
代
後
期
後
葉
１

０
．４
２５

２０
０２

１
６７
Ｆ
１６
８

焼
土

縄
文
時
代
後
期
後
葉
１

０
．４
２５

２０
０２

１
６８
Ｆ
２１
３

焼
土

縄
文
時
代
後
期
後
葉
１
０
．０
５

２
２０
０２

１
６９
Ｆ
２２
１

焼
土

縄
文
時
代
後
期
後
葉
１

０
．４
２５

２０
０２

１
７０
Ｆ
２５
３

焼
土

縄
文
時
代
後
期
後
葉
１

０
．４
２５

２０
０２

１
７１
Ｆ
２５
４

焼
土

縄
文
時
代
後
期
後
葉
１

１
．４
１
２０
０２

１
７２
Ｆ
２５
７

焼
土

縄
文
時
代
後
期
後
葉
２

０
．４
２５

２０
０２

２
長
さ
１
．２
�
，
幅
１
�

７３
Ｆ
２５
７

焼
土

縄
文
時
代
後
期
後
葉
２

０
．４
２５

２０
０２

１
１

７４
Ｆ
２６
２

焼
土

縄
文
時
代
後
期
後
葉
１

０
．４
２５

２０
０２

１
７５
Ｆ
２６
２

焼
土

縄
文
時
代
後
期
後
葉
１

０
．４
２５

２０
０２

１
７６
Ｆ
２６
３

焼
土

縄
文
時
代
後
期
後
葉
３

０
．４
２５

２０
０２

１
２

７７
Ｆ
２６
４

焼
土

縄
文
時
代
後
期
後
葉
１

０
．４
２５

２０
０２

１
７８
Ｆ
２７
３

焼
土

縄
文
時
代
後
期
後
葉
１

０
．４
２５

２０
０２

１
７９
Ｆ
２７
４

焼
土

縄
文
時
代
後
期
後
葉
２

０
．４
２５

２０
０２

１
１

リ
ス
ト
外
試
料

８０
Ｆ
２８
０

焼
土

縄
文
時
代
後
期
後
葉
１

０
．４
２５

２０
０２

１
８１
Ｆ
２８
１

焼
土

縄
文
時
代
後
期
後
葉
１

１
．４
１
２０
０２

１
８２
Ｆ
２８
４

焼
土

縄
文
時
代
後
期
後
葉
１

２
２０
０２

１
８３
Ｆ
２８
４

焼
土

縄
文
時
代
後
期
後
葉
１

０
．４
２５

２０
０２

１
８４
Ｆ
２８
５

焼
土

縄
文
時
代
後
期
後
葉

０
．０
７
１
．４
１
２０
０２

１
８５
Ｆ
２８
５

焼
土

縄
文
時
代
後
期
後
葉
２

０
．４
２５

２０
０２

１
１

８６
Ｆ
１７
１

焼
土

縄
文
時
代
後
期
後
葉

０
．９
３
１
．４
１
２０
０２

８９
３

１
８７
Ｆ
２０
８

焼
土

縄
文
時
代
後
期
後
葉

１
．６
３
１
．４
１
２０
０２

８４
１

２
１

８８
Ｆ
２２
９

焼
土

縄
文
時
代
後
期
後
葉

０
．７
２
１
．４
１
２０
０２

１８
８９
Ｆ
２６
５

焼
土

縄
文
時
代
後
期
後
葉

１
．０
６
１
．４
１
２０
０２

４４
１

９０
Ｆ
２９
２

焼
土

縄
文
時
代
後
期
後
葉
１

０
．４
２５

２０
０２

１
９１
Ｆ
２９
９

焼
土

縄
文
時
代
後
期
後
葉
１

０
．４
２５

２０
０２

１
９２
Ｆ
３１
５

焼
土

縄
文
時
代
後
期
後
葉
２

２
２０
０２

１
１

種
子
入
る
６
室
程
度
確
認

９３
Ｆ
３２
５

焼
土

縄
文
時
代
後
期
後
葉
１

１
．４
１
２０
０２

１
９４
Ｆ
３２
９

焼
土

縄
文
時
代
後
期
後
葉

０
．１

２
２０
０２

３
種
子
入
る
室
確
認

９５
Ｆ
３２
９

焼
土

縄
文
時
代
後
期
後
葉
１

０
．４
２５

２０
０３

１
９６
Ｆ
３３
３

焼
土

縄
文
時
代
後
期
後
葉
２

０
．４
２５

２０
０３

１
１

表
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分 類 群

木
本

草
本

そ
の
他

オ ニ グ ル ミ

サ ワ シ バ

コ ナ ラ 亜 属

コ ナ ラ 属

ホ オ ノ キ

コ ブ シ

マ タ タ ビ 属

キ ハ ダ

キ ハ ダ ？

カ エ デ 属

ブ ド ウ 属

ミ ズ キ

タ ラ ノ キ

イ ネ
イ ネ ？

オ オ ム ギ

ヒ エ ？

イ ネ 科

ホ タ ル イ 属

タ デ 属

タ デ 属 ？

ア カ ザ 科

ア カ ザ 科 ？

ナ デ シ コ 科

マ メ 類

マ メ 科

カ タ バ ミ 属

不 明 種 実

木 の 芽

炭 化 材

節
不 明
不 明
菌 核
動 物
岩 片
土 粒

部 位 ・ 状 態

核
果 実

幼 果
子 葉
果 実
種 子
種 子
種 子
核

果 実
果 実

種 子
核
核
穎 ・ 胚 乳

胚 乳
胚 乳
胚 乳
胚 乳
胚 乳

果 実
果 実

果 実
果 実
種 子
種 子
種 子
種 子
種 子
種 子

骨

破 片
完 形
破 片
完 形
破 片
破 片
完 形
破 片
完 形
完 形
完 形
破 片
完 形
破 片
完 形
完 形
完 形
完 形
完 形
破 片
完 形
完 形
完 形
完 形
完 形
完 形
完 形
完 形
完 形
破 片
完 形
完 形
完 形
完 形
完 形
完 形
完 形

破 片
試
料
情
報

N
o.
遺
構
名

層
位

遺
構
の
時
期

点 数
重
量

（
�
）
（
�
）
年
度
炭 化
炭 化
炭 化
炭 化
炭 化
炭 化

炭 化
炭 化
炭 化
炭 化
炭 化
炭 化
炭 化

炭 化
炭 化
炭 化
炭 化
炭 化
炭 化
炭 化
炭 化

炭 化
炭 化
炭 化

炭 化
炭 化

備
考

９７
Ｆ
３４
０

焼
土

縄
文
時
代
後
期
後
葉
２

０
．４
２５

２０
０３

２
ア
カ
ザ
科
よ
り
表
面
粗
い

９８
Ｆ
３４
３

焼
土

縄
文
時
代
後
期
後
葉
６

０
．４
２５

２０
０３

２
１

１
２

９９
Ｆ
３４
４

焼
土

縄
文
時
代
後
期
後
葉
１

０
．４
２５

２０
０３

１
１０
０
Ｆ
３５
０

焼
土

縄
文
時
代
後
期
後
葉
８

０
．４
２５

２０
０３

５
３

１０
１
Ｆ
３５
４

焼
土

縄
文
時
代
後
期
後
葉
３

０
．４
２５

２０
０３

１
１
１

１０
２
Ｆ
３５
７

焼
土

縄
文
時
代
後
期
後
葉
２

０
．４
２５

２０
０３

２
１

１０
３
Ｆ
３５
８

焼
土

縄
文
時
代
後
期
後
葉
４

０
．４
２５

２０
０３

１
２

１０
４
Ｆ
３６
２

焼
土

縄
文
時
代
後
期
後
葉
２

０
．４
２５

２０
０３

１
１

１０
５
Ｆ
３７
８

焼
土

縄
文
時
代
後
期
後
葉
２

０
．４
２５

２０
０３

１
１

１
１０
６
Ｆ
３８
３

焼
土

縄
文
時
代
後
期
後
葉
８

０
．４
２５

２０
０３

２
５

１
１

１０
７
Ｆ
４０
２

焼
土

縄
文
時
代
後
期
後
葉
３

０
．４
２５

２０
０３

１
１

１
タ
デ
属
：
イ
ヌ
タ
デ
近
似

１０
８
Ｆ
４０
８

焼
土

縄
文
時
代
後
期
後
葉
３

０
．４
２５

２０
０３

１
１

１
不
明
：
木
の
芽
？

１０
９
Ｆ
４１
７

焼
土

縄
文
時
代
後
期
後
葉
１

０
．４
２５

２０
０３

１
１

１１
０
Ｆ
４１
９

焼
土

縄
文
時
代
後
期
後
葉

０
．４
２
１
．４
１
２０
０３

６
１１
１
Ｆ
４２
８

焼
土

縄
文
時
代
後
期
後
葉
１

０
．４
２５

２０
０４

１
１１
２
Ｆ
４４
９

覆
土
２
層

縄
文
時
代
後
期
後
葉
２

０
．４
２５

２０
０４

１
１

１１
３
Ｆ
４５
１

焼
土

縄
文
時
代
後
期
後
葉
１

０
．４
２５

２０
０３

１
１１
４
Ｔ
Ｐ
１５

覆
土
１１
層

縄
文
時
代
中
期

３
０
．４
２５

２０
０２

２
１

１１
５
Ｋ
－
２１

Ｍ
Ｃ

縄
文
時
代
後
期
後
葉
１

０
．４
２５

２０
０２

１
１１
６
Ｋ
－
２１

Ｍ
Ｃ

縄
文
時
代
後
期
後
葉
２

０
．４
２５

２０
０２

２
１１
７
Ｌ
－
１９

Ⅱ
縄
文
時
代
後
期
後
葉
４
０
．３
３

２
２０
０２

４
１１
８
Ｍ
－
２４

Ｍ
Ｃ

縄
文
時
代
後
期
後
葉

０
．２
１

２
２０
０２

３
１１
９
Ｍ
－
２４

Ｍ
Ｃ

縄
文
時
代
後
期
後
葉
１

２
２０
０２

１
１２
０
Ｍ
－
２４

Ｍ
Ｃ

縄
文
時
代
後
期
後
葉
４

０
．４
２５

２０
０２

２
１

１
１２
１
Ｎ
－
２５

Ｍ
Ｃ

縄
文
時
代
後
期
後
葉
１
０
．０
７
１
．４
１
２０
０２

１
１２
２
Ｏ
－
２４

Ｍ
Ｃ

縄
文
時
代
後
期
後
葉
２

０
．４
２５

２０
０２

１
１

１２
３
Ｏ
－
２５

Ｍ
Ｃ

縄
文
時
代
後
期
後
葉

１
．８
７
１
．４
１
２０
０２

５０
１

岩
片
：
軽
石

１２
４
Ｏ
－
２５

Ｍ
Ｃ

縄
文
時
代
後
期
後
葉
１

０
．４
２５

２０
０２

１
１２
５
Ｏ
－
２５

Ｍ
Ｃ

縄
文
時
代
後
期
後
葉
１

０
．４
２５

２０
０２

１
１２
６
Ｐ
－
１８

Ｍ
Ｃ

縄
文
時
代
後
期
後
葉

２
．５
７

２
２０
０２
１２
３

６
１

１
２

１２
７
Ｐ
－
２５

Ｍ
Ｃ

縄
文
時
代
後
期
後
葉
２

０
．４
２５

２０
０２

２
長
さ
１
．３
�
，
１
．５
�

１２
８
Ｐ
－
２６

Ｍ
Ｃ

縄
文
時
代
後
期
後
葉
１

２
２０
０２

１
１２
９
Ｐ
－
２６

Ｍ
Ｃ

縄
文
時
代
後
期
後
葉
４

２
２０
０４

２
２

１３
０
Ｐ
－
４２

１１
層

縄
文
時
代
早
期

１
．４
１

１０
０

１
２２

１
１
コ
ナ
ラ
属
：
着
点

表
１
．
種
実
同
定
結
果
�
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分
類
群

木本 草本

オ
ニ
グ
ル
ミ

サ
ワ
シ
バ

コ
ナ
ラ
亜
属

コ
ナ
ラ
属

ホ
オ
ノ
キ

コ
ブ
シ

マ
タ
タ
ビ
属

キ
ハ
ダ

キ
ハ
ダ
？

カ
エ
デ
属

ブ
ド
ウ
属

ミ
ズ
キ

タ
ラ
ノ
キ

イ
ネ
イ
ネ
？

オ
オ
ム
ギ

ヒ
エ
？

イ
ネ
科

ホ
タ
ル
イ
属

タ
デ
属

タ
デ
属
？

ア
カ
ザ
科

ア
カ
ザ
科
？

ナ
デ
シ
コ
科

マ
メ
類

マ
メ
科

カ
タ
バ
ミ
属

部
位
核 果
実
幼
果
子
葉
果
実
種
子
種
子
種
子
核 果
実
果
実
種
子
核 核 胚

乳
胚
乳
胚
乳
胚
乳
胚
乳

果
実

果
実

果
実

果
実
種
子
種
子
種
子
種
子
種
子
種
子

炭
化
炭
化
炭
化
炭
化
炭
化

炭
化
炭
化
炭
化
炭
化
炭
化

炭
化
炭
化
炭
化
炭
化
炭
化
炭
化

炭
化

炭
化
炭
化 No.遺構名・時期 層位

縄

文

時

代

早
期 Ｐ－４２ １１層 １００ １ １３０

中
期

Ｈ４２ HF１・２ ２４ １ ４９・５０
ＴＰ１５ 覆土１１層 ２ １１４

後

期

後

葉

Ｆ１６４ 焼土 １６４
Ｆ１７１ 焼土 ８９ ８６
Ｆ２０８ 焼土 ８４ ８７
Ｆ２１３ 焼土 １ ６８
Ｆ２２１ 焼土 １ ６９
Ｆ２２９ 焼土 １８ ８８
Ｆ２５３ 焼土 １ ７０
Ｆ２５７ 焼土 ２ １ ７２・７３
Ｆ２６３ 焼土 １ ２ ７６
Ｆ２６５ 焼土 ４４ ８９
Ｆ２７３ 焼土 １ ７８
Ｆ２７４ 焼土 ２ ７９
Ｆ２８０ 焼土 １ ８０
Ｆ２８１ 焼土 １ ８１
Ｆ２８４ 焼土 １ １ ８２・８３
Ｆ２８５ 焼土 １ １ ８４・８５
Ｆ２９２ 焼土 １ ９０
Ｆ２９９ 焼土 １ ９１
Ｆ３１５ 焼土 １ ９２
Ｆ３２５ 焼土 １ ９３
Ｆ３２９ 焼土 １ ３ ９４・９５
Ｆ３３３ 焼土 １ １ ９６
Ｆ３４０ 焼土 ２ ９７
Ｆ３４３ 焼土 ２ １ ９８
Ｆ３４４ 焼土 ９９
Ｆ３５０ 焼土 ５ １００
Ｆ３５４ 焼土 １ １０１
Ｆ３５７ 焼土 １０２
Ｆ３５８ 焼土 １ １０３
Ｆ３６２ 焼土 １０４
Ｆ３７８ 焼土 １ １ １０５
Ｆ３８３ 焼土 ２ ５ １ １０６
Ｆ４０２ 焼土 １ １ １ １０７
Ｆ４０８ 焼土 １ １ １０８
Ｆ４１７ 焼土 １ １０９
Ｆ４１９ 焼土 ６ １１０
Ｆ４２８ 焼土 １ １１１
Ｆ４４９ 覆土２層 １１２
Ｆ４５１ 焼土 １ １１３
Ｈ２６ MC ２４ １ ４１・４２
Ｋ－２１ MC ２ １ １１５・１１６
Ｌ－１９ Ⅱ ４ １１７
Ｍ－２４ MC ３ １ ２ １１８－１２０
Ｎ－２５ MC １ １２１
Ｏ－２４ MC １ １２２
Ｏ－２５ MC ５０ １ １ １２３－１２５
Ｐ－１８ MC １２３ １２６
Ｐ－２５ MC ２ １２７
Ｐ－２６ MC ３ １２８・１２９
Ｐ３８６ 覆土 ９ ５３
Ｐ３９５ 土器内土壌 １ ５６
Ｐ４１４ 覆土 ８ ５８
Ｐ７９９ 覆土 １ ６２

擦

文

住

居

床
面

Ｈ２２ 床面・b １ １３３・３４
Ｈ２３ 床面 ３ ３７・３８
Ｈ２５ 床面 １ ４０

カ
マ
ド
内

Ｈ２０ 覆土１９・２０層 １ ４
Ｈ２１ 焼土 １ １０
Ｈ２３ 床面 ３９
Ｈ３３ 煙道 １ １ ４７・４８

９
ｃ
覆
土

Ｃ１（Ｈ２２内） 覆土 １５ １ ２ １ １ ２ ２４ １ １ ２ １１－３１
Ｈ２０ 覆土 ３ １・２
Ｈ２１ 覆土４② １ １ ７・８
Ｈ３２ Ta-a直下 １ ４６

表２．時代別種実検出状況

Ⅴ 自然科学的手法による分析

―２６３―



４ 西島松５遺跡出土の動物骨同定
金子浩昌

試料は平成１４、１５、１６年度の西島松５遺跡の調査で出土した焼骨である。これらの焼骨からは、魚

類６種類（チョウザメ科、ニシン科、サケ科、イトウ、ウグイ属、イトヨ）、鳥類４種類（キジ目、

タカ目、カモ類、ハクチョウ類）、哺乳類９種類（ウサギ科、ネズミ属、キツネ、タヌキ、イヌ、テ

ン、ヒグマ、イノシシ、ニホンジカ）が検出された。（動物遺体種名表参照）

サケ科、ヒグマ、ニホンジカ、イノシシの部位別数量を表６に示す。これら全体の集計表に基づい

て、以下に考察を進めていく。

１．出土骨の特徴

焼骨は、全て強い火力によって焼かれ、小さく割

れていた。比熱の度合いはすべて同じで、炭化状、

あるいは生との中間のような状態にあるものがな

い。火力が均一に回るような状態が推測される。そ

の結果、被熱骨特有の亀裂、破損を生じ、同定でき

る状態の部位は限定されている。完存部位がのこさ

れても、魚類の歯であるとか、あるいは獣骨中１個

体で多数になる指趾骨関係などである。ここでは確

認できた部位から個体数の復元を試みているが、焼

骨の標本数のみからの個体数の復元は難しい。した

がって、出土骨の総量を単純に比較するのでなく、

骨格全体の出土の傾向からの判断も重要になると思

われる。

＜魚類＞

魚類では、ニシン科・コイ科の椎骨、サケ科の

歯、および椎骨、イトウの椎骨片、イトヨの背鰭・

腹鰭棘、チョウザメの鱗片、その他の椎骨片などが

検出されるにとどまる。これらの中では、サケ科の

歯および椎骨が多く検出されている。同時期の遺跡

で、サケ科の椎骨は、千歳市のキウス４遺跡（高

橋、２００１・２００２））でも多量に出土していることが

報告されており、内陸の漁獲の内容をよく示してい

ると思われる。なお、焼骨となった遺骨から多くの

魚類を検出するのはかなり難しい。実際には、その

他の魚種も漁獲、食用として利用されていたと想像

されるが、その痕跡を残していないのは被熱による

破損のためと思われる。

動物遺体種名表

硬骨魚網 Class Osteichthyse
チョウザメ目Order Acipenseriformes
チョウザメ科 Family Acipenseridae
チョウザメ Acipenser medirostris

ニシン目 Order Clupeiformes
ニシン科 Family Clupeidae
サケ目 Order Salmoniformes
サケ科 Family Salmonidae
イトウ属 Hucho sp.
イトウ Hucho perryi

コイ目 Order Cypriniformes
コイ科 Family Cyprinidae
ウグイ属 Tribolodon sp.

トゲウオ目 Order Gasterosteida
トゲウオ科 Family Gasterosteidae
イトヨ属 Gasterosteus sp.
イトヨ Gasterosteus aculeatus

鳥網 Class Aves
キジ目 Order Galliformes
キジ科 Family Phasianidae
キジ Phasianus colchocus

タカ目 Order Falconiformes
タカ科 Family Accipitridae
ワシ類 Haliaeetus sp.

ミズナギドリ目 Order Procellariiformes
ミズナギドリ科 Procellariidae
ミズナギドリ類 Procellariinae sp.

カモ目 Order Anseriformes
カモ科 Family Anatidae
ハクチョウ類 Cygnus sp.

哺乳網 Class Mammalia
ウサギ目 Order Lagomorpha
ウサギ科 Family Leporidae
ネズミ目（齧歯目） Order Rodentia
ネズミ科 Family Muridae
ネズミ属 Muridae gen. et sp. Indet
リス科 Family Sciuridae
ネコ目（食肉目） Order Carnivora
イヌ科 Family Canidae
キツネ属 Vulpes.
タヌキ属 Nyctereutes.
イヌ属 Canis.
イタチ科 Family Mustelidae
テン属 Martes melampus.
クマ科 Family Ursidae
ヒグマ Ursus arctos

ウシ目（偶蹄目） Order Artiodactyla
シカ科 Family Cervus
ニホンジカ Cervus Nippon

イノシシ科 Family Suidae
イノシシ Sus scrofa
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＜鳥類＞

被熱している細片となった骨の中には、鳥骨もかなり含まれている可能性がある。ただし、種の同

定までに至る標本はごく少なく、焼骨のため止むを得ないことである。おそらく、実際に捕獲された

鳥類は多かったのではないかと想像される。猛禽類としたのは、ワシ、タカ類の趾骨である。被熱前

であれば、さらに大きかったと思われる。ハクチョウは趾骨のみが検出された。水鳥類の大形趾骨で

あった。他にかなり大形になる鳥骨片が検出されており、ハクチョウ類やワシ類などの骨が推測され

るが、破片となっているために詳細不明である。

＜獣骨＞

ウサギは上腕骨滑車部分が出土、タヌキ、キツネ、テンなどの中型獣類の遺骸は、顎骨、主要四肢

骨などで確認することができなかった。そうした部位が残されていないのである。椎骨、指骨などの

断片的な部位に限られ、また焼骨となっているため、不確かな点が多い。

ヒグマは、大形で、特徴のある形態の指骨や末節片で確認されている。大形の四肢骨で推定された

標本もあったが、検出個数が少なく、破損率が高かったのである。指骨の中では中節骨が最も多く、

完存する標本もあった。穿孔などの加工痕はみられない。指掌部分はクマ骨の部分でも大事に扱われ

るはずであるが、被熱していることは骨全体の特殊な扱いと関連するのであろう。

イノシシは、多くの骨片を採集している。総点数は１０６点になり、これらの詳細な部位同定を行っ

た。それによると、中手／中足骨の遠位骨端、基節骨遠位骨端は検出例も多い。しかし、完存する標

本がなく、破損骨であるため、個体数を予測することが難しい。ただし、それを考慮しても、全体で

数個体以上にはならないであろう。現在北海道に野生しないイノシシの遺骸の出土は当然関心のもた

れるところであり、本遺跡はその遺骸が多く検出するかのようにみえたのであるが、遺骸の総数を部

位別にみると、かなり限定された数であることがわかる。なお、イノシシには幼、若体の個数をみ

る。骨端の外れた標本が確認される。１歳から３歳未満、あるいはそれに近い個体である。それと共

に成獣個体もあった。

ニホンジカはもっとも多く１３６点が同定された。検出部位も全身の骨格にわたった。ニホンジカの

場合でも出土量の多いのは中手／中足骨の骨体と遠位骨端、指骨の近、遠位端であった。これらでも

左右に分けられる数量を示すと、数個体程にしかならない。多くみつかったもので、右膝蓋骨（硬質

の骨で破損しているが原形を残す）が８点、右距骨の近位端の５点などである。

種子骨は、解体時に皮革と一緒に外されたとも考えられる。手根、足根部は、外されて調理に使わ

れたのであろう。可食部が残されている。指骨部などは、蹄部分と別に扱われ、骨髄採取などにした

はずである。なお、主要四肢骨の破片が意外に少ないが、これらは別の場所で解体が行われ、脛骨遠

位骨端のように足根骨と筋で硬く結合した部分が残ったと思われる。幼獣も数例検出されているが、

成獣の大型個体の遺体が大半を占めている。

２．遺構・層位別の出土状況

＜ニホンジカ＞

土坑 土坑からは副手根骨左が２点、Ｐ５９３（後期後葉）とＰ６４６（不明）から出土しているほか、

踵骨Ｒ・距骨Ｒの破片がＰ４１３・Ｐ５７９から出土いずれも後期後葉、尺側手根骨ＲがＰ３７７か

ら出土している。これは晩期前葉の土坑であるが、覆土から出土する焼骨はいずれも包含層

からの流れ込みと見られ、土坑の時期にかかわらず後期後葉のものとみられる。

Ⅴ 自然科学的手法による分析
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住居 Ｈ３３から尺側手根骨Ｌが１点、Ｈ３４から２＋３手根骨Ｒが出土、住居は９世紀代の擦文時代

に属するが、覆土から出土した土器片の９割以上が縄文時代後期後葉の破片であることから

焼骨も同時期の包含層からの流れ込みと考えられる。

焼土 確実な資料では橈側手根骨ＲがＦ３１０から出土しているほか、上腕骨Ｒ遠位端や大腿骨Ｒ遠

位端がＦ３４７・Ｆ３４０から出土している。いずれも縄文時代後期後葉の焼土である。

包含層 Ⅰ層・耕作等撹乱を受けた層で、出土遺物から後期後葉の焼骨である可能性が最も高いと考

えられる。中間手根骨Ｌ膝蓋骨Ｒ・Ｌがそれぞれ１点ずつ出土している。

Ⅱ層 遺物包含層である。出土している遺物の９割が縄文時代後期後葉であることから見つかった

焼骨も、ほとんどが同時期の遺物とみられる。果骨Ｌが２点、２＋３手根骨Ｌ・尺側手根骨

Ｌがそれぞれ１点ずつ出土、このほか確実性に欠けるが膝蓋骨Ｒが３点出土している。

ＭＢ 斜面に堆積する後期後葉の生活廃棄層（盛土層）で、尺側手根骨Ｒが１点出土。

ＭＣ 晩期前葉の人々が後期後葉の盛土を壊して住居址の窪みなどを埋めた層とみられ、出土遺物

の多くが本層から出土している。時期は縄文時代後期後葉がほとんどで、果骨Ｌが２点、２

＋３手根骨Ｒ・Ｌがそれぞれ２点、橈側手根骨Ｒが２点出土している。

ⅡＢ ＭＣ盛土下の黒色土層で時期は早期から後期後葉まで含まれる。本層からは距骨Ｒが２点、

２＋３手根骨Ｒが１点出土している。時期はやはり後期後葉とみられる。

Ⅲ層 黒色土とローム層の漸移層で、時期的には早期の層とみられるが、上層の遺物の流れ込みな

どが多いことから後期後葉の遺物である可能性がたかい。距骨Ｒが１点出土している。

Ｍ２ 斜面に堆積する後期後葉から晩期前葉の生活廃棄層（盛土層）でＣ＋４足根骨Ｒが１点、破

片だが距骨Ｒ・膝蓋骨Ｒが１点ずつ出土している。

＜イノシシ＞

土坑 Ｐ６６８（後期後葉）から尺側手根骨Ｌが１点、Ｐ３５９より（晩期中葉）より脛骨Ｒ近位が１点

出土、土坑はＭＣ盛土を掘り抜いており、出土した焼骨は後期後葉の包含層からの流れ込み

とみられる。住居・焼土からは出土していない。

Ⅰ層 第３足根骨Ｒが１点 そのほか破片で距骨Ｒ・尺骨Ｌ近位が出土している。時期は後期後葉

とみられる。

Ⅱ層 中間手根骨Ｌ・尺側手根骨Ｒがそれぞれ１点ずつ出土、破片では距骨Ｒが１点出土してい

る。後期後葉とみられる。

ＭＣ 第３足根骨Ｌ・橈側手根骨Ｒ・Ｌがそれぞれ１点ずつ、破片で距骨Ｒが３点出土している。

後期後葉とみられる。

ⅡＢ 下顎骨Ｌ片（Ｐ２・３付近）が１点、尺側手根骨Ｒが１点、破片だが尺骨Ｌ近位が１点出土

している。後期後葉と考えられる。

Ｍ２ 斜面に堆積する後期後葉から晩期前葉の生活廃棄層（盛土層）で橈側手根骨Ｌが１点、出土

している。

遺跡出土の焼骨のほとんどが、大量の土器片とともに盛土遺構や包含層から出土し、時期は縄文時

代後期後葉のもの見られることから、層位別の個体数では、ニホンジカは各層や遺構などに最多で２

個体が確認できるが、これをそれぞれの層位で集計すべきか、総数でまとめて見るべきなのか、難し

いところである。
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土坑 住居址 焼土 Ⅰ層 Ⅱ層 ＭＢ ＭＣ ⅡＢ Ⅲ 計

ニホンジカ ３ ２ ３ １ ２ １ ２ １ １ １６

イノシシ ２ ０ ０ １ １ ０ １ １ ０ ６

ヒグマ １ ０ ３ １ １ ０ １ １ ０ ８

種別の同定総数を比較は以下のとおりである。

ニホンジカ １３６点 イノシシ １０６点 ヒグマ ２２点 キツネ ６点 テン ５点

タヌキ ４点 ウサギ １点 ネズミ ９点

統計上の数ではなく、確実な部位（距骨片などを除く）で個体数をだすと次のようになる。

ニホンジカ ２＋３手根骨Ｒ・・・・・４個体

イノシシ 尺側手根骨Ｒ・・・・・・２個体

その他中小獣 １個体

個々の遺構や層がそれぞれ独立した層序であるとし、各層ごとの出土数を合計するとニホンジカ１６

個体、イノシシ６個体となり、適切な個体数にみえるが、ヒグマを同様に数えると８個体となってし

まい問題があるように思う。

以下は出土層位別に個体数を出したものである。

出土総数からみた個体数は以下のようになっており、比較的よい値ではないかと考えられる。

ニホンジカ 距骨Ｒ・・・・・・７個体

イノシシ 距骨Ｒ・・・・・・（６個体）

尺骨Ｌ・・・・・・３個体

その他全 ・・・・・・１個体

３．総括

焼骨の場合、貝塚などで残りやすい部位である、手根骨・足根骨・踵骨・距骨などが必ずしも残る

とは限らず、個体数を出すにあたり困難な面がある。ただし、すべての骨が同じ条件の下で残ってい

るとすれば、同定結果に生ずる差は骨の回収のむずかしさや同定の難しさに起因するのかもしれな

い。今回の調査対象とされた焼魚獣骨は、そのほとんどが縄文後期後葉期に所属するとみられ、本遺

跡はその顕著な一例と言えるだろう。焼骨は堆積層の全面から検出され、特別な遺構に伴うことがな

かったようである。したがって、焼骨の在り方は、遺跡全体の構成をみていく過程から、さらに考察

することが必要かと考えている。

Ⅴ 自然科学的手法による分析
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番号 層位 歯
椎骨 前上顎骨 歯骨 下鰓蓋骨 基鰓骨 尾鰓骨 角鰓骨 背鰭棘

第１腹椎 腹椎 尾椎 椎体片 Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｒ 第１ 第２
Ｐ３４８ 覆土 ０．０７ ０．４５
Ｐ３９０ 覆土 １０．０８
Ｐ４１４ 覆土１ ２０．０１ ０．０５
Ｆ１６７ 焼土 ０．２８
Ｆ１６９ 焼土 ０．１６
Ｆ１７０ 焼土 ０．６４
Ｆ１７９ 焼土 ０．１８ １．１６
Ｆ１８０ 焼土 ２０．０２ ０．５９
Ｆ１８１ 焼土 ０．０１ ０．０７
Ｆ１８２ 焼土 ０．２６
Ｆ１８８ 焼土 ０．０８ １．８６
Ｆ１８９ 焼土 ０．０７ １．１３
Ｆ１９５ 焼土 １．１３ １ ０．３６ ２
Ｆ１９６ 焼土 ０．３５
Ｆ１９７ 焼土 ０．１
Ｆ１９８ 焼土 ０．３８
Ｆ２０３ 焼土 ０．０７
Ｆ２０４ 焼土 ０．１７ ０．０６
Ｆ２０６ 焼土 ３０．０３ ０．２５
Ｆ２０８ 焼土 ０．１１

番号 層位 歯
椎骨 前上顎骨 歯骨 下鰓蓋骨 基鰓骨 尾鰓骨 角鰓骨 背鰭棘

第１腹椎 腹椎 尾椎 椎体片 Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｒ 第１ 第２
Ｆ１９６ １
Ｌ－１９ Ⅱ １

総計 １ １

番号 層位 歯
椎骨 前上顎骨 歯骨 下鰓蓋骨 基鰓骨 尾鰓骨 角鰓骨 背鰭棘

第１腹椎 腹椎 尾椎 椎体片 Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｒ 第１ 第２
Ｈ３３ 火床 １ １

総計 １ １

番号 層位 歯
椎骨 前上顎骨 歯骨 下鰓蓋骨 基鰓骨 尾鰓骨 角鰓骨 背鰭棘

第１腹椎 腹椎 尾椎 椎体片 Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｒ 第１ 第２
Ｐ３４８ 覆土
Ｐ３９０
Ｐ４１４ 覆土１
Ｆ１６７ 焼土
Ｆ１６９ １ ０．０４
Ｆ１７０ ５ ０．０２
Ｆ１８０ １ ０．０１
Ｆ２１５ １ ０．０１
Ｆ２５４ １
Ｆ２８５ １
Ｆ３０８ １ ０．０３
Ｆ３５４ ３ ０．０１
Ｆ３５５ ６ ０．０７
Ｆ３８３ ４ ０．０５

ＨＦ２ １
Ｈ２０ カマド １ ０．０４
Ｍ－２５ ＭＣ ２ ０．０１
Ｎ－２５ ＭＣ ２ ０．０２

総計 １ ３ ２６

番号 層位 歯
椎骨 前上顎骨 歯骨 下鰓蓋骨 基鰓骨 尾鰓骨 角鰓骨 背鰭棘

第１腹椎 腹椎 尾椎 椎体片 Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｒ 第１ 第２
Ｆ２５４ 焼土 １ ０．０５

総計 １

番号 層位 歯
椎骨 前上顎骨 歯骨 下鰓蓋骨 基鰓骨 尾鰓骨 角鰓骨 背鰭棘

第１腹椎 腹椎 尾椎 椎体片 Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｒ 第１ 第２
Ｆ３８３ 焼土 １

総計 １

番号 層位 硬鱗
Ｆ

Ｆ３２５ 焼土 １
総計 １

表１ 動物依存体固定表［魚類］�

チョウザメ

ニシン科

サケ科イトウ

コイ科ウグイ属

トゲウオ科イトヨ

種別不明

サケ科
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番号 層位 歯
椎骨 前上顎骨 歯骨 下鰓蓋骨 基鰓骨 尾鰓骨 角鰓骨 背鰭棘

第１腹椎 腹椎 尾椎 椎体片 Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｒ 第１ 第２
Ｆ２１５ 焼土 ０．６５
Ｆ２１６ 焼土 ０．４２
Ｆ２２２ 焼土 ０．０７ ０．０５
Ｆ２２３ 焼土 ０．２５ １．５４
Ｆ２２７ 焼土 ０．１２
Ｆ２３０ 焼土 ２１０．１９ ０．０６
Ｆ２３１ 焼土 ０．３７ １ ０．５５
Ｆ２３２ 焼土 ０．３４ ０．１７
Ｆ２４８ 焼土 ２．１６ １
Ｆ２４９ 焼土 ０．４６ ０．２１
Ｆ２５１ 焼土 ０．０３ ０．４３
Ｆ２５４ 焼土 ０．０４ １
Ｆ２５８ 焼土 １ ０．０９
Ｆ２６６ 焼土 １
Ｆ２７１ 焼土 １．０８
Ｆ２７４ 焼土 ０．２５
Ｆ２８０ 焼土 １．２９
Ｆ２８５ 焼土 ０．８６
Ｆ２８６ 焼土 ０．０９ ０．５
Ｆ２８９ 焼土 ０．１７ ０．２６
Ｆ２９３ 焼土 １．０６ １．２
Ｆ２９４ 焼土 ０．７８ ２ １ ３．８９
Ｆ２９７ 焼土 ０．３２ １．０３
Ｆ２９９ 焼土 ０．３５ ０．７
Ｆ３０３ 焼土 ０．６４
Ｆ３０８ 焼土 ０．１２
Ｆ３０９ 焼土 ０．６１ ０．２１
Ｆ３１０ 焼土 ０．３５
Ｆ３１３ 焼土 ０．１１ ０．１
Ｆ３１４ 焼土 １ ０．０７
Ｆ３１８ 焼土 ０．２ ０．２４
Ｆ３１９ 焼土 ０．２４
Ｆ３２１ 焼土 ０．２３
Ｆ３２５ 焼土 ０．０６ １．６８
Ｆ３３０ 焼土 ０．４
Ｆ３３２ 焼土 ０．１３
Ｆ３３３ 焼土 ０．４ ０．１２
Ｆ３３６ 焼土 ７０．０４ ０．１３
Ｆ３３７ 焼土 ０．１６ ０．１７
Ｆ３５５ 焼土 ５ ０．０１
Ｆ３５８ 焼土 ０．４７ ０．３１
Ｆ３６５ 焼土 ０．０４ ０．１３
Ｆ３６６ 焼土 ０．６６ ０．４５
Ｆ３６７ 焼土 ０．１６ ０．０７ ３
Ｆ３６８ 焼土 １０．０１ ３ ０．０１
Ｆ３６９ 焼土 ０．０４
Ｆ３８３ 焼土 ２０．０３ ０．４５
Ｆ３８５ 焼土 ０．０８ １．６５
Ｆ３９３ 焼土 ０．０９
Ｆ４０２ 焼土 ３ ０．０１
Ｆ４０７ 焼土 ０．１８
Ｆ４２５ 焼土 １ ０．０１
Ｆ４２５ 焼土 １ ０．０１
Ｆ４２７ 焼土 １０．０１ １ ０．０１
Ｆ４３４ 焼土 ５ ０．０１

Ｈ２０

ＨＦ１ ３０．０２ ０．０３
ＨＦ２ ０．０９ ０．５２
カマド ０．５１ ０．５６

カマド・ソデ部 ０．０２
床面４ ０．０３

Ｈ２１ カマド内焼土 ０．０１ ０．２２
Ｈ２３ 床面・カマド内焼土 ０．０６

Ｈ２５
カマド １ ０．９１
煙道 ０．１１ １ １ ０．８９
床面 ０．０１ ０．０２

Ｈ２６
ＭＣ ０．８６ １
ＭＣ下位 ０．１

Ｈ３３ 火床 ０．１９ ０．８３

Ｈ３４
火床 ０．１ ０．１４
炉 ０．２７ ０．１９

Ｈ４６ 火床 ０．１３ ０．２２
Ｈ６２ ＨＦ１ ２ ０．０２
Ｌ－１９ Ⅱ １ ４ ０．２６
Ｍ－２４ ＭＣ ０．１９
Ｍ－２５ ＭＣ・下 ２ ０．０１
Ｎ－２３ ＭＣ ０．０３
Ｎ－２５ ＭＣ ２０．０２ ０．６８
Ｐ－２５ ＭＣ ３ １．３５

総計 １０ ７ ２ ３ １ １

表２ 動物依存体固定表［魚類］�

Ⅴ 自然科学的手法による分析
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部位 第１中手骨 第３
中手骨 距骨 中手・中足骨 基節骨 中節骨 末節

骨
dis dis Ｒ Ｌ pro dis pro Ｓ dis 完 pro dis pro番号 層位 Ｒ Ｌ Ｒ Ｌ Ｒ Ｌ Ｒ Ｌ Ｒ Ｌ Ｒ Ｌ

Ｐ４４１ 覆土 １
Ｆ１７０ 焼土 １
Ｆ３１３ １
Ｆ３２５ １ １
Ｈ－３０ Ｍ１・低地部 １
Ｉ－３０ Ｍ２・低地部 １
Ｋ－２３ Ⅱ １
Ｋ－２５ Ⅱ １
Ｌ－２１ Ⅰ １
Ｍ－２５ ＭＣ １
Ｎ－２１ Ⅰ １
Ｎ－２５ ＭＣ １
Ｏ－２２ Ⅱ １
Ｏ－２５ Ⅰ １
Ｐ－２２ ＭＣ １
Ｐ－２６ ＭＣ １
Ｒ－２６ ＭＣ １
Ｓ－２６ ⅡＢ １ １
Ｓ－２８ Ⅱ １ １

総計 １ １ １ １ ２ ５ １ １ ２ ２ ２ １ ２

部位 手根骨 第３中手骨 指骨 脛骨 中足骨 足指基節骨 足指中
節骨 足指末節骨 趾骨

椎骨尺側 pro dis dis pro dis dis pro dis pro dis
番号 層位 Ｒ Ｌ Ｒ Ｌ Ｌ

Ｆ２９９ 焼土 １
Ｋ－２５ Ⅱ １
Ｐ－２５ ＭＣ １
Ｈ－２６ ＭＣ １ １ １

総計 １ １ １ ２

部位 手根骨 第３中手骨 指骨 脛骨 中足骨 足指基節骨 足指中
節骨 足指末節骨 趾骨

椎骨尺側 pro dis dis pro dis dis pro dis pro dis
番号 層位 Ｒ Ｌ Ｒ Ｌ Ｌ

Ｆ２８０ 焼土 １
Ｆ２９３ １

総計 １ １

部位 手根骨 第３中手骨 指骨 脛骨 中足骨 足指基節骨 足指中
節骨 足指末節骨 趾骨

椎骨尺側 pro dis dis pro dis dis pro dis pro dis
番号 層位 Ｒ Ｌ Ｒ Ｌ Ｌ

Ｍ－２３ ＭＣ １
総計 １

部位 手根骨 第３中手骨 指骨 脛骨 中足骨 足指基節骨 足指中
節骨 足指末節骨 趾骨

椎骨尺側 pro dis dis pro dis dis pro dis pro dis
番号 層位 Ｒ Ｌ Ｒ Ｌ Ｌ

Ｐ３４３ 覆土１ １
総計 １

部位 手根骨 第３中手骨 指骨 脛骨 中足骨 足指基節骨 足指中
節骨 足指末節骨 趾骨

椎骨尺側 pro dis dis pro dis dis pro dis pro dis
番号 層位 Ｒ Ｌ Ｒ Ｌ Ｌ

Ｈ２５ カマド １
総計 １

部位 手根骨 第３中手骨 指骨 脛骨 中足骨 足指基節骨 足指中
節骨 足指末節骨 趾骨

椎骨尺側 pro dis dis pro dis dis pro dis pro dis
番号 層位 Ｒ Ｌ Ｒ Ｌ Ｌ

Ｎ－２６ Ⅰ １
Ｏ－１６ Ⅱ １
Ｐ－２５ ＭＣ １
Ｐ－２６ ＭＣ １
Ｑ－２４ ⅡＢ １

総計 １ １ ２ １

部位 手根骨 第３中手骨 指骨 脛骨 中足骨 足指基節骨 足指中
節骨 足指末節骨 趾骨

椎骨尺側 pro dis dis pro dis dis pro dis pro dis
番号 層位 Ｒ Ｌ Ｒ Ｌ Ｌ

F２９７ 焼土 １
総計 １

表３ 動物依存体固定表［鳥類・ヒグマ］

キジ

猛禽類

カモ類

ハクチョウ

大型鳥類

小型鳥類

種別不明

ヒグマ

―２７０―



ウ
サ
ギ

部
位

犬
歯

尾
椎

肋
骨

上
腕
骨

橈
骨

尺
骨

手
根
骨

寛
骨

大
腿
骨

脛
骨

種
子
骨

距
骨

中
手
・
中
足
骨

中
節
骨

末
節
骨

指
趾
骨

第
２
・
５
指
趾

Ｆ
di
s

pr
o

副
坐
骨

pr
o

Ｆ
di
s

完
di
s

pr
o

番
号

層
位

pr
o

Ｆ
Ｒ

pr
o

di
s

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

pr
o

di
s

Ｒ
Ｒ

Ｒ
pr
o

di
s

Ｒ
Ｌ

Ｐ
－
２６

Ⅱ
Ｂ

１
総
計

１

ネ
ズ
ミ

部
位

犬
歯

尾
椎

肋
骨

上
腕
骨

橈
骨

尺
骨

手
根
骨

寛
骨

大
腿
骨

脛
骨

種
子
骨

距
骨

中
手
・
中
足
骨

中
節
骨

末
節
骨

指
趾
骨

第
２
・
５
指
趾

Ｆ
di
s

pr
o

副
坐
骨

pr
o

Ｆ
di
s

完
di
s

pr
o

番
号

層
位

pr
o

Ｆ
Ｒ

pr
o

di
s

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

pr
o

di
s

Ｒ
Ｒ

Ｒ
pr
o

di
s

Ｒ
Ｌ

Ｆ
２４
９

焼
土

１
１

１
１

２
Ｆ
３１
２

１
Ｆ
３１
８

１
Ｆ
３８
３

１
総
計

１
１

１
１

１
１

１
２

小
型
哺
乳
網
（
リ
ス
科
）

部
位

犬
歯

尾
椎

肋
骨

上
腕
骨

橈
骨

尺
骨

手
根
骨

寛
骨

大
腿
骨

脛
骨

種
子
骨

距
骨

中
手
・
中
足
骨

中
節
骨

末
節
骨

指
趾
骨

第
２
・
５
指
趾

Ｆ
di
s

pr
o

副
坐
骨

pr
o

Ｆ
di
s

完
di
s

pr
o

番
号

層
位

pr
o

Ｆ
Ｒ

pr
o

di
s

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

pr
o

di
s

Ｒ
Ｒ

Ｒ
pr
o

di
s

Ｒ
Ｌ

Ｆ
２８
９

焼
土

１
Ｆ
２９
４

１
Ｍ
－
２４

Ｍ
Ｃ

１
総
計

１
１

１

イ
ヌ
科
（
キ
ツ
ネ
）

部
位

犬
歯

尾
椎

肋
骨

上
腕
骨

橈
骨

尺
骨

手
根
骨

寛
骨

大
腿
骨

脛
骨

種
子
骨

距
骨

中
手
・
中
足
骨

中
節
骨

末
節
骨

指
趾
骨

第
２
・
５
指
趾

Ｆ
di
s

pr
o

副
坐
骨

pr
o

Ｆ
di
s

完
di
s

pr
o

番
号

層
位

pr
o

Ｆ
Ｒ

pr
o

di
s

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

pr
o

di
s

Ｒ
Ｒ

Ｒ
pr
o

di
s

Ｒ
Ｌ

Ｆ
１７
０

焼
土

１
Ｆ
２９
４

１
Ｆ
３８
４

１
Ｋ
－
２１

Ｍ
Ｃ

１
Ｐ
－
２６

Ｍ
Ｃ

１
Ｑ
－
２６

Ⅱ
１

総
計

１
１

１
１

１
１

タ
ヌ
キ

部
位

犬
歯

尾
椎

肋
骨

上
腕
骨

橈
骨

尺
骨

手
根
骨

寛
骨

大
腿
骨

脛
骨

種
子
骨

距
骨

中
手
・
中
足
骨

中
節
骨

末
節
骨

指
趾
骨

第
２
・
５
指
趾

Ｆ
di
s

pr
o

副
坐
骨

pr
o

Ｆ
di
s

完
di
s

pr
o

番
号

層
位

pr
o

Ｆ
Ｒ

pr
o

di
s

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

pr
o

di
s

Ｒ
Ｒ

Ｒ
pr
o

di
s

Ｒ
Ｌ

Ｆ
１９
４

焼
土

１
Ｈ
２６

Ｍ
Ｃ

１
Ｈ
３３

覆
土
１

１
Ｐ
－
２５

Ｍ
Ｃ

１
総
計

２
１

１

テ
ン

部
位

犬
歯

尾
椎

肋
骨

上
腕
骨

橈
骨

尺
骨

手
根
骨

寛
骨

大
腿
骨

脛
骨

種
子
骨

距
骨

中
手
・
中
足
骨

中
節
骨

末
節
骨

指
趾
骨

第
２
・
５
指
趾

Ｆ
di
s

pr
o

副
坐
骨

pr
o

Ｆ
di
s

完
di
s

pr
o

番
号

層
位

pr
o

Ｆ
Ｒ

pr
o

di
s

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

pr
o

di
s

Ｒ
Ｒ

Ｒ
pr
o

di
s

Ｒ
Ｌ

Ｆ
２９
９

焼
土

１
Ｆ
３８
３

１
Ｆ
３８
８

１
Ｌ
－
１９

Ⅱ
１

Ｏ
－
２６

Ｍ
Ｃ

１
総
計

１
１

１
１

１

中
型
哺
乳
網 部
位

犬
歯

尾
椎

肋
骨

上
腕
骨

橈
骨

尺
骨

手
根
骨

寛
骨

大
腿
骨

脛
骨

種
子
骨

距
骨

中
手
・
中
足
骨

中
節
骨

末
節
骨

指
趾
骨

第
２
・
５
指
趾

Ｆ
di
s

pr
o

副
坐
骨

pr
o

Ｆ
di
s

完
di
s

pr
o

番
号

層
位

pr
o

Ｆ
Ｒ

pr
o

di
s

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

pr
o

di
s

Ｒ
Ｒ

Ｒ
pr
o

di
s

Ｒ
Ｌ

Ｆ
２８
９

焼
土

１
Ｌ
－
２５

Ⅱ
１

総
計

１
１

表
４
動
物
依
存
体
固
定
表
［
小
・
中
型
獣
］

Ⅴ 自然科学的手法による分析
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土
坑
・
S
P

部
位

歯 冠
頸 椎

腰 椎
肩
甲
骨

肋
骨

上
腕
骨
尺
骨

手
根
骨

中
手
骨
寛
骨
大
腿
骨

種 子 骨

踵 骨
距 骨

中
手
・

中
足
骨

基
節
骨

中
節
骨

末
節
骨

第
２・
５
指
趾
基
節
骨
第
２・
５
指
趾
中
節
骨
第
２・
５
指
趾
末
節
骨
計

pr
o

Ｆ
di
s

pr
o

橈
側

尺
側

２
＋
３

副
pr
o

Ｆ
di
s

di
s

pr
o

di
s

pr
o

di
s

Ｒ
Ｌ

pr
o

番
号

層
位

Ｆ
di
s

Ｆ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｒ

Ｒ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｐ３
４７

覆
土

１
１

Ｐ３
７７

覆
土

１
１

Ｐ３
７９

覆
土

１
１

Ｐ３
８３

覆
土

１
１

Ｐ４
０２

覆
土

１
１

Ｐ４
０３

覆
土

１
１

２
Ｐ４
１３

覆
土

１
１

Ｐ４
１４

覆
土

２
２

Ｐ４
４３

覆
土

１
１

Ｐ５
７９

覆
土

１
１

Ｐ５
８２

覆
土

１
１

Ｐ５
９３

覆
土

１
１

Ｐ６
４６

覆
土

１
１

Ｐ６
９２

覆
土

１
１

Ｐ７
７７

覆
土

１
１

Ｓ
Ｐ３
２９
７
覆
土

１
１

総
計

２
１

１
１

１
１

１
２

１
２

１
１

１
１

１
１８

住
居 部
位

歯 冠
頸 椎

腰 椎
肩
甲
骨

肋
骨

上
腕
骨
尺
骨

手
根
骨

中
手
骨
寛
骨
大
腿
骨

種 子 骨

踵 骨
距 骨

中
手
・

中
足
骨

基
節
骨

中
節
骨

末
節
骨

第
２・
５
指
趾
基
節
骨
第
２・
５
指
趾
中
節
骨
第
２・
５
指
趾
末
節
骨
計

pr
o

Ｆ
di
s

pr
o

橈
側

尺
側

２
＋
３

副
pr
o

Ｆ
di
s

di
s

pr
o

di
s

pr
o

di
s

Ｒ
Ｌ

pr
o

番
号

層
位

Ｆ
di
s

Ｆ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｒ

Ｒ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｈ２
０

覆
土
４

カ
マ
ド

４
２

２
１

２
１
１２

Ｈ２
５

煙
道

１
１

２
Ｈ２
６

Ｍ
Ｃ

３
１

４
覆
土
１

１
１

Ｈ３
３

覆
土
２

１
１

Ｈ３
４

覆
土
２

１
１

Ｈ４
５

覆
土

１
１

Ｈ５
１

Ｈ
Ｆ
３

２
２

Ｈ６
２

覆
土

１
１

２
Ｈ６
３

覆
土

１
１

２
Ｈ７
０

覆
土

２
２

Ｈ７
３

骨
集
中

１
１

２
総
計

３
１

１
１

９
１

２
２

２
２

１
２

１
１

２
１
３２

焼
土 部
位

歯 冠
頸 椎

腰 椎
肩
甲
骨

肋
骨

上
腕
骨
尺
骨

手
根
骨

中
手
骨
寛
骨
大
腿
骨

種 子 骨

踵 骨
距 骨

中
手
・

中
足
骨

基
節
骨

中
節
骨

末
節
骨

第
２・
５
指
趾
基
節
骨
第
２・
５
指
趾
中
節
骨
第
２・
５
指
趾
末
節
骨
計

pr
o

Ｆ
di
s

pr
o

橈
側

尺
側

２
＋
３

副
pr
o

Ｆ
di
s

di
s

pr
o

di
s

pr
o

di
s

Ｒ
Ｌ

pr
o

番
号

層
位

Ｆ
di
s

Ｆ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｒ

Ｒ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
F１
６２

焼
土

２
１

１
４

F１
６７

焼
土

１
１

F１
７０

焼
土

１
１

F１
７２

焼
土

１
１

F１
８９

焼
土

１
１

F１
９４

焼
土

１
１

２
F１
９６

焼
土

１
１

F２
０４

焼
土

１
１

２
F２
２７

焼
土

１
１

F２
３１

焼
土

５
５

F２
６６

焼
土

３
１

１
５

F３
１０

焼
土

１
１

F３
１３

焼
土

１
１

F３
１４

焼
土

１
１

２
F３
３２

焼
土

５
５

F３
４０

焼
土

１
１

２
F３
４５

焼
土

１
１

２
F３
４７

焼
土

１
２

２
５

F３
４８

焼
土

F３
５４

焼
土

１
１

２
F３
９３

焼
土

？
総
計

１０
１

１
１

１
１

１
３

１
１１

１
１

１
１

１
１

１
２

１
１

２
４４

総
合
計

歯 冠
頸 椎

腰 椎
肩
甲
骨

肋
骨

上
腕
骨
尺
骨

手
根
骨

中
手
骨
寛
骨
大
腿
骨

種 子 骨

踵 骨
距 骨

中
手
・

中
足
骨

基
節
骨

中
節
骨

末
節
骨

第
２・
５
指
趾
基
節
骨
第
２・
５
指
趾
中
節
骨
第
２・
５
指
趾
末
節
骨
計

pr
o

Ｆ
di
s

pr
o

橈
側

尺
側

２
＋
３

副
pr
o

Ｆ
di
s

di
s

pr
o

di
s

pr
o

di
s

Ｒ
Ｌ

pr
o

Ｆ
di
s

Ｆ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｒ

Ｒ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
総
計

１５
１

１
１

１
３

２
１

１
１

１
１

２
１

３
２

２２
１

１
１

１
１

２
２

１
１

２
３

１
１

２
３

３
１

２
１

４
１
９４

表
５
動
物
依
存
体
固
定
表
［
ニ
ホ
ン
ジ
カ
］
�
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Ⅰ
層

部
位

鹿 角
切 歯 骨

頸
椎

腰 椎
肩 甲 骨

肋
骨

上
腕
骨

尺
骨

手
根
骨

中
手
骨

大
腿
骨

膝
蓋
骨

脛
骨

種 子 骨

踵
骨

距
骨

果
骨

足
根
骨

中
足
骨

中
手
・

中
足
骨

基
節
骨

中
節
骨

末
節
骨

第
２
・
６

指
趾
基

節
骨

第
２・
５
指

趾
中
節
骨
第
２・
５
指

趾
末
節
骨

計
軸
椎
頸
椎

pr
o

Ｆ
di
s

pr
o

橈
側

尺
側

中
間
２
＋
３

pr
o
Ｆ
di
s

Ｆ
di
s

２＋
３

Ｃ＋
４
pr
o
Ｓ
pr
o
di
s
Ｒ

pr
o

di
s

pr
o

di
s

Ｌ
pr
o

di
s

番
号
層
位
Ｆ

Ｆ
Ｆ

Ｆ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｒ
Ｌ

Ｒ／
Ｌ

Ｒ／
Ｌ

Ｒ
Ｒ／
Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｒ／
Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｋ－
２１
Ⅰ

１
１

１
１

１
１

６
Ｋ－
２２
Ⅰ

１
１

１
３

Ｌ－
２１
Ⅰ

１
１

Ｌ－
２３
Ⅰ

１
１

Ｍ－
２１
Ⅰ

１
１

Ｍ－
２３
Ⅰ

１
１

Ｏ－
２６
Ⅰ

１
１

Ｐ－
２５
Ⅰ

１
１

Ｐ－
２６
Ⅰ

１
１

Ｒ－
２５
Ⅰ

２
２

総
計

１
１

１
１

１
１

４
１

１
１

１
１

１
１

１
１８

Ⅱ
層

部
位

鹿 角
切 歯 骨

頸
椎

腰 椎
肩 甲 骨

肋
骨

上
腕
骨

尺
骨

手
根
骨

中
手
骨

大
腿
骨

膝
蓋
骨

脛
骨

種 子 骨

踵
骨

距
骨

果
骨

足
根
骨

中
足
骨

中
手
・

中
足
骨

基
節
骨

中
節
骨

末
節
骨

第
２
・
６

指
趾
基

節
骨

第
２・
５
指

趾
中
節
骨
第
２・
５
指

趾
末
節
骨

計
軸
椎
頸
椎

pr
o

Ｆ
di
s

pr
o

橈
側

尺
側

中
間
２
＋
３

pr
o
Ｆ
di
s

Ｆ
di
s

２＋
３

Ｃ＋
４
pr
o
Ｓ
pr
o
di
s
Ｒ

pr
o

di
s

pr
o

di
s

Ｌ
pr
o

di
s

番
号
層
位
Ｆ

Ｆ
Ｆ

Ｆ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｒ
Ｌ

Ｒ／
Ｌ

Ｒ／
Ｌ

Ｒ
Ｒ／
Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｒ／
Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｋ－
２２
Ⅱ

１
１

２
Ｋ－
２４
Ⅱ

１
１

Ｋ－
２５
Ⅱ

２
１

１
１

１
１

１
１

９
Ｌ－
１７
Ⅱ

１
１

Ｌ－
１９
Ⅱ

１
１

Ｌ－
２４
Ⅱ

１
１

Ｌ－
２５
Ⅱ

１
１

Ｌ－
３９
Ⅱ

１
１

Ｍ－
１９
Ⅱ

１
１

Ｍ－
３０
Ⅱ

１
１

Ｏ－
１７
Ⅱ

１
１

Ｏ－
２１
Ⅱ

１
１

２
Ｏ－
２２
Ⅱ

２
２

４
Ｏ－
２９
Ⅱ

２
２

Ｐ－
２０
Ⅱ

１
１

２
Ｐ－
２３
Ⅱ

１
１

２
Ｐ－
２７
Ⅱ

１
１

Ｐ－
４２
Ⅱ

１
１

Ｑ－
１９
Ⅱ

１
１

Ｑ－
２８
Ⅱ

１
１

Ｒ－
２５
Ⅱ

１
１

Ｒ－
２６
Ⅱ

１
１

Ｒ－
２７
Ⅱ

１
１

Ｓ－
１５
Ⅱ

１
１

Ｓ－
２８
Ⅱ

１
２

３
Ｕ－
３７
Ⅱ

１
１

Ｖ－
５８
Ⅱ

１
１

総
計

３
１

１
１

１
１

１
１

１
１

３
３

１
１

１
２

１
２

１
２

３
１

１
１

１
２

２
２

１
２

４５

M
B
層

部
位

鹿 角
切 歯 骨

頸
椎

腰 椎
肩 甲 骨

肋
骨

上
腕
骨

尺
骨

手
根
骨

中
手
骨

大
腿
骨

膝
蓋
骨

脛
骨

種 子 骨

踵
骨

距
骨

果
骨

足
根
骨

中
足
骨

中
手
・

中
足
骨

基
節
骨

中
節
骨

末
節
骨

第
２
・
６

指
趾
基

節
骨

第
２・
５
指

趾
中
節
骨
第
２・
５
指

趾
末
節
骨

計
軸
椎
頸
椎

pr
o

Ｆ
di
s

pr
o

橈
側

尺
側

中
間
２
＋
３

pr
o
Ｆ
di
s

Ｆ
di
s

２＋
３

Ｃ＋
４
pr
o
Ｓ
pr
o
di
s
Ｒ

pr
o

di
s

pr
o

di
s

Ｌ
pr
o

di
s

番
号
層
位
Ｆ

Ｆ
Ｆ

Ｆ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｒ
Ｌ

Ｒ／
Ｌ

Ｒ／
Ｌ

Ｒ
Ｒ／
Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｒ／
Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｌ－
３９
Ｍ
Ｂ

１
１

Ｌ－
４０
Ｍ
Ｂ

１
１

総
計

１
１

２

M
C
層

部
位

鹿 角
切 歯 骨

頸
椎

腰 椎
肩 甲 骨

肋
骨

上
腕
骨

尺
骨

手
根
骨

中
手
骨

大
腿
骨

膝
蓋
骨

脛
骨

種 子 骨

踵
骨

距
骨

果
骨

足
根
骨

中
足
骨

中
手
・

中
足
骨

基
節
骨

中
節
骨

末
節
骨

第
２
・
６

指
趾
基

節
骨

第
２・
５
指

趾
中
節
骨
第
２・
５
指

趾
末
節
骨

計
軸
椎
頸
椎

pr
o

Ｆ
di
s

pr
o

橈
側

尺
側

中
間
２
＋
３

pr
o
Ｆ
di
s

Ｆ
di
s

２＋
３

Ｃ＋
４
pr
o
Ｓ
pr
o
di
s
Ｒ

pr
o

di
s

pr
o

di
s

Ｌ
pr
o

di
s

番
号
層
位
Ｆ

Ｆ
Ｆ

Ｆ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｒ
Ｌ

Ｒ／
Ｌ

Ｒ／
Ｌ

Ｒ
Ｒ／
Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｒ／
Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｊ－
２７
Ｍ
Ｃ

１
１

Ｋ－
２０
Ｍ
Ｃ

１
２

１
１

１
６

Ｋ－
２１
Ｍ
Ｃ

１
１

１
１

４
Ｌ－
２１
Ｍ
Ｃ

１
１

２
Ｍ－
２１
Ｍ
Ｃ

１
１

２
Ｍ－
２２
Ｍ
Ｃ

１
１

Ｍ－
２５
Ｍ
Ｃ

１
１

１
１

１
１

１
１

８
Ｎ－
２１
Ｍ
Ｃ

１
１

１
２

１
１

７
Ｎ－
２２
Ｍ
Ｃ

１
１

Ｎ－
２４
Ｍ
Ｃ

１
１

２
Ｎ－
２５
Ｍ
Ｃ

３
１

１
１

１
１

１
９

Ｏ－
２５
Ｍ
Ｃ

１
１

２
１

５

表
５
動
物
依
存
体
固
定
表
［
ニ
ホ
ン
ジ
カ
］
�

Ⅴ 自然科学的手法による分析
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部
位

鹿 角
切 歯 骨

頸
椎

腰 椎
肩 甲 骨

肋
骨

上
腕
骨

尺
骨

手
根
骨

中
手
骨

大
腿
骨

膝
蓋
骨

脛
骨

種 子 骨

踵
骨

距
骨

果
骨

足
根
骨

中
足
骨

中
手
・

中
足
骨

基
節
骨

中
節
骨

末
節
骨

第
２
・
６

指
趾
基

節
骨

第
２・
５
指

趾
中
節
骨
第
２・
５
指

趾
末
節
骨

計
軸
椎
頸
椎

pr
o

Ｆ
di
s

pr
o

橈
側

尺
側

中
間
２
＋
３

pr
o
Ｆ
di
s

Ｆ
di
s

２＋
３

Ｃ＋
４
pr
o
Ｓ
pr
o
di
s
Ｒ

pr
o

di
s

pr
o

di
s

Ｌ
pr
o

di
s

番
号
層
位
Ｆ

Ｆ
Ｆ

Ｆ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｒ
Ｌ

Ｒ／
Ｌ

Ｒ／
Ｌ

Ｒ
Ｒ／
Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｒ／
Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｐ－
１７
Ｍ
Ｃ

１
１

２
Ｐ－
１８
Ｍ
Ｃ

１
１

１
１

２
１

１
８

Ｐ－
２２
Ｍ
Ｃ

１
１

２
４

Ｐ－
２４
Ｍ
Ｃ

１
１

Ｐ－
２５
Ｍ
Ｃ

１
１

１
３

Ｐ－
２６
Ｍ
Ｃ

１
１

１
１

１
１

１
７

Ｑ－
２２
Ｍ
Ｃ

１
１

Ｑ－
２３
Ｍ
Ｃ

１
１

１
３

Ｑ－
２６
Ｍ
Ｃ

１
１

１
１

１
１

６
Ｓ－
２８
Ｍ
Ｃ

１
１

総
計

６
１

１
１

２
２

１
３

２
１

２
２

２
２

１
８

２
１

２
２

１
２

４
１

１
１

２
１

１
２

５
３

１
１

１
１

２
１

１
２

３
３
８４

Ⅱ
B
層

部
位

鹿 角
切 歯 骨

頸
椎

腰 椎
肩 甲 骨

肋
骨

上
腕
骨

尺
骨

手
根
骨

中
手
骨

大
腿
骨

膝
蓋
骨

脛
骨

種 子 骨

踵
骨

距
骨

果
骨

足
根
骨

中
足
骨

中
手
・

中
足
骨

基
節
骨

中
節
骨

末
節
骨

第
２
・
６

指
趾
基

節
骨

第
２・
５
指

趾
中
節
骨
第
２・
５
指

趾
末
節
骨

計
軸
椎
頸
椎

pr
o

Ｆ
di
s

pr
o

橈
側

尺
側

中
間
２
＋
３

pr
o
Ｆ
di
s

Ｆ
di
s

２＋
３

Ｃ＋
４
pr
o
Ｓ
pr
o
di
s
Ｒ

pr
o

di
s

pr
o

di
s

Ｌ
pr
o

di
s

番
号
層
位
Ｆ

Ｆ
Ｆ

Ｆ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｒ
Ｌ

Ｒ／
Ｌ

Ｒ／
Ｌ

Ｒ
Ｒ／
Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｒ／
Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｋ－
２２
Ⅱ
Ｂ

１
１

Ｍ－
２２
Ⅱ
Ｂ

１
２

３
Ｍ－
２４
Ⅱ
Ｂ

１
１

Ｎ－
２５
Ⅱ
Ｂ

１
１

１
３

Ｏ－
２１
Ⅱ
Ｂ

１
１

Ｏ－
２４
Ⅱ
Ｂ

１
１

Ｏ－
２５
Ⅱ
Ｂ

２
２

Ｐ－
１７
Ⅱ
Ｂ

Ｐ－
１８
Ⅱ
Ｂ

１
１

Ｐ－
２５
Ⅱ
Ｂ

１
１

Ｐ－
２６
Ⅱ
Ｂ

１
１

総
計

１
１

１
１

１
１

２
１

１
１

１
３

１５

Ⅲ
層

部
位

鹿 角
切 歯 骨

頸
椎

腰 椎
肩 甲 骨

肋
骨

上
腕
骨

尺
骨

手
根
骨

中
手
骨

大
腿
骨

膝
蓋
骨

脛
骨

種 子 骨

踵
骨

距
骨

果
骨

足
根
骨

中
足
骨

中
手
・

中
足
骨

基
節
骨

中
節
骨

末
節
骨

第
２
・
６

指
趾
基

節
骨

第
２・
５
指

趾
中
節
骨
第
２・
５
指

趾
末
節
骨

計
軸
椎
頸
椎

pr
o

Ｆ
di
s

pr
o

橈
側

尺
側

中
間
２
＋
３

pr
o
Ｆ
di
s

Ｆ
di
s

２＋
３

Ｃ＋
４
pr
o
Ｓ
pr
o
di
s
Ｒ

pr
o

di
s

pr
o

di
s

Ｌ
pr
o

di
s

番
号
層
位
Ｆ

Ｆ
Ｆ

Ｆ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｒ
Ｌ

Ｒ／
Ｌ

Ｒ／
Ｌ

Ｒ
Ｒ／
Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｒ／
Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｍ－
２６
Ⅲ

１
１

Ｑ－
２８
Ⅲ

１
１

総
計

１
１

２

M
１
層

部
位

鹿 角
切 歯 骨

頸
椎

腰 椎
肩 甲 骨

肋
骨

上
腕
骨

尺
骨

手
根
骨

中
手
骨

大
腿
骨

膝
蓋
骨

脛
骨

種 子 骨

踵
骨

距
骨

果
骨

足
根
骨

中
足
骨

中
手
・

中
足
骨

基
節
骨

中
節
骨

末
節
骨

第
２
・
６

指
趾
基

節
骨

第
２・
５
指

趾
中
節
骨
第
２・
５
指

趾
末
節
骨

計
軸
椎
頸
椎

pr
o

Ｆ
di
s

pr
o

橈
側

尺
側

中
間
２
＋
３

pr
o
Ｆ
di
s

Ｆ
di
s

２＋
３

Ｃ＋
４
pr
o
Ｓ
pr
o
di
s
Ｒ

pr
o

di
s

pr
o

di
s

Ｌ
pr
o

di
s

番
号
層
位
Ｆ

Ｆ
Ｆ

Ｆ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｒ
Ｌ

Ｒ／
Ｌ

Ｒ／
Ｌ

Ｒ
Ｒ／
Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｒ／
Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｉ－
２９
Ｍ
１

１
１

総
計

１
１

M
２
・
低
地
部

部
位

鹿 角
切 歯 骨

頸
椎

腰 椎
肩 甲 骨

肋
骨

上
腕
骨

尺
骨

手
根
骨

中
手
骨

大
腿
骨

膝
蓋
骨

脛
骨

種 子 骨

踵
骨

距
骨

果
骨

足
根
骨

中
足
骨

中
手
・

中
足
骨

基
節
骨

中
節
骨

末
節
骨

第
２
・
６

指
趾
基

節
骨

第
２・
５
指

趾
中
節
骨
第
２・
５
指

趾
末
節
骨

計
軸
椎
頸
椎

pr
o

Ｆ
di
s

pr
o

橈
側

尺
側

中
間
２
＋
３

pr
o
Ｆ
di
s

Ｆ
di
s

２＋
３

Ｃ＋
４
pr
o
Ｓ
pr
o
di
s
Ｒ

pr
o

di
s

pr
o

di
s

Ｌ
pr
o

di
s

番
号
層
位
Ｆ

Ｆ
Ｆ

Ｆ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｒ
Ｌ

Ｒ／
Ｌ

Ｒ／
Ｌ

Ｒ
Ｒ／
Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｒ／
Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｉ－
３０

Ｍ２・
低地部

１
１

１
１

１
１

１
２

９
Ｊ－
３０

Ｍ２・
低地部

１
１

総
計

１
１

１
１

１
１

１
１

２
１０

不
明

部
位

鹿 角
切 歯 骨

頸
椎

腰 椎
肩 甲 骨

肋
骨

上
腕
骨

尺
骨

手
根
骨

中
手
骨

大
腿
骨

膝
蓋
骨

脛
骨

種 子 骨

踵
骨

距
骨

果
骨

足
根
骨

中
足
骨

中
手
・

中
足
骨

基
節
骨

中
節
骨

末
節
骨

第
２
・
６

指
趾
基

節
骨

第
２・
５
指

趾
中
節
骨
第
２・
５
指

趾
末
節
骨

計
軸
椎
頸
椎

pr
o

Ｆ
di
s

pr
o

橈
側

尺
側

中
間
２
＋
３

pr
o
Ｆ
di
s

Ｆ
di
s

２＋
３

Ｃ＋
４
pr
o
Ｓ
pr
o
di
s
Ｒ

pr
o

di
s

pr
o

di
s

Ｌ
pr
o

di
s

番
号
層
位
Ｆ

Ｆ
Ｆ

Ｆ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｒ
Ｌ

Ｒ／
Ｌ

Ｒ／
Ｌ

Ｒ
Ｒ／
Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｒ／
Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
不
明
不
明

１
１

総
計

１
１

総
合
計

鹿 角
切 歯 骨

頸
椎

腰 椎
肩 甲 骨

肋
骨

上
腕
骨

尺
骨

手
根
骨

中
手
骨

大
腿
骨

膝
蓋
骨

脛
骨

種 子 骨

踵
骨

距
骨

果
骨

足
根
骨

中
足
骨

中
手
・

中
足
骨

基
節
骨

中
節
骨

末
節
骨

第
２
・
６

指
趾
基

節
骨

第
２・
５
指

趾
中
節
骨
第
２・
５
指

趾
末
節
骨

計
軸
椎
頸
椎

pr
o

Ｆ
di
s

pr
o

橈
側

尺
側

中
間
２
＋
３

pr
o
Ｆ
di
s

Ｆ
di
s

２＋
３

Ｃ＋
４
pr
o
Ｓ
pr
o
di
s
Ｒ

pr
o

di
s

pr
o

di
s

Ｌ
pr
o

di
s

Ｆ
Ｆ

Ｆ
Ｆ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｌ
Ｒ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｒ

Ｌ
Ｒ／
Ｌ

Ｒ／
Ｌ

Ｒ
Ｒ／
Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｒ／
Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
総
計

９
１

１
２

２
１

１
２

１
１

４
２

４
２

１
１

１
１

３
３

１
１

１
７

３
１

１
２
１６

２
２

５
３

３
２

１
３

１
２

１
７

１
２

２
６

４
２

２
４
１０

６
４

２
４

３
３

３
１

４
１

３
３
１７
８

表
５
動
物
依
存
体
固
定
表
［
ニ
ホ
ン
ジ
カ
］
�
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土
坑 部
位

下
顎
骨

頸 椎
尾 椎

肩 甲 骨

上
腕
骨

橈
骨

尺
骨

手
根
骨

第３
・４
指趾

中手
骨

寛
骨
膝
蓋
骨

脛
骨

種 子 骨

踵
骨

距 骨

足
根
骨

第３
・５
指趾

中手
・中
足骨

第
５
指
趾

中
足
骨

第
２・
５
指
趾
中
手・
中
足
骨

基
節
骨

中
節
骨

末
節
骨

第
２
・
５
指
趾

基
節
骨

第
２
・
５
指
趾

中
節
骨

第２
・５
指趾

末節
骨

第２
・５
指趾

総
計

Ｐ
２
・
４

付
近

di
s

pr
o

di
s

pr
o
di
s
橈
側

中
間

尺
側

第
４

pr
o

恥
骨

pr
o
di
s

第
３

pr
o
di
s
pr
o
Ｓ

di
s

pr
o
Ｒ

di
s

pr
o

Ｒ
pr
o
Ｒ

番
号

層
位

Ｌ
Ｆ

Ｒ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｒ

Ｒ
Ｆ

Ｒ
Ｒ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｒ

Ｌ
Ｓ
di
s
Ｒ

Ｌ
Ｒ／
Ｌ
Ｌ

Ｌ
Ｒ

Ｒ／
Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｒ

Ｆ
Ｌ

Ｒ
Ｆ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｐ
３５
９

覆
土

１
１

Ｐ
３８
３

覆
土

１
１

Ｐ
３８
４

１
１

Ｐ
４１
４

１
１

Ｐ
５１
２

１
１

２
Ｐ
５１
３

覆
土
上
面

１
１

Ｐ
５７
０

覆
土

１
１

Ｐ
６８
９

１
１

Ｐ
７７
７

１
１

Ｓ
Ｐ
２９
６８

１
１

総
計

１
１

１
１

２
１

１
１

２
１１

住
居 部
位

下
顎
骨

頸 椎
尾 椎

肩 甲 骨

上
腕
骨

橈
骨

尺
骨

手
根
骨

第３
・４
指趾

中手
骨

寛
骨
膝
蓋
骨

脛
骨

種 子 骨

踵
骨

距 骨

足
根
骨

第３
・５
指趾

中手
・中
足骨

第
５
指
趾

中
足
骨

第
２・
５
指
趾
中
手・
中
足
骨

基
節
骨

中
節
骨

末
節
骨

第
２
・
５
指
趾

基
節
骨

第
２
・
５
指
趾

中
節
骨

第２
・５
指趾

末節
骨

第２
・５
指趾

総
計

Ｐ
２
・
４

付
近

di
s

pr
o

di
s

pr
o
di
s
橈
側

中
間

尺
側

第
４

pr
o

恥
骨

pr
o
di
s

第
３

pr
o
di
s
pr
o
Ｓ

di
s

pr
o
Ｒ

di
s

pr
o

Ｒ
pr
o
Ｒ

番
号

層
位

Ｌ
Ｆ

Ｒ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｒ

Ｒ
Ｆ

Ｒ
Ｒ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｒ

Ｌ
Ｓ
di
s
Ｒ

Ｌ
Ｒ／
Ｌ
Ｌ

Ｌ
Ｒ

Ｒ／
Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｒ

Ｆ
Ｌ

Ｒ
Ｆ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｈ
２０

掘
上
土

１
１

Ｈ
２５

床
面

１
１

総
計

１
１

２

焼
土 部
位

下
顎
骨

頸 椎
尾 椎

肩 甲 骨

上
腕
骨

橈
骨

尺
骨

手
根
骨

第３
・４
指趾

中手
骨

寛
骨
膝
蓋
骨

脛
骨

種 子 骨

踵
骨

距 骨

足
根
骨

第３
・５
指趾

中手
・中
足骨

第
５
指
趾

中
足
骨

第
２・
５
指
趾
中
手・
中
足
骨

基
節
骨

中
節
骨

末
節
骨

第
２
・
５
指
趾

基
節
骨

第
２
・
５
指
趾

中
節
骨

第２
・５
指趾

末節
骨

第２
・５
指趾

総
計

Ｐ
２
・
４

付
近

di
s

pr
o

di
s

pr
o
di
s
橈
側

中
間

尺
側

第
４

pr
o

恥
骨

pr
o
di
s

第
３

pr
o
di
s
pr
o
Ｓ

di
s

pr
o
Ｒ

di
s

pr
o

Ｒ
pr
o
Ｒ

番
号

層
位

Ｌ
Ｆ

Ｒ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｒ

Ｒ
Ｆ

Ｒ
Ｒ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｒ

Ｌ
Ｓ
di
s
Ｒ

Ｌ
Ｒ／
Ｌ
Ｌ

Ｌ
Ｒ

Ｒ／
Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｒ

Ｆ
Ｌ

Ｒ
Ｆ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｆ
１９
４

焼
土

１
１

２
Ｆ
２０
８

１
１

Ｆ
２８
５

１
１

Ｆ
２９
７

１
１

Ｆ
３１
０

１
１

Ｆ
３３
０

Ｆ
３４
０

１
１

Ｆ
３８
８

１
１

総
計

１
１

１
１

１
１

１
１

８

Ⅰ
層 部
位

下
顎
骨

頸 椎
尾 椎

肩 甲 骨

上
腕
骨

橈
骨

尺
骨

手
根
骨

第３
・４
指趾

中手
骨

寛
骨
膝
蓋
骨

脛
骨

種 子 骨

踵
骨

距 骨

足
根
骨

第３
・５
指趾

中手
・中
足骨

第
５
指
趾

中
足
骨

第
２・
５
指
趾
中
手・
中
足
骨

基
節
骨

中
節
骨

末
節
骨

第
２
・
５
指
趾

基
節
骨

第
２
・
５
指
趾

中
節
骨

第２
・５
指趾

末節
骨

第２
・５
指趾

総
計

Ｐ
２
・
４

付
近

di
s

pr
o

di
s

pr
o
di
s
橈
側

中
間

尺
側

第
４

pr
o

恥
骨

pr
o
di
s

第
３

pr
o
di
s
pr
o
Ｓ

di
s

pr
o
Ｒ

di
s

pr
o

Ｒ
pr
o
Ｒ

番
号

層
位

Ｌ
Ｆ

Ｒ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｒ

Ｒ
Ｆ

Ｒ
Ｒ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｒ

Ｌ
Ｓ
di
s
Ｒ

Ｌ
Ｒ／
Ｌ
Ｌ

Ｌ
Ｒ

Ｒ／
Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｒ

Ｆ
Ｌ

Ｒ
Ｆ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｋ
－
２２

Ⅰ
１

１
Ｌ
－
２２

Ⅰ
１

１
Ｎ
－
２１

Ⅰ
１

１
２

Ｕ
－
４１

Ⅰ
１

１
総
計

１
１

１
１

１
５

Ⅱ
層 部
位

下
顎
骨

頸 椎
尾 椎

肩 甲 骨

上
腕
骨

橈
骨

尺
骨

手
根
骨

第３
・４
指趾

中手
骨

寛
骨
膝
蓋
骨

脛
骨

種 子 骨

踵
骨

距 骨

足
根
骨

第３
・５
指趾

中手
・中
足骨

第
５
指
趾

中
足
骨

第
２・
５
指
趾
中
手・
中
足
骨

基
節
骨

中
節
骨

末
節
骨

第
２
・
５
指
趾

基
節
骨

第
２
・
５
指
趾

中
節
骨

第２
・５
指趾

末節
骨

第２
・５
指趾

総
計

Ｐ
２
・
４

付
近

di
s

pr
o

di
s

pr
o
di
s
橈
側

中
間

尺
側

第
４

pr
o

恥
骨

pr
o
di
s

第
３

pr
o
di
s
pr
o
Ｓ

di
s

pr
o
Ｒ

di
s

pr
o

Ｒ
pr
o
Ｒ

番
号

層
位

Ｌ
Ｆ

Ｒ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｒ

Ｒ
Ｆ

Ｒ
Ｒ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｒ

Ｌ
Ｓ
di
s
Ｒ

Ｌ
Ｒ／
Ｌ
Ｌ

Ｌ
Ｒ

Ｒ／
Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｒ

Ｆ
Ｌ

Ｒ
Ｆ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｋ
－
１７

Ⅱ
１

１
Ｋ
－
２２

Ⅱ
１

１
２

Ｋ
－
２５

Ⅱ
１

１
Ｌ
－
２４

Ⅱ
１

１
Ｌ
－
３０

Ⅱ
１

１
Ｌ
－
３９

Ⅱ
１

１
Ｏ
－
２１

Ⅱ
１

１
Ｏ
－
２２

Ⅱ
１

１
１

１
４

Ｒ
－
２５

Ⅱ
１

１
Ｓ
－
２２

Ⅱ
１

１
２

Ｓ
－
２７

Ⅱ
１

１
Ｔ
－
３０

Ⅱ
１

１
Ｖ
－
３７

Ⅱ
１

１
総
計

１
１

１
１

１
１

１
１

１
１

１
１

１
１

１
２

１
１８

表
６
動
物
依
存
体
固
定
表
［
イ
ノ
シ
シ
］
�

Ⅴ 自然科学的手法による分析
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M
B
層

部
位

下
顎
骨

頸 椎
尾 椎

肩 甲 骨

上
腕
骨

橈
骨

尺
骨

手
根
骨

第３
・４
指趾

中手
骨

寛
骨
膝
蓋
骨

脛
骨

種 子 骨

踵
骨

距 骨

足
根
骨

第３
・５
指趾

中手
・中
足骨

第
５
指
趾

中
足
骨

第
２・
５
指
趾
中
手・
中
足
骨

基
節
骨

中
節
骨

末
節
骨

第
２
・
５
指
趾

基
節
骨

第
２
・
５
指
趾

中
節
骨

第２
・５
指趾

末節
骨

第２
・５
指趾

総
計

Ｐ
２
・
４

付
近

di
s

pr
o

di
s

pr
o
di
s
橈
側

中
間

尺
側

第
４

pr
o

恥
骨

pr
o
di
s

第
３

pr
o
di
s
pr
o
Ｓ

di
s

pr
o
Ｒ

di
s

pr
o

Ｒ
pr
o
Ｒ

番
号

層
位

Ｌ
Ｆ

Ｒ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｒ

Ｒ
Ｆ

Ｒ
Ｒ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｒ

Ｌ
Ｓ
di
s
Ｒ

Ｌ
Ｒ／
Ｌ
Ｌ

Ｌ
Ｒ

Ｒ／
Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｒ

Ｆ
Ｌ

Ｒ
Ｆ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｍ
－
４０

Ｍ
Ｂ

１
１

１
３

総
計

１
１

１
３

M
C
層

部
位

下
顎
骨

頸 椎
尾 椎

肩 甲 骨

上
腕
骨

橈
骨

尺
骨

手
根
骨

第３
・４
指趾

中手
骨

寛
骨
膝
蓋
骨

脛
骨

種 子 骨

踵
骨

距 骨

足
根
骨

第３
・５
指趾

中手
・中
足骨

第
５
指
趾

中
足
骨

第
２・
５
指
趾
中
手・
中
足
骨

基
節
骨

中
節
骨

末
節
骨

第
２
・
５
指
趾

基
節
骨

第
２
・
５
指
趾

中
節
骨

第２
・５
指趾

末節
骨

第２
・５
指趾

総
計

Ｐ
２
・
４

付
近

di
s

pr
o

di
s

pr
o
di
s
橈
側

中
間

尺
側

第
４

pr
o

恥
骨

pr
o
di
s

第
３

pr
o
di
s
pr
o
Ｓ

di
s

pr
o
Ｒ

di
s

pr
o

Ｒ
pr
o
Ｒ

番
号

層
位

Ｌ
Ｆ

Ｒ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｒ

Ｒ
Ｆ

Ｒ
Ｒ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｒ

Ｌ
Ｓ
di
s
Ｒ

Ｌ
Ｒ／
Ｌ
Ｌ

Ｌ
Ｒ

Ｒ／
Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｒ

Ｆ
Ｌ

Ｒ
Ｆ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｋ
－
２１

Ｍ
Ｃ

１
１

２
Ｌ
－
２０

Ｍ
Ｃ

１
１

Ｌ
－
２６

Ｍ
Ｃ

１
１

Ｍ
－
２１

Ｍ
Ｃ

１
１

Ｍ
－
２３

Ｍ
Ｃ

１
１

Ｍ
－
２４

Ｍ
Ｃ

１
１

２
Ｎ
－
１８

Ｍ
Ｃ

１
１

２
Ｎ
－
２１

Ｍ
Ｃ

１
１

Ｎ
－
２３

Ｍ
Ｃ

１
１

Ｎ
－
２４

Ｍ
Ｃ

１
１

Ｎ
－
２５

Ｍ
Ｃ

１
２

１
１

１
６

Ｏ
－
１８

Ｍ
Ｃ

１
１

１
１

４
Ｏ
－
２４

Ｍ
Ｃ

１
１

１
３

Ｏ
－
２５

Ｍ
Ｃ

１
１

１
１

１
５

Ｐ
－
１７

Ｍ
Ｃ

１
１

２
Ｐ
－
１８

Ｍ
Ｃ

１
１

Ｐ
－
２２

Ｍ
Ｃ

１
１

１
３

Ｐ
－
２４

Ｍ
Ｃ

１
１

１
３

Ｐ
－
２５

Ｍ
Ｃ

１
１

１
３

Ｐ
－
２６

Ｍ
Ｃ

１
１

Ｑ
－
２２

Ｍ
Ｃ

１
１

Ｑ
－
２３

Ｍ
Ｃ

１
１

Ｑ
－
２６

Ｍ
Ｃ

Ｒ
－
２７

Ｍ
Ｃ

１
１

総
計

１
１

１
１

１
１

１
２

１
１

１
１

１
３

１
１

３
１

１
４

１
１

１
１

１
２

１
１

１
１

１
３

２
１

１
４７

Ⅱ
B
層

部
位

下
顎
骨

頸 椎
尾 椎

肩 甲 骨

上
腕
骨

橈
骨

尺
骨

手
根
骨

第３
・４
指趾

中手
骨

寛
骨
膝
蓋
骨

脛
骨

種 子 骨

踵
骨

距 骨

足
根
骨

第３
・５
指趾

中手
・中
足骨

第
５
指
趾

中
足
骨

第
２・
５
指
趾
中
手・
中
足
骨

基
節
骨

中
節
骨

末
節
骨

第
２
・
５
指
趾

基
節
骨

第
２
・
５
指
趾

中
節
骨

第２
・５
指趾

末節
骨

第２
・５
指趾

総
計

Ｐ
２
・
４

付
近

di
s

pr
o

di
s

pr
o
di
s
橈
側

中
間

尺
側

第
４

pr
o

恥
骨

pr
o
di
s

第
３

pr
o
di
s
pr
o
Ｓ

di
s

pr
o
Ｒ

di
s

pr
o

Ｒ
pr
o
Ｒ

番
号

層
位

Ｌ
Ｆ

Ｒ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｒ

Ｒ
Ｆ

Ｒ
Ｒ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｒ

Ｌ
Ｓ
di
s
Ｒ

Ｌ
Ｒ／
Ｌ
Ｌ

Ｌ
Ｒ

Ｒ／
Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｒ

Ｆ
Ｌ

Ｒ
Ｆ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
M
－
２３

Ⅱ
B

１
１

N
－
２２

Ⅱ
B

１
１

N
－
２４

Ⅱ
B

１
１

N
－
２５

Ⅱ
B

１
１

P－
１８

Ⅱ
B

１
１

P－
２３

Ⅱ
B

１
１

P－
２５

Ⅱ
B

１
１

P－
２６

Ⅱ
B

１
１

総
計

１
１

１
１

１
１

１
１

８

M
１
層

部
位

下
顎
骨

頸 椎
尾 椎

肩 甲 骨

上
腕
骨

橈
骨

尺
骨

手
根
骨

第３
・４
指趾

中手
骨

寛
骨
膝
蓋
骨

脛
骨

種 子 骨

踵
骨

距 骨

足
根
骨

第３
・５
指趾

中手
・中
足骨

第
５
指
趾

中
足
骨

第
２・
５
指
趾
中
手・
中
足
骨

基
節
骨

中
節
骨

末
節
骨

第
２
・
５
指
趾

基
節
骨

第
２
・
５
指
趾

中
節
骨

第２
・５
指趾

末節
骨

第２
・５
指趾

総
計

Ｐ
２
・
４

付
近

di
s

pr
o

di
s

pr
o
di
s
橈
側

中
間

尺
側

第
４

pr
o

恥
骨

pr
o
di
s

第
３

pr
o
di
s
pr
o
Ｓ

di
s

pr
o
Ｒ

di
s

pr
o

Ｒ
pr
o
Ｒ

番
号

層
位

Ｌ
Ｆ

Ｒ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｒ

Ｒ
Ｆ

Ｒ
Ｒ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｒ

Ｌ
Ｓ
di
s
Ｒ

Ｌ
Ｒ／
Ｌ
Ｌ

Ｌ
Ｒ

Ｒ／
Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｒ

Ｆ
Ｌ

Ｒ
Ｆ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｈ
－
３０

Ｍ
１・
低
地
部

１
１

Ｉ
－
２９

Ｍ
１

１
１

総
計

１
１

２

M
２
・
低
地
部

部
位

下
顎
骨

頸 椎
尾 椎

肩 甲 骨

上
腕
骨

橈
骨

尺
骨

手
根
骨

第３
・４
指趾

中手
骨

寛
骨
膝
蓋
骨

脛
骨

種 子 骨

踵
骨

距 骨

足
根
骨

第３
・５
指趾

中手
・中
足骨

第
５
指
趾

中
足
骨

第
２・
５
指
趾
中
手・
中
足
骨

基
節
骨

中
節
骨

末
節
骨

第
２
・
５
指
趾

基
節
骨

第
２
・
５
指
趾

中
節
骨

第２
・５
指趾

末節
骨

第２
・５
指趾

総
計

Ｐ
２
・
４

付
近

di
s

pr
o

di
s

pr
o
di
s
橈
側

中
間

尺
側

第
４

pr
o

恥
骨

pr
o
di
s

第
３

pr
o
di
s
pr
o
Ｓ

di
s

pr
o
Ｒ

di
s

pr
o

Ｒ
pr
o
Ｒ

番
号

層
位

Ｌ
Ｆ

Ｒ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｒ

Ｒ
Ｆ

Ｒ
Ｒ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｒ

Ｌ
Ｓ
di
s
Ｒ

Ｌ
Ｒ／
Ｌ
Ｌ

Ｌ
Ｒ

Ｒ／
Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｒ

Ｆ
Ｌ

Ｒ
Ｆ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｈ
－
３０

Ｍ２
・低
地部

１
１

Ｉ
－
３０

Ｍ２
・低
地部

１
１

総
計

１
１

２

部
位

下
顎
骨

頸 椎
尾 椎

肩 甲 骨

上
腕
骨

橈
骨

尺
骨

手
根
骨

第３
・４
指趾

中手
骨

寛
骨
膝
蓋
骨

脛
骨

種 子 骨

踵
骨

距 骨

足
根
骨

第３
・５
指趾

中手
・中
足骨

第
５
指
趾

中
足
骨

第
２・
５
指
趾
中
手・
中
足
骨

基
節
骨

中
節
骨

末
節
骨

第
２
・
５
指
趾

基
節
骨

第
２
・
５
指
趾

中
節
骨

第２
・５
指趾

末節
骨

第２
・５
指趾

総
計

Ｐ
２
・
４

付
近

di
s

pr
o

di
s

pr
o
di
s
橈
側

中
間

尺
側

第
４

pr
o

恥
骨

pr
o
di
s

第
３

pr
o
di
s
pr
o
Ｓ

di
s

pr
o
Ｒ

di
s

pr
o

Ｒ
pr
o
Ｒ

番
号

層
位

Ｌ
Ｆ

Ｒ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｒ

Ｒ
Ｆ

Ｒ
Ｒ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｒ

Ｌ
Ｓ
di
s
Ｒ

Ｌ
Ｒ／
Ｌ
Ｌ

Ｌ
Ｒ

Ｒ／
Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｒ

Ｆ
Ｌ

Ｒ
Ｆ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ

Ｌ
総
計

１
１

１
１

１
１

１
１

１
１

１
３

３
１

２
１

２
１

１
１

１
１

１
１

１
７

１
１

６
１

１
１

６
１

１
１

１
３

１
２

１
１

２
５

３
２

１
２

１
１

１
５

５
１

２
４

２
１

１
１０
６

表
６
動
物
依
存
体
固
定
表
［
イ
ノ
シ
シ
］
�

―２７６―



Ⅴ 自然科学的手法による分析

―２７７―



５ 西島松５遺跡出土のネズミのかじり痕のある玉について

財団法人北海道埋蔵文化財センター

第２調査部第３調査課 柳瀬由佳

西島松５遺跡の墓から出土した、小動物のかじり痕と予想した痕跡のある玉類について、元北海道

大学農学部教授の阿部 永先生に鑑定していただき、以下のコメントをいただいた。

なお、鑑定の際には、北海道大学北方生物圏フィールド科学センター植物園・博物館所蔵の標本を

比較資料として用いた。

資料の鑑定を快諾して下さった阿部 永先生、比較資料の提供などにご協力下さった北海道大学北

方生物圏フィールド科学センター植物園・博物館の市川秀雄氏、加藤 克氏、高谷文仁氏、また、阿

部先生にご紹介下さった酪農学園大学獣医学部寄生虫学教室の浅川満彦先生に記して感謝致します。

鑑定資料：墓から出土した玉類 計６点：Ｐ４３２－１、Ｐ５０３－２、Ｐ５７０－６・７・８、Ｐ７８１－２１

（図版２８４）

結論：アカネズミの下顎切歯によるかじり痕と考えられる。（タイリクヤチネズミのかじり痕も含まれ

る可能性はある）

根拠：

・一見して、げっ歯類の切歯によるかじり痕である。

・かじり痕には、噛みついて止まった一対の「穴状の痕」と、ガリガリとかじった一対の「溝状の

痕」があり、後者が多い。

「溝状の痕」の大きさ（幅）から、行為者はタイリクヤチネズミかアカネズミと考えられる。しか

し、噛みついた「穴状の痕」は細い針で突いたような痕で、先細りの形状の切歯によると考えられ

る。この形状と大きさに該当するのは、アカネズミの下顎切歯である。タイリクヤチネズミの切歯の

先端は平坦で幅広く、資料に見られる痕より大きい。

・「溝状の痕」は、形状からはアカネズミかタイリクヤチネズミかは断定できない。しかし、「穴状の

痕」が全てアカネズミのものであること、タイリクヤチネズミの草食に対しアカネズミは堅果類（特

にオニグルミ）を好むことを考慮すると、資料である石のような硬いものをかじるのはアカネズミで

はないかと考えられる。

・北海道に生息する普通種のネズミは他に２種（ヒメネズミとミカドネズミ）がある。しかし、これ

らはいずれもアカネズミやタイリクヤチネズミより顕著に小型であり、かじり痕の行為者としての可

能性は著しく低い。

・資料が遺跡の発掘調査時、地中５～３０�ほどの位置から出土したことは、アカネズミが地中に巣穴
を掘る習性を考えると、偶然掘りあたる可能性は十分にあり、説明がつく。

・遺跡と周辺の環境（クルミやドングリ類の木が多い、河畔の畑・荒地）は、アカネズミの生息に適

した環境である。
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６ 恵庭市西島松５遺跡から出土した赤色漆塗竪櫛の構造と製作技法について

財団法人北海道埋蔵文化財センター

第１調査部第１調査課 田 口 尚

１．はじめに

北海道では縄文時代早期（約９０００年前）から赤色顔料を使用した多種多様な漆塗製品が多量に出土

している。特に縄文時代後期中葉から末葉にかけては漆工文化の最盛期と言われ、質・量ともに豊富

な出土例が見られる。なかでも結歯式漆塗竪櫛はその代表的な存在であり、環状列石（ストーン・サ

ークル）、群集墓、周堤墓、積石墓などと呼ばれる特徴的な墓制や儀礼などと深くかかわって発展し

てきたものである。最近では、縄文時代後期末葉の恵庭市カリンバ３遺跡（国指定史跡 平成１７年３

月）から発見された３基の合葬墓に副葬された色彩豊かな赤色漆塗竪櫛をはじめとする漆製品（国指

定重要文化財 平成１８年６月）などが著明である。

ここでは最新のＸ線ＣＴスキャナーを用いて、透かし文様のある赤色漆塗竪櫛と透かし文様の無い

赤色漆塗竪櫛の構造と制作技法を非破壊で解析し、多くの成果が得られたのでその一部を報告する。

ここではカリンバ３遺跡と同様に多量の漆塗製品が発見された同西島松５遺跡のＰ３９８とＰ４０４の墓壙

から出土した結歯式赤色漆塗竪櫛であり、他の機器分析と合わせて検討した。

２．資料と調査方法

試料はＰ３９８出土の透かし文様のある櫛１点、Ｐ４０４の透かし文様の無い櫛１点の計２点である。

この２点の試料について外見的特徴の観察の後、非破壊調査としてＸ線透過撮影、Ｘ線ＣＴスキャ

ナーによる解析を行い、試料から剥落した微小破片については漆膜試料を破壊調査し、有機質分析

（FTIR）、蛍光X線分析（EDS）などの科学分析を行って比較検討した。

�構造調査と材質調査（図１～図１１、表１）
外観的特徴はデジタルＨＤマイクロスコープ、実体顕微鏡で観察し、Ｘ線透過撮影装置による構造

調査後、剥落していた２～３�程度の微小片を試料とした。微小破片の一部はフーリエ変換赤外分光
分析装置を用いて有機質分析を行った。残りの試料は透明エポキシ樹脂（ペトロポキシ１５４）を使用

して硬化させた後、実体顕微鏡や光学顕微鏡で断面を確認しながらA＃８００～WA＃３０００、ラッピング

フィルムで研磨し、プレパラートとした。試料は落射光装置と光学顕微鏡で観察し、走査電子顕微鏡

（JSM－５６００LV）とエネルギー分散型蛍光Ｘ線分析装置 （EDS JED－２２００）を使用し、赤色漆塗膜の

元素分析および鉄（Fe）、水銀（Hg）、イオウ（S）のマッピング分析を行った。

�Ｘ線ＣＴスキャナーによる構造と製作技法の調査（図１２～図２２、表１）
一般的なＸ線透視撮影では試料の横断面や縦断面の詳細を把握することが困難であり、貴重な試料

から大型薄片を作成することは試料を損壊させる危険があるので現実的ではない。これまでは平面的

なＸ線画像と櫛の破損箇所から覗く、断片的な内部観察および漆膜断面に見られるわずかな情報から

構造を検討せざるを得なかった。これらの問題点を解決できることから九州国立博物館に設置されて

いる文化財用高精度Ｘ線ＣＴスキャナーを使用して断面および３Ｄ画像で観察を行った。装置は大型

文化財などを観察する目的で導入されたものであるが、最高０．２㎜の高精度で断面と立体画像を作成

できるため小型脆弱資料の観察も可能である。医療用Ｘ線ＣＴスキャナーの約５倍の分解能があり、

画像を見ながら任意に自由な方向から横断面や縦断面を設定可能である。特に漆器等の脆弱試料は、

シール容器などに保管したまま計測可能であるため、試料を損傷させる心配が少ない。今後は土壌ご
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Ｐ３９８ Ｐ４０４

透かし文様 透かし文様有り、中央に分銅形と（ ）文様、両側に２個
の三角文様一対。（図１）

透かし文様無し。（図２）

外 観 体部下辺が幅広の台形状で上辺は弧状に湾曲し、その中央
に瘤隆起。両側に三角の突起あり、わずかに欠損。

体部下辺が幅広の台形状で上辺は弧状に湾曲し、両側に三
角の突起あり、一部欠損。

隆起部分

上部の三角突起下部に瘤状隆起（波状隆起）なし。
下部中央表裏に２個の瘤状隆起あり。太撚り糸をＸ字状に
結束して作出。
横走隆起帯は３条。

上部の三角突起下部に瘤状の大型隆起（波状隆起）表裏に
６山あり、表裏で凸凹ずれている。Ｚ撚りの太撚り糸が波
状に見える
下部中央表裏に２個の瘤状隆起あり。太撚り糸をＸ字状に
結束して作出。
横走隆起帯４条。

色調・塗り

赤色漆塗。透かし文様周縁は朱漆を厚く塗り重ね、縁取
る。凹部分に朱漆がやや厚く溜まっている。
色調は明るい朱色系、隆起や瘤部分など凸部分は手擦れな
どで摩耗し、下部にベンガラ漆や黒色系下地が露出。手擦
れにより根来漆の風合いがある。（図４）

赤色漆塗。凹部分に朱漆がやや厚く溜まっている。
色調はオレンジ系、隆起や瘤部分など凸部分は手擦れなど
で摩耗し、下部にベンガラ漆や黒色系下地が露出。手擦れ
により根来漆の風合いがある。（図２）

櫛歯の特徴
結歯式、櫛歯は腐食により消失（空洞）、１２本。瘤条隆起
の直上から上辺に向かって急激に薄く細く削ぎおとし上端
では角形。両側の歯を太く加工。（図５、図１３、図１６）

結歯式、櫛歯は腐食により消失（空洞）１４本。瘤条隆起の
直上から上辺に向かって急激に薄く細く削ぎおとし上端で
は角形。歯の太さは同じに加工。（図１８、図１９）

横架材
細い空洞部分は結束した太い撚り糸が腐食した部分。歯に
一巻きしながら互いの歯を結束固定。横架材のように見え
るのは撚り糸または細い繊維束か？（図１３、図１６）

細い空洞部分は結束した太撚り糸が腐食した部分あり、歯
に一巻きしながら互いの歯を結束固定。横架材のように見
えるのは撚り糸または細い繊維束か？（図１８、図２２）

塗膜

上層は朱（硫化水銀系 HgS）塗り、膜厚２０～４０μm前
後、連化し粉体化した部分もある。下層はパイプ状ベンガ
ラ（Fe２O３）が散点的に混じるベンガラ漆層デ膜厚５０～７０
μm前後。ベンガラ漆層は２～３層。FTIRでは１２１０～１２００
㎝－１、１６５０～１６４０㎝－１（糖タンパク）、１０７０～１０４０㎝
－１（ゴム質）、１２８０㎝－１（フェノール）などの吸収が
やや大きいが、１６４５㎝－１（酸化メチレン基）、１７２０㎝－
１（カルボニキル基）、２９２５㎝－１、２８５０㎝－１（炭化水
素）などが見られ漆液と同定。

上層は朱（硫化水銀系 HgS）塗り、膜厚２０～３０μm前
後、下層はパイプ状ベンガラ（Fe２O３）が散点的に混じる
ベンガラ漆層デ膜厚５０～６０μm前後。ベンガラ漆層は１～
２層。FTIRでは１２１０～１２００㎝－１、１６５０～１６４０㎝－１
（糖タンパク）、１０７０～１０４０㎝－１（ゴム質）、１２８０㎝－１
（フェノール）などの吸収がやや大きいが、１６４５㎝－１
（酸化メチレン基）、１７２０㎝－１（カルボニキル基）、２９２５
㎝－１、２８５０㎝－１（炭化水素）などが見られ漆液と同
定。

塑形・下地

塑形材は木粉に細かな植物繊維を含む木屎漆系、歯と歯の
隙間や隆起箇所に厚くパテ塗りし、全体を強化。微小な岩
片や鉱物含む箇所もある。下地には生漆を１５μm前後、塑
形材に塗って、ある程度の平滑化と浸透強化。

形材は木粉に細かな植物繊維を含む木屎漆系、歯と歯の隙
間や隆起箇所に厚くパテ塗りし、全体を強化。微小な岩片
や鉱物含む箇所もある。下地には生漆を５μm前後、塑形
材に塗って、平滑化と浸透強化。

表１ 分析および観察結果の比較

と切取った保存処理前の漆器類などの事前観察および保存処理計画作成にも効果が期待される。

３．調査結果と考察

４．まとめ

この研究では漆膜や顔料分析のための機器分析と合わせて、最新のＸ線ＣＴスキャンを用いること

により、新知見やこれまでの成果の検証ができた。①透かし文様の切り抜き技法、②太い撚り糸の

「Ｘ･Ｖ・／」字状の結束による瘤状隆起、③櫛歯の結束状況（横架材状）、④透かし文様を有するも

のと透かし文様の無い櫛について櫛歯整形・加工が異なり、ふたつの資料は完成形態を考慮し、別々

の製作意図を反映して製作されていることなどが非破壊三次元情報として確認できた。今後は脆弱資

料の解析に欠かせない分析・解析方法となるはずである。

この時代の北海道では漆製品生産の検討が必要であり、既に報告された遺跡を含め、出土地周辺に

おけるウルシノキの種子や花粉の検出に努め、他のウルシ属樹木の有用性の調査や赤色顔料産地の同

定とそれらの交易ルートの調査研究が重要な課題となる。

なお、この報告は「東アジア文化財保存修復国際会議」（２００６）および「日本文化財科学会台２５回大

会」（２００８）発表資料を訂正加筆したものである。本稿では極限られた試料および紙面の関係から概略

的な報告となっており、今後、あらためて詳細な検討を試みたい。

最後にＸ線ＣＴスキャンの実施については九州国立博物館の本田光子氏、今津節生氏、鳥越俊行氏

の多大なる協力をいただいた。漆塗櫛分析については北海道開拓記念館の小林幸雄氏に助言を、EDS

分析については当センターの花岡正光氏に協力をいただきました。記して心より感謝申し上げます。
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蛍光Ｘ線測定ポイント�

７ 蛍光Ｘ線分析

�東都文化財保存研究所
蛍光Ｘ線分析は平成１６・１７年度の２カ年にわたり、�東京文化財保存研究所で櫛８点、環状漆塗製
品３点、漆塗玉１点について行われた。以下、測定ポイントと測定結果のグラフを記す。
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